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求め て いる の は 、 
EOS POWER。 | 


この サウ ンド ・ レ ー ス を 走り 抜い た 時 。 君 の EOS ワ ー ル ド は 、 き っ と 広がっ つて いる 。 
君 の EOS サ ウン ド は 、 き っ と 強く な っ て いる 。 
























く < 絶 賛 発売 中 !>EOS VOICE CARD 

TK1'RHYTHM RED,TMN TETSUYA KOMURO 

引 | メー カー 希望 小売 価格 \ 9.800( 税 抜き ) 

は 長 料 | TIMN の 世界 を B500 で 超 リ アル に 再現 。 ボ イス デー タ 100 種 / 
| フレ ー ズ ・ シ ー ケ ンス ・ デ ー タ 4 曲 (5 フレーズ) 収録 。 


l』 TK2'The Single Collection」TM NETWORK 
| TETSUYA KOMURO 近日 発売 予定 

デビ ュー か ら TMN 宣 言 ま で に リリ ー ス され た TM NETWORK の 
シン グル 曲 よ り 人 気 ナ ン バ ー10 曲 を セレ クト 。 ボ イス ・ デ ー タ 100 種 / 
フレ ー ズ ・ シ ー ケ ンス ・ デ ー タ 4 曲 収 録 。 













CD BOOK「K's MAGAZINE 2 
-w 則 定価 \3.600( 税 込み ) 

* プ 小室 哲哉 自身 が B500 を 使用 し て 、TMN サ ウン ド の すべ て を 語る 。 
浅倉 大 介 と の 対談 や 、 貴 重ね イン タビ ュー も 満載 。 
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結末 は 、 わ か ら な い 。 何 度 で も 挑戦 で きる サウ ンド ・ レ ー ス 。 
(①TMN、TM NETWORK、 そ し て 小室 哲哉 & 木 根 沿 
登 の 作品 を EOS1 台 で 作る や ジ ⑦ レ ー ス に 参加 する 
③ 締 切 & 結 果 発表 。 で 、 終 わら な い の が 今回 の EOS 
CIRCUIT の 特徴 。 こ の レー ス に は 、 最 優秀 作品 が 決 
定 する FINAL ROUND まで に 4 回 の レー ス (=③ 締 
切 & 結 果 発表 ) が ある 。 楽 器 店 配布 の 速報 ニュ ー ス で 
君 の 作品 の ラン ク & ポ イン ト ( 得 点 ) を チェ ッ ク し な が 
ら 、 最 終 締 切 ま で 何 度 で も 何 作品 で も チャ レン ジ で き 
る 仕組 み だ 。 も ちろ ん 自信 の 1 作品 で 全 レ ー ス を 走り 
抜い て も OK! 


※ 詳細 / 応 募 用 紙 は 、 お 近く の ヤマ ハ LM 特 約 店 ・ ヤ マハ 直営 店 まで 。 





全国 の EOS &TMN フ ァ ン 、 そ L て TMN 自 身 に 。 

レー ス 参 加 の 作品 募集 は 1 月 5 日 スタ ー ト 。 そ の 後 の 
途中 経過 は 前 述 の 速報 ニュ ー ス 、 東 京 名 古屋 性 大 
阪 の 浅倉 大 介 出 演 イ ベン ト 、 ニ ッ ポ ン 放 送 「 ポ ッ プ ン 
王国 」、 オ ン ・ エ ア CM 等 で チェ ッ ク ! 参加 者 全員 で 作 
品 を 楽し みな が ら グ ラン プリ を 決定 し て いく 。 も ちろ ん 
4 月 の FINAL ROUND(at 東 京 ) に は 、 小 室 哲 哉 & 木 
根 尚 登 & 浅 倉 大 介 が 出演 予定 。 こ の 時 点 で の 優秀 作 
m 品 に は 、 彼 ら か ら 直 接 ア ドバイ ス が も ら え る 他 、 素 敵 
な プレ ゼン ト も 用 意 さ れ て いる 。 と に か く 、 最 後 まで 目 
が 離せ な い サ ー キ ッ ト だ ! 








1991 で GRAND PRIX 
1 月 5 日 作品 募集 START! 
TMN の スピ ビー ド 感 、 0 年 代 の 音 を クリ エイ ト する 。 
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YAMAHA MUSIC SYNTHESIZER 
"NEW 還 〇 5"B500 


メー カー 希望 小売 価格 16 8 ,000 ( 税 抜 き 価格 


カタ ログ ご 希望 の 方 は 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 令 、 電 話 番号 を 明 
記 の 上 、 華 430-91 浜 松 市 浜松 郵便 局 私 書 箱 3 号 ヤマ ハ 株 式 会 社 
LE-NR 係 まで ご 請求 くだ さい 。 
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ブリ ソレ ズ 7 NMP WW (0) 
ニュ ー・ ア ル バ ム 全 11 曲 に 託さ れ た メン バー5 人 の 想い を 曲 ご と に お 伝え し ます / 
Bl MM 14 
5 人 を より 深く 知る た め の パ ー ソ ナル ・ ク ロー ズ ア ッ プ 。 今月 は 稲葉 浩志 に つい て 。 
UNICORN (MI WWOWMO0O0OMIMlMul 19 
3 連発 アル バム の 最後 を 飾る ヴァ ナイ ス デ イ 』 に つい て メン バー が 語り ます 。 

IN UM MM0MMM IM / 2 人 
クリ スマ ス 直 前 に 発売 され る ニュ ー・ シ ング ル に つい て 、3 人 に イン タビ ュー。 
HI 32 


0 年 の 暮れ に あたり 、 こ の 一 年 に 関し て 個々 に アン ケー ト 形 式 で 質問 し て みた / 


トキ 1 < 間 2HHHHRTTHRIHHHH 36 
"JUSTICE" ツ アー 中 の 徳永 クン & バ ンド メンバー に よる ツア ー・ ト ー ク を 。 

し 本 きち 3HHRTHROHIH Hi NM 人 0 
* 米 米 CLUB の ここ が 知り た い /* み ん な の 質問 に ズバ リ お 答え し まし ょ う / 

上 ) 6 間 間 MMUMMNHNHDEFN HIT 人 5 
高野 クン を 追い か け て 仙台 へ 。 移 動 中 の 、 楽 屋 で の 、 彼 の 素顔 に せま り ます 
に ドー om 時 HHBHH SNR 人 6 
11 月 16、17 日 の 、 稲 垣 さん に と っ て 恒例 に な っ た 武道 第 ライ ブ の 宰 様 を どう ぞ 。 

蛋 AR MM II し NM ii 51 
音楽 家 ・ 小 室 み つ 子 の 連載 エッ セイ B 回 目 は キャ ン ペー ン と VTR 編集 の 機 様 を 。 
ワー: コー っ っ 
11 月 17 日 駅 大 学 で 行なわ れ た "ON THE ROAD SPECIA" を レポ ー ト 。 
小比類巻 か ほる . ……….… RNNIANEDIEN 2 58 
ニュ ー・ ア ル バ ム を ひっ さげ 、 ツ アー 中 の KOHHY 初日 の も よう を レポ ー ト / 
NNUNI ol ll 60 


KUSU* を 追っ て 慶應 大 学 に 潜入 / 楽屋 入り か ら ラ イブ 終了 まで を 完全 ルポ 





壮 の よう な 勢い と 速 さ で 今年 を 駆け ぬけ た BAKU の 90 年 と 91 年 の お 話 を / 


1。 | 、 叶 NRN 67 


いろ ん な 話題 を 振り まく バー ビー の プロ モビ デオ 。 さ て 5 人 は どの ビデ オ が 好き や 


人 他 間 人 | LIONMU IO 71 


コン サー ト で 訪れ た 郷里 ・ 静 岡 で の 久保 田 ク ン を レポ ー ト 。 さ て 、 そ の 素顔 は や 


ROCKN ROLL ROWAANCE  … り 1 
好評 連載 小説 ・ 第 9 回 。 単 行 本 「 地 上 の 虹 』 も 、 大 好評 発売 中 だ 。 

cS、。 "」1 rka 誠 EN NN 95 
シア ター コク ー ン で 0 回 連続 で 行なわ れ た 『 夜 会 』 の 模様 を お 届け し よう 。 

科 靖 軸 明 UM 101 
18g 月 日 、 ニ ュー・ ア ル バ ム 『 Wonderful Life』 が リリ ー ス され た 。 

削 還 剛 林 (TUBEO (ll ll uo 104 
18 月 g] 日 に リリ ー ス され た ソロ ・ ア ル バ ム に つい て 聞い て みた 。 

0ems ODNe MM ll 107 
ツア ー 真 っ 最 中 の ドリ カム を 追い か け て 金沢 へ 。 最 新 ス テー ジ 写 真 と 近況 を どう ぞ 。 
(ll NN NNNNAUNI 112 
『APOLLO TOUR」 を 追っ か け て 、11 月 30 日 札幌 まで 行っ て きた ぞ / 

00 トー 昌和 H 朋 HNH 証 113 
松岡 英明 の ライ ブ が 大 きく 変わ る / その 大 き な 転 換 期 を 徹底 分 析 し ます 。 

上 。 科 ! 吉 前) 明日 124 
パー ソナ ル ・ イ ンタ ビュ ー 第 2 回 目 は 、 山 ちゃ ん こと 山川 浩正 の 登場 だ 。 
AFP iu 123 


1981 年 | 月 1 日 発売 の シン グル と ツア ー に つい て 、5 人 に イン タビ ュー。 


返 拓 摘 林 MM MI 135 


KANIILIUUUIUMIIUMINI III 、 138 
今年 は 激動 の | 年 だ っ た と いう KAN ク ン 。 そ ん な 彼 の この ] 年 と 91 年 の お 話 を 。 
ELMENEARIN UM (1 140 
1 月 80 日 NK ホ ー ル で の ライ ブ の 尼 様 を お 届け し よう 。 

川相 貞二 0 II NII0Il6 (6M( (ll 143 
映画 の ロケ で 忙し い 日 々 を 送る か お り に 映画 出演 の 感想 を 聞い て みた 。 

和 上 Io 149 


デビ ュー] か 月 が すぎ た 。 彼 が 持つ 音楽 性 を も う 少し クロ ー ズ アッ プ し て みよ う / 


PROC ht ON 17 ひ 
アル バム 『PRECIOUS 宮 を 手がかり に 、JILL の 内 な る 世界 を の ぞい て みる 。 
UMBRA OO ii ul 183 
~Veeds & Flowers Tour "の 中 か ら 、] 1 月 g] 日 ・ 愛 知 で の 一 日 を レポ ー ト 。 
YE コー トー NH 186 
1g 月 1 日 発売 の ニュ ー・ シ ング ル 「GOOD MISTAKE」 に つい て イン タビ ュー 。 
エド ー pHHHNINB 有 HB 195 


いよ いよ スタ ー ト し た “S.W.* ツ アー を 初日 の 野田 市 文化 会 館 か ら 緊 急 レポ ー ト 。 


IO 199 


バス ケ 試 合 で 改心 し た 岡村 クン 。 より 大 き な 人 間 形 成 を 目指 し 、 新 シリ ー ズ 開始 / 


JUN SKI WAIKERSODO Il 202 
上 中 月 g3 日 、 神 戸 チ キン ジョ ー ジ で の ギグ 一 一 大 ホー ル と は 違っ た 迫力 が そこ に / 
AKI lil 20 ひ 9 
| 月 @1 日 に 発売 され る ニュ ー・ シ ング ル を いち 早く キャ ッ チ 。 5 人 に 聞い た 。 
IAKDEA&ANRAN | 212 
ツア ーー 真っ最中 の 彼ら に 、 あれ これ 聞い て み ま し た 。 

(COBANMKOO MI IO OO WW 2144 
ニュ ー・ ア ル バ ム の レコ ー デ ィング 現場 に 、 突 撃 レ ポー ト 。 

朋 EPLHPPERIOU2LMI MR eo ll 218 
"小沢 小山田" スペ シャ ル は 、 ツ アー 初日 の 名 古屋 で の ライ ブ を キャ ッ チ / 

村 EIOHNEETNSMDERSI (0 221 
スラ イダ ー ズ の ニュ ー・ ア ル バ ム 12 月 g] 日 発売 。 蘭丸 と ハリ ー に イン タビ ュー。 
BAKUNMMMSLMAMDI (0 アイ 
つい に 始ま っ た " 〇 RAGAYO TOURS 初日 、NHK ホ ー ル で の 模様 を レポ ー ト 。 
RENCGECOEDERENSN  ( 、 | | 229 
待望 の GIG ACT-3 が 始ま っ た 。 11 月 27 日 、 ク ラブ チッ タ 川 崎 で の 模様 を 。 

OF ME Ni il 234 
日 月 g5 日 、 渋 谷 公会 堂 で の 追加 ライ ブ 。 再び 即日 売 切 の パワ ー が ライ ブ で も 爆発 だ 。 
NADH INN II 236 
新宿 パワ ー ス テー ショ ン で の 3days スペ シャ ル ・ ラ イブ 、 最終 日 の 模様 を 速報 / 
CAUB FII/BEAE (ul ll ll 238 


日 月 13 日 、 パ ワ ス テ で 行なわ れ た 、 フ ィ ッ ツ ビ ー ト の イベ ント の 模様 を 。 













PRINC 
PRLNC 


| 述 か し い 5 人 の 女の子 で | | の 新 陣 た ち | 


撮影 尋 大 川 直人 文 其 作野 郷 子 ヘア & メ イク 参 エル マー コ 


プリ ン セ ス ・ プ リン セス に よる 、『 プ リン セ 
ス ・ プ リン セス 」 と いう アル バム だ も の 。 ど と 
こ を 切っ て も 、 ど こ を 食べ て も 、 プ リフ リ 。 
噛み 応え も プリ プリ 。 5 人 5 様 の プリ ブリ 。 

通算 5 作 目 で 、 こ ん な デビ ュー・ ア ル バ ム 
みた いな タイ トル を 付け た の も 、 聴 け ば な る 
ほど 。 5 人 の 個性 を 存 分 に 生か し な が ら も 、 
金 体 を と お し た 印象 は 、 ウー ン 、 フ プリンセス" 
了 以外 の ナニ モノ で も な い ッ 、 そ ん な 感じ 。 

に と さら 狙っ た わけ で も な く 、 意 識 し た わ 
け で も な か く 、 曲 を 作り 、 詞 を 書き 、 バ ンド で 
、 音 を 出し た ら 、 あ ら ぁ 、 こ れつ っ て ワタ シ た ち 
宅 の も の じ ゃ な い ? っ て 、 き っ と 顔 を 見 合 
お 世 S 思 っ た に 違い な い 。 

者 ほ 條 を 表わす 、 と 申し ます 。 







0 だ か ら 、 衣 バ ム に は 彼女 た ち 5 人 の 音 


的 性 枯 還 が ば ほか ら す も 表 われ て いる 。 


フリ 肪 ス ^ の 音楽 性 。 これ が 実は クセ モノ 
ある 伝 女 た ち の 場合 メン バー 5 人 全員 
8 傘 記 、 作 曲 を 手がけ る (正確 に いう と 富田 
語 ン ち ゃ ん は 作詞 の み )。 よ っ て 当然 な が ら 、 
』 それ ぞ れ の 個性 、 ク セ 、 作 風 が 楽曲 に 反映 さ 
まま れる わけ だ 。 そ の 結果 、 実 に バラ エ テ ィ に 富 
ん だ 楽曲 が 仕上 が る と いう あん ば いで ある 。 
ハー ドロ ッ ク も あれ ば 、 バ ラー トド や オー ル デ 
ィ ー ズ 風 ポ ホッ プス も あり 、 と いっ た 具合 に 、 


当 ひと つの スタ イル に 限定 され ず 、 そ れこ そ 気 


の 同 き を まま に サラ リ と 楽し め る 音楽 を 作っ て 

上 まま 9 記 が で きる タフ な 胃 和 袋 を 持っ て いる 。 
まま ば て の 雑食 性 が 重要 な ポイ ント 。 

中 下ろ が この 雑食 性 と や ら は 、 ヘ へ ヘタ を する 

電 、 ど っ 散ら か っ た 散漫 な 印象 を 与え か ね な 

Mi て の ビミョー な バラ ンス 感覚 を 、 全 曲 ラ 

四 ウ ング と いう テー マ で うま くま と め た の が 、 


| 前 作 'LOVERS」 だ っ た の だ と 思う 。 


『LOVERS」 に 集約 され た プリ ン セ ス の 持 


証 上 k は 玖 且 の 面 で も 大 き な 飛躍 を 遂げ た 。 女 


の 子 と いう 生き も の の 感情 、 考 え 方 、 体 質 、 
すべ て を ひっ くる め て 、 素 直 に 表現 し て ガッ 


ゴ 吉川 春美 スタ イリ スト 坂本 みつ わ 


チリ みん な の 心 を つか ん だ あげ く 、 ミ リオ ン ・ 
セラ ー。『DIAMONDS」 と いう デッカ イ 布 
石 は 確か に あっ た 。 バ ンド の 勢い も スゴ か っ 
た 。 けれ ど 、 そ れ に も 増し て 自分 た ちの 音楽 
に 自信 を つけ た こと 、 そ れ が 彼女 た ち を 弾け 
させ た 。 そ し て 、 バ ンド の 技量 も 着実 に 伸び た 。 
も う 怖 いも の な し で 走る の み !? 





と 思い き や 、 彼 女 た ち っ て 意外 な まで に 堅 
実 泊 。 と いう か 、 ヘ ン に ハミ 出し た り は し な 
い 。「 ど ん な に 冒険 し て も 、 自分 た ちの カラ ー 
か ら そ ん な に ズレ る こと は な いと 思う 」 と い 
う の も 、 ア ル バ ム に し て 5 枚 、 バ ント 結成 以 
来 7 年 で 培っ て きた も の の 大 き さ と 堅 さ を 示 
し て 【 * る 。 

中 山 加奈 子 、 今 野 登 茂子 の ソロ ・ ポ ボー カル 、 
ホー ン ・ セ クシ ョ ン や オー ケス トラ の 導入 。 』 
打ち 込み も ある し 、 ウ ォ ッ シュ ボー ド や プル 
ー ス ・ ハ ー ブ も あり と 、 音 楽 的 な 冒険 に も 今 
まで で いち ば ん 果敢 に 挑戦 し て いる 。 曲 作り 
の セン ス 、 テ クニ ッ ク も “お お ッ ./” と い 邊 
くら い 進 境 著 し い 。 5 人 の 性 格 が 引き 出る 菩 
た 歌詞 は 、 少 し お と な っ ぱく な っ て きた 感電 
あっ て 実に 興味 深い 。 そ ん な 新生 面 が 、 を も 世 
か くい っ ぱい ある 。 

な の に 、 や っ ぱり プリ ン セ ス ' だ な あと ハッ ー 

キリ わか る 、 思わ せる も の が ある の ね a 雪 NR 
れ な い " と いう より 、" ハ ズ さ な い 不 紅 玩 
た ち に は 備わっ て いる の だ と 思う 。 それ を プ 
ロフ ェ ッ ショ ナル と いう の か どう か 起 胡 
いけ ど 、 非凡 な 才能 て ある の は 確か 先走っ 
て 、 ひ けら か す よ 5 な 才能 で は な く で 還 目 券 
た ちの 個性 や 性 格 を ちゃ ん と 見 極め る 二天 大 
で きる 才能 。 だ か ら 、5 
楽 で 表現 で きる の で は な い だ ろ うか 。 


ン セ ス 」 か ら は 、 彼 女 た ち が 見 える 。 陽 貸 因 
セン チ メ ン タル で 夢見 が ち だ けど 、 現 実る 者 


ゃ ん と 知っ て いる 、 彼女 た ち が 見 えて くる . 還 証 請 記 













5 人 か 自由 に 自作 還 証 記 - 





た 


ROCK ME 


(作詞 : 奥 居 香 作曲 : 奥 居 香 ) 

⑯@ シ ング ル 「 ジ ュ リ アン 劉 の カッ プリ ング 曲 で 、 
スト レー ト な と ころ が 洪 計 ク * 記 
奥 居 「 も う 悩 ん じゃ っ で ね 紛 の 
B 面 に が る っ て 決ま っ て た か ら 、 鹿 簡 』 
ぎる な あと 思っ て 誰か に 代わ っ て も らい た く 
ね 。 作詞 っ て すご く 苦 手 だ か ら 」 
@ 曲 が 生ま れ た エピ ソー ド っ て あり ます ? 
奥 居 「 こ れ は ね 、 私 、 実 は ホワ イト ・ ス ネイ ク 
の デビ ッ ド ・ カ バー デイ ル っ て 人 が ひそ か に 好 
き で ね 。 私 、 こ う 見 えて も 、 今 は その 面影 は な 
いか も し れ な いけ ど 、 ハ ー ド ロッ ク が 好 き な 時 
代 が あっ た の ね 。 中 学 の ころ っ て 、 そ れこ そ レ 
コー ド が ひ ず む くら い の す ご い 聴 き 方 を し て い 
た ん だ よね 。 そ うい うと き の 気 持ち を いま 歌い 
た いな あと 思っ た の 。 ロ ッ ク の 原点 っ て いう の 
か な 7? 自分 に と っ て の 」- 
@ そ れ で 、「ROCK ME」 と いう タイ トル に な 
0 0 
奥 居 「 い わ ゆ る ロッ ク の “ROCK” と 、 播き さぶ 
る っ て いう 意味 の “ROCK” の ダブ プル ミー ニ 
ング な ん だ けど ね 。 私 自身 と し て は 六 き ぶる ”" 
の ほう に 近い けど 、 “ロッ ク ” っ て 限定 する の は 
イヤ だ か ら さ 」 
人 歌詞 も 奥 居 さ ん の 体験 に 基づい て いる ? 
奥 居 「 そ う 。 歌詞 の 1 番 は 、 昔 バン ド を は じ め 
た ころ か ら 、 今 の 私 に 変わ る まで の こと を 歌っ 
て いる し 、2 番 の 歌詞 も ホン ト 、 自 分 の こと 。 
歌 で も いっ て る けど 、 バ ンド を は じ め て 、 私 、 

ご く 人 間 が 丸く な っ た の ね 。 だ けど 、 音 楽 を 
は じ め た と き の 最 初 の 気持 ちと か 、 初 め て ディ 
ー プ ・ ハ バー ブル と か を 聴い て 、 こ れ っ て ロッ ク 
な の が か な あと 思い な が ら シ ビレ ちゃ っ た と き の 
気持 ちと か は 、 忘 れ た く な いな あと 思う の ね 。 
それ が 私 に と っ て は すご く 大 切な こと な ん だ っ 
て 思う し 」 
@ 曲 や アレンジ に つい て は ? 
奥 居 「 こ れ は 最後 の 最後 の 絞り 出し 。 私 は 曲 が 
で きた と き の 烏 分 を 優先 させ る タイ プ な ん だ け 
ど 、 全 体 を バー ッ と 並べ て みた と き に 、 何 か ひ 
と 味 足 りな いよ うな 気 が し た の 。 全体 に 完成 
れ た 感じ だ か ら 、 ち ょ っ と ハミ 出し た 感じ の 曲 
が 欲し かっ た ん だ ろう ね 。 ち ょ っ と 、 そ の ころ 、 
昔 の バン ・ ヘ イレ ン を 聴い て カッ コイ イ な あと 
思っ た 0 し て た か が ら 、 自 然 と こう な っ た 」 
人 @ 自 分 の 個性 が 出 て る と 思う ? 
奥 居 「 うん 。 バ ハミ 出し て る よう で いて オー ソ ド 
ックス な と ころ が 私 っ ぽい か な ? な ん か 人 優等 
庄 み た いで ちょ っ と カッ コ 悪 いか な と も 思う け 
ど 、 そ れ が 私 の 個性 な ん だ ろう ね 、 た ぶん 」 

ティ ンカ ー ベ ル 
(作詞 : 中 山 加奈 子 作曲 : 奥 居 香 ) 

@ ティ ンカ ー ベ ル ” っ て 、“ ビ ピー ター パン "に 
前 、 あの 5 
中 山 「 そ う 。 小 さい ころ か ら 、“ ビ ピー ター パ バン" 


人 








が 好き で 、 幼 選 に ティ ンカ ー ベ ル っ て や きも ち 
焼き だ な っ て 思っ て た ん で す よ 。 私 も けっ こう 
その 傾向 が ある か ら 、( 笑 ) し っ と の 歌詞 を 書 こ 
うと 思っ た と き 、 す ぐに 頭 に 浮か ん だ ん で す 。 
ウチ で し っ と の 歌 と いう と 、 キ ョ ン ち ゃ ん か ヵ 潮 
いた 「LOVE BLOOD| が ある けど 、 こ 
れ は 女の子 の か わい いし っ と 心 で す よ ね 。 私 も 
た ま に と 60 つかれ ます か ら わ か がり ます 、 う ん 」 

亀 恋 する 女心 っ て いう ん で すか が ? 

中 山 「 そ う 。 疑っ て ば か 5 素直 に な れず に 大 
切な こと は た だ 一 つ な の に " っ て わか っ て いな 
が ら 、 ど うし て も ね 。 香 の 曲 を 聴い た と き に 、 

な ん か すごく イメ ー ジ が 痛い て ね 。 仮 歌 で も 、 

香 が 頭 の 部 分 で "と ベル ” っ て 歌っ て た の ね 。 

それ で 、“ テ ィ ン カ ー ベ ル "” っ て 言葉 が 出 て き 
し の ああ いのり VW あ よう ど 合 の だ た の! 

前 作 の IDINCG DONGC」 に 続く 、“ ベ ル "” モノ 
で も あり ます 」 

人 @ 曲 も すご く チ ャ ー ミ ング な 故 き が あり ます ね 。 
奥 居 今回 の 私 の “よく が ん ば 0 ま した" の 代 
表 作 か も し れ な い 。 曲 作り の ノウ ハウ を 駆使 し 
て 成功 し た 例 な の ね 、 こ れ 。 転調 っ て いう 技 を 
自然 に 使え た か が ら 、 自 分 で は お 株 が 高い の 。 ち 
ょ っ と ワン ラン ク 上 の 学校 に 進ん じゃ っ た か な 、 


奥 居 香 の オー バー オー ル \6,400 G ジ ャ ン \6,800 (と も に ミネ ル ワ 谷 0425-79-393!) 





みた いな ( 笑 )」 


⑯ ソ ング ライ ター と し て の 株 を 上 げた と ? 

奥 居 「 そ うだ ね 。 こ うい う 曲 が 作為 的 じゃ な く 、 
自然 に 出 て きた っ て こと が うれ し い の 。 途 中 の 
コー ラス も 、 ひ そ か に 自信 作 な の ね 。 ホ ー ル 錠 
オー ツ が すっ ご く 好 きだ か ら さ 、 ネ タ 明 か し ち 
ゃ うと 。 ( 笑 ) 本 当 に “許し て ノ " っ て くら い 好 
き で 。 あ あい う 曲 が 自分 で も 書け た ら イ イ な あ 
っ て ずっ と 思い つづ け て た ん で 、 カ ワイ イ の 、 

この 曲 。 今 回 は 、 だ か ら 、 私 に イン スピ レー シ 
ョ ン あ を 与え て くれ た 外 タ レ の みな さん に と て も 


感謝 し て ます 」 
台風 の 歌 


(作詞 : 富田 京子 作曲 : 奥 居 香 、 中 山 加奈 子 ) 


代 キ ョ ン ち ゃ ん に し て は 、 激 し い 気 性 の 主人 公 
の 歌 で すね 。 台風 と いう 状況 も 流し いし 。 ⑬ 
富田 「 今 年 、 台 風 が よく 来 た 
台風 "っ て い 郭 刻 








隊 訓 RM 08 yo 拓 介 0 0 

意外 と 自分 で も 気に入っ て る の ね 。 ミ キョ 
ゃ ん と し て は 、「MI の その 後 み た いな 感じ 
た つも り 5。 本気 で 好き に な っ て 、 ふ られ 
だ か らし よう が な いっ て 思え る の も 、 年齢 
+ い かな? 高校 生 が "適当 に 生き て や れ ./“ 
いっ た ら 惑 ろ し いけ ど 、 あ る 程度 の 年 に な 
と 、 リ ラッ クス し て 、 肩 の 荷 を 降ろ し て や っ 
「 い く の も 悪く な いか な あと 。 急 に 乱れ て 、 六 
木 で 踊り まく る と か じゃ な く て ね 。( 笑 ) ち ゃ 
と 人 を 愛し た 自分 に 、 勲 章 の ひと つ で も あげ 
こい じゃ な いい 7 そう いう 、 ち ょ つと エバ リ た 
い 気 分 も ある か な 。 濱 奏 の レコ ー デ ィング が 終 
わっ て か が ら 書 いた ん で 、 全 体 の イメ ー ジ と も 合 
っ て る と 思う 。 頭 の ラジ オ っ ぽい 音 も 効い て ま 














す よ ね 」 

人 高田 さん の 詞 の シチュ エー ショ ン に は 、 雨 が 
よく 出 て くる よう な 気 が す る けれ ど 。 

富田 「 あ あ 、 そ うか も し れ な い 。 前作 の 「 レ イ 
ント と カジ アウ ツジ ンダ ャ ツア Jl と が 衝 人 年 
回 、 詞 に 関し て は 自分 の ボキ ャ ブラ フリ ー の 少な 
さや 設定 の ワン パタ ー ン さ に 昔 しみ ま し た ね 。 





これ も 最初 は 「GO AWAY BOY] 的 に な っ 
ちゃ の て ね だ か ら 、 や つと で きた と き は 、 朋 
分 で も ちょ っ と 進歩 し た な あと 思っ た 」 

人 @ 「 台 風 の 歌 」 は 曲 が 共 作 で す が 、 ど う や 座 答 
いっ し ょ に 作っ て いく ん で すか 7? 

中 山 「 私 が まず A メ ロ だ け 作 っ て 、 あ 寺 赴 9 
し て も で き な く て 、A メ ロ だ け 人 欄 計 二 二 全 
持っ て いっ て 、 あ と は 香 に 頼ん 編 條 東 措 で 
る に は し の びな いけ ど 、 続 き が で 生計 NII (8 
き は そう な り ま すね れ ね 。 今回 は | ハイ グ 壮 還 還 4 
ター| も そう だ っ た ん だ けど 、 共 作 し て で 欄 
る ケー ス っ て ある か ら 。 私 だ っ た ら 、 こ う は い 
か な か っ た っ て いう 発見 と 、 新 鮮 さ が ある ん で 
す 。 そ れ に 、 い つも 予想 以上 に いい 曲 に な る と 
いう 信頼 感 も あろ か も し れ な い 。 こ の 曲 の キタ 
ー も 自分 で は 大 好き 」 


逃げ ろ 


( 作 調 作曲 : 中 山 加奈 子 ) 
人 @ こ の 「 逃 げろ 」 と いう 曲 は 、 中 山 き ん の 性 格 
が 表 わ れ て いる と いう 説 が あり ます が ? 
中 山 「 出 て ます ね 。 色 と し て は 、 私 が リー ド ・ 


ボー カル を と っ た | 錆び つき フル ー ス | ょ 0、 
こっ ちの ほう が 出 て る が も し れ な い 。「 錆 び つ き 
… | が パン の ギタ ザ ス [ゆめ 避 全 上 幅 だ と し た 
ら 、[ 和 逃げ ろ | は 私 自身 っ て いう 気 が する 」 
@ NOMORE SCANDAL と か 、「NO 
MOHE TV SM 私 加 較 m マ な っ て いろ 
の 上 
申 山 この 詞書 く 引 My 玉 っ た 4 凍 析 が ある 
た ん で す 、 実 は 。 ホ ント は 、 具 体 的 に 怒り を 表 
明 し た いん だ けど 、 個 人 的 に 物 答 る の は ほ は ょ よく 
な いと 思っ て 。 な ん が 貞 に 見 を えな い 世 大 な 力 と 
し いう 』 用 て わあ 0 ま す よ ね われ 7。 22 し 0. う 。 
が な いっ こない 瑞 に 対し て は 、 も う 遂 げ て 、 人 逃 
げ て 二 続 必 ま くる D が な いと 
@ ブ リン セス で 、 こ うい う 反 権力 的 な 詞 は 初め 
で で す よ 和 ね 『 
中 山 「 そ う 。 ウ チ の 40 は 今 ま で 全然 な が 
っ た 色 で す よ ね 。 だ か 邊 に し | か ん / 
っ び か な あと 思っ た ん だ け 軸 熱 直 実際 に 6 5 
感じ た ん だ か らい いや と 、 意 を 決 呈 才 書 きま し 
た 。 今 まで 、 そ ん な に 真剣 に 考え る よ 得 六 還 来 
事 が 、 身 に 振り か か ら な か が っ た っ て こと や 箇 @ 
ん だ けど 、 こ の た び 、 身 を も っ て 経験 し て 、 く 
や し すぎ る 、 エ ー イ 、 私 の 反逆 は この 詞 だ っ て 
思い を 込め て 」 
@ け れ ど 、 自 分 を 守る た め に 闘う ん じゃ な く て 、 
交 げ る っ て いう の が 中 山 さ ん ら しい 。。 
中 山 「 闘 っ た ら 自 分 が ボロ ボロ に な る だ けが なめ 
ら 。 戦 お うな ん て 冗談 じゃ な い 人 旬 電 "うま こ 
ろ が 私 の 実感 で すね 。 克つ" し いい で 書い た 
ん じゃ な く て 還 府 志 信 自分 の 実 俸 験 書い た っ 
ィ <E や 強調 し 個 s ぎ 起 "5 逃げ ろ 2" っ て いう 
の 客 自 天 時 言い きか が せ て いる ん で す 」 
珍 曲 調 も アレ ンジ も 、 ニ ュー・ ウ ェ イ ブフ 風 と い 
うか 、 ち ょ っ と 異色 な タッ チ で すね 。 
中 山 「 仮 タイ トル が “カナ ・ パ ンク "” と 呼ば れ 
で まし た が か ら ね : シン セ が 入っ で ニュ ェ ー・ ウェ 
痢 つば まく な が つっ て 、 よ く な つた 曲 で ま 。 アセ レン 
ジ で も か な り 雰 野 気 が 出せ た と 思う 。 ギ ター・ 
ソロ の ワウ ワウ ・ ギ ター に も 初め て 挑戦 し た し 。 
グッ バイ の 野村 義男 さん に 貸 し て いた だ いて 。 
全体 に に 、 か な 0 気にいっ て ます 。 言 いた いこ と 
言え を た し 、 ボ ポリシー を 通し た か ら 充 実感 は あ 0 
半生 つ 7 スウ キリ も だま も だ 

ジュ リア ン 

(作詞 : 中 山 加奈 子 作曲 : 奥 居 香 ) 

@ ア ル バ ム の 中 で の 「 ジ ュ リ アン | の 位置 は ? 
奥 居 「 自 画 自 替 に な っ ちゃ うん だ けど 、 ア ル バ 
ム で 聴く と 、 ま た いい の よ 。 や っ ぱり 5、 サ ラッ 
と や っ た の が 正解 だ っ た と 思う 。 ほ ら 、 イ ント 
ロ だ け 聴 く と 、 一 瞬 、 古 臭い っ て 感じ じゃ な い ? 
で も 、 徹 底 し て 今 っ ぽく し な か っ た の が か えっ 
て 新鮮 だ っ た みた い 。 シ ンプ ブル に 扶 楽 器 の よさ 
を 生か し た の が 大 きか っ た ん だ ろう ね 」 
価 へ タ に いじ ら な か っ た こと が 勝因 だ っ た と 『? 


も に A STORE ROBOT 容 03-350-1018 ノ 新宿 店 ) 帽子 \ 4,.500 (ミネ ル ワ ) 





N@ ぐ アタ / いい SN 
もち まし た ね, 私 、 昔 か ら 、 好 き な 人 と 別れ る と 


奥 居 「 そう 。 プ ロモ ーション ・ ビ デオ を 撮る と 
きも ね 、 歌 っ て て 鳥肌 が た っ ちゃ っ た も ん 。 歌 
詞 の 内 容 を 考え な が ら 集 中 し て 歌っ て た ら 、 ウ 
ワー ッ っ て 感動 し ちゃ っ た の ね 。 ウ ン 、 こ れ は 
か な り 好 きか も し れ な いっ て 思っ た 。 私 に は こ 
うい う ア メリ カン ・ オ ー ル ド ・ ポ ッ プ ス が 根底 
に ある ん だ と 思い まし た 」 

中 山 「「 ジ ュ リ アン | っ て 不思議 な 詞 で 、 普 通 
の ご どこに で も ある オー ソ ド ッ クス な ラブ ソン 
の 』 うに 思え る ん だ けど 、 自 分 の 周波 数 が フ 


合間 、 す こ く 感動 する ろ ん で す よ 、 自 分 で | 


書い て も き な が ら 」 

電 ワウ の 08@8 は 閉 2」 の 次 に くる 曲 に な る 
_ わ け で す が 、 、 
激しい 2 曲 で すね 。 ーー 

HH 「 ね る ( 例 ) で や 、 ba み の (mf 
の て の に 2 祭 の ずる 2 22Ma 対 
う 苦 心して 作 


き に 自分 で 編集 し た テー プ を あげ た が る 人 な ん 
で すね ,。 その と き 、 女 の 子 の 歌 で 自分 の 気持 ち 
に ぴの - タ 合う WW が なく て ねり 電話 も か り ず に 、 
手紙 も 書か ず に 、 曲 の テー プ だ け 送 ろ っ て いう 


WS いい ー 4 


と の 人 加 9、 好き が っ 計 ae 


ROLIINON THECORNER 


(作詞 : 今野 登 羨 子 作曲 ・ 商 大 和 ) 
- 令 歌 詞 の 中 に も ゃ 出 で き ます が 、 こ の 詞 は ニュ ー 





オリ 6 利き の 思 合 昌 が 材 に な っ て 


で きた ん 博 計 還 ー 

今野 ' そ う 、 滑 引 細 回 @ ぽ い 書 き 直 し て 、 や っ 
と 納得 で きる も の 計 議 た ん だ けど 。 最初 は 、 

も っ と 踊 ろ う 、 騒 ご う 、 ド ンチ ャ ン 双 ぎ し ょ う 
つて いう 詞 だ っ た の ね 。 私 た ち が ニ ュー オリ ン 
ズ へ 行っ た と き 、“ マ ルディ ・ グ ラ ” っ て いう カ 
ー ニ バル が 開催 され て いて 、 街 中 が お 祭 0 騒 ぎ 
だ っ た っ て こと も あっ て 。 曲 の コン セプト が 最 
芝 か が ら ニ ュー オリ ンズ ス 調 だ っ た か ら 、 詞 も 自然 
と そう な っ た の ね 。 結局 、 ア レン ジ は 特別 、 ニ 
ュー オリ ンズ っ ぽく は な ら な か っ た 。 ウォッ シ 
ュ ボ ー ド を 使っ た 以外 は ね 」 

人 @ 避 詞 の 随所 に 、 雰 囲 気 や 情景 が 盛り 込ま れ て 
いい ま 東 組 。 

今野 「 忙 し か っ た わり に は 、 い ろ い ろ 見 て まわ 
っ た が ら ね 。 “着い て みり ゃ 田舎 を の も の "と か 
~ ボ ロボ ロ の カフ ェ ” と か いっ て る けど 、 ホ ン 
ト に “た いし た 町 だ よ " っ て いう の が 正直 な 私 
の 感想 。 け っ こう 汚く て 、 臭 か っ た りす る ん だ 
けど 、 な ん が 温か い の 、 街 も 人 も 。 お 祭り に し 
て も 、 日 本 の や っ ちゃ え 、 や っ ちゃ えと 違っ て 、 
スケ グール が で つっ が く て 村 、 楽し か っ た 。 そ うい) 
う 雰 囲 気 を 出し な が ら 、 イ カ し た 詞 が 書け れ ば 
と 思っ て 。 ラ イフ ブフ で 、 み ん な で 一 緒 に 歌っ て 、 

騒ぐ の が 楽し みな 曲 で すね 」 

@ こ うい う リ ズム ブル ー ス 調 の 曲 も 、 プ リン 


セス ? が や る と 一 味 も 二 味 も 違 還 ほ - 半 


奥 居 「 ニ ュー オリ ンズ 風 の 曲 を 作り た い 議 
思っ て た の と 、 ジ ェ ー ム ズ ・ ブ ラウ ン の 上 誠 
を 見 た 影響 で 、 ツ アー 中 に 何気なく で きた 曲 。 
これ は フッ バ 人 入り だ な っ て 、 曲 作っ た と きか ら 
考え て た の ね 。 で 、 た また ま 日 本 に 来 て いた ロ 
ニー・ キ ュー バ さ ん っ て いう 人 に バリ トン ・ サ 
ックス 吹い て も ら っ て 。 初 の 外人 ミュ ー ジ シャ 
ン 参 加 ./ ニュ ー オ リン ズ で 買っ て きた ウォ ッ 
シュ ボー ド っ て いう 楽器 は 、 私 と カナ ちゃ ん が 
必死 に 弾い た の 。 ス テー ジ で も 、 た ぶん や 6 ます 」 


. 供 曲調 も アレ ンジ も か な り 5 世界 が 広がっ て きた 


ん じゃ な いで すか ? 


奥 層 そう か な 7? B メ ロ は 、 プ ブリテン ダ ー ズ 


の 茶 曲 の リズ ム を 使わ D す てい た だ きま し た 。 自 
分 で も リズ ム 必 ブル ー ス を ベー ス に し た ロッ ク 
MGM の ツバ で て 宮 ん で 
る の 」 


錆び つき ブル ー ス 


(作詞 : 中 山 加奈 子 作曲 : 奥 居 香 ) 
人 @ 中 山 さ ん 、 初 の リー ド ・ ボ ー カ ル 曲 ./ これ 
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が また 、 実 に 中 山 加奈 子 そ の も の と いう 歌 で 。 
中 山 「 ギ タリ スト ・ 中 山 加奈 子 の 歌 で すね 。 曲 


ヵ 縛 > クン ロー ル ・ タ イプ だ っ た ん で 、 こ れ な 
戦 み る 想 な あと 思っ て 。 最初 は “どうせ 私 は 
突 用 じ 電 要 い ょ 縛 み た いな 自分 自身 の こと を 書 
いて みた ん 計り 志 、 上 時 いっき (煮詰まっ ちゃ っ 
て 、 テー マ を 粒 暫 生み 才 らら 一 気 に 15 分 で 
書け ちゃ っ た 。 「CE 柏 量 AZY め きも そう 
だ っ た けど 、 勢 い が あ る 曲 の 0 詩 締 早 引 。 
私 の 愛用 し て る “SC” っ て いう お 半 二手 
意気 な 女 に 似 て る ん で す よ 、 な ん と な 坦 語 だ か 
ら 、 女 言葉 で ちょ っ と ハス ッ パ な 雰囲気 を 出 し 
て みた ん だ けど ね 」 

@⑱ ボ ー カ ル 録 り は どう で し た ? 

中 山 「 意 外 に 脳天 気 に 、 緊 張 す せ ず に で きま 
7 テイ ク ぐ らい 録 っ た ん で すけ ど 、 ス タ ジ オ 
照明 を 消し て 録 っ た の が OK に な っ た ん で ・ 
や っ ぱ 、 そ の ほう が ムー ド が 出る の か も し 
いね 。 わ り と リラ ックス し た 味 が 、 ギ タリ 
の 歌っ ぽい と 思っ て る と ころ が ある ん で 。 
ス ・ り チャ ー ス の | ハッ ド ピ ィ | みた いな 
好き だ か ら 。 ライ ブ で も 、 も ちろ ん 歌い 













に ゃ き 
人 ) 
間隔 イリア の アト 7 衝 


照明 を 暗く し て も ら お うか な ( 笑 )」 

倫 奥 居 さ ん は 曲 を 作る と き に 、 中 山 き ん を も イメ 
ー ジ し て いた だ の か な ? 

奥 居 「 な ん と な く あ っ た が か も し れ な い 。 はじめ 
は 、 ラ イブ で メン バー 紹介 を か ら め ら れる よう 
な 、 遊 べ る 曲 を 作ろ うと し て た の ね 。 そ れ で 、 
カナ ちゃ ん が 歌う こと に な っ た と き 、 気 に いっ 
た だ たら 、 こ れい いよ っ で 言っ て 。 勢い で ハー ッ と 
いけ る よう な ロッ クン ロー ル ・ タ イプ の 曲 は カ 
ナ ち ゃ ん も 好き だ し 、「 テ チ ティンカー ベル 」 よ 0 こ 
っ ちの ほう が 雰囲気 が な あと 」 


回 @ フ ルレ ー ス ・ ハ ー ブ は 誰が 吹い た の ? 


還 請 庶 居 妹尾 隆一 郎 さ ん っ て いう 、 日 本 の ブル ー 
庫 記 ・ ハ ー フ の 第 一 人 者 に 吹い て も ら っ た ん で 、 
隊 只 す が な ん だ けど 、 ス テー ジ で どう し ょ うか な 

嘩 っ て 、 い ま 悩 ん で る の 。 あ と 、 タ ネ 明 か し を 


胃 較 上 5 と 、- 部 に レニ ー・ ク ラビ ッ ツ の 影響 あり 。 


月 夜 の 出来 事 


請 譜 (作詞 作曲: 人 野人 茂子) 
凌 人 ん の 場合 、 ソ ロ を 歌う こと に な っ 動 


機 ほ と いう か が か 、 い き さ つ は ? 


今野 「 も と も と 、 こ の 曲 は 香 が 歌う 予定 だ っ た 
ん だ けど 、 今 度 の アル バム は 各 人 の 個性 尊重 と 
いう テー マ が あっ た ん で 、 歌 っ て みれ ば いい じ 
ゃ ん っ て こと に な っ ちゃ っ て 。 最後 まで 、 エ ー 
ッ つ て 言っ て た ん だ けど 、 ち ょ っ と 挑戦 させ て 
も らい まし た っ て 感じ 。 結 果 と し て は 、 作 詞 、 


で て きた 証拠 な ん だ ろう けど ね 」 

供 歌 詞 も ファ ンタ ジッ ク な 純愛 モノ で 、 今 野 き 
ん の イメ ー ジ と 合っ て る と 思う けど 。 

今野 「 け っ こう 気に入っ て る ん だ けど ね 。 自分 
) 歌 っ て る か ら 恥ず か し く て 、 落 ち 着い て 聴け 
な いけ ど 。 歌 の テー マ は “充実 し た 恋愛 ” か な 。 
サビ の メロ ディ ー が 大 陸 的 と いう か 、 時 間 を 超 
えた 大 き な う ね り と いう か 、 そ うい う 感 じ が あ 
っ た ん で 、 あ ん まり 5 下 世 話 な 歌詞 に は な りえ な 
か っ た の ね 。 イ メー ジ が ある ん で す よ 。 静 が な 、 
空気 の 澄ん だ 夜 に 星 の 歌 が 聞こ えて 、 あ な た と 
私 と 二 入 っ て いう 。 な ん か ね 、 夜 吉 が シン シン 
し みる よう な 晩 の 1 イメー ジ 。 私 な ん か 、 若 いと 
き に この 世界 に 入っ た か ら 、 お て ん と さま の 下 
で 一 和 っ きり 0 に な れ な いで し ょ ? 自分 の そん 
な 境 過 も 関係 し て いろ る か も し れ な いな 。 それ に 、 
[言わ な いで ] 以来 、 落 ち 着い た 詞 を 書い 

っ た か ら 、 し っ と 5 と し た 詞 を 書 。 

あっ た の が か も ね 。 で も 、 こ 】 


p 詞 は 「M」「 友 達 の まま 」 の 作詞 者 、 富 田 
さん な ら で は の 世界 か な ? 
富田 「 こ れ は 私 が 書き た いと 、 立 候補 し た ん で 
す 。 曲 を 聴い た と き に 、 イ ルカ さん の |「 な ご 5 
雪 | を ふと 思い 出し て 、 ホ ー ム で お 別れ パター 
ン に し よう か な と 考え た ん で すけ ど 、 ブ ルー ス ・ 
ハー プ が 入る っ て いう ん で 、 川 や 田舎 の イメ ー 
ジ か な あと 。 それで 、 詞 を 書く た め に ロケ グ ・ ハ 
ン に 行っ た ん で す 。 家 の 近所 の 川 に 行っ て 、 構 
想 を 練り 0 ながら ずっ 一 と 座っ て た 6 し て 」 
久 別 れ の 情景 と 播 れ 動く 感情 が すご くせ つない 。 
富田 「 こ れ も 、 あ る 程度 年 を と ら な いと 書け な 
か っ た 詞 だ と 思う 。 昔 は 卒業 式 と か 夏休み 災 
わる こと と か 、 時 間 で 区 切ら れる 岬 3 
ぐ ペイ 平 だ つが て E 6 
時 間 の 流れ や 季節 の 
られ な いも の 


作曲 、 歌 と 、 ま る っ きり 私 自身 の 特色 が 出 ちゃ < 半 


っ て 。 け ど 、 最 初 か ら 自分 が 歌う っ て 決ま っ 
た ら 、 こ の 曲 は 作ら な が っ た 

価 抵 抗 が あっ た ん だ ? 

今野 「 あ っ た 。 だ か と 

ね 。 私 は けっ こ 


て 、 そ の アル バム の 中 議 
っ ぱり 0 責任 を 感じ る し が 
に や っ て みる 余裕 が 出 て 
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ハー プ な ん か も 入れ て 、 ア レン ジ も サラ ッ と し 
て いる けれ ど 、 心 に 残る 曲 に な り ま し た ね 。 タ 
ン バ パリン も 自分 で 叩い た の 。 リ ズム が ゆっ く 5 
だ か が ら 難 し か っ た 。 キ ョ ン ち ゃ ん の 書い た 詞 と 
曲 に 、 ア レン ジ が 本 当 に うま く ハ マ っ た し ね 。 
歌っ て て 、 け っ こう 切な く な っ ちゃ っ た も ん ,」 


HIGHWAY STAR 


(作詞 : 渡辺 沖 子 作曲 : 渡辺 沖 子 、 奥 居 香 ) 
@ | ハイ ウエ イ ・ ス ター| と いえ ば 、 デ ィ ー プ ・ 
パー プル の 曲 で あま り に も 有名 で す が …… ? 
渡辺 ハー ドロ ッ ク か が と 思い まし た ? と ころ 
し 7: 6 pk te 0 ne 届 SPA2U 用 0 屋 人情 妥 は 
GROWIN'UP| の よう な パッ と し た 感じ の 曲 
が あっ て も いい ね っ て 、 み ん な で 話し て た ん で 


。 す よ ょ 。 た だ 、 一 歩 間違え れ ば クサ く な っ ちゃ う 


ころ が ある か ら 、 詞 奏 や アレ ンジ は 苦労 し ま 
馬 ど ね 」 





価 詞 の 発想 は どこ か ら ? _ 


すか ? 

富田 「 を そう 。 “One' っ て いう 言葉 を 使い た いと 
ずっ と 温め て いて 、 よ う や く カ タチ に な り 5 ま し 
た 。 こ れ も 1 年 前 じゃ きっ と 書け な か っ た な 。 
これ に は エビ ソー ド が あっ て ね 。 み ん な で デビ 
ュー 当時 に 夢 や 希望 を 語っ た テー プ っ て いう の 
を 聴き 返し た の ね 。 みん な し て 、 “目指 せ ベ スト 
テン ./” と か "有線 大 賞 /" と か バカ みた い に 
一 生 懸 命じ いっ て て ね 。 あ の と き の 自 分 た ち に 何 
か 伝え た いな あと 思っ た の 。 それ が 最後 の 一 行 
に 集約 され て いる ん だ けど 」 

@ ね え 、 泣 か な いで 大 丈夫 あな た の 最後 
の 窓 に 含 こ こ で めぐ 0 逢え た "と? 

富田 「 う ん 。 最 後に 場面 が バッ と 変わ ろ る で し ょ 。 
アレ ンジ が 、 こ の ラス ト 一 行 を 成功 に 導い て く 
れ ま し た ね 。 オ ー ケ スト ラ が 入っ た と き に を その 
場 に いて 聴い て た ら 、 こ の 場面 が 浮か ん で きた 
の 。 テ ィ ー ン エイ ジャ ー の コ が 今 は わか ら な く 
て も 、 何 年 後 が に 聴く と きっ と ね ……。「MI 
や 、 か が つて 書い て きた 詞 の 主人 公 た ちの 何 年 か 
た っ た と き の 姿 が 、 こ の アル バム に は ある か な 7? 」 


渡辺 「 曲 に ドラ イブ 感 が ある か ら 、 車 を 寺 伯 9 1 人 
に し た ら ど うか な っ て 。 それ に 、 今 、-1 も は や 生還 半 還 ii 


っ て る ぐら い だ し 、 時 代 性 に も 合っ て て いい ん 
じゃ な いか と 思っ た ん だ けど 、 私 、 免 許 を 持っ 
て な いん 作 還 上 に か ら 、 助 手 席 むら の 視点 に 
な g ら っ 窟 先 中 の 幸せ いっ ぱい の 一 人 と 
NM1 / を 5 が り 6 作っ て みた ん で すけ ど ね 。 
2 ョ 信 N し 沢 の 知り "っ て と ころ の 、 
税 飲 2 うき 大 下る 感じ が ボイン ト に な り ま 
本 還 旧 際 本 で 還 昌 守 旧 上 や ノレ ンジ を 合 め 
怠 生 体 の バラ ンズ 夫 論 諸 ま し に 、 今 回 は 」 

価 渡 邊 き 4 ほ 、。 上 自 ・ 未 一 力 上 に チャ レン ジ し 
中 っ ょ は 思わ ね わな かつ た ん で すか ? 

渡辺 私 光 條 私 各 4A で ま は 。 埋 痴 な ん 
本 還 (家用 語 も 赴 還 上 し っ て ます 
是 旨 | 思 島 ベー シス ト で 1 全 下 | Mi」 

@ 区 作者 の 奥 選 きん 、 こ の 上 曲 の ポイ ント は ? 
奥 居 この 山 の パ ヌメ 旧 は 本 議 の と き に 作っ た ん 
で す 。 転調 に 転調 を 重ね て も も し ろく な っ た け 
人 間 連 ee 二 還 二 昌 昌 に ロロ ロリポ ピピ” ノニ ユー サ ー 
を 統語 ちゃ まし 旭 秒 ( 笑 ) ほ ら 、 ヘ へ タ す 
細目 | |/ 中 似 し て る バン ド み た い に 
上 り が 05 や な い ? 検討 し た 結果 、 ス トレ ー 
上 志 フリ プリ に な り ま し た けど ね 。 過去 の 自 
分 た ちの 作品 に 似 て た っ て 、 何 も 恥ず か し が ろ 
こと は な いん だ よね 。 自 分 た ち が 作 っ た ん だ か 
りら 」 


One 


(作詞 : 富田 京子 作曲 : 奥 居 香 ) 
@ こ の “One′ は “Only One" と いう 意味 で 


中 山 加 案 子 の T シ ャ ツ \ 3,000 ベス ト \10,700 ベル ト \ 17,800 ( ダ 枯 


羽根 ジャ ケッ ト \38,500 (MILK) パン ツ \15,800 (A STORE ROBOT 軒 


人 @ 玖 詞 を 書く 上 で の 変化 は どこ に あり ます か ? 


の 展開 に ビタ ッ 輸血 議 宇 が 大 変 で し 
た けど 。 詞 は 今 ま で で ( 給 が か め の 、 つ た 。 mm 
1 曲 で ノー ト 1 左 分 書き 直 らい 人 識 0 















富田 「 昔 は 、 詞 だ け だ っ た ら も っ と た くさ 
える の に っ て 思っ た 05 し た けど 、 今 は 曲 、 
ンジ 、 濱 奏 、 全 部 が 揃っ た と き 、 そ れ に ま 
も の は な いと いう こと が わか 0 り ま し た ね 」 
@ デ アル バム の ラス ト を 飾る に ふさ わし い 曲 ( 
り まし た ね 。 
奥 居 「 実 は 、「One」 も シン グル の 有力 候補 だ 
た の ね 。 ど っ ち に する が 最後 の 最後 まで 悩ん 1 
オー ケス トラ を 使う こと は 、 ツ アー 中 に 曲 を 書 
い だ と き が ら イ メー ジン DD て か の : 乱 、 も あら も ゆ 
ク グフ シック ・ ビ アノ や 埋 ら て だ 和信 だ か ら 、 ポカ 
と 興味 が あっ た の ね 。 で 、 す ご く 約 沢 な 使い 方 議 計 
を し て る で し ょ 、 こ の 曲 。 も う 、 え らく 感激 し 『 
まし た 。 す ご く 映 画 チ ッ ク な 大 作 に な っ た し ね 。 
歌 も 、 一 度 録 っ た ん だ けど 、 気 に 入ら な く て 録 
り 直 し た ほど 。 ボー カリ スト と し て も 、「One」 
は 新 境地 っ て いう か 、 自 分 で も よく な っ た な あ 
っ て 軸 え る の ね 。 エ ルト ン ・ ジ ョ ン の 「 ユ ア ・ 
ソン グ 」| に 偽 て る っ て いわ れ た けど 、 そ の 曲 を 
知ら な か が っ た の ね 。 だ けど 、 そ ん な ステ キ な 曲 
に 似 て る っ て いわ れ て 、 本 望 だ と 思っ た 。 う ん 、 


自信 作 が で きた ね 」 






その まま で 愛し て る 。 


Album 「PRINCESS PRINCESS. 
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さっ と いつ か お な じ 時 間 に . 
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_ PERSONAL CLOSE-UP ① | 


ーー 
品 選 


@ 日 ご ろ 私 た ち は 、 音 楽 雑誌 や ステ ー ジ な ど で 実 に ミュ ー ジ シャ ン 然 と し た B z の 二 人 を 目 に する 。 し か し 、B'z と いう ある 種 看板” 


の 奥 に ある 個々 の 人 物 像 を 深く 知る 機会 は 少な い 。 そ こ で 、 2 回 に 分 け て 一 人 ずつ を 解剖 一 一 まず 今回 は 稲葉 浩志 か ら 。 
撮影 人 管野 秀夫 文久 野中 と も そ 


松本 孝 が 以前 突い な が ら 言 つて い 
た こと が あっ た 。「 最 初 の ころ 、 稲葉 、 
全然 し ゃ べ ん な くっ て さぁ 。 オレ 、 大 
丈夫 か な ぁ な ん て 思っ た よ 」 価 が 大 丈 
夫 か と いう と 、 た と えば B'2 の 間 の 関係 
と か その 場 の 雰囲気 と か 、 の こと だ ろ 
うか 。 そ し て それ は あっ と いう 間 い に" 大 
丈夫 ” に 変わ っ た の だ けれ ど 。 


まず 松本 は 、 最 初 に 稲葉 浩志 の も っ 
と も わか りや すく て 触れ や すい 部 分 、 


歌 に つい て 大丈夫” の 確信 を 抱い た 
の だ っ た 。 で 、 そ れ 以 外 の と ころ と い 
うと 、 ま だ 彼 に は 薄い ベー ル の よう な 
も の か の か か つて いた の か も し れ な い 。 
その ベー ル は 、 彼 が 意識 し て は ず さ な 
い の で は な く 、 そ れ を 人 科 単 に と っ ぱら 
うに は 、 彼 は 少し だ け 不 器用 だ っ た 。 
し か し 、 今 の 稲葉 沙 志 は と て も 自然 だ 。 
撮影 の 合間 に は は し ゃ ぎ 、 か わい い 女 
の 子 が 通れ ば 松本 と 二 人 、 車 の 窓 か ら 
ふり 返っ て 顔 を 見 合わ せる 。 

も っ と も っ と 自然 で いた い 。 彼 は そ 
う 言 う 。 そ れ は 、 歌 と いう も の に 向 か 
う 自 分 に より 近づき つつ ある と いう こ 
と で も ある 。 人間 は 、 い ろ ん な も の が 





見 えて くれ ば くる ほど お も し ろく な っ 

て くる 。 彼 を 見 て いる と そん な 感じ だ 。 
玉 

今回 は ちょ っ と 抽象 的 な テー マ な ん 

だ けど 、 ま ぁ る 稲葉 さん の キャ ラク ター 

を 探る っ て いう こと で 。 ( 笑 ) 

「 う ……( と 照れ て ) その 前 に タバ コ 1 
本 吸っ て いい で すか ? ( 笑 ) な ん か 今回 
や り に くい な 」 
ーー いつ も 音楽 の 話 が 多い も ん ね 。 ま 
ず 、 小さ いこ ろ は どん な 子供 だ っ た ? 

「 あ ん まり ね 、 好き じゃ な か っ た な 」 
ina dg 

「 い や ( 笑 ) 今 か ら 思う と 、 特に 中 学生 
722 ツ 還 電 く LN イヤ な 





子 っ て いう か 、 ま あ そ れ は わか ん な い 
けど ( 笑 ) 外 で 部 ん で ば か り で 。 田舎 だ 
し ね 」 
ー 一 自然 に 囲ま れ て 育っ た ん で すね 。 
「 そ う で す 。 だ か らち っ ちゃ いこ ろ は 、 
も う ケ ガ ば か り 。 木 が 突き 刺さ っ た り 、 
無謀 。 伸 び 伸 び も いい と こ で 動物 と あ 
ま OO た ( 答 ) 





リド 出す 出す 。 人 何 も ら わ れ て な 
か っ た と いう か 。 素直 だ っ た よね 」 
ーー それ が 中 学生 に な る と ? 

「 な ん か … う まく や ろう と いう 感じ で 
生き て た と こ が あ っ て ( 笑 )」 
ーー そり ゃ 確か に イヤ な 奴 か も し れ な 
い 。( 笑 ) 

「 で し ょ ? ( 笑 ) 授業 中 "静か に し て く 
だ さい ./” と か 言う 奴 だ っ た 。 先生 に 
どう 思わ れ て る か と か すご く 気 に する 
奴 だ っ た 。 静か に し ろ ” っ て いう の 
も 、 自 分 が うる さい と いう より 、 先生 
に 悪い だ ろ っ て 感じ だ っ た も ん 」 

ー 一 偉 す ぎる 。 ( 笑 ) ど うし て 素直 な 子 


供 が 突然 そう いう ふう に ? 


「 や っ ぱり 思春 期 で 自意識 仙 剰 に な っ 


て た ん じゃ な い ? そう いう 問題 な ん 
じゃ な いか な 。 ( 笑 ) う ん 、 た ぶん そん 
な 感じ b。 ま あ 、 ま っ た く 普 通 の 子供 だ 
っ た けど ね 。 今 か ら 考 える と そう いう 
ご あ 思 の で だ など 」 

ーー うー ん 。 常 に 人 の 中 で の 自分 と いう 
も の を 考え て た ? 

「 ど う 映 っ て ん の か な ぁ っ て 。 で 、 和 気 
に する だ け な ら いい けど 、 う まく 映る 
よう に 取り 入っ て た の か も し れ な い 」 
うふ うに 語る な ぁ 。( 笑 ) で も その 時 期 
を 自然 に 越え た ん で し ょ う ? 

「 高 校 に な る と だ ん だ ん 元 に 戻っ て 」 
ーー それ ど と 、 音 楽 を どん どん 好き に な っ 
た っ て いう の と 、 関係 ある の ? 

「 い や …… 中 学 の ころ は 章 強 も ち し て た け 
ど 、 も う 中 1 ぐら いか ら 音 楽 は 好き で 
聴い て た か ら 。 で も お か し いな 、 ク ラフ 
ッシュ と か 聴い て た は ず な の に そん な 
イヤ な 奴 だ っ た 。 ( 笑 ) お か し いな 」 
ーー バ ぶ あ 壊せ . ノ /” っ て 歌 を 聴 いて た の 
に ? 矛盾 し て る な ぁ 。 ( 笑 ) 

「 ア ハハ 。 ね ぇ 。 実際 の 生活 角 度 と 」 
ーー そう いう 破壊 額 望 と が アウ トロ ー 
望み た いな の っ て な か っ た の ? 

「 全 然 な か つっ た ん じゃ な いか な 。 た だ 
高 李 の 終わ り と か 大 学 ぐ らい か な 、 ち 

ょ っ と アウ トロ ー に 憧れ 始め た 」 
玉 

そう いっ た ^ 人 に 映る 自分 ” で 自 意 
識 を 確認 し て いた 彼 が 、 徐 々 に “本当 
の 自分 ′ に 興味 を 持ち 出し た の が 高校 
の ころ だ と いう 。 先生 の 機 謙 が 気 に な 
っ た 中 学 時 代 。 高楼 に 入る と そん な も 
の は 自分 に 関係 な いと 思う よう に な っ 
た 。 そし て 同時 に バン ド を 始め た 時 期 








で も ある 。 そ し て 。 大 学 に 入っ た あ た 
りか ら 、 今度 は 自分 が いっ た い 何 を 持 
っ て いる の か みか 世 に な り 始 め る 。 自己 
存在 の 投 激 、 な ん て いっ て は 大 げ さ か 
な 。 けれ どこ の ころ の 、 音 楽 と 向かい 
合い つつ ジレ ンマ を 感じ る 彼 は 、 な か 
な か 県 味 深く も ある 。 

ネ 
「 あ 、 そ うい えば バン ド 始 め た ころ か 
な 、 ち ょ っ と 変わ り 始 め た の は 。 そ の 
ころ 先生 に も いろ いろ 言わ れ 始め た 」 





そう な っ て し まっ た ん だ "っ て ? 

「 そ ん な に カッ ゴ よ く は な いん だ けど 
( 笑 ) 女 の 子 と も 付き 合い 始め た ころ だ 
っ た し 。 ( 笑 ) で 、 そ の ころ 職 員 室 に 呼 
ば れ て -…' 成 績 の 落ち 方 が 率 着 だ っ た か 
ら な あぁ ( 笑 )」 








うだ っ た ? 

縮 か に "っ て 。( 笑 ) そ の と き は また 
勉強 が ば ろう か な っ て 思っ た 」 
ーー ほん と に 。 や っ ぱり 根 は 素直 ? 

「 大 学 に 行き た か っ た か ら 。 だ か ら 、 そ 
れ な は 自分 の た め 。 で 、 入 つて …… な ん か 
いろ ん な 人 と 話 と か し 始め て 。 けっ こ 
うそ れ ま で は 精神 的 に 温室 育ち だ っ た 
な ぁ っ て 気 が し 始め て ね 、 そ れ に 気 づ 
き 始 め た ころ に コン プレ ックス みた い 
な も の に 変わ っ て っ た ん で す よ ね 」 

「 う ん 。 いわ ゆる アウ トロ ー に 対し て 、 
そう いう ふう に 生き た い 、 な ん で 俺 、 
も っ と 悪い こと し な か っ た ん だ ろう っ 
て 。 う ち 、 上 兄貴 が 怒ら れ て た か ら な 、 
親父 と 噛 忠 ば か り し て て 。 そ れ で 俺 が 
お と な し く な っ た の か も し れ な い 」 
いわ ⑫ る 次 男 の 要 領 の よさ で ? 

「 そ うそ う 、 それ の 上 尋 型 か も ./ ( 笑 )」 
* や 、 だ ん だ ん 人 と の 関わ り の 中 で 



































いろ ん な も の に 目覚 め て いつ て ……。 

「 そ う 。 あ と バン ド も あっ た し 。 で も 
大 学 に 入っ た ころ の バン ド 活 動 っ て い 
う の は あん まり ね … 僕 の 友達 ツク 
が 好き な 奴 が いて 、 た と えば "今日 は 風 
に な っ た と か 、 ほ ん と に マン カ に 出 て 
くる よう な こと ヌカ すか ら ( 笑 ) 頭 に き 
た ん だ けど 、 そ れ が すご くう ら や まし 
くも あっ て ね …… い いな ぁ と 」 
ーー そこ まで 入り 込ん で る その 人 が うら 
や まし か っ た ん だ 。 

「 自 分 に も 欲し いと 思っ た 」 
ーー それ が 音楽 だ っ て こと に 、 そ の と き 
パッ ツ と 気づい た ? 

「 全 然 ./ 実際 を こま で の め り 込 め な 
か っ た し 。 リ ハー サル の と き と か は そ 
れ な り に 楽し か っ た けど ね 。 で も な か 
な か バイ ク 野 郎 ま で な れ な か っ た な 。 
で 、 そ うい う の が すご く 和 欲し く て ね 。 
大 学生 活 、 よ くみ ん な サー クル 活動 と 
か スキ ー 行 っ た り と か する けど 、 そ う 
いう の も 全然 や ら な か っ た か ら ね 」 
ーー それ は 、 た と えば 小さ いこ ろ の よう 
に 、 ど こ か クー ル に そう いう の を 見 て 
し まう と いう 感じ だ っ た の か な 。 

「 大 学 の クラ ス で も ね 、 な か な か 最初 
は うち と け な く て 。 “話し よう よ " と か 
対 われ ちゃ っ て 。( 笑 ) ど うし て も 入り 
込め な いと いう …… な わ と びに 入る 感じ 
だ よね 、 タ イミ ング を 見 て 」 

ー 一 入れ ば いい の に 入れ な いと 、 そ の う 
ちあ きら め た り し て 。 ( 笑 ) 

「 そ うそ う 、 も うい いか っ て ( 笑 )」 
ーー その 感覚 っ て 今 も た まにある ? 

「 い や 、 今 は 特に な いで すね 」 

ヾ 自分 に も 伺か 欲し い " っ て いう そ 
の パ 価 の か” を 見 つけ た 時 期 っ て 、 や っ 
ば り B'z を 始め た と き な の か な 。 

「 そ の 前 の 就職 活動 の 時 期 か な 。 採用 
試験 も 受け な か っ た っ て いう の は や っ 
ば ぱ ばり 、 そ の と き 音 楽 を や り た か っ た か 
ら じ ゃ な い の か な 」 
ーー だ ん だ ん 見 えて きつ つ あ っ た ん だ 。 

「 で も 実際 を その と き は 、 そ ん な 気分 い 
いも ん じゃ な か っ た けど ね 。 修 は 音楽 
が 好き だ ./” っ て 前 向き な 考え 方 じゃ 
な く て 、 先 生 に も な り た く な いし 、 他 
の 会 社 に も 入り た く な いし 、 つ て 」 

ー 一 消去 法 で 残っ た の が 音楽 ? 

「 そ うそ う 、 そ っ ちの ほう が 強い 。 だ 
か ら 、 い ろ い ろ 消 し て いっ た ら 音 楽 が 
残っ た ./ っ て 感じ ( 笑 )」 
ーー さっ き の 、 伺 が "を 持っ て いる 人 
に 対す る コン プレ ックス みた いな の は 、 
気づい た ら 消え て た っ て 感じ ? 

「 う ーー ん :…… 党 を 他 よ し た ころ か な 。 
( 笑 ) 大 学 の 3 年 くら い 。 が * つ いた ら 
みん な が そう いう 目 で 見 て た か ら 。 僕 
が た と えば その バイ ク 野 郎 に 対し て 思 





っ て た みた いな 、 そ うい う 感 じ で ね 、 
僕 も バン ド 活 動 に の め り 込 ん で る よう 
に 周り か ら は 見 えて た みた い 」 

ー 一 髪 は どの くら い 長 か っ た の ? 

「( 肩 の あたり を 指し て ) こ の ぐら いか 
な 。 けっ こう 長かっ た 。 た だ 単に ミー 
ハー で 、 好き な 音楽 を や っ て る 人 の 、 
あん な 感じ こし た いな っ て 感じ で ね 」 
ーー すでに その ころ に は 、 気 つか ぬう ち 
に 熱く な っ て た わけ で すね 。 

「 な っ て た みた いで すね 。 今 そ ん な 伸 
ば せっ て 言わ れ て も 信 ま よさ な いよ ね 。 
で も その ころ は 、 コ ンプ レッ クス は な 
いけ どけ っ こう や ば いな ぁ 、 将 来 ど 
うす ん だ ろ ” な ん て 思っ て た 。 ( 笑 ) 六 
本 木 で バン ド の 練習 の 帰り に 友達 と 会 
っ て …… 大 学 4 年 の 夏 か な 、 交 差 点 で 偶 
然 に 。 向こう は リク ルー ト ・ ス ー ツ と 
か 着 て ん の 。 “どこ 行く の ? “っ て 言っ 
た ら 会 社 訪問 か な ん か で 。 そ の と き 

* 供 、 大 丈夫 か な ぁ ” な ん て 思っ た 。 
( 笑 ) で も 、 ど うし て も 体 が そう いう 落 
ち 着 く 方 向 に いか な か っ た と いう か ね 。 
スー ツ 着 て 会 社 訪問 し て れ ば すべ て は 
丸く 収まっ て た の に …… う ちの 親族 も 。 
( 笑 ) で も 、 ど うし て も 自分 の 中 で ~ ダ 
メ だ ./? っ て …… そ れ は 納豆 が 食え な い 
の と 同じ で 」 
ーー すご い 理 論 で すね 。 ( 笑 ) 生 理 的 に 
受け つけ られ な か っ た ん だ 。 で も 、“ ど 
うな っ て も いい ./” っ て と こま で は い 
っ て な か っ た ? 

「 そ うな ん だ けど 、 心 の 中 で は いつ も 

ヾ どう に か な る ” っ て どっ か 思っ て た 
ん だ よね 」 

玉 
ーー バ 価 考え て る ん だ か わか ら な い " と 
よく 人 か ら 言 われ た 、 つ っ て 前 に 言っ て 
まし た よね 。 そ れ は 今 も ある ? 

「 最 近 は そん な に な いで すけ ど ね 。 昔 
は 女の子 に 言わ れ た こと も あっ た けど 。 
( 笑 ) そ れ は 、 僕 が 自分 を 出さ な か っ た 
か ら か も し れ な い 。 出す 人 に は 出す か 
ら 、 手 に 取る よう に わか る みた いで す 
よ 、 う ちの スタ ッ フ と か ( 笑 )」 
ファ ン の 人 に も キャ ラク ター を けっ 
こう 見 抜か れ て る の か な 。 

「 ど うか な 、 ラ イブ を 見 られ た ら 全 部 
わか っ ちゃ うか も し れ な い ( 笑 )」 
ーー わか っ て ほし いと いう 願望 は ? 

「 全 然 。( 笑 ) や っ て いけ げ ば わか る っ て 
思う し …… そ うい うと ころ を わ め の つて ほ 
し いっ て いう ん で も な いし ね 」 
ーー や っ ぱり B'z の 歌 や 音楽 を と お し 
Pd 

「 出 る か ら ね 。 ラ イブ な ん て モロ だ し 、 
いち ば ん 近い か も し れ な いな 、 真 の 自 
分 … と いう より 自然 な 自分 に ね 」 
ーー と いう と 、 け っ こう 切れ た り と か 吾 





「 あ り ま すね ぇ ( 笑 )」 
ーー で も 歌詞 の 中 に は 、 ク ー ル と いう 
か 、 距 離 を 置い て 自分 を 見 つめ て る と 
いう よう な 一 面 も あり ます よね 。 

「 そ っ ち も た ぶん 本 当 だ と 思う ん で す 
けど ね 。 ラ イブ の と き と そ うい うと こ 
と …… そ れ は 二 面 性 だ と 思う ん で すけ 
ど 、 ラ イブ の と き の ほ う が な ん か 近い 
と いう か 、 野 性 に 戻れ る 気 が す る か な , 
ー 一 鐘 び 回 っ て ケガ し て た 子供 時 代 。 

「 に 近い 。 ( 笑 ) 動 物 の よう に ね 。 深く 
考え て な いで すか ら ね 、 そ うい うと き 
は 。 た と えば 、 も し クー ル っ て いう 部 
分 が ある と し て も 、 そ うい うと き は た 
だ 僕 が ボー ッ と し て 何 も 考 えて な いと 
き な の か も し れ な いし ( 笑 )」 
ーー じゃ あ 、 ラ ッ キ ー だ と いう 。 ( 笑 ) 

「 そ れ は ラッ キー。 ( 笑 ) そ うい うと き 
は 休ん で る と き で すね 、 き っ と 」 
ーー 今 、 た と えば “自分 は こう あり た い ” 
っ て いう 、 何 か 精神 的 に 求め て る も の 
は あり ます か ? 

0 な か な の か びあ る が まま ? っ 
て いう ふう に は いか な い だ ろ うけ ど 、 
それ に 近く な り た いと いう の が テー マ 
で すね 。 ど っ か で や っ ぱり …… 当 た り 前 
だ けど “作っ て る ” 部 分 っ て ある し 、 
それ を 抜け た いな と ど と 。 そ うし な いと 長 


く や れ な いっ て 和 気 が する し 。 壮 れ ちゃ 
うか ら ね 、 よ けい な カ が 入っ て る と き 
つて 。 そ れ は あま り い ら な いな っ て 気 
が する ん で す よ 」 

で も 、 デ ビュ ー 以 来 そ れ は どん どん 
抜け て き て る と いう 気 が し ます が 。 

「 う ん 、 僕 も 思い ます 。 ま あ 、 ふ だ ん 
も 野生 児 だ っ た ら 困 り ま す が ( 笑 )」 

ネ 
ーー 歌詞 の 中 で 恋愛 が テー マ に な っ て い 
た り し ます が 、 自 分 の 中 で 恋愛 鈴 か 浴 
わっ て きた り と か は ある ? な ん か 女 
性 誌 み た いな テー マ だ けど 。 ( 笑 ) 

「 ジ ュ ノ ン で すか ? ( 笑 ) うー ん 、 ど う 
だ ろう …… 女 性 は 好き だ けど ( 笑 )」 

ー 一 松本 さん と も ども ? ( 笑 ) じゃ あ 、 
どこ が 好き で すか 。 

「 う 一 ん 、 線 が 柔らか いと ころ 。 抱き 
つき た く な る と ころ ( 笑 )」 
ーー あぶ な いな ぁ 。 ( 笑 ) 

「 野 生 児 で すか ら 。( 笑 ) で も 恋愛 の と 
き は 本 当 の 自分 が 出し や すい よね 」 
ーー じゃ 、 そ の 中 の 自分 か が 変わ っ て き て 
る っ て いう の は ある ? 

「 そ れ は あま り 変 わっ て な いか も し れ 
な い 。 そ うい う 本 質 的 な も の は 、 小 さ 
いと きか ら 持 っ て た も の か も し れ な い 。 
イヤ な 中 学 時 代 ( 和 括 ) を あと お し て ずっ と 
持っ て いた も の も ね 、 出 し て る 」 





ーー それ は どん な 自分 ? 

「 う 一 ん 、 ど うだ ろう …… ク ー ル っ つっ てい 
う の と は 全然 違う よね 。 あ まり そう い 
うと き は カッ コ よ く な いか も し れ な い 
な 。( 笑 ) た と えば ライ ブ の と き と 恋 愛 
の と き に 出 て くる も の っ て 違う と 思う 
けど ……' で も 両方 と も 限り な く 自 分 の 本 
質 に 近い か も し れ な い 。 安息 の 場 っ て 
いう の で も ある し …… で も 、 恋 愛 で 出 会 
つた と きっ て いう の は 安息 と いう より 
スリ ル が …… そ うい う の も 好き な ん で す 
けど 。( 笑 ) い いな 、 そ うい う の な いか 
な ( 笑 )」 
ーー な いか な っ て 。 ( 笑 ) で も 恋愛 に 限 
ら ず 、 た と えば 音楽 に し て も 、 欲 し い 
も の に 対し て 今 は わり と 積 柄 的 に 向 か 
つて る の か な 。 も ちろ ん 今 は それ が 可 
能 な 状態 で も や ある わけ だ けど 。 

「 う ん 、 本 当 に そう いう 部 分 で は すご 
く 積 格 的 だ と 思い ます よ 。 誰 で も そう 
だ と 思う けど 、 そ れ が 見 えて た ら ね 。 
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昔 は 音楽 に し て も “それ の み ./” っ て 
感じ じゃ な か っ たから 、 そ ん な に の め 
り 込 ん を で な か っ た けど 。 だ か ら 今 も 、 
音楽 と 女性 ( 笑 ) に 関し て 以外 は 何 も 積 
欄 的 じゃ な いで す よ 。 な ー ん て 、 と ん 
で も な い 奴 みた い だ け ど ( 笑 )」 
玉 

歌 を 見 つけ る まで は そん な に 積極 的 
じゃ な か っ た か も し れ な い 一 一 そん な 
ふう に 彼 は 言う 。 そ し て その 音楽 に 関 
し て も 、 簡 単に 何 か ソ ツ ッ と ひら けた と 
いう ふう に は 現われ な か っ た も の だ 。 
いろ いろ な こと や 人 が 開 に 入り 、 少 し 
ずつ 彼 の 視界 を 明確 に させ た 。 恋愛 に 
関し て は 多く を 語ら な い 彼 だ が 、( 笑 ) 
役 が “ありのまま” と いえ る 自分 自身 
に 向かう その サイ ド ・ ウ ォ ー ク に は 、 
常に 恋 や 音楽 が あっ た 。 そ し て それ は 
今 の 彼 に と っ て も 大 事 な も の 。 それは 
^~ と ん で も な い " こ と な ど で は な ぐ く ヾ す 
て き な ” こと だ と 思う の だ 。 
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NICUE DAY? 


@ 前 代 未 聞 の 3 か 月 連続 アル バム ・ リ リー ス の 最後 を 飾る の は 、 ス トレ ー ト な ロッ クン ロー ル が 。 
メチ ャ か っ こい い 『 ハ ヴァ ナイ ス デ ー」。 ニ ュー ヨー ク 録 音羽 トラ ッ ク ・ ダ ウン の この 作品 に つ 
いて イン タビ ュー し よう と 、 ツ アー まっ た だ 中 の 広島 へ と メン バー を 訪ね た 取材 班 。 き て さて 、 
彼ら は 素直 に イン タビ ュー を 受け て くれ る で し ょ うか ? 

文 供 能 地 祐 子 撮影 人 渡辺 マコ ト 
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最近 と み に い い 味 を 出し て きた EBI クン 。 取材 の と きも 彼 の 発する ひと こと が 大 ウ 
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デオ ' TIMN』 に つい て 人 に 語っ て も ら っ た 。 


撮影 位 大 川 直 人 文久 山 下 由美 子 スタ イリ スト 鍛 岩 瀬 朱美 へ アメ イク 夫 横 原義 雄 
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12 月 21 日 、TMN と し て は 2 枚 目 に あたる 
シン グル 「RHYTHM RED BEAT 
BLACK」 ヵ 発売 され た 。 ア ル バ ム 「RHYTH- 
M RED』」 か ら の シン グル ・ カ ッ ト 曲 で ある 。 
この ニュ ー ス に 「 あ あ 、 や っ ぱり ね 」 と 納得 
する 人 も いれ ば 「TMN の 名 刺 ( シ ング ル ) と し 
て は どう か な 7? 」 と 疑問 を 持つ 人 も いる だ ろ 
う 。 前 者 は や は 50 アル バム の 中 で も イン バク 
ト の ある 曲 で あっ た か ら だ ろう し 、 後 者 は こ 
の 曲 自 体 が 新生 TMN の 音 と いう よ ょ 60 は TM 
NETWORK 時 代 の 流れ に 近い 曲 と し て 感じ 
られ る か ら だ ろう 。 ま ず 小 室 哲哉 に 聞い た 。 

氷 
ーー「TIME TO COUNT DOWN」 は 確 
か に 新生 TMIN を 表わし て いる 曲 で し た が 、 含 
回 の レン グル も 、 ひ と つの 流れ と し て リリ ー 
ス が 予定 され て いた も の な ん で すか が 『 

「 い や 、 そ ん な こと は な いで す 。 こ の 曲 を シ 
ンダ ル に し た の は 、 ます アル バム な が リリ ー ス 
され て か ら 人 気 が 高 か っ た 曲 で ある と いう こ 
ょ 。 確か に 僕 も 、 ア ル バ ム の 中 で は コマ ー シ 


ャ ル な 曲 で あっ た と は 思う 。 ま た 、 こ の 曲 が 、 


12 月 か りら オン エア 中 の ハウ ゥ ウス の CM(3 人 が 登 
_ 場 ) の タイ アッ プ 曲 に な る と 決ま っ て いた の 
で 、 そ うい う 観 点 か むら の 決定 で すね 」 

ーーCM 曲 と いう こと も 考慮 し て ? 

「 う ん 。 お が か げき さま で 『RHYTHM RED」 
も 好評 だ けど 、 そ れ で も まだ TMN の 存在 を 知 
ら な い 人 も 多い 。 マ クセ ル の CM で 「 TIME 
TO COUNT DOWN] が 先行 し て る けど 、 
アル バム ・ リ リー ス 後 と な る と 人 回 が 初め て 
の オン エア 。TMN を 知ら な い 人 々 が 聴く と い 
う 意 味 で は 最初 の 音 に な っ て し まう わけ だ が 
ら 、 を そう いう 人 た ち へ の 紹介 っ て いう 部 分 も 
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考え た 。 こ の 曲 に は 、 新 し く フ ァ ン に な っ て 
くれ る 人 に も 、 今 まで ずっ と 応援 し て くれ た 
人 た ち に も 、 み ん な が 気に入っ て くれ る 共通 
項 の 魅力 が ある と 思い ます ね 」 

ー 一 上 曲 自 体 は 、 い つ ご ろ で きた ん で すか ? 
「 今 年 の 1 月 ぐら いか ら 原 形 み た いな も の は 
あっ て 。 で も 、 最 後 ま で 入れ よう が 人 入れ まい が 
迷っ た 曲 で す 。 TMN の 音 を 表わす 場合 、 今 回 


- の アル バム の 色 と し て は 、 ど うし て も 「TIME 


TO COUNT DOWN」 に 代表 きれ る ハー ド 
ロッ ク 色 あふ れる 曲 の ほう が 、 よ り わ か 5 や 
すい と 思っ た か ら 。 そ こ に この 曲 を 入れ る と 、 
ちょ っ と 色 が 渦 っ ちゃ うん じゃ な いか と いう 
気持 ち ヵ 強く て 、 ず っ と 保留 に し て た ん だ けど 」 
ーー そこ を 踏み 切っ た の は ? 

「 僕 ら は 、TMIN 剖 言 の と き に いく つか の コン 
セプト を 挙げ た 。 それ は 疾走 感 、 ス ピー ド 感 
だ っ た り 、 せ っ ば 詰まっ た 上 緊張 感 で あっ た 5。 
た だ それ と は 別に 退廃 、 デ カ ダ ン ス と いう 言 
葉 も 提唱 し て る ん で す よ 。 こ の 曲 は どちら か 
と いう と 、 を その 系 統 の 流れ を 感じ て ほし い 楽 
曲 な ん だ 。 だ か ら 、 世 紀 末 、 終 末 の バー ティ 
ー を 毒 わす ダン ス ・ チ ュー ン と 思っ て くれ れ 


ば 一 番 い いん じゃ な いか な 。 ま た TIMN 自 体 、 


これ を や ら な きゃ いけ な いと いう 探 が あっ て 
ハー ドロ ッ ク と いう 音楽 を や っ て る わけ で は 
な いし 。 も っ と 自由 な 発想 で 考え て ます がら 」 
ーー それ で は 、 こ の 曲 は TMN で の 新しい タン 
ス ・ ナ ン バ ー と 考え て いい ん で し ょ うか が ? 

「 僕 ら が TM NETWORK で ずっ と 作っ て き 
た ダン ス ・ チ ュー ン は 、 ユ ー ロ ビー ト が ヨー 
ロッ パ の 人 か ら 作 0 出さ れ た も の だ と し た ら 、 
日 本 人 の ミュ ー ジ シャ ン が 計 み 出す タダ タンス ・ 
ミュ ー ジ ッ ク 。 そ れ を 確立 し た いと いう 目的 


狙い は 今 ま で の 流れ と は 違 つ 
と ころ か ら 派 生 し て いる (小室 ) 


に の っ と っ て の 活動 だ っ た 。 た だ この 曲 に 関 
し て は 、 狙 い は 全然 違う と ころ か ら 派 生 し た 
と 思っ て くだ さい 。 構 成 も 違う し 、 詞 の 内 容 
も デカ ダン ス が テー マ に な っ て いる 。 結局 、 
た また まそ を の 系 続 に な っ て し まっ た っ て 感じ 
か な 。 1 年 た っ て 、 僕 ら の 変わ っ た と ころ か 
ら 出 て きた ダン ス ・ ナ ン バ ー が も し れ な い 」 
カッ プリ ング 曲 は 「DREAMS OE 
CHRISTMAS」。 彼 ら に と っ て 初 の Xmas ソ 
ング で ある 。 

「 こ れ は も う 説 明 は 簡単 。 リ カッ ト 曲 だ っ た 
ら 、 買 っ た 人 に は あま り 0 に も 不 親 切 に 感じ ら 
れる で し ょ ? それ は 浴 た いな と 思っ て 。 時 
期 も 考慮 し て 、 純 柱 に Xmas プレ ゼン ト を 届 
け て あげ た い 、 と いう 気持 ち で 作り まし た 。 
まあ た と えれ ば 、「90 年 の Xmas ご ろ の TMN 
を スナ ッ プ 写真 で 記録 し た よう な も の か が な 」 
ーー ギタ ー の 葛城 さん を 含め 、4 人 で コー フス 
あの いい て: アン だ の て は まき たく 
うれ し い 贈 0 物 で すね 。 

「( 笑 ) こ れ は ね 、 実 を いう と 苦肉の策 な ん 
だ 。 ウ ツ が 風邪 を ひい て て 声 が 出 な く て 、 フ 
ル ・ コ ー ラ ス が お 歌え な い の で 、 急 選 こ ん な 方 
法 を と っ た 。 そ の くら い 悪 くい えば 適当 、 よ 
くい えば アイ デア 怒 実 行 み た いな 展開 で 作っ 
た 楽曲 。 も う 好 き 勝 手 に や っ て ます よ 」 
ー 一 新生 TMN は 、 本 当 に 自由 な ん で すね 。 
「 そ うだ ね 。 昔 は コン セプト に の っ と っ た カ 
ッ チ リ し た も の を 作り 、 あ た か も ビジ ネス 的 
な 進み 方 を し て いる よう に 見 えた と 思う 。 だ 
けど 今 は 本 当 に 自由 だ か ら 。 そ こら へ ん は こ 
の 2 曲 で も 表現 で き て る と 思う な 」 

※ 
木根 さん に は 、 ま ず こ の シン グル が 流れ 、 














ビジュ アル は 時 代 の 最 先 端 
いく も の を 加味 し た い ( 宇 都 宮 ) 


3 人 が 自ら 出 尊 し て いる と いう CM の 話 か ら 。 
「 ハ ウス の ポテ トチ ッ プ ス の CM な ん で す 。 シ 
チュ テー ショ ン は 、 デ イス イコ CB MA で 笑 ん で 
て 、 カ ウンター で 金 凶 の プリ バイ トド / カ ー ド 
を 出す と 、 引き 替え に ボテ トチ ッ プ ス が 出 て 
くる 。 そういう 絵 。 僕 ら も た だ 出演 する よ 5 
は 、TMN が リニュ ー ア ル し た 告知 に 使い た い 
と 思い まし て ね 、Mr. ガ ル ボ ア を 登場 させ た 
り 、TMIN の ロゴ を 出し た り 。 こ ちら も アビ ピー 
ル さ せ て いた だ いて ます さよ ( 笑 )」 
ーーTIMIN 側 も アイ デア を 提供 し 、 画 面 も バン 
ド ャ イメ エー エ ジ と 重なる よう に 析 ら 0 て る と か > 
「 そ う で すね ぇ …… で も 、 し ょ せん ポテ トチ 
ッ ワ フワ ス の 6M で すか られ ね スゴ ロイ よっ で て 
ホフ 吹い た ら 、 見 た 人 か ら 何だ こり ゃ ?『 
っ て 言わ れ そ うな の で 、( 笑 ) そ う 言 っ と こ 
う 。 ま あ 、 自 分 で 見 て 判断 し て くだ きい よ 」 
ーー この シン グル 曲 は TMIN の 音楽 性 の 中 で は 
どう いう 踏 線 の 一 端 を 担い を う で すか ? 

「 そ うす る と アル バム 制作 段階 か ら 話 さき な く 
私 結 け な か いん だ け ゆけ の | じき の プル ンク の う 
スト あたら 5 で 振り 返っ て みた ら 、 音 が ハー ド 
に 偏っ て た か ら ね 。 み ん な が 、 今 まで の TM 
NETWORK の 面影 も 残し て いる よう な 、 い 
わ ゆ る 16 ビ ー ト の ノリ も 1 曲 く らい は 欲し いい 
な と いう 気持 ち に な っ て 。 それ で 小室 が 急 吉 
作っ た 。 こ れ は 僕 の 騰 測 だ けど 、 ハ ー ド な 音 
ば か り 作 っ て いる うち 、 彼 も 自分 で 確認 し た 
か っ た ん じゃ な い の ? “前 の よう な 曲 が 作 れ 
が が の たら どう もじ よう MC 電 料 で 話し 記 
作っ て みた ら オ チャ ノコ サイ サイ で で きた か 
ら 、` こ うい う の だ っ た らい つ で も 作れ る "っ 
て 安心 し た と か 。 そ ん な こと な いか ( 笑 )」 
ーーTMN に も 近 都 宮 際 の ダン ス と いう 要素 が 





必要 不可 欠 だ っ た と いう 意識 も あっ て 。 
「 そ う ね 。 彼 の バ パフォー マン ス を まっ た く 取 


り 除 く と いう こと は で き な い と いう 意味 で の 
_ る ん じゃ な いか な と 手応え を 感じ ま し た ね 」 


この 曲 で も ある 。 それと も うち ょ っ と 長い 目 
で 見 て 、 こ れ や を 他 の バン ド に ハウ ス っ ぱ ぽく リ 
* ッ クス し て や っ て も ら お うと いう 構想 も あ 
っ て 。 そ うい う 意 味 で は 、 今 後 い ろ ん な 方 向 
に 伸び て いく 可能 性 を 秘め た 楽曲 な ん で す 」 
ー 一 活動 や 展開 も 、 な ん で も あり 0 の 状態 で す 
ね 。 今 、 音 を 作 6 出す 作業 が 楽し く て し よう 
が な いで し ょ 。 
「 う ん 。 リ ニュ ー ア ル し た サウ ンド は ギタ ー 
が メイ ン だ も し 。 コン ビュ コータ シック させ な 
いで 出す 音 も すご く 新 鮮 。 大 えて みれ ば 他 の 
バン ド に と っ て は あたり まえ の こと な ん だ け 
ど 、 僕 ら に と っ て は すご い 体 験 で 。 そ れ ヵ 楽 
し く て ね 。 シ ング ル の 2 曲 に 関し て も 、 サ ウ 
ンド は 全然 違う けど 、 作 0 方 と か 根底 に 流れ 
て いる 意識 と し て は 同じ な ん で す よ 」 
玉 

また 、 シ ング ル と 同時 に ビデ オ 『!TMN」 も 
発売 に な る 。 こ れ は 「TTIME TO COUNT 
DOWN」「RHYTHM RED BEAT 
BLACK」 に 「SECRET RHYTHM」 を 人 入 
れ た 全 3 曲 。 ビ ジュ アル の 面 は すべ て 宇都 宮 
さん に 話 を 聞い た 。 
ーーTMIN に と っ て の ビジ ュ ア ル 展 開 が 垣 間 み 
られ た ビデ オ で し た が 。 都 宮 さ ん の ダン ス 
の アプ ロー チ も 変わ っ た 気 が し ます ね 。 
今回 、 コ レオ グラ ブフ (振り 付け ) し て も ら っ 
た マイ ケル ・ ノ ー ブ プル と いう 人 物 が いる ん で 


す が 。 僕 と し て も 、TMN に 変わ っ た 時 点 で 、 


バン ド ・ イ メー ジ を どう 表現 し た らい いか と 
いう 点 で ずっ と 悩ん で て ね 。 そ の と き に 前 任 








い 


人 


の コレ オグ ププ ファー が か ら 。 ロ ンド ン の ダン ス 
スク ー ル で 同僚 の 彼 を 紹介 され て 。 デ ィ ス カ 
ッ シ ョ ン し な が ら や っ て いく うち 、 彼 で イケ 


ーー 束 い リズ ム に も 踊り が つく の ヵ 理 ! 象 的 で し 
た 。 振 り 5 付け の 感じ も お も しろい で すね 。 

「 と くに 「RHYTHM RED BEAT 
BLACK| は 、 赤 と 黒 に 分 か れ た 4 人 と 5 人 
の グル ー プ が 両方 と も 同じ ダン ス を する ん だ 
けど 、 何 小 飾 か ズレ て 踊っ た り 0。 そ うい う 発 
想 が すご く 独 特 で お も し ろ い と 思っ た 」 
ーー ビデ ナオ の ビジ ュ ア ル は 赤 ど と 里 に だ わっ て 
いた よう で す が 、 こ れ は 将来 的 に も 続く ? 
「 い ち お う 、 ビ デオ は 赤 と 黒 に を っ て と いう 
こと で も た が チイ プ で は と より あえ ず 信 の と 
ころ は 考え て な いな 。 それ と 今回 ロッ ク 色 が 5 
強い と いう こと で 、 衣 装 と し て は 僕 の 中 で は 


- 革 の バン ツ + サ の ハー ド な イメ ー ジ が あっ た ん 


だ けど 、 ぞ を 和 れれ だ け で は 新しく な に 。 ピン ジュ ア 
ル は そこ に 近 未 来 的 な も の 、 時 代 の 最 先端 を 
いく よう な も の を 加味 し た いと 考え て いま す 
けど ね 」 

ーー し か し 、 束 い 曲 の 動き は 大 変 で すね 。 

「 そ れ は も う 大 変 で 。 意外 と 動け な いと いう 
か 、 自 分 で も 情 然 と し た 部 分 が ある な 。 ( 笑 ) 
と に か が く 歌 うだ け で 精 一 杯 。 ツ アー で も まだ 、 
動き の 部 分 は 納得 いか な い 状 態 な ん だ けど 。 
と に が く 今 は 一 生 懸 命 で す よ 。 で も きっ と 見 
て る ほう は 、 そ ん な に 苦し いっ て 感じ な いと 
思う 。 や っ て る 僕 だ っ て それ は 感じ て ほし く 
な いし 。 ビ ジュ アル と し て の 見 どこ ろ で すか ? 
や は り 0 踊り な が ら 歌 っ て し まう と いう 点 で し 
ょ う ね 。 普 通じ ゃ 見 られ な い 内 容 だ と 思う し 、 
けっ こう お も し ろ い ん じゃ な いか な 」 
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(ハウ ス 食 品 *O'ZACK” CF イ メー ジ ソ ン ク ) 
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収録 曲 /「TIAAE TO COUNT DOWN」 
「RHYTHA RED BEAT BLACK」'SECRET RHYTHA」 
ESDB 3185 \800 税込 定価 (\Z77 税 抜 価格 ) 


いい 症 0A9EKK10 に 4 じ 還 1919E19 に 7 較 7/ 人 00:K10 
\2.600 税込 定価 (\2.525 税 抜 価格 ) 


1NI は eo 4 18L9】、| 
12 月 21 日 発売 の シン クル 、 ビ テオ を 
両方 お 買い 上 げ の お 客 様 に 限り 、91 年 2 月 開催 了 予定 の 
TAN ス ペ シ ャ ル イベ ント に 抽選 で 御 招待 致し ます 
商品 に 付い て いる 応募 券 を EPIC ソ ニー ま て 郵送 ト さ い 


詳し い 事 は し め 切 り 後 、 
抽選 に 当っ た 方 の み 御 連絡 いた し ます 
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90 年 代 の 新しい 音楽 を 創造 する 。TMN と マク セル の 共同 戦略 が 、 つ い に 
クラ イマ ックス に 突入 し た 。TMN は スピ ー ド を テー マ に し て . 自己 革命 を 断行 
し 、 マ クセ ル は U り UD に メタ ルポ ボ ポジション を 加え て 、 シリ ー ズ を 増強 。 前 回 を 
は る か に 上 回 る スケ ー ル で 、 い ま 音 楽 改革 プロ ジェ クト が くり ひろ けら れる .。 
@ 新 音楽 に 向 は 3 人 が 再 集結 .TMN 誕 生 。eTMN の ニュ ー シ ン グル レ 「 TIME 
TO COUNT DOWN」 発 表 。UD シ リー ス の CM ソン グ と な る .@ マ クセ ルレ 
ソウ アノ リラ ン dpz 科目 | ピピ スル た コラ 旧 19jp と る パッ シル アア に こ か ア さて 
実施 中 。UD キ ャ ン ペ ー ン パッ ク の 中 の 応募 券 1 枚 で 、TMN コ ン サ ー ト ツア ー 
ジャ ン パ ー な ど が 当る チャ ンス 。 ま た 、2 枚 な ら 、 そ の 上 、TMN 情 報 、 プ ライ ベー ト 
コー ルナ ン バ ー な どの 特典 が つい た U り D ネ ットワーク メン バー カー ド を 交付 .( メ ン 
た す ED に (も 3 に か っ 生ま 区 る と す / ゴ | rc9【 9|p と アリ ピン 
ME TAL UD が 加入 。 新 開発 ハイ エナ ジー メタ ル 磁 性 体 が CD の 音 を 征服 . 
90 年 代 サ ウン ド に 力強く 対応 する .、 こ れ で り UD シ リー ズ 3 ボ ポジション 体制 が 確立 。 





マク セル は 、TMN の コン サー ト ツ アー 
EE 回: 財 
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衣 ME 開催 地 …( 新 潟 、 金 沢 、 名 古屋 、 札 幌 、 鹿 児島 福岡 
1 ) 広島 、 松 山 、 倉 敷 郡 山 、 神 戸 、 青 森 、 仙 台 、 大 阪 、 東 京 ) 
TIMIN 
TOUR 








@UDI(NORMAL POSITION) 
AUG27402 を た 】IUD)GIGTE60NIIIODEE 
90\720/120\950 税 抜き 旬 METAL UD(METAL POSITION) …… 


30\310/46 \390750\410/54\430/60\480/64\500/70\530/74\550/90\630 
46\430750\450/54\480/60\530/64\550/70\580/74\620/ 
呈 と 0761 たい (74 まお 久 7/710E お 510 リ 740E43)0 リ / 
一 価 格 は すべ て メー カー 希望 小売 価格 ( 税 抜き ) で ます 








74\640/90\730/110\850 税 抜き 
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% 和義 刻 次 放 対人 0 導 放 引導 


この 号 が 出る ころ は 恒例 の 武道 
。 ヽ ヽ も の で す 。 ア ルフ ィ ー も や も 、 こ の 号 か 出る 半 
R の GB。 月 日 が 経つ の は ホン ト 早 いる ・ 、 すず いろ ん な き 
。 2 ーー NIfelalhi 、 和 。 PP / し た 。 
jo り ま し た 。 で アル フィ ー の 3 人 に は ……? 40 コ の 質問 に アン ケー ト 形 式 て 合え 


撮影 食 岩 同 吾 郎 構成 代り 愉 明美 ヘア & メ イク 鍛 野 応 ゆ が かり 











こ y 1 3 ー me 【 
「』 [< アア か リル も ご アア - 憎 中 一 ふ W ル 、 
ゾ ノ に 4 | 1 アプ まっ > \、 5 っ 『 ep まほ すこ の \ ァ / 
っ 」 Ia ナ J Vc (し プレ 7 てい アナ!【 こ JH 所 に に し よ し レプ こ が 「! 


桜井 補正 月 / 
坂崎 こたつ に テレ ビ に みか ん 
高見 沢 ベル リン に いた …… 
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桜井 伯 史 の ホテ ル で の ビデ オォ 第 賞 





高見 沢 赤い スー ツ の ロッ クン ロー ラー/ 


災 井 F1 日 本 グラ ンプ リ 観戦 
坂崎 ニュ ー ジ ー ラ ンド の 無人 島 で の キャ ンプ 
高見 沢 『ARCADIA」 が 完成 し た こと 


テナー ト 


4 Hi 年 い ヽ も ち 、/ ギ / デーー、 ナチ -。 一 の 
! いき プー" フ / こ ュー とし と! は 『 


も っ ( エエ 





村 拓 DE 中 演 テ シリ 
な り の リタ イア 。 マ ン セ モル の 大 ボケ / 
② ナ ニー ニ の 事故 
坂崎 ゾウ ガメ が な か な か 入っ て こない 
高見 沢 仙台 の コン サー ト で 声 が 出 な か っ だ こと ( 仙 
吾 の みな さん 、 


ご めん な さい ) 





で 
Lo ご 


桜井 釣 鹿 ( 和 2 IN 

坂崎 オキ ナ ワ (自然 が すばらし い )。 ヤ ン ン ツレ クイ 
ナ 、 リ ュ ウ キュ ウ ヤ マガ メ 、 イ リオ モテ ヤマ 
ネコ を 大 切 に し よう 

高見 沢 斑鳩 の 里 (シル ンク ロード の 謎 に 迫る / ) 





婦 井 ハワイ (ホモ ・ グ ッ ズ の 店 を 見 つけ だ) 
坂崎 ① ニ ュー ジー ラン ド (来年 1 月 3 日 の テレ ビ 
朝日 を 見 て み ) 
② 診 港 (言え ね ぇ ) 
高見 沢 ルク モン ブルク ( あ まり に 何 も な く て ……) 


桜井 “か つ 味 ” の 特 ロ ー ス 定食 
坂崎 そば 、 ク ー ル ヴォ イス 
高見 沢 レバ パケ ー ゼ 、 イ カ 黒 の リゾ ッ ト 


婦 井 へ ネ 2 に X0 
坂崎 キリ ン の クー ル 
高見 沢 シャ ン パ ン 





桜井 皇 太子 の 前 で 演奏 で きた だ 
高見 沢 『THE ALFEE CLASSICS』 を 関西 フィ 
ルル も ラキ ア で 再現 で 全 だ こ 






し 2 ーー。 8 (1 2 SAN の 
蘭 9 | て ソリ よ に つう | W = BB = ず ) 』 
89。 9 エエ 口 【d の ム に ソ ブ ム 6、 ノノ 【 こ ュ 半 9 、 こし レ ュ よし レ / こ グ が! 


桜井 仕事 アル ウリ yr* フェ ア ) 





坂崎 ちっ ちゃ い ア ラブ 人 と ラク ダ で 遊ん だ 
高見 沢 ステ ー ジ で …… 


有 井 「 rg まっ が 全 抽 | 六花 館 だ よ カ ツ オ 節 …」 
坂崎 「 ち ん ちん ぶら ぶら 」 
高見 沢 ①「RAINBOW IN THE RAIN」 ( 口 ず き 
みな が ら 作 っ たから) 
.②「YESTERDAY」 





有 井 『 朱 れ ん の の ス 直 _y 展開 
坂崎 野良 ネコ の 行動 範 囲 
高見 沢 絵画 を 見 る こと 。 去 年 ヨー ロッ パ へ 行っ た 
と は の メ プロ ナラ テー グ ) (ミュ シル ホン の 
. 美術 館 ) ほか 、 い くつ か の 美術 館 に ブラ リ 
と 入っ て 、 な に げ な く 絵 を 見 た り し た あ た だ 


りか ら 絵 画 に 対し て 興味 が ムク ムク 湧い て 
PT 今 に い だ たる 


桜井 松平 侍 と 大 地 真央 の 婚約 発表 
坂崎 トリ カブ ト 事件 。 は っ きり し ろ / 
高見 沢 ドイ ン 統 一 中 東 問題 


桜井 ファ スナ ー 付 き ビ キ ニ パ ン ツ 

坂崎 梨 と プー アル ん 茶 

高見 沢 ① ツ Sa < て リ ン の テー プ (BBC の 放送 分 ) 
② へ ビ メ タ ・ グ ッ ズ 





婦 井 「 禁 れん 坊 将 軍 」 
1 『 お も いっ きり テレ ビビ 」 
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者 / 計 (の 昌江) 電 


高見 沢 ニュ ー ス 番組 


楼 井 ME Y ラン プリ 

② ロ ー リ ング ・ ス トー ンズ 

③ ポ ー ル ・ マ ッ カ ー ト ニー 

① 碧 郎 さ ん 

② ロ ー リ ング ・ ス トー ンズ 

③ ポ ー ル ・ マ ッ カ ー ト ニー 

④ 修 泉 今日 子 

高見 沢 ① ボ ポール ・ マ ッ カ ー ト ニー 
② ロ ー リ ング ・ ス トー ンズ 
⑨③ フ ィ ル ・ コ リン ズ 
④ エ イジ ア 





d4 





MKMMNI 


桜井 へ アメ イク の ヾ ゆかり” を いじ め た だ 
坂崎 楽屋 で 高見 沢 が 頭 を 巻い て だ 





泊 s 


桜井 衣装 
高見 沢 強力 な 肩 パ ッ ド が と れ て し まっ だ こと 





桜井 秩 人 荒川 村 に 古く か ら 伝 承 きれ て いる 選 泊 
り ・ ず で 一 の 舞い ” を 踊り 続け だ 

高見 沢 レコ ー デ ィング に 熱中 し て いた だ の で 、 暑 る 
は 忘れ て い だ 








井 『 暴 れん 坊 将 軍 』 し か な いで し ょ う / 

坂崎 『 フ ィ ー ル ド ・ オ プ ・ ド リー ム ス 』( あ 、 ま だ 
見 て ね え や ) 、『 ウ ルト ラ Q ょ アル フィ ー の 
シン グル ・ ビ デオ 『ARCADIA。 

高見 沢 『 フ ィ ー ル ド ・ オ プ ブ ・ ド リー ム ス ょ 「 マ グ ノ 
リア の 花 だ ち 』 





M.C ハマ ー 
TUCK & PATTI 『TEARS OF JOY』 
GARO『GARO』『GARO 2 

小泉 今日 子 『No.17 
高見 沢 レッ ド ・ ツ ェ ッ ペリ ン 





生生 っ 志和 と - ン 4 


桜井 伊勢 エビ 汁 
坂崎 焼き ビー フン 
高見 沢 な いっ / 


吐 F1 日 本 グラ ンプ リ 

坂崎 言え ね え 

高見 沢 毎日 盛り 上 が っ て いる 。 どの 日 や どの 出来 
事 が いち ば ん と は いえ な い 


析 電 Se 
坂崎 休み 時 間 
高見 沢 作詞 と アレ ンジ 


nn クー / ハ 机 を た に ラキ デジ デア) ヒヒ ニス リー、 品 一 * | 
1 MEILP に ソナ 5 (レル ハグ 大 し て と 
くも ま "1 ュー マメ Ch も ここ で ィ ザ ロ 


バリ ワイ で テニ ス が だ 
言え を ねえ 
高見 ボー ッ と 





テニ ス の ラケット 
ジ タ ト カゲ 、 イ グ ア ナ 、 オ マキ トカ ゲ あ 
だ た だり が いち ば ん 大 きか っ だ か な 
高見 沢 最大 っ て いう ん じゃ な いけ ど 、 ヨ ー ロ ッ パ 
で お も し ろ い 時 計 を 買っ た 。 鍵 が つい て て 
フタ の ある や つ 。 け っ こう 気に入っ て る 


26.' 
桜井 


F 








桜井 GB… ほ ん と だ よさ 
坂崎 アク アラ イフ 、 フ ィ ッ シュ マガ ジン 、GB 
高見 沢 Newsweek は 毎週 読ん で る 





桜井 お 酒 を 絶 や る な い 

塩分 控え め 

高見 沢 あま り 気 を つけ て ませ ん 。 春 に 人 間 ド ッ ク 
に 入っ た と き 問題 な し ” と 言わ れ だ の で 
安心 し て し まっ た 


坂崎 





に っ ) 
* の  / 


旨 きのう 泊まっ だ ホテ ル の ビデ オ は 映り が 悪い 

坂崎 冬 の イワ ナ は スト リー マー に か ぎる 

高見 沢 けっ こう 高音 まで 自分 は 声 が 出る ん だ な と 
再発 見 し た 


/ ェ アァ と n\N) / た に し の 
(もの) { エ / 


婦 MR 基 昌 Ni MD 


こ ャ コ 
日 


ニュ ー ジ ー ラ ンド の 無人 島 で 草本 人 と し て 初 
め て 野生 の ムカ シト カゲ に 触れ た こと 
高見 沢 ジミ ー・ ペ イジ が 日 本 に 来 た こ と 





LE 
以 崎 





女 内 

坂崎 ムカ シト カゲ 、 焼 き ビ ー フ ン 、 ミ ルク へ ば ビ 、 
カメ ラ 、 ス イカ 、 ヒ ョ ウ モ ント カゲ モドキ 、 
小 果 今日 子 、 沖 縄 の 電 屋 通り 、 茶 そば 、 プ レン 
コ (ナマ ズ 科 の 魚 )、TUCK & PATTI、 ド 
イツ イエ ロー タキ シー ド (だ いせ い メ ダ カ 科 
の グッ ピー) 

高見 沢 F1 (桜井 の 影響 





桜井 私 の 人 生 パ パー フェ クト 

坂崎 ちょ っ と だ め ら っ だ や さる しい 児 貴 

高見 沢 と うと う カ ラオ ケ で 歌っ て し まっ た だ こと 。 
スタ ッ フ と 飲み に いっ て 歌わ きれ そう に な 
り 、「 や め ろ よ 、 や め て くれ よ /」 と 言い な 
が ら も マイ ク に 手 を 伸ばし て いなだ 自分 が 庵 
し い …… 


= "4 | か 「 ? 3 で ヽ om wm /』 の) 
の 9 の 5 ロ = に ィ バ ハー アク メレ 1 か と 四 ス シー アテ ルリ / イ キラ ウ 
に J | に ント か ( を 4F 1 ソー/ と 5 つん / アー 1 pp 
9 の 6 ンー パル し ノノ パー トー ノブ! 


楼 井 3 で > 
坂崎 体重 、 髪 の 毛 
高見 沢 性 格 が 多少 よく な っ だ た …… か な ? 





要 料 軍 寺 未 

坂崎 羊 の 毛 刈 り の 名 人 ( 9 時 間 で 803 頭 の 世界 新 記 
晴 ) 

高見 沢 多 す ぎ て わか ら な い 





た ティ ・ ッシュ 「 
坂崎 言え な い 、 恥 ず か し く て 
高見 沢 ギタ ー と 講 面 、 原 用 紙 





桜井 今回 の この アン ケー ト 

坂崎 KYON* と の 対談 で ロン ドン へ 行っ た こと 
( あ 、 ま だ 行っ て ね ぇ を か 。 そ りゃ 来年 だ ) 

高見 沢 ① い っ し ょ に 撮影 し た 犬 が か わい か っ た だ 
② 答 に くる まっ だ ヘン な 写真 (は っ きり い 
っ て 私 は キラ イ ) 








I0SMMIK0 MANAMIZAMM 


松平 健 
高見 沢 高見 沢 俊彦 





交 CX か らい だ だ い だ F1 の ジャ ン メ パー 
坂崎 サイ ケ 
高見 沢 自分 らし い 服 装 





婦 井 ニュ ー ス は 見 な い 
坂崎 ① ム カシ トカ ゲ 
② 有 髪 の 毛 を 立て だ 、 化 粧 も し た 
③ あ と は 言え な い 
高見 沢 ① 日 本 シリ ー ズ で の 巨人 の 惨敗 
② セ ナ が ドラ イ バ ー ズ ・ ポ イン ト で ワー ル 








ド で まほ わが っ る ね いら は 
③ 奏 も 秋 も ツア ー の ファ イナ ル を 大 阪 で や 
し 2 Ph 


を 井 「 芝 れ ん 坊 将 軍 』 に 出演 し 、 松 平 健 さ ん と 夢 の 
共演 

小 上 今 日 子 と て 『 ラ ブラ ブシ ョ ー 

る い は ロン ドン で 対談 で も いい 
高見 沢 刺激 的 か つ 過 激 な 男 で あり た い 


I 肛 員 FH 
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」 に 出る 。 あ 











Ag の) は 


信 圧 合 的 な 存在 感 を 見 せな が ら 徳 永 英明 の JUSTICE" ツ アー は 現在 進行 中 で ある 。 

徳永 英明 と いう 個人 の 内 側 か ら 発 せら れる 輝き が ステ ー ジ の 魅力 と な っ て いる こと は いう まで も な い が 、 
バッ ク を 務め る バン ド “Vasco da Gama" の メン バー と の 一 体感 & あ また ひと つの 見 どこ ろだ 。 
富山 で の コン サー ト 終 了 後 、 徳 永 英明 と バン ド の 仲間 た ち に 、 今 回 の ツア ー に つい て 話 を 聞い て みた 。 


井 呈 供 湾 ロマ コト 文 倫 決 田 次 朗 


NEO DANNAUMML0/ 明 1 


0 くい 0 
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徳永 英明 の *90 年 91 年 の ュ ユン サー 
ト ・ ツ アー JUSTICE” は も う ご ら ん 
に うだ が で し ょ う の 。 (Yee 7 埋 癌 
ら 話 は 早い ) 徳永 英明 が な ん と も いえ 
ず 解 放 き れ た 表情 を 見 せ て くれ だ り 、 
自由 に 歌い 踊る 次 が いつ も より だ くさ 
ん 見 られ る よう な ……。 それ も その は 
ず 。 今回 の ツア ー・ バ ンド バスコ ・ 
ダ ・ ガ マ の 面々 と の 信頼 関係 の 深き 
と いっ た ら 。 徳永 英明 が 新しい 一 歩 を 
踏み 出し た その 明 間 か ら 、 い っ し ょ に 
ュ ン サー ト を 、 を の 世界 を 作り 始め だ 
仲間 た ちな の で すか ら 。 

今回 は 、 富 山 で の コン サー ト の 打ち 
上 げ の 席 に な じゃ まし て 、 言 いだい 放 
題 / の 話 を し て も ら っ だ 。 ジ ョ ー ク 
も 皮肉 も な ん で も 言い 合え を る この 仲間 
だ ちと 徳永 英明 の 関係 を じっくり と 味 
わっ て も らい た だ いと 思う 。 題目 は ^ 今 
回 の ツア ー に つい て ?。 話 を し た 場所 
は 、 生 き の い い 人 魚 料理 を 食べ きる せ て く 
れる ゎ 店 の 座敷 。 見 る か ら に お いし を 
うな 刺身 と 飲み も の が ズラ リ / 話さ 
り も テー ブル の 上 の ほう に 気 を と られ 
が ち に な り そ う な 状況 デ っ だ と と も あ 
っ て 、 か な り リ ラッ クス し た 感じ に な 
り ま し だ が 、 ご 本 承 いた だ た だき だい 。 そ 
れ に し て も 、 男 ば か り が ズラ リ と 食卓 
を 囲む 感じ も ち 、 ね ぇ え 、 な か な か いい も 
の で す !? 

* ネ 

ーー まず は 、 今 回 の ツア ー を 回 っ て いて 
の 感想 を うか が いだい ん で す が 。 
矢 賀 部 「 7 月 か ら ね …… あ の 一 、 聞い て 
る か な 、 み ん な 」 
ー 同 「 (爆笑 )」 
佐藤 「7 月 か ら リ ハー サル が 始ま っ だ 
ん だ けど 、 曲 が 多かっ だ か ら 、 新 し い 
メン バー は 大 変 ど っ た よね 」 
池間 「 を うだ ね 。 イ ベン ト は 本 当 に よ 
く が ん ば っ だ よね 」 
矢 賀 部 「 だ か ら 、 今 回 の ツア ー に 入っ 
て か ら は な に か 安心 し だ 感じ で で き て 
る っ で ある よね 」 
庄司 「 う め ぇ 一 / カニ うま い 」 


OOCO 
すき 


瀧川 GASBON 江 水 (schow) 






徳永 「 あ れ は 、 今 回 の ツア ー の 前 ぶれ 
み だ た だ いな も の で 、 あ の イベ ント に か か 
っ て い だ と ころ も あっ だ か ら ね 。 で も 
あれ だ け リ ハー サル や っ だ の 、 生 まれ 
て 初め て 」 

佐藤 「 リ ハー サル の 始ま る 時 間 は いつ 
も 正確 な ん だ けど 、 終 わり は 決ま っ て 
な か っ た だ 」 

ー 一 新しい メン ミー と し て 加わ っ た か だ 
に と っ て 、 最 初 の 印象 は ? 

後藤 「 い や 、 い い バ ンド だ な あぁ と 」 
池間 「 で も 、 今 まで ずっ と 音楽 を 続け 
て き て 、 髪 の 毛 を 剃っ た こと な ん か だ な 
か っ だ で し ょ ( 笑 )」 

徳永 「 を その わけ を 聞き た い /」 

後藤 「 前 か ら 計画 は あっ だ ん だ けど ね 、 
や っ ぱ 泳 ぎ た い か ら や な いか :」 

一 同 「 2 2727」 

ー 一 浦川 きん は どう で し た か 。 

瀧川 「 僕 は 完全 に サッ クス 奏者 と し て 
ここ に いる わけ で 、 最 初 は どれ くら い 
の 配分 で 参加 し て いけ ば いい の か と か 、 
わか ら な く て 」 

矢 賀 部 「 バ ンド の 人 数 が 以前 より 二 人 
ぶん 多く な る わけ で 、 そ の へ ん の サ ツ 
ンド の バラ ンス と いう か 、 それ に 増え 
だ た ぶん を どん な 形 で 生か し て いく か と 


トコ 


いう YY) 」 
佐藤 「 今 の 音 っ て 、 す ご 《 人 間 ぼ ぽく な 
っ だ た と いう か 、 ひ と つの フレ ー ズ に し 
て も すご い 路 動 感 が 生ま れ て る 」 

徳永 「6 人 っ て いう 形 は 、 僕 は 完璧 だ 
と 思う 。 以 前 は 人 数 が 少な か っ だ か ら 、 
ギタ ー は シン も も や ら な きゃ や いけ な か 
っ た り と か あっ て 。 一 人 が ひと つの 栄 
器 だ け を や る っ て いう 当たり 前 の こと 





矢 賀 部 竜 成 (Keyboard) 


を ね 、 前 か ら や り だ か っ だ 。 そ うい う 
な か で 、 い ろ ん な デイ デア が や っ と ク 
リア で きだ りす る わけ だ か ら 」 
佐藤 「 を そう そう 。 だ か ら 以 前 は 、 ア イ 
デア は あっ て も … 手 が 足り な いか ら コ 
ンピュータ に や ら せ ち ゃ え ” み だ い な 、 
ちょ っ と 投げ や りな と こ が あ っ だ ん だ 
けど 、 今 は 、 誰 か が や れる だ ろう みた だ 
いな 余裕 が で て きだ ん で す よ ね 」 





徳永 「 み ん な が 思い きり や れ て る か ら 
コンビ ネー ショ ン も よく て 。 僕 は 人 数 
が 多い の は 苦手 どけ ど 、 今 の 6 人 の 形 
っ て いう の は 理想 びっ た ん だ よね 。 欲 
を いう と 、 こ れ に パー カッ ショ ン と 、 
ュー ラス を 女 * 男 ・ 女 と か 入れ て …」 
庄司 「 う ん 、 い い 、 い い 」 

池間 「 ス テー ジ 衣 装 な ん か も 凝っ だ たり 
し て ね 」 [ 

天 賀 部 「 で も 、 徳 ちゃ ん の 音楽 に 関し 
て ば は 、 和希 の 2 ビビ カ ッ シア ョ が より の ン ビ 
ュー タダ の パー カッ ショ ン の ほう が いい 


っ て いう 曲 も ある よね 」 
池間 「 [帰れ な い 二 人 | と か 「 最 後 の 言 
い 訳 ] と か ね 」 


徳永 「 う ん 、 で も 「MYKONOS」 な ん 
か は アフ リカ ン ぼ ぽい と いう か 、 人 間 ぼ 
さる が 出 た ほう が 絶対 いい と 思う ん だ 」 
矢 賀 部 「 あ の 曲 は や っ ぱ ス クエ ア に や 
る ん じゃ な く て 、 円 を 描い て グル ー プ 
し て る 感じ が 出 だ た ら ……」 

徳永 「 で も 、「MYKONOS」 は よく な 
っ て きだ よね 。 み ん な が すご く 〈 く か み 合 
う よ う に な っ て きだ よね 、 6 人 が 。…… 
いつ も る 僕ら 6、 バ びあ を そこ よかっ だ ね っ て 
いう と ころ と か 間違っ た と ころ を 、 そ 





字 間 史 親 (ass 


の 日 の うち に 処理 する よう に し て る か 
ら ね 。 コ ミュ ニケ ーション は で き て る 、 
プラ イベ ー ト 以外 は 。 こ の あと は 仲の 
いい ヤツ と 悪い ヤツ に 分 か れる けど 
( 笑 )」 
後藤 「 仲 悪い わけ じゃ な いね ん .」 
徳永 「 て いち ゃ ん (池間 さん の こと )、 
一 人 ぼっ ち ( 笑 )」 
池間 「 あ の あの あの ……」 
徳永 「 サ ツク (佐藤 る ん の こと ) は 家 
庭 に 戻る ん だ よ 」 
佐藤 「 ン な こと な いで す よ ( 笑 )」 

涼 

… の "と 、 し ば らく ちょ っ と か ら か っ て 

み だ たり も し な が ら 、 話 は “健康 ? の こ 
と へ と 続く 。 

ポポ 
徳 水 「 タ バ コ や め て か ら は 、 お 酒 飲 ん 
だ 次 の 日 の コン サー ト で も 声 は 全然 問 











題 な く な っ た 」 

庄司 「 ほ ん と 強く な っ だ /」 

佐藤 「 か ら だ 弱い の は お て いち ゃ ん /」 
池間 「 す で ぐ 風 衝 ひ いち ゃ っ だ り と か >。 
だ か ら 保 験 証 は 持ち 歩い て る けど 、 病 
院 に は 行か な い 」 

徳永 「 み ん な 、 国 民 健 康 保険 ? 」 

一 同 「 は 一 い 」 

徳 氷 「 オ レ 、 社 会 保 験 / みん な うち 
の 会 社 に 入り な さる ー い ( 笑 )」 
ツア ー に 出る と 長い 旅 に な る こと も 





多く な り ま すか ら ね え ぇ 。 ( 笑 ) 

池間 「 を そう いえ ぇ ば 、 今 回 の ツア ー っ て 
長い 旅 は まだ 2 回 だ ね 」 

佐藤 「 ま だ まだ これ か ら だ よわ ね 」 
瀧川 「12 月 の 熊本 か ら が 2 週間 戻れ な 
い 旅 ./」 





後藤 郁美 mano) 

ーー と ころ で 、 徳 永 ク ン に 最初 に 出会っ 
だ と き の 第 一 好 象 を 聞い て みた だ た い 。 
徳永 「 み ん な お と な し い 人 だ と 思っ だ 
らし いよ ( 笑 )」 





天 賀 部 「 な ん か …… テ レビ と いっ し ょ だ 
な あっ て 思っ た 」 

池間 「 オ レ も お と な し い 人 だ と 思っ た だ 
よ 、 い ちば ん 最初 は ね ( 笑 )」 

徳永 「 て いち ゃ ん が 3 年 前 、 イ ベン ト 
に 手伝い に に き て くれ だ ん だ よね 。 そ の 
と き 律儀 な ヤツ と 思っ だ ん だ よね ぇ 」 
池間 「 を えっ 、 オ レ が ? 」 

徳永 「 い っ し ょ に や ら な い ?7 っ て 言 


庄司 和敬 (Guitar) 


っ だ と だ ん 、 人 間 が 変わ っ た ( 笑 )」 
池間 「 入 っ た と だ ん 、 な ん か …… 浴 たく 
る れ て し まっ だ ( 笑 )」 

徳永 「 し ょ うち ゃ ん (庄司 きん ) が 2 
年 半 前 。 DEAR”/ ツ アー 終わ っ て か ら 
だ か ら 。 人 生 何 も 考え て な る そう だ っ 
だ か ら 救 っ て あげ よう と ( 笑 )」 

庄司 「 い や いや 、 い だ っ て ノー マル レ 」 
池間 「 で も ね 、 あ の 最初 の 仕事 の と き 
に 遅刻 し て 、 で 、 先 に 帰っ た 人 は 庄司 
さん で らい じゃ な い の ( 笑 )」 

庄司 「 お め え ぇ な あ ( 笑 )」 

徳永 「 それに くら で て ( 笑 ) 佐 藤 る ん は 












佐藤 邦 治 0 


まじ め だ っ だ よ 。 い ちば ん 最初 に 会 っ 
だ と きか ら 。 は ほん と 」 

佐藤 「 ほ ん と に ? で も 、 去 年 に くら 
べ て も 、 今 すご く や り や すい よね 」 

天 賀 部 「 伸 いい よね え ぇ 」 

佐藤 「 去 年 っ て 、 ユ ンピュータ が スト 
リン グ ス と か シー ケン サー で 活躍 し て 
て 、 僕 上 し し て は 、 人 が や る こと と の 間 
に すご い ギ ャ ッ プ を 感じ た ん だ よね 」 
池間 「 で も 今年 は bB ユン ピュ ー タ 使っ 
て て も 楽 だ よね 。 な ぜ だ ろう ね 」 
佐藤 「 や っ ぱり 勝っ て る ん だ よ 、 人 間 
の 精神 的 な 部 分 が ね 」 

いろ ん な こと が 内 側 か ら 変わ っ て き 
て いる ? 

徳永 「 大 人 に な っ て き て る っ て こと か 
も ね 、 い ろ ん な こと が 。 で も ね 、 い ち 
ば ん 大 人 な の は 庄司 さん な ん で す よ 。 
う ん 、 そ れ だ け は 言っ て か な いと う 
る る いか ら ね 」 
一 同 「 (爆笑 )」 








「 迷 つど ロワ GSJ 全長 つら て へ 」 ロ naG 寺 し 中 キ ロキ つ し トト GS 強 記 " 
〇 上 選 下 中 ら 歓 引 つ DSG< 恒 り 多 言 つり レン で SR 票 ざら の 時 

\WG 寺 人 ム べ 抽 ら 立 ご 選 べく 風 証 " 

へ ペー ト 空 拘 ポ ー ミ -OAHTーSG の 全 ) 介 細 esG うり こつ 》6- つ "で へ 、 


ト ホ ふ ヽ トル / HI 
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質問 その 1 デビ ュー し て 6 年 目 の 米 
米 で す が 、 当 時 か ら み て いち ば ん 変わ 
っ た 面 と 全然 変わ っ て な いと ころ は ? 
(徳島 県 ・S・ み ちよ ) 

石井 や っ ぱり 、 賞 を 期待 する よう に 
な が つ だ つて と で も も よ 人 の 和 れ : 央 中 を 取 
り た いと か 、 賞 状 を も らい た いと か 、 
だ の MO 人 KO いつ のか も わ よ ゆ の も た 
プロ 意識 が 芽生 えて きま し た よ 。 
ーー な ん か 、 時 節 が ら っ つて 気 も し ます 
が ? ( 注 ・ こ の 取材 は 11 月 28 日 、 レ コ 
ー ド 大 賞 部 門 中 発 表 の 日 に 行なわ れ た ) 
石井 ちょ っ と 欲 が 出 ち や ゃ や いま し た ね 
・ え ズ 。 あ る 齋 ' で 本 物 に な つて きま た つて 
MR 06d 8 dip 

mm それ は 本 物 が な ん で し よう か J (人 全 ) 
者: 本物 で の よ 届 ええ あの あ 人 WS 
コ な ん て 和裕 を 自分 で は かな く な か り ま も 
た ね 。 (命令 口調 で ) ハ イッ 、 て 。 手 を 
伸ばし た まま 何 や っ で ん だ ろう と 思っ 
た ら 、 お 付き の 人 に 袖 を と お し て も ら 
の たり 。 す SMNO9N お め 朋 お 
ぬり つの で 語り NM だ の 9 の 
思 つ た ら 、 マビ キュ ア を お 学 人 0 つ で 
AR 

ミナ の だ l 和 09 

石井 「 唇 も お ぬり 」 っ て 。 全 部 お ぬり 
UN の まし の 

ーー( 笑 ) じ ゃ あ 、 変 わら な か つた と こ 
UI 

EN CCU OWN 93U NO 
格 じ や な いで すか 。 

石井 そん な こと な いよ 、 お 前 / 
6 0 を 本 
な いで すか ? 

石井 まあ 、 変 わら な いと ころ と いえ 
も je 中 

ミナ コ 少年 の 心 を 持っ て る と か ね 。 
石井 そう 、 そ れ は ある ね 。 目 も 、 少 
の 3 5 0 
し よう が な いい ぐす よ 。 UW ) も の つて そい 
う の は 変わ ら な いで すか ら 。 た だ 小 ジ 
ツガ (あお つ と の ころ 電 え きだ 
が EDGE 半 (CVS 
りす る ん だ けど 、 朝 に な る と バリ バリ 


に が の 02006 ま ま /( 守 9 

質問 その 2 最近 いち ば ん うれ し か っ 
た こと 、 イ ゴヤ だ が っ た こと を 教え て て 
だ さい 。 (山形 県 ・H・ 亜 弥子 ) 

石井 頭 に ほ きた の は 、 こ の あい が だ 風呂 
に 入 つ て た ら 、 1 cm ぐらい の ゴ キ プ リ 
が WAR ん だ W 直 。 放 が 大 きま な 相 キメ 
リ が 歩い て き て 、 風 呂 桶 に チョ コン て 
落ち た の 。 出 られ な いん で す よ 。 逃げ 
る と 波 が 立つ て 体 に 寄っ つて くる し 、 そ 
れ で し ば らく 悩ん で た ん で す よ 。 
SC (OAICXN さ いい D や ん 。 
石井 俺 と し て は 大 きい の 。 

ーー ゴキ ブリ が 口 か ら 出 て くる 映画 を 喜 
ん で 史 て る 人 に は 中 えま せん : 槍 
石井 人 の や つ は いい の 。 自分 の と き 
は も う 、 息 を 出す の も ヤ だ ね 。 で も 、 
VC の AN どう お あつ た が られ は 
NN 全く ちい いい 6 
ちば ん うれ し か っ た 。 石鹸 っ て 小さ < 
な る じゃ や な いで すか ? で も 、 捨 て る 
AM つ ARMV 注 いも の うつ も よう か が 
SB no gr 0 ia8R Wi 
お き の 石 鹸 が あっ て 、 真 ん 中 が ちょ っ 
の NG 人 1GRet を LR 
構い た だ た め び つた り は まつ だ ん で す 。 
ミナ コロ & マ リ  ( 灯 笑 ) 

de (4 生み 6 公休 ty 6 の 
05k preEtD 沈 また 6 計 ) 
上 上 に の せ た や つが 透き通っ つて 、 レ ンズ 
みた に いで き 4 れ いな ん で す よ (これ が 
ミナ コ あたし は 、 最 近 あ る お 店 で 松 
任 谷 由実 さん に 偶然 会 っ た ん で す 。 ( 笑 ) 
ちょ っ と お 話し て も ら っ て 。 高校 生 の 
ころ よく 聴い て た か ら 、 う れ し か っ た 
で すね 。 あ が っ ちや ゃ や っ て 、 足 が ガク ガ 
グ し ちや D た 。 1 

マリ 私 は 、 ミ ナコ ちゃ ん か ら 誕 生日 
に か わい い マ フラ ー を も ら っ つた ん で す 
中 OS 類 に の ちや の 机 
の いち は ん うれ し か うた な : 

石井 俺 な ん に も あげ て な いん で す 。 
ミコ 帳 分 は すず の ざく いい の もめ 
LMO ie 

石井 ちゃ ん と 考え て る か ら 、 大 丈夫 。 





6 kt 
石井 嘘 つ け / いっ つも 頭 に き て る 
よう な 顔 し て 。 !( 笑 ) す ざい で す よ 、 ふ 、 
くれ つっ つら 。「 お 兄ちゃん は いい けど 」 
AD6 二 3 ねら や つて お AN で る あ 雪 あみ 
くり で す よ 、 各 り 方 が ! や だ わ ー」 な 
ん た で V ゆ い 再 い 方 も 、 そ つく り 。 

ミオ そう い OD の だ 二 の C る か ら 、 
し ょ よ つ ちゅ う 頭 に き て る ん で す よ 。 
質問 その 3 将来 つき た か っ た 職業 は 
な ん で すか ? (静岡 県 ・F・ 雅 子 ) 

ミナ コ 子供 の ころ は 保母 さん と か 、 
そう いう の に な か 細 た が か つた より な 気 が 
スチ ロー ゲス と か 
he St iR ol ar al 
か 、 あ と 自分 が 習っ て た か ら 、 ビア ノ 
と か マリ ン バ の 先生 と か 。 

ミナ コ ああ 、 歌 手 も あ り ま し た ね 。 
よく アイド の 県 似 し て 和歌 て で まり も た 。 
石井 僕 は あん まり 考え た こと が な か 
っ た で すね 。 絵 が 好き で 、 絵 に 夢中 に 
な つて た けど 、 絵 描き さん に な り た い 
90 Pao 

ー 一 学校 で ! 将 来 何 に な り た いで すか 」 
つて 質問 され ませ ん で し た か 。 

石井 戦争 の 人 っ て 言っ て まし た ね 。 
兵隊 っ て 言葉 が わか ん な か っ た か ら 。 
制服 みた いな の が 好き だ つっ た か ら で し 
よう ね 。 制服 の イメ ー ジ が 。 

質問 その 4 シュ ー ク リー ムシ ュ の 衣 
装 は 全部 石井 さん 一 人 で 考え て る の で 
すか ? (奈良 県 ・O・ 美 貴 代 ) 

石井 そう な ん で す よ 。 あ ん な も の を 
彰 せ る の は 、 僕 し か いま せん か ら 。 
aeoxe: さこ し 

石井 いや ー、 見 せ て あげ た い ぐ ら い 
Ii@ す ば 。 住民 が り ま で 僕 が や り ま す よ 、 
生地 選び か ら 、 何 か ら 何 まで 。 

ーー そう いう の 、 昔 か ら 得 意 だ っ た ん で 
( ポ Z)2 

石井 や る 人 が いな か っ た か ら 、 俺 が 
5 Ab ME 07 の 肥 っ 00 っ あ べ 
oO つ 2 で いかん で も が で 
よ 。 越 味 が 高じ て 職業 に な っ て いく 。 
ーー 生 懸 命 に や っ て る と 、 あと で な ん と 


頭 に きた こと は 、 な いか ら 。 


か な る も ん で し ょ う 。 夢 中 に な る っ て 
いう の が 大 事 で す よ ね 。 

mm 今 ま で で いち ば ん 気に入っ た だ デザイ 
be を 6W 7 

石井 キノ コ で すね 、 シ ュー クリ ー ム 
シュ の 。 あ れ は 僕 の 傑作 だ と 思い ます 。 
ーーーー 回 使っ た 衣装 は どう する ん で す 
か ? 

石井 汗 も か くし 、 特 殊 な 形 の も の が 
多い ん で 、 ク リー ニン グ に も な か な か 
選 赤 が か いん で す よ 。 そう ね る どう 
し て も 捨て ちゃ いま すね 。 

3 9 5 4 "と 0 

石 非 4 で も 、 し か た な いん だ よね 。 残 
し て お く 世 は か さば っ ちや うじ し 。 
質問 その 5 私 は 今年 、 大 学 受験 な の 
で す が 、 行 きた い 大 学 が まだ は っ きり 
し て いま せん 。 文化 学院 と は どん な と 
ころ で すか ? 。 そこ で 培っ た も の は 、 
米 米 CLUB に どう 生か され て いる の で 
し ょ う 2? (埼玉 県 ・| ・ 聖 美 ) 

石井 米 米 CLUB は 10096 文 化学 院 
だ と 詩人 て いい で し よう ) あそば は 校 
風 が も の すご く 自 由 だ し 、 ど っ か の 大 
学 み た い に 「 お 前 、 単 位 が 足り な いか 


NYC まほ 札 と か に いつ さい 寺村 な 


いん で す 。 ま あ 、 や ら な い ヤ ツ は どん 
どん 置い て いか れ ま すけ ど 。 やりたい 
人 は や ん な さい っ つて いう 、 そ うい う 教 
育 で すね 。 


一 一 振り 返っ つて 、 変 な 学校 だ っ た な と 思 


うん で すま か? それ と も いな が ら に し 


Co すま 突 だ だ 7 


石井 行っ た と き の イ ン パ クト が すご 
か つっ た で す よ 。 みん な 個性 的 だ し 。 100 
パー セン ト 上 自分 が 没頭 で きる こと を が 
や っ ぱり いち ば ん いい ん だ っ て 思い 知 
ら さ れ た 時 期 で し た ね 。 眉 問 に 鍛 よ せ 
て 、 俺 は 絵描き だ の な ん だ の いっ て も 、 
し ょ せん は し か た な いん だ と 。 基 本 的 
に 、 好 きだ っ て こと が 根本 の 才能 な ん 
だ OCG まえ (CS ま た 

ー 一 他 の 美術 系 学校 と 比較 し て みる 
が 

石井 dn 











員 ま 央 中 発生 0 が も 0M 以 中 が 


っ た 、 す ご く 。 芸 術 評論 の 時 間 な ん て 、 


黒澤 映画 を ポー ン と 見 せる ん で す よ 。 
それ で 2 時 間 た っ て 、「 は い 、 今日 は お 
まい) つて 。 次 の 周 に 1 の 0 あ だ 
の 映画 で 何 が いち ば ん 頭 に 残っ て いる 
DC 敵 KA で す 。 て 例 は の 
ー ン 、 代 は あの シー ン つ て 置 っ で 、 そ 
の ツー ジ を 児 が が UI DL 
構成 に な つて る 」 っ つて 説明 し て くれ る 
ん で す 。 あ と 、 も う 一 つ 画像 を も っ て 
[Ne yAeW oN (3 aro 
こない 」 つ て みん な が 言う と 、「 そ う 
だ じゃ や 、 な が な ん で 氏 RW AM WW 元 
えて あげ よう 。 こ れ は ちょ っ と 構図 が 
入 レ て る 見 で で ん 」 OO 教え 6 
が りり 
KN の NO りつ が た UN うた り 
AWC だ 。 
石井 . うん 、 そ ん な ん じゃ や ない 。 だ か 
ら 、 米 米 C LUB が あの 学校 で で きた と 
いっ て も 過言 で は な いで し ょ よう ね 。 
質問 その 6 pg て っ ペー ちゃ ん が か が 今 まで 
や っ た いた ずら で 、 い ちば ん ひど か っ 
た の は な ん で すか ? (北海 道 ・T・ 春 
美 ) 
石井 あれ で すね 、 ト イレ の 紙 を グチ 
ヤク グチ や に し で 、 | 着け で る 十 向 が の 
WP YO (人 
する と フロ ント ガラ ス に バー ッ と は ね 
あがっ て 、 驚 いて 止ま うち ゃ うん で す 
よ 。( 笑 ) 子 供 の ころ 、 2 階 の 窓 か ら よ 
〈 投 げ で まだ が 。( 失 ) 


に 出演 し た いと 思い ます か ? (高松 市 ・ 
T・ 郁 代 ) 
石井 「 朝 まで 生 テ レビ 」 みた いな の に 
出演 し て 、「 石 井 さん 、 ど う 思 いま すか 、」 
006 較 MM 衝 「 つ て ん くる し 」 と 
ノダ ガオ 9 が ん な いび と 音 つ て | グ ジ ャ ヤ 
0 みた いで すれ | 7 力 ) 宙 夫 
が ら 」 な が AG 正 ゅ ち ゃ つた り 。 
Trrriie2 紀 の ソ パフ エナ イ は が で 
すか ? 
石井 あん まり 興味 な いで すね 。 で も 
のど / ん に 坪 出 だ いた 皿 の な | お 
る たる そう じゃ な MMNRW あ ぞ で MM 
で すね 、 女 性 攻略 の ノウ ハウ を A か ら 
まで 教え て や 方 と ( 身 ) 
質問 その 8 ye ライ ブ で の 石井 さん の し 
や ゃ べり は 、 全 部 自分 で 組み 立て て 暗記 
し て る ん で すか ? それ と も 大 ま か な 
と ころ だ け 決 め て 、 あ と は アド リプ な 
ん で すか ? (昭島 市 ・K・ 千 上 恵子 ) 
を 9 店 の 、 そう です) 大 ま か 破 如 記 
だ けけ 決 めで 、 あと は アド リズ で す 。 
ー 一 要 所 要 所 を 決め る と いう 感じ ? 
石井 そう 、 だ か ら 毎 回 違い ます よ 。 
地方 色 を 盛り 込み な が ら ね 。 演歌 歌手 
みた いで す よ ね 。 ( 笑 ) 
ーー 全部 決め ちや うと つま ん な い ? 
石井 つま ん な いで す 。 和 失敗 も また ラ 
イブ だ と 思う ん で す よ 。 醍 早 床 で すね 。 
質問 その 9 コン サー ト が 日 を 増す ご 
と に 凝っ て き て いま す が 、 こ れ か ら も 
まだ まだ が 最高 の ステ ー ジ を 作ろ うと 思 
っ て いま すか ? (北海 道 ・N・ 普 子 ) 


KOAE KOAE CLUB 
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KUW\ か わか ら な い ぐ ら い 、 出 で き 
し よう が な いん で す 。 で も お 金 が ね 、 
の けり M だ の の の が る れれ だ が か ま 料 
は で き な い 、 あ れ は で き な い で 、 ず い 
ぶん カッ ト し ちゃい ます か ら ね 。 そ う 
0 だ だ 650 や り た だ た い 江 と は UVS 
EUV あの て まず の 上 よ ( 

ーー ステ ー ジ を や っ て 儲かる ん で すか っ 
て いう ハガキ も 来 て まじ た けど 

石井 儲 か ん な い 、 儲 か ん な い 。 お客 
さん の チケ ッ ト 代 は 全部 ステ ー ジ の 上 
に ある と 思 つ YY) く が さ し い 

ー 一 来年 の ステ ー ジ な ん か も ボチボチ 考 
代り ま の か 2 

石井 も う 、 も う 。 4 か 月 くら い 前 か 
の 生ま きす た 、 すでに 進行 じ て ま ゆ 。 
ーー だ いた い 何 か 月 ぐら い 前 か ら 考 える 
ん で すか ? 

石井 半年 前 で すね 。 6 か 月 前 に 構想 
が 決ま っ て 、 あ と は それ に 向かっ て 動 
く 。 だ か ら 、 そ の コン サー ト を や っ て 
る うち は 、。 も り 次 の コン サー ト の こと 


が 進行 し て る ん で す 。 
ーー どの くら い の 時 期 が いち ば ん 大 変 で 
すか ? 


石井 今 ぐ らい の 時 期 で すね 。 今回 は 
ステ ー ジ と か け も ち じ ゃ な いか ら ま だ 
いい けど 、 た と えば ディ ナー*・ ショー 
の が AG かり 8 人 の メイ ク 
し な が ら 「 次 の ステ ー ジ ・ セ ッ ト は こ 
PRSMMPeRWN 
0 本 aoecp 和 (は yaR yh cy 
な さん どう も あり が と う /」 つて や っ 


て 生活 で すか ら ね 。( 笑 ) い ろ い ろ 物 が 
で き て くる と 、 そ れ の チェ ッ ク も 入る 
し 、 近 ご こる は ポス ター まで や ら せ で < い 
た だ いて ます し 。 あ あい う の を や る と 、 
スタ ッ フ の 大 変 さ が わか り ま す よ 。 4 
人 分 ぐら いや っ て る か も し れ な いね 、 
俺 : で も 村 、| 選 狼 ユ アル セン ス つ て 
一 定 じ や な いと つま ら な いん で す よ 。 
みん な に ふつ ちや ゃ うと 、 で き あ が っ た 
BS の が バラ パ ラ に に なつ? 直 ん だ た かざ 
つた 煮 に な つちや ゃ う 。 俺 な ら 俺 が ピ シ 
ツ ど や つた だ ほう が いい いみ た YY お 
うち みた いな と っ ちら か っ た バン ド は 。 
質問 その 10 も の すご 一 く 頭 に きた と 
き は どう し ます か ? (神奈 川 県 ・S・ 
か お り ) 
右 革 政 い \ ま り ます 。 すご いで す よ 、 
EAI 選 居 の て ころ か ら と ここ まで 
30mel 語 本 WE て 語り ん で 
す 。 ( 笑 ) で 、 そ の セー ター を 道 に 敷い 
二 や つて 、 その を 上 く つて, それ ぐ 
らら つま の ボ 
ーー た いて い 洋 服 で すか ? 
石井 あと 、LD を 買い まく っ ちゃ っ た 
まま ね 。( 忙 に くそ Jl 向 分 自生 の に 
と が で き な か っ つた りす る と ね …… あ 、 
発 敵 方 法 、 も う 一 つ あ っ た 。 風呂 の 湯 
を ね 、 い つっ ぱい 溜め る の 。 小 指 を ちょ 
っ と つけ た ら 、 タラ ー つ て 湯船 か ら こ 
ば ぱ ばれ る くら い 。 ( 笑 ) そ こ に ド プ ー ン っ 
oo f Way ri (アア | に Pb テ に Sd な 
っ て 500 回 くら いや る ん で す 。 ( 笑 ) お 湯 
が 万 の ほう まで な く な る ぐら い 。 これ 


質問 その 7 y 油 番 組 以外 の TV 出演 の 
話 が あれ ば 、 


7 いう ジャ ン ル の 番組 た いこ 


間 キ | 量 証 まだ まだ まだ も みり 
がら 7 な ん で すか ら 。 どう し 


た だ!「 じ や あ 、 次 の 衣 


好評 連載 ク フラ ッシュ 金子 の 告白 の 日 々 


な ぜ か 12 月 は あわ た だ し い 。 毎年 の こと と わか 
っ う て い て も 、 今 年 は SPEC1IAL 忙し い 気 が す 
る 。 秋 の 余韻 を 楽し むこ と すら 忘れ て 、 米 米 CLUB 


の ニュ ー・ ア ル バ ム 『 K 2 C」 に 没頭 し て いる 最 . 


中 、 な ん だ か 別 の ほう ?* も 、 盛 り 上 が っ で て き て 


BIG HORNS BEE。 米 米 CLUB の ライ ブ 


を 見 た こと の ある 人 に は 、 言 わ ず と 知れ た 音 の 要 
と も しい の 人 がき ホ ボ ホー シャ 以 2 以 

1984 年 、 つ まり 米 米 CLUB の デビ ュー する ち 
よう ど 1 年 前 。 東 京 の ライ ブ ハ ウ ス 「 鹿 鳴 館 」 で 
は じ め て セッ ショ ン を し て 以来 、 ず っ と 今 に 続い 


て いる か ら 、 も う 6 年 間 も や っ て いる こと に な る 。 


その 間 、 少 し ずつ スタ ジオ の 仕事 や 、 ラ イブ の セ 
ッ シ ョ ン を こなし て きた 。 みん な が 知 つ てい そう 


NAO の NGI 
~B .B . キ ング "と の セッ ショ ン や 、 相原 勇 の アル バ 
ム 、 デ ・ フ ・ ル ス の ゲン 太 の バン ド カジ ー パ バ / 
"HP imai 4 i ン 8 了 っ 間 

1988 年 に は 米 米 CLUB の 持つ イン ディ ー ズ ・ 
レー ベル 、BORN SIGH RECORD か ら 12 
の が シア ンタ ルル シル タリ LC D を MO だ が 人 在 
画 色 が 強 す ぎ て 、 自 己 満足 に 終わ っ て いる 。 
そし て 、 今 、 再び リハ ー サ ル を 開始 し て いる の 
さ 。 内 容 は ヒミツ だ けど 、 近 々 みん な の 目 に と ま 
る こと も ある か も ね 。 

ん 一 、 な ぜ か 、 12 月 は あわ た だ し い 。 娯楽 提供 
集団 ・ 米 米 C LUB は 、 来年 に 向け て の 地下 活動 を 
忙し く 行 な つっ て お り ま す 。 期待 し て て ね 。 


て る 。 ( 笑 ) で ステ ー ジ が 終わ る と 、 ま 
装 は こう IN 1 が 


を 暗い と ころ で や る と 、 す ん ご く 気 持 
ちい いん で す 。 ( 笑 ) 僕 の 儀式 で すね 。 


@GB YEARBOOK "90-"91 お 詫び と 訂正 


12 月 4 日 に 発売 し まし た 「GBYEARBOOK "90- 
91」 の 米 米 C LU B の ペー ジ に 間違い が あり まし た 。 フ 
アン の 方 々 と 米 米 C LUB 並び に 関係 スタ ッ フ の 方 々 に 大 
変 ご 迷惑 を お か けし た こと を ここ に 深く お 詫び し 、 以 下 
の と お り 、 傍 線 部 分 を 訂正 さ サ て いた だ きま す 。 

P.77 シン グル 『Shake Hip!」 の 発売 は 12 月 12 日 。 
プロ モー ショ ン V T R 録 り が 行なわ れ た 「 ピ ー ピ ング ・ 
トム 」 の シン グル 発売 の 予定 は あり ませ ん 。 

P.173 カー ルス モー キー 石井 の 血液 型 は O 型 で す 。 
P.174 フラ ッシュ 金子 の 出身 地 は 千葉 県 佐倉 市 。 フ ァ ン 
クラ ブ ・ カ ムカ ムク ラブ の 入会 方 法 は 、 62 円 切 扶 同 寺 の 
上 、〒150 東京 都 渋谷 区 恵比寿 西 2 -14- 5 


WES T 214 “カム カム クラ ブ 入 会 希望 係 ” まで 郵送 し 


て 、 入 会 案内 書 請求 の 手続 き を 行なっ て くだ さい 。 詳細 
は 傘 03-780-1013 (入会 案内 イン フォ メー ショ ン ) へ 。 
また 、 デ ビュ ー 曲 の 「|CAN BE」 シ ング ル 「PARA- 
DIS E」 アル バム 「KO MEG UNY 」 の 表記 を ここ に 
引 正 いた し ます 。 











CD 未収 録 の 、 秘 蔵 * ス イー ト * ナ ン バ ー を 、 
新 ア レン ジ で 新 録音 (うち 4 曲 は 新曲 )、 さ ら に 
初回 プレ ス は 、3 曲 入り 8cmCD を カッ プリ ング . すご いわ 。 


KOME KOME CLUB/ K2C 
'91.1.25 ON SALE 


ベス ト を 趣 え た スー パー・ ポ ボッ プア ル バム 米 米 CLUB/K2C 

[曲目 ]1-CAN-BE/Peeping Tom/FUNKY STAR/ 

En mi corazon (ORIGINAL TRACK : RECORDED AT TOKYO BAY NK HALL, MAY 1989)/ 
Troubled Fish/KOME KOME WAR/ Paradise/Sirmnple Mind/ 

Snre Dance/Transfer/STAY/JustU 全 12 曲 

(初回 プレ ス の み 3 曲 入り 8cm CD 付き Kick Knock/2much 2ist/Co-Conga) 
画 特 別 仕様 * そ そり た つ 愛 の ギフ ト ボ ックス "入り (初回 プレ ス 限定 CD) 

@ CD :CSCL1625- と 6 税込 定価 \3,20O( 税 抜 価格 \3,107) 

CA:CSTL1627 税込 定価 \2,8OO( 税 抜 価格 \2,718 ) 


画 通常 仕様 CD:CSCL1627 税込 定価 \2.8OO( 税 抜 価格 \2,718) 2.1 ON SALE 
ニュ ー シ ン グル 『Shake Hip !/Kick 2much Conga」 

CD シングル :CSDL3211、 と A シ ング ル :CSSL3211 

各 税 込 定 価 \ ぎ BOO( 各 税 抜 価格 \7ZZ) NOW ON SALE 

来 米 CLUB ディ スコ グラ フイ) 

シャ リ シ ャ リ ズム (85.10.21) 1-CAN-BE 他 全 1O 曲 CD :32DH468 
E-B・1-S('86.1O.1O) Troubled Fish、STAY 他 全 1O 曲 CD : 32DH534 
KOMEGUNY('8Z10-.21) 浪漫 飛行 、 Sure Dance 他 全 1O 曲 CD :32DH823 

GO FUNK('88.9.21) KOME KOME WAR 他 全 15 曲 CD :32DH511Z 

51('89.11.11) FUNK FUJIYAMA 他 全 14 曲 CD :CSCL1031 

SINGLES ('87.6.21) Shake Hip! 他 全 7 曲 CD:28DH68G 

NEW VIDEO 「'Sharisharisrmn Art Work」 ご 刀 5 


91.2.21 ON SALE 
| CBS/SONY RECORDS に SM 
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Chasel 


仙台 電力 ホー ル ・ レ ポー ト 


@ 上 野 駅 か ら 始 まる 、 は ず の 追っ つか け レ ポー ト 。 が 、 発 車 1 分 前 に な っ て る 今日 の 主役 が 
現われ な い 1 。 ホ ー ム を 捜す マネ ー ジ ャ ーH 氏 。 か な りあ せる スタ 1 プ 0 4 cd PT 
走っ て きた 高野 クン 。 こ う し て この 日 の 密着 取材 は 始ま っ た の で し た 。 


PHOTO@MAKOTO WATANABE COPY 欠 TOMOSO NONAKA 





^ タ カノ クン が 来 な い " 


4 時 30 分 。 ずい ぶん 遅れ て リハ ー サ ル は スタ ー ト し た 。 ギ タリ スト と し て の 高野 クン も すてき だ けれ ど 、 ボー 


新幹線 が 発車 する ギリ ギリ の 時 間 に 、 
この 日 の 彼 は 飛び 込ん で きた 。 そ れ も 
ホー ム を 走ら な か っ た ら 、 本 当 に 間 に 
合わ な か っ た と いう ぐら い の 人 危機 一 髪 
で も っ て 。 め ずら し いよ ね 。 私 た ちの 
印象 は こん な ふ 、 う だ 。 高野 寛 と 遅刻 と 
いう の は な ん と な く 結 び つ か な い 。 ば げ 
ん に 、 ス タッ フ で さえ も が 「 こ うい う 
の は 、 初 め て で で すね ぇ 」 な ん て 、 さ っ 
きま で の 冷や 汗 顔 を ホッ と させ な が ら 
言 り ホッ 


\ 


RP_() 医 ( に es で 2 


で も ある 。 そ れ が 音楽 の 話 に な る と 、 
そし て イメ ー ジ が 一 人 歩き を し そう に 
な る と 、 高 野 寛 は ひそ か に 、 大 胆 な 抵 
抗 を 試み る 。 む き に な る 。 そ れ は そう 
だ 。 音楽 と いう 彼 自身 を 誤解 され る の 
は 、 き っ と た ま ら な いこ と な の だ ろう 。 
※ 
新幹線 は 仙台 へ と 向かっ て いる 。11 
月 1 日 か ら ス ター ト し た “ベス テン ダ 
ンク ・ ツ アー は 、 彼 の 中 で は まだ 「 始 


に 


= (に \【 い デー ご 。 


奏で きる と か 。 そ の あと は な る べく 歌 
詞 の アン チョ コ を 見 な いで や る と か 。 
で 、 曲 順 や そう いう 手順 が よう や く 身 
に つい た と ころ で 、 そ の 手順 を 超え て 
や っ て いか な いと ………* 。 ツ アー の イメ ー 

ジ み た いな も の は 、 曲 や アレ ンジ を 変 
えた 時 点 で ほぼ 見 えて る ん で す 。 あ と 
は その 流れ に いか に 入れ る か っ て いう 
の い 。 む ず か し いで すね 。 た だ や っ て る 
っ て いう の と 、 気 持ち よく や る っ て い 
う の は 全然 違う と 思う か と 


ー ジ シャ ン は 必ず 食べ る 、 カス ター ドク リ 


2 に 
合 


リー ん り の お 生 す で 


s。 そし て ひと 眠り も 


カリ スト と し て の 彼 も と て も 絶 力 的 だ 。 彼 独特 の セン ス を 持っ た メロ ディ ー と 声 の 相 任 は びっ た り だ 


は ホテ ル の 周り を 散歩 する と いう 。 新 
幹線 の 通っ て いな い 街 っ て お も し ろ い 
ん で す 、 と 新幹線 に 乗り な が ら 話 す 。 
「 新 幹線 が 通っ て る 、 わ り と 大 き な 地 
方 都市 っ て けっ こう 東京 に 似 て た りす 
る けど 、 そ うじ ゃ な いと ころ は まだ 独 
特 の 文化 が 残っ て て いい ん で す よ ね 」 
駅 に 着き 、 そ こ か ら わ ず か の 時 間 車 
に 乗っ て 、 会 場 で ある 電力 ホー ル に つ 
く 。 その 通路 を 歩く と き に も 、 CD ウォ 
ー ク マン て 音楽 を 連れ て 歩い て いる 。 








湊 め ご と ば か り の コン サー は いや た か o 
多少 デコ ボコ で も る 問題 提起 し な が ら や っ て る 


4 時 すぎ か ら 、 音 出し が 始ま っ た 。 
「 タ カノ サン 、 イ キマ ス 」 の スタ ッ フ の 
声 で 、 彼 が ギタ ー を 持っ て ステ ー ジ に 
現われ る 。 足元 に 並ん だ エフ ェ ク タ ー 
を 確か め な が ら 、 ギ ター ご と に 音 を チ 
ェ ッ ク し て いく 。 生 ギ ター を 抱え て う 
れ し そ うに フレ ー ズ を 弾き は じ め る と 、 
ドラ ム が それ に 同調 し て くる 。 け れ ど 、 
音 の チェ ッ ク が うま くい か ず に スピ ー 
カー か ら の 音 は と ぎれ る 。 


「 圭 か ヽ こ 






この )(~ 















Chase『 








HIROSHI IAKANO 


「 流 れ が いっ ぱい ある ぶん だ け 、 前 半 
が 緊張 感 を 保てる と 後半 が 雑 に な っ た 
り 、 出 だ し が 悪い と 後半 持ち 直し た り 
と 、 な か な か 完璧 に で き な く て 。 そ こ 
が くやし いと ころ で は ある ん で すけ ど 。 
だ か ら こ そ 、 短 期間 の ツア ー じ ゃ な く 
て よかっ た と いう 気 は し て ます ね 」 
最近 の コン サー ト に あり が ちな “お 
決ま り の " 流れ 。 そ ん な も の を ある 意 
味 で 拒否 し た 作り を あえ て 彼 は ここ ろ 


ント ンジ の - か 





スム ム HH(/ ) 









いう の が 今 の ツア ー の 基本 な ん で す よ 。 
自分 の た め に も ね 。 う 一 ん 、 や っ ぱり 
みん な プレ イヤ ー で も ある し 、 リ スナ 
ー で も ある ん で すね 。 だ か ら 自 分 が 聞 
いて 楽し め る も の っ て いう 観点 に な っ 
て き て る ん で す よ ね 」 

ステ ー ジ で は さま ざま な 音 の チェ ッ 
ク が 行なわ れる 。 ド ラム の 音 の ひと つ 
ひと つ 、 シ ン セ の 音 の ひと つ ひ と つ 。 
し ば らく し て か ら マ イク て 声 が 流れ る 。 


「 会 、 





ッ バ タバ ェ が で 1 





「 リ ー ド ボー カル で ステ ー ジ に 立つ 位 
置 っ て … と 彼 は 話す 。 ステ ー ジ の 上 
で 自分 が どん な 空間 に いる 感覚 な の か 
を 聞い た と きだ 。「 ス テー ジ の 後ろ と 客 
席 の ちょ うど 真ん中 な ん で すね 。 だ か 
ら 背 中 で バン ド の 音 を 聞き な が ら 、 お 客 
さん を 見 て っ て いう 。 どっ ち に も いな 
いん で す よ 。 ス テー ジ に も 客席 に も 」 

その 境界 線上 で 歌う 。 ち ょ うど その 
あたり に いら れる の が 一 番 い い 。 た と 


き 1 に まさ 


の ) ぶ 雷 夫 (7 ひき すき ミナ た 






11 月 16、17 日 。 春 か ら 始 まっ た だ J.1. 
ヾ Self Portraitf” ツア ー の ファ イナ ル 
公演 が 、 日 本 武道 館 で 行なわ れ た だ た 。 ツ 
アー の 始ま り が 延期 に な っ て し まっ た 
と き は 心配 し た けれ ど 、 い っ た ん ツア 
ー が 始ま っ た ら 、 さ きす が 稲垣 さん 。 フ 
ァ イ ナ ル ま で パワ フル な 全力 疾走 を 続 
け て くれ た 。 昨年 、 ツ アー の 中 盤 に カ 
ゼ で 体調 を 崩し て し まっ だ た とき 、 稲 岳 
さん は 、 こ れ は 自分 の 体 を も っ と 大 切 
に し ろ っ て いう 戒め だ と 思っ た と いう 。 
去年 を の 話 を 聞い た と き 、 な ん て 自分 
に 厳し い 人 な ん だ ろう と 驚い た 。 そ し 
て 、 今 年 の ツア ー で は 、 よ り 自 分 の コン 
ディ ショ ン に 気 を 配っ て いた に 違い な 
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RTRAIT 


CONCERT TOUR 90 


の 市 川 市 民 会 館 か ら 始ま っ た 半年 に も お よぶ ツア ー は 、 11 月 16、17 日 の 武道 館 で 幕 を 閉じ た 。 
ー カ リス ト ・ 稲 垣 潤一 の すばらし さ を 、 改 め て みせ つけ て くれ た ステ ー ジ の 模様 を 、 ど う ぞ ーー。 


PHOT0@KEI SUZUKI COPY@YUKO NOHJI 


い 。 稲 需 る ん が 、 私 だ ちの 目 に 見 えな 
いと ころ で 、 ど ん な 友 力 と か 苦労 を し 
て いる の か は 知る こと が で き な い けれ 
ど 。 よ り 自 信 に 満ち た この 夜 の ステ ー 
ジ を 見 て いれ ば 、 わ か る 。 稲 岳 さ ん に 
と っ て 、 1990 年 が また し て も 大 き な が 前 
進 の 年 で あわ っ た と いう こと が 。 
広い ステ ー ジ の 上 に 、 ク リー ム 人 色 の 
スー ツ に 身 を 包ん だ J.I. が 登場 する 。 も 
ちろ ん 、TOPICS の 面々 も 一 緒 だ 。 オ 
ー プ ニン グ ・ ナ ン バ ー は 「 夏 が 消え て 
いく 」。 棚 くに 行っ て し まっ た 夏 を 思い 
出し て 、 少 し せつ な く な る ……。 こん な 


スロ ー な ナン バー を 最初 に ちっ て き て 、 


大 会 場 の ゎぉ 客 さん の 心 を つか むこ と 。 


それ は シン ガー の 側 に し て みれ ば と て 
つも な い パ ワー を 要する も の じゃ だ ない 
か と 思う 。 で も 、J.1. は それ が で きる 数 
少な い ぃ シンガー の ひと り だ 。 武道 館 い 
っ ぱい の オー ディ エン ス の 心 が 、 ス テ 
ー ジ 上 の 彼 に すーっ と 引き 寄せ られ て 
いく の が 、 手 に と る よう に わか る も の 。 
続い て 「 心 か ら の オ ネ ス テ ィ ー」、 そ し 
て 大 滝 詠一 の カ バー で ある 「 恋 する カ 
レン 」。 ゆ る や か な 階段 を 一 歩 ず つ 上 っ 
て いく よう な 、 心地 よい 高揚 感 に 体 が 
名 まれ て い く ) 
「 ど う も あり が と う //」 

元気 だ 。 な ん だ か と っ て も 張り 切っ 

た あい きつ 。 去年 か ら ~ こ ん ば ん は 、 





稲垣 潤一 で す ” と いう 、 お な じみ の あ 
いき る つ を や め た ん だ そう で す が ……。 

「 だ っ て 、 稲 弄 潤 一 の コン サー ト ・ チ 
ケッ ト を 持っ て 、 稲 垣 潤一 の コン サー 
ト に 来 た の に 。 ま る か ステ ー ジ で 稲川 
淳二 る ん が 歌っ て る と は 思わ な いで す 
か ら ね え 」 

と 、 租 由 …… じ ゃ な くっ て 稲垣 きん 。 
で も 、 や っ ぱり ご 本 人 も あれ が な いと 
落ち 着 か な いら し い 。 て な わけ で 、 今 
年 か ら ま だ も や 復活 。 

「 改 め ま し て 、 こ ん ば ん は 。 稲垣 潤一 
で す 」 

え へ へ 。 な ん か や っ ぱり 落ち 着く わ 。 

日 本 の 正月 は 門松 だ 、 み だ た いな も ん で 





すか ね 。 大 き な 折 手 。 
_ 続い て は 、 お 楽し み ./ 踊る 稲垣 ? 
の コー ナー…… な ん て 、 す み ま せ ん 。 去 
年 ^ 夜 ヒッ ト ” に 稲垣 きる ん が 出演 し た 
と き に 、 新 聞 の 番組 欄 に そう 書い て あ 
っ だ の が 妙 に 印象 的 で 。 実際 は 、 歌 う 
J.1. の 周り で 、 女 性 ダン サー が いっ ぱい 
踊っ て いる と いう も の だ っ た の だ けれ 
ど 。 を の 当日 の 朝 、 新 聞 を 見 た 稲垣 
ん 自身 も た まげ た そう だ 。 以来 、 私 は 
コン サー ト で J.I. の ダン ス ・ ス テッ プ が 
見 られ る セッ ト を 踊る 稲垣 ” コーナ 
ー と ひそ か に 呼ん で いる 。 1 曲目 は 「 蒼 
い 追 憶 。 フ ァ ー ス トト ・ ア ル バ ム か ら の 
懐か し い ナ ン バ ー に 歓声 が わき お こる 。 
そし て 「JAJAUMA」、「 ト ライ アン グ 
ル 」、「J の 彼女 」、「 恋 の プラ ネッ ト ・ 

サー カス 」。 左 右 に ギタ ー 避 ベー ス を 従 
_ えて 、 稲 岳 さ ん は 楽し と うに ステ ッ プ 
を 踏む 。 ツ アー が 始ま っ た あたり で は 
まだ ぎ ご ちな い 感 じ も あっ た けど (を 
こ が い い の よ 、 と いう 意見 も あり )、 フ 
ァ イ ナ ル で は 余 容 た っ ぷり 。 華 閣 な 踊 
る 稲垣 きん” な の だ っ た 。 バック に は 
アル バム ・ ジ ャ ケッ ト を 思わ せる 観覧 
車 の イル ミネ ーション が チカ チカ と 輝 
く 。 今回 の ツア ー は 、 ア ルス バム ・ ジ ャ 
ケッ トー ツア ー・ パ バンフ ー ス テー ジ の 
ビジ ュ ア ル が 、 微 妙 に シン クロ し て い 
る と いう の も 、 印 象 的 だ 。 そ うい えば 、 
J.I. の 衣装 も 、 アル バム ・ ジ ャ ケッ ト の 
まう が ね: 

この ツア デー で は お な じみ な の だ けど 、 
「 窓 の プラ ネッ ト ・ サ ー カ ス 」 で 、 昌 打 
ちの 手指 子 が で き な い お 客 き ん が いる 


と いう 稲垣 さん の 指摘 に より 、 こ の っ ュ 
ー ナ ー の 終わ り に 裏打ち 拍手 講座 が あ 
る ゾン チャ 、 ンチ ャ の チャ で 手 を 叩け 
ば いい ん で す ” と 、 稲 垣 さ ん の 指導 の 
も と に 、 ギ ター の カッ ティ ング に 合わ 
せ て も うい ち ど 手 拍子 。 こ の 日 も や っ 
だ た の で す が 、 ファイナ ル で 、 「 訟 の プラ 
ネッ ト ……」 を 歌い 終わ っ た だ あと だ っ て 
いう の に 。 こ の 練習 は どこ に 活か せ ば 
よい の か …… な ど と くだ ら な いこ と を 考 
え だ た の は 私 だ け で し ょ うか 。 

続い て は 「Eyveryday's Valentine 
ーー 想い 焦 が れ て 」。 こ こ か ら は 名 曲 で せ 
め ま く る バラ ー ド ・ セ ッ ト 。 本 当 に 、 
も う 名 曲 ば か り 。「 唇 を 動か る さ な い 
で 」、「Long After Midnight」、「 夏 の 
行方 」、「 だ けど 悲し く て 」。 何 重 も の ス 
ボッ トラ イト が 、J.I. の 立っ て いる 場所 
で 溶け あう 。 

MC で 、 長 い ツ アー の エピ ソー ド を ひ 
と つ 聞 か せ て くれ た 。 新幹線 の ホー ム 
で 、 行き 災 う 人 や 売店 の な ば きん た ち 
が 、 稲 垣 さ ん の ほう を 見 て ヒ ツ ヒ ツン 言 
っ て いる ん だ そう 。 を の 中 の ひと り が 
つか つか と マネ ー ジ ャ ー 氏 の と ころ に 
や っ て き て 、 「 あ の 方 は 、 実 戸 錠 る ん で 
すか ? 」… 実 戸 錠 。 当然 、 間違わ れ た 
わけ で す が 、 稲 岳 る ん で は な く 、TOPICS 
の メン バー の こと を 指し て いた わけ で 
す 。「 る あ 、TOPICS の 崎戸 錠 は ……!?」 
稲 る ん が 言う と 、 ド ラム ・ ロ ー ル が 。 
うー ん 、 お 茶 目 な バン ド だ 。 さ て 、 正 
解 は 誰 で し ょ う ? 

『Self Portrait」 の 中 か ら 、 初 期 J.I. 
路線 を 思わ せる 哀 惹 の バラード 「 い ち 


ば ん 近い 他人 」。 ス ケー ル 感 の ある 曲 
や ここ まで 大 きく 歌え る シン が 
ー は J.I. 以 外 に は いな い 。 彼 の 歌 に 聞き 
いっ て いる と 、 広 い 武道 館 が る ら に ぐ で 
ー っ と 広く な っ て いく よう な 気 が す る 。 
「 若 らし く な い 」、「 こ の 空 」 と 、 最 新 ア 
ル バ ム か ら の 曲 を 、 続 け て 聞か せ て く 
れる 。 

いよ いよ ラス ト ・ ス パー ト だ 。 J.I. の 
ドラ ム ・ セ モッ ト が 登場 する 。 すでに 、 
ご 存じ の 方 も 多い は ず だ けど 、 今回 、 
ドラ ム ・ セ モッ ト の 登場 の し か た が すご 
い 。 今 ま で も 、 ド ラム ・ セ ッ ト の 出 方 
は 毎 回 話題 に な っ て いた けれ ど 、 ツ ア 
ー 初 日 に 初め て これ を 見 た と き 、 私 は 

~J.I. は モト リー・ ク ルー を 超え た ./ ツ 
と 思っ た の で ある 。 ち な み に モ トリ ー 
は 、 ド ラム ・ セ ッ ト が 宙 唱 り に な っ て 
上 方 で クル クル と 回 る 。 

J.I. の ドラ ム ・ セ モット は 、 左右 か ら 半 
分 ずつ 出 て くる の で ある 。 バス ドラ の 
と ころ か ら ま っ ぷ だ つ に 割れ て いて 、 
それ が す 一 っ と 出 て き て 真ん中 で ドッ 
キン グ す る わけ だ 。 一 上 角 の 間 を 置い て 、 
客席 か ら ^ オ ーッ と いう 声 が あ が 
る 。 ま る で マジ ッ ク ・ シ ョ ー の よう な 
反応 。 そ ん な こと 、 い っ た い 誰 が 考え 
だ の か っ て ? 稲垣 る ん だ そう で す 。 
ドラ ム ・ メ ー カ ー の 人 も 驚い て いた と 
か 。 そ りゃ そう で し ょ う 。 ふたつ に 割 
れ て 出 て くる バス ドラ は 音 が 出る の か 
どう か 、 気 に な っ て し まう 人 も いる か 
も し れ ま せん が 。 さ る す が に 鳴ら な いそ 
う 。 バス ドラ の 音 は サン プリ ング か 何 
か を 使っ て いる そう で す 。 ド ラム を 叩 


き な が ら 歌 う の は 「 告 は 知ら な い 」、 そ を 
し て 「 君 に 逢い た い 午 後 」。 踊る J.I. 
と 、 叩く J.1.。 これ を 見 な いと 、 な ん だ 
か 年 が 越せ な いん だ わあ の 
メン バー 紹介 、 そ し て し っ と り と し 
だ た ナン バー で ラス トト が 衝 ら れる 。「Yes。, 
She Can」「Shine On Me」。 ヒ ラ ヒ ラ 
ッ と 手 を 振っ て 、J.I. は 次 を 消す 。 この 
手 の 振り 方 、 好 き 。 ち ょ っ と ぶっ きら 
ぼう な 感じ だ だ けど 、 す ご く あ っ た が かく 
て 。 稲垣 る さん らし いと 思う 。 
アン コー ル 。 や は り ア ル メ バム ・ ジ ャ 
ケッ ト を 思わ せる 、 ワ イン レッ ド の ス 
ー ツ に 着 が えて J.I. は 姿 を 現 わ し た 。 
アン コー ル ・ ナ ンー は 「1969 年 の 
片想い 」。 自分 の 部 屋 で 、 そし て 街 の 中 
で 、 も う 何 度 も 何 度 も 聞い た 曲 だ 。 で 
も 、 決 し て 色あせ な い 。 他 の 曲 も そう 
だ けど 、J.1. の 歌 は 色あせ な い 。 
「 い つも 僕 は 歌 と 闘っ て いる 」 
稲垣 る さん が いつ が 言っ た 言葉 。 彼 の 
ステ ー ジ を 見 る た びに 思い 出す 。 銀 の 
食器 は 使わ な いで 放っ て お く と 、 す ぐ 
に 黒ずん で し まう 。 い つも ピカ ビ カ に 
磨い て いれ ば 、 い つま で も 輝き 続け る 。 
そう いう こと な の か な 、 と 思う 。 自 分 
の 歌 を 大 事 に 磨き 続け て いる 人 だ 。 
「 ひ と 足早 い 、 僕 か ら の クリ スマ ス ・ 
プレ ゼン ト で す 」 
そう 言っ て 歌っ た 最後 の 曲 は 、 新 曲 
の 「 メ リー クリ スマ ス が 言え な い 」。 冬 
の 夜 を 思わ せる 照明 と 、 バ ッ ク に キラ 
キラ 交 く 電 飾 の 星空 が だき れい だ 。 ス テ 
ー ジ の 上 が 、 ま る で 雪 の 降り 積もる 街 
角 の よう に 見 えた 一 瞬 だ っ た 。 
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ビデ オ の 編集 現場 。 
お 写す ぎ に 始 まっ て 今 9:00PM。 


年 の 瀬 で あり ます 。 

私 の 嫌い な 時 期 。 街 を 歩い て も 、 フ ジオ を 
ゎ かけ て も 、 ク リス マス の 音楽 。 

みょう に 気持 ち が 急い て し ま う 。 

ジン グル ベル を 聞く と 、「 ほ れ ほ れ 、 一 年 が 
終わ る ぞ 。 君 は この 一 年 で 何 が を や っ た がい ? 
や 6 残し た こと が ある ん じゃ な いか ね? こ 
の まま 新年 を 迎え て も いい の か が なあ 」 

と いう よう な 声 が 耳元 か ら 聞 こえ る 気 が し 
て 、 い て も た っ て も いら れ な く な る の で あ 65 
まし た 。 そう いう の っ て 、 誰 で も ある わけ ひじ 
ゃ な い の か な あ 。 

まあ 、 私 の 場合 、 年 の 瀬 が 嫌い な 理由 に 、 
自分 の 誕生 日 っ て の が ある の で す が 。 12 月 29 
日 。 こ の 忙し いと き に 丘 ま れ ち や ゃ っ て 困っ た 
子 だ ね えっ て 日 で し ょ 。 

家 で は な ん だ が 知ら な いけ ど や た ら せ わ し 
な く 誕 生日 どこ ろ じ ゃ な い 、 が と いつ っ て 学校 


も 休み だ か ら 友 達 に も 忘れ られ て る 。 和 案の定 、 


29 日 に ちゃ ん と 祝っ て も ら っ た 記憶 は 一 度 も 
な く 、 正 月 気分 が 抜け た ころ や っ と 「 そ うい 
えば お 前 の 誕生 日 は ……」 っ て こと に な る 。 


ま 、 誕 生日 が うれ し い 年 ご ろ じゃ な い の で 、 


最近 は 忘れ て くれ た ほう が いい ん だ けど 。 
ーー あ 、 誕 生日 の 話 を しょ うと 思っ た ん じゃ な 
く て 、 そ の 「『 今 年 は 何 を や っ た が 』 と いう 天 
の 声 の 話 。 

そう 、 今年 は 年 の 瀬 で も あん まり 5 急い た 気 
持ち に な ら な く て いい みた いで す 。 な に し ろ 
充実 し て た か ら 。 珍 し くめ いっ ぱい 動い て た 
気 が し ます 。 今年 の 初め に 胡 っ た レコ ー ド を 
完成 さす せ た っ て こと が ある が から 、 も う 、 い つ 
新年 に な っ て も いい な と 思っ て る 。「 ほ ら ほ ら 
年 が 変わ っ て し まう よ 」 と いう 、 お どか が し ロ 





「 終 わっ た ぞ の 
気がつく と 次 の 日 の 朝 9 00AM だ っ た 。 折尾 監 


調 の 天 の 声 に も 「 お う 、 い つ で も 来い っ て ん 
だ 。 今年 は 思い 残す こと は な い ぜ /」 と 、 思 
わ ず べ らん め え ぇ 調 で 言い 返し た く な る くら い 
強気 。 う 一 ん 、 今 まで 生き て き て 初め て か も 
し れ な い 。 こ ん な 気持 ち も 。 す ご い 。 

で も 、 な ん だ な か 今年 の 冬 は あん まり 6 寒く な 
、「 年 の 瀬 」 を 感じ な い 。 時 
コー ト の 宰 を か きよ せ て 葉 の な く な っ た 並 
木 の 間 を 歩く と 、 自 分 の 白い 息 が 冷た い 風 に 
さら われ て ゆ う 情景 が まだ あま 

り な い 。 

そう いう の っ て 、 た ま に は いい ん だ けど 。 
高校 生 の ころ を 思い 出し ます 。 

寒く て ベッ ド か ら な か な か 抜け られ ず 、 水 
も 座 た いか らい いか げん に チョ イチ ョ イ こ と 顔 
を 洗っ て 、 母 親 に は 「 早 くし な さい 」 と 組 ら 
れ 、 食 事 を し て 、 で 、 し ぶし ぶ 外 に 出る 。 学 
校 ま で の みち の 5 も 、 類 や 鼻 の あ た ま が きん 
きん する くら い ぃ 空気 が 傘 た くっ て 、 と きど き 
目 お じん わり 0 と 涙 で うる ん で 、 で も 学校 に は 
行か が なく ちゃ いけ な いか ら 甘 々 と 歩く 。 
あー や だ な あ 、 と ぼや きつ つも 、 校 門 近く 





で 大 好き な 男の子 が ピュー っ と 自転 車 飛ば し 


て いく の を みか けた だ け で 、 い き な り 5 元気 に 
な っ て し まう 。 男 の 子 が ちら っ と 視線 を くれ 
た り 、 ま し て や 笑っ た り し よう も の な ら 「 き 


まあ は ラッ キー や が いっ て 、 す まう かり 有朋 


頂 天 
そん な 音 の 風景 を 思い 出し て か ら 、 現 在 の 
私 を 眺め る と 、 も ちろ ん いろ いろ 変わ っ て は 


いる ん だ けど 、 な ん が どこ か 共通 する も の を 


感じ る こと が あり ます 。 と きど き 、 道 を 歩い 


て いる だ け で 楽し く な る こと が ある ん だ けど 、 


そう いう 気持 ち に 近い 。.( 遥 天気 っ て こと じゃ 


日 を あら た め て 
ビデ オ ・ ス タッ フ と 打ち 上 げ パ ー テ ィ 。 





ル が 修 場 っ ぽい で し ょ 。 
督 と バン ザイ 。 


な いよ 。 そ うか も し れ な いけ ど ) 

な ん て いう か 、 漠 然 と し た 期待 感 み た いな 
も の か な あ 。 私 っ て 、 そ の 期待 感 み た いな も 
の に 引っ 張り られ て ここ まで 計 き て きた よう に 
思う の で す 。 

つま も か は こん な ふう だ けど 、 ひょっと 
し た ら あ し た か あさ っ て は 、 違 う 展 開 が ある 
か も し れ な いっ て いう 、 本 当 に 漠然 と し て い 
る 想い 。 

道 を 歩い て いて も ーー 一 た と えば 郵便 局 に 行 


く た め だ け で も 、 郵 便 局 に 着く 前 に 何 か に 出 


会 うか も し れ な いし 、 何 か を 目撃 する が も し 

れ な い 。 そ うい うさ さい な 期待 っ て の が ある 

か ら 、 な ん と な く 楽 し い の か も し れ な い 。 
まあ 、 車 に 埋 か れる と か 、 ビ ル の 壁 が 落ち 


て くる と か 、 悪 いこ と も 起こ る 可能 性 は ある 


ん だ けど 、 ど う も 私 は 、 起こ る の は いい こと 
で ある と 思い 込ん で いる フシ が あっ て 、 楽 し 
く な っ て し まう の で し た 。 

楽天 家 な の か も し れ な い 。 (そう いえ ば TMN 
の 木根 くん の ラジ オォ 番 組 に 出 た と き 、 彼 が 私 
を 紹介 する の に 『 小 読 家 で 、 作 詞 家 で 、 そ し 
て 楽天 家 の 小室 みつ 子 さ ん で す /』」 と 言っ て 
いた 。 大 笑い ) 

で も 、 そ の 楽天 的 期待 感 っ て の は 、 高 校生 
の ころ と 変わ っ て な い の で す 。 困 っ た も ん だ 。 
悲し いこ と や くやし いこ と や つら いこ と が 


あっ て も 、 け っ こう まだ その 期待 惑う 残っ て 


る 。 も ちろ ん 他 力 本 顕 と いう が 棚 か が ら ボ タモ 
チ み た いな も の じゃ な く て 、 手 を 抜か が かず に 本 
軍 に 生き て いけ ば 、 ひ ょ っ と し て 神様 も 「 お 
お 、 こ いつ は が ん ば っ て お る な 」 と 見 て くれ 
る か も し れ な い 一 一 みた いな 期待 。、 一 - う 一 
ん 。 な ん だ か が 、 説 明 す れ ば する ほど アホ で 幼 " 





炊 は どこ の 店 だ 」 
林 ち 上 げ は 楽 徐 に お よぶ : の で あっ だ 。 











シン グル 用 ジャ ケッ ト の 撮影 日 


デザ イナ ー の 田中 氏 と 私 の マネ ー ジ ャ ー、 中 村 さ ん 。 


稚 な 人 間 の よう な 気 も し て きた 。 

で も ね 、 私 の 好き な カー リー・ サ イモ ン の 
歌 に 『 ア ン テ ィ シ ベイ ショ ン (日 本 語 で は 期 
待 と か 予想 と いう 意味 )』 と いう の が ある の で 
す 。 を その 詞 が と て も 好き 。 
~ 私 た ち は 決 し て 明日 を 知る こと は な い 。 そ ぞ 
れ で も 、 ど っ ち に し ろ そ の こと を 考え て しま 
う 。 と きど き 思 う の 。 私 は 本 当 に あな た と 一 


緒 に いる の が か 、 そ れ と も 、 た だ も っ と ステ キ 


な 日 を 追い か け て いる だ け な ん だ ろう が っ て 。 
アン ティ シベ イシ ョ ン 一 一 人 人 より 遅く な る 
けど 、 アンティ シベ イシ ョ ンー それ が ある 

か ら 私 は ずっ と 待ち 続け て る の 。 
明日 は 一 緒 じ ゃ な いか も しれ な い 。 私 は 予 
MP DOW 
で も 、 今 は ここ に いで 、 あな た を 見 つめ 


と 、 思 わ ず 自 分 流 の 訳詞 で ずら ずら と 書い 

て し まっ た けど 、 恋 人 人 に 向かっ て 歌っ て いる 
この 詞 は 、 正 直 で 素直 で 好き で す 。 

期待 感 と いう の は 、 や っ ぱり 5 人 を 動か すん 
だ と 思う 。 そ れ が ある か ら き て ゆけ る し 、 
何 が を 追い か けら れる し 、 が ん ば れる 気 が す 
る の で す 。 そ ん な 、 た だ の 楽天 家 の た わ ご と 
じゃ な いと 思う ん だ けど …… 

関係 な い 話 で す が 、 ア ン テ ィ シ ベイ ショ ン 
(ANTICIPATION) と いう この 長 っ た ら 
し い 英 単語 は 、 こ の 曲 で 覚え ま し た 。 で 、 高 
校 3 年 の と き に 受け た 何 か の 模試 で 、 こ の 単 
語 の 意味 を 書け と いう 間 題 が 出 た ん で すね ー。 
や っ た あ 、 と 思い ま し た 。 そ う や っ て 、 洋 楽 
の 詞 か ら 覚 えた 英 単 語 と いう の が も の すご く 
多い 。 ロ ッ ク を 聞く の だ っ て 役立つ こと も あ 
る ん だ で / と 、 に 人 た いい 


FM 大 阪 の 竹内 さん 
ある アー ティ スト の こと で 大 討論 し て お も し ろか っ た 。 





びあ の 石 角 さん 
彼 天 と は スライダー ズ 話 で 夏 り 上 が っ て し まっ た 。 


カメ ラマ ン も カメ ラ を 向け られ る と 
つい ピー ス が 出る 。 設楽 氏 。 


し か し 、( こ こ で ふと 思う ) 『 年 の 瀬 』 の 話題 


か ら 、 い つの ま に か 英 単 語 の 話 に な っ て いろ 。 


よく 友達 と 話 を し て いて 突然 「 ね ぇ を 、 こ の 
話 っ て どこ か ら 始 まっ た の ?」 と いう こと に 
な っ て 、 話 題 を じゅ ん ぐり に 逆 が から た ぐっ て 
いっ た り し ませ ん が ? それ っ て な か な か お 
も しろい で す 。 ひ ょ ん な こと か ら 話 が 展開 し 

人 と の 出会い も それ と 同じ で 、 あ の 人 に 会 
で ここ うい う 話 あり 6 E う いつ こと が 
あっ て 、 で 、 ま た 誰か に 会 っ て 、 ま た また そ 
こ で 誰が に 会 っ て …… 、 今 、 目 の 前 に 彼 が い 
ます 。 と いう の が ある で し ょ 。 っ て こと は 、. 
あの 人 に 会 わな が っ た ら 、 あ の と き あ あい う 
話 に な ら な が か っ た ら 、 彼 に は 一 生 会 わな が っ 
た か も し れ な いっ て 具合 。 

誰か に 出会う っ て こと は 、 も っ と 他 の 誰か 
に 出会う こと の 始ま り っ て こと 。 期待 に 満ち 
呈 まま た 。 

の や っ ぱり 5 私 は 楽天 家 が も し れ な い 。 


と は いう も の の 「 あ あ 、 あ の と き あ あし て 


れ ば 、 こ うい うこ と に な ら な か っ た の に 一 。 
くやし い ノ 」 と いう の も 、 か な りあ る わけ で 
あり ます が 。 そ うい う の は 、 な が か っ た こと に 
し て し まう の で あっ た 。 

『 出 会 い 』 「 期 待 感 ,」 と いう の は 、 か な 05 好き 
な テー マ な の か も し れ ま せん 。 詩 も エッ セイ 
も これ ば っ か っ て 感じ だ か ら 。 大 いな る ワン 
バターン に な ら な いよ うに 、 そ ろ そ ろ 他 の テ 
ー マ も 考え な けれ ば と も 思う の で す が 、 ど う 
も 話 が そっ ち に いっ て し まう の で あり まし た 。 
と ころ で 、( ふ ー、 や っ と 話題 が 途切れ た ) 
抽象 的 な 話 ば か がかり だ っ た の で 、 い き な 5 近 況 
に な り ま す が 。 

来年 の ライ ブ が ある 大 阪 と 名 古屋 に 、 先 日 


私 は 行っ て きま し た 。 

いわ ゆる キャ ン ベ ー ン と いう や つ で 、 つ 彰 、 
新幹線 に 乗っ て 現地 に 着く と 、 ず ー っ と 夜 ま 
で ラジ オ だ テレ ビ だ 取材 だ と 、 あ っ ちこ っ ち 
移動 し て は 人 と 会 い 、 若い 写真 を 撮ら れ た 
りす る の で し た 。 

こう いう こと を 書く ぐ と 、 レ コー ド 会 社 の 宣 
伝 の 方 た ち に 怒ら れ そ う で す が 、 け っ こう こ 
れ が 私 は 苦手 で あり ます 。 

朝 早 くに (7 時 と いう の は 私 に は 驚異 的 ) 
起き る と いう の は 、 夜 型 の 私 に は きつ いこ と 
で 、 一 日 中 次 がら 次 へ と 人 と 会 っ て 話し 続け 
る の も 、 普 段 ぼ ー っ と し て る の で 目 が ぐる ぐ 
る に な っ て し まう 。 帰 6 の 新幹線 で は ぐっ た 
わた いう ター シン で ま 。 。 半 ュ の し た て の 
ころ 、 こ の キャ ン ペ ベー ン に 出掛け る の は 、 け 
っ こう 決死 の 覚悟 に 近い も の が あり まし た 。 


そう いう 記憶 が あっ た も ん だ か ら 、 今 回 も 


この スケ ジュ ー ル を 聞い た と き は 「 と うと う 
きた か ……」 み た いな 気分 で いま し た 。 (レコ 
ー ド 会 社 の みな さん 、 す み ま せ ん ) 

6 > 人 dl の YSpr 記 

この 5 年 間 で 、 私 も 成長 し て いた の で し ょ 
うか 。 行 っ て みた ら 、 な ん だ か が 楽し か っ た 。 
昔 は ひど い 人 見 知 6 で 話 が 苦痛 だ っ た ん だ 
けど 、 今 は けっ こう お し ゃ べり に な っ て いて 、 
話 を する の が 苦痛 どこ ろか 、 実は 楽し く な っ 
て いた の で し た 。 

ヘー。 そ うか あ 。 な ん だ あ 。 と 、 ラ ジオ や 
ら 取 材 や ら で し ゃ べ っ て いろ 自分 を 客観 視 し 
な が ら 、 驚 いた り 感 心して いた の で し た 。 
お まけ に 、 他 の こと まで 楽し む 余 容 さ きえ あ 
3 


私 は 関西 の 言葉 っ て 妙 に 好き で 、 新 幹線 を 


大 阪 の コン サー ト で お 世話 に な る 
の スン トク フリ エキ シス だ どの スゲ が ッ シ 。 








53 








ペー MP 


降り た と た ん 耳 に 入る 大 阪 弁 を 聞い た だ け で 、 


漫才 を 聞き に きた 客 の よう な 気分 に な る の で 
し た 。 と に か く 、 回 転 が 速 い し 、 展 開 が 大 胆 
だ し 、 テ ン ポ が ある 。 大 阪 の し ゃ べり は 楽し 


いで す 。 上 岡 龍太 郎 が 「 大 阪 の シロ ウト は こ 
わい 。 何 言う か わか ら へ ん 」 と 言っ て た けど 、 


本 当 に 、 そ こら へ ん の 人 の 会 話 を 聞い て いる 
だ け で も 、 ど れ だ け お も しろい か 。 

大 阪 弁 一 漫才 と いう 反応 は 、 私 だ けが か も し 
れ な いけ ど 。 一 度 、 小 説 で 大 阪 弁 の 男の子 を 
メイ ン ・ キ ャ ラク ター に し て 書い て みた ん だ 
けど 、 楽 し めった で す 。 も う 、 が ぜん 、 会 話 


の 中 に 笑い を 入れ た く な る 。 で も 、 大阪 弁 の 


読者 か ら 「 男 の 子 の 言葉 が へ ん で す 。 妙 に オ 


ジン くさ いし 、 芸 人 さん し か いわ へ ん よう な 
口調 で し た 」 っ て クレ ー ム が つい て し まっ て 、 
赤面 し た こと が あり ます 。 な る ほど 、 私 が 聞 











いて ろ 関 西 弁 て 、 ほ と ん ど 漫 才 と か 落語 が 多 
いか ら な あと 、 頭 を が いた 。 
- で も 、 や っ ぱ 5、 大阪 っ て な ん が いい な 。 


ラジ オ 局 か ら ラ ジオ 局 へ の 移動 の と き に 乗 


っ た タク シー の 運転 手 さ ん に 、 い き な り 5 話し 
が かけ られ た こと が あり まし た 。 そ の タク シー 


の 中 で は ずっ と 相撲 中 継が 流れ て た の で す が 、 


運転 手 の お じ さ ん が 突然 、「 お ね ね え を ちゃ ん は 、 
嫁 に いく ん な ら 、 千 代 の 富士 と 小 負 の 、 ど っ 
ち が え えん や ?」 と 聞い て きた の で す 。 

「 は ? 千代 の 富士 と 小鍋 …… で すか が ?」 
私 が ロロ を 開け て いる と 、 同 乗 の レコ ー ト 会 
社 の 人 た ち は す で に 大 笑い 。 

答え に 鍛 し て 「 あ は は 」 と 一 縮 に 笑っ て ご 
ま か し て いた ら 、 運 転 手 さん は けっ こう 本 気 
らし く 、「 ど や ね ん 。 千代 の 富士 と 小 負 と 、 ど 
っ ち が え えん や 」 と し つこ く 聞 く の で し た 。 
「 ど っ ちと いわ れ て も ……」 

「 そ ん な ら 、 貴 花田 な ら え えん が か が 」 

「 い え 、 そ うい う 問 題 じ ゃ な く て ……」 (私 は 
相撲 の こと を ほとん ど 知 ら な い ) 

「 つ まり 、 あ の 、 お 相撲 さん じゃ な くち ゃ い 
け な い ん で すか が か?」 

「 な ん で や (運転 手 さ ん 一 瞬 像 然 と する ) 相 
撲 と り 、 え え や な いか 。 楽 や で 一 。 金 は も っ 
と ろ し 、 能 に な っ た ら ば ん ば ん 使え る わ 」 
「…… で も 、 は ほら 、 妻 は や っ ぱり 健康 管理 し 
な くち ゃ いけ な いか ら 。 食事 と が 気 を 使う し 、 
大 変じ ゃ な いで すか が 」 
「 そ ん な も ん 、 な ん で も いい か ら 食 わし と き 
ゃ ええ ん や 。 あ いつ ら が ば が ば 食う で 」 

「 そ ん な ブタ みた い に ……」 

「 そ う や 。 ど うな ん や 、 ど っ ち が え えん や 」 
相撲 ファ ン の 運転 手 さ えん で し た 。 

みん な ずっ と 笑い っ ぱな し 。 

いき な り 5 千代 の 富士 と 小錦 、 選択 の 余地 な 
し 。 な ん て 強引 な 質問 で あり まし ょ 2 う 。 
ラジ オ 局 に つい た ころ に は 、 大 笑い の せい 


「 も うす ぐ ク リス マス / だ か ら 
まし た 」 小 室 さ ん か BS 3 名 の 方 に 。 官 
を 一 言 添え て 、〒156-9| 
者 乙 谷 区 人 書 和 15 号 CBS・ ソ ニ 
ーー 出版 GB” Tiny 半 係 。'91 年 | 月 


20 日 の 到着 分 まで 有効 で す 


io 7? くつ 下 を 選び 


で 疲れ も 忘れ て いま し た 。 

それ に し て も 何 か を 愛す る っ て こ と は 強い 
こと で す 。 運転 手 さ ん は きっ と 相撲 を 愛 し て 
いる の で 結婚 す る ん だ っ た ら " 相撲 と り は 
いい ぞっと 強引 に 言っ て し まう 。 私 が 浴 えな 
い の に イラ だ っ て し まう 。 

何 か を 好き に な る と 、 ど うし て も 「 こ れ は 
いい ぞ っ 。 い いか ら 、 見 て みろ 、 聞 いて みろ ./」 
と 言い た く な る 。 も う ロ か ら 泡 飛ば し て 力説 
し ちゃ う 。 普段 は そん な 積極 的 で も な い の に 、 
そう いう と きだ け は 人 か ヵ 変 わる 。 “好き "と い 
う 気持 ちの バ パワー は すご いも の で す 。 

全身 で 何 か を 「 好 き ./」 と 言っ て いる 人 は 、 
その 瞬間 と て も 強く な る の で あり まし た 。 

も ちろ ん 静か に 「 好 き 」 を 表わし て いる 人 
も いろ けど 、 そ れ だ っ て か な 5 り 強い 。 な ん だ 
か オー フラ みた いな も の を 感じ る と き が ある か 
ら わ か る の で す 。 

キャ ン ベ ー ン 先 で も 「 私 は これ が 好き ./」 
と いう 気持 ち で 仕事 を し て いる 人 に 、 た くき 

会 を た よう な 気 が し ます 。 そ うい う 人 た ち 
と の 会 話 は お も し ろ い 。 イ ンス ハバ イア され る 。 

名 古屋 の 中 部 放送 で お 会 いし た アナ ウン サ 
ー、 人 小堀 さ ん と 富田 さん (名 古屋 の 読者 は よさ 
くど 存じ で す よ ね ) に は 、 すご く パ ワー を も 
ら っ た 気 が し て ます 。 テ ン ボ が あっ て 、 キ レ 
て て 、 普 段 お ねっとり と し て る 私 も ぼん ぼん し 
ゃ べ れ た 。「 ミ ックス パイ くだ さい 」 と いう テ 
レビ の 番組 に 出さ せ て も ら っ た ん だ けど 、 あ 
っ た か くっ て お も し ろく て 、 ま じ め な 番組 で 
し た 。 スタ ジオ の 隅 で 出番 を 待っ て いる 間 「 ゴ 
問題 」 の 話 と か を モニ ター で 真剣 に 見 人 っ 
て し まっ た 私 で す 。 

一 度 に た くさ ん の 人 と 会 っ て 話し て 、 放 5 
の 新幹線 で は ぐっ すり 5 究 込 ん で 、 東 京 に 着く 
と すっ か りら 夜中 で し た 。 今度 大 阪 と 名 古屋 に 
行く と き は ライ ブ で か な 。 一 度 に 数 白人 に 会 
うと いう の も 、 す ご いこ と が か も し れ な い 。 
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_ 外国 人 留学 生 支 援 の た め の 
。 スペ シャ ル ・ ヲ イブ を 開催 一 - 


| 
本 8 
ツア ー“ON THE ROAD "90" の まっ た だ 中 に ある 
浜田 省吾 が 、11 月 17 日 、 駒 沢 大 学 記念 講堂 に お いて 
"ON THE ROAD SPECIAL" と 題する スペ シャ 
ル ・ ラ イブ を 行なっ た 。 日 本 で 学ぶ 外国 人 留学 生 を 支援 
する この コン サー ト に つい て 解説 報告 し よう 一 。 
11 月 17 日 ・ 駒 沢 大 学 記念 講 常 
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大 き な 希 望 と 志 を 抱い て 日 本 に や っ て きた 留 
学生 た ち は 、 今 、 さ ま ざ ま な 問題 に 直面 し て い 
る 。 

あら ゆる モノ が 高い こと 、 円 高 が 生活 を 圧迫 
し て 、 ア ル バ イ ト を 続け な けれ ば や っ て いけ な 
いこ と 、 そ れ に 外国 人 と いう だ け で 不動 産 屋 が 
と りあ っ て くれ ず 、 住 む 家 を 探す の も 容易 で な 
いこ と ……。 留 学生 た ち に と っ て の 日 本 は 、 け っ 
し て 学ぶ た め の い い 環 境 で は な い 。 し か し 、 そ 


96 






れ に 対し て 国 は 、 な ん ら 適 切な 処置 を こう じ て 
は いな い の が 現状 だ 。 

留学 生 た ち に 、 少 し で も いい 思い 出 を 持っ て 
帰っ て ほし い 。 こ うい っ た 願い か ら 、 浜 田 自 身 
が 呼び か け て 実現 し た の が 、 こ の 日 の コン サー 
ト 。'91 年 の 春 ま で 続い て いく ぐ ヾ ON THE ROAD 
"90? ツ アー の まっ た だ 中 の 11 月 17 日 び ON THE 
ROAD SPECIAL” と 銘 う っ た スペ シャ ル ・ ラ 
イプ が 、 駒 沢 大 学 記念 講堂 で 行なわ れ た 。 2 年 


て 帰っ て くる な り 、 ヾ むこ うじ ゃ 、 も う 誰 も ピー 
トル ズ な ん て 聴い て な いん だ よ ? と 言っ て 聴か 
せ て くれ た の が 、 レ ッ ド ・ ツ ェ ッ ペリ ン の デビ 
ュー・ ア ル バ ム だ っ た 。 そ の レコ ー ド が 、 ば ぼく 
に と っ て の 最初 の ` 留 学 " の イメ ー ジ だ っ た > 
音楽 を 媒体 に し て 、 こ の ころ か ら 浜 田 は 留学 
に 憧れ を 抱く よう に な っ た の だ と いう 。 お金 の 
余裕 は な いし 、 奨学 金 も ああ て に で き な い 。 く な ん 

と か 留学 する 方 法 と し て 音楽 を 始め た よう な 気 
が する 。 結局 、 そ ん な に 簡単 に は 成功 は つか め 
な く て 、 留学 は で き な か っ た けれ ど ……> と 、 さ 
ら に 浜田 は こう 綴っ て いる 。 

< 留学 先 が 、 今 の 日 本 の よう に あま り に も 物価 
が 高かっ た り 、 和 人 と の ふれ あい も な か っ た り し 
て 、 貴重 な 若い 時 を 失意 の うち に 過ごす こと は 、 
と て も 潤し いこ と だ 。 ふと 自分 の 子供 の ころ を 
思い 出し て 、 で きる 範囲 で 何 か 手 伝え る こと は 
な いか と 思い 、 こ の コン サー ト を 始め た 。( 中 略 ) 
それ ぞ れ の 根本 的 な 解決 は 、 政 治 や 大 企業 が 動 
か な けれ ば あり えな いけ れ ど 、 こ の よう な 小さ 
な 積み 重ね が ムー ド を 作っ て いっ た り 、 そ れ ぞ 
れ の 認識 が 深まる きっ か け に な れ ば と 思う > 

小さ な 認識 が 、 し だ い に 大 き な 力 の 原動力 に 
な っ て いく 。 これ は 時 間 の か か る こと だ けど 、 
まず は 実行 する こと が 大 切な の だ 。 高 校生 の こ 
ろ 、 留 学 に 憧れ 、 結 局 は 実現 し な か っ た 浜田 の 
想い が 、 ス タッ フ を 動か し 、 そ し て 巨大 な 動 カ 
の スタ ー タ ー と な る べく 、 再 び こ の スペ シャ ル ・ 
ライ ブ が 実現 し た の で ある 。 

ヾ SHOGO _HAMADA ON THE ROAD 
SPECIAL メ ーー この 日 の コン サー ト は 、 浜田 の 
オフ ィ ス ヾ ROAD&SKY^ が 主催 し 、 企 画 * 制 
作 は 駒沢 大 学 プ ロ デ ュ ー ス 研究 会 に 委ね られ た 。 
同 研究 会 の 名 前 の 文字 が 入っ た お そろ い の ジ ャ 
ン パ ー を 着 た 学生 た ち が 、 場 内 整理 か ら 警 備 ま 
で 、 会場 で の ケア の すべ て を 担当 。 彼ら の いき 
いき と し た 姿 が 、 と て も 象 的 だ っ た 。 

ネ 

コン サー ト は 、 通 常 の ツア ー と ほぼ 同じ メニ 

ュー で 進め られ て いっ た 。「MY OLD 50's 
GUITAR」、 途 中 パ \ ヘ ロー、 コ マ ザ ワ ・ ユ ニ バ パー 
シテ ィ と 歌わ れ た 「HELLO ROCK' N' ROLL 
CITY」 と 、 ま ず は し ょ っ ぱな か ら ス トレ ー ト な 
R&R チュ ー ン が 続い て いく 。 浜田 は 、 け っ し て 





に 広がる 湖水 に 、 夜 明け 前 の 薄明 か り が 反射 し 
て 美しい 。 夜明け 前 の 静寂 の 時 ……。 そし て 、 バ 
ラー ド 「MIDNIGHT FLIGHT- ひ と り ぼ っ ち 
の クリ スマ ス ・ イ プ 」 を 、 静 か に 歌い 始め る 。 
ステ ー ジ 構成 は 、 実 に ドラ マチ ッ ク 。 照明 に 
よる 効果 も そう だ が 、 演 出自 体 も 実に よく 考え 
られ て いる 。「BASEBALL KID'S ROCK」 で 
は 、 一 転 し て ステ ー ジ が 野球 場 に 早変わり 。 速 
球 投手 の ボー ル (ほん と は 、 投げ て る マネ だ け 
ど ) を 、 浜 田 が 打ち 返し て 、 逆 転 ホ ー ム ラン と 


いっ た ドラ マ を 演出 。 ま た 「 青 の 時 間 」 で は 、 
雲 の 流れ と 色 の 変化 に 、 時 の 経過 を 映し 込み 、 
うっ すら と 夕焼け が 残っ た 渋滞 の 高速 道路 を イ 
メー ジ さ せる 。 そ し て 、 荒 々 し くう ね りな が ら 
砕け て いく 波 の 映像 を / パ ッ ク に 歌わ れる 「OCEAN 


れ 、 時 代 に 警鐘 を 鳴ら す と いっ た 感じ 。 社会 
問題 意識 を 持ち 続け て いる 、 い か に も 彼ら し 
スズ ステージ だ 。 
途中 、 浜 田 は 留学 生 の た め に 働く ボラ ン テ ィ 

ア ・ グ ルー プ 留学 生 相談 室 ? の 福島 みち 子 さ 

ん を 客席 に 紹介 。 こ こ で 彼女 は 、 日 本 で の 留学 

生 の 現状 を 話し て くれ た 。 な か で も 特に 相談 が 

多い の が 、 住 むと ころ が 見 つか ら な いこ と だ と 

いう 。 そ ん な と き 、 福 島 さ ん は 「10 軒 で も 20 軒 

で も 見 つか る まで まわ りな さい 」 と 答え る の だ 

そう だ 。 心 に 痛み を 感じ な が ら も 、 彼 ら に こう 

言う し か な いと 言う 。 留学 生 に 対す る 一 般 の 日 

本 人 の 認識 は 、 ま だ まだ この 程度 な の だ 。 

ポ 
小さ な 積み 重ね が ムー ド を 作り 、 認 識 が 深 ま 

る きっ か け に な れ ば 、 と 言う 浜田 。 確か に 、 そ 

う 思 う 。 コ ン サ ー ト に よる 収益 も も ちろ ん 大 切 

だ 。 そ れ と 同時 に 、 留 学生 の 実情 を 認識 させ る 

と いう 意味 で も 、 こ の 日 の ライ ブ の 意義 は 大 き 

か っ た と 思う 。 そ し て 、 今後 これ が きっ か け に 


っ 7 の 00 の ジー 


な っ て 大 き な 動 き が 起こ る こと を 期待 し た いと 
願う の だ 。 ちな み に こ の 日 の 収益 は 、 すべ て \ 留 
学生 相談 室 ? に プー ル さ れ 、 留 学生 の た め に 使 
われ る と いう 。 








文 供 河合 美佳 


ャ ー / 放 か がら スウ 年 半 半 臣下 本 内 で 終了 する "ツアー で 


むり) 本 4 生 (は 4 ゝ /) ど 





昨年 は プリ ンス と ユラ ボレー ト し 、 今 年 は クイ 
ン シ ー・ ジ ョ ー ン ズ の 片腕 と いわ れる ジェ リー・ 
へ ヘイ と ユラ ボレー ト し 、 日 本 、 ロ サン ジェ ルス 、 
ーー シン 21 も / の ) ら す 行っ だ り 来 だ り の 選 
し い 中 で 制作 し だ た アル バム 『DISTANCE』 は 、10 
月 10 日 に 発売 。 この 11 月 13 日 に 神奈 川 県 民 ホ ー ル 
を 皮切り に 、 ツ アー が スタ ー ト し た だ 。 

これ は 本 当 の 本 当 に 偶然 どっ た の だ が 、 と ある 
打ち 合わ せ で 、11 月 上 旬 の 日 曜日 の 夜 、 都 内 の リ 
ハー サル ・ ス タ ジ オ で 、 小 比類 巻 に バッ タリ と 会 
っ た 。 久 し ぶり に 会 っ た 小比類巻 は 、 そ の 大 き な 
瞳 を パチ クリ る せな が ら 、 ビ ッ ク リ し た 様子 で 、 
レキ ンタ ん 400 ネ ン と て て 1 パク) た 

ツア ー を 数 日 後に 控え を て の リハ ー サ ル が 大 詰め 
で 、 朝 早 く か ら 夜 遅く まで 、 し か ち も 連 日 の リハ ー 
サル で も し て いる か ら な の か 、 と 思っ て いた だ ら 、 
メン バー も 一 新 し て の ツア ー で 、 い ろ い ろ と 考 ぇ 
始め る と 朝 ま で 眠 れん な く な っ て し まっ だ 、 と いう 
た て 

そん な 会 話 を し て の 初日 の ステ ー ジ 。 ス ター ト 
する まで 、 い ろ い ろ な 思い が 心 の 中 を よぎっ て い 
っ た 。 “小比類巻 の 不安 は 、 どの で らい まで 消化 さ 
れ 、 そ し て 形 に な っ て いる の だ ろう か ? “新しい 
メン バー と で 描き 出さ れる サウ ンド は 、 と どう いう 
グッ ルーブ を 聴か せ 、 伝 えて くれ る の だ ろう か ?『 
まっ た だ く 見 当 の つか な いま ま 、 場 内 が 暗く な っ 
て いっ た 。 ま ず は アメ ッ スバ ・ タ イト ル の 「 DISTANCE」 
か ら ス ター ト 。 ベーシック な ビー ト 感 か ら 生 まれ 
シグ ニア ルフ は の ん と エニ シン ニレ ント 直さ 
それ ぞ れ の 音 と ビー ト 、 そ し て 小比類巻 の ボー カ 
ル の か ら み 合い と か け 引 き が 決め 手 だ 。「MOVING 
た eiM(0NK る 0 玩 才 MIDMM5198V(6JMI(6 い FE 
その グル ー ブ を どん どん 増幅 させ 、 見 事 な ヨ コノ 
リ の グル ー ブ を 生 も うと いう 構成 は 、 な か な か ア 
ウツ アス ュ ンプ 

まだ まだ 仕上 が り 不 足 の 感 は あっ た も の の 、 久 々 
の 小 比 類 其 の ステ ー ジ に 興 春 気 味 の 客 席 の 妙 な エ 
ネル ギー も 加わ っ て 、 了 予想 と は 少し 違い つつ も 、 
けっ こう 喜べ る スタ ー ト だ っ た 。 

映画 『 プ レー ド ・ ラ ン ナ ー。』 を 思わ せる ステ ー 
ジ ・ セ モット は 、 小 比類 巻 が この ステ ー ジ か ら 伝 え 
た か っ た “LIKE AFACTORY?。 まる で 工場 の 
ょ うに 、 み ん な ひと り ひ と り が 参加 し て 大 き な 何 
か を 作り 上 げ る 、 そ ん な ライ ブ と いう 愛工 場 を 搬 
いた だ も の だ っ た 。 

どちら か と いえ ば アン ダー め の 照 明 が そん な セ 
ッ ト を 見 事 に 演出 し 、 そ の 光 と 空間 の 中 で 、 小 比 
類 巻 は 不安 と 関 い な が ら 、 客 席 に エネ ルギー を 
え ぇ 、 増 幅 し て 返っ て くる エネ ルギー を 吸収 し な が 
ら 、 ひ と つ ひ と つ 自 分 を 確か め る よう に 歌い 続け 
| 

MMON(650M 凍 (6) 朋 D ま 0 い 重り 101 凍 「W5Ovi 
と 続く お な じみ ナン バー の メ ドレ ー で は 、 和 客席 も 
スト レー ト な 反応 を 返し 、 人 歓声 と と も に 手拍子 が 
起こ る 。 オ ー プ ニン グ か ら 総 立ち と な っ て いた 場 
内 で 、 ま る で 生命 体 が 降り て きた か の よう に 空気 
が 変わ っ て いっ た 。 

それ は 本 当 に 不思議 な 現象 だ っ た 。 盛 り 上 が る 
と か 、 ノ っ て いる と いっ た だ た で い の 言 葉 で 表現 す 
る の と は また 違い 、 本 当 に 新しい 生命 が そこ に 答 
っ だ た だ 、 そ ん な 感じ だ っ た 。 

新しい 場内 の 空気 を 燃やし つく きん ば か り に 、 
ロッ ク 感 の ある ナン バー を 歌い 続け る 小比類巻 の 
表情 に は 、 不 安 に 混じっ て 裕 と 自信 の 色 が 表 わ 
れ は じ め た だ 。 

LIKE AFACTORY" 

みん な で 本 当 に 作り 始め た 手応え を 感じ な が ら 、 
今夜 は すてき な 夢 を 抱い て 眠れ る ね 、 小 比類 巻 / 
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ペー へ の に 人 ト で . FL] 恒 」 の 8 
お た 3 は こん ご Ne 








※TN つ 久生 下 大 寂 語 
ー ロ OO 一 世 CU 叱 慌 山 恩 


/ 


トド / 





fd 


(平成 3 年 より ) 人 03(3232)3511⑯ 


の あ 








が くさん 7 上 
日 本 ペン 習字 研究 会 人 @O03(232)3511 


な 
レス ワズ オチ を プレ ゼン 


@ いま 入会 





楽屋 入り 。 さ っ そく 交信 ま の 原稿 
を 書き 始め る 次 郎 君 。 横 で ギタ ー 
を 弾い て いる MAKOTO 君 に 合わ せ 
て 、 突 歌 い 出し た り も する 。 MU 
君 と SAY 君 は 、 外 で 見 て きた 三田 
祭 の イベ ント の 話 で 盛り 上 が っ て 
いる 。 リ ハー サル まで 弦 を 張っ た 
。 り 、 フ ァ ン レタ ー を 読み な が ら 、 
KUSU: の 楽屋 は ホン ト に ぎ や か 









- 侍 軸 も 








レポ ー ト 久山 下 由美 子 撮影 負 朋 田 正弘 

イェ ー イ ェ ー イ / 花 の 三田 祭 だ ぜ い っ 。 
11 月 23 日 勤労 感謝 の 日 。KUSU KUSU は 学 
園 祭 ライ プ の ラス ト 2 日 目 を 第 32 回 三田 祭 
で 飾る の だ 。 と いう こと で GB は この 日 1 
日 、 彼 ら を 追っ か ける こと に し た 。 で も …… 
あれ ? 今日 っ て さ ー。 思 わ ず 辞 書 を 引く 。 
各 労 感謝 の 日 と は これ すなわち 、 人 々 か 勤 
労 の 精神 を 尊 ぴ 、 お 互い に 感謝 する 日 。 そ 
うぅ う 記 し て ある 。 で も 私 は 働く の ね 。 か わい 
い KUSU KUSU の た め に 。Oh, my god/ 

1 時 ジャ スト 。 陸 の 王者 、 慶 応 一 っ の キ 
ャ ン パ ス は お 祭り 気分 で 熱気 ムン ムン 。 昭 
和 40 年 代 生 まれ の 若者 た ち が 「 若 いっ て す 
ば らし い 」 と 顔 に 書き そぞろ 歩く 。 そ の 人 
込み を 涙 目 で か きわ け 、 私 た ち は 目 的 地 、 
西 校舎 518 番 教室 に 到 落 し た の だ っ た 。 

オオ ーッ 。 大 教室 の 横 に ある 控え 室 に 次 
郎 膨 と MAKOTO 君 を 発見 / し か し 、 迎 え 
て くれ た 彼ら の 様子 は 、 あ まり に も 小春 日 
和 状 態 で ある 。 だ っ て この 二 人 っ た ら ギ タ 
ー の 伴奏 (M 氏 ) に 合わ せ 、 ノ ホホ ン と 歌 
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っ て る (J 氏 ) ん だ も ん 。 し か も 他人 の 歌 
を 。 そ こ は 、 ま る で 軽 音 楽 同好 会 の 部 室 。 
「 神 田川 」 の BGM が 泣け て くる 。 

「……- ノ ドカ か ね ぇ 」「 い っ つも そう だ よ 。 
発声 練習 代わ り に こう し て 歌う ん だ よ 。 あ 
あ 、 そ れ は いい か ら ペ ン 持 っ て な い ?」 

次 郎 君 は 渡し た ペン を し っ か と 右手 に 所 
り し め 、 サ ササ ッ と 書き 物 を 始め る 。 某 秦 
誌 に 連載 中 の 原稿 だ そう 。 歌 も し っ か り 歌 
いつ つ 、 器 用 な ヤツ だ 。 

「 あ れ 、MU 君 と SAY 君 は ?」「 二 人 と も プ 
ラッ と 見 学 に 出かけ た よ 」「 何 っ !?」 

一 瞬 よ ぎる パニ ッ ク の 図 。 大 丈夫 な の で 

し ょ うか ? まあ 、 結 果 は あと で 聞こ うっ と 。 

天才 次 郎 は 原稿 も 仕上 げ 、 今 度 は サイ ロ 
マテ ィ ッ ク ・ チ ュー ナー を ゴソゴソ 取り 出 

し て 。 月 ドー レー ミー・ ミ ー。 大声 出し て 
キー を 確認 し て いる 。 平 和 な 日 本 。 し か し 
ライ ブ の 前 っ て いっ つも こん な に ノド カ な 
ん で すか ? それ と も 今日 は お 祭り の 片棒 
だ か ら ? 「 い や 普段 か ら こ ん な 感じ だ よ 」 












ck 心臓 に 毛 の は えた バン ド で あっ た 。 

と ころ で 、 こ の 控え 室 は 寒い 。 い くら 北 
海道 育ち の 彼ら と て 、 す きま 風 ピ ュー ピュ 
ー の 部 屋 は ちょ っ と ボロ すぎ る の で は な い 
だ ろう か ? 一 応 プロ の ミュ ー ジ シャ ン 。 
一 応 、 武 道 館 も や っ て る 売れ っ 子 さん よ 。 
そん な こと を 思っ て いる と き に 届い た の は 、 
袋 一 杯 の ^ ホ カロ ン ”。 そ し て 机 の 上 に 置か 
れ た の は 焼き そば 、 お 好み 焼き 、 フ ラン ク 
フル ト etc。 さ す が 学 園 察 っ ./ で ある 。 

ネ 
次 郎 「 今 年 は いく つ 回 っ た の か な 一 。 7 ー 
8 か 所 か な ? と くに 印象 的 な の は ね 、 仙 
台 。 尚 細 女 学院 短大 。 (模擬 店 に ) デ ィ ス コ 
が あっ た よ 、 デ ィ ス コ が 。 “KUSU KUSU 
の ライ ブ が 見 られ る 上 に 100 万 $ の 夜景 の オ 
マ ケ 付 き ノ /” これ が うた い 文 名 で さ 。 い い 
で し ょ ー、 夢 が ある で し ょ ー。 気に入っ ち 
ゃ っ た よ 。 こ の コピ ー 総 対 書 いと いて 。 ( 笑 ) 
学園 宗 の ライ プ っ て さ 、 ス タッ フ が 全員 学 
生じ ゃ な い ? 初め て バン ド を 呼ぶ 学校 も 












あっ た り し て 、 勝 手 が わ か ら な いと ころ も 
あっ た みた い 。 僕 ら も そん な 世話 役 の みな 
さま 方 に ワガママ 言っ た こと も ある で し ょ 
う 。 こ 迷惑 か け て スミ マセ ン で し た 。 お 、 
これ も 書い と いて ね 。 で も 、 明 日 で 終わ る 
けど 楽し か っ た よ 。 最 近 、 多 人 数 編成 の ス 
テー ジ が 続い て て 、 4 人 だ けっ て 久しぶり 
な ん だ よね 。 4 人 の 楽し さ を ま た 思い 出せ 
た よ 。 だ か ら 今 、 ス テー ジ が 楽し く て 楽し 
く て た まん な いも ん ,」 
MAKOTO' 学 園 祭 っ て お 客 さ ん が 僕ら の フ 
ァ ン じゃ な い 人 も いた りす る か ら ね 。 べ つ 
の 意味 で 気合 い が 入 る よ 。 “よー し 、KUSU 
KUSU の よさ を 見 せ て や る ぞ /” っ て ね 。 
ライ ブ の 感じ ? 気持 ち 的 に は 普通 の ライ 
プ と 変わ ら な い 。 ラ イプ は ライ ブ だ も ん 。 
今 、 曲 作り の 真っ 最 中 な ん だ けど 、 こ うし 
て ライ ブ を 少し ずつ や っ て た ほう が いい ね 。 
精神 的 に も 煮 詰 ま ら な いか ら 」 
氷 

ここ で や っ と お 二 人 さ ん の ご 帰還 だ 。 聞 
く と ころ に よる と 2 チー ム に 分 か れ て ウロ 
ウロ し 、 模 擬 店 見 学 を し て きた らし い 。 

「 や っ ぱり プロ レス が お も し ろか っ た よ 」 
「 え 、 見 て た の ? オレ も 見 て た ん だ よ 」 と 
盛り 上 が る 。 騒が れ な か っ た の ? と 聞く 
と 、MU 君 が 「 大 丈夫 。 と きど き 気 づく 子 が 
いた けど 、 ハ ッ と し た 顔 し た ら 相 手 の 顔 を 





ジー ッ と に らむ ん だ よ 。 そ し た ら 何 も 言え 
な く な る か ら 。 ( 笑 ) そ れ が 手 だ ね 」 だ っ 
加 

MU' ふ だ ん 、 ラ イブ を や れ な いよ うな 場所 
で や れる か ら 、 学 園 祭 っ て お も し ろ い ん だ 
よね 。 体育 館 と か さ 、 教 室 と か さ 。 出 て くる 
も の も 焼き そば や ら な に や ら 、 学 園 祭 っ ぽ 
いじ ゃ ん ? 音 は 全然 よく な いけ ど ね 。 で 
も ノリ は 自分 た ち し だ いで 作れ る し 。 い い 
と きも 悪い と きも ある けど 、 な か な か 楽し 
い 。 それに ホン ト 、 今 日 は 囲ま れ な か っ た 
し さ 。 外 に 出 ら れ な いと 意味 が な いも ん 」 
SAY「 ふ だ ん な ら 男 の 客 っ て 少な いけ ど 、 


学園 祭っ て スタ ッ フ や 生徒 に 男 も いっ ぱい 雇 


いる で し ょ 。 そ れ が うれ し い 。 お 祭り の 杏 
囲 気 ちあ ある し 、 み ん な も ノリ や すい ん じゃ 
な い ? まあ こっ ち も ラ フ ・ プ レイ に な る 
と きも ある けど 、 せ っ か く お 和 祭り に 呼ん で 
も ら っ た か ら に は 盛り 上 げた いも の 。 今 は 
いろ いろ 忙し い 時 期 だ けど 、 ラ イプ を や る 
こと が 気分 転換 に は な っ て る ね 」 
愛知 の 岡崎 愛知 学院 大 で 囲ま れ た 脱出 失 
敗者 SAY 君 、 今 日 は 母校 (賢い の ね ぇ ) で 
も ある し 、 ニ コ ニ コ 顔 で あっ た 。 
来 
2 時 過ぎ に 音 合わ せ が 始 まる 。 ま ず 、 い 
ちば ん 時 間 の か か る ドラ ム か ら 。 その 間 に 
MU 君 は ギタ ー を キュ ッ キ ュ ッ と 磨き 、SAY 
君 は 弦 を 張り 替え て と 。 そ し て 、MA- 
KOTO、 MU、 次 郎 、 SAY の 順番 に 人 数 を 増 
や し て いく ステ ー ジ は 、 4 人 揃っ た と ころ 
で リハ に 突入 し て いっ た 。 
途中 、 半 袖 に な る 次 郎 君 。 見 て る だ け で 
サ プ イ ボ が 。 お まけ に 「 昨 日 、 夜 中 3 時 ご 
ろ 、 MAKOTO か ら 留 守 電 入っ て て さ ー。 コ 
イツ 演歌 入れ て ん だ ぜ 」 と マイ ク に の せ て 
チク る 。 こ れ は MC の 練習 で し ょ うか ね ?「 と 
ころ で 。 エ レキ も う 一 曲 や る ?」 
構成 で 曲 つ な が り が 2 か 所 ある が 、 後半 
は 「 青 大 将 」 と 呼ば れ て いる 。 加 山 雄三 二 
新沼 謙次 で 攻め る か ら 。 一 度 通 し て みる 。 
ここ で マネ ー ジ ャ ー が 張り 切っ て 登場 だ 。 
「 こ こ だ け は 言わ せ て も ら う よ 。 チ チッ 、 
甘い な 一 」。 そ ん な 上 厳し い チ ェ ッ ク に 「 い や 
本 番 で は ちゃ ん と ネタ ある か ら 」 と な ぜ か 
SAY 君 が フォ ロー し て いる の が 不思議 。 
た 。 時 刻 は 4 時 。 完璧 だ 。 
MAKOTO' 感 じ 2 うん 、 な か な か 。 今日 
は けっ こう や りや すい よ 」 
来 
開場 5 時 、 開 演 5 時 半 の 予定 だ 。 メンバ 
ー は ここ か ら 着 替え タイ ム で ある 。 見 て は 
いけ な い 。 入 っ ちゃ ダメ 。 し ば し 開か ず の 
間 に な っ て し まっ た 控え 室 。 し か た が な い 
の で 、 GB 御 一 行 は 外 に 飛び 出 し た 。 模擬 店 
巡り を し よう と 思っ た が 、「 売 り 切 れ 」 の 看 
板 が 続々 。 お いし い モ ノ に は 早く ツバ を つ 
けろ 。 これ が 人 生 の 鉄則 で ある こと を シミ 
ジミ と 実感 。 ア ナタ も 早く KUSU KUSU に 
は ツバ を つけ て お いた ほう が いい >。 
開場 時 間 に 戻 る と 、 そ こ に は 重々 し い 空 
気 が 漂 っ て いた 。 上 厳重 な 警備 。 学生 スタ ッ 
フ の ボス が 「 死 人 が 出 た ら 終わ り だ か ら か な 。 
し っ か り 任 務 を 果たせ よ 」 と 激励 し て まわ 
っ て いる 。 お 兄さん 、 そ れ は ちょ っ と お お 
げ さ っ て も の よ 。KUSU KUSU の ライ プ ブ は 
そん な 更 気 せま る 雰囲気 じゃ な い の よ 。 ね 






st まあ 、 い いけ ど さ 。 そ し て 5 時 50 
分 、 や っ と 彼ら の 登場 だ 。 

学園 穴 シ リー ズ の 衣装 は 、 今 まで 彼ら が 
着 た 衣装 4 種類 の 日 替わり だ そう 。 今日 は 
No.2 と 呼ば れる パタ ー ン だ 。 イン ディ ー ズ 
時 代 に 着 て いた 由緒 正しき も の で ある 。 オ 
ー プ ニン グ 曲 か ら 「 森 の スー パー マー ケッ 

ト 」 へ 。 そこ は すでに 学園 天国 。 楽 し く 陽 
気 な KUSU KUSU ワ ー ル ド へ 入り 込ん で し 
まい が 

「 ハ ッ ピ の お 兄さん た ち ( 和 警 集 町 も 気合 
い 人 入っ て ます か ? 彼ら だ っ て ノ セ る よう 、 
みん な が ん ば ろう ( 笑 )」 と 言い つつ 、12 月 
の “STANDING NIGHT 5DAYSZ 熱帯 
夜 ふ た た ぴ ク ” (この GB の 発売 日 に は 終わ 
っ て いる ) の 宣伝 を する 次 郎 君 。 

「 初 め て 見 る お 客 さ ん も いる だ ろう けど 、 
な ん て すばらし い 、 ナ イス な ボーイ だ ろう 
と 思っ た ら 、 ぜ ひ 来 て くれ 」 

だ か らい いと こ 見 せな きゃ 。 が ん ば っ て 。 








ライ ブ の 余韻 が まだ 残 
っ て る 楽屋 で 。SAY 君 、 
お いし そう に ステ ー ジ 後 
の 一 服 。 疲 れ て いて も ポ 
ー ズ を と っ て くれ る MU 
君 。 満足 げ な 表情 の MA- 
KOTO 君 。「 ス テー ジ 、 ど 
うだ っ た ? 」「 今 日 は よ か 
っ た で す よ 、 ホ ント 」 汗 
ピッ ショ リ で V サ イン の 
次 郎 君 。 今 日 も 一 日 、 終 
わり まし た / みん な 、 
お 疲れ さま で し た 


天 の 声 が 聞こ えた の か 、 次 郎 君 は 高 所 に 組 
まれ た スピ ー カ ー ま で 上 っ て 大 盛り 上 が り 。 

「 み ん な ーー、 一 発 燃え て いこ う ぜ 。 オ レ は 
今日 、 ボ ル テ ー ジ 高い ぜ ぇ い /」 

最近 江ノ島 に 行っ た と いう 近況 報告 に も 
熱 が 入り 、 ラ スト の ノン ・ ス トッ プ ・ ダ ン 
ス 天 国 状態 まで 一 気 に 16 曲 。BE ON 
FIRE.Z 終わ っ た あと は 、 4 人 は 控え 室 で 
し ば し 放心 状態 。 無言 ….…。 し か し 、 あの 冷 
蔵 庫 が 真夏 の 部 屋 に 変身 し て 。 4 人 自ら が 
熱 の 放出 体 と な か っ て いた の が わか る 。 

今日 の で き は ?」「 な か な か いい で き で し 
た よ 。 見 て て どう 思っ た ? 」「 う ん 、 よ か っ 
た で す 。 で も どの お 客 さ ん より 、KUSU 
KUSU の パワ ー が 一 段 勝 っ て た けど 」「 じ ゃ 
あ 、 見 て の と お りか も し れ な いね 」 

ニッ と 笑っ た ボー カリ スト を 突撃 隊長 に 、 
この 年 末 の 忙し さも 無事 乗り 切っ て ほし い 
も の で すね 。 師走 に 近い 、 ノ ドカ で ハッ ピ 
ー な 1 日 の 報告 書 で し た 。 
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エビ ピック: ソニ ー の CD な ら 、 年 末年 交 


[ エピック - リ ニー て は 、1990 年 12 月 24 晶 1991 年 1 月 4 日 を 人 の 徐 陸 通 間 と 定 し まし た 。 こ れ を 記 儲 し て 、 た だ いま 大 ヒッ ト 中 の 4 アー ティ スト の アル バム の 年 末年 府 用 法 1 潮目 を 「 
⑤ と き は 、 部 屋 の 除 と この CD を 坊 れ す に 。 いこ の 4 人 の アー ティ スト の ライ ブ に 彼女 を 誠 え ば 、 ま ず NO と いう 人 は いま せん 。 (DXI99 ょ 4 や アト めそ 45 を 2174 に SA トミ ス ん ルオ - に ョ [ 



















































て ご らん 、 き っ と 育 す じ を ピー ン と 伸ばし て 聴い て る は す で す 


収録 曲目 :APOLLO( 不 二 家 アメ リカ ン バ ーCF テ ー マ ソ ング) / た わ わ の 乗 実 /BAY BOAT STORY 
誠 (フジ TV 系 「 邦 ちゃ ん の や また か つて な い TV, 挿 入 歌 )/ 龍 子 VILLA Beach/ あ な た は 知ら な い / や っ と 
生 気がつい た /8 年 土産 / 竹 林 を ぬけ て /dear/ こ れ か ら / 星 空 に 歩け は / 全 11 間 


ぐ いな い こ は 、 ビ ンク の リボ ン を つけ て プレ セン ト 。 き 呈 ガン ル 年 を ⑳. ふ 3、 た り っ き り の イヴ の 夜 、 せ つない BGA が . ふ たり を イケ ナイ 世界 へ 誘 悪 し ます 。 ⑳ ダ ンス パ | 
さす も に いい 月 の チレ F は つま ら な い 。 テ レビ に あき 2 タン = 場 で すね 。 ⑳ こ の CD を 聴き な が ら 由 る と 、 な す び の 初夢 を 見 る こと が て きま す 。 年 
My 【 く WE を 5 * と 手 を つない で て 同 し 音 ? し 3 と イ で て です ⑳ ス ポーツ 選手 は この CD を 聴い て コン セン トレ ーション を 高め て いる そう で | 
『 ONNWWN 1 | 
K 6 低 - 油 / う 。@4 - の CD を 大 計 聴く と あ た ま 、 夢 の せ 界 へ 衣 行 で きま す ,⑥⑤ 旅 行先 で この CD を 失 く し た ら 美 し い 女 性 が 見 つけ で それ て お | 
な < イ 70 | 
S 振 < 5 胡 詞 を 読ん で みよ う 。 丸 つ か な か っ た を 見 つけ た り で きま す 。⑳⑯ と に か <4 枚 と も た だ いま 大 ヒッ ト の アル バム 。 ステ イタ ス と し て 持 あ た | 
の 2 か 了 K 旬 時 に オト 2 69 導 部 付 の に この CD を 入れ て お け ば 、 い ざと いう と き 括 中 で す 。 CD ラジ カセ の 大 音 重夫 ら せ ば クマ も 送 け | 
会 させ 1 
1 隊 CPYN 
St 大 江 千里 
きく の < ポ く 6 “ 
つこ 9 な 分 競 今年 は いろ ん な メデ ィ ア で 千里 を 見 つけ た . 彼 は どこ で 何 を し て いて も 、 胸 を は っ て まっ 
NN 6 DB すぐ 前 を 見 つめ て し まう . た か ら 徴 妙 で せつ な い ラ ブ ソ ング も 、 彼 が 歌う と 勇気 が 湧 
w 毅 つ <? いて き て し まう の で す 大 江 千 里 の お か け で 日 本 は すこ し 元気 を 取り 戻し まし た . ヤ ン 
肢 9 着 毅 9 チャ な 弟 な の か 頼れ る 冗 キ な の か . 彼 の 一 挙 一 動 が みん な を わく わく させ ます 
( 休 
還 〇 O 三 ロ ぐ IAPOLLO」 NEW ALBUM NOW ON SALEI 
N G 見 り 人 @CD:ESCB1091 \2.800 税込 定価 (\2.718 税 抜 価格 ) 
く f 】 NN 〇 CF や ドラ マ で し か 千里 を 知ら な い 人 た ち に 、 こ の アル バム を 聴か せ た ら と ん な 顔 を 
央 1 / で ] する だ ろう 大 江 千 里 は ロッ ク ・ ア ー テ ィ ス ト で ある . し か も " 胸 を は っ て 生き て いい ん 
半 れ *) | た だ ぜ " っ て 歌っ て くれ る アー ティ スト で ある . ニュ ー ア ル バ パム を 有 聴い て いる 人 を 観察 し 
の 
| 
ハ 3 
で 
We 
い 
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りす る 。⑳ バ パパ バ に 現代 若者 の 心理 を 教え て あげ る の に は 効 果 的 な 教材 で 


屋 
⑮ セ 
【⑨) 
テ | に 
4 IN に 
ト 合 @ 1 [INFORMATIONI 
G 〇 Pe 証 ニ ュー シン グル ' あ いた い 」12 月 1 日 発売 ※12/15 江 千 持 主 演 喘 画 ' ス キ /, 主 是 
LN | 還 SENRI OE CONCERT TOUR "90-'91 | 月 まで 全国 は く 進 中 
他 で て の チケ ッ ト 総 符 発 売 中 \4.120( 税 込 ) ( 問 ) ハ ンズ TEL_03- 
の 一 単 行 本 | レッ ドモ ン キ ー・ モ ノロ ー グ , 10 月 22 
ンコ en と ( リ い 画 12 月 24 昌 本 浜 ア リー ナ に て ライ ブー 
ン NM た セ 9 ( 問 )FLIP SIDE TEL.03-770-889 
am し レコ 
に まこ ドコ > 人 
っ い > 
OO 避 
で 2 
か 〇 ) 
US al 
Wi いい トコ や へ ) 高い て し まい ます 。 ⑳ 逆 立 あ を し な が ら 聴 いて み ま し ょ う 。 お そら く 腕 が 療 れ る だ け で す 。⑨ 典 味 が ある 人 は テレ バンシー で 陸 い て み ま [ ょ う c 一 和 まや やっ て 
々 Yi 
SS の 0 うろ 
で 財 W ご マコ メ 
M 1 ン り 2 3 
SUGSSk DreamS COme true 
た G 了 交 本 「 う れ し は ず か し 朝帰り 」 な どの 刺激 的 な ラブ ソン グ で 、 全 国 の 女の子 た ちの 胸 を くち ゃ 
3 リ り ) る 衣 っ く < ちゃ に し て し まっ た ドリ ー ム ズ ・ カ ム ・ ト ゥ ルー. ラ イブ で は うる うる と 涙 を 流し て 立ち 
福 愉 6 つく す 美 女 た ち が 跡 を 絶た な いと いう ウワサ で すさ て 今回 の アル バム も 、 恋 愛 関係 
OU の 人 々 を ジェ ッ ト 噴 射 で 巻き 込む キャ ッ チ ー な 曲 ば か り . パパ の 前 で 歌っ て あけ まし ょ う . 
0 ト  W ュ 
(NE WONDER 3 NEW ru ownwsaug 
へ 6 @CD:ESCB 1104 \2.800 税込 定価 (\2.718 税 抜 価格) 
ュ 4 っ バン ピー ナ 吉 田 美和 が ピピ ビッ と き て つけ た アル バム タイ トル 、「 ワ ンタ ー3」. この "9" 
いそ 刀 と いう 数 字 は 数 字 の 世界 が 一 挙 に 何人 倍 に も 拡がる 可能 性 を 税 め た すご い パ ワー 
4 の 数 字 だ そう で す アル バム ・ テ ー マ も "Longer than forever"” と な ん た か 奥 の 
WO ユ 深い 、 あ り が た い お 言葉 . じ っ くり 聴い て 研究 すれ ば . 何 か いい コト あり そ な 予 感 で す 
収録 曲目 :OPEN SESAME ノ 戦い の 火 開 さよ な ら を 待っ て る /KUWABARA KUWABARA/ 
W Ring/Ring/Ring/(S・H・H VERSION)/ 今 度 は 虹 を 見 に 行こ う / ひ びさ し ぶり の 1 Miss Youi 東 宝 


系 映画 「 山 田 バ バア に 花束 を オー プ ニ ン グ テ ー マ 曲 )/ 笑 顔 の 行方 (ORIGINAL VERSION )/ か くさ れ 
た 狂気 /ESCAPE/2 人 の DIFFERENCE ノ 時 間 旅行 / 全 12 間 


[INFORMATION] 

男 ニ ュー シン グル 「 雪 の クリ スマ ス 絶賛 発 売 中 

C/W 「VERY MERRY CHRISTMAS サンタ と 天使 が 笑う 夜 

@CD :ESDB 3171 \800 税込 定価 (\77 7 税 抜 価格 ) 

還 ス ー パ ーFM マ カジ ン 中 村 正 人 の NORU SORU 

ラジ オレ ギュ ラー 番組 毎週 月 曜 25:00 一 27:O0 オ ン エ ア 

TOKYO FM ノ FM 新 潟 /FM 長 野 /FM 静 岡 / プ FM とやま /F 当 石川 ノ FM 肥 知 /FM 山 陰 / 広 島 エ 
フェ ム 放 送 ノ FM 愛媛 /※FM 北 海道 /*※FM 大 阪 / ま FM 福岡 (を きのみ 26 00 一 27:00) 


の CD は プロ ボー ズ 機 能 付 き 。 プ レ ゼ ント する だ 
た 


の CD の 歌詞 を 参考 に し て くだ さい 。⑥ こ の CD は お せ ち や お 雑煮 に よく 含 


レル に は 16 ビ ー ト が バッ チ ・ グ ー。⑳ ア フタ ー ス キー で イン トロ グ クイズ ス を する と けっ 
トー に は 使え ませ ん 。 [旅行 で オトク]⑥2 留 守 巻 電話 の メッ セー 





@⑯W エ ピッ クノ ニー の 人 に この CD を 見 せれ ば 、 あ な 


に し まい ます 。 ゾウ さん に な っ 


の DJ 入り て 彼女 に プレ ゼン ト 。 気 持ち 馴 が られ る か も し れ な い が 。 [デー ト で オト ク ]⑨ 科 対 面 の 人 と 待ち 合わ せる と き に 、 目印 と し て 胸 に つけ て みて は いか が で すか 。⑱⑩ 邊 女 を 部 屋 に 招待 す 
アル バム が 4 枚 も ある ば む " と か ダン ャ レ を 
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ム 

1 wc スス ー メ コイ 4. よ 宮 6T] ま ) い 習う (件 と ダマ と 衝 1Y ンズ と と 汗 ま いま 1 サダ ja ス .1( と る くら ・ー キ - キ 守 党 CT まひ) い 音 み (0 和 を と 

ily 5 を うと と みい )W 比 演義 際 み で 吐 回 を CO の こ ル を ツ 状 灘 昌吉 娠 の 国 夫 6⑲ "CT 1 まひ と 証 ス 剤 アー タ | ル 年 を 7 と ミイ と の ぎ 坪 0⑲ キッ ミイ 

に の "あま (ママ 義 6 こ と fh を コス 9 着 と る と ヤル い 時 る そ 評 玲 〆 た た の トマ > 必 ( こ と 4 ル ご と ダル 1 軸 笠 し いと は くべ な 在 代 人 付 イ テマ 
S こ ぐ で cs ツー の >4(ZYHCOO こ ⑲ SS まう]1 重 梨 1 た 4(Z を CO の こい と そい いふ いか の 6 の あ 盾 と いい の の 字 珠 ミキ の 生 一 べく ^ ぐ ナ 69 うみ / キ ( 団 か の と さ タ 
+ 電 \ い コー と いる 4ー 平 汗 う 層 半生 /、 の スタ 明 えー キン の を 六 ミ 各 を 一 いて / で コ @ と 登 鶴間 きけ 必 ※ 時 FIG の 昔 の ひま そく 1 み 4 の 上 6T 1 まい WS すし 
" 蘭 1 考 話 9 CT 1 うい FI を マダ い 1 に 第 目 を を 区 0O1 懇 の 王 支 時 ⑯[ の 1 そう 理 字 ] へ <>) 1 に 1 壮 目 の 琴 尾 SU2Z1TI 和 時 の ONAg2 と に 1 着目 
人 うと すう ます CE ま (を 二 (( 生 下 を と 学 省 の つの こう くい \(02 " 補 1+ 人 半年 の と てら 邊 2 い を つの こう ーー:1FG ス . ム キ の 牌 と いひ と と た の 7 拉 隊 60 ダ 17 


未 え QO の ご ⑬③ ませ の 7 守 ) そ 区 ス と 女子 秩 と 準 を え 々 を と を P2『2 に つ 和 じき . 上 、 よ 放 3697 ン Pa ぐ 》 oc そ ] ま うと 較 ! を ミエ 導 導 折 因 中 と と の 7 見 1 ス (0 下 衝 の 折 字 交 平 の さい < マッ 


に 100 回 使え (お トク で あれ 。 


挙 し まし た の て お 役立て くだ さい 。※ 上 記 の 期間 は 誠 庫 県 高砂 市 在 侍 の 決 野 和 普 也 クン (8 オ ) の 壮 生 日 か ら エ ピッ ク ・ ソ ニー が 独 自 に 算出 し た 数 字 で て れ [ 起 介 で オト ク ]① ま だ 見 ぬ に 
革 が わり に 。9 待 み 合 わせ の 時 間 つ ぶし に 、CD の 漠 を 下 メガ ネ で 数 えて みる の も いい で すね 。[ バ パー ティ ー で オト ク ]⑫ よ く ウ ケ 相 いて CD と お 下関 違え る 人 が いま す 。 笑っ て あ 
ー テ ィ で この CD を か ける と 、 女 の コ た ちの 警 り も より パワフル に 。⑳ 笑 に 流れ る クリ スマ スソ ング に は 人 箇 き あき 。 才 が 家 で は この CD が クリ スマ スソ ング で [大 上 日 で オ トク] 
所 礁 が も り に 送っ た りす る と ば れ ま す 。 ちょ っ と 高価 で す が 。 [ 宛 疾 で オト ク ] ① 科 日 の 出 の 早 赴き も 、 こ の CD を タイ マー セッ ト す れ ば 、 す こ や か な お 目覚 めで す 。 ② こ の 沈 
CD を 聴き な が ら サ イク リン グ す れ ば 、 ヒ ュー。 別 世界 を まっ て る みた い 。 この CD な ら エ アロ ビク ス は も ちろ ん 、 乾 布 ま きつ に も ビッ タリ の リズ ム で す 。 ⑥ こ の C 
和 に 食事 で も いか が で すか "な ん て 2 人 の あい だ に 志 が 芽 ば え ち ゃ っ た り し て 。 66 こ の CD を 音信 っ て 衣 る 続け れ ば 、 CD を 折 い た り な ん て アタ 名 が つく こ 呈 
い 。 NMM 挑戦 だ 。 Ne (伏せ が で きる キス に 株 ミ 
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とく へ 羽入 そ 剖 考 6 窓 二 ② 
2 と と 戚 >TGD " い 1 


DE\>W 寺 守 ひ の キ ) 鐘 空い た ま (0\) と を 錠 を る ( 遇 遂 うと 再 え C つ の 


ツ 補 ((< と いい 深い 尊 え CO の こ “ 久 >)]>S (1 字 ま ス の タ 


ES 
< 


に 
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渡辺 美里 


5 年 連続 西武 球場 コン サー ト . の 年 ぶり の 全国 ツア ー の 成功 . 渡辺 美里 は 名 実 と 
も に 日 本 の ロッ ク を 代表 する 女性 シン ガー で す で も 、 み ん な は “ミサ ト " と 呼ん で いま 
す その 理由 は 、 ボ ホク た ちの 視点 で ロッ ク を 歌っ て いる か ら で す だ た から 、 明 治 生命 の 
コマ ー シ ャ ル を 見 た と き は 、 思 わす ず '! よ う ミ サト じゃ な いか 」 と つぶ や いて し まい まし た 


F 
tokyo | | NEW ALBUM NOW ON SALE! 

@CD:ESCB1070/CA1070 各 \2.800 税 込 定価 ( 各 \2.718 税 抜 価格 ) 

tokyo は ロッ クン ロー ル か ら は みた し て いる . 渡辺 美里 は ニュ ー ア ル バ ム で 新聞 
や ニュ ー ス じゃ 伝え きれ な い 東 京 を 表現 し て くれ まし た . それ は 実在 し な い 場 所 や 
と て も 個人 的 な 地域 の こと だ っ た りす る の で 、 タ イト ル は "東京 "で は な く “"tokyo" 
で す と に か く 学 校 の 授業 より も る 、 ボ ク た ち は 美 里 の 歌う “tokyo" の ほう を 信じ ます 
収録 曲目 :Power _ 明日 の 子供 - (明治 生命 スー パー ライ フ CF イ メー ジ ソ ン グ ) ノ サマ ー タ イム ブル ー ス ノン 
恋する パン クス プ POSITIVE DANCE ン ノ 虹 を 見 た か い (tokyo mix)/ バ パ バースディ / 日 oys kiss 
Girls( ブ プリ ヂ ス トン CF イ メージ ソン ク ) ン 遅れ て きた 夏休み / ノ ナイ フ と フォ ー ク / Tokyo プ Oh/ タ ー リ ング 
元気 た し な よ / 全 12 曲 収録 


HINFORMATION | 

圧 ニ ュー シン グル 『 Power 明日 の 子供 C ノ W' Kick Off 

全 じ CD:ESDB 3144 \800 税 込 定価 (\ ア 7 了 税 抜 価格 ) 

思 'misato Xmas tokyo」 

12 月 22 日 寺 :・23 日 ( 日 横浜 アリ ー ナ OPEN/17:30 START ン 18:30 
チケ ッ ト 絶 替 発 売 中 / 指定 \4.635( 税 込 )/ 立 見 \4.120( 税 込 } 

( 問 ) フ リッ プ サ イ ド TEL.03-770-8899 


と マン ルプ スレ バテ 
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⑳ [4 を 》 可 秒 ] ] セ と を 了 そ 
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ライ ブ ハ ウ ス て 撮っ た ん で すけ ど 、 あ 
れ は ACB な ん で す よ 。 どこ が いい か っ て 
いう と 、 曲 が いい 。 シ ンプ ル で し ょ ? 曲 
の た め の ビ デオ で し か な いか ら 。 

いち ば ん 大 変 だ どっ た の が 衣装 選び で 、 
当時 スタ イリ スト な ん て いう の は いな く 
て 、 自 分 で な ん と か し な さい っ て 。 で 、 
何 を 着 た らい いか な っ て みん な で いろ い 
ろ 相 談 し て 、 俺 は あれ を 首 る 、 私 は あれ 
を 着る っ て 、 で 、 残 され た 自分 は 何 を 項 
よう か っ て 。 結局 、 ハ デ な 光り も の の プ 
ルー の スー ツ を 着 た ん で すけ ど 、( 笑 ) そ 
の こと が な ん と な く 思 い 出 に な っ て ます 
ね 。 あ と 気 を 使っ た の が 、 音 と 映像 が シ 
ンク ロ し て な きゃ いけ な いっ て と ころ て で 。 
特に ドラ ム の 場合 だ と バレ る で し ょ ? シ 
ン バ ル に いっ た と き と か 。 そ れ が 頭 に あ 
っ た も ん で 、「 モ ニタ ー、 ガ ン ガ ン 返 し て 
くれ 」 っ て 言っ て 。 ホ ラ 、 ど うし て も 凶 
く と 音 が 出る か ら 聞 こえ な く な っ ちゃ う 
で し ょ 。 だ か ら 俺 の と ころ だ け ス ッ ゲ ェ 、 
デカ い 音 で 返し て も ら っ て 。 

最後 に 人 形 が 出 て きま す よ ね 。 ど こ か 
に 登場 させ な きゃ いけ な いっ て こと で 、 
バス ドラ の 前 を 貸し て あげ た ん で す 。 


や っ ぱり 野外 っ て いい よね ぇ 。 人 に 言 
わせ る と ロン ドン っ ぽい と か 。 雰囲気 が 
そう な の か な ? ちょ うと 雨 も 降っ て た 
し 、 空 の 色 の 感じ と か も そう 思え た みた 
い 。 ホ ント は 才 浦 の 朝 頭 か ら 出 て 、 ず っ 
と モノ レー ル の 脇 を 行っ て た ん だ けど 。 
( 笑 ) 船 も 臭く て 、 け っ こう 大 変 で し た 。 

野外 っ て 、 後 に も 先 に も な いん だ よね 、 
バー ビー の ビデ オ っ て 。「 暗 聞 で DANCE」 
で ちょ こっ と ある ん だ けど 、 そ れ は セッ 
ト を 組ん で や っ て た か ら 。 こ の ビデ オ は 
何 も な いと ころ が よかっ た か も し れ な い 。 
すご くみ ん な 自然 に や れ た し 、 お も し ろ 
い シ ー ン も バシ バシ あっ た し 。 た た 楽器 
が 濡れ る か ら ど うし よう か っ て 言っ て て 、 
結局 知り 合い か ら 超 安物 を 借り て き て 、 
「 ゴ メン ね 、 ボ ロボ ロ に し ちゃ うけ ど 許 し 
て くだ さい 」 と か 言っ て 。( 笑 ) そ ん な 思 
い 出 も ある な 。 

見 どこ ろ は …… あ れ は けつ こう ギャ ク が 
隠さ れ て る か な ぁ っ て いう 。 イ マサ が ギ 
ター 持っ て る か な っ て 思っ た ら 、 ほ うき 
だ っ た り と か 。 あ と 、 最 後に コイ ソ が 空 
を 見 上 げ て ニタ ッ て 笑う と ころ 。 い ろ い 
ろ あ る ね 。 





初め て お 揃い の 衣装 を 着 た ビデ オ な の 。 
それ ま て で 一度 も な くっ て ね 、 全 員 で 黒 の 
ター トル に し た の が すご て く 〈 印 象 に 残っ て 
る 。 お 揃い な ん て バー ビー に は 似合わ な 
いっ て 言わ れ て た か ら ね 。( 笑 ) で も 私 は 
けっ こう 好き だ っ た 。 み ん な が いつ も よ 
り キ リリ と 見 えて …… 学 ラン 的 な 感じ な の 
か な 。 ず っ と 男子 っ て つめ 穴 だ っ た で し 
ょ 。 その イメ ー ジ で 、 ち ょ っ と りり し く 
見 えた っ て いう か ね 。 

この ビデ オ の 中 で 、 キ ツネ の 手 の 形 を 
する で し ょ ? で 、 ち ょ うど あの ころ MTV 
が 盛り 上 が っ て た 時 期 じ ゃ な い 。 だ か ら 
放送 され て る と ころ に コン サー ト に 行く 
と 、 み ん な 、 絶 対 キ ツネ の 手 の 形 を する 
わけ 。「 あ っ 、 ここ で は あの ビデ オ が 流れ 
て る ん だ な ぁ 」 つ て 。 マ スコ ミ と ライ プ 
の 関係 び 、 ひ と つ 目 安 に な っ た 。 

自分 の 顔 の 映り は 、 や っ ぱり すご く 気 
に な る 。 ( 笑 ) 同 じ 日 に 撮っ て も 、 私 が い 
ちば ん 表情 が 定まら な い の ね 。 だ か ら よ 
けい 気 に な っ て …… あ ん まり っ て 感じ で 映 
っ て る の は 今 で も 見 た く な いも ん 。 ( 笑 ) 
で も それ を 人 に 言う と 、「 え っ 、 いつ も の 
杏子 ちゃ ん だ よ 」 と か 言わ れ て ね 。 ( 笑 ) 


ヒ ワ イ ? ヒ ワ イ だ っ け ぇ !2? ( 笑 ) だ か 
らき っ と ね 、 そ うい う 驚 か せ 方 みた い の 
を し た か っ た ん だ よね 。 で 、 で きた っ て 
いう か ね 。 な ん か 、 毒 も 薬 も 全部 入っ て 
て 、 適 当 に 薄 ま っ て て 、 い いか な ぁ っ て 
いう 。 な ん か 、 そ うい う バ ー ビ ー が 非常 
に 好き 。 あ る 種 、 な ん か ある ん だ よね 、 
俺 の 中 に 。 

で き 上 が り を 見 た と き は …… 複 雑 だ っ た 
よね 、 や っ ぱり 。( 笑 )「 う ん 、 こ れ は い 
い 」 い いん だ けど 、 ど こ か に ぬぐい 去れ 
な い 何 か が ある な っ て 。 そ れ が 、 だ か ら 
今 に な っ て 見 て みる と 「 オ オッ 、 初 々 し 
いな ぁ 」( 笑 ) み た いな と ころ だ っ た りす 
る わけ だ か ら ね 。 た と えば その ころ っ て 、 
コン テ を 見 て も 自分 が フィ ルム に 撮ら れ 
て どう な っ て る か 、 想 像 が つか な い 。 だ 
か ら 、 で き 上 が っ て 「 ? 」 て いう の も あっ 
た ん だ けど 、 逆 に そこ が 楽し み だ っ た っ 
て いう の も ある よ 。 

きっ と ね 、 バ ー ビ ー を 知り 始め た ころ 
に 初め て 見 た ビデ オ 、 そ れ と 変わ ら な い 
楽し み 方 が で きる ん じゃ な いか と 思う ん 
だ 。 最 初 の 、 ワ クワ ク し て 見 る 気分 ? だ 
か ら 決 し て 期待 は 裏切り ませ ん 。 
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「 ノ ー マ ジ ー ン 」 を 選ん だ の は 、 プ ロモ 
ーション と か そう いう 意味 じゃ な く て 、 
ひと つの 作品 っ て いう 意図 が ある か ら 。 
今 ま で の っ て 、 わ り と ディ レク ター に 遊 
ば れ な が ら 、 な ん で 遊ば れ て る の か わか 
ら な く て っ て いう と ころ も ある か ら ね 。 
これ は だ か ら 、 一 緒 に 遊べ る よう な 感じ 。 
見 る 人 に 向かっ て 遊ん で あげ て る よう な 。 
で 、『moobee moe』」 の ほう は 、『 eeney 
meeneyーー』 の アル バム の 感じ と か 、 そ 
こ に 見 え 隠 れ す る の ろ し みた いな も の を 、 
また 違っ た 角度 か らい っ て みた っ て いう 
の も ある よね 。 や ちょ うと 詞 を 書い て る と 
き に 、 初 めか ら 映 像 が つい て きた の ね 、 
頭 の 中 で 。 普通 だ と 曲 が 上 が っ て 、 た と 
えば CD な り に な っ て か ら 、 そ れ を プロ モ 
ーション する と き に 、 絵 を どう し よう か 
っ て 発想 で ビデ オ を 作る じゃ な い ? だ 
けど 今回 は そう じゃ な く て 、 詞 を 書い て 
る と き 、 曲 を 書い て る と き の 、 そ の と き 
の 感じ を 絵 に あて は め た ら ど うな る か な 
っ て いう 作業 な の ね 。 だ か ら 受 け 取 る ほ 
うに も 曲 の ビデ オ じ ゃ な く て 、 ビ デオ そ 
の も の を 好き な よう に 受け 取っ て ほし い 
っ て いう の は ある ね 。 




























Cl 2 し / - ポ と い … am 


さて 、 制 作 さ れ た ビデ オク リッ プ 
の リス ト を 公開 。。 も う 見 る こと は で 
き な い だ ろ 一 か 。 ビ デオ クリ ッ プ を 
マメ に 袋 責 し て いる 友達 に 聞い て み 


た ら ど うか な ? 





軸 で DANCE 
すず ア 
も ん か 
し ょ う が な い 
だ っ た ん だ ? 7DAYS 
つね On The Run 
潤い た まま で Listen to me 
ご めん な さい 
Black List 
Chibi 
ノー マジ ー ン 


あい まい tension 


+ 


WW 


『 計 信 人 各 w 
: き の ひ で 2 


SS こ どの の っ つの の ぴの ちな の い O= 
AN ぶ 


『 負 ける も ん か 」』 は ロシア 語 の タイ 
トル で 、 最 初 は 一 体 誰 の プロ モ ・ ビ 
デオ ォ か わか ら な い 。 映像 は 昔 の 遊園 
地 で 遊ぶ 人 の 記録 映像 を 使っ て いる 。 
『 で も !2 し ょ う が な い 」 は 放送 さ 
れ た 直後 か ら 反 響 が すご く て 、 放 送 
を 自粛 する 局 も 。 指 し か 出 て こない 
ビ ピ デ オ な ん だ けど し と っ で も ヒザ プイ 。 
rBlack List』 は ベス ト ・ ア ル バ ム の 
プロ モー ショ ン 用 に 作ら れ た も の 。 
トラ ンプ の 神経 衰 識 の ゲー ム に 似せ 
て 、 カ ー ド を めく る と 、 あ る 曲 の プ 
ロモ ・ ビ デオ の 映像 と 音 が 出 て くる 
と いう 仕掛 け 。 

どの ビデ オ ・ ク リッ プ も BARBEE な 
ら で は の 映像 が 随所 に 見 られ る ん だ 
けど 、 今 回 取り 上 げた 5 つの 画面 の 
写真 で 我慢 し て ね 。 
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YUMI IANIMURA 


谷村 有 美 待望 の オリ ジ ナ ル ・ コ ン セ プ ト ビ デオ 
MYERSM TIMIY PRISIMI」 12/21 ON SALE 
まる で 、 タ ニム ラ の 部 屋 へ 遊び に き て る みた い 。"MY PRISM」 
は 、 き っ と あな た を そん な 気分 へ 誘っ て くれ る は ず 。 思い 出 ト ー ク 
を 中 心 に 、「 が ん ば れ プ ロー クン ・ ハ ー ト 」「PARADE PARADE」 
な どの 代表 的 クリ ッ プ か ら 未 発表 の 映像 まで 盛り だ くさ ん 。 


た 

も 

2 や 

COLOR/STEREO/48 分 ] on OO565S5S5S5S+S+ 。 ま ! 販 
IMHSI CSVM212『 上 CSUM3212 LD 212 II ai NE “ | 

な 

O 
















各 \4.300( 税 込 ) \4.175( 税 抜 )』 


谷村 有 美 共感 の ニュ ー・ シ ング ル 「 友達 」 NOW ON SALE cW BLUE じ ゃ いら れ な い (Saturday Night Party Mix) OCSDL3201/ 税 込 定価 \800( 税 拓 価 格 \777) CES 


y 12/21( な ん と 、 ビ デオ の 発売 日 で も ある ) 武道 館 X'mas コ ン サ ー ト は 、 お か げ さ まで SOLD OUT,/ CBS/SONY RECORDS 区 SR 








) 忙し すぎ る 師走 を 乗り きる た め の 楽 し い 情報 を 満載 / 激動 の '90 年 も あっけなく 終わ 
り 、'91 年 へ と …… 年 は 変わ っ て も 新た な 音楽 と の 出会い に 、 こ の ペー ジ を 役立て て ね 


/ 導 半 に が 分 えた と あ に 太 あ その 多 局 みみ 
@ ニ ュー・ ア ル バ ム 『Long Long Way Home」 発 売 直 後に 
行なわ れ た 鈴木 祥子 の コン サー ト 。 感 動 、 強 さ 、 心 地 よ さと いっ 
た いく つも の 表情 を 楽し め る コン サー ト と な っ た 。 





4 枚 目 の ア ル バ ム 発売 直後 の 月 23、 24 
日 に 、 鈴 木 冬子 の コン サー ト が 原宿 クエ ス 
ト ホ ー ル で 行なわ れ た 。 こ の コン サー ト が 、 
東京 で し か 行なわ れ な か っ た こと が 、 と て 
も 残 恋 で し か た な い 。 それ は ほど いい コンサ 
ー ホ だ ら が を を なまず 本 売名 お また りり 

その ステ ー ジ は 「Baby It's You」 か ら 幕 
を 開け た 。 彼 女 の ア レン ジャ ー で も ある ギ 
ター の 佐橋 佳奈 を は じ め と する バン ド を 従 
え 、 少 し 緊張 に こわ ば っ た 表情 の 彼女 が い 
た 。 ブ ルー と 黒 の ベル ベッ ト の フォ ー ク ロ 
ア 調 の ワン ピー ス 北 は 、 彼 女 に し て は め ず 
らし く 女 の 子 っ ぽい いで た ち だ | 

し か も 居 テ ーッ ジン は WW ツメ ツ 光 放 古 比 
の と きよ り も 、 ど こ か 力強い 雰囲気 が 最初 
か ら 漂 っ て いた 。 そ れ が な ん な の か わか ら 
な いま ま に 、「 サ ン デ ー バ ザー ル 」 そ し て 、 
新しい アル バム 「『Long Long Way Home」 
か ら の ナン バー「 光 の 駅 」「 あ の 空 に 帰ろ う 」 
と 続い た 。 

「 子 供 の ころ は 、 大 人 に な れ ば 、 物事 が な 
ん で も 見 えて クリ ア に な っ て くる も の だ 、 
と 思っ て いた の に 、 い ざ 大 人 と いう 年 齢 に 
な っ て みる と 、 子 代 の ころ より も は る か に 
混 湯 と し た な か に あっ て 、 そ ん な な か て で 私 
は 、 い つか 、 心 が 帰っ て いく 場所 を 探し て 
生き て いる ん じゃ な いか と 思い 始め た ん で 
すず 科 幸 タイ キル が こう な 介 和 ま も 。 

こん な アル バム の 紹介 が あっ て 、 

「 次 の 曲 は 、 新 し い ア ル バ ム の 中 で 、 私 が 
いつ か 会 っ て 、 いっ し ょ に お 仕事 し た いと 
思っ て いた 大 貴 妙 子 さ ん に 書い て いた だ い 
た も の な ん で す 。 こ の 曲 と 出会わ な か っ た 
ら 、 私 は 歌う こと を や め て いた か も し れ ま 
せん 」 

は っ きり こう 言っ て 「 青 い 空 の 音符 」 を 
誤 っ た 。 こ の 歌 は 、 詞 の な か に “あの 日 言 
えな か っ た 気持 ち 伝 えた い ^ め ぐり 会 っ た 
夢 を 信じ て 歩い て いき た い “^ 新 し い ペ ー ジ 
を ひら き 贈り た い 歌 の よう に ” と いう 
言葉 た ち が あ る 。 そ れ は 、 最 近 の イン タビ 
ュー で 彼女 が 言っ て いる 「 こ うな っ た ら 意 
地 で も 長く 歌い 続け て や ろう と 思っ て ます 」 
と いう 言葉 と ぴっ た り 符 合 す る 。 ど こ か で 
力 強 さ を 感じ た の は 、 こ うい っ た こと か ら 
か も し れ な いと 思い な が ら ス テー ジ を 追っ 
て いく と 、 中 盤 で 、 彼 女 ひ と り の ビ ピアノ の 
弾き 語り に お 目 に か か れ た 。 それ も 、 ジ ョ 
ニー・ ミ ッ チ ェ ル の 「 ブ ルー 」。 この 難し い 





名 曲 が 、 彼 女 の 中 で 完全 に 消化 され 、 鈴 木 
祥子 の も の に な っ て いた の に は 、 驚 きす ら 
感じ た 。 さ ら に 「 さ よ な ら の 朗読 」「 月 の 足 
音 」「 夏 の まぼろし 」 と 4 曲 も アコ ー ス ティ 
ッ ク が 続い た が 、 そ れ ぞ れ に 表情 を 微妙 に 
変化 させ 、 飽 き さ せ な い 。 

そし て 、 ス テー ジ は 後半 へ 。 バ ンド が フ 
ル に スタ ン バ イ する な か 「 夏 は どこ へ いっ 
た 」「Little Love」「 メ ロディ 」「 水 の 冠 」 と 
新旧 と り ま ぜ た 選曲 で 、 一 気 に た た みか け 
て いっ た 。 こ の 後半 を 見 て いて 、 彼女 が ア 
コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を 抱え な が ら 歌 う 
さま に 、 妙 に 感心 し て し まっ た 。 今 ハヤ リ 
の ちょ っ と お し ゃ れ な 歌 を 聞か せる 女性 シ 
ン ガ ー と 彼女 と の 違い が 、 ギ ター を 抱え た 
生 だ け で 明らか に わか っ た 。 つ まり 、 彼 女 


。 は シン ガー で ある と 同時 に 、 ミ ュー ジ シ ャ 


ン な ん だ と いう こと を 全身 か ら 匂い た た せ 
て いた 。 だ か ら 、 ご く 自 然 に バン ド の な か 
に いる 彼女 の 歌 を 享受 で き 、 い い 音 楽に 出 
会 っ た と き の ゾ クッ と する 快感 を 味わえ た 。 
その 快感 が 、 「 来 年 は 、 も っ と も っ と ライ ブ 


を た くさ ん や っ て いき た いと 思っ て いま す 。 
そし て 、 時 間 が た っ て も 古く な ら な い 曲 を 
作っ て いき た い 」 と 言っ て 歌っ た エン ディ 


ング の 「 愛 は いつ も 」 で 、 大 き な 感 動 の う 
ね り に な っ た 。 

アン コー ル の 「 ど こ に も 帰ら な い 」 で は 
終盤 の 強 さ と は うっ て 変わ り 、 う ん と リラ 
ックス し た 、 ま る で セッ ショ ン で も 楽し む 
か の よう な 彼女 と バン ド と の アッ ト ホ ー ム 
な 世界 を 楽し ませ て くれ た 。 
正直 いっ て 私 は 、 彼 女のコ ン サ ー ト で 感 
動 や 、 強 さや 、 思 わ ず 顔 が ほこ ろ ぶ よう な 
愉快 な 雰 因 気 と いっ た 、 い くつ も の 表情 を 
見 た の は 初め て だ っ た 。 お か げ で 、 何 年 ぶ 
りか で 、 コ ン サ ー ト が 終わ っ て 家 に 帰っ て 
か ら 、 こ れ ま で の すべ て の 彼女 の アル バム 
を 聞き 返す な ん て こと を し て 余韻 に ひ た っ 
て し まっ た 。 撮影 食 菅 沢 健治 文久 藤沢 映子 
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11 月 16 日 、 木嶋 浩史 の ライ ブ が 原宿 ル 
イー ド で 行なわ れ た 。 

彼 は '88 年 の デビ ュー 以来 、 今 日 まで 3 
枚 の アル バム を リリ ー ス し 、 常 に “時代 
と 真正 面 か ら 対 圭 し て きた ロッ ク ・ ア ー 
ティ スト で ある 。 こ の 日 も その アル バム 
か ら 、 パ 現在 の 木嶋 沙 史 "を と て も スト レ 
ー ト に 表現 し た 全 18 曲 が 演奏 され た 。 

客 電 が 落ち る と ミラ ー ボ ー ル を 3 基 の 
ライ ト が 照ら し 、 ソ リッ ド な エレ キ ・ キ ギ 
ター の スト ロー ク が 闇 を 切り 裂 い て 鳴り 
拓 ほ いた 。 続 いて スポ ッ ト ・ ラ イト が 集中 
する ステ ー ジ 上 に 「 真 夜中 の 向こう 側 」 
を 、 怒 り を ぶつ ける よう に 歌う 木嶋 浩史 
の 徐 が 映し 出さ れ た 。 

そし て "In The Night./ Through The 
Night/? と 、 こ の 曲 の エン ディ ング ・ フ 
レー ズ を シャ ウト し 続け る その ケタ は ず 
れ の 力 強 さ で 、 止 まっ て いた ルイ ー ド の 
時 間 は いっ せい に 動き 出し た 。 と ど ま る 
こと を 知ら な い 激 し い サ ウン ド と 、 あ ふ ぶ 、 
れる 激情 。 そ れ は まさ に 、 彼 の 歌 に 対す 
る 真 軸 な 想い を ダイ レク ト に 表現 し て い 
る か の よう で あっ た 。 そ ん な 空間 の 中 「The 


some Loner」 が 続い た 。 確 か に 、 あ り の 
まま の 心情 を 飾ら ず に 表現 する こと は 難 
し いと と か も じ れ な ゃ もい な ぜ な ら 、 そこ 
に は みっ と も な い 本 当 の 自分 の 次 と 、 逃 
れる こと の で き な い 痛み” が ある か ら 
だ 。 し か し 彼 は 自分 の 弱 さ か ら 目 を そ む 
ける こと な く 、 そ の 裏側 に ある 真実 を ハ 
ー ド な サウ ンド に 焼き つけ て いく 。 そ し 
て その 痛み が “真実 " で ある が ゆえ に 、 
彼 の 言葉 は 鋭く 胸 に 突き 刺さ り 、 其 飾る 
こと を 覚え た 僕ら を 一 瞬 に し て 貫い て い 
く 。 こ こ に 歌う 理由 ” を 持っ て いる 彼 
の 本 質 が ある よう な 気 が し た 。 


ミミ 
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Flagc>spirit of 90'S ン 」「Lonely Lone- 


EE 
ズ 苦 必 婦 字 で の 一 衝 緒 さき クツ ッ ー/ 


11 月 16 日 。 こ の 日 、 彼 の ステ ー ジ は と て も 激しかっ た 。 あ り の ま 
ま の 自分 を ダイ レク ト に 表現 し て いた 。 ラ イブ だ か ら こ そ 伝 わ 
っ て くる 彼 の ^ 一 生 沙 命 さ に 誰 も が 魅 か れ て いっ た 。 


ノン スト ッ プ で 続い た 4 曲目 は 、「 流 花 
ン ル カ < ン 」。 流 れる 花 と い う 名 の 彼女 と の 
すれ 違い 、 . そ し て 、 失っ て 初め て 気 が つ 
いた 彼女 の 大 切 さ を 歌っ た 敬 で ある 。 こ 
の 曲 に も 彼 の 痛み は し っ か り と 描き 出さ 
れ て いる 。 流 花 の こと を 思い や れ な か っ 
た あの ころ の 自分 へ の 怒り 、 そ し て 彼女 
へ の 想い が 今 、 祈り に も 似 た 歌声 に な っ 
て 会 場 を 駆け 巡る 。 

ショ ー ト MC を は さん で 歌っ た R&B の 「 失 
な われ た 週末 」、 ブ ルー ス ・ フ レー ズ を 織り 
込ん だ 「 天 使 と 彼女 ,。 ハ ー ド な サウ ンド 
だ け で は な い 、 彼 の も う 一 つの 持ち 味 を 
生か し た ナン パー を 披露 じ 、 ハ ー モ ニカ 
を 吹き な が ら ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 
を か き 鳴 ら す 「 ス トラ グリ ン ・ ヒ ル の 絆 」 
が 、 ル イー ド を 静か な 雰囲気 に 包み 込ん 
で kyo 左 。 

そし て 中 盤 の MC、「 不 器用 な ヤツ か も 
し れ な いけ ど 、 仕 事 で も 恋 で も 一 生 懸 命 
や っ て る ヤツ っ て カッ コ い いよ ね 。 俺 も 
そん な カッ コ よ さ を 身 に つけ た いと 思っ 
て ます 」 と いう 言葉 の 中 に は 、 来 年 26 歳 
に な る 彼 の 等 身 大 の 容 が あっ た よう な 気 
が する 。 そ ん な 想い が 込め られ た |0 曲 目 
は 、「 ピ ン ボ ー ル の 夜 」 だ っ た 。 

着 飾 る こと は 簡単 な こと 。 嘘 を 並べ る 
の は 、 と き に 真実 を 語る より も 楽 な こと 。 
そし て 流行 を 歌う の は 、 売 れる た め の い 
ちば ん の 近道 な の か も し れ な い 。 け れ ど 
あえ て それ に 硝 を 向け 、 つ ま ら な しい 美 意 
識 や 価値 観 に 流さ れる こと な く 、 バ カ 正 
直 に 自分 自身 を さら け 出 し て いく 彼 の 次 
は 、 本 当 に 美しく 輝い て 見 えた 。 

アン コー ル に は 、 月 2! 日 に リリ ー ス 
され た ば か り の 「 告 に 、 す べ て の 愛 を 」、 
そし て 『Birthday」 が 届け られ た 。 こ こ に 
は 自分 自身 を 含め 、 す べ て を 許し 、 そ し 
て 受け 入れ よう と する 彼 の 想い と 、 彼 女 
へ の 最大 限 の 愛情 が 注ぎ 込ま れ て いた 。 
自分 の 痛み を 知っ た ぶん 、 他 人 の 痛み と 
心 の 傷 を 思い や れる 彼 の や さ し さ が 、 シ 
ャ ー プ で ワイ ルド な サウ ンド に の っ て 、 
オー ル ・ ス タン ディ ング の は る か 上 空 を 
吹き 抜け て いく エン ディ ング だ っ た 。 

流行 だ けが も て は や され る 現代 に 、 み 
っ と も な い 自 分 の 姿 を 歌 に 投影 し 、 そ れ を 
誇り に 思い 、 信 じ て 歌 い 続け て いる 彼 の 
存在 を 、 一 人 で も 多く の 人 に 知っ て ほし 
い 。 哀 実 ? を 言葉 に する こと の つら さ 、 
そし て 、 そ れ を 見 据え 続け る と いう こと 
が どれ だ け 勇 気 を 必要 と する か を ……。 

この 日 の ルイ ー ド は 、 お 世辞 に も 満席 
だ と は いえ な か っ た 。 そ れ で も 最後 の 最 
後 ま で 毅然 と し た 態度 で 歌い きっ た 彼 は 
立派 だ っ た と 思う し 、 彼 自身 が 内 在 す る 
歌 た ち を 愛し た いと 、 強 く 思 っ た 。 い つ 
か 彼 の よう に 男気 を 感じ させ る 歌 が 、 こ 
の 混 と し た ロッ ク ・ シ ー ン を 有 照ら し 出 
す 一 筋 の 光 に な っ て ほし いと 願い な が ら 
人 8 撮影 人 南部 康男 文久 武田 智弘 





この 日 は 辛島 さん に と っ て 、 初 め て の 大 
ホー ル で の コン サー ト 。 そ し て わずか 2 日 
前 に は 、 そ の 週 づ け の オリ コン で 「 サ イレ : 
ント ・ イ ヴ 」 が シン グル ・ チ ャ ー ト の 1 位 








に 輝い た と いう 、 ま さ に オメ デ タ 続 き の 夜 
だ っ た の で す 。 も ちろ ん クリ スマ ス 気 分 も 
上 昇 中 だ っ た し ね 。 

さろ で 人 の らし まみ どり パ あい 半ば ほ 、 
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知ら な い 人 は まだ 知ら な いと 思う けど ( 当 
た り 前 だ よね )、 す で に 「『Gently」 と 『Good 
Afternoon』」 と いう 2 枚 の アル バム を 出し て 
いて 、 こ れ が どちら も ロン グセ ラー と な っ 
て いる 人 。 そ れ に 「 ツ バ メ 」 と いう 曲 は TBS 
系 「 月 曜 ド ラマ ・ ス ペ シ ャ ル 』」 の オー プ ニ 
シグ ・ タイ トル で 評 に も な こと も ある だ る ろ る 
うし 、 最 近 で は 「 笑 顔 を 探し て 」 と いう 曲 
が 読売 テレ ビ 系 人 気 ア ニ メ 『「YAWARA/」 
の エン ディ ング ・ テ ー マ に 使わ れ た り し て 、 
実は な か な か に 人 気 の あ る シン ガー な の だ 。 
そう いう 、 下 地 は バッ チリ と いう 状況 の 中 
で 「 サ イレ ント ・ イ ヴ 」 に 火 が つい た も の 
だ か ら 、 こ の メル パル ク ホ ー ル 東京 は 女 の 
子 た ちの 華 や い だ 雰囲気 と 、 男 の 子 や オジ 
サン た ちの 抑え た 熱 っ ぽい 視線 が 飛び 交 っ 
て 、 な か な か に いい 緊張 感 が 満ち あふ れ て 
だ の か で も た 、 

ステ ー ジ に 登場 し た 辛島 さん は 、 す ご く 
か わい い パ ー プ ブル の ドレ ス を 着 て 、 実 に チ 
ャ ー ミ ング 。 思わず 女性 の 間 か ら 「 か わい 
い 」 と いう 潤 め 息 が も れ ま す 。 女の子 と い 
う よ り ば は 「 女 らし さ ". と いう モノ MMCK き 
びさ に 出会え た よう な 気 が す る 。 これ は 「 と 
っ て お き の 朝 」 か ら 始 まっ た プロ グラ ム が 、 
「 輝 き の 瞬 間 」「Ring Ring」 と 進行 する うち 
に 、 本 当 に “ああ 、 こ の 人 は そう いう 人 な 
ん だ な と 納得 で きた の だ っ た 。 

つま り 、 素 直 で 強く て 、 か わい らし く て 
足 い 人 一 一 今 よ り もう少し 前 、 日 本 が まだ 
金 満 国 と な る 前 に 理想 と され た 女性 像 。 そ 
し て 今や すっ か り ト レン ド の 主流 の 影 に 義 
を 消し て し まっ た 女の子 た ち ーー そ うい う 
女性 本 来 の 美しい 性 質 が 、 辛 島 さ ん の 中 で 
は キチ ン と 息づい て いる 。 し か も それ が そ 
の まま 歌 と な っ て 出 て くる の だ か ら 、 こ れ 
は 彼女 の 音楽 に 魅力 が ある の も 当然 の こと 
な ん だ が な て 、、 。 

この 日 、 ホ ー ル に 来 た 人 の 中 に は カッ プ 
ル も 多かっ た し 、 き っ と あの ドラ マ 「『 ク リ 





スマ ス ・ イ ブ 」 を 見 て 、 興 味 を 引か れ て 来 
た 入 も た くさ ん いた と 思い ます 。MC で は こ 
が こと を 置 や て いま し た 。 

「 ク リス マス と いう と 、 い ろ ん な 言い 訳 な 
し に ウキ ウキ する よう な 気持 ち に な る の は 
不思議 で す 。 日 本 人 だ か ら か な 。 で も 、 い 
ま の 胃 の 子 た ち は | 年 も 前 か ら そ の 日 の た 
め に 計画 を 立て て 、 レ スト ラン を 予約 し て 
ベイ 浦安 に ホテ ル を 決め て 、 続 く の か 続か 
な い の か わか ら な い 彼 女 の た め に た い へ ん 
だ な あっ て 思い ます 。 ( 笑 ) 本 当 は 、 お 人 金 や 
流行 で は な いよ うな 気 が す る ……」 

みん な 、 よ く 考 えれ ば そん な こと わか っ 
て いる ん だ と 思う の で す 。 お 金 を 使う こと 
が 愛情 や オシ ャ レ な ん じゃ な く て 、 二 人 で 
一 緒 に 楽し め る こと が 大 事 な ん だ っ て 。 そ 
れ に 、 人 人 生 い つ も 恋愛 し て いる わけ で は な 
いん だ か ら 、 一 人 で クリ スマ ス を 過ごす こ 
と も お か し く な いっ て 。 た だ 、# 間 純 ま や テレ 
ヒ が 、 み ん な が そう し て いる ゾ っ て いう か 
ら 、 流 され ちゃ っ た わけ で 。 

で も 、 た と えば その 夜 、 会 場 に 来 て いた 
カッ プル の 人 た ち も 、 き っ と 辛島 さん に は 
満足 し て くれ た と 思い ます 。( も ちろ ん シン 
グル の 人 た ち も ね ) な ぜ か と いう と 、 辛 島 
さん の 歌 に は 、 ラ ブ ソ ング で も 恋人 と 別れ 
て し まっ た 歌 で も 、 自 分 が スッ ク と ひと り 
SG75 歩 いて いけ る こと の 犬 切 き と に そ 
れ ゆ え の 相 手 へ の 思い や り と が 満ち て いる 





に まる 


愛し て いる と きも 、 別 れ て し まっ た と き 
も 、 こ れ か ら 出 会 う 誰 か へ の 準備 と いう 意 
味 で も 、 彼 女 の 歌 は と て も ナチ ュ ラ ル で や 
きじ い 。 こ ん な ふう に 人 と し て 、 女 性 と し て 
の 基本 を 歌え る 人 っ て 、 他 に は いな いと 思 
う 。 ち ょ っ と ヒネ た り 、 ひ が ん だ り 、 憎 ん 
だ り し て も 、 温 か さと 思い や り と で ダメ ー 
ジ を カバ ー し て いく 。 き っ と それ が 辛島 さ 
ん の や りか た な の で し ょ う 。 だ か ら 愛 する 
と き に は 心から 素直 に 君 を 愛す わけ で -……。 

と いう わけ で 、 誰 も が 彼女 か ら の ぬく も 
り を わけ て も ら っ て 、 ポ ッ と 温か い 気 持ち 
に な れ だ ロン サザ サート で じ た , きっ と "91 年 は 
辛島 さん の よう に 、 本 当 に 大 切な こと は 何 
な の か な っ て 、 キ チン と 見 つめ て いる 人 や 
音楽 が 主流 に な る の で は な いで し ょ うか 。 

撮影 代 藤 田 正 弘 文久 高山 真由 美 
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の 党 分 ライ ンカ デブ プ と な っ て 友 沈 だ: 


いき な り だ が 、 来 年 | 月 17 日 ・18 日 に 浅 
谷 公会 堂 2days が 決定 し た 。 これ も 、 彼ら の 
人 気 が 急 上 昇 し て いる 証拠 だ 。 (し か も 2days 
だ 

さて 、 そ の 前 に ファ ン の みん な に 知っ て 
ほし いこ と が ある 。 渋谷 公会 常 で の ライ ブ 
ーー そう 、 現 在 も 続行 中 の ^Sexuality" ツ 
アー の 初日 、 9 月 29 日 の ライ ブ で 、 初 め て 
の ホー ル ・ ラ イブ の 日 で あっ た ーー 一 が ビデ 
オ と レー ザー・ デ ィ ス ク に な っ て 1 月 昌 日 








0 1 oi 』 MO IN" 


に 発売 され る 。 緊張 と 興奮 と 熱 手 が いっ 
じかに が つる 走っ て いた よう な あの 
瞬間 が その まま 詰め 込ま れ て いる 。48 分 
間 、 全 14 曲 が 収録 され た 今回 の ビデ オ に 
は 、 月 に 発売 され た ば か り の アル バム 
*Sexuality" か ら の チュ ー ン も 入っ て い 
る の で これ は 必見 。 ま ば た き 不 可能 の ス 
ピー ド 感 と そ を の ビジ ュ ア ル に も 楽し み が 
いっ ぱい 。 た だ 封 い だ け で は な く 、 SEXY 
で お し ゃ れ で 彼ら らし い エ ッ セ ンス が い 
っ ぱい つま っ た 作品 
だ 。 お 年 玉 を と っ て 
お いて 、 ドー ン と 奪 
発する 価値 は ある ぞ 。 
行っ た 人 は 思い 出 に 、 
行け な か っ た 人 は 涼 
公 追 加 公演 の 予 将 用 
に (まし い 中 洒 だ ) 
特典 と し て 初回 の み 
6 枚 組 ポス トカ ー 
ド ・ カ レン ダー が 特 
殊 パ ッ ケ ー ジ て 封入 
し て ある よ 。 お 値段 
の ほ う は 4800 円 で 
すそ る だ この EE 
デオ の タイ トル は 

「FILM BY-SEXU 
AL 2-CLIVE IN SHI 
BUYA KOKAIDOCC」 
の RG 


秋 以 降 、 全 国 の ラ 
イブ ハウ ス を 精力 的 
に まわ っ て いた 横道 
坊 半 : 次 の 以 や リカ 
ョ ュ ア ルル な メッ セー デジ 
と 強 准 な サウ ンド は 、 
新た な パリ ワー と より 
豊か な 表現 力 を 得 て 、 
見 る 者 の 心 と 体 に 改 
め て 何 か を 刻み 込ん 
786 よ す だ 。 

そん な 充実 し た ラ 
字 プ ヴ *・ ツ アー と と も 
に 1990 年 を し めく く 
る 横道 坊主 だ が 、 来 
た る べき |99| 年 も 
早々 か ら 我々 を ゾク 
ゾク させ る よう な ラ 
イプ を 企画 し て いる 
らし い 。 "横道 坊主 vs 
暴動 坊主 " と いう タ 
イト ル の スベ シャ ル ・ 
ライ ブ が 、! 月 7 日 
の 新宿 パリ ワー ステ ーション と 日 の 大 
阪 バ ナナ ホー ル で 行なわ れる と いう の 
だ 。 暴 動 坊主 と は いっ た い 何 者 な の か ? 
その プロ フィ ー ル な ど に つい て は いっ 
さい 公表 され て いな い 。 ラ イブ の 内 容 
に つい て も ね ま べ で ジー クタ レッ トド ト 。 あ た 
か も “すご いも の を 見 せ て や る 。 そ の 
目 で 確か め に こい /” と いわ ん ば か り 
だ 。 こ れ は 足 を 運ん で みる 価値 が あり 


ヽ 責 SSNN へ NN で や の SS ペー や 深 





克 婦 の " 元 つの た どど の と ゲ ク 


本 城 未 少子 の ニュ ー・ ア ル バ ム が 12 月 2| 
日 に リリ ー ス され る 。 タイ トル は !『 ShallWe 
Dancej。 そ う で す 、 か の 有名 な ミュ ー ジ カ 
ル 『 王 様 と 私 」 の メイ ン ・ ソ ング と 同じ タ 
イト ル // 実は で すね 、 本 城 が ダン ス が 付 
くい い タ イト ル は な いか な あ 、 と 日 々 、 考 








えて いた ある 日 、 地 下 鉄 に 乗っ て いた ら 、 
な ん と 「『 王 様 と 私 』 の ポス ター が 目 の 中 に 
飛び 込ん で きた 。 そ し て 、“Sall We Dance//” 
これ し か な い / 、 と 確 僧 じ た 。 

今 作 は 、 昨 年 の 春 (3 月 5 日 ) に 再 活動 
第 一 弾 と し て リリ ー ス し た 「『VISUALISE』 


シリ ー ズ の 第 3 弾 で 、 完 結 編 で も ある の だ 。 
「 音 楽 活動 を 再 スタ ー ト し て 、 3 枚 ア ル バ 
ム を 作っ て いく 中 で 、 自 分 の 変化 みた いな 
も の が 出せ て 、 3 枚 目 で 今後 、 本 域 は こう 
な っ て いく よ 、 と いう 入口 に な れ ば と 思っ 
FT 。 何 も つか め な か っ た ら 、 音 楽 を し 
て いて も ダメ だ な 、 と 自分 で は 思っ て た ん 
で あ よ 」 
| 人 軸 話 は さか の ぼる けれ ど 、 

へ ビー メタ ル と いう ジャ ン 
ル が ち デ ュー し て 、 カテ 
ゴ ラ イ ズ さ れ た 中 で 歌う こ 
と に 疑問 を 持ち 、 一 時 、 音 楽 
を 休止 し て 、 そ も そ も 好 き 
だ っ た ダン ス 、 舞 台 を や っ 
て いる うち に 歌う こと 、 音 
楽 が や っ ぱり 好き だ っ た 自 
分 に 気づき 、 今 度 は スタ イ 
ル に と ら わ れる の で は な く 、 
自由 に 自分 の イメ ー ジ や チ 
ャ レン ジ を 音 に 、 歌 に し た 
の が この 3 部 作 だ っ た 。 
多少 天光 で も か ゃ や 
ド な ギタ ー ワ ー ク が きい て 
いる サウ ンド を や り た いと 、 
フェ ルズ 貴 プ ャ ィ デ ィ イア ウェ 
ンス ペグ ゲロ ジェ グ ド と レコ 
ー デ ィング を し た り 、 そ ぞ それ 
を も と に 、 ラ イブ を し た 中 
か ら 生 まれ た キー ワー ド が 、 
キュ ンー ギド ュ ク レイ ジー・ バ 
ー ド ・ ダ ンス ・ ロ ッ ク ( 通 
称 CCHD)。 








の 

な お 、 横道 坊 主 は この あと | 月!5 日 
に 札幌 ペニー レイ ン で の ライ ブ を 経て 、 
4th ア ル バ ム の レコ ー デ ィング に 突入 す 
る 。 今回 は 完全 セル フ ・ プ ブ プロデュ ー ス 
に よる 国内 レコ ー デ ィング と いう 形 を 
と る らし い が 、 今 か ら 完 成 が 楽し み で 
ある 。 199| 年 も 横道 坊主 か ら 目 が 離せ 
そう も な い 。 


「CCHD っ て 、 こ れ 以 上 な に も な いや っ て い 

う ぐら い に 自 分 の 思っ て いた も の で 、 今 は 
音楽 作っ て いう だ け じ ゃ な く て 、 自 分 の 性 
格 で あっ た り 、 生 活 で あっ た り と か だ な 、 
ど 天 うん だ よね 和 。 ベ ペッ ド ・ ミ ドラ ー が 
すご く 好 き で 、 こ の あい だ 出 た 新しい アル 
バム も 、 女 の 子 の 気持 ち み た いな の を 歌っ 
て る ん で す よ 、 オバ さん な の に ……。 で 、 役 
者 さん も する ん だ けど 、 な ん か すご く ハ ー 
ド で 豪 己 な こと や る の ね 。 で も も の すご く 
キュ ー ト で か わい い の 。 私 も ああ いう オバ 
さん に な り た いな 、 と か 思っ て 、“ や っ ぱり 
女の子 は キュ ー ト で な くち ゃ が” な ん て 思 
うん だ す よ と そう いう の の 02 ステ ヤジ と 
か 音 で 出せ た らい いな っ て 、 思 っ て ……」 

漢 然 と あっ た 本 城 の 中 の 音楽 が 2 枚 の ア 
ル バ ム 制作 と ライ ブ の 中 で 、 ひ と つの 形 と 
な っ て 見 えて きた 。 

「 ラ イブ の 中 か ら 、CCHD ロ ッ ク と いう の が 
出 て きた わけ だ か ら 、 こ れ は ライ ブ の メン 
バー で や れる ん じゃ な いか な 、 と 思っ て 作 
り 出 し た の が 今回 の アル バム 。 そ れ で プリ 
プロ を 始め た と き に 、^ こ れ は 自分 の 頭 の 中 
に ある も の が 音 に な る な /” っ て すご く 感 
じ て …… バ :。 な ら 、 詞 も 全部 書き まし ょ 、 っ て 
感じ で 、 で き あ が っ た ん で す 」 

だ か ら “Shall We Dance ? “。 も ちろ ん A、 
\ 員 ろ う よ /" っ て 思い も ある ん だ けど 、“ み 
ん な で 踊っ て 、 キ ュー ト に な ろう よ 、 す て 
き に な ろう よ /7” っ て いう 本 城 の 思い が 込 
め ら れ た タイ トル な ん だ な 。 女の子 の 本 当 
の キュ ー ト さっ て ヤツ を ね っ // 

撮影 劉 南 部 康男 文 倫 河合 美佳 






と ー ん に 浮 / ア ば 
馬力 巡 蘭 の カラ アプ ン 


よう や く 初 ライ ブ ・ ツ アー を 行なっ た 永田 真 代 の 11 月 26 日 、 大 
阪 ミュ ー ズ ホー ル で の ライ ブ を レポ ー ト 。 今 後 の 彼 女 の ス テー 


ジ に お ける エン ター テイ ン メ ン 


ゆっ くり と ネジ を 巻い て 彼女 は ステ ー ジ 
こ 登 場 し て きた 。 大 きく あふ れ そ うな 瞳 に 
うれ し さ を 満 載 し て 。 

フォ ー タ イフ *・ レ コー ド が オー ディ ショ 
ン で 、 す ご い 数 の 女の子 の 中 か ら 選 ん だ 永 
田 真 代 の 初 ラ イブ が 、 大 阪 の ライ ブ ハ ウ ス 、 
ミュ ー テ ス *・ ホー ル で 行なわ れ た 』 初 ラ イブ 
と いう と 、 ア ル バ ム を 2 枚 も 出し て いる の 


で 少し 変 な 感じ も する が 、 要 する に じ っ く 





ュ と いっ て も 少し は ずれ る 。 今 まで の ライ 





ト 有 要素 に 注目 で きそう だ 。 


り と 練り 上 げ る た め に それ だ け の 時 間 が か 
か っ た みた い だ 。 

ダン スズ ス * Emー ト と チャ ー ミ ン の 本 00 
ド が 、 ア ンコ ー ル も 含め て 18 曲 。 そ れ ら が 
オー プ ニ ン グ ・ ナ ン バ ー か ら 全 力投 来 で 客 
席 を 襲う …… と いう と 大 げ さ すぎ る 表現 に な 
っ て し まう が 、 気合 い の 入り 方 が 違っ た 。 
パワ フル と いう の で も な く 、 エ ネル ギ キッ シ 








プ と いう 概念 と は 違っ た 新しい 考え 方 で 、 
アプ ロー チ し て いる こと が わか る 。 そう 、 
た と える な ら 、 今 か ら ハ ヤリ そう な 気配 を 
見 せ て いる スノー・ ボ ー ド の 感覚 。 雪 の 上 
を サー フィ ン す る スピ ー デ ィ ー で ダイ レク 

ト な 気分 が 味わえ た 。 

で も すご く 練 習 し た ん だ ろう な っ て 、 僕 
ら を 楽し くさ せ て くれ る 彼女 の 一 生 懸 命 
に 、 感 じ 入 っ て いる こと も 事実 だ 。 パ フォ 
ー マ ン ス を 自分 た ち で 作り 上 げ る こと は 今 
の 時 代 で は 簡単 な こと だ ろう 。 し か し それ 
を 、 対 象 を 決め て 見 せる と な る と 、 こ れ は 
大 変 な が な こと に な る 。 ま ず 規 定 種目 が あっ て 
か ら 自 由 演 技 に 移ら な けれ ば いけ な い 。 フ 








真 代 






ィ ギ ュ ア ・ ス ケー ト や 新 体操 な どの パフ ォ 
ー マ ン ス な ら 、 別 々 に 分 か れ て いて 、 2 度 
に わた っ て 表現 で きる が 、 ラ イブ で そん な 
こと AU を の の つこ に て の 富 
し に の AL が DA スグ と いい 人 パッ ツル 
ョ ン を 来 て くれ た 人 に あげ な いと いけ な い 。 
「 私 、 本 当 に うれ し い 。 今日 は 最後 まで 盛 
り 上 が ろう ね 」 っ て みん な と 約束 し た 真 代 
は 、 い き な り 「NOBODY KNOWS YOUR 
MIND」「 ダ ンス ・ フ リー ク 」「 き きわ け の な 
い COO0L」 を ダン ス し て みせ た 。 十分 と は 言 
えな いけ れ ど 、 完 成 し 消 化し た 自信 が ダン 
ス を 光ら せ て いる 。 ビート に の っ た 洲 え た 
彼女 の 反応 が 、 曲 を 追う ご と に 高まる 。 初 
め て 見 る ファ ン は 、 歌 が 進ん で いく ご と に 
少し ずつ 、 座 っ た まま だ が 足 を ステ ッ プ さ 
せ 、 距 り た い 様 子 を 隠せ な く な っ て くる 。 
真 代 は そん な 様子 に まっ た く 気 づい て い 
な い 。 こ の へ ん が 初 々 し いと ころ で 、 ど ん 
どん 曲 を 追う 真 代 に 、 今 度 は 送 に ファ ン が 
どん どん 迫っ て いく こと が 始ま っ た 。 

中 盤 、 彼 女 の シ ング ル ・ カ ッ ト 曲 「KISS 
の 場所 」 で ファ ン 全 員 が 立っ た 。 うれ し そ 
うに 真 代 は ステ ッ プ し な が ら 歌 う 。 続 く 、 
原田 真 二 が 彼女 に プレ ゼン ト し た 
「SWINGER」 で 、 フ ァ ン と 真 代 の テン ショ 
ン が 結合 し た 。 

その あと の MC は 、 何 を 言っ て いる の か ま 
っ た くわ か ら な いけ れ ど に よ て くわ か る 真 
代 の 気持 ち ” か 会場 いっ ぱい に 広がっ た 。 
そし て 新しい アル バム 「『JUST ME」 か ら 、 
彼女 が 初め て 書い た 曲 「 午 後 の 光 の 中 に い 
る 」 を ヒア ノ の 弾き 語り で し っ と り と か み 
し め る よう に 聴か せ た 。 
アル バム ・ タ イト ル ど お 
り の その まま の 真 代 が いる 。 
キャ ッ チ ・ コ ピー を も う ひ 
と つ 付 ける な ら 裸 の まま 
の 真 代 " に し よう と 、 こ の 曲 を 聴き な が ら 
僕 は 思っ た 。 つ いで バー ブラ ・ ス トラ イザ 
ンド の 名 曲 「 ス ー パ ー ス ター」 を カバ ー。 
彼女 の 夢 が 静か に 燃え て いる こと を 知ら せ 
る ナン バー だ 。「 ミ ュー ジ カ ル を し た い の 。 
ビー ト が あっ て た いく つ し な い 、 ス ケー ル 
の 大 き な 」 と 言っ て いた こと を 思い 出し た 。 
後半 に 入っ て 会 場 と 一 体 化し た ステ ー ジ 
は 、 申 し 分 の な い ハ ッ ピ ー な 表情 で 運ば れ 
た 。 フ ァ ン は それ ぞ れ に 好き 勝手 な ステ ッ 
プ を 踏ん で 、 こ の 解放 感 と 爽快 な ビー ト ・ 
フィ ー リ ング を 楽し を で いる 。 だ が 、 真 代 
は 楽し ん で いる ファ ン の 顔 を 捉え る こと が 
で き な い ほど に 、 自 分 自身 で も その ビー ト 
に 酔っ て いた 様子 だ っ た 。 

アン コー ル 。 予 定 は し て いな か っ た か ら 、 
好き な ナン バー を 選ん だ 。「KISS の 場所 」 
は 、 彼 女 に と っ て いち ば ん 自分 を 出せ る 曲 
な ん だ ろう 。 2 回 目 の 「KISSC」 は 、 彼 女 
の 完全 な 自由 演技 の パフ ォ ー マ ンス と な っ 
て 、 サ ウン ド に 溶け 込ん で 、 彼 女 の 身体 が 
一 朋 ス テー ジ か ら 消 えて し まっ た 錯覚 に 陥 
っ て し まっ た 。. そ れ ほ ど 、 彼 女 は ビー ト を 
愛し て いる ん だ と 気がつい た 。 

ライ ブ を 初め て 体験 し た 女の子 は 、 そ の 
後に 会 うと 女性 に な っ て いた 。 

撮影 久 菅 沢 健治 





文代 佐伯 進 
79 


こと な 漠 太 の 必 で 光る 巡 女 の が 女 


tn つう か が からだ が ろう が : ツク グル ジン ツ 上 
が ショ ー・ ア ッ プ され 、 エ ンタ ー テ イン メ 
ント 性 を 強め て いっ た の は ……*。 

発散 する 場所 を 見 失っ て いた 若者 の パワ 
ー は 耳 を 裂く よう な 電気 音 に 反応 し 、 ロ ッ 
ク と いう 音楽 が 、 若 者 の ステ イタ ス と し て 





男 た ちか ら 圧 倒 的 に 惚れ られ る タ 
イプ の 男 が いる 。 吉 田 拓郎 は 、 ま き 
れ も な くそ の ひと り だ 。 し ょ せん 人 
間 は ナマ 身 で ある こと の も の 哀 し さ 
も 、 無 限 の 喜び も さら け だ し て 歌っ 
て きた 。 毎日 を 生き て いく こと の 肌 
ざわ り を ざら り と 感じ させ て くれ る 
歌 。 男 た ち は 、 そ の 歌 の 中 に 、 生 活 
感覚 だ と か 価値 基準 だ と か を 共有 し 
で きか の だ うみ か > 

も ちろ ん 吉田 拓郎 に は 、 女 性 ファ 
ン も めっぽう 多い 。 だ けど 、 た ま ら 
な く あ こ が れ る 男 同士 の 世界 " に 
は 入り こめ な い 。 男 と 女 と いう 二 元 
論 で くく る つも り は さら さら な い の 
だ が 、 拓 郎 と 男 た ちと の 、 緊 張 の 熱 
を 帯び た 、 あ る 連帯 感 を 目のあたり 
に 見 せつ けら れる と 、 女 た ち は “ ひ 
ゃ ああ …… と 興奮 し て し まう 。 それ 
は し か た の な いこ と だ 。 た と えば "90 
年 中 月 15 日 、 武道 館 で の オー プ ニ ン 
グ が 、 そ ん な 瞬間 の * 例 "” で ある 。 
「 拓 郎 、 出 て こい ./」「 ば か や ろ 一 っ 」 
ケン カ を 売る よう な が な り 声 の 大 音 
響 に 迎え られ 、 拓 郎 は 登場 する の だ 。 

この 日 の ステ ー ジ は 男 達 の 詩 " 
と 題 さ れ て いる 。 男 も 女 も 押し か け 
た 。 拓郎 は 「 こ ん ば ん は 」 と さり げ 
な く ひ と こと 発し た あと 「 抱 きた い 」 
か ら 歌 い は じ め た 。 

バッ キン グ ・ メ ン バ パー に は 、 元 オ 
フ コ ー ス の 松尾 一 彦 や 清水 仁 の 顔 も 。 
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出現 し た 。 若 者 た ち は ロ ッ ク ・ コ ン サ ー ト 
に 集い 興奮 し た 。 そ の 興奮 を 聴覚 的 に あお 
る よう に P.A. シ ステ ム が 出現 し 、 視 覚 的 に も 
興奮 させ る よう に 、 照 明 が その ビー ト に 合 
わせ て | カラ フル に 、 て もじ て パレ アル に 、 
も の すご い ス ピー ド で 演出 を 加え た 。 





今 か ら 何 十 年 前 の こと だ ろう 。 ロ ッ ク は 
プリ ミ テ ィ ブ な 演出 だ け で 十分 に 興奮 で き 
た 。 そ し て 時 間 の 流れ の 中 で 、 こ の 演出 は 
巨大 化し た 。 コ ン サ ー 上 ト 自体 の スケ ー ル ・ 
アッ プ 化 と 、 プロ グレ ッ ジ ア ャ ロッ ウッ ク な ど 
の 壮大 な サウ ンド の 出現 に よっ て ……。 

'80 年 代 中 期 ご ろか ら 、 日 本 で も ロッ ク ・ 
コン サー ト に お ける 演出 の スケ ー ル 感 、 エ 
ンタ ー テ イン メン ト 性 は 重 
要 な 要素 と な っ て いつ た 。 
し か し 、 "80 年 代 末 、 "90 年 代 
に 入り 、 バ 近ごろ 、 この 演出 
と いう も の ば か り が 取り ざ 
た され すぎ て は いな い だ ろ 
が の と いと 考え "た も ま 
うこ と が ある 。 

11 月 23 日 、 代 々 木 体 育 
館 、9 月 6 日 より スタ ー ト 
し た 浜田 麻里 の ツア ー 

*COLORS”" の メイ ン ・ イ ベ 
ント と も いっ て よい この 日 。 
ステ ー ジ は 数 えき れ な い ほ 
どの バリ ライ ト に 、 レ ー ザ 
ー と 、 見 事 な 演出 が 用 意 さ 
れ で いた 。 

けれ どこ の 日 の ステ ー ジ 
で は 、 確 か に その スペ ー ス 
と 仕掛 け の 週 を つく し た 演 
出 に 圧倒 され は し た も の の 、 
演出 だ けが 頭 に 残る 、 と い 
う よ う な 思い は まっ た くし 
な か っ た 。 

オォ オープニング の SE が 流 
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拓郎 は どの 歌 で も 、 歌 い 終 わる と すぐ さま 、 
マイ クス タン ド わ き の 諸 面 台 か ら 用 済み の 
歌詞 カー ド を 無造作 に ハラ リ と 床 に 落と す 。 
そし で 、、 ゆ る ぎ な い ザ サウ ンド の エン デイ で ア 
グ を 縫う よう に 、 腰 を 沈め て ギタ ー を か き 
な らし 、 ス テッ プ を 踏む 。、 和 白い スニ ニー カー 
の 動き は 、 と て も 軽かっ た 。 と き お り 見 せ 
る 背中 は 、 し ん と し て いて 広かっ た 。 

新 し め の ナン バー と 入り 混じり 、「 さ れ ど 
私 の 人 生 」「 ひ ら ひ ら 」 「 春 だ っ た ね 」「 ベ ニ 
ー レ ー ン で パー ボン 」…… と いっ た 770 年 代 
の な つか し い 作 品 
も あっ た が 、 ど の 
歌 に も “オン リー・ 
イ ギ 久 ター の 
近 さ で ひき つけ ら 
れ 、 それ で よけい 
に うれ じ く な る 。 
さら に 、 大 胆 な ア 
レン ジ に よる 「 神 
田川 」 (作詞 ・ 喜 多 
条 忠 、 作曲 に 南 こ 
う せ つ ) まで 飛び 
出す 。 か ぐ や 姫 に 
よる 73 年 の 大 ヒッ 
ト 曲 で ある 。」 若 
か っ た あの ころ 何 
も 怖く な か っ た 罰 
"者 衣 8 。 拓 郎 は 、 ど ん 
な 気持 ちか ら セ レ 
クト し た の だ ろう 





その 鍵 は 、MC に ある よう な 気 が し た 。 
大 学 の 後 募 の 車 で 広島 か ら 東京 へ 乗り つ 
けた 日 か ら 、「 東 京 は どう し ちゃ っ た ん だ ろ 
う 、 ま っ た く 」 と いう 今日 まで の 話 ……。 

「 (東京 ) な ん と か や っ つけ て や ろう と 思 
っ た 。 杉並 区 の アパ ー ト の ドア を 開け る と 、 
な ん と な く 夢 が ころ が っ て る 気 が し た 。 今 
は まっ た くち が う 。 ( 笑 ) 東京 に は イヤ な 野 
郎 、 イヤ な 現実 ……。 も し か し た ら 僕 た ち に 
は (ほか に ) 行き 場 が ある の か も 。 テ ー マ 
は 人 間 の 居場所 」 そ し て ギタ ー 一 本 で 弾き 








れ 、 降 ろ さ れ た 幕 の 後ろ 側 で 「ls This Jus- 
tice ? 」 を 歌い 始め る 浜田 、 そ の も っ た いぶ 
っ た オー プ ニ ン グ の 演出 も さる こと な が ら 、 
意外 に も 渋い グレ ー の コー ト に 身 を 包み 、 
ギタ ー を か か えて 出現 し た 彼女 に は 、 一 瞬 、 
息 を の ん だ 。 間 奏で コー ト を 脱ぐ と 、 中 は 
ゴー ルド の 総 ス パン コー ル の パン ツ 凌 。 

白い ドレ ス で 聞か せる 「 Open Your Heart」 
「Monologize」「Empty Room」 の パ バラード 
群 。 後 半 埋 は 、 パー プル の 総 ス パン コー ル 
の ミニ ドレ ス 。 そ の 下 に 白 の ミニ ドレ ス を 
も う ひ と つま と っ て いた / 

そん な 衣装 と サウ ンド の 変化 に 合わ せ て 
バリ ライ ト が 、 レ ー ザ ー が 、 ス テー ジ 上 は 
も ちろ ん の こと 、 客 席 ま で も が ステ ー ジ と 
ば か り に 照ら し まく る 。 

ステ ー ジ 両 サ イド に 作ら れ た スペ ー ス で 
は 、 キ ー ボ ー ド と バイ オリ ン に よる ファ ン 
タス ティ ッ ク な サウ ンド が 奏で られ 、「Prom- 
ise In the History」 で は 、 浜 田 自身 が 右側 
上 空 に 設け られ た ピア ノ で 弾き 語り を 聞か 
せ て くれ る 。 

マグ ネ シ ウ ム 、 銀 テー プ 、 電 飾 。 次 か 
ら 次 へ と みごと に 、 そ の スペ ー ス を 十分 に 
生か し た 演出 が 施さ れ て いく 。 け れ ど 、 そ 
こ に は 必ず 浜田 麻里 が シ ツ カ リ り と いい た 。 

ハー ドロ ッ ク ・ ボ ー カ リス ト か ら ロ ッ ク ・ 
ボー カリ スト へ 。 そ し て 、 よ り 幅 の 広い ボ 
ー カ リス ト へ と 成長 を 続け 、 ア ー テ ィ ス ト ・ 
アイ デン ティ ティ を 明確 に 持っ た 浜田 麻里 
だ か ら こ その ステ ー ジ 。 久 々 に エン ター テ 
イン メン ト た っ ぷり の ロッ ク ・ ラ イブ だ っ 
な > 撮影 錯 菅 沢 健治 文 念 河合 美佳 


語っ た 「 中 の 上 」 と 「 東 京 の 長く 熱い 夜 」 
は 、 こ の 日 の 圧巻 だ っ た 。 

や る せな さも 愚か さも の みこ みな が ら 、 
拓郎 が 旅 を し 、 咲 えて いる うち は 怖く な い 、 
まだ まだ だ いじ ょ うぶ いっ と 、 男 も 女 も 力 
が わい て くる 。 拓郎 は 錠 第 で 、 初 々 し か っ 
た 。 前 へ と 進む も の は 、 い つも 、 な ん て ス 
テキ に “未完 | な の だ ろう 。 

議 面 台 か ら 18 枚 の 白い カー ド が 舞い 落ち 
て 、 拓 郎 は 「 ま た 会 お う ね 」 と 両手 を 振っ 
LA 文久 四方 淳子 









『 も 一 いい か い .』。 12 月 16 日 、 そ うい う 名 前 
の ベス ト ・ ア ル バ ム が 発表 され た 。 も うい 
いか い 7? っ てい われ て も 、 ち ょ っ ち 「 ま 
ー だ だ よ 」 っ て 返し た く な る ぐ で らい の タイ 
ミン グ で の ペスト で も これ に は 何 か わ 


ペ ズ ん ル ・ ア ルン リス を の で る 一 の) の 


野 は ん に 聞い て みて ん 。 


ーー この 時 期 に ベス ト ? 

筐 時 早い と いえ ば 早い ん だ けど 、 ウ チ の 
場合 は そう いう の も 意味 が ある か な 、 っ て 。 
LN 


和 葉 野 シン グル に な っ た 曲 し か 耳 に し て な 
い フ ァ ン の 人 た ちがい る と すれ ば 、 そ の 人 
た ち に は バン ド の 一 貫 性 が つか みき れ て な 


いん じゃ な いか ? っ て 思っ た ん で す よ 。 
音楽 性 の 面 と か で みる と ウチ の シン グル は 
毎回 バラ バラ だ し 。 そ れ を 今回 みた い に 全 


けが ある の か も し れ な い 。 っ て こと で 、 笹 








ホン ト 、 冗 談 じ ゃ な いん だ っ て ば / 世 も 世紀 
末 を 迎え 、 何 が 起こ っ た っ て 不思議 じゃ な い 。 そ 
う 、 宇 宙 人 が バン ド ・ デ ビュ ー し た こと だ っ て / 
前 号 で も ちゃ ん と お 知ら せ し た じゃ な いっ 。 ナ ニ 、 
見 逃し た の ? いっ た い 、 ど ん な ヤツ ら だ っ て ? 

その 名 は FUNKY HORROR BAND(F.H.B)。 メ ン バ 
ーー の ビビ E、 クタ ラウ カス カル ー ン 、 メン 玉 
ワリ イィ イ 、 バ ム の 6 人 は 、 あ の 古代 アト ラン ティ ス 
大 陸 が 大 西洋 に 沈む 直前 、 あ る メッ セー ジ を 携え 、 
宇宙 に 放 た れ た ロケ ッ ト か ら 生 まれ た 宇宙 人 だ 。 
ロケ ッ ト が 芽 陸 し た ホラ ホラ 星 か ら 追 われ 、 そ の 
メッ セー ジ を 伝え に 地球 へ や っ て 来 た と いう 。 

で の メッ セー ツ る を ほ mn 月 2 時 りり に 
た デビ ュー・ ア ル バ ム 「『F.H.B」 を ぜひ 聴い て も ら 
いた い 。 今 の 私 た ち が 忘 れ か け て る 、 ホ ラ 、 ア レ 。 
も う 聴 れる じゃ な い 。" 愛 ” だ よ 。 ま ぁ 、 愛 に も い 
ろ い ろ あ り ま し て -…。 家 族 や 友達 、 通 りす が り の 
人 に だ っ て 分 け て あげ な きゃ や ゃ いけない 愛 も ある 。 
本 当 は 人 間 が 持ち 合わ せ て いな けれ ば いけ な い 、 
そん な 心 の 温か さ を 彼 ら は 教え て くれ る 。 

特に 今回 の シン グル 「THE BOXING DAY」(|| 


ニート ーー 





部 な ら べ て みる こと で 
大 ワク を 知っ て も ら っ 
て 、 そ こ か ら 各 々 の ア 
ル バ ム に 深く 入っ て い 
っ て も らい た いと 。 そ 
うい う 導 入部 と し て の 
ベス ト 、 で も ある ん で 
す 。 曲 須 も 、 作 品 の 時 
代 順 に さか の ぼっ て 、 

最後 に 「 ハ イス クー ル 
が まま 2 に か る よう な 
形 に な っ つべ て る も 。 

この 選曲 は 誰が ? 
笹野 私 と スタ ッ フ 。 

取材 の と き と か に 「 今 
回 の アル バム 、 ど の 曲 
が 好き で すか ? 」 っ て 
聞か れ て 「 全 部 好き で 
す 」 つて て 笑 ち で ご ま か 
で お りす ずる ん だ けど 、 
( 笑 ) や っ ぱり 好き な 曲 
の ある 、 だ 95 表 は 
これ だ け は 人 に 聴か せ 
た い 曲 、 か な 7? た い 
て いそ れ は 、 言 葉 と 音 
が ガッ チリ くい 込み 合 
っ た 曲 だ っ た りす る ん 
だ けど 。 今 回 は そう い 





層 還 議 上 還 粒 ) モ ノ を 選ん だ 部 分 も 

sss 4 あり ます 。 

人 揚 | ーー 私 的 な 作品 より も 、 

出 還 HH も っ と 外 に 向け た 作品 
が 選ば れ て る 。 





月 21 日 発売 ) で は 、 彼 ら の 温か い メ ッ セ ー ジ が 
た っ ぷり 感じ られ る 。^~BOXING DAY” っ て 聞い 
た こと な い ? イギリス と か クリ スチ ャ ン の 間 
で 定着 し て いる 習慣 で 、 ク リス マス に 働い て い 
た 人 々 に プレ ゼン ト を 贈る 日 だ そう だ 。 そ ん な 
習慣 に 共感 し た F.H.B が 作っ た と いう この 曲 、 ク 
リス マス の 華やか さ が あ る 明る い 曲 。 お 父さん ? 
彼 7 誰か に 感謝 する 気持 ちと いっ し ょ に プレ 
ゼン ト も いい じゃ な い !? 

また 、12 月 16 日 に 発売 され た 『SEARCHING 
FOR ATLANTIS」 と いう ビデ オ で は 、 見 た こと 
も な いよ うな ユニ ー ク な 彼ら の キャ ラク ター と 
サウ ンド が 條 容 で きる 。 ビ デオ の 前 半 で は 、 彼 
ら の 誕生 か ら 現 在 ま で を 映像 化 。J ノ レー カス の 門 
下 生 キー ス ・ ホ ー ル マン を 監督 に 3 億 円 を か け 
て 作ら れ た 。 SFX を 駆使 し た 、 そ の 映画 顔負け の 
スケ ー ル は 迫力 満点 。 見 る 人 を 楽し ませ る 。 

これ か ら 、 い ろ ん な カタ チ で キミ た ちの 前 に 
現われ る F.H.B.。 今 の うち 、 彼 ら の 実体 を 確か め 
て お か な いと 、 時 代 に 遅れ る 可能 性 大 だ ゾ 。 





] 


文 條 伊藤 し げ 子 邊 


宮野 でき CO 本 で 
そこ て 気色 天 っ て くれ 
た ら 「 ち ょ っ と 、 ち ょ 





克夫 を 必 そ 、 つ と に 学 盛 バ ン ン 泌 ン 





っ と 、 こ うい う 曲 も ある ん だ けど 」 っ て い 
うふ うに 引き ずり 込ん で いく 。 ( 笑 ) 
ーー アリ 地獄 か ッ 。 ( 笑 ) 
世 野 ま 、 と りあ え ず 基本 は ビギナー 用 な 
ん で すけ ど 、 マ ニア ッ ク な ファ ン の 人 に も 
きっ と 楽し め る ベス ト に な っ て る ハズ 。 
ーー マニ エア ツク な 人 に 向け て は 何 が ? 
笹野 業界 初 、2 つの ブッ クレ ッ ト 付 き / 
( 笑 ) CD が 真ん中 に あっ て 左 の ブッ クレ ッ ト 
が 写真 集 、 右 の ブッ クレ ッ ト が デー タ 集 と 
BMD 
ーー ゲー タダ 集 っ て 7 
笹野 過去 の ライ ブ ・ ツ アー の 日 取り 、 曲 
順 が 全部 出 て る 。 で 、 写 真 集 の ほう は 頭 刈 
り 上 げ 時 代 か ら の 写真 が 。 
nm デー さて 、 太い う ア ル バ ム を 由 じ て 、 今 
で を 振り 返っ て みる と どん な カン ジ ? 
葉 野 アル バム ご と の 違い 、 あ り ま す よ ネ 。 
| st は アマ チュ ア 時 代 の ころ の 作品 を 収め た 
も の だ か ら 、 な ん ら 悩 むこ と な し に 趣味 の 
曲 づ くり を し て る 。 曲 が で きた と き の 悦 惚 
感 が 外 に 爆発 し て る 。 ( 笑 ) 2 nd の ほう は 東 
京 に 来 て か ら の 曲 。 で っ か い 音 を 出す と 苦 
情 の くる 環境 の 中 、 頭 の 中 で ガー ッ と 言葉 
を 探し て 、 内 側 に 入っ て っ た カン ジ 。 
ーー そう いう 違い と は 反対 に 、 全 体 に 共通 す 
る 感覚 っ て いう の も ある ? 
葉 野 それ は 仲間 っ て いう キー ワー ド 
で し ょ う ね 。 仲間 と どう か か わっ て く か ? 
みた いな 。 | st に し て も “寂し さ ? を 感じ て 
詞 を 作っ た り し て た し 。 
7 
笹野 単に 「 寂 し い 」 っ て いう の は 、「 私 は 
今 こ こ に いる 」 っ て いう 自信 が で きた ら 、 
「 こ の 人 と いれ ば 」 と いう 人 が 現われ た ら す 
ぐ 解 消さ れる ハズ 。 だ か ら 、 そ の レベ ル で 
いつ まで も 「 み ん な 一 緒 に いた いよ ネ 」 っ 
て 歌い 続け る の は 不可 能 な ん で す よ ね 。 で 、 
今回 の ベス ト で ひと 区 切り つけ て 、 こ れ か 
ら 目 分 は どこ へ 向かっ て いく の か 、 ち ょ っ 
と 深く 考え よう か と 思っ て 。 
文久 今津 甲 





ワー クー 藤 、 女池 9/ 大 を 鞍 多 ^ 


⑱ フ ァ ッ ショ ナブ ル で カラ フル で 、 ち ょ っ と お 下 唱 な ロー リー 





寺西 ひき いる すかんち”。 さ て 、 ロ ー リ ー 様 に 今年 を 振り 返っ 
て も らい つつ 、 来 年 へ の 意欲 を 
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語っ て も らい ま 0 


90 年 は 、 す か ん ち 元 年 と いっ て いい ほど 
の 大 盛り 上 が り を 見 せ た 、 す か ん ち 。 あ れ 
よ あ れ よ と いう 間 に 、 好 き モ ノ な みな さん 
の 人 気 者 に 。 で 、 そ の めで た い | 年 を 振り 
返っ て も ら お うと 、 現 在 彼ら が セカ ンド ・ 
アル バム を レコ 
mr ディ ンジ 
いる スタ ジオ を 


ポン ジェ エール 
お 嬢 さん ツ 」 
まあ 、 こ れ は 
ロー リー 様 。 さ 
ジコ 天 
ィング 中 で も そ 
ん な カッ コ な ん 
で すね 。 目 バリ 
も ば っ ちり 。 

「 ほ ん の 普段 着 
で す 」 
ほお 。 で 9 な 
ん で すか 。 

「 今 、 世 界 一 す 
ば らし い セ カン 
ド ・ ア ル バ ム が 
完成 し よう と し 
いま すり 
本 当 ? 本 当 
に 世界 一 !7 

「 た ぶん 」 

ロー リー 様 っ 
て ば 、 急 に 口調 
が 弱く な っ た り 
し 0 
の すばらし き 
1990 年 を 振り 返 
っ て みて 、 ど う 
9 
「?90 年 は 僕ら 
が ププ ども て デ 
ビュ ー で きた 
念 すべ き 年 で し 
た 。 みな さん ご 
存じ の よう に 、 
あり と あら ゆる 











ー し まし た が 、 僕 ら も そう いっ た ブー ム の 
中 で デビ ュー し て 、 ビ ー ト バン ド の 仲間 に 
入れ られ そう に な っ た こと も あり まし た が 」 

大 丈夫 で す 。 誰 も 間違い ませ ん 。 

「20 な ん 年 間 生 き て き て 、 こ ん な に も 激動 
の 年 は な か っ た で すね 。 生活 の 環境 が 変わ 
り 、 趣 味 で や っ て きた 音楽 が 仕事 と な り 。 
で も 、 少 し も つら いと は 思い ませ ん 」 

忙し い 、 忙 し いっ て ブツ ブツ 文句 を 青 っ 
て た じゃ な いで すか 。 

「 文 句 は 言う けど つら く な いん で すっ 。 僕 
は 、 音 楽 を 愛し て いま すか ら 。 そ れ を 仕事 
に し て る わけ で すし 。 だ いた い 、 僕 は 仕事 
を せ ず に は いら れ な い 男 な ん で す 。 こ の 前 、 
久々 の 休み が 2 日 間 あ っ た ん で す が 。 不安 
で 不安 で 」 

な に が 不安 な ん で す ? 

「 忘 れ ら れ て ん と ちゃ うか な 、 と 思う と 、 
夜 も 眠れ な く て …… コ 

あ 、 よ うす る に 貧乏 性 で すね 。 

「 し っ / 世界 で いち ば ん ゴー ジャ ス な 男 
に 向かっ て 、 な ん て こと 言う ん で すか 」 

来年 の 抱負 は ? 

「 来 年 は さら に すばらし い 音 楽 を 作り た い 
で すね 。 で も 、 一気に ス ター ダム に の し あ 
が り た いと は 思い ませ ん …… コ 

あれ ? 

「 彗 星 の よ うに 現われ て 、 消 えて いく 。 そ 
ん な 定め の バン ド も ある で し ょ う 。 で も 、 
僕ら は 着実 に 、 階 段 を 一 歩 一 歩 踏み し め て 
上 っ て いく よう に ……、 あ 、 し まっ た 」 

デビ ュー し た ころ 、 彗 星 の よ うに 現われ 
て 、 一 気 に ス ター ダム に の し 上 が る こと に 
な っ て まし た よね え 。 す か ん ち は 。 

『 う 一 、 し まっ た 」 

失言 で すね 。 

『 あ ー、 そ れ は で すね ぇ 。 ム ワリ ドモ ア ゼ セー 

自分 の カリ スマ 性 に 説明 が つか な く な っ 
て ませ ん ? ま 、 聞 き の が し て あげ まし ょ 
う 。 で 、 次 の アル バム は ? 

「 す ば らし いで す よ 。 僕 ら の 才能 は 枯れ る 
こと を し ら な い 。 な ん た っ て 1 日 に 8 曲 も 
作っ て し まう ん で すか ら 」 

それ ぞ れ の 成長 は ? 

「 伸 びました よー。 そ う で すね え 、 特 に ボ 
ー カ ル の 人 が 」 

結局 自分 の 話し か し な い 。 

「 驚 くべ き 成 長 で す よ 。 声 に ディ ス 
トー ショ ン が か か る よう に な っ ちゃ 
いま し た か ら ね 。 そ れ は なぜ か と い 
いま す と 、 こ こ だ け の 話 で すけ ど ね 、 
ボー カル の 人 は ね 、 ち ょ っ と 金 が で 
きた も ん だ か ら 、 大 の 声帯 を は めこ 
ん だ ん で す よ 」 

は い は い 、 そ れ は すご いで すね 。 
「 来 年 も すてき な ウソ つき で あり た 
いと 思っ て いま す 」 

年 末 の ご 了 予定 は ? 

「30 日 に 新宿 パリー ステ ーション で 
ライ ブ が あっ て 。31 日 も 、 元 芋 も イ 
ベン ト が あり ます 」 
働き ます ね ー。 

「 休 み が 不 安 な ん で す 」 

や っ ぱ 損 乏 性 。 

「 ウ ツ …" 

撮影 代 渡 辺 マ コト 文代 能 地 祐 子 






ININI1 MO) 
NEW SOUNDS EXPRESS 


この 日 の 新宿 パリ ワー ステ ーション 一 ス へ と 変わ っ て し まう 。 ス パ ゴ ー 
は 熱かっ た 。 BI で 見 て いて も 、B2 の 初 体験 の 僕 と し て は 、 バ ンド ・ サ ウ 
熱気 が 下 か ら 伝 わっ て くる の で ある ンド と し て の テン ショ ン の 高 さ も さ 
(パワ ー ス テー ショ ン は 、B2 が オー る こと な が ら 、 八 熊 君 の ダン シン グ *・ 
ルス タン ディ ング の スペ ー ス で 、 そ ベース に 、 非 常に 感動 を 覚え て し ま 
の 上 に 食事 を し な が ら 座 っ て 見 られ っ た 次 第 で ある 。 

る ディ ナー シー ト の 特別 席 が あり 、 ステ ー ジ の ほう は 「DA・DA・DA」 
その 上 に 20 歳 以上 の 人 の み が 入 れる  「 か ら ま っ た STEP」「MISTAKE」 と 、 
BI フロ ア が ある 。 当然 ステ ー ジ は B2 スピー ド 感 あふ れる 演奏 で 、 テ ン ポ 
に ある )。 伝 わる と いっ て も 観客 の 熱 よく 進ん で いく 。 こ の 日 は メン バー 
気 が 湯気 と か っ て 上 まで 昇っ て くる に と っ て も 特別 な 感 誠 が あっ た の だ 
と いう 直接 的 な も の で は な く 、B2Z の 。 ろう 、 途 中 スペ シャ ル ・ サ ービス と 
観客 の 異常 に 興奮 し きっ た 空気 が 、 し て 、 沢 田 研 二 の 「 訪 険 な ふた り 」 
同じ スペ ー ス を 共有 する 空気 の 微妙 _ や 、 懐 か し い Be-Modern 時 代 の 名 曲 
な 振動 を と お し て 、 肌 に ビシ バシ 突 「STEPPIN' OUT」 を 演奏 し た り と 、 
き 刺 さっ て くる の だ 。 僕 自身 、 恥 ず 通常 の ライ ブ と は また ひと 味 違 っ た 、 
か し な が ら SPARKS GO GO の ライ ブ SPARKS GO GO の 側面 を の ぞ か せ て 
は 初 傘 験 だ っ た の だ が 、 彼 ら が こん くれ た 。 ま た この 日 は 、 来 年 リリ ー 
な に も 熱く 激しく か っ こい い バ ンド ス 予 定 の アル バム に 収録 する で あろ 
だ と は 知ら な か っ た 。 う < て ん 、 今 ま う 、 新 曲 の バラード ・ ナ ン バ ー「 Twilight 
て 気づか ず に いて 損し た ぜ 。 Moon」( 人 前 で 初め て 演奏 し た そう で 
今回 の パワ ステ の ライ ブ は 、 今 年 _ す ) や 、「 革 命 列車 」 な ど を 、 い ち 早 
の 初秋 まで 行なわ れ て いた 電光 石 く 聞 か せ て くれ た り も し た 。 
火 ツ アーII” の スペ シャ ル 版 で あり 、 後半 に 入っ て か ら は 、 再 び テ ン ポ 
東京 の 人 に と っ て は 、 渋 谷 ク ラブ ・ アッ プ し て ノリ ノリ の ナン バ パー で た 
クア トロ の ライ ブ の 追加 公演 と いう た みか け て くる 彼ら 。「 極 楽天 国 」「 ダ 
名 目 で 行なわ れ て いた 。 ま あ 名 目 は イヤ モン ド ・ リ ル 」「CRAZY」「ALL 
常に 名 目 で あっ て 、 タ イト ル が な ん THROUGH THE NIGHT」 と 、 ラ スト 
で あろ うと 、 要 は 中 身 が 楽し けれ ば まで 、 ま る で 巨大 な 人 の 波 と 戦う 伝 
いい 。 追 加 公演 だ ろう が 、 フ ァ ー ス 説 の サー ファ ー の よう な 粒 烈 な バト 
ト ・ コ ン サ ー ト だ ろう が 、 振 り 替 え ル が 、 メ ン バ ー と 観客 と の 間 で 交わ 
ライ ブ だ ろう が 関係 な い 。 そ ん な 気 され て いた 。 
持ち を いち ば ん 理解 し て いる の が 観 アン コー ル で は 、 いき な 夏 き 内 窓 
客 な の だ ろう 。 先 に も 書い た が 、 と 登場 し た 橘 哲 也 が 、 ド ラム の ソロ ・ 
に か く SPARKS GO GO を 見 る た め に 。 プレ イ を 始め た 。 ズ ッ タ ズ タ タ カ ダ 
パワ ー ス テー ショ ン と いう 場 を 与え 。 ン と 、 最 初 は ゆっ くり と プレ イ を 披 
られ た と いう 感激 が 、 観 客 の 身体 か 、 露 し て いた 彼 。 ま だ 全力 を 出し きっ 
らら ヒシヒシ と 伝わっ て くる の で ある 。.. て いる よう に は 見 えな い 。 し か じ 、 
も う 、 | 曲目 の 「Walking Talking」 哲也 の だ ん だ ん と 激しく な っ て いく 
か ら 、 BZ2 フ ロア で は 熱気 を 帯び た 観 ドラ ミン グ に 、 観 客 は 歓喜 の 声援 を 
客 の 高波 が 、 色 導 の ご と く 前 後に 行 。 送っ て いる 。 と 、 ひ と 区 切り つい た 
き 交 っ て いる 。 し か も 踊り まく っ て 哲也 は 、 突 然 マ イク に 向かっ て 「 こ 
る 観客 の 一 人 一 人 が 、 顔 に 満面 の 和 括 の 程度 な ら 誰 で も で きる 」 と 一 言い 
み を 浮か べ な が ら 、 彼 ら の 歌 を 歌っ 。 っ て 、 今度 は ズタズタ ス ド ド ドド ー 
て いる の だ 。 ン と くる 嵐 の よう な 、 超 束 叩 き ド ドラ 
ステ ー ジ は と いえ ば 、 や は り 観 客 。 ム を 披露 し 始め た 。 
の 熱気 を 十分 身体 に 感じ て いる の か 、 観客 が 注 然 と 見 と れる 次 を 尻目 に 、 
ステ ー ジ に 上 が る や いな や 、 気 合い 怒 導 の テク ニッ ク を 見 せな が ら 、 演 
十分 の ポー ズ を 決め て 、 プ 厚く 弾け _ 奏 は その まま 「Automatic Genera- 
る ロッ クン ロー ル ・ ナ ン バ ー を ビン tion」「Something Wild」 へ と 続い て 
バシ と 速射 砲 の よう に 繰り 出し て い いく 。 そ し て 2 回 目 の ア ンコ ー ル で 
く 。 特 に Vo& B の 八 熊 慎 一 の ベー ス か 。 は 「WANT TO BE」「BLUE BOY」 
ら は 、 へ ビー に ウネ る メロ ディ ー や と 、 た て 続け に プレ イ し 、 観 客 の 異 
フレ ー ズ が 、 た た みか ける よう に 、 様 に 興奮 し きっ た 熱気 を 会 場 全体 に 
ガン ガン と 身体 に 突き 刺さ っ て くる 残し な が ら 、 ス ペ シ ャ ル な 夜 は 幕 を 
の だ 。 通常 な ら ば リズ ム を キー プ し 閉じ て いっ た 。 
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続け る 役割 の は ず の ベー ス だ が 、 一 この 日 の ライ ブ は 本 当 に 楽し か っ 
度 彼 の 手 に か か れ ば 、 ま る で ダン ス た 。 そ ん な 当然 の 言葉 を 素直 に 言え 
を 踊っ て いる か の よう な 、 ゴ キ ゲ ン る 一 夜 だ っ た 。 撮影 久 菅 沢 健治 
な リード キタ ー な ちら ぬり リー 馬 文久 長沢 智 典 


SPARKS GO GO 
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の ろ 女 事 ま 与 條 の 玉 た 災 災 し て の く 


その 人 を イメ ー ジ する 色 っ て 必ず ある と 
思う 。 特 に 自分 の 内 面 か ら 何 か を 生み 出す 
才能 が 備わっ た 人 間 、 バ “アー ティ スト "と 呼 
ば れ た りす る 人 た ち に は 、 そ ん な 色 が いっ 
そう 濃く 表 わ れ る よう な 気 が す る 。 

平松 愛理 に も 、 イ メー ジ さ れる ひと つの 
色 が あっ た 。 け れ ど 、 今 回 12 月 5 日 に リリ 
ー ス され た 3 枚 目 に 当たる アル バム 「 MY 
DEAR」 を 聴い て 、 そ の 彼女 の 持つ 色 が 変化 
し つつ ある の を 確か に 感じ た 。 

「 ピ カ ソ の 絵 が 好き で 、 私 スペ イン まで 見 
に 行っ た ん で す 。 そこ で 見 た 一 枚 の 絵 に ガ 
ー ン と き て ……。 それ は 、 顔 の 部 分 に 何 も 描 
か れ て な い ピ アノ を 弾く 人 の 絵 。 顔 が 白い 
キャ ン バ ス の まま な ん だ けど 、 そ の 絵 を じ 
ー っ と 見 て る と 自分 な り の その 人 の 顔 が 見 
えて くる ん で すず よ 」 

| 枚 目 、 2 枚 目 と 、 詞 や 曲 は も ちろ ん A、 
ベー シッ ク ・ ア レン ジ ま で 手掛け て きた 彼 
女 。 こ れ ま で の アル バム で は 「 額 縁 ま で も 
自分 で 描い て た 」 と いう こと に 、 そ の 絵 を 
春生 の 特 い た と 言う 。 

FMY DEARI」 で その ピカ ソ の 絵 の 空白 の 部 
分 を 彼女 な り に 表現 し た い 、 と アル バム 作 
り が スタ ー ト 。 そ の 空白 の 部 分 を アレ ンジ 
に 置き 換え 、 そ れ を 信頼 の お ける アレ ンジ 
ャ ー に 、 と いう こと で 清水 信之 、 萩 田 光雄 
両氏 の 登場 と な っ た 。 清 水 氏 は 、 最 近 彼 女 
が 気に入っ て いる ヨー ロッ パ 音 楽 の テイ ス 
ト に プラ ス し て 、 弾 けた 感じ と 温か いも の 
を 表現 し て くれ た 。 萩田 氏 は 弦 ア レン ジ で 


最近 の バン ド ・ シ ー ン に は 珍し く 、 
* イ カ 天 ” で も ホコ 天 " で も な い 、 
(プロ モー ショ ン の た め に 、 チ ラ シ 
を 配り な が ら 弾 き 語り で 道中 を ね り 
歩い た こと は あり ます が … リ リハ ー 
サル ・ ス タ ジ オ て 無料 ライ ブ し た り 、 
ロコ ミ で ファ ン を 広げ て いっ た と い 
う 、 今 の 時 代 と し て は こう な る と 、 
新鮮 と いっ て も よい ぐら い の ゲ リラ 
戦法 で デビ ュー し た AZ。 


へ て 層 N こ こさ CN デ ミー、 ヽ NNSNN、 


84 





その セン ス を 十分 に 発揮 。 

「 初 め て 自分 の 生ん だ 子供 た ち を 里子 に 出 
す と いう 不安 も 、 最 初 は あっ た ん で すけ ど 

( 笑 )、 け っ こう うま く 成 長 し て いっ て る の 
を 見 て 、 こ れ は 成人 式 に みん な 私 に 戻し て 
も ら え た ら 、 す ご くく ラッキー だ と 思い まし 
た ね 」 

と に か く 、 そ の メロ ディ ー と 到 ル ンジ の 
妙 は 目 を 見 張る ほど 見 事 。 彼 女 の メ ロディ 
ー と 詞 が 、 ま すま す イ キイ キ と し て 輝き に 
あふ れ て いる よう だ 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 詞 
の 主人 公 が 、 な ん だ か と っ て も 身近 に 感じ 
られ る 。 自分 の よう で あっ た り 、 友 達 の こ 
と を 思い 出し た り も する 。 

「 も っ と 私 らし く 詞 を 書い て も いい ん じゃ 
な い 7? と 、 今 回 は ナマ の 自分 の 言葉 を 詞 
ほ も よう ぞ を 邊 つて ……… 」 


重なる と きも ある 。 と する と …… 彼 女 の 性 格 
は 、 な ん て 想像 も で きる けど 、 目 の 前 の 彼女 
は 、 好 奇 心 いっ ぱい の 魅力 的 な 女性 。 今 回 


は アル バム の た め に 短編 小説 に も 挑戦 し た 。 


松 


「 自 分 で 言う の も ナン で す が 、 す ご く 気 に 
入っ て る ん で す 。 ち ょ っ と 長 す ぎ て 、 短 く 
し て っ て 言わ れ た けど 、 ヤ ダ と か 言っ て そ ぞ 
の ま ま 載 せ て も ら っ た ん で す ( 笑 )」 

桜木 愛 彩 と いう 女のコ が ヨー ロッ パ に 憧 
れ て 、 夢 を 実現 させ な が ら 成 長 し て いく 凌 
を 追っ た 小説 だ ど 。 そ の ほか に も アル バム で 
は 、10 年 早い と 言わ れ た カル テッ ト の アレ 
ンジ を こなし 、 自 分 の 肖像 画 も 描い て も ら 







っ た り と 、 彼 女 自身 も 十分 に 楽し ん だ 様子 。 


| 月 28 日 に は 草 月 ホー ル (東京 )、!| 月 30 








日 月 21 日 に 記念 すべ き プ ロ ・ デ ビュ ー 盤 、 
6 曲 入 り ミ ニ ・ ア ル バ ム 『 ジ ェ ニ ー」 を リリ 
ー ス 。 そ の 翌日 の 22 日 、 渋谷 Egg-man に 
て 、 デ ビュ ー 後 初 の ライ ブ が 行なわ れ た 。 
その と き に も ら っ た ファ ンク ラブ の 会 報 に 
も 書い て あっ た けど 一 日 で アマ チュ ア が 
プロ に 変わ ちっ て いう の も 、 ど う も よく わ 
か ら な い /7……。 うてん 確か に その と お り 
だ と は 思う 。 し か し 、 や っ ぱり どこ か 、 見 
る 側 も 、 や る 側 も 微妙 に 違っ て くる の が プ 


ロ ・ デ ビュ ー と いう も の 。 む し ろ 変 わら な 
けれ ば 、 プ ロ と し て デビ ュー し た 意味 は な 
いか ら ね 。 し か も 、 ロ ッ ク 、 バ ンド 、 音 楽 
と いう スタ ンス を 使っ て デビ ュー し た わけ 
だ か ら 、 音 楽 っ て いう 面 に お いて は 、 い ま 
まで 以上 に 多 方 面 か ら 、 自 分 た ちな り の 厳 
し い ア プロ ー チ が 要求 され る 。 ま あ 、 自 分 
た ちの 中 か ら も 、 そ うい う 思 い が 無 意識 の 
うち に 芽生 えて いる は ず だ ろう が ……。 
OO ソ の ほう (は と いう ど と に フ M ツ 
キリ いっ て 初め て 彼ら の 
ステ ー ジ を 見 た の だ けれ 
だ その オリ ジ ナ リティ 
ー の 奥 に は 、 い ろ い ろ な 
音楽 的 要素 を 感じ る こと 
が で きた 。 も ら っ た 資料 
を 読ん で みる と 、 フ ォ ー 
ーー Na 
グー アリ テイ ィ イッ ツー * 
ロッ ク に プロ グレ 、 プ ブリ 
ティ ッシュ ・ ポ ッ プ 、 ソ 
ウル な ど な ど 、 メ ン バ ー 
が 各々 多岐 に 渡っ て 音楽 
を 愛好 し て いる で は な い 
か / 

* な る ほど ね 


日 に は ミュ ー ズ ホー ル (大 阪 ) で ライ ブ が あ 





人 








り 、 新 作 が た っ ぷり 味わえ る メニ ュー と か 。 
それ に し て も 、 い ろ ん な 色 を 自分 の 色 に 吸 
収 し て いく 彼女 は 、 素 敵 だ 。 文代 伊藤 し げ 子 





そん な バッ ク グ ラウ ンド が 、 彼 ら 以 外 の 
何者 で も な い 、 と いう サウ ンド を 生み 出し 
て いた の だ 。 し か し 、 その サウ ンド の メイ 
ン は 、 ボ ポー カル “SHIGE” の 発する 言葉 と メ 
PA 

と き と し て 、 豊 か な サウ ンド は メロ ディ 
ー と 未 問 L 反 応 を 示し 、 ビ ー ト 感 を 見 失わ 
せ て し まっ た り 、 サ ウン ド そ の も の も 、 ち 
ょ っ と し た ズレ の 中 か ら グ ルー プ 感 を 失っ 
て し まっ た りす る 。 

けれ ど そ ん な こと は 、 ち ょ っ と し た 呼 玉 
の タイ ミン グ で 、 メ チャ クチ ャ に イカ し た 
オリ ジ ナ リティ ー を 持っ た ビー ト 感 や グル 
ー プ 感 と いっ た 、 ま っ た く 反 対 の 現象 を 生 
むこ ご と が co まる, 

「 オ レ た ち 、 昨 日 か ら 芸能 人 で す /」 

と プロ 宣言 を し た AZ。 “芸能 人 "と 開き 直 
っ て いる の か 、 そ れ を も 飲み 込ん で し まう 
ほど 、 突 き 抜 け て いる の か 、 わ か ら な いけ 
れ ど 、 ス タイ ル な ん か に は と ら わ れる こと 
な く 、 ア マチ ュ ア 時 代 の ゲリラ 魂 を 、 プ ブロ 
っ て いう フィ ー ル ド で どう 見 せ て くれ る の 
か 楽し み 、 と いう 感じ は し た 。 

デビ ュー 後 初 の ライ ブ プ は 、 プ ロ に な っ た 
AZ の アマ チュ ア 時 代 へ の ひと つの 区 切り で 
あり 、 これから の 自分 た ち へ 向かう 意思 
示 、 意 識 確 認 の ステ ー ジ だ っ た 
まま うに 思 の 。 を し て も ちろ ん 、 
応援 し て 集まっ て くれ て いる オ 
ー デ ィ エ ンス へ の 感謝 の 思い を 
いつ (ば し * に 込め て の 「 も ・ 

撮影 代 菅 沢 健治 文 葵 河合 美 儲 





デビ ュー 以来 、 そ を の ドラ イフ ブ 感 と キャ ッ 
チー な メロ ディ ー で 人 気 が グ ング ン 急 上 昇 
中 の A-CHIEF。 待望 の ホー ル ・ コ ン サ ー ト 
が | 月 30 日 ・ メ ル パ バル ク ホー ル 東 京 (郵便 
貯金 会 館 ) で あっ た 。 

お りか ら 季 節 は ずれ の 台風 28 号 が 接近 し 
て お り 、 都 内 は 暴風 内 だ っ た けれ ど 、 熱 心 
な ファ ン は 雨 を も の と も せ ず つめ か け て い 
た 。 キ ャ パシ ティ ー 杯 、 と は 残 休 な が ら な 
ら な か っ た が 、 熱 い ラ イブ を 聞か せ て くれ 
だ 

E が 流れ る 中 、 メン バー は いつ の 間 に か 
登場 。 ど う も 舞台 中 央 に すえ られ た ドラ ム 
セッ ト の 後ろ に 秘密 の 出入 り 口 が ある らし 
い 。 若干 時 間 は お し た が 、 ライ ブ は 「ILOVE 
YOUFOREVER」 か ら ス ター ト し た 。 江田 の 
ハリ の ある ボー カル が 光る 。 彼 ら の 音楽 伯 
は 一 言 で 言い 表 わ せ な いさ ま ざ ま な 要素 が 
ある と 思う が 、 リ ズム 隊 が ドッ シリ と か ま 
えて いる の で ハー ド ・ ロ ッ ク ぼ ぽい と 思い き 
や 、 メ ロディ ア le NMemeal 
パッ クコ コーラス 、 サ ポー ト ・ ミ ュー ジ シ ャ 
ンジ よる ギー PR メ 
ロディ ー が 爆発 する わけ で 、 聞 いて いて な 
ん だ か 気持 ちい い 音 楽 な の で ある 。 

観 突 の ほう も また お も し ろ い 現象 が 見 ら 
れ た 。 3 分 の 2 は 他 の アー ティ スト 同様 の 

* 開 光 総 立ち ” と いう 状態 だ っ た が 、 残 り 


A-CHIEF 7 


カル 、 


3 分 の | は 着席 し た まま だ 。 ' い や 、 ノ フッ て 
いな いと いう わけ で は な く 、- こ の よう な ロロ 
ッ ク 系 アー ティ スト の ライ ブ に 来 た の が 初 
め て で 、 その 音量 、 照 明 、 観 客 の ノリ に 驚 
いて いる よう で も あっ た 。 純粋 に 彼ら の 音 
楽 を 聴 こ う 、 と いう 態度 で あっ た か も し れ 
な い 。 着席 し て いた 観客 も 体 の どこ か し ら 
で リズ ム を 刻ん で いた の だ か ら 。 ま た 、 年 
配 ( と いう 言い 方 失礼 か も し れ な い 。 30 代 ・ 
40 代 の 女性 だ ) の 観客 も 多かっ た 。 こ の あ 
た り は イカ 天 出 場 の いい 方 面 で の 影響 か も 
し れ な い 。 

「PRESENT FOR 
YOU」「CINDERELLA」 
と 続き 、 ギ ター ソロ 。 
た だ の ギタ ー ソ ロ で は 
な い 。 他 の 楽器 は 一 切 
入っ て いな い ギ ター だ 
け の ソロ で ある 。 最近 
珍し い 。 

7 曲目 「 窓 ぎわ で 夢 
を 見 な が ら 」 は アコ ー 
ステ ィ ッ ク ・ ギ ター2 
本 だ け の 演奏 。 大 音量 
だ け で 通す アー ティ ス 
ト が 多い 中 、 彼 ら 独自 
の ステ ー ジ 構成 が チラ 
本 大 更 売 た っ > ソバ ラー ド 


へ N Saw 


「NEVER AGAIN」 の あと の イン スト は ギタ 
ー、 ペー ス 、 ド ラム ス と ソロ ・ メ ドレ ー。 
力 の 入っ た ドラ ミン グ が 心 の 底 を う が つ よ 
。 

「 台 風 何 号 だ か し ら な いけ ど 、 ど うし て 俺 
た ちの デー ト っ て 雨 げ か りな ん だ ろう 」 っ 
て 芝居 じ か け の MC か ら 「 ど し ゃ ぶり RAINY 
DATE」。 ち な み に こ の 曲 は | 月 | 日 に シン グ 
ル ・ カ ッ ト さ れる 。 


さて 、 こ こ か ら は 連続 5 曲 、 た た みか け 








ツア ー 終 了 、 二条 ト 4 の ル 発 売 


地道 な 活動 で 
人 気 の 裾野 を ジ 
ワ ジ ワ 広 げ つ つ 
ある TOY BOYS 
が 先 に リリ ー ス 
され た アル バム 、 
『Ready-Go// 」 
か ら 「 あ きれ た 
Lonely Boy」 を 






12 月 21 日 、 新しい アー ティ スト が デ 
書け ば 、「 な ん だ 、 毎 
月 誰か し ら デ ビュ ー し て ん じゃ な い 」 

現に そう だ が 、 

ソロ * アー ティ ス ド の デビ ュー は 人 久 し 
1962 年 9 月 
デビ ュー・ シ 
ング ル の タイ トル は 「 マ イヤ ー ズ の 熱 
い 夜 」 と いう 。 こ れ は キリ ン シ ー グ ラ 
と いう お 酒 の 


還 当 し た NR 


ヾ や 
4 


と 思う か も し れ な い 。 


ぶり だ 。 伊藤 淳一 、28 歳 、 


22 日 、 東 京 生 まれ の B 型 。 


べ 素 SS 


ム の “マイ ヤー ズラ ム ?/ 


1 た NN 


INEW SOUNDS EXPRESS 


CF 曲 に な っ て いた の で 、 み ん な に も 聞 











る よう に アッ プ ・ テ ン ポ の ナン バー が 続き 、 
観客 の テン ショ ン も 極大 に 。 ラ スト ナン バ 
ー「MY LOVE./ DON'T STOP/」 で は 観 
客 と 彼ら と の 掛け 合い も 。 本 編 が 終了 し て 
も まっ た く 帰 る そ ぶ り も みせ ず ア ンコ ー ル 
を する 観客 に 応え て 2 曲 、 さ ら に ラス ト 「A& 
S」 で 終了 し た 。 

六 燃 と し た ドラ イフ 感 が 心地 いい 彼ら の 
音楽 の せい か 、 帰 り に は 台風 は 去っ て し ま 
っ た らし く 、 雨 は すっ か りあ が っ て いた 。 





っ た デビ ュー な の だ 。 そ の 点 、 最 近 デ 
ビュ ー 組 の アー ティ スト と は 一 線 を 画 
す と 言え る だ ろう 。 

「 マ イヤ ー ズ の 熱い 夜 」 は 都会 的 セン 
ス の あふ れる 曲 だ 。 が 、 そ れ は 明る い 
ほう の セ シ ジス で は な が い 。 も ちろ ん 、 こ 
の | 曲 だ け で 彼 の 音楽 の 方 向 を 決め て 
し まう の は 凡 際 だ が 、 こ の 曲 に 限っ て 
いえ ば 、 “都会 的 な セン ス ” と は 渋 め の 
大 人 の 世界 を 書き 表わし た も の と 理解 
しほ ウキ リグ み 9 と い 


| 

12 月 16 日 に シン デ き 覚 え が あ る と 思う 。 っ た 類 で は な く 、 し っ と り 、 と いう 感 
グル ・ カ ッ ト 発 た イ 彼 は どこ か の コン テス ト に 出場 し て じ な の だ 。 夜 の 部 屋 の BGM に は 最適 と 
売 し た 。 2 ) が ーー  。 3 デビ ェ ュー、 と いう パタ ー ン で 今回 の チ 言わ せ て も ら お う 。 

アル バム で は し 、 上 コ ト ャ ンス を つか ん だ わけ で は な い 。 もち カッ プリ ング に は 彼 の 作詞 に よる 「 千 
5 曲 日 に L 軒 さ 細 還 22 計 計 le 0 て ろ ん 自分 た ち で て バ ンド を 組ん で は いた が 気 づ つ な いこ と 」 が フィ ー チ ャ ー。 
れ て いる この 昌 ps ms の ョ デ が 、 地 道 に ライ ブ ハ ウ ス で の ライ ブ を こちら は や や 、 ポ ッ プ な 面 が 前 に で て 
- は 、TOY BOYS (0 ) 2 BOYS レ 重ね て 実力 を 身 に つけ た うえ で 勝ち 取 いて 、 彼 の 音楽 性 の 広 さ が わか る 。 
の 魅力 を 十分 伝 の 2 
えて いる 。 そし て 、 最大 不可 欠 な も の が ハッ ピ ! 介 

ロッ クン ロー ル に 必要 な の は まず スピ リ 本 導 衝 る が と いう こと 。 聞 いて て 和楽 | 
ッ ト で あり 、 ロ ッ ク ン ロー ル ・ ス ピリ ッ ト し く な けれ ば な ら な い 。 誰 も つま ら な い 
と は 何かと いえ ば 、 そ れ は スピ ー ド で あり 、 思い を し に お 金 を 払っ て ライ ブ に 行く は 
スト レー ト な エモ ーション で あっ た りす る 。 ず も な い の だ か ら 。 EE 
これ は 基本 だ 。 そ ん な 基本 的 な こと が な か ロッ クン ロー ル ・ バ ンド と し て の 魅力 
な か 表 に 出 て こない 日 本 の 音楽 環境 に も な を 揃え て いる 彼ら の 一 光 一 動か ら 、 今 は 
っ て き て いる が 、 そ れ だ か ら こ そ 彼 ら の 口 目 を 離せ な い ぞ 。 一 」 
ッ ク ン ロー ル が 新鮮 に まき こえ て くる 。 ス ピ また 、 初 ツア ー*FULLHOUSE^ も 12 月 すす 
ー ド 、 ス トレ ー ト 、 ド ライ ブ の ロッ クン 22 日 (つま りこ の GB の 発売 日 ) に ラス ト ・ 
ロー ル 3 要素 "” みた いな も の を 仮定 し た ら 、 原宿 ルレ イー ド で 無事 終了 を 迎え る 。 
TOY BOYS は 当然 クリ ア だ 。 いや 、 今 彼ら ほ 今 の と ころ 、 フ ァ ン と し て は シン グル EE 
ど 本 質 を 表現 し て いる の も 珍し いと 思う 。 で は や る 気持 ち を 抑え る し か な いね 。 ここ こつ 、 
@A-CHIEF 一 一 彼ら の 特製 CD を プレ ゼン ト 。 こ の CD に は | 月 発売 予定 の アル バム か ら 数 曲 、 ま た ボー カル の 江田 か ら の メッ セー ジ が 入っ て いる 。 欲し い 方 は 、: 〒107- 1 東京 都 巻 区 赤坂 4-14-I4 日 本 85 


コロ ム ビ ア レコ ー ド 宣伝 部 第 3 宣伝 グレ ー プ “A-CHIEF 特 製 CD” 係 まで 、 官 製 ハ ガキ に 住所 、 氏 名 、 年 齢 を 書い て お 送り くだ さい 。 抽 半 で 5 名 の 方 に プレ ゼン ト い た し ます 。 締め 切り は | 月 10 日 必着 , 





「 心 の 家 」 
まず は カー テン を 取り 付け よう 
ベッ ド は 星 の 見 える 窓際 に 
テレ ビ の キャ ビ ネ ッ ト は と りあ え ず 
マガ ジン を 重ね て 作ろ う 
君 を 見 た 時 こう な る と 了 予感 し て た 


「 妃 の 微笑 み の 中 に 僕 の 座る 椅子 を 見 つけ た ん だ 」 


これ か ら は 窓 の 明か り が 灯台 の よう に 思え る だ ろう 
独り 言 に な ら な い 「 た だ いま 」 
つけ っ ぱな し の テレ ビ の 前 で 眠 る 君 
ここ が 僕 の 帰る 場所 な ん だ 


You are my private home. 
君 の 前 で な ら 溜 息 を つけ る よ 


自分 の 弱 さ や 、 み っ と も な い 部 分 を 他人 に 見 せる 
と いう こと は と て も 勇気 が いる 。 こ こ だ け の 話 、 僕 
は 家 で は テー ブル に 落ち た 食べ 物 で らい 拾っ て 食べ 


て し まう 。 で も レス トラ ン じ ゃ そん な こと は し な い 。 
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まし て や 女の子 の 前 で な ん て で き や し な い 。 し か し 、 
どう だ ろう ? も し この 女の子 と 恋 に 落ち て 二 人 で 
生活 を 始め た と し た ら …… た と えば 、 朝 の トイ レ に 
30 分 は か か る と か ( 僕 は 違う よ 。 こ れ は あく まで も 
た と え )、 部 屋 の 掃除 を | か 月 ぐら いし な いと か (に 
れ は な ん と も いえ ん )、 な ん て こと が すべ て パレ て し 
まう 。 け っ こう 怖い よね 。 で も 人 が 人 と 愛し あい 、 

一 緒 に 生活 を する と いう こと は 、 そ の 人 の 悪い と こ 
ろ や みっ と も な いと ころ 、 そ し て その 人 の 騙さ まで 
愛し て あげ な けれ ば いけ な いと 思う 。 愛 を 語る の に 
タキ シー ド は 必要 か も し れ な いけ ど 、 僕 は 愛し あう 
の に 服 さ えい ら な い 。 


た と え 過 去 の 君 に 嫌 な 思い 出 が 潜ん で いた と し て も 
それ が 君 の 物 で ある な ら ば 
僕 は 君 が 大 好き で す 


た と え 今 の 君 に 抱え きれ ぬ 悩 みごと が ある と し て も 
それ が 君 の 物 で ある な ら ば 
僕 は 君 が 大 好き で す 

詩 と 文久 り 林 孝 至 (HIKOHKU) 


空 信 選 の 家 施 
ぞ そ み が 今 、 彩 と みっ た 


8 月 か ら 全国 を 飛び 回 っ て いた HIKOHKI が 、 再 び 東 京 の 空 に 帰っ て 
きた 。 日 月 13 日 、Egg-Man で の ライ ブ だ 。 

飛行 機 の 離 味 音 が 女 り 響き 、 や が て その SE に エレ キキ ター と シン 
セ ・ サ ウン ド が オー バー ラッ プ し て いく 。 し だ い に 高 まる 期待 感 が 


そし て その 右手 が 振り お ろ さ れ た 瞬間 、 オ ー プ ニン グ ・ ナ ン バ ー で 
ある 「 瞳 の 宇宙 」 で Egg-Man は 勢い よく 弾け 、 そ の 加速 力 に の っ て 
HIKOHKI は 一 気 に 大空 に 飛び 立っ た 
アク セン ト を つけ な が ら 転 調 し 、 常 に 前 向き な リズ ム を 呆 き 出す 
笠松 雅 良 (Dr)、 壮 大 な スケ ー ル 感 を メロ ディ ー に 変え る 阿部 雅宏 の シ 
ン セ 、 そし て HIKOHKI の 両 細 を し っ か り と 支え る 薄 田 賢一 (B) と 欠 木 
健治 (G)。 その どれ も が 新鮮 な 音 を 生み 出し 、 移 快 な サウ ンド が 風 を 
切っ て 広がっ て いく 。 さ ら に その 爽快 さ に 拍車 を か けた の が 、 小林 
孝 至 の ボー カル カカ だ っ た 。 ど ん な に 激しい ビー ト の 曲 で も 一 言 一 言 
が は っ きり 聞き と れる 力 強 さ 。 そ の 伸び 伸び と し た ボー カル が HIKOHKI 
の 歌 の 中 に 水平 線 まで 見 渡せ る よう な 広大 な 空間 を 作り 出し て いっ 
rm 
思い 出 話 を 交え て ピア ノ を バッ ク に 歌っ た 「 妻 衰 帽 子 飛ん だ 」、 ア 
コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を フィ ー チ ャ ー し た パラ ー ド 「 そ こ に 君 が 
_ いた か ら 」。 心 の スク リー ン に 輝い て いた 青春 の ワン シー ン ” を フ 
ィ ー ド バッ ク し て 映し 出す ナン バー が 続く 。 そ し て 12 曲 目 。 イ ント 
ロ と 同時 に 、 客 席 か ら 数 えき れ な いく らい の 紙 飛 行 機 が ステ ー ジ め 
が け て 飛び 込ん で いっ た 。 フ ァ ン の 想い を 乗せ た 紙 飛 行 機 が 飛び 交 
う 、 定 番 の 曲 「 大 嫌い 」 で ある 。 

きっ と HIKOHKI に と っ て 、 大 空 は * 自 由 " の 象徴 な の だ ろう 。 だ か 
ら 彼 ら は そこ に 自分 た ちの 夢 を 託し 、 自 分 た ちの 歩い て きた 道のり 
を 描き 続け て いる の だ と 思う 。 そ こ に は 学生 時 代 の 彼ら が いて 、 友 
達 の 笑 閣 が あり 、 失 われ て し ま っ た 懐か し い 風 景 が 生き 生き と 息 づ 
いて る 。 そ ん な 想い と メッ セー ジ が 込め られ た 最後 の 曲 は 「STUDENT」 
だ っ た 。「 こ の 歌 が あっ た か ら 僕 ら は バン ド を や っ て 思 ま だ と 選 
いま す 」 と いう MC の あと に 届け られ た この 曲 を 、 無 心 に な っ て 歌い 
続け る 小林 、 そ し て その フレ ー ズ に 自分 た ちの 思い 出 を 重ね 合わ せ 
る メン バー の 表情 が 、 と て も ひたむき で 印象 的 だ っ た 。 
デビ ュー し て 間 も な い バン ド は 、 ど うし て も 視線 が 客席 の 前 列 に 
いっ て し まう が 、 彼 ら は 終始 、 客 席 の 最後 列 を 見 つめ て この 日 の ラ 
イブ を 走り 抜い た 。 そ の “目線 ” こそ が 全国 ツア ー で 得 た 最大 の 収 
稚 だ ろう し 、 そ れ を 持ち 続け る 随 り 、 彼ら は 決し て 失速 する こと な 
く 、 大 空 を 高く 高く 旋回 し 続け る 。 文 共 武 田 智 弘 撮影 価 渡 部 伸 
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集中 する ステ ー ジ 上 で は 、 小 林 孝 至 が 天空 を 一 直線 に 指 差 し て いる 。 












CHANNEL ひ 1 


が まき な 攻 発 に 三世 


聞 つ 細 奉 洒 て た 

~2 nd シン グル で 活動 再開 ./” と 先月 号 で タイ トル され 
た と お り 、 中 月 21 日 に 発売 され た 2 nd シン グル 「 君 が せ 
つ な く て 」 で 、 勝 は 新た な る スタ ー ト を 切っ た 。 

「 ラ イブ の と き に も 話し た けど いな ん で 自分 は 歌わ な く 
ちゃ な ら な いん だ ろう ?” と 思っ ちゃ っ た ん だ 。 よ くさ 
あ 、 趣 味 を 仕事 に する と 辛い よ / っ て いう じゃ な い 。 ま 
さ し く その 状態 に 入っ ちゃ っ た 感じ だ っ た ん だ よね 。 そ 
れ で も 以前 な ら 、 小 さ な 糸 口 を みつ け て 、 原 因 分 析 を し 
て いた ん だ けど 、 そ の 小さ な 夫 品 す ら み つけ られ な く な 
っ て 、 も う 完 全 な る 八方 ふさ が り 状 態 に な っ て し まっ た 」 

"音楽 が 好き ” と いう 理由 で ベー ス を 持ち 、 バ ンド を 組 
み 、 ア マチ ュ ア 活動 を し て いた と き 、 子 供 ば ん どの ベー 
ス ・ オ ー デ ィ シ ョ ン に うか り 、 子 供 ば ん どの ベー シス ト 
と し て 4 年間 活動 し て きた 勝 。 年 間 200 本 以上 の ライ ブ を 
こなし て きた 勝 が 、~ 好 きだ か ら ” と いう 理由 で や り 続 け 
て こら れ た 音楽 の 理由 を 和 失っ た 。 

「 こ れ は も う せ つない で す よ 。 た と えば 女の子 を 好き に 
な っ て ね 、 カワ イ さ あま っ て 、 憎 さ 100 倍 っ て いう 状態 に 









ー 





な っ た りす る と きっ て ある じゃ な い 。 音 楽に 対し て そ 
うい う 状 態 に な っ て た ん だ よね 」 

決し て 音楽 を 、 音 楽 す る こと を 嫌い に な っ た わけ で 
は な い 。 む し ろ 好 き で 好き で た ま ら な か っ た か ら 、 苦 
も じ く な ゃ っ て も まっ た だ の だ 。 

「 今 年 の 初め に マン スリ ー・ ラ イブ を 中 断 し た で し ょ 
う 。 あ れ っ て 、 結 構 補 いこ と だ っ た の ね 。 や り 続 ける 
の も 辛かっ た けど 、 止 めちゃ う の は も っ と 辛く て ね 。 
で も 完全 に 止め ちゃ うわ け で は な く て 、 休止 、 中 断 な 
ん だ と いう こと を 心 の か て に し て ……。 あ と 数 は 少な い 
けど 、 一 生 懸 命 に 応援 し て くれ る 人 た ち も い る 、 と い 
うこ と を 支え に ね 、 ワ ガマ マ を いわ せ て も ら っ た ん だ 
よね 」 

そし て 、 勝 の 音楽 ルー ツ で も ある イギリス へ 行き 、 
ヨー ロッ パ を まわ っ て ……。 そ れ か ら 先 の こと は 先月 号 
で お 伝え し た と お り 。 

「 今 、 自 分 が や っ て いる 音楽 は 最高 だ 、 と 思っ て いた 
ん だ けど 、 自 信 が な か っ た の か も し れ な いね 。 で も 今 
は 自信 へ の 勇気 を 持て た よね 」 文例 洒 合 美佳 





「 名 険 な 女神 」「Shining in the Night」 の 9 曲 。 初 々 し 
し 次 が 鮮明 な 映像 の 中 で 踊っ て いる ぞ 。 ライ プ に 行 


「 訪 険 な 女神 」 の ヒッ ト に よっ て 知ら れる よう に な 
っ た KATSUMI が 、 新曲 を テレ ビ か ら ガ ン ガ ン 流 し て 


いる ぞ 。 と いう の は ダイ ハツ の CF 曲 に 「YES, 抱き 
し め て 」 が 使わ れる こと に な っ た か ら だ 。 ま た 、 カ 
ッ プ リン グ 曲 「With Me」 の ほう も 日 立 の ワー プロ の 
イメ ー ツ ュ ャ ソ ング に 使わ れる 上 と に な っ た 、 

この シン グル は 1 月 21 日 に リリ ー ス され た 。 さら 
に 、 す で に ヒッ ト 中 の 「 注 際 な 女神 」 も ビデ オ ・ シ 
ング ル と し て 発売 され て いる 。 映像 が つけ ば 、 ま た 
感じ 方 も 変わ る か も し れ な い 。 

や は り 彼 が も っ て いる オリ ジ ナ リティ が 新鮮 さ を 
か も し だ し 、 そ れ が 与え る イン パク ト の 強 さ を 商品 
の 拡大 販売 に 結び 付け よう と し て いる か ら だ ろう か 。 
そう いえ ば 、 前 作 の 「 劉 座 な 女神 」 も 元 は と 言え ば 
CF 曲 か ら の ヒッ ト だ っ た 。 今回 も 十分 期待 で きる 。 

そこ に 大 ニュ ー ス / 12 月 16 日 に ファ ー ス ト ・ ラ 
イブ の 模様 を 収め の た レー ザー ディ スク と ビデ オガ が 出 


け な か っ た 人 は も ちろ ん 、 行 っ た 人 も 鮮明 な 映像 の 
中 で 思い 出 に ひ た っ て みて は ? 

《KATSUMI 情 報 ・ | 》 現在 KATSUMI “LOVING 
TOUR” が 全国 各地 で 行なわ れ て いる 。 12 月 26 日 * 札 
幌 ベ ニー レー ン 、12 月 28 日 ・ 仙 台 CAD ホ ー ル 、 そ し 
て 来年 | 月 26 日 は NISSIN POWER STATION で ライ 
プ が 行なわ れる 。 問 い 合わ せ は 容 03-402-5537 (所 
属 事務 所 の キャ ッ チ ) に どう ぞ 。 

《KATSUMI 情 報 ・ 2 》 待 紀 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 
の リリ ー ス か が 来年 2 月 に 予定 され て いる 。 タ イト ル 
は 『ONE』」。 こ れ ま た KATSUMI ら し い ネ ー ミ ング だ 
と 、 理 由 も な く 納 得 し て し まっ た 次 第 。 

《KATSUMI 情 報 ・3 》 FM 仙台 で レギ ュ ラ ー 番 組 を 
も っ て いる 。“P&J KATSUMI SHINING PASSAGE* 
と いう タイ トル で 、FM 石 川 と FM 青森 で ネッ ト さ れ て 
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た 。 タ イト ル は 『KATSUMI lst Live SHINING IN THE 
NIGHT』。 収録 曲 は 「TOMORROW」「 安 心 と いう 名 の 
欲望 」、「 マ スク 」「 ぶ ふた つの 夢 」「Get the POINT」 

「Tonight Spend Together」「WE CAN LOVE YOU」 
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ムッ シュ っ て 、 な ん て や さ し い 上 声 で 歌う ん だ ろう 、 
と 驚い て し まっ た 。 ず いぶ ん 昔 の 話 で 本 当 に 申し わけ 
な いん だ けど 、 ム ッシュ か まや つと 言え ば 「 我 が よき 
友よ 」 が 下っ 先 に 思い 浮か ん で し まう 。 そ れ だ け 強 列 
だ っ た 。 あ の 歌 は 、 ち ょ っ と バン カラ 風 の 彼 が 、 景 気 
よく 、 豪 快 に 歌っ て いて 、 頼 も し いと いう 印象 が 残っ 
て いる 。 あ れ か ら も う 、 か な り 年 月 は 経っ て いる の に 、 
な ぜ か 当時 と みか け は 変わ ら な い 。 逆 に 、 彼 の 歌 一 一 
I2 月 2 日 に リリ ー ス され る シン グル 「 す て き な 僕 ら 」 
を 聴い た イメ ー ジ は 、 ず 一 っ と 私 が 待ち 続け て いた も 
の と は か な り 違 う も の だ っ た 。 

まず 、 冒頭 の 歌い だ し の 部 分 。 耳 元 で そっ と ささ や 
か れ て いる よう な 錯覚 を 起こ し て し まう ぐら い 、 彼 の 
声 は や さ し い 。「 歌 う よ う に 、 さ さや き を そっ と 」 と い 
う フ レー スズ が ある ん だ けど 、 ま さ に 彼 の 歌 は それ に ぴ 
っ た り 。 そ し て 、 サ ウン ド も ポッ プ な うえ 、 自然 で 沈 
え や すい メロ ディ ー も いい 。 ム ッシュ だ か ら こ そ 出 せ 
る 味 と 技 が 、 ふ ん だ ん に 盛り 込ま れ て いる 。 

ちな み に こ の 「 す て き な 僕 ら 」 は 、 超 お 騒が せ 振 付 


が まや つ ひ ろ し 


、 威 し の スッ シュ の メ ワ テッ ァ ー/ 春 // 


人 、 ラ ッ キ ィ 池 田 の 主演 ビデ オ 「『 振 付 仮面 」 の エン デ 
ィング テー マ 。 ム ッシュ も 得体 の 知れ な い 役 で この ビ 
デオ に 出演 し て いる 。 変 な も の 見 た さ …… いや 、 新 し い 
笑い を 追求 し て いる 人 に は お スス メ 。 カ ッ プ リン グ 曲 
「BLUE で で きた 僕たち の 楽園 は CX 系 「 上 岡 龍太 郎 に 
は だ まさ れ な い ぞ /」 の エン ディ ング テー マ と し て 流 
れ て いる の で 、 す で に 耳 に し た 人 も 多い で し ょ う 。 で 
も 、 番 組 の クレ ジッ ト が な けれ ば 、 誰 も ムッ シュ の 歌 
だ と は 気づか な か っ た か も ……。 

"89 年 は スパ イタ ー ス の カバ バー・ ア ルッ バム 『「 和 THE SPIDERS 
COVER'S」 を 発表 、 い い 意 味 で ひと つの 区 切り を つ 
け 、 新 た な か まや つ サ ウン ド を 790 年 の 5 月 に 出し た ア 
ル バ ム 『IN ANDDOUT」 で 提示 し た ムッ シュ 。 年 末 に 
は あら ゆる バン ド (? ) の ライ ブ に 乱入 し た あげ く 、 2 
月 に は ニュ ー・ ア ル バ ム の リリ ー ス 予定 も ある と の こ 
と で 、 長 年 マイ ベー ス な 活動 を し て きた ムッ シュ に し 
て は 、 こ れ ま で に な く 精 力 的 。 

きっ と 、 こ れ か ら も 変わ ら ず に 、 頼 も し い 存 在 で い 
で くれ ぞ で プ た だ, 
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ネバ 紗 の み チ ー ワ ー ム の ベス / 骨 


竜童 組 が 活動 を 始め た の が 、 "84 年 。 最近 
ブー ム の ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク に よっ て 
音楽 の も つつ 民族 全 に 注目 が 集まっ て いる 。 
彼ら は 6 年 も 前 か ら そ の 民族 仁 を 音楽 で 表 
環 し よう と し て いた 。 ま 定 、。 村 ホ の mi 
の 人 間 た ち が 、 世 界 の シー ン に ば か り 目 を 
向け て いた その ころ 、 宇崎 竜童 を 中 心 に 集 
まっ た メン バー は 、 世 界 的 視野 か ら 日 本 の 
音楽 を 見 つめ て いた こと に な る 。 

日 本 の 古典 で も な い 、 西 洋 の 影響 を も 含 
ん だ 、 現 代 の 日 本 の ミュ ー ジ シャ ン が ジャ 
ン ル を 越え て 演奏 し 、 歌 い 、 踊 る チー ム と 
し て 生ま れ た 竜 章 組 。 民謡 を きっ か け と し 
て 、 ロ ッ ク ン ロー ル や ジャ ズ 、 ブ ギ な ど 、 
さま ざま な エッ セン ス の 入っ た その サウ ン 
ド の 根底 Me や は り 日 本 人 的 





テカ デビ ュー し て 7 年 、 
鈴木 さえ 子 の 初 の ベス ト ・ ア ル バ ム が 


講和 


SAEKO SUZUKIj。 

この アル バム に は 、 RVC 時 代 の ! 毎 日 
が クリ スマ ス だ っ た ら 』(I983 年 リリ ー 
ス )、『 科 学 と 神秘 』(1984 年 リリ ー ス ) 
と MIDI に 移籍 し て か ら の 『 緑 の 法則 」 
(1985 年 リリ ー ス )、『 ス タ ジ オ ・ ロ マン 
チ ス ト 」(|987 年 リリ ー ス ) の 4 枚 か ら 
鈴木 さえ 子 自身 が 選ん だ 18 曲 が 並ん で 
いま す 。 そ し て 、 ア ル バ ム の 最後 に は 

ー ナ ス ・ ト ラッ | ーー 
ク と し て 、 吉 大 
わく 「 私 の 曲 で 最 
も 有名 な も の 」 と 
いう 「'84 日 清 チキ 
ン ラ ー メ ン CM ソ ン 
グ 」 が 入っ て いる 
か ら 聞 き 逃 せま せ 
ん 。 あ の 耳慣れ た 
曲 が 鈴 木 さ え 子 の 
作品 だ っ た こと を 
この アル バム を 聞 
いて 知る 人 も 多い 
の で は な いで し ょ 


Y ぶ > こい テハ) 





ペー ニー ご さき 


全曲 を 通し て の 
電気 的 な 音 と 、 そ 
こ に と きど き 重 な 
る 自然 の 斉 、 そ し 
て どこ か 幻 ] 想 的 な 
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意 さ れ て いま す 。 


12 月 10 日 に リリ ー ス され て いま す 。 タ ダ 
イト ル は ずばり 『THE VERY BEST OF 


#m 不 


た POP。 

うてん 、 ち ょ っ と 堅 か っ た か も し れ な 
い が 、 竜 童 組 の その 頑固 な まで の こだわ 
り に は 、 ち ょ っ と 軽い ノリ で は つい て い 
か れ な い の だ よ 。 

そん な 竜童 組 の 集大成 と も 言え る ベス 
ト ・ ア ル バ ム が |2 月 21 日 発売 され た 。 「 
木 委 イン トロ デュ ー ス 」「HA-HA-HA」 な 
ど 、 お な じみ の 曲 が ラ イン ナッ プ 。 ラ イ 
ブ で の 演奏 も 聴け る 。 タ イト ル は 「『 東 京 
Blood Sweat & Tears」 だ 。 

また 年 末 、12 月 28、29、30 日 に は パル 
コ 劇 場 で 、 こ の アル バム に ちな ん だ ライ 
プ を 行なう 。 BLOOD”"^TEARS" 
*SWEAT” の テー マ ご と 、 凝 っ た 内 容 が 用 
文 乱 伊藤 し げ 子 






さき 


6 Q 9 3 P 人 - 有 ws 


記 
草 
組 


彼女 の 笑顔 は どう 
し て こん な に 魅力 的 
な ん だ ろう 。 今井 美 
樹 は 太陽 みた い だ と 
よく 言わ れる 。 は じ 
ける よう な 、 顔 いっ 
ぱい の 笑顔 は まさ に 
真夏 の 太陽 だ 。 

そん な 今井 美樹 の 
初 の ライ ブ ビ デオ 『A 
- LIVE for retour」 
が 1!2 月 21 日 、 発売 さ 
れ た 。 3 度目 の 全国 
ツア ー「retour」 の 中 
か ら 、 東 京 厚生 年 金 
会 館 で の ステ ー ジ を 
中 心 に 収録 され て い 
る 。 華 や か な ステ ー 
ジ の あい 間 に 、 沖 縄 

で の イベ ント の 様子 や イン タビ ュー な 
ど 、 素 顔 の 、 飾 ら な い 今 井 美 樹 が 顔 を 
見 せる 。 彼 女 は いつ で も の び や か で 、 
ナチ ュ ラ ル で 、 等 身 大 だ 。 だ が 、 . 徹 女 
自身 、 ビ デオ の 中 で 「 最 近 よ う や く “ 表 
現 者 "に な れ た の か な っ て 気 が 少し だ 
け す る 」 を 語っ て いる よう に 、 ス テー 
ジ の 上 の 彼女 は いち だ ん と 魅力 的 だ 。 

アル バム タイ トル 曲 「retour」 か ら 
静か に 、 優 し く ス テー ジ は 始ま る 。 軽 
や か な 踊り と 、 顔 いっ ぱい の トレ ー ド 
マー ク の 笑顔 で 、 周 り に 明る さ を 振 り 
まき な が ら 、 そ し て 、27 歳 の 大 人 の 女 


し / 


へ NN 


る 


と 





鈴木 さえ 子 の ボー カル で 、 聞 く 人 は 、 
まる で 章 話 の 中 に すっ ぽ り と 入り 込ん 
で し まっ た 気分 に な る この アル バム 。 
肩 の 力 を 抜い て 、 た だ ぼん や り と や さ 
し い 音 た ち に 囲ま れ な が ら 、 い ろ ん な 
方 向 に 気持 ち を 飛ば し て いけ そう で す 。 
RVC 時 代 の !『 毎 日 が クリ スマ ス だ っ た 
ら 」「! 科 学 と 神秘 』 か ら セ レク ト さ れ た 
8 曲 と 、「"84 日 清 テ チキ ン ラ ー メ ン CM ソ 
ング 」 は 、 こ の アル バム で 初め て CD 化 
され まし た 。 デ ジタル に な っ た 初期 の 
作品 を ぜひ 聞い て みて くだ さい 。 
文 供 高 山 玲子 








井 美 構 


性 な ら で は の 情感 を 込め て 、 し っ と り 
と 、 彼 女 は 歌い 上 げ て いく 
- 組 の 部 分 が 一 番 出る と いい な と 思 
っ て ます 。 こ れ か らち も 」 
ビデ オ の 中 で そう 語る 今井 美樹 。 確か 


に 彼女 は 真夏 の 太陽 の よう だ 。 し か し 、 


それ だ け で は な い 。 も っ と も っ と 大 き 
な 包容 力 を 持っ た 女性 。 周 り に いる 人 
間 を ゆっ くり と 、 芯 か ら 暖 か くし て く 
れる よう な 。 冬 の 日 の 、 穏 や か な 太 坦 
の よう な 包容 力 が ある 。 映 像 は そん な 
彼女 の 表情 を ダイ レク ト に 伝え て くれ 
る 。 


痛々 と ニュ ー ズ スク 旋 / て 7 孝 チ 





クレ ヨン 


温か い 歌 声 、 独特 の 叙情 的 な 雰囲気 で 
ジワ ジワ と ファ ン 層 を 広げ て いる クレ ヨ 
ン 社 か ら 、 続 々 と ニュ ー ス が 届い て いる 
の お 宏 え し よう 。 

まず は 現在 、CD シ ング ル が 好評 発売 
中 。 タ イト ル は 「 東 京 夜景 。 カッ プリ ン 
グ は 「 ク リス マス の 近い 日 」 だ 。 と も に 
クリ スマ ス ・ ソ ング で や だめ ww シ 2 と を く 
る クレ ヨン 社 な ら で は の 世界 が 広がっ て 
いる 。「 東 京 夜景 」 は 3 rd アル バム 『 い つ 
も 心 に 大 陽 を 』 か ら の カッ ト 、「 ク リス マ 


ム 未 収録 曲 だ 。「 ク リス 
3 は 去年 ('89 年 ) 
の 1!2 月 20 日 、 日 本 青年 


た 曲 だ か ら 、 覚 えて い 
る 人 も いる か も し れ な 
い 。 
CO 
、 一 年 で いち ば ん ひ 
er く な る 時 期 。 ク 
リス マス を 一 人 で 過 ご 
す 人 に も 、 大 好き な 誰 
か と 過ごす 人 に も 、 ク 
レ ヨ ン 社 の 歌 は 愉 好 の 
が 25 を ブー ンド * 
に ンタ ン ン eo 
くれ る だ ろう 。 
の 0 E em 基 は 、 ク 
レ ヨ ン 社 の 柳 治 由紀 枝 


社 


が 、 大 星 日 か ら 元 旦 に か け て 、 ラ ジオ 特番 
の パー ソナ リティ ー を 務め る こと に な っ た 
と いう こと 。 ニッ ポン 放送 で 12 月 31 日 の 18 
時 か ら 、| 日 の 朝 6 時 まで 放送 の 、! 足 か け 


2 年 ぶっ と お し 電 リ ク 」 が それ 。 途 中 で 加 
哀 秀樹 が 参加 し て の クレ ヨン 社 コ ー ナ ー も 
ある と いう か ら 楽 し み だ 。 

そし て 、 な ん と いっ て も ライ ブ 。 大 盛況 
の うち に 終了 イ し た 全国 ノン アー の アン コー ル 


公演 が 決定 。 | 月 15 日 の 大 阪 リ サイ タル ホ 
ー ル と 、18 日 の 東京 シア ター コク ー ン だ 。 


ス の 近い 日 」 は アル バ 


館 の ステ ー ジ で 歌わ れ 









シン グル ! 探 し て いる の に 」 も 、 ア ル バ 
ム 「『 せ か い の う た 」 も 大 好評 の フェ アチャ 
イル ド 。 先 月 号 で も アル バム の 話 を お 伝 
え し た が 、 お 届け で き な か っ た アル バム 
の 話 を 、 

や っ ぱり フェ アチャ イル ド と いえ ば 、 
戸田 先生 の 音楽 作り の 素晴らし さと 、 ヒ 
ロ の ギタ リス ト ら し い ギ ター ワー ク ( す 
ご い 当 た り 前 の こと な ん だ けど 、 近 ご ろ 、 
この 当たり 前 の こと が 、 な か な か 音 に な 
っ て いな いと いわ れる )、 それに 加え る こ 
と の コン ポー ザー と し 
て で の ルル 欠 : そして ぞ 
し て 、 こ れ は 忘れ ちゃ 
な ら な い YOU さ ん の 調 
の 世界 。 

デビ ュー・ ア ル パ バム 
の 「 嘆 き の 健康 優良 児 」 
か ら 始 まる YOU さ ん の . 
詞 は 独自 の 世界 と 感性 
を 持っ て いる ん だ けど 、 
女の子 な ら 、 | そ 、. 二 | 
そう な の よ 本 一 
思わ ず う な ずい て し ま 
う シ ロ モ ノ 。 

今回 だ っ て 、「 妨 者 の 
うた 」 も あれ ば 、 バ 冷た 
い 天 プラ * の 歌 じ 敵 
か っ た 「 冷 天 」 と いう 





来生 た か お の メロ ディ ー は いつ も 、 
4 恋愛 に お ける 複雑 な 心 の ひだ に 入り 込 
記 ん で 痛い ほど だ 。 彼 の 曲 を 聴い て 込み 
な 上 げ て くる 感情 は 、^ 沸 き 立 つよ うな 切 
な さ ”" で あっ た り 、 寝 付か われ な い ほ ど 
恋 まう CM。 どちら も 、 彼 の 曲 が い っ そう 


る で OOY 


の 寂し さ " で あっ た りす る 。 そ う 、 


が ある よね 。 


1 


28 日 に リリ ー ス され た 。 


っ 


プリ ング され て いる 。 


に 2 
Ne 
SQ 


WmN&CN こ い 


来 


ーー つう 2 女 プ ガ / プ タフ ァ ア ディ ャ ア ん た の 昧 


今月 は 少し ば か りお 伝え し よう 。 


て 登場 する か 、 楽 し み / 


し た こと が ある 人 な ら 、 誰 に で も 覚え 
そん な 来生 の 久々 の シン グル が | 月 
最近 、 CM で 流 
れ て いる 、 気 に な る あの 曲 が 2 曲 カ ッ 


JR 東日本 の 「 夢 より 遠く へ 」 と セイ 








ずい て し まう 。 そ ん な みな さん の 期待 に 
応え て 、YOU さ ん も 全曲 、 詞 を 書い て く 
棚 た 。 

さて さて 、 で ん な フェ アチャ イル ド 。 
新作 を ひっ さげ て 学 察 に 引き 続い て ツア 
ー の 真っ 最 中 。 | 月 12 日 の 新宿 スペ ー ス 
ゼロ まで 続く の だ が 、 フ ェ ア チ ャ イル ド 
の ライ ブ と いえ ば 、YOU さ ん の カブ リモ 
ノ 、 じ ゃ な か っ た 、 衣 凌 。 花束 に な っ た 
り 、 ハ チ に な っ た り ・…-。 今回 は 何 に な っ 
文 葬 洒 合 美佳 





FAIRCHILD 


い いこ か NO 前 へ 


CHANNEL り 1 


NEW SOUNDS EXPRESS 


これ は ハッ キリ 言っ 
て オイ シイ で す 。 1 月 
2I 日 に リリ ー ス され た 
EPO の コン ピ レ ー シ ョ 
ン ・ ア ル バ ム 『CM 
TRACKS」 は 、 誰 に で 
も 聴き 覚え の ある CM ソ 
ング ば か り を 集め た も 
の 。 

CM の 影響 は 多大 な 
も の で 、 そ の 時 代 の 象 
微 に な が っ た り 、 超 用 さ 
れ た アー ティ スト の 運 
命 も 変え て し まっ た り 
する くら い だ 。EPO は 、 
デビ ュー 以来 コン スタ ント に 、 そ の 
CM ソン グ を 生み 出し て いる 。 ここ に 
収録 され た 16 曲 の CM ソン グ 、 ズ ラリ 
と 並べ た だ け で も 相当 な 迫力 だ 。 

と ら ば ー ゆ の 「 人 間 な ん て 」、KDD 
の 「TRY TOCALL」、JT の 「 恋 の ア 
ン ビ バレ ンス 」、 日 産 ラ ング レー の 
「Middle Twenties」j、 コ カ ・ コ ー ラ の 
「 大 陽 に PUMP/ PUMP/ 」、、 ビ クタ 
ー・ ビ デオ テー ブ の 「 音 楽 の よう な 
風 」、、 資 生 堂 の 「 う 、 ふ 、 ふ 、 ふ 」 な 
ど 、 は < っ 、 派 な も ん で す 。 

な か で も キリ ン レ モン の 「PARK 











コー 腕時計 の 「 セ カン ド ・ ラ ブ 」 が 両 
A 面 で 発売 。「 夢 より 速く へ 」 は 、 黄 切 時 
に た だ お ず む 2 人 が ミス テリ アス で 即 角 
的 な CM。「 セ カン ド ・ ラ ブ 」 は 、 驚 尾 い 
さ 子 嬢 が 涙ぐん だ 表情 に ハッ と し て し 


雰囲気 を 盛り 上 げ て いる の は サス ガ 。 

今回 も 、「 こ れこ そ ゴ ー ル デン ・ コ ン 
ビ ノ /」 と 言わ し め る 来生 た か お & え つこ 
の 姉 弟 コン ビ 。 メ ロディ ー ラ イン の 美 
し さと 繊細 で ロマ ンチ ッ ク な 詞 の 世界 
が 一 体感 を 持っ て 、 ま さ に 向かう と こ 
ろ 蔽 な し / だ 。 ' 

「 夢 より 遠く へ 」、 
「 セ カン ド ・ ラ ザ 」 と 
も 、 それ 則 特 Se が 
ル 化 を 待っ て いた 人 
も 多く 、 ウ レシ イー 
枚 と な っ た 。 

と ころ で 、 現 在 来 
_ 生 は 永遠 の 瞬間 
> THE MOMENTY 
_。。 。 と タイ トル され た 全 
_ 国 ツ アー の 真っ 最 中 。 

。 12 月 24、25 日 に 中 野 
サン プラ ザ 、 以 降 、 
来年 の 春 ま で 続く ロ 
ング ツア ー を 展開 し 
な る 。 

また 、 年 明け 後に 


か お アル バム 発表 予定 だ . 
文久 伊藤 し げ 子 





Ave. 1981」 は 、 新 鮮 な 感動 が ある 。 こ の 
NEWeeHES 凍 HHREesHdihis 
優し い 刺 激 を 与え て くれ る か ら 、 不 思 

だ 。 そ の 当時 テレ ビ で 流れ て いた の が 記憶 
に な い 人 も 、 じ ん わり と 感動 に ひ た れ る は 
ず / 

や っ ぱり 、 完 成 さ れ た 個 灯 の ある EP0O だ か 
ら こ そ 、 古 いと か 新しい と か も 問題 に な ら 
な いし 、CM 自 体 の イメ ー ジ に も 左右 され な 
い 。 そ ん な EPO の 魅力 が 、 ト ー タ ル に つめ こ 
まれ て いる この アル バム 、 そ の 曲 自体 を ザ 
ひび 楽し ん で みて ほし い 。 

文 参 伊 藤 し げ 子 


7 ダグ // 可 万 ro 導 沈 邦 の 夫 し タ た ン し る 


。 heh am ck 


4 作 目 を 数 える 最新 アル バム 「『Some- 
times It's Better Than Sex」 で 、 自 分 た 
ちの 音 の ひき だ し か ら 、 今 まで 以上 に た 
くさ ん の 種類 の ポッ プ ・ セ ンス を 披露 し 
て くれ た The Shamrock。 初 め て の ロン ド 
ン TD、 初 め て の 外人 エン ジニ ア の 直 用 、 
そし て 共同 アレ ンジ ャ ー と の 作業 は 、 彼 
ら の 新しい 面 を さぞ や 磨い て くれ た に 違 
いな い 。 1I2 曲 の それ ぞ れ の 個 信 、 浮 き 立 
ち 方 は 並 で は な い 。 何 度 聴 いて も ドキ ッ 





と させ られ る アレ ンジ と 音 
作り の お も し ろ さ は 、 こ れ 
まで の 作品 の 中 で “楽し さ ” 
と いう 面 で は 群 を 抜い て い 
る 。 

この カラ フル な アル バム 
の 曲 こ そ 、 早 く ラ イブ で 聴 
きた い / と 思っ て いた ら 、 
朗報 が 飛び 込ん で きた 。 ア 
ル バ ム に と も な う ラ イブ プ ・ 
ツア ー は きち ん と その つど 
や っ て きた The Shamrock 
だ が 、 つ い に 『 | 月 17 日 ・ 日 
本 青年 館 」 な る ホー ル ・ ラ 
イプ が 決定 し た の だ 。 

あの 玉手 箱 の よう な 

『 Sometimes It's Better 
Than Sex』」 を 、 ス テー ジ で 
は どん な ふう に 再現 する の 
か 、 は た また ロン ドン 帰り 
の 高橋 & 山 森 は どん な 変貌 を と げた の か 
| 月 17 日 の 日 本 青年 館 は 、 彼 ら の 
新しい 魅力 が 必ず キャ ッ チ で きる 、 ス ペ シ ャ 
ル な ライ ブ プ に な る こと は 間違い な い 。 

「 誰 か に 自分 の 今 求め て る こと を わか っ て 
も ら え た り 、 そ れ と 同じ こと が 返っ て きた 
りす る 膨 間 は 、 と き に は SEX よ り も イイ /」 
と いう ニュ アン ス の タイ トル が 示す よう な 
バイ イ 瞬 間 * を 、 ぜ ひと も 1 月 17 日 の ライ 

プ ブ で 感じ と っ て ほし い 。 文久 五十嵐 麻子 
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茶 の プ 人 狼 ク ラ 


音楽 の 甲子 園 と 呼ば れる 「 全 日 本 勝ち 
抜き ロッ ク 選 手 権 ・BS ヤ ング バト ル 」。 そ 
の 全国 大 会 が 、! | 月 23 日 に 東京 の NHK ホ 
ー ル で 行なわ れ た 。( 当 日 の 模様 は 、 衛星 
第 2 放送 で 生 中 継 さ れ た の ダ ) 

応募 総数 は 、 な ん と 4127 組 。 高校 生 以 
上 で あれ ば 、 誰 で も 応募 し て OK と いう 門 
戸 の 広 さ の せい か 、 高 校生 か ら 40 代 の お 
じ さ ん まで 幅広 い 年 齢 層 か ら の 応募 が あ 
っ た 。 家族 バン ド 、 先 生 バ ンド 、 主 婦 バ 
ンド な ど な ど 。 ユ ニー ク な パ バンド が 多 か 
っ た の も 今回 の 特徴 。 

テー ブ プ 審 査 、 地 区 大 会 ( | 次 審 査 )、 ブ 
ロッ ク 大 会 (2 次 大 会 ) を 勝ち 抜い て き 
た 20 組 の 強者 が 、 こ の 日 の 最終 審査 に 臨 
ん だ の だ 。 

約 3 時間 に 及ぶ 熱闘 ロッ ク バ トル の 結 


ぷ さ い 一 NN 


sa 4 


NN 
て 


\ 誰 と QA 連 で 本 へ 


2 1 世紀 楽団 の ニュ ー・ ア ル バ ム 『 音 食 人 
種 」 が 、 中 月 2 日 に リリ ー ス され た 。 全 8 
曲 入 り の ミニ ・ ア ル バ ム な が ら 、 パ バラ エ テ 
ィ に 富ん だ 曲 の 数 々 が 楽し め る 、 充 実 の 仕 
あけ サ 札 が 上 よい る 。 

音 を 食べ る 人 種 、 サ ウン ド を 栄養 に し て 
生き て いく 人 た ち 、 そ れ は まさ し く 彼 ら 自 
身 の こ と か も し れ な い 。 音楽 を 心から 愛し 
て いる に 違い な い 、 彼 らら し い ア ル バ ム ・ 
タイ トル だ と 思う 。 

今回 の アル バム で は 、 バ ンド と し て の ま 
と まり が 、 こ れ ま で 以上 に 出 で てき た と いう 
の が E 象 的 だ 。 大 場 伸二 の シャ ー プ な ドラ 
ミン グ を 中 心 と し て 、 全 体 が キッ チリ と か 

合っ て いる 。 そ ん な 感じ の する 演奏 が 全 
編 に 繰り 広げ られ て いる 。 そ し て 、 仙 石 幸 
太郎 の ボー カル に も 、 な に か 色気 が 出 て き 
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シフ ンズ を ノ 
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Na 
テム 
ベ 理 NN 六 思 で 投 NSN 


ニブ 


3 
」 ル 
果 は 、 グ ラン プリ ・ 企 画 賞 が 、 東 京 プロ 
ッ ク 代 表 GA0O の 了 BABY」。 ボ 
ー イ ッシュ で パワ フル な ボー カル の 膝 野 
割 津 子 率い る 6 人 組 。 都 内 の ライ ブ ハ ウ 
ス で 落 実 に ライ ブフ 活動 を 続け て いる 実力 
派 だ 。「 機 会 が あれ ば メジ ャ ー・ デ ビュ ー 
し て も いい 。 そ れ ま で マイ ベー ス て で て 気 ま 
ま に が ん ば り た い 」 と 、 あ くま で 自分 た 
ちの リズ ム を くず さ ず に 、 で も 密か な 意 
欲 が マン マン の 彼ら 。 先物 買い の 諸君 は 
期待 し まし ょ う 。 

その 他 の 受賞 者 は 、 優 秀 賞 が 、 近 畿 ブ 
ロッ ク 代 表 の NAKED KING'S HIP と 中 国 
ブロ ッ ク 代 表 の ベッ ド シ ー ン 。 企画 賞 が 、 
九州 ブロ ッ ク の the WALTZ に 決定 。 今後 


の 活躍 に 期待 大 。 い や あ 、 音 楽 っ て 本 当 
に いい も ん で すね 。 文 供 相 吉 朋 子 





サン ディ ー& ザ ・ サ ン セ ッ ツ の ボ 
ー カ リス ト 、 サ ン デ ィ ー の ソロ ・ ア 
ル バ ム が 、12 月 19 日 に リリ ー ス され 
た 。 タイ トル は 『MERCY』。 聞く 人 の 
まわ り を 、 か つて な か っ た 新しい 空 
気 が と り ま いて し まう 、 そ ん な アル 
バム に 仕上 が っ て いる 。 

現在 、 日 本 の 音楽 シー ン を 語る と 
き に 引き 合い に 出さ れる の は 、 ア メ 


^ 


【/ 


NX 


民族 音楽 に 傾倒 し て いっ て いる ミュ 


ー ジ ャ ン も いる よう だ けど 、 そ れ を 
日 本 の ポッ 


プス と し て 成り 立た せる 
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1 世紀 業 団 


た よう に 思う 。 ボ ー カ リス ト と し て の 実 
力 が アッ プ し た こと に 伴っ て 、 余裕 が 生 
まれ た せい か も し れ な い 。 彼 は これ か ら 、 
も っ と いい ボー カリ スト に な る 予感 を 、 
聞く 者 に 抱か せ て くれ る 。 
曲調 は 、 ど れ も ポ ッ プ で ノリ が よく 、 
誰 に も 抵抗 感 な く 受 け 入 れ ら れる も の だ 
が 、 よ く 聞 いて みる と 、 随 所 に 遊び 心 と 
アイ デア が 活か され て いて 、 全 員 が 高 学 
歴 の 持ち 主 で ある この バン ド の 、 頭 の よ 
さ を 感 じ さ せ て くれ る よう な 気 が す る 。 
ライ ブ の 予定 は 、 新 年 が 明け て か ら の 、 
2 月 12 日 ・CLUB 24、 そ し て | 月 28 日 、 
2 月 28 日 、 3 月 28 日 と 、 原宿 ルイ ー ド で 
2 大和 りー た 5 


リカ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 音楽 が ほとん ど 。 





CHANNELOI 


NEW SOUNDS EXPRESS 


の に は 、 も う 少 し 時 間 が か か る よう だ 。 そ 
ん な 中 に あっ て 、 サ ン デ ィ ー と この アル バ 
ム の メイ ン ・ プ ロ デ ュ ー サ ー で ある 保 田 
麻琴 は 、 ア ジア の 音楽 に 注目 し た 。 イ ンド 
ネシア や マレ ー シ ア 、 シ ン ガ ポー ル 、 そ し 
て 日 本 の 歌 詳 曲 や 民謡 に 、 ア メリ カ ・ ヨ ー 
ロッ パ の 最 先端 の 音 を 融合 し て し まっ た の 
で ある 。 し か も 、 制 作 に 関わ っ た スタ ッ フ 
の ほとん ど が アジ ア の 人 た ち だ と いう 。 

全曲 の 中 で 、 ま ず 私 た ち 日 本 人 の 興味 
を ひく の は 「『Sakura」「Sukiyaki」「Ringo 
Oiwake」 の 3 曲 だ ろう 。 そ う / 「 さ くら さ 
くら 」「 上 を 向い て 歩 こ う 」、 そし て すでに 
歌謡 曲 か ら 民 謡 の 
域 に 達し て し まっ 
た 、 美 空 ひ ば り の 

「 り ん ご 追分 」 を 
ハウ ス に 、 あ る い 
は ダン ドゥ ウッ ト に 
アレ ンジ 。「Ringo 
Oiwake」 に いた っ 
て は 、「 あ ん た が た 
どこ さ 」「 ず い ず い 
ずっ ころ ば し 」 の 
メド レー と いう 、 
思い も か け な い 組 
み 合 わせ 。 コ チコ 
チ の 音楽 観 を と き 
の くれ る ーー 
枚 だ 。 

文代 高山 玲子 


"チズ “を アメ ルキ ー の 源 / ア て 


新しい 型 の ハー ドロ ッ ク ・ バ ンド ( 彼 


ら を 既成 概念 の 枠 の 中 で 儀 置 づけ る な ら 、 


こう いう 表現 し か な い ) BAD MESSIAH が 
有 ド ・ シ ング ル 「COYOTE」( コ ヨー 
と 読む ) を 12 月 21 日 に リリ ー ス し た 。 

: 和 ledlg 人 NIRT 証 HL 
明 を 加え た か と いう と 、 既 存 の ハー ドロ 
ッ ク ・ バ ンド に よく 見 られ た 、 ア メリ カ ・ 
ロサ ンジ ェ ル ス の イメ ー ジ が 、 彼 ら に は 
まっ た く 見 えな いか ら だ 。 こ れ は 見 せな 
いよ うに 努力 し て いる わけ で は な く 、 自 
然 体 で そう な っ た だ け で ある 。 





BAD MESSIAH 


音楽 を は じ め と する 文化 は 、 そ の 地域 、 
街 の 土壌 が か な り 左 右 す る 。BAD MESSIAH 
は 東京 で 結成 され 、 東 京 で 活動 し て きた 。 
ここ まで 熱 成 さ れ て くる 過程 で 、 日 本 と い 
う 土 壌 が 大 きく 影響 し て いる の は 確か だ 。 
彼ら が その スタ ンス と し て 『 日 本 の ロッ ク 」 
を 掲げ メロディー も 明らか に 日 本 人 の も 
の で あり 、 テ ー マ と し て 現在 の 東京 の リア 
リズ ム を 追求 し て いる と ころ か ら 見 て も 、 
彼ら に ロサ ンジ ェ ル ス の 面影 を 見 る こと は 
で き な い 。 

"90 年 代 の 東京 を 表現 する と 、 そ れ は “ カ 
オス ” だ と いわ れる 。 
混 を 破壊 する パワ 
ー と エネ ルギー を そ 
の 根本 と し て 、BAD 
MESSIAH は 適 進 し て 
いく に ちがい な い 。 
カン シド ・ シ ンダ ル 

「COYOTE」 に は その 
次 が は か ら ず も 出 て 
また | カッ プ 
リン グ は 彼ら が イン 
ディ ー ズ 時 代 に CD 化 
ME UN た IOUT 
SHINE」 が ニュ ー・ レ 

コー ディ ング て 収録 
され て いる の で 、 彼 
ら の 歴史 を 知る こと 
が で きる だ ろう 。 
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リス マス ・ イ ブ 


須藤 晃 


吉 く か ら の 友人 に 会 


全 つ た 。 靖 遵 な 仔 まい の 高級 な 店 で フグ を 一 緒 に 食べ た 。 


久しぶり だ っ た の で 何時 間 も 一 緒 に いた 。 彼 の 仕事 伸 間 も ちい た 。 急 に 冷え 込ん だ 夜 だ っ た 。 
僕 は ほん の 僅か な 夜 の 隙間 に 、 彼 と の 二 人 だ け の 会 話 を ね じ こ ん で 笑っ た 0 り 真面目 に な っ た り し た 。 
店 し 壮 れ て 、 ふ と 会 話 が 途切れ た 時 に 、 歌 が 流れ て きた 。 そ こ で 歌わ れる 

ひと り ぼ っ ちの クリ スマ ス ・ イ プ ブ の 情景 を 夜景 の 中 に 追い 掛け て いる うち に 彼 は 席 を 立っ て いた 。 

翌日 僕 は 朝一 番 の フラ イト で 東京 に 戻っ た 。 彼 が 人 生 に 意味 の ある こと な ん て な いと 言っ た 

言葉 が 心 に 残っ た 。 そ うか も し れ な いね と 僕 は 答え た が 、 実 は モー ニン グ ・ フ ライ ト の 機 上 で 

その こと ば かり を 考え た 。 そ し て いつ し か 浅い 眠り に 落ち て 呆気 な い 夢 を 見 た 。 
クリ スマ ス ・ イ プ は な ぜ か と て も 汐 し い 紋 き が する 。 そ の 時 見 た 短い 夢 の よ うに 。 


深紅 色 の ネイ ルカ ラー で 、 長 い 髪 の 女 が い だ 。 い い 匂 い が し て いた 。 爪 に 
目 が いっ た の は 彼女 が 何 度 も 髪 を 所 い 上 げた か ら だ 。 ハ イヒ ー ル の トウ の 部 
分 に 凌 形 に 輝く 石 が ちり ば め ら れ て いる 。 歩く だ た びに 空間 の 光 を すべ て 集め 
て いる よう に 輝 く 。 よ く 見 る と 傍 に いる 男 と 片手 を 繋い で いる 。 不思議 な 光 
景 ど っ た 。 手 を 繋い で いる こと が ひど てく 不 自 然 に 思 を だ た の だ 。 そ ん な 子供 じ 
みた こと を する ほど 無邪気 な 顔つき で は な い 。 着 て いる も の の 趣味 や 雰囲気 
か ら 判 断 す れ ば 、 し な だ れ か か っ て 抱き つい て いた ほう が 自然 だ 。 一 緒 に 旅 
行 に 出掛け る 様子 で は な い 。 二 人 の 関係 を 想像 し た 。 バカ げた こと だ と 解っ 
て いた だ が 人 込み で 視線 を 無視 し て 手 を 机 ぎ 合う 年 齢 に は 見 を な か っ た の で 、 
興味 が 湯 い た の か も し れ な い 。 

結城 は 自分 の フラ イト を 待っ て いた 。 天候 不順 と 霧 で 予定 が いく 6 ら ヵ 遅れ 
て いる よう だ っ た 。 悪 天 鉄 の 中 を 突っ 切っ て 早く 飛ん で ほし い 気 分 と 、 慎 重 
に 検討 し て ほし い 気 分 が 交錯 し て いた 。 待 つこ と に は 慣れ て いる 。 真夏 の 笑 
天下 の ディ ズ ニ ー ラ ンド で バカ みた だ た い に 何 時 間 も 行 列 に 並ん で いた だこ と を 思 
い 出 す 。 そ ん な 妨 面 が どこ で 付い た の か 、 た だ 何と な く 待 つこ と が 苦痛 で な 
く な っ て いる 自分 が 意外 だ っ た 。 目 的 が あれ ば 達成 し よう と 手段 を 策 す 。 達 
成す る まで 半 抱 で きる の が 大 人 で 、 目 的 が あっ て も 手段 が 見 つか ら な い ヵ 達 

成す る まで の 我慢 が きか な い の が 子供 だ と 言っ た 奴 が いた 。 だ が 今 の 社会 で 
は 待つ こ と が 出来 な い 者 は 、 大 人 や 子供 の 分 け 方 で は な く 生活 出来 な い 。 

人 人 が 多い 。 空港 は 混ん で いた 。 

女 は 悲し を うな 目 を し て いる 。 別れ の 時 が 待ち 構え を て いる の か も し れ な い 。 
瞳 が 濡れ て いる よう に 光っ て いる 。 茸 、 家 で 飼っ て いた シェ パー ド ヵ 叱 気 に 
な っ て 連れ て いか れ だ 時 の 目 に 似 て いる 。 シ ー ザ ー と いう 名 だ っ た 。 犬 の 和 悪 
性 の 伝染 病 で 保健 所 で 楽 疫 され た の だ と 後 で 知っ た 。 直 感 で 解っ て いた の だ 
ろう 。 を その 時 に 吹 え も し な いで 大 人 し く ク ンク グン と 鼻 を 鳴ら し て いた シー ザ 
ー の 表情 と 似 て いる 気 が し た 。 女 は そん な に 若く は な か っ だ た 。 し か し どこ に 
も 暮らし の 匂い が な い 。 結 婚 し て 家庭 を 持っ て いる よう で は な いし 、 二 人 は 


夫婦 に は 見 えな か っ た 。 

三 十 四 、 五 どろ うか 、 男 は 自分 と 同じ で らい の 年 齢 の よ ょ う に 見 えた 。 質 の 
いい 単 の イン ディ ゴ の ジャ ケッ ト を 着 て いる 。 褐色 の 健康 的 な 顔色 を し て い 
る 。 胸板 が 厚く 足 が 細く 長い 。 何 か スポ ー ツ の 選手 か る し れ な いと 思っ た 。 
一 人 は ひと つの 輪郭 で 縁取 られ て 、 周 り と 遮断 され た 世界 を 単独 で 作っ て い 
る 。 

結城 は 硬い 椅子 に 腰掛 け て ホー キン グ の 宇宙 の 本 を 読ん で いた だ 。 ベ ッ ド に 
潜り 込ん で か ら 何 時 間 も 眠 れ な い 時 の よう に 姿勢 を 何 度 $ 小 きく 変 を な が ら 、 
体 を 微妙 に 屈伸 る させ た り し て いた 。 目 と 鼻 の 先 に 二 人 は いた 。 彼ら ヵ * 空 席 が 
ある の に 見 向き も る せ ず に 儲 ん で 何 も し ゃ べら な いで いる の が 視界 に ずっ と あ 
っ た 。 同 じ 便 に 乗り 込む の だ ろう か 。 搭乗 者 以外 は この 先 に は 入れ な い 。 イ 
ン フ ォ メ ーション が 放送 きれ る 度 に 注意 を 払っ て いる の が 男 の 表 情 か ら 読 み 
取れ だ 。 二 人 の 関係 が どう に で も 想像 で きる 。 多 少 の セン チ メ ン タリ ズム は 
空港 に は 付き も の だ 。 ど ん な ドラ マ が 彼ら に 隠 き れ て いて も 可笑し く な か っ 
人 

結城 の 脳 青 に も 空港 で の 切な い 思い 出 が 区 っ た 。 急 速 に 苦い 気持 が 雨 雪 み 
だ い に 広 が る 。 

あの 時 も る クリス マス が 近かっ た 。 広島 空港 どっ た 。 子供 へ の プレ ゼン ト を 
僅か な 空い だ 時 揚 に 市 内 で 買い 求め て 飛行 場 へ と 急い だ 。 手 に 持っ て いた の 
は 大 き な 熊 の 縫い るみ だ っ た 。 あ の 時 は 出張 で 広島 に 来 て いた 。 残念 な が 
ら 仕事 は 思う よう に いか な か っ た 。 気 が 重く な っ て いた 。 予定 を 早め て 一 人 
娘 に クリ スマ ス の プレ ゼン ト を 買っ て 真っ すぐ 家路 を 辿る こと に 決め た 。 東 
京 に 着い て か ら で は デン パー ト も 玩具 屋 も 終わ っ て し まっ て いる 時 刻 だ っ た 。 
そし て 会 社 に 最後 の 連絡 を 入れ た 。 無 情 な 伝言 が あっ た 。 す で ぐに 大 阪 支社 に 
向 か を と いう も の だ っ た 。 上 司 か ら の 説明 な ど な か っ た 。 関係 者 は 非常 事態 
に 全員 集合 命令 が 出 て 不在 だ っ た 。 新 幹線 で 向かう し か 方 法 が な い 。 駅 に 直 
行 し ょ うと し た 。 取り あえ ず 熊 を な ん と か し な く て は いけ な か っ た 。 空港 の 


、 須 麻 史 ( す どう あき ら ) 信 CBS・ ソ ニー の プロ デュ ー サ ー。 著書 に 「 地 上 の 虹 」( 小 柏 )、「 僕 と アス ファ ルト の 夜 」 (入川 書 店 ) が ある 。 
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示 計 で サン タク ロー ス の 置物 と 提 手 し た が っ て いる 少女 に 縫い ぐる み を プレ 


ゼン ト し た 。 若い 母親 は 困っ た 顔 を し て いた が 事情 を 話し て いる 時 間 も な か 
っ た 。 娘 に と 思っ て 買っ だ た けれ ども 急用 な の で と 言う と 、 受 け 取 れ な いと 拒 
まれ た が 少女 は 態 を は し ゃ いで 抱き 締め て いた 。 作り話 より も 嘘 み た いな こ 
と は いく ら 6 で も 起こ る 

結城 は 空港 が 含ん で いる ドラ マ を 色々 と 考え て 二 人 の 様子 を 見 て いた 。 恋 
人 同 盾 な ん だ ろう 。 短い 別れ し な の か 、 こ れ が 長い 別れ の 最後 の 逢瀬 な の か は 
解ら な い 。 女 は 泣き ど し て は いな か っ だ が 、 男 か 搭乗 口 に 入っ て いく 時 に は 
泣く の だ ろう と 思っ ( 

遅れ の せい で 徐々 に 人 は 溢れ て き て いた 。 和 無口 な 集団 と 騒い で いる 連中 と 
は 、 離 れ て 群れ を 作っ て いる 。 それ ぞ れ の 国 や 文化 や 宗教 が 違う みた い に 了 鬼 
立 し て いる 。 旅立つ 前 に 人 は 誰 も が 符 を 正 し て 、 自 分 自身 の 身分 証明 書 を 確 
認 し て いる よう に 見 える 。 停車 場 や 波止場 や 空港 で は 誰 も が 薄 張 し た 顔 に な 
る 。 パ スポ ー ト の 顔 だ と 彼 は 思っ た 。 

今日 の フラ イト は 仕事 で は な か っ た 。 友 達 が 事故 で 入院 し た と いう 知ら せ 
を 受け 取り 、 見 舞い に いく こと に し た の だ 。 興 さん の 言葉 か ら は 病状 は か な 
り よ く な い 気配 が 感じ られ た 。 土木 関係 の 主任 クラ ス だ 。 現場 で の 陣頭 指揮 
中 に 崩れ た 土台 の 下敷 き に な っ だ らし い 。 年 が 押し 詰まっ て 忙し い 時 期 だ と 
解っ て いる の に た 、 電 話し て きだ からには よほど の 決心 が あっ だ に 違い な いと 


思っ た 。 本 人 が 呼 ん で ほし いと いっ た 訳 で は な い 。 意識 不明 の よう だ っ た が 、 
詳し く は 動 米 し て いる 奥 き ん に 聞く こと を 慢 ら れ た 。 骨折 程度 か も し れ な い 。 


今 は 意識 を 回 復 し て いる 可能 性 も ある し 、 そ う 願 いた か っ だ 。 い ずれ に し て 
も 一 度 声 を 掛け て 元 等 づけ な く て は いけ な い 。 学生 時 代 に 随分 一 緒 に 遊ん だ 
友人 だ っ た 。 い け な い こと も し た 。 い ちば ん 大 切な 時 期 を 共有 し て いた だ 友 人 
だ っ た 。 ち ょ うど 時 間 が 取れ だ た の で すでに 行く こと に し だ の だ 。 
北国 で は 雪が 笑っ て いる らし い 。 ス ポー ツ 新 聞 の 天気 予報 の 欄 に 雪だるま 
の マー ク が あっ た 。 


「 今 度 い つ 会 える ?」 
小さ な 声 ど だ っ た 。 女 が 到 い だ 。 
「 私 だ ん だ ん 強く な っ て く 」 

は っ きり と し た 言い 方 だ っ た 。 

白 と 赤 の 薔薇 と か すみ 草 の 花束 を 手 に 持っ だ 別 の 男 が 入 を 探し て いる 。 こ 
ちら は 落ち 着い た 年 配 の 男 ど だ っ た 。 近く の フラ ワー ショ ッ プ で 花束 を 買っ て 
きた の で あろ うか 。 見 送 ろ うと し て 間に合わ な か っ だ の か も し れ な い 。 額 に 
_ 汗 が 吹き 出し て いる 。 す み ま せ ん 、 と 言い な が ら 小 走り で 駆け て いく 。 別 の 
ドラ マ が そこ に も ある 。 

「 ね を ぇ 、 今 度 は いつ 会 を える の ?」 

も う 一 度 女 が 咳 いた 。 

雑踏 の 継続 する ノイ ズ が 一 人 の 会 話 を 邪魔 する こ と も な く 〈、 結 城 の 耳 に 開 
こえ て きた だ た 。 ロ ビー の 騒音 が 満 に な る 。 

和 MNa を 大 声 で 呼ぶ 声 が 暫 く 。 誰か が 篠 物 を 落と し て 中 の が ラス か * 省 れ 

音 も し た 。 兵 隊 の よう に 集団 で 固 ま っ て いる 制服 の 学生 た ち が 急 に 立ち 上 
が っ て 整列 し 始め る 。 それ ぞ れ が 何 の 内 連 も な いま ま に WE こら 

「 早 く 会 いた い 」 

女 は 探れ た 声 で 言っ だ 。 Mae NM ye られ て 、 手 を 強く 
握り 返す の が 敵 っ た 。 あ り ふ れ だ シーン だ と 彼 は 思っ た 。 今 ご ろ 北 国 の 病院 
AM RS 
や 空港 で 足止め を 食っ て 見 知ら ぬ ア ベッ ク の 会 話 を 盗み 聞き し て いる な と と 
は 想像 も 出来 な い は ず だ と も 思っ た 。 

どん な 事情 が ある に し ろ 二 人 は まだ 幸せ だ 。 離れ 離れ に な っ だ ま ま の 恋人 


た ち だ っ て た くさん いる 。 自由 を 癌 ぎ 取ら れ て 生活 し て いる 奴ら も 大 勢い る 。 


再び 会 う 日 の こと を 約束 し て 別れ を 惜しん で いる な ん て 幸せ な ほう だ 。 世 を 
妨 ん だ 恋 な の か も し れ な い 。 それ で も いま 二 人 は し っ か り と 手 を 提 り 合っ て 
いる で は な いか 。 ] 

男 が ポケ ッ ト を 探り な が ら 何 か を 言っ 

「 確 か め て 、 き ちん と 」 

何 か を 忘れ だ たよ うだ っ た 。 


た 。 結城 に は 聞こ えな か っ だ 。 





兄 は 戸 起 っ た 星 を し て いる 。 何 か 重大 な 忘れ 物 を し て きた よう だ っ た 。 女 。 


は 心配 そう に は し て いる が さき ほど 切迫 し て いる よう で も な い 。 も し 本 当 に 忘 
れ て いる の な ら ば 二 人 の 別れ の 時 間 が 引き 伸 ば き れる 。 そう 思っ て いる の か 
も し れ な いと 結城 は 考え だ 。 

「 呑 の 部 屋 ど 、 た ぶん 」 

「 困 る ?」 

男 は 賃 い た が 、 す で ぐに 微笑 ん だ 。 とう Er うだ っ だ た だ 。 事 
の 鍵 や 部 屋 の 鍵 が 一 緒 に な っ て いる の な ら 困ら な * 訳 は な い 。 

「 郊 の 中 ?」 

結城 は 男 が 諦め た と ころ で 女 が 差し 出す よう な 気 が し た 。 隠し た の か も E 
れ な い 。 帰し た く な いか ら ど こ か に 仕舞 っ た の に 気づか ず に 出 て き て し まっ 


た の で は な いか と も 思っ た 。 


「 あ な だ らし く な いよ 」 

男 が 個 か を 答 を だ けれ ど そ れ は 聞こ えな か っ だ 。 

その 時 出発 便 の 最終 案内 の 放送 が あり 、 彼 は 席 を 立っ た 。 ゲ ー ト か ら バ パス 
に 乗り 込む よう に 伝え て いる 。 二 人 は 別 の 便 の よう だ っ た 。 正 確 に は 解ら な 
い 。 何 か を 日 論 し て いる よう に 見 え だ が 、 彼 の フラ イト の イン フォ メー ショ 
ン に は 反応 し な か っ た 。 ホ ー キ ング の 理論 が 頭 か ら 零 れ て し まわ な いよ うに 
ゆっ くり と 歩い た 。 そ し て 振り 返っ て みた が 、 そ の 時 に は 彼ら が いた 場所 に 
は 老人 た ちの 集団 が 侵入 し て き て いて 二 人 の 姿 は な か っ た 。 結城 は 慌て て ポ 
ケッ ト を 探り 、 財 布 や 搭乗 券 な ど に 触れ て 忘れ 物 が な いこ と を 確認 し だ 。 


定刻 か ら 一 時 間 ほ ど 遅 れ て 離 陵 し た 。 空 か ら 見 る 、 夕 闘 が 西 の 空 に 立ち 王 
め て いる 風景 が 好き だ っ た が 濃霧 の 中 で 何 も 見 を な か っ た 。 結城 は プラ ッ ト 


- ホーム な ど で 海 帰り の 真っ 赤 な 顔 を し た 少年 た ち が 、 充 分 に 遊び 疲れ て 重 そ 


うな 足取り で 階段 を 昇っ て いく 次 を オレ ンジ の 夕日 が 包ん で いる 風景 に 卿 称 
を 感じ る 。 そ ん な 黄 絹 時 の 時 間 帯 が 好き だ っ た 。 し か し 師走 の 空模様 は 煙 っ 
て いた 。 ス テ ュ ワ ー デ ス に 毛布 を 頼ん だ 。 短 い 時 間 だ が 也 っ て し まい そう な 
気 が し て いた 。 本 を 閉じ て シー ト を 例 を そう と し だ 時 に 、 彼 は ロビ ー で 見 て い 
た 男 ヵ 正 列 か 先 の 斜め 前 に 座っ て いる の を 見 付け た 。 女 は いじ な か っ た 。 

ヘッ ド ホ ー ン を 掛け て 音楽 を 聞い て いる よう だ っ た 。 探し て い だ も の は 見 
つか っ た の だ ろう か >。 傍 に いれ ば 何気なく 話し 掛け だい 気分 も し た 。 聞 きも 
し な い の に あの 女 の こ と を きっ と 話す に 違い な い 。 結城 は そ う 思 っ た 。 人 は 
自分 の 立場 や 状況 を 他人 に 話し た く な る こと が ある も の だ 。 

酒場 で 尋ね られ も し な い の に ひたすら 自分 の 不幸 な 境 過 を 話し 続け る 女 に 
あっ た こと が ある 。 最初 は た だ の 泣き 上 戸 か と 思っ た 。 し か し 聞い て いる 2 う 
ち に 引き 込ま れ だ 。 

「 伯 父 に 預け られ だ の よ 。 伯 父 は 禄 易 商 で を こそ この 任 事 を し て いた か ら 余 
裕 が あっ た の ね 、 私 の 父方 の 伯父 で 、 父 の 弟 に あたる 人 だ っ た だ の 。 両親 が 状 
育 権 を 放棄 する こと な ん て 信じ られ る ? 私 が 成人 し だ 時 に 父 に 告白 され だ 
の よ ょ よ 。 も ちろ ん を の 伯父 に あたる 父 か ら 。 私 が 価 十 年 も 自分 の 父親 と 信じ て 
い だ 人 か ら 」 

そん な 話 を 延々 と 聞い て 同情 し た り 、 元 気づけ た り し た 。 嘘 みた いな 話 だ 
と は 思え な か っ た 。 真 面目 な 顔 を し て いた 。 し か し 後日 その 女 が 某 有 名 俳優 
の 実子 ど と いっ て いる 次 を 目撃 し て すべ て が 訓 っ た 。 ま っ た だ く 架 空 の 自分 を 
作り 上 げ て し まう 性 癖 を 持っ て いた の だ 。 世 の 中 に は 虚言 症 に 似 た 症状 を 持 
っ た 人 間 た ち は 大 勢い る こと は 知っ て いる 。 い ちい ち 取 り 合 っ て いた だ 目 分 が 
お 人 好 し だ と 思う べき だ っ た 。 罪 の な い 戯 言 だ 。 ま し て や 酒場 で の 出来 事 だ 。 
結城 は その 女 の こ と が 、 目 の 前 に いる 見 知ら ぬ 男 に ダブ っ て 見 える の を 不 思 
議 に 感じ た 。 恋 愛 も 虐 み た いな も の だ 。 貞 中 に いる 人 間 た ち は 、 と どこ か 共通 
し た 清和 精 き と 光 し さる を 兼ね 備え て いる 。 


飛行 機 は 揺れ た 。 翻弄 きれ て いる よう に 上 下 左右 に 激 し く 揺れ た 。 揺れ る 


こと に は 慣れ て は いた が 、 結 局 は 出発 前 に あら か じ め 放 送 さ きれ た 懸念 どおり 


に 着陸 不能 の た め に 羽田 に 引き 返す こと に な っ て し まっ た 。 機 内 に 溜息 が 疾 
れ た 。 結城 は 先方 に 連絡 し て お か な いで よかっ だ と 思っ た 。 途 中 で 引き 返す 


_ の は 初め て の 経験 で は な か っ た 。 乗客 の 中 に は 興奮 し た り 取 り 乱 し た りす る 


連中 も いた 。 一 本 し か な い 機 内 電話 に 殺到 し た 。 ス テ ュ ワ ー デ ス に 質問 が 容 
び せ られ る 。 じ た ば た し た っ て し よう が な いけ れ ど も 平然 と し て いる の も 妙 








_ 結 大 は 時 計 を 見 た 。 予 征 の 時 刻 を 三 十 分 ほど 過ぎ て いる 。 
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に 気 が 引 けた 。 高 速 道路 の 渋滞 と 同じ だ 。 カー ラジ オォ の ポリ ニーム を あげ る 
みた い に 男 は し っ か り と ヘッ ド ホ ー ン を は め 込 ん で 目 を 閉じ て 天井 を 仰い で 
を その まま の 姿勢 で じっと し て いる 。 機体 は 冬 の 冷た い 気 流 に 揉ま れ な 
が ら 復路 ま た 羽田 に 向かっ た 。 
別れ だ た ば か り の 女 は 可能 性 を 信じ て 待っ て いる の だ ろう か 。 き っ と 引き 返 
す 場合 が ある こと は 事前 に 知ら きれ て いる は ず だ 。 戻っ て くれ ば いい と 祈っ 
て いる か も し れ な い 。 を その 祈り が 通じ た の か 、 木 枯らし が 北国 の 空 を 吹き 荒 
れ だ の か も し れ な い 。 こ れ ヵ 省 事 の 急ぎ の 便 ど だ っ た ら と 考え る と ぞっと し た 
_ が 自然 の 力 に は 背け な い 。 あ の 女 だ け で は な く 〈 く 、 数 々 の 人 の 想い が 束 に な っ 
て それ を 応援 し て いた の か も しれ な い 。 結城 は 、 記 ま で 毛布 を あ もげ な が ら を 
う 思 っ た 。 
振り 替え の 手続 き の 説明 が あっ て 、 都 内 で の 宿泊 に 関し て の 情報 の 提供 は 
する が 費用 は 持た な い 旨 が 放送 きれ る と 、 不 満 の 声 が あがっ た 。 男 は 女 の 場 
所 に 戻る に 違い な い 。 路頭 に 迷う 人 は る す が に いな い だ ろ う が 、 混 乱す る 人 
た ち は 出 る だ ろう 。 の っ ぴき な ら な い 状 況 で 利用 し て いる 人 だ ち に は 面倒 な 
事態 びっ た 。 
羽田 で 到着 口 を 出 た と ころ で 、 結 城 は 男 が 何 度 か 辺り を 見 回 し な が ら 女 を 
探し て いる の を 煙草 に 火 を 点け な が ら 観 窪 し た 。 い な いよ うだ っ た 。 考え て 
みれ ば か な ) 長い 時 間 尾行 し て い る 探偵 みた いな も の だ 。 
それ か ら 男 は スタ ンド > ミー へ 行き 、 ビ ー ル を 頼ん だ 。 結城 は 隣り に 立っ て 
同じ よう に ビー ル を 飲ん だ 。 
「' お 互い に 大 変 で し た ね 」 
結城 は 親しみ を こめ て 言葉 を 掛け た 。 
「 仕 方 な いで すね 」 
男 は 思っ た より も 低い 声 ど っ た 。 
今日 帰ら な く て 9 
守 まあ 
結城 は 自分 の 名 を 名 乗り 、 同 じ 便 ど っ た こと と ロビ ー で 待っ て いる 間 ち も 近 
《 に いた だ こと を 正直 に 語 し た 。 
協 は 疲れ た 声 で 島田 と 名 乗っ た 。 


「 僕 は 友人 の 病気 見 舞い どっ た ん で す 」 
島田 は 輸 を 台 の 上 に 乗せ て 中 か ら 名 刺 を 出し た 。 ホ テル マン だ っ た 。 

「 休 暇 は 明 是 まで 取っ て ある けれ ど 、 帰 り た か っ た で すね 」 

「 も う 一 泊 す る し か な いか も し れ な い 。 明 日 の フラ イト も 出る か どう か は 覚 
東 な いけ れ ど 」 

「 汽 車 じ ゃ 帰れ な い 距 離 だ し 」 

「 僕 は 特別 急い だ 用 事 で な いか ら ま だ よかっ た 」 

結城 は 新しい 缶 ビ ー ル と ナッ ツ を 二 つ 買 っ て きた 。 

実は ね 、 鳥 田 き さん を 見 送り に き て いた 女性 と の 会 話 が 少し 聞こ を えて いた ん 
で す 。 申 し 訳 な に と は 思っ だ ん で す が 、 何 か を 忘れ た と か 言っ て た で し ょ う ?」 

島田 は 苦笑 し た 。 恥 ず か し る か ら 来 る 気 ま ず さ か 、 不 機嫌 さ を 誤 魔 化 を う 
と する も の か は 解ら な か っ た 。 

「 好 厨 心から 突っ て い だ ん じゃ な いん で す 。 悪気 ああ も あり ませ ん 。 た だ ね 、 あ 
まり あの 女性 が 悲し を うな 目 を し て いた だ ん で 、 何 と な く 視 線 と 耳 が 提 わ れ て 
し まっ て 」 

シー ザー の 話 を し た 。 
「 恋 和信 な ん で す 」 
島田 は あっ きり と 告白 し た 。 

「 威 張れ る 関係 じ と や な いけ れ ど 。 僕 に は 妻 る らい る ん で す 」 

結城 は 黙っ て ビー ル を 飲ん だ 。 

「 普 段 は 誰か の 目 を 意識 し て 隙 れる よう に 会 っ て いた ん で す 。 気づか れ な い 
ょ うに 必要 以上 に 用 心して 。 な の に 今 知り 合っ た ば か り の 人 に そん な こと を 
言う 自分 が 山 ら な いな あ 」 

島田 は 酔っ て いる 訳 で は な か っ た 。 

「 理 解 出来 ます よ 。 本 で 読ん 

*。 飛 行 機 の 中 に 閉じ 込め られ て いる 客 同士 が 不安 感 か ら 異常 な 興奮 状態 に 
な っ だ りす る っ て や つ で す よ 。 企業 秘密 あたい な こと まで も 打ち 明け て し ま 
う よ う に な る らし い 。 それ じゃ な いで すか ? 」 


ん だ こと が ある 。 キ ャ ビン ・ フ ィ ー バ ー っ て や つ 


「 を そう か も し れ な い 。 の 2 シー ン で 見 た こと が ゆる ける 。 小 
人 数 の 部 隊 の 間 ど だけ で バラ ンス の 取れ る 精神 構造 に な っ て し まう ベト ナッ 戦 
省 の 後 遣 症 の ある 青年 の 話 ど っ た か な 」 

島田 は 喋り な が ら も る 周囲 を 見 回 し た 。 

AN で し ょ チタ 」 

「 い や 」 

結城 は 遠く を 眺め る 島田 の 横顔 を 見 つめ た 。 

「 今 まで は 近く に いた だ ん で す よ 。 彼女 が 東京 に 行く と 言う ん で 」 | 

ー 癌 に 部 屋 を 見 付け て 生活 し て いく 準備 を 整え て 帰る と ころ だ っ た と 島田 
は 言っ だ 。 

「 ぃ いつ まで も 縛っ て お く 訳 に は いか な いし 、 彼 女 が 上 京 し て 一 人 に な る こと 
を 望ん だ ん で 、 僕 と し て は どう し よう も な か っ だ ん で す 。 駄目 な 男 で す 。 駄 
目 な 大 和信 だ 。 彼女 は まだ 若い 」 

静か な 口調 だ 。 
「 そ ん な こと を し て も どちら も 不幸 に な る だ け の よう な 気 が す る な 」 
ド も に な て て も ね 」 











島田 の 瞳 は 真剣 だ っ た 。 ' 


「 結 大 き さん に も 経験 は ある は ず だ 。 理屈 で は 解っ て いて も どう に も 出来 な い 
こと が ある の を 。 行 っ て は いけ な い 方 向 に 流れ て いく 風 が ある で し ょ う 7? 彼 
女 が この まま で は 誰 も 信じ る こと が 出来 な い 人 間 に な っ て し まう と 思っ た 途 
_ 端 に 、 僕 は 決心 し た ん で す 。 彼女 の 人 生 を 決定 的 に し て いる の が 自分 で 、 し 

かも 並 直し て あげ られ な いも どか し き の よ うな も の を ずっ と 抱え て きた 。 環 
境 を 変え る こと で 二 人 の 関係 が 何 も 変 ら な いこ と な と 充分 解っ て いる けれ ど 。 
彼女 は 人 目 を 気 に し な いで 会 え を る こと だ け で も いい と 思っ て い る よう だ っ た だ 。 
僕 も そう 言っ て 自分 を 騙し た 。 だ けど 決め た ん だ 。 も う 会 わな いと 」 

「 な の に 戻っ て き て し まっ た だ 」 

結城 は くだ けた 顔 を し て みせ た 。 

「 科 単に は いか な い 。 それ で 心 が ど ぎ ま ぎ し て い ヽ る 自分 も 本 当 の 自分 だ と 吉 思 
ナナ も 

島田 は カラ に な っ だ 人 缶 を 潰し て ゴミ 箱 に 捨て た 。 

「 価 か 忘れ だ た ん で し ょ う 7?7」 

結城 は 彼 ら の 会 話 か ら 推 測 し た こ と を 聞い た 。 

「 忘 れ だ た ん じゃ な いん で す よ 」 

「 彼 女 が あな た の 家 の 鍵 を わざ と 隠し た ん じゃ な いか と 思っ だ 」 

島田 は 贅 軸 し た 顔 を し だ 。 そ し て 笑っ た 。 

「 小 説 家 み た いな 人 が だ 」 

結城 も 笑い な が ら 詫び た 。 

「 残 念 な が ら ま っ た だ く 違 う 。 僕 は 彼女 の 部 屋 の 合鍵 を 渡る れ た ん で す 。 い つ 
で も 帰っ て き て ほし いっ て 。 い っ た だ ん は 受け 取っ た 。 で も 出掛け る 間際 に 彼 
女 の 小さき な ペッ ド の 上 に 灰皿 を 乗せ す て そ の 中 に 置い て きた ん で す 。 二 人 で 泊 
まっ て た ホテ ル か ら 和 失敬 し た 思い 出 の 灰 下 に ね 。 テ ー ブ ル の 上 じゃ 、 本 当 に 
忘れ た よう だ し 、 そ うし て お け ば 僕 の 意志 が 解る と 思っ て 」 

「 半 いな 、 彼 女 は 」 

「 で も 僕 は この 街 に 彼女 を 訪ね て くる こと L は 絶対 に 止め よ う と 決め た か ら 。 
お 互い に 捨て た り 諦め た りす る ん じゃ な く て 、 別 々 の 場所 で も と の まま の 他 
人 に な ろう と 決め だ か ら 」 

「 で も 戻っ て き て し まっ だ 」 

島田 は 大 きく 息 を 吸い 込ん で か ら 吐 い だ 。 

「 や っ ! 彼女 が 何 年 か ぶり の 一 人 ぼっ ちの クリ スマ ス ・ イ ブ を 覚 語 し て いた 
と いう の に 、 会 えば も う 離 れ ら れ な く な る か も し れ な い 」 

島田 の 語調 は 結城 に 対し て 言っ て いる と いう より も 独 提 に 近かっ 

「 役 女 の と ころ へ は 行か が ない?」 . 

結城 が 聞い た 。 

「 彼 女 は 戻っ て こない 僕 を 望ん で いる よう な 気 が す る 」 

「 そ ん な こと は 絶対 に あり 得 な い 」 

「 ぃ や 、 一 人 暮らし を する こと で 彼女 が 振り 切 ろ うと し て い uo い 。 
僕 は 駄目 な 男 だ が 、 彼 女 は 強い 」 “ 

「 だ っ た ら 鍵 を そん な 形 で 置い て く る の は よく な い 」 


「 だ か ら 言 っ て る で し ょ う 。 僕 は と て も 男らしく な い ど うし よう も な い 男 だ 


と 」 

そん な ふう に は 見 えな いと 言 お うと し だ が 結城 は 言葉 を 飲ん だ 。 別々 の 場 
所 で 暮らし 始め れ ば 思い 出 は ひたすら 美化 され て 煙 め く 。 そ れ が どれ ほ と 一 
人 を 苦し め る か は 誰 で も 知っ て いる こと な の に 。 そう も 言い た か っ だ 。 
ーT も し 彼女 が 人 ん だ まま 空港 で 僕 を 待っ て いれ ば 、 た と えば 氷 り 付い た だ 人形 

みた い に ね 。 そう すれ ば 僕 は 彼女 を 抱き 上 げ て し まっ だ か も し れ な い 。 神 の 
悪 渓 で は な いと 信じ て 。 し か し 現実 は 僕 は 仕事 も 妻 も ある 。 つ いて 回 る る の 
が た くさ ん ある し 、 捨 て て し まえ な い 事 情 も ある 。 勇 気 も な けれ ば 行動 力も 
情熱 も 力も 何 も な い 」 

「 ク リス マス だ 。 神 は すぐ 傍 ま で 来 て る 」 


人 の 流れ が 急 に 減っ て SN 到着 する 便 も 少な く な っ だ よう だ っ だ 。 
「 僕 と 彼女 が どう し て 知り 合っ た か 想像 出来 ます か ? 地下 街 で も セルフ サー 
ビス の コピ ー 機 が ある で し ょ う 。 僕 が を そこ で コピ ー を し た 後に 偶然 その 機械 
を 使っ た の が 彼女 だ っ た ん で す 。 使 い 終 わっ て 原稿 を 取り 上 げ る の を 忘れ た 
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_ 夜 を 咽 っ た 紺色 の 痢 を 抱き 締め だ 。 





ん で す 。 その 原稿 に 書い て あっ た 勤め 先 の ホテ ル に 連絡 を し て くれ て な ん と 
か 僕 の 手元 に 届け られ た 。 そ ん な に 重要 な も の で は な か っ た 。 で も 人 の 手 を 
何人 も 類 わ せ て 僕 まで 原稿 を 届け て くれ た 彼女 に お 礼 を 兼ね て 食事 に 誘っ た 
の が 最初 な ん で す 。 嘘 みた いで し ょ うう 。 あ れ だ け の 人 が か 往来 し て い ` る 場所 で % 


僕 と 彼女 を 結び つけ た も の が だ だ の 偶然 ど と は 思え な く な っ て 」 


その 時 彼女 は 高校 三 年 生 だ びっ た 。 鳥 田 は 既に 結婚 し て いた 。 

「 僕 は 常に 彼女 に 対し て 大 人 で ある こと を 見 せよ うと し て いた だ た 。 あ ら ゆ る 面 
で 。 彼女 と の 距離 の 持ち 方 も 最初 か ら 意 識 し て 注意 し て いた 。 で も ね 、 大 人 
に 振る 舞 な うと する こと が 彼女 に 同じ よう に 大 人 で ある こと を 要求 し て いる 
こ ょ に 気づか な か っ た 。 和 気が付い だ 時 に は 僕ら は た だ 大 人 の ふり を し た 無 邪 
気 な 子供 周二 に な っ て し まっ て い だ た ん で す 。 馬鹿 な 話 で 申し 訳 な い 」 


「 い や 、 よく 解る 話 だ 」 


新しく 入っ て くる 人 た ちの 格好 で 外 は と うと う 遇 の 才 り 始め て い ` る の が 知 
れ だ た 。 

「 今 日 は どう する ん で す ?」 

島田 は 眉間 の 舌 を 深く し た 。 そ れ か ら 結 城 を 見 た 。 

「 き っ と 彼女 は 部 屋 に 帰っ て 鍵 を 見 る 。 そし て 連絡 し よう と する 」 

「 い いえ ぇ 、 彼 女 は 絶対 に 電話 を 掛け て こない 。 僕 が 掛け る だ け で 何 年 も や っ 
て きだ 」 

「 好 き な 時 に 電話 を し て 、 そ れ で 会 っ て だ た?」 

島田 が ゆっ くり と 作 く 。 


「「 自 分 通 手 だ な 。 そ れ で も 続い て いた の な ら よ ほど 二 人 は 」 


「 価 度 $ 言 っ た で し ょ う 。 僕 は 我 備 で 駄目 な 男 な ん だ よ 」- 
「 そ れ に 自虐 的 だ 」 
結城 の 言い 方 が きつ か っ だ の か 鳥 田 は 表情 を 固く し た 。 
「 い い 大 人 な の に Pe を 」 
また 独り 言 を 言う よう に 咳 い た 。 
「 余 計 な こと か も し れ な い が 彼女 が 幸せ に な る ため に は あな だ を 忘れ る こ 
と し か な いか も し れ な い 世 が する 」 


二 人 は 軽く 会 息 を し て 別れ よう と し た 。 
「 つ ま ら な い 話 を し て し まっ た 」 
島田 は 手 を 差し 出し た 。 
「 会 日 の 話 は 僕 の た め に 書い て くれ だ た 、 二 人 だ け の 原稿 の よう な も る の か な 。 
や っ ぱり 忘れ も の と し て 、 今 日 は 僕 が 大 切 に 預かっ て お こう 」 
二 人 は 微笑 みな が ら 提 手 し た 。 
「 お 互い に 暖か な メリ ー ク リス マス を 」 
結城 は 横浜 方 面 の バス 乗 り 場 に 向かっ た 。 島田 は 知っ て る ホテ ル に 泊まる 
ょ 言っ た 。 長 てく て 辛い 夜 が 待っ て いる 。 堪え 切れ な く な っ て も も う 逃 げ 出 る 
な いで いる だ ろう と 結城 は 思っ た 。 駐車 し て いる 車 の 中 か ら 賑 や か な クリ ス 
マス ソン グ が 流れ て き て いた 。 息 が 白く 見 える 。 もう 完 全 に 真冬 の 夜 の 匂い 
が し た 。 
島田 が 抱 を えて いる も の や 、 病 室 の ベッ ド で 苦し ん で いる 友人 や 、 自 分 の 年 
殖 に つい て ぼん や り と 考え よう と し て 歩い た 。 随 分 長い 一 日 どっ た と いう 和 気 
が し た 。 歩き な が ら 烏 田 の 言葉 を 思い 出し て 復唱 する 。 遠く で クラ クシ ョ ン 
が うる さく 連呼 され て いる の 好 に えた 。 
ちら っ と 振り 向い た 彼 の 目 が 揚 え だ の は 、 星 の よう に 輝く ひと つの 影 だ っ 
た 。 灯り の 下 に 見 える の は 間違い な く 島田 と 彼女 だ っ た 。 混雑 し た 路上 で 輸 
を 放り 出し て 抱擁 し て いる 銀色 の シル エッ ト だ っ た 。 足元 が きら きら 光っ て 
いる 。 手 を 引か れ た 子供 が 指 上 し て いる 。 冷 や か し て 手 を 叩い て いる 若 莉 も 
いる 。 
ほとん と 反射 的 に 結城 は 何と か し て 彼女 が 幸せ に な れる こと を 、 細 か い 二 
料 が 舞う 冬空 に 祈り た いと 思っ た 。 結 果 的 に 失う も の と 得る る の と を すべ て 
彼女 が 受け 入れ し る こと と 、 そ の た め に 神 が 力 を 貸す こと も 祈り た か っ た 。 
目 な 奴 の た め に 救っ て くれ る 神 だ っ て いる は ず だ 。 「 
そし て 慌ただしい 騒音 に 交じっ て 大 声 で 声援 を 叫 ぼ うと し た が 、 言 葉 が 見 
つか ら な い 。 結城 は 大 き な 投げ キッ ス を 送る よう に 両手 を 広げ て 、 十 二 月 の 


( げ ) 


るい や 
の 人 に ーー で は 
の 











「 夜 会 が 今年 も 行なわ れ た 。 ロ ッ ク ・ レ サー ト に 慣れ た 人 た ち に と っ て は 、 
この 潰 劇 味 の 加わ っ た ステ ー ジ は 、 少 々 奇異 が 感じ が する が も し れ な か い 。 だ が 、 こ れ ほ と まで に 
"伺か が を 人 に 伝え 《 れ る コル サー ト が 他 に あ ? だ の うか ? 文 @ て っ か ん 
日 /16 王 、 シア ター コク ー ン 


中島 みゆ き 
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今年 も “夜会” が 開か れ た 。 

今年 で 2 度目 の “夜会 "で ある 。 

昨年 と 同じ く シ アタ ー コ クー ン で の 長期 公演 (11 
月 16 日 一 12 月 8 日 ) だ 。 ( 

昨年 に 続き 、 少し 大 人 の 時 間 整 (午後 8 時 開演 ) 

の ショ ー で も ある 。 

そし て 、 や は り 主 人 公 は 中 島 み ゆき だ 。 

ステ ー ジ で は 3 脚 の デッキ チェ ア が 客 の 入り を 待 
っ て いた 。 台本 の ト 書 き に “ 船 の 甲板 。 時 刻 は 夕方 。 
も うそ ろ そ ろ 涼 し く な り だ し た 潮風 が 吹い て いる “ 
と あり そう な 風景 だ 。 

女 が ひと り 、 そ の デッキ チェ ア に 座っ た 。 西 陽 の 
まぶし さ を さ え ぎ る た めか 、 帽 子 を 目 深 に か ぶっ て 
いる 。 自分 の 席 を 確か め 、 座り 、 自分 が どん な に * 夜 
会 〉 を 楽し み に し て いた か を 連れ に 小声 で 話す 、 そ 
ん な 客席 の ザワ つき が 波 の 音 に な る s ふた り め の 女 
が デッキ チェ ア に 座っ た 。 女 同士 ほ 知り 合い で は な 
いら し い 。 容 席 に 漂っ て いた 波 の 斉 が 消え て いく 。 
それ を 待っ て いた か の よう に 明か り も 落ち た 。 

船 の 甲板 に 3 人 目 の 女 が 現われ た 。 中 島 み ゆき だ 。 


舞台 と 客席 の 、 あう ん の 呼吸 と で も いう の が 3 上 


事 な 演出 で あり 、 い わ ゆ る ロッ ク * ユン サー ト と 比 
べ て 年 齢 層 が 高い 客 の “見 る マナ デ " 
この “夜会 ” の 特別 性 を わき まえ た 舞台 と 才 の な せ 
る 業 で ある 。 

思え ば 、 昨年 の * 夜 会? も 椅子 か ら 始ま っ た と 客席 
と 同じ 座席 が 6 脚 2 列 に 並べ られ た シー ン が から だ つっ 
だ 。 5 


中 島 み ゆき が 歌う 。 


の よさ で あり 、「 


* 時 は 全て を 連れ て ゆく も の らし い な の に どう し 
て 寂し さ を 置 き 忘れ て ゆく の ……? 
この 「 二 集 の 舟 」 は "夜会 "の テー マ 曲 だ 。 


西 陽 の 中 で 歌う 。 3 人 の 女 は 同じ よう な 傷 を 持ち 


な が ら も 、 関 わる こ と は な い だ ろ う 興 の 旅 を 続け た 。 
ee ンー 舞台 は 変わ り 、 恋 に 研 


た 女 が 酔う 酒場 。 婦 は パー ボン を 飲み 、 酔 っ た ぜ 
人 08 キ を ぼ す 。 誰 も 古 を 満 ざ な い 寂し いひ 
と り 言 の よ うな 歌 だ 。 穫 ルク 32q。 


同じ 酒場 の 匂い が する 「 流 浪 ( さ ずら い ) の 詩 』 へ 
義 と つなぐ 。 カン 手 一 一 ・ フ レー バー で の り の いい 音 
わせ て る けら ん 


浮き 立つ 。 


ッッ ん dg ー を 弾く 。 まる て 酒場 の : 


うた かち 幸 
せ と こ ぼ も し て し まう よう な 女 た 。 小さ な うれ し さ 
を あり が た が る 女 だ 。 て ん な の "と 笑え る 人 は ほ い る 
か 。 幸せ な ん て いつ も 一 瞬 の で き ご と で 、 い つ だ っ 
て 予告 も な し に や つて. ぐる も の だ か ら 。  , 

昨年 以下 に シチュ エー ショ ンジ 作り が 巧み な 舞台 だ 。 
そもそも まっ た く 別 の も の だ か ら 比べ る の も お か じ 


。 な 騙 だ が < その 他 多く の ユン サー ト と 夜会 ” を 比 
べ る と 、 演出 の 重き を 感じ て し まう 。 


薄暗い ステ ー ジ に 。 メ ン バ パー が 次 々 と 出 て き て 演 
奏 を 始め る コン サー ト も ある その 何 も し な い の も 
演出 で ある し 、 曲 の 並べ 方 演出 の ひと つ で ある 。 
* 夜 会 7 ほど 劇場 の 特殊 柱 を 駆使 し 、 演 劇 性 を 加え た 
ステ ー ジ で な く と も 、 ミ ュー ジ シ ャ ン も 演出 に 敏感 
に な っ て いい 。 ラ イブ の 時 代 だ と 、 ボ ク も 含め た 多 


、、 る 質 が 対等 で あや っ た だ ろう み カ 3 
、 美 を 聞か せる 必要 も が い ラ イプ 、、ー た と え ぼ 。 お 目 
当て の 人 気 者 が 立っ て りゃ いい 場合 一 一 も あっ た の 








で 


の テ イタ ー か 者 $、 フ ゴー ルン 公夫 と 人 
ュー ジ シ ャ ン も 少な く な M% が 、 ボ 
て 書く と 、 人 に 見 て も らい ちと 見 る に 
し 二丈 た 





で は な ぬ だ ろう か 。 注 出 と いう 滞 林 の に 、 と うし 
て も 作 導 人 性 が 見 ギ る の で 、 あ り の まま を 見 せる sa 真 、 プ 。 
実 を 伝え る と いっ た 姿勢 と 相反 し て し まう 感 葵 が あ = 


"る の だ ろう 。 スト レー ト な こと が いつ も 最も よく 伝 
える 手段 で は な いし 、 スト レー トト と は 和 何 も し な いこ 


と で も な い 。 すべ て が * 容 会 。 の ま うに な ば いい ーー 

と は 思わ な が 、 ee 
も ) 演出 一 一 見 せる 、 聞 か せる 、. 伝 える こと 1 

敏感 な ミュ ー ジ シャ ン が 増え て も い Ws E WV 

プ バ ジ ド を 自負 し た い の な ら 、 茎 季 する べき だ 。 

、 オー ルディ ー ズ の 雰 囲 気 を 持っ た うそ つき が 好 、 

きよ で 、 軽 で ポッ プ な り ズ ム に 転換 する 。 フラ れ  。 
た 女 は 、 ふ らき れ た よう に 明る は し じゃ いで みせ た 。 
ヾ 酒 が 胸 の メモ 帳 を 破り 捨 で で で れる だ ろう ? 
酒 で 恋 れ られ る の は 一 瞬 と 知っ で て も 、- 女 は 酔 。 
う 。 そし て 、 明 る く ふ る まう の だ っ た 。 | 1 
強烈 だ うた の が 、「 ク レシ ジン グ クリ ー ム 」。 終 

始 、 客 に 背 を 向け て 歌い きっ た 。 明 る く な れ た 女 の 





は ず な の に 、 ひ と り に な る と …… 鏡 の 前 で クレ ンジ 
ング ・ ク ザー ム で 化粧 を お と す と …… 嫌 な 女 、 馬 鹿 な 


女 、 退 屈 な 女 が 目 の 前 に 現われ る 。 
スモ ー ク の 中 に 、 膝 を 抱え て 座る 女 の シ ル エ ッ ト 
が 浮 カ \^ ぶ 。 ス テー ジ に は 、 大 き な 、 折れ そ う な 三 日 月 





96 








ン だ まっ て 歌 う 






ーー うさ Sc 
、 を 選 わ す と き が すぐ そこ まで き て いる , 
、  「 強 が り は よせ ヨ 」、 か ら -「 北 の 国 の 習い 
バム 「 夜 を 往 け 』 で 聞 で 表 を | 
習い 」 を 歌う 店 アル パム で は 明る | 
女 に ゃ 気 を つ 挟 な ど 歌 い 、 送 説 的 な イン パク ト と 、 
北 の 国 の 8 の 人 導 p す ここ ば いく ダー ー ク な 
















を 越え 。 緑 が 芽 吹 く 春 の 夜 に めぐ り 会 っ た の だ 。 
そし て 、 ひ と り は ふた り に な る 。 大 き な 円 を 描い て 
| 気持ち が 高 ボ ラ て いく 。「 二 隻 の 舟 」 は ひと つの 表 に 
が っ た の だ 。 そ の 喜び が ささ や か だ と し て も 、 た と 
計上 肢 だ と b. で も 、 声 を あげ て 語 歌 し た い 。* も う 二 









ーッ グン tt Me 

本 は 危な いら 平和 や 幸せ は 名 か も し れ な い 。 速く な 度 と 傷 う か な いで ・ と 。 

声 で 環 う 。 演 じ 分 け だ 。 、 い 特 来 、 日 本 は 拓 れ て し ま うこ と を 。 その と き 、 ひ 今年 も 夜会 "は 、 .700 人 程度 し か 入ら な い ホ ー ル 
そし て 、「 シ ョ ウ ・ ・ タ イム 」。 女性 ディ レク ター に て 仙人 写本 べ た 。 で か し 23 日 間 に わ だ 婦長 い 公演 で 中 

_ 紛 し て 歌う 。 コ ー ラ ス の 2 人 の 女性 は 、24 時 間 働け 「Mayber の あど 、 何 も が い 平 ら な 舞台 て 『 ぶ たり 島 み ゆき は 、 昨 年 よ り 濃密 な “夜会 を 見 せ て くれ 

ます か の キャ リア ウー マン 版 を 演じ る 。TV に ひっ か は の と りさ り で きま よ 記 て また みか め めぐ 会 う 。 いい た お て と ます 全 の "人 後 会 4 「 も 楽し み に な る 。 















音 装 ・ 映 像 ・ 放 送 ・ レ ュー ド *CD FPPSsorPee FPPrT yr 。 
広 昔 の AV シー ン で 活躍 一 一 一 一 -PROFESSIONAL を めざす 君 へ ノ 
音響 教育 の ひ り フ ァ ー ス ト ・ ラ ン ナ ー / | 


ST (音響 技術 専門 学校 ) は 、 わ が 国 初 の 総合 音響 教育 専門 機関 と し て 1973 年 に 
設立 。 開 校 以 来 、 自 由 の 気風 と 少数 精鋭 主義 を つら ぬき 、 徹 底 し た 実践 教育 に 
よっ て 多数 の 優秀 な 人 材 を 送り だ し て き て いま す 。 音響 を 音楽 、 放 送 、 映 像 、 
ステ ー ン 、 広 告 な ど を ふく み 総 合 的 に 身 に つけ る た め 、 プ ロ の 現場 で 使用 する 
機器 と それ に 必要 な 理論 学習 ・ 応 用 テク ニッ ク を バラ ンス よく 展開 、 独 得 の ハ 
ー ド & ソ フト の 教育 シス テム で 大 き な 成 果 を あげ て いま す 。 充実 し た コー ス ・ 
カリ キュ ラム 、 音 響 界 の 第 一 人 者 で 構成 する 講師 陣 、 学 習 実技 の 質 の 高 さ な ど 
他 の 追随 を 許し ませ ん 。 卒業 生 の 能力 に は 絶大 な 信頼 が 寄せ られ 、 各 分 野 に 進 
出し 活躍 し て いま す 














ーー 











@ 録音 ・PA 技 術科 ( 祥 ・ 夜 / 各 2 年 ) @ 電子 音楽 ・ コ ン サ ー ト 科 

@ 音響 ・ ビ デオ 技術 科 ( 太 ・ 夜 / 各 2 年 ) ( 昼 ・ 夜 / 各 2 年 ) 
@ 和 制 作 芸術 科 ( 神 ・ 夜 / 各 2 年 ) @ 和 電 子音 暫 科 ( 昼 2 年 ) 

間 楽 制作 技術 / 放送 制作 技術 / 映像 制 '@ 電 子 映像 科 ( 昼 2 年 ) 

作 技術 / ステ ー ジ 制作 技術 / プ デ ロ デュ @ 情報 AV・ 音 響 デ ザイ ン 科 ( 写 2 年 ) 

ー サ ー・ デ ィ レ クタ ダー 技能 











さ 










こき 
に こざ 





ブナ ポッ モン ジニ アア RA ラ ウサ ーー エン ジニ ア / 放送 ミク サー ・ エ ンジ 
ー ア CM・CF ブ プロ デュ ユー サー ・ ディ レク ター / コン サー ト プ ロ デュ コー サー 

ディ レク ター / 映像 音響 ミ フ サー・ エ ンジ ニア / 音響 デザ イナ ー / 音楽 作曲 アレ 
ンジ セー / 制作 コー ディ ネイ マー / ビデ オ エ ンジ ー ア / プロ ロモ * ビ デオ スマ ツラ 


を 専修 SE 
二 監 三 


学則 請求 は 叶 (送料 共 500 円 ・ 電 話 申込 可 ) 音 







1 






ーー 












響 技術 専門 学校 GB 係 ノ 〒105 東京 都 港 区 西新 橋 3-24-10 な (03) 434-3866 ( 代 ) 
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1 


。 を 08 さ 由 絢 和 や で し りゃ | 


導 


H6Q 4 ト hG 嘩 組 畠 鹿 せ 民夫 史 屋 ロ 


。 。 つ SRS で IM E ロ 提 間 也 で し 忠 つ お = つ 


レレ つや 5 し ap) WS の +6 で p 唱 
トド G 棚 同 Q 映 WS で 公介 十 再 


ne で 6 で 寺 届 で しゃ を で や 思 疾 能 


民 夕 we で せつ 
WM 6 て 心 て 心 じ し で む せ ロ せ っ で さっ で かぶ" 
。 ニニ トコ ローW 机 ン も や 坦 了 ロ R 公 いひ うじ 


レ っ it@ で 己 う ? ポー ふ へ へ ヘ ・ ロミ K リ (で や 
レ つ を て で レ っ no)” 捉 % ご 員 販 公 ふ へ ツ 


ィ ン S さ ひし っ AGG 公 中 0 で や ” 地 謙 散 だ は 







過 仁 ヘーK へ 硫 の 豆 密 SG 由 堪 ” 條 じ 
リツ ⑯ 了 民 K 和 特選 也 信 で レキ エキ A く SKIhY ト 
WHATm で つじ うっ ws 公 。 悪 や | 時 握 品 
牛 寺 で JWWG り め 移 昭 っ 五 つ % 必 | 


ーー wapwap 半 6 革 御 公 ① 醒 珠 無 引 公 KG 抽 由 " 
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クラ 真理 


Masamichi Sugi 


Wonderful Life 


NEVW ALBUM NOW ON SALE 
収録 曲 :Overture : 
恋 の 手ほどき 一 X'mas in Love 一 四 
二 人 の 風景 画 
Wonderful Life -- 君 が いた か ら - 
他 全 11 曲 
CD:CSCLI599 税込 定価 各 \2.800 ( 税 抜 価格 \2.718) 


NEW SINGLE NOW ON SALE 


[Wonderful Lif 一 君 が い た か ら | 
作詞 ・ 作 曲 ・ 編 曲 : 杉 真理 
Hamony Vocal: 山 下 達 郎 、 竹 内 まり や 


C/W : 恋 の 手ほどき ーX'mas in Love-- 
CD :CSDL3199 税込 定価 \800( 税 抜 価格 \777) 
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FM 横浜 開局 5 周年 記念 特番 

*RICOH PRESENTS YOKOHAMA DAY DREAM” 
12 月 25 日 12:00 一 17:00 パー ソナ リティ ー: 杉 真理 
-※ 杉 真理 へ の メッ セー ジ & 横 浜 に 

も っ と も 似合う 曲 の リク エス ト を お 待ち し て ます 。 
〒23| 横浜 市 中 区 山下 町 2 FM 横浜 「YOKOHAMA DAY DREAM」 完 
抽選 で 50 名 様 に フォ ト & エ ッ セ イ 集 を プレ ゼン ト グ 
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6 70 け 人 の 呈 Mil 
E 、 め る と いう 設定 で を の 席 曲 を 作り た か うだ ん で す 。「 
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ョ ジ と 難 い 想い が 込め られ た FVVonderful Li 人 と 由 
ミラ う 、 タイ トル ・ ナ ン バ ー テ る 務 録 きれ て いる 。 1 | 
| 本 Wenderfal Lel は 、 僕 の 辿 生 時 代 に 細 ん で いた 
バジ ンド の 、 そ の サウ ンド で や り だ い ほ 。 
思っ た ん で ず よ 。 を それ で コー ラス を 。 当時 に 緒 に や 
1 づつ で い だ 竹内 まり や に 頼ん だ どん で す 。 それ で こまり 
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山口 岩男 は いつ も の よう に ちょ っ と 
伏し 目 が ち に ギタ ー を 抱え 、 お も むろ 
に ステ ー ジ の 中 央 へ 歩み 寄っ た 。 

彼 は “山口 岩男 っ て どん な 人 ?? と 
聞い て きた 。“ ま 、 ライ ブ を 見 れ ば わか 
る よ ” と 答え た の だ けれ ど 、 彼 は 満足 
せ ず に “ライブ の 前 に 予備 知識 と し て 
聞い て お きた いん だ けど ……” と いう 。 
正直 いっ て 困っ た 。 ど う 説 明 し て いい 
の か 、 と っ さ に は 出 て こない 。 言い 訳 
を する わけ じゃ な いけ れ ど 、 山 口 岩男 
ば 、 ひ と 言 で は 表現 で き な い くら い に 、 
いろ ん な 側面 、 表 情 、 言葉 、 音 楽 性 を 
持っ て いる 。. どの 部 分 を 切り と っ て 話 
せ ば 、 山口 岩男 と いう アー テイ スト の 

人 と な り 、 そ し て 音楽 を 的 礁 に 説明 す 
_ る こと に な る の か ……、 な ん て こと を 
考え る と よけい に 慎重 に な っ て し まう 。 
要 は 、 単 純 な ひと 言 で 語れ る ほど 表面 
的 な 人 で は な いし 、 歌 を 一 聴 し た だ け 


_ で すべ て が わか っ て し まう ほど 、 浅 い 
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_ 後 の 瞳 は 、 や た ら 好 心 に 満ち て い 
た 。 山口 岩 男 一 あたり まえ だ が 、 知 
っ て いる 人 は 知っ て いる 。 だ けど 、 彼 
_ に と っ て 山口 岩男 は 、 海 の ちの と も 山 
の も の と も わか ら な い 存 在 だ っ た 。 一 
挙 一 動 の 細部 まで 見 逃す まい と 、 彼 は 
食い 入る よう に 視線 を 送る 。 も ちろ ん 、 
ステ ー ジ の 上 の メイ ン ・ キ ャ スト に 熱 
い 眼 差し を 投げ か ける 人 は 、 な に も 彼 
だ け で は な く 、 他 に も 大 勢い た 。 だ け 
ど 一 方 で 、 そ ん な こと は お か まい な し 
- さ と いわ ん ば か り に 、 山口 岩男 は キタ 
一 の スト リ ング ス を 弾き 始め た 。 

オー プ ニ ン グ は 「 月 に 咲 える 夜 」。 あ 
いか わら ず 彼 は 、 ス テー ジ 上 を ジッ と 、 
そし て 怖い くら い に 見 据え て いる 。 

それ は ステ ー ジ 上 の 主役 に 対し て 、 
失礼 の な い 彼 流 の 礼節 で あっ た 。 彼 以 
外 の 聴衆 と 同じ よう に 、 思 い 思 い に ス 
テッ プ を 刻ん だ り 、 腰 を 左右 に 動か し 
た りす る こと は な い 。 お お か た 、 初 対 
面 の 人 間 同士 が そう で ある よう に 、 ふ 、 
つう 相手 の 手の内 が 見 えな いか ぎり 、 

_ 自分 か ら 心 を 許す こと は な く て 当然 で 


ある 。 彼 が 、 あ えて ステ ー ジ と の 間 に 
距離 を お いて いた の は その た め だ っ た 
に 違い な い 。 

それ に 対し て 、 当 の 山口 岩男 は と い 
えば 、 ち ょ うと 気 の 合う 仲間 と 談笑 す 
る か の よう に 、 と き に テレ な が ら 、 と 
き に は に か みな が ら 、 と き に 攻撃 的 に 、 
し か し 、 ま っ た く の 彼 の ペー ス て で 歌う 。 
* 昨 日 さ 、 一 な こと が あっ て ね 、 驚い 
ちゃ っ た よ 、 オ レ ……” な ん て 具合 に 。 
決し て 客席 を 無理 に 糧 る こと は し な い 。 
通り 一 通 の ロッ ク 野 郎 た ち が 、 勢 い に 
まかせ て ホー ル 内 を 過剰 に 刺激 し た り 、 
演出 する の と は ワケ が 違う 。 そ れ だ け 、 
バ パフォー ム す る 一 曲 一 曲 に 、 聴 衆 の 耳 
を 必ず や 引き つけ られ る だ ろう と いう 、 
征 で 持 っ で いあ お ちか の 
し きき 時 う 。 

山 日 岩男 が 歌う 歌 、 山 口 岩男 が 奏で 
る 音楽 、 そ し て 山口 岩男 と いう アー テ 


イス ト 自 身 が 、 聴 く 側 が 安心 し て 身 を 


委ね て し まえ る くら い 、 あ る い は 心 の 
より どこ ろ に も な りえ る て らい の 包容 
カカ を 備え て いる の で ある 。 心から 信頼 
で きる 音楽 と 言い 換え て も いい 。 前 号 
で も 触れ た と お り 、 ゆ く ゆ く 〈 は 、 彼 が 


敬愛 する ジョ ン ・ レ ノン や ボ プ ・ デ ィ 


ラン etc…… の よう に 、 ス タン ダー ド 


_ な ポッ プ & ロ ッ ク を 残す こと の で きる 
_ アー ティ スト な の だ と も 思う 。 


_ 実際 に ギタ ー を 抱え た 山口 岩男 は 、 
悪 虐 に お も ちゃ を 手 に する 無邪気 な 子 
供 の よう で も ある 。 那 念 の か けら も な 

《、 そ の こと (ギタ ー を 弾く こと 、 歌 
うこ と ) に 夢中 に な る 。 CD を 介し て 届 
けら れる 歌 や 演奏 だ け で は 、 な か な か 
感じ る こと の で き な い ヒュ ー マ ン か 側 
面 を 見 た 気 が し て 、 心 な し か 安 増す る 。 
た と え 激 し い リ ズム が 先行 する 曲 で あ 
っ て も 、 穏 健 な 感覚 で 楽し むこ と が で 
きる か ら 不 思 議 で ある 。 

彼 は あい も 変わ ら ず 、 不 動 の 姿勢 を 
崩さ ず に 見 入っ て いる 。 終演 まで そっ 
と し て お こう と 思っ た 瞬間 、「 い いね , 
と 独り 言 の よ うに つぶ や いた 。 ち ょ っ 
と し た エポック ・ メ イク で ある 。 音楽 
全般 に さほど 精通 し て いる わけ で は な 
いけ れ ど 、 人 の こと を 諸手 を あげ て 誉 


め る こと の 減 多 に な い 彼 が 、 心 の 底 か 
ら 湧 いて きた 言葉 を 噛み し め る よう に 
「 い いね 」 と 言っ た の だ か ら 。「 擬 似 体 
験 し て いる みた い だ 」 と 彼 は 付け 加え 
た 。 山口 岩男 と そっ くり 同じ 人 生 を 歩 
ん で きた か の よう な 気 に な っ た 、 と 。 
山口 岩男 は 自分 自身 の 生き 方 (目的 
意識 ) を 切り と っ て 歌う タイ プ の シン 
ガー で ある 。 だ けど 、 説 教 く ささ ば か 
り が 耳 に つく メッ セー ジ ・ シ ン ガ ー で 
は 決し て な い 。 確か に 曲 に よっ て は 、 
社会 を 風刺 し た り 、 世 の 中 の 歪み を 鋭 
《 く 攻撃 し た り 、 あ る い は 純度 の 高い セ 
ンチ メン タル な ラプ ソン グ も あっ た り 
する の だ けれ ど 、 そ の どれ も が 、 現 在 
27 歳 の ひと り の 男 が 考え うる 、 き わ め 
て 日 常 的 な 断片 な の で ある 。 つ まり 、 
山口 岩男 は いつ で も フラ ッ ト な スタ ン 
で 下っ つい る 、。 と いう こと だ 。 
会 場 に は 、 男 性 ファ ン の 次 が 目立っ 
た 。 ま た 圧倒 的 に 女性 上 位 で は ある け 
れ ど 、 全 体 的 な 動員 の 増加 と と も に 男 
性 ファ ン も 徐々 に 、 し か も 着実 に 増え 
て そい る 。 も ちろ ん 女性 も そう だ けど 、 
毎日 これ と いっ た 不 自由 さ を 感 じ る こ 
と な く 、 だ けど どこ か 満た され ず 、 か 
と いっ て どう し て いい の か と いう 術 を 
見 出せ な いで いる 募 が 、 山 口 岩男 の 歌 
を 何 か の きっ か け 、. ある い は 起爆 剤 に 
し よう と し て いる 。 そう 、- ボ ク の 隣 で 
ステ ー ジ 上 の 山口 岩男 と 、 真 剣 に 対 時 
し て いる 彼 ” も 、 で ある 。 

ライ プ と いえ ども 、' お お か た が 、 あ 


- ら か じ め 仕 組ま れ た プロ グラ ム を 時 間 


どおり に 消化 し て いる だ け の よう な か な 演 
奏 活動 を し て いる 中 に あっ て 、 異 端 と 
も 思え る ほど 気兼ね の な い 空 間 を 提供 
じ て く れ た こと が 、 な ん だ が か うれ も いい 
旧 年 来 の 友人 と 、 久 し ぶり に 酒 で も 
飲み な が ら 、 近 況 や ら 昔 話 に 、 存 分 に 
花 を 咲か せ た か の よう な 、 心 地 よ い 雰 
囲 気 を 味わう こと が で きた 。 ま っ た く 
気 張 ら ず に 、 リ ラッ クス し て 2 時 間 前 
後 の ラ イブ を 楽し ん だ の は 、 久 々 の 経 
験 だ っ た 。 そ う 遠 く な いう ち に 、 再 び 
味わっ て みた いと 素直 に 思っ た 夜 だ っ 
た 。“ 彼 "も きっ と 同じ 気持 ち だ っ た に 
違い な い 。 
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12 月 21 日 リリ ー ス され た 。 今回 の イン タビ ュー で 、 


前 田 は 日 本 の こと 、 若 い 世 代 の こと な ど に つい て 、 熱 く 語 っ て くれ た 。 
この ソロ ・ ア ル バ ム に は 、 彼 の いろ いろ な こと に 対す る 想い が 、 


ー 一 以前 か ら そ う 思 っ て いた ん だ けど 、 今 回 の アル バ 


ム の 音 や 詞 を 聞い て いる と ね 、“ あ あ 、 この 人 っ て ア 
メサ リカ な ん だ な /” っ て 思う ん で す よ ね 。 

「 そ うい う の 、 あ る か も し れ な いね 」 

ーー うん 、 ア ジア 、 ヨー ロッ パ 、 ア メリ カ っ て 大 きく 
分 けけ も と 、 ア デア メリ ルカ だ な っ て ……" o 

「 ア ジア は ダメ 。 行っ た け と 煮 つ ま っ ちゃ っ た も ん 
ね 。 ア メリ カ と ね 、 あ と 日 本 で いう と 、 少 し 前 の ヤ 
ク ザ 映画 の 世界 ね 、 あ そこ に 出 て くる 男 が 好き 。 男 
も 女 も 好き だ ね 」 

ーー フロ ンティア と いう か 、 力 を 持っ て 成り 上 が っ て 
ゅ いく が 、 義 理 と 人 情 、 フ ァ ミ リー は 大 切 に する と い 
う ね 。 で も そん な 中 て で 時代 も 変動 し て いっ て 、 自 分 
も 年 齢 を 重ね て いっ て 、 価値 観 が 微妙 に 変わ っ て い 


っ て る 。 そ うい う 部 分 で 葛藤 し て いる 感じ も し た ん 


で す よ ね 、 今 回 の アル バム か ら は ……。 

「 葛 藤 !? 葛藤 は いつ も し て いる よね 。 た だ 最近 加 
うん で すけ ど 、 以 前 は ドッ プリ だ っ た ん で す よ 、 自 
分 自身 に 。 祥 も 夜 も 寝 て いる と きも ドッ プリ だ っ た 
ん で すけ ど 、 最 近 は 幽 体 離脱 じゃ な いけ ど 、 ヒ ュー 
ッ と 自分 で 自分 の いる 、 す べ て の ボ ポジション を 遠く 
か ら 見 て いた りす る 、 と いう こと が で きる よう に な 
っ た ん で す よ 。 そ うす る と 、 な ん か 滑稽 に みえ る 発 
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いっ ぱい つま っ て いる に 違い な いん 
文人 河合 美人 


言 を し て いる 自分 が いた り と か 、 パ オマ エ 、 バ カ じ ゃ 


な い の !7” つて 、 自 分 で 自分 に 言っ て あけ た く な っ 
た り と か ね 。 あ と 逆 に 他人 の 話 を 聞い て いて も 、 昔 
は ガッ プリ だ っ た ん で す よ ね 。 た と えば 、 取 材 の と 
き な ん か も そう だ けど 、 誰 か と 話 を する と きも 、 カ 
ッ プ リ と 四 つ に 組ん で “ 何 を 言っ て る ん だ ヨ ョ 、 違 う 
じゃ な いか と か 、 写 真 ひ と つ に し て も そう だ っ 
た ん で す よ ね 。 ロ じゃ 、 う まく 説明 で き な い ん だ け 
ど 、 そ うい う の が ヒュ ーッ と ね ……」 

いわ ゆる 肩 の 力 が 脱 け た 、 と いう ヤツ で すね 。 
「 う ん 、 そ れ で いろ いろ な こと を 見 られ る よう に な 
旨 ま し た まね 。、 た と えば 、 さ っ き 言 っ て た アメ リザ 邦 
っ て も の すご く 好 き な ん だ けど 、 な ん で 好き な の か 
と いう と 、 ア メリ カ っ て と ころ は 、 い ろ い ろ な ヤツ 
が いっ ぱい 集まっ て いる か ら 好 き な ん だ よね 。 僕 は 
に レツ re 還 に レッ 3 タ c 界 細 に レツ を スチ シイ サッ 
ど 、 日 本 人 っ て いう の は 常に 他人 に 対し て 威圧 感 を 
与え る で し ょ う 。 ア メリ カ は そう いう と ころ が あん 
まり な く て 、 だ か ら 好 き な ん だ よね 。 人 種差 別 だ な 
ん だ っ て いう の が 思い っ きり ある の に ……」 

ーー アメ リカ っ て 、 自 分 が 一 番 だ .// 。 っ て 思っ て いる 
で し ょ う 、 ど ん 才 人 で ma 





「 そ うそ うそ う 。 こ う 、 シ ャ ベル を 背中 に 持っ て さ 


あ 、^ 今 、 オレ は こん な 仕事 を し て る けど 、 10 年 後に 
は 宝 の 山 を 掘り 当て て 、 午 万 長者 に な る ん だ ” っ て 
話 を し て いる ヤツ ば っ か りな ん だ よね 。 酒 な ん か 飲 


ー 一 人 間 の 見 か た が フラ ッ ト と いう か 、 誰 で も 可能 性 
が あり 、 夢 を 実現 させ る こと が で きる ん だ 、 と 思っ 
た る ます っ スク ムタ ニコ ニシ デビ ヒ 押 生え と 5 

「 そ うそ う 。 第 三 者 が 出し た ラン ク 付 け と か を すご 
く 大切 に し て いる ん だ けど 、 それ を 見 て 、~ オ レ だ っ 
て 、 あ れ ぐ らい な れる ゼ メ ” と 思っ て 、 思 い 続 け て 、 
結婚 し て 子 代 が で き て 、 年 を と っ て も や っ ぱり 思い 
続け て いる 、 と いう ね 。 う ちの オヤ ジ が そう いう ヤ 
ツ だ っ た ん で す よ 。 オ レ も そう いう 男 が 好き だ し 、 
そう いう 男 で いた い 、 と 思う わけ 。 で も 近ごろ 、 そ 
うじ ゃ な く な っ て き て いる ん だ よね 」 

こと いう 生 二 細 に と うい コ こと 

「 だ か ら ね 、 今 回 の 『 チ ェ ン ジ ・ オ プ ・ ペ ー ス 」 で 
テー マ と し て 書い た こと が 、“ オ イオ イ 、 オレ と 同じ 





_ 世代 の みな さん よ 、 今 の 時 代 、 金 の ある ヤツ が 土地 


を 買い 、 好 きなこ と を し て る けど 、 あ と 20 年 も し た 
ら オ レ ら は 45 歳 。 そ いつ ら の や っ た こと の 尻 ヌ グイ 
を する の は 、 ど う 考 えた っ て オレ た ちの 世代 だ と は 
思 わ な いか い 『/。 っ て こと 」 


rr 間 ハ 堅 


で 0 
IS 党 は 幸 因 と へ frOt 落 柚 


ーー うん 、 そ 神 還 "4 


「 オ レ は 、 それ っ つて つま ん な いな 、 と 思っ ちゃ うん 
だ よね 


ーー そう いう 危機 骨 を 持つ キ . _ 時 と は 何 
な ん で すか ? ' 

「 ハ ワイ と か 、 オ ー ス トラ リア と か に 仕事 で 行っ た 
じゃ な い 。 で 、TUBE と いう バン ド は リゾ ー ト と い 
う イ メー ジ が ある か ら 、 特 に そう いう 場所 へ 行く こ 
と が 多く て 、 行 く 先々 で 日 本 企業 の 土地 買い 占め だ 
の 、 買 いあ さり だ の を 目の当たり に し て ……。 そ う 
いっ た 問題 か ら 発生 し た 地元 の 反日 感情 っ て いう の 
を 肌 で 感じ て ね 。 こ れ は テレ ビ と か て 報道 され て い 
る より も 、 も っ と 根 が 深い よう な 気 が し た ん で す よ 。 
し か も こう いう 仕事 を し て いる と 、 そ うい うこ と を 
ダイ レク ト に 感じ る こと が あっ て ……。 地 元 の 人 と 
酒 を 飲ん で 話 を し た りす る と * そ れ は オレ た ちの 人 


代 じゃ な く て …… グ ? と 言っ て も 、 相 手 は JAPANESE 
っ て 、 全 世代 を ひっ くる め て 同じ に 見 て いる わけ 。 
オレ も JAPANESE だ よ 、 だ けど それ は オレ た ちの 


世代 が や っ て る こと じゃ な く て ” っ て 説明 する と 、 
^ そ れ な ら 、 な ん で オマ エ ら の 世代 の ヤツ ら は 、 そ う 
いう こ と に 対し て デモ を に し な かい ん た 
_ や うわ け 。 そ う 言 われ る と 、 オ レ ら の 世代 じゃ な い 、 


いけ な も 9 


と か 言わ れ ち 


と いっ て お き な が ら 、 オ レ ら の 世代 っ て そう いう こ 
と に 対し て 何 か し よ うと か 、 そ うい う 思 い が な いな 、 
と 思っ て ね 」 
ーー うん うん 、 こ れ は 飛躍 し た 言い か た か も し れ な い 
けど 、 そ れ だ け 日 本 国内 は 平和 だ と いう こと で す よ 
ね 。 平和 すぎ て 、 外 で や っ て いる こと を 他人 ご と の 
よう に 見 て いた りす る 。 で も そう いう 時 代 だ か ら こ 
そ 、 こ の 平和 の 中 で 自分 た ち が 何 を や ら な く て は い 
や っ て いけ ば いい の か を 考え な 〈 く て は 
と い 3 

「 そ うそ う 、 す ご く 平 和 だ か ら 、 こ れ だ っ て いう 決 
定 的 な 問題 が な いか ら 、 こ れ か ら は 家 が 持ち に くい 
時 代 に な る と か 、 い ろ い ろ な 情報 が 出 て くる わけ 。 
で 、 あ れ は 無理 だ 、 こ れ は 無理 だ っ て 、 情 報 で 何 も 
か も わか っ て し まう し 、 そ れ に 踊ら され て いた りす 
る わけ 。 そ うじ ゃ な く て 、 家 が ほし けり ゃ 、 買 っ ち 
ゃ えよ 。 買っ て 借金 を 返せ な けれ ば 、 フ ミ た おす 。 
そう いう 若い 世代 が 増え た ら 、 時 代 も 社会 も 困る わ 
け よ が と いっ て も 犯罪 を や れ 、 と いっ て いる ん じ 
や ゃ ない です よ ./」 
ーー うん うん 、 そ うい う 情 報 に 飼い な ら さ れる な っ て 
こと や も ょ よう 。 上 

「 う ん 、 そ れ て 情報 に 飼い な ら さ れ て 、 下 の 世代 に 





大 切 に し て ほし い 





当たる ん じゃ な く て …… 」 

ーー 上 の 世代 に 対し て 突き 進む わけ !? 

「 い や 、 そ うじ ゃ な く て 、 戦 っ で も 勝て な いな ら 、 
面倒 を みて も ら っ ち ゃ お うと 思う わけ 。 た だ し 、 こ 
ん な も ん だ 、 と あき ら め て 面倒 を みて も ら う ん じゃ 
な く て 、 オ レ ら の 世代 っ て 、“ も し オレ た ちか 会 社 が 
イヤ だ か ら と ヤメ て し まっ た ら 、 上 司 は ヒー ヒー い 
う ぜ /〆” っ て いう 自信 を どこ か に みん な 持っ て いる 
と 思う の ね 。 そ の 自信 を 実行 に 移す の で は な く て 、 
思う わけ 。 そ うす れ ば いち ば ん 
大 切な と ころ て 間違え な いと 思う し 、 そ うい う 人 間 
で ある べき だ と 思う か ら ね 。 そ れ だ け で す よ ね 。 今 
回 、 ア ル バ ム に この タイ トル を つけ た の も ……」 
人 ま 、。 。 Gb> キン スン スレ コレ ーー シレ ん 2 人 5 レツ イ 
Gy 

「 だ か ら と いっ て 、 明 日 か ら 何 を 変え ろ と か 、 会 社 
へ 困 く な 、 と いっ て る ん じゃ な く て 、 そ うい う 思 い 
を 、 自 信 を 大 切 に し て 、 や る と き は みん な いっ し ょ 
だ よ 、 と …… 。 それ と あと ね 、 や っ ぱり 、 自 分 は 成 
功 す る ん だ っ て いう イメ ー ジ を 持っ て いて ほし いよ 
ね 」 

ー 一 夢 っ て ヤツ で すね ./ 

「 持 ち に くく な っ た 時 代 だ か ら こ そ 、 強 くね /」 
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4 前例 の な い 感 動 と で も い 
ヽ うれ し く な る だ け で も な く て 、 プラ ス ・ ア ルフ 
る イン タビ ュー。 ま ず は ツア ー の 近況 
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Dreams Come lrue 
unprecedented emotion 


どこ に 行っ て も お 客 さ ん か ら 受 け 取 る 
パワ リー っ て すご し \ つ て 感じ て る 


















[ 
DreamsCome TrueSpecialCrew s 一 後列 左 か ら 、 豊 田 伸 介 (大 道具 )、 今 井 徴 (ツア ー・ ア シス タン トマ ネー ジャ ー)、 合 野 明 溝 越 貴 
3 ム (舞台 軒 督 )、 上 野 新 (マネ ー ジ ャ ー )、 大 前 望 介 飾 )、 有 川上 沿 子 (英明 )、 光 田 英 ゅ (PA)、 浅野 謙 司 ()、 河野 英樹 人 時 大 川原 忠 ) 
間 楽器 )、 蘭 田 南海 児 (運搬 )、 小 沢 時 春 (P A )、 前 列 左 か ら 、 戸 田 勝利 (照明 )、 御 座 夏木 (上 明 )、 有 沢 健夫 (T P )、 竹 上 民 Dr)、 飯 
JH 7 


十 渡 まこ (Ke y & C ho)、 佐 々 木 康彦 (G )、&DreamsCome True。 そ し て 写真 に 入れ な か っ た 人 、 鈴 木 学 和 販 ) 





ひょっと し た ら あ な た も どこ か の ハ 
イ ウ ェ イ て 遭遇 し て る か も し れ な い 、 
^WONDER3” ツア ー て 大 活躍 の トラ 
ン ボ 車 。 そ れ も 赤 ・ 黄 ・ 緑 と 一 台 ず つ 
ロゴ ・ カ ラー が 色分け され て いる うえ 
に 、“Miwa Yoshida” “Masato Na- 
kamura”“Takahiro Nishikawa” の 
ネー ム 入 り . ノ 「 こ の あい だ 移動 中 に 
ね 、 助 手 席 に 乗っ け て も ら っ た の 。 す 
ご く 気 持ち よかっ た ん だ よ ぉ 、 視 界 が 
ぜん ぜん 違う ん だ か ら 」 は し ゃ ぎ ま く 
る 美和 ちゃ ん の 顔 、 し っ か り と 想像 が 
つき ます 。 ( 笑 ) 一 方 ニー ヒ ャ 号 の 前 に 
立っ て 「 オ レ 、 大 好き 。 この 車 」 と か 
な ん と か 、 ま る で ちっ ちゃ な 男の子 み 
た い に つ うれ し て うな コー ビ ャ 。 季 科 定 
れ の 車 の 運転 を 担当 し て る ドラ イ バ ー 
の みな さん も すでに か な り の 愛着 が あ 
る らし く 、 メ ン バ ー の 知ら な い 間 に 手 
作り ステ ッ カ ー (“MIWA” と か 、 ね ) 
を は り 付 け て た りす る も ん だ か ら 「 う 
れ し い ./」 が こだま し ちゃ うわ け で す 。 

こん な ぶ ふう に 、 オ フ ・ ス テー ジ で も 
愛 あ ふれ る 光景 を くり 広げ て る ドド リカ 
ム の ツア ー。 も し か し た ら 『「 WONDER3」 
以降 、 改 め て Dreams Come True ワ 
ー ル ド に 驚い て いる 人 も いる か も し れ 
な いけ ど …… そ れ は 、 ア マイ 。 結 論 か ら 
いっ ちゃ うと 、 驚 く の は この ツア ー を 
見 て か ら に し て いた だ きた い 。 が 、 と 
は いえ 今や プラ チ ナ ・ チ ケッ ト と な っ 
て いる ドリ カム の コン サー ト 、 目 撃 で 
き な い 人 の た め に も いち 早く その 感動 
を ーー ツア ー 開 始 か ら 8 番目 に 訪れ た 
町 ・ 石 川 県 金沢 市 で 、 静 か に 深く 変化 
し つつ ある 3 人 の 笑顔 に 秘め られ た 何 
か を 、 言 葉 や 表情 か ら 感 じ て も ら え る 
こと を 祈り つつ …… っ 

(の:⑳. ぐ : 
ーー まず 、 初 日 か ら こ こま て の 感想 を お 
願い し ます 。 
中 村 「 ん 一 、 思 っ た より 、 い い ( 笑 )」 
ー 一 ( 笑 )。 そ の 手ごたえ は どの あたり 
か ら ? 
中 村 「 初 日 か ら 。 浦安 から 思っ て た 。 
今 ま で あま り に も 長い 間 同じ よう な 曲 
で や っ て た で し ょ う 。 アルバ ム 2 枚 し 
か 出 て な か っ た か らし よう が な いん だ 
けど 、 で も 今回 『WONDER3」 が 出 
て 、 そ れ を 中 心 に っ て いう ん で 、 ま ぁ 
不安 も あっ た の ね 。 や っ ぱり 「 悲 し い 
Kiss| や ん な きゃ ダメ か な 、 
[APPROACH」 や ん な きゃ 始ま ら な い 
ん じゃ な いか な と か 。 僕ら 、 曲 に 対し 
て 固定 観念 が 強かっ た の ね 、 や っ ぱり 。 
で も 「 う れ し い . ノ た の し い / 大 好き ./」 
を や ら な いと 本 編 が 終わ ら な いっ て 思 
っ て た の は 僕ら だ け で 、 考 えて みた ら 








昔 は 「 あ な た に 会 いた 〈 く て 」 て 終わ っ 
て た わけ だ し ね 。 だ か ら こ の 中 で 、 た 
と えば 今回 の 最初 の 曲 で 最後 の 曲 を や 
っ て 、 お 客 さ ん に 完全 に 納得 し て 帰っ 
て も ら お うっ て いう 決心 が つい た っ て 
いう か 」 

吉田 「 や っ て る 側 の 気持 ち だ よね 」 
中 村 「 そ う 。 だ か ら た と えば マイ ナー 
な 曲 で 終わ っ て も 、 み ん な 幸せ に な っ 
て る か ら 」 

ー 一 ( 笑 ) な る ほど 。 

中 村 「 吉 田 美和 が この 歌 を 聴け ー っ て 
ちゃ ん と 歌っ て れ ば …… 要 する に スカ ッ 
と くる っ て いう ヤツ ? 」 

ーー“ ス カッ と くる "、 幸 せ に 続い て は 
スカ ッ で すね 。( 笑 ) 美 和 ち ゃ ん は ここ 
se 

吉田 「( マ イク に 顔 を 近づけ て ) や っ ぱ 
り ド リカ ム は いけ る っ 」 

(一 同 、 爆 笑 ) 

吉田 「 な ん か ね 、 前 回 の ツア ー は ほん 
と に も う ビ ャ ーッ て いう ステ ー ジ で 、 
それ に EE ペペ る と ちょ っ と こう シッ ク で 
も な いけ ど 、 そ うい う よ う な ライ ブ か 
な ぁ と は 思う 。 で も ね 、 や っ て る こと 
に か か わら ず 、 ど こ に 行っ て も お 客 さ 
ん か ら 受 け 取 る パワ ー っ て すご い 。 あ 
た し 今 の と こ ( 涙 に 関し て )、 全 戦 全 


『 計 本 池 孝 。 


敗 な ん だ けど ( 笑 )」 

ーー や は り 。 ( 笑 ) 

吉田 「 ま いっ た な あ ( 笑 )、 あ た し イヤ 
な の ね 。 そ うい うと こ ウ リ に し て る み 
た い だ し 、 ど うし て も 取り 上 ば げ られ ち 
や ゃ うし 。 で も ね 、 ど 一 も 最後 に な る と 
感 洪 し ちゃ うん だ な っ 、 ア ハハ ハー」 
中 村 「 昨 日 (富山 市 公会 堂 ) は 耐え た 
よ 、 最 後 の 曲 が 終わ る まで ね ( 笑 )」 
吉田 「 が まん し て が まん し て 最後 に 、 
メン バー 紹介 で “Dreams Come 
True、 ニ ー ヒ ャ ・ 隆 宏 ” っ て 言っ た と 
き に ……」 

中 村 ・ 西 川 「 ダ ーー ッ ( 笑 )」 

吉田 「 ま た スタ ッ フ も 意地 悪 で 、 会 場 
を 照ら し た りす る か ら 、 男 の 子 が ウ ウ 
ッ と か な っ て る の を 見 よう も ん な ら / 
( 笑 ) あ た し 昨日 思っ た ん だ けど 、 コ ン 
サー ト に 来 て る 人 っ て すご い 意 地 悪 で 、 
あたし の こと 泣か せよ うと 思っ て 来 て 
る ん じゃ な い の っ て ( 笑 )」 

ー 一 ( 笑 ) じゃ 、 ニ ー ヒ ャ は どう で す 
の ぃ 

西川 「 最 初 は いろ いろ な 面 て 不安 が あ 
っ た ん で す が 」 

吉田 「 そ 一 ぉ ? ( 笑 )」 

西川 「 や 、 だ か ら 具 体 的 に いう と シー 
ケン サー、 ち ゃ ん と は し る か な と か 。 


( 笑 ) そ うい うこ と を 気 に し つつ や っ て 
た わけ で す が 、 で も 最近 は 、 た と えば 
シー ケン サー が 止ま っ た ら 、 前 は けっ 
こう ぎく しゃ 〈 し て た と 思う ん だ けど 、 
最近 は ね 、 何 か や ら な きゃ っ て 。 そ れ 
は 止ま っ た っ て こと を 感じ させ な いよ 
う な 演奏 で あっ た り と か ……、 馬 渡 
(DCT バ ンド ・ キ ー ボ ー ド 担当 ) に イ 
ケ っ て 合図 を 出す こと で あっ た り 、…… 
も っ と も っ と な ん で すけ ど 、 ト ラブ ル 
を 楽し むっ て いう と ヘン だ けど 、 ト ラ 
ブル が 起き た と き の そ の 対処 の 仕方 が 
スム ー ズ に な っ た 。 な ん て いう か ズル 
イ の か も し れ な いけ ど ( 笑 )」 
中 村 「 や っ 、 で も その トラ ブル を 楽し 
むっ て いう の は 、 ラ イブ を や る うえ で 
まさ に 正解 で 、 だ か ら ラ イブ を 楽し め 
る よう に な っ て きた ん じゃ な いか な 」 
西川 「 で も 汗 か か な いん だ も ん 」 
中 村 「 そ う 、 汗 か か な いか ら 本 気 に な 
っ て な い の か な っ て 僕 に 聞く ん だ けど 、 
そう いう こと じゃ な く て 一 、( 笑 ) み た 
いな ね ぇ 。 で も DCT バ ンド や ダイ ナマ 
イツ も 本 当 に いい で す よ 」 
吉田 「 す ご く イ イ //,」 
中 村 「 僕 ら に 向かっ て じゃ な く て 、 お 
客 さ ん に 向かっ て 援護 射撃 する よう に 
な っ た 。 い つも ステ ー ジ が 始ま る 前 に 


ー = 寺 





Dreams Come lrue 
unprecedented emotion 


みん な と 会 える こう いう 機会 が も て て 
あたし た ちもと て も 楽し みな ん で す 





ひと り ひ と り が スタ ー だ っ て 言っ て る 
ん だ けど 、 最 近 や っ と そう する 方 法 が 
わか っ て きた ん だ と 思う 」 

⑳ ぐ 。⑳: 

た と えば 、 あ まり の 星空 に 出くわし 
た と き 。 ど ん な に 目 を 凝ら し て みて も 
すべ て の 星 た ち が 瞳 に 入り きら な く 〈 く て 
困っ て し まう と きっ て ある じゃ な い 。 
その 感じ と 今回 の ドリ カム の ステ ー ジ 、 
と て も よく 似 て いま す 。 美和 ちゃ ん や 
正人 さん 、 ニ ー ヒ ャ の まわ り で や け に 
輝き を 発し て いる 6 つ 星 が も た ら す パ 
ワー、 さ ら に 強力 に な っ た 動く ドリ 
カム ”。 また 、 あ な た が コン サー ト 会 場 
に 行っ た と き 、 お や ? と 思う シス テ 
ム も あり 。 そ う 、 そ れ は 開演 中 、 警 備 
員 の 姿 の 見 えな い コ ン サ ー ト ー 一 正人 





さん を は じ め と する メン バー の 意思 で 、 
ツア ー・ ス タッ フ も も ちろ ん 実は ドキ 
ドキ の シス テム が 、 こ の ツア ー か ら 実 
現 と あい な っ た わけ で す 。 


固定 観念 も な ん の その 、 い つも 新 し 
く 、 標 的 さえ も 定め ず に まさ に ジェ ッ 
ト 噴射 の 塾 い の ご と く 、 日 ご と 夜 ご 
すさ まじ い 幕 進 を 遂げ て いる Dreams 
Come True と その クル ー。 

「 今 度 の ツア ー で 大 き な 何 か が 音 を た 
て て 動く と 思う の 」 

ツア ー が 始ま る 1 か 月 前 の そん な 美 
和 ち ゃ ん の 言葉 を 裏づけ る べく 、 さ っ 
そく いろ ん な 現象 が 3 人 の 中 で 起き て 
いる よう で も あり ます 。 

の 2④.: 

ーー と ころ で 、 な に か 美和 ちゃ ん の 音 や 
空気 に 対す る 反応 が すご く 敏 感 に な っ 
た 気 が す る ん だ けど ……。 

吉田 「 う ん 、 前 は 誰が 間違え よう が よ 
っ ぽ ど の も の じゃ な いと 耳 に 入ら な か 
っ た の が 、 今 は みん な が や っ て る こと 
が 聞こ える か ら …… そ う 言 われ て みれ ば 
聞こ えて る の か も し れ な い 。 自分 の モ 
ニタ ー か ら 返 っ て 〈 る 音 以外 の も の も 





聞い て る か ら 」 

中 村 「 ま あ 、 特 に オレ が 間違え た と き 
な ん て パッ と オレ の ほう 見 る し 。( 笑 ) 
まだ まだ か も し れ な いけ ど 、 歌 は よく 
な っ て る よね 。 で 、 す ご い 冷 静 な の ね 、 
歌っ て る と き 。 今 ま で は 勢い に 負け ち 
や ゃ うと ころ が あっ た ん だ けど 、 今 は 吉 
田 美和 の 身体 は 高揚 し て て も 、 歌 っ て 
る 吉田 美和 は し っ か り し て る 、 み た い 
な 。 青学 の と きか ら オ レ は 驚い て た 」 
吉田 「 と に か く 今 回 は ね 、 歌 を も っ と 
ちゃ ん と 歌 お うと 思っ て た ん で …… た と 
えば 同じ 量 動 いて 息 が 上 が っ て も 、 そ 
れ で も ちゃ ん と 歌え る よう に 、 歌 に 神 
経 を 集中 させ て っ て いう 意識 を 持っ て 
始め て …… で も まだ 、 は ぁ ー っ て いう 感 
じ な ん だ けど ( 笑 )」 

中 村 「 一 瞬 月 れ て も すぐ に 持ち 直す よ 
うに な っ た よね 。 そ れ に 今回 の ツア ー 
で は 1 回 も “マサ ちゃ ん 、 ダ メ だ ぁ ” 
っ て いう 顔 し て な い 。 疲れ た 、 上 息 が 上 
が っ た っ て いう の は ある けど 」 

ーー で も それ さえ も カッ コイ イ 。 

中 村 「 そ う 。 そ れ さ えも 、 へ っ ちゃ ら 
みた いな ね 」 

吉田 「…… 前 まで は も うち ょ っ と は じ け 
て も 、 も うし ょ ー が な いや ぁ っ て ( 笑 ) 
思っ て た ん だ けど 、 今 は は じ け て る 状 
態 だ っ た ら そ の 中 て で 神経 を 歌 に 集中 さ 
せ て や ろう みた いな 意識 が きち ん と 根 
ざし た の で 、 そ いで …… か な っ 。 そ うそ 
う 、 昨 日 あたし ね 、「 さ よ な ら を 待っ て 
る | の と きす っ ご て く 気 持ち よく て ね ぇ 、 
これ だ ーー っ て 思っ た の 」 

中 村 「 そ う 、 昨 日 オレ も デビ ュー 以来 
初め て 気持 ちよ か っ た の ね 」 

ーー じ ぁ あ 残 る ニー ヒヤ ャ は ? 

中 村 「 ニ ー ヒ ャ は き て な いん だ っ て 」 
吉田 「 ニ ー ヒ ャ は まだ ( 笑 )」 

ーー じゃ あぁ 今日 あたり か な ぁ 、 み た いな 。 
西川 な ( 笑 )」 

中 村 「 な ん か 表現 する の が 難し いん だ 
けど 、 オ レ が か 今 ま て 違う 違う っ て 思っ 
て た こと が 昨日 初め て な く な っ た の 」 
吉田 「 き っ と 自分 自身 に 対し て の ね 」 
中 村 「 そ うそ う 。 す 一 ご い 気 持ち よ か 
っ た 。 僕 は デビ ュー する 前 まで 、 は ぁ 
ー っ て 息 を 深く 吐く よう な そう いう プ 
レイ を し て き て た ん だ けど 、 そ れ を ド 
リカ ム で デビ ュー し て 初め て で きた 。 
ご か ら シ メシ メ っ て 思っ て 、( 笑 ) あ の 
感覚 が つか め れ ば も う 大 丈夫 。 う ん 。 
な ん か ね わ 波動 砲 が 発射 され る よう な ね 、 
脳 が 宇宙 と つなが る よう な ……」 
吉田 「 肉 体 は ある ん だ けど も 、 意 識 だ 
け は 膨大 な 大 き さ に な っ て いて 、 冷 静 
に 見 えた り 聞 こえ た り し な が ら も いい 
気持 ち に な っ て る っ て いう か ……*」 





ツア ー 始 まる 前 に ^ こ の ツア ー て 価 
か が 動く と 思う ” っ て 言っ て た けど 。 
中 村 「 そ うそ う 。 現在 の と ころ 、 ニ ー 
ヒ ャ を 除い て は ( 笑 )」 
西川 1 ( 笑 )」 
ーー じゃ あ 、 ま だ まだ ツア ー は 先 が 長 い 
ぞ と いう こと で 、 残 り 4 分 の 3 に 向け 
て 心 気 込み (一 ド リカ ム 語 : 心意気 
意気 込み じ 発 案 者 : バン ビー ナ ) を 。 
中 村 「 は い 、 ひ と 言 、“ 勝 ち ま す "」 
吉田 「 あ た し は ね ぇ …… み ん な と 会 える 
こう いう 機会 が 持て て と て も 幸せ で 、 
あたし た ち も 楽 し みな ん で 、 楽 し み に 
し て 心して 来 て くだ さい っ ( 笑 )」 
ーー は い 。 それ で は 西川 サン 。 
中 村 ・ 吉 田 「 し め て よ 、 し め て よ ( 笑 )」 
西川 「 自 分 自身 に な ん で すけ ど 、 今 回 
の ツア ー を 含め て いろ いろ な こと で 勝 
つ ./” っ て いう の は そん な に 甘い も ん 
じゃ な いと 自分 で よく わか っ て る か ら 、 
まあ コメ ント て 載せ る と すれ ば ……“ 負 
け ま せん ” っ 」 
中 村 「 う まい ./ お いし すぎ る ( 笑 )」 
(の. ぐ .④: 

この 日 の ステ ー ジ で 、 美 和 ち ゃ ん は 
初め て 涙 を 完封 '「 オ レ と し て は キー ス ・ 
リチャーズ の よう な スタ イル で いき た 
いわ け 。 計算 も 何 も な い 、 自 分 の 好き 
な よう に や る っ て いう の ? 」 キ ー ス の 
ポー ズ 付 き で 、 プ レイ ヤー と し て の 抱 
負 ( ? ) を 語っ て いた 正人 さん は や け に 
エキ サイ ティ ング だ っ た 。 そ し て 、 今 の 
と ころ お いて け ぼ り を くっ て る ニー ヒ 
ャ 。 て る も 「 す ざい 江 だ っ た よ 」 と カメ 
ラマ ン 氏 の 言葉 。 確か に 宴 黙 っ て いう 
言葉 を と っ ぱら っ た つい で に 、 ク ー ル 
と か ミス テリ アス と か 今 ま で ニー ヒ ャ 
を 取り 巻い て いた 言葉 すべ て を この 際 
撤回 し た ほう が 賢明 と 思わ れる ステ ー 
ジン グ 。 代 わり に と いっ て は な ん で す 
が 、 タ フ & ナ イス ・ フ ァ イ ト の 形容 詞 
を 慎 ん て 進呈 し た いと ころ で す 。 

それ に し て も 。 ド リカ ム の “し あわ 
せ ” は つ お い 、 で す 。 手 を の ば し て も 
つか め な か っ た 、 今 まで の ふわ ふわ ・ 
きら きら と は ちょ っ と 違い ます 。 今度 
は 、 大 丈夫 。 も し も あな た が その 気 な 
ら 、 両 手 で ぎゅ っ と 抱き し め る こと だ 
っ て で きま す 。 

は っ きり いっ て ずばり 、 前 例 の な い 
感動 。 今 まで に 見 た こと の な い 、 感 じ 
た こと の な い 、 嘩 い だ こ と の な い 、 触 
れ た こと の な い 、 了 生 に し た こと の な い 
感動 。 そ れ は 、 コ ン サ ー ト の エン ディ 
ング 、 も れ な くす べ て の 人 の 心 を 播 さ 
ぶり ます 。 本 当 に 心して いて 〈 く だ さい 。 
そし て 、 そ の 感動 を あな た の 五感 で 六 
感 で 、 ま っ すぐ に 受け と め て くだ さい 。 
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も う 12 月 に な ろう と し て いる の に 札幌 に は 雪が な 
い 。 そし て '90 年 、 い つも な ら ク リス マス 間近 に や っ 
て くる 札幌 厚生 年 金 会 館 も 、 今 年 は ちょ っ と 早め の 
11 月 30 日 。 けれど いつ 来 て も この 会 場 の お 客 さ ん は 
まあ る い 感 じ が する 。 帰郷 し た 息子 (./ )= 大 江 千 里 
を 迎え る よう な 温か さ が 開 演 前 の 席 と 席 の 間 か ら 漂 
っ て くる よう だ 。 と いっ て も 決し て お と な し い お 客 
さん と いう わけ で は な い 。 ( 笑 ) そ の ひと り ひ と り 
が 、 大 江 千 里 が 何 を や ろう と し て いる の か 、 と いう 
こと まで し っ か り 受 け と め て 帰っ て い 〈 く に 違い な い 
と いう 予感 。 そ ん な 僕 な り の 予感 が 始ま る 前 か ら 居 
心地 の よさ へ と 変わ る 。 大江 千里 の コン サー ト 会 場 
で は よく 体験 する 感覚 で は ある けれ ども ……*。 

さて 、 今 回 の APOLLO” ツア ー。 “人 を 楽し ま 
せ た い / ノ と いう 彼 の サー ビス 精神 が 、「 つ い に こ こ 
まで 」 の 荒 技 を や っ て の ける スペ シャ ル ・ バ パー ジョ 
ン 。 オ ー プ ニン グ か ら テ ンション は 止ま る こと が な 
く 、 ら せん 状 に どこ まで も 昇り つめ て いく 。 だ か ら 
と いっ て 、 た と えば “ 曲 ′ その も の に 対す る 観客 の 
個人 的 な “想い” が 置き 去り に され る こと な ど は 決 
し て な い 。 観客 と 大 江 千 里 と の 間 に あ る シン パシ ー。 
今回 も 彼 は それ を 少し も は ぐら か し た り は し な い 。 


彼 は それ を 受け と め 、 そ れ を 抱き し め る よう で さえ 
将 和 0 APOLLO" 0 は 、 ま ぎれ も な NN 
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に Pe 作 3、 


記 の 93PCTIHTTH 
進行 し て いく 。 

オー - プ ニン グ 。 彼 が 観客 へ と 、 0 っ り と っ 

の 言葉 を 礁 5 と し て いる よ 25 人 が 7 な 

あ 暫 ” へ どう 進む の が 知る 

ン 千里 6 の 衣 7 示す も の は 、 

の )^ E な CS 










HH 処 。 


の 
は 向い て いな が ら も 内 
いも の ⑦⑰⑫ な を 写 き . ま う と 3 








数 多く の 見 どこ ろ の 中 か ら ほ ん の 少し ピッ クア ッ 
プ し て みる と …… ま ず 衣 装 の 奇抜 さ 。 そ の 発見 = ニ イ マ 
ジ ネ ー シ ョ ン の 自由 な 広がり が 驚き と な っ て 届け ら 
れる こと だ ろう 。 デ ザイ ン は 、 不 恩 議 な 形 の 帽子 で 
も 有名 な 内 藤 こ づえ さん 。 (kyon? の バイ ク の CM の 
衣装 デザ イン は 話題 に な っ た ) と に か く 色 が 美しく 


て 、 形 その も の が ポッ プ 。 衣装 自体 が と て も 楽し い 


の だ けれ ど 、 こ れ を コー ラス の 演 田 さん 、 バ ンド の 
面々 、 そ し て 大 江 千 里 が 身 に つけ た り 動 きま わる こ 
と で 、 別 の ニュ アン ス が 生ま れ て きた り 、 さ ら に ユ 

ー モ ラス に な っ た り 。 人 が そこ に 関わ っ て こそ 衣装 
の 不遇 議 な 形 が 生き て くる と いう の は 、 ま こと に 大 
江 千 当ら し いと ころ だ 。 そ し て 、 フ ァ ン タス ティ ッ 
クノ 興 デ ィ ズ ニー ラン ドド の あの 感じ 。 映画 『 デ ィ ッ 
ク - 和 坦 一 シ ー」 の 、 現実 苑 れ し た 人 工 美 の 中 で 生 
身 C K が リア ル に 存在 し て いる 感じ に 似 て いる 。 
汚 杉 な 雅 、 し わが 寄ら な い 、 い つも どこ か が 揺れ て い 



























だ か ら ま る で 夢 を 見 て いる よう に 心地 い 
い 六 還 引導 言い た いと ころ だ けど 、 そ こ が 映 画 と は 違 


か な り 危 険 。 バラ ンス を 失い か け て 、 
な お さら の こと ハラ ハラ させ られ る シー 
5 と だ ろ 生 。 そん な ふう に こ た か ど 人 記 


0 うに 地面 か ら 飛び 上 が ろう と も 、 そ 
うう 、 こ れ も ま た 大 江 千 里 ら し い の だ 。 
放 を か き な が ら 、 一 大 エン ター テイ ン 
トム げ て いく 。 こ の 感じ 、 い いな あ 。 
札幌 に 来 て いる ん で すけ れ ど も 、 そ 
り 1 年 に 何 を や っ て きた か っ て わか る 


紋 * ら 、 今 回 も 弾き 語り で 何 曲 か を 聴か 
の 自分 と ちょ うど 重なる 過去 の ある 
府 こ ある 。 HVR FR 年 

= の ek お RA に か っ で こ か 
のか も し 基 ss そし て 役 も 、 
ほ まき て も し み じ み を 2 過去 へ と 
て みせ る に も 、 現 委 


上 肖 の 










4 すべ て を 通し て 最も “ライ ブ ニ = 大 江 千 里 " と し て 
集約 され て くる ある 種 の 強い イン パク ト 。 そ れ は 曲 
の イン トロ ダク ショ ン か も し れ な いし 、 そ の 歌 を 歌 
い 出 す と き に 一 歩 前 へ 踏み 出す 、 あ の 足 の 動き か も 
し れ な い 。 最後 の ワン フレ ー ズ や 、 一 上 骨 息 を の む 、 
あの 緊張 感 か も し れ な いし 、 歌 い 終 わっ て 観客 を 見 
つめ る と き の 汗 だ ら け の 顔 に 広がる 、 た め 息 の 出 そ 
う な 至福 の 表情 か も し れ な い 。 

た だ と て も 確か に 、 そ の 集大成 の ひと つの 意味 を 
言い きる こと も で きる 。 そ れ は 、 バ ンド や コー ラス 
と の 関係 だ 。 今回 は 完全 に 大 江 千 時 は フロ ント の 位 
置 に いる 。 コ ー ラ ス や バン ド は 、 彼 を 支え る よう な 
形 で いた り 、 と き に は ゲス ト と し て の 立場 で 登場 し 
た りす る 。 け れ ど 、 す べ て に “ あ 、 う ん の 呼吸 と 
いえ ば いい の か 、 仲 間 た ちと の 絆 と いえ ば いい の か 、 
言葉 以上 の 心 の 通じ 合い が 見 え 隠れ する 。 大 江 千 里 
と 観客 、 そ し て バン ド と 、 会 場 と いう ひと つの 空間 
に いる すべ て の 人 々 が 、 あ る ひと つの 方 向 に 向かっ 
て 集約 され て いく 感じ 。 

この 日 の 最後 の シー ン 。 言葉 も 出 ず に 彼 は 肩 で ハ 
ー ハ ー 息 を し な が ら 、 そ の 感動 に 目 だ け を パチ クリ 
させ て いた 。 そ の 子供 の よう な 表情 。 そ し て 再び ス 


テー ジ に 現われ た と き 、 彼 は 言っ た 。 

「 こ ん な に 僕 の 音楽 を 愛し て くれ て あり が と う /」 

大 きく 後 笑 ん で 、 片 手 を 大 きく あげ て 。 

毎回 毎回 その 激 し さ で 、 な に より も 心 が 通じ 合っ 
た よう な 感動 を 伝え て くれ て きた 大 江 千 里 。 し か し 、 
今回 ステ ー ジ の 上 に いる 彼 は 、 そ の 重なり の 上 で 、 zzee 
再び 頂点 に いる 。「APOLLO』 と いう アル バム の 旧 
の 曲 の よさ が 、 今 回 の ライ ブ に 再び 新しい 命 選 甘 が : 
Ye 
ー の 感動 は や は り 、 今 まで の 流 に 
の 上 に を し て いよ うな 

ッ アー を 村 は 9 

か る は すたん 4 
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12 月 24 日 月 横浜 アリ ー ナ ,。/12 月 27 日 本 28 日 金 大 阪 厚 記 作 みか ルリ) 
1991 年 1 月 6 日 日 郡山 市 民 文 化 セ ンタ ー 大 ホー ル 。/1 月 9 日 沙 M WM ホー ル 。 

1 月 12 日 13 日 日 大 阪 厚生 年 金 会 館 大 ホー ル ii/1 月 22 日 X 居間 上 FC 館 ( 

1 月 24 日 本 25 日 金 新潟 県 民 会 館 大 ホー ル 1 月 28 日 月 鹿児島 市 市 民 文化 ホー ル ( 第 一 王国 IRISSRSISIRSSIEI 
1 月 31 日 本 2 月 2 日 熊本 市 民 会 館 大 ホー ル /2 月 5 日 火 沖縄 市 民 会 館 大 ホー ル js/2 月 1 日 炎 剛 貼 ド x 会 午 ホ ー ル 

2 月 14 日 林 青森 市 文化 会 館 ./2 月 15 日 金 岩手 県 民 会 館 大 ホー ル 。/2 月 17 日 日 大 宮 ソ ニッ ク 2 生還 還 E ニール 。 

9 月 19 日 火 高知 県 民 文化 ホー ルオ レン ジホ ー ル 。/2 月 20 日 水 徳島 市 立 文 化 セ ンタ ー ,。 2 月 2 日 人 県 民 ホ ー ル 。。 
2 月 23 日 寺 愛媛 県 民 文化 会 館 メ イン ホー ル ,i/2 月 25 日 月 宇都 宮 市 文化 会 館 大 ホー ル 。/2 月 26 日 茨城 県 選 罰 NR 交 セ ン な ー( 
2 月 28 日 本 下関 市 民 会 館 ,/3 月 1 日 金 臨 敷 市 民 会 館 。/3 月 3 日 日 4 日 月 広島 厚生 年 金 会 館 j 
1 こめ 4 ニ し Na の) の 9: 有り こり に し る に に 和 ル 多 まち と 之 GeyAE 
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上 げ で ほしく は な い 。 








XS70 標準 価格 143, 800 円 妊 紹 ファ ンズ サウ ンド フィ ー ル ド プ ロ セ ッ サ ー、 


スピ ー カ ー ベ ー ス 付属 ) 


シス テム の 一 体 価格 プリ モコ スス 




















オニ ア ・ セ ルフ ノ フィ ー、 
新 登場 


こん どの セル フィ ー は 、 レ イア ウト は も ちろ ん 、 聴 き 方 まで も っ と 
自由 に な る 新 機能 搭載 。 こ れ か ら は 、 い い 音 を 自分 らし く デ ザ 

ン す る の が 新しい 。( 快 適 音 場 )DSP 搭 載 。 聴 いて いる 場所 
を 快適 音 場 に する 新開 発 リ スニ ング ポイ ント セレ クタ ー 凌 備 。 
ヴォ ー カ ル を キャ ン セ ル す る オー ティ ショ ン 機 能 搭載 。( 快 適 操 
作 ) い つも の 聴き 方 を 再現 する スー パーAI オ ペレ ーション 。 セット 
の 簡単 な Al タ イマ ー 搭 載 。 (高音 質 設 計 ) 15cmn3 ウ ェ イ スピ ー 
カー。 50W 十 50W の ハイ パワ ー ア ンプ 。 人 迫力 の 重 低音 デジ 
タル P. BASS。( ス タイ リッ シュ & コ ン パ クト ) ラウ ンド フォ ル 
ム 。 メタ リッ ク フ ィ ニッ シュ 。 本 体 幅 260mwm。 (レイ アウ ト フ 
リー) オー ル セ バ レー ト 。 スラ ント バッ フル 採用 スピ ー カ ー。 


カタ ログ で も っ と セル フィ ー を 知 つて くだ さい 。 人 人 


希望 製品 名 、 年 令 、 性 別 、 華 業 、 ス テレ オ の 有無 を ご 記入 の うえ 、 工 152 東 京都 目黒 郵 
便 局 私 書 箱 27 号 バイ オニ アカ タロ グセ ンタ ー - GB SF12 係 へ 。 但 パイ オニ ア ・ シ ョ ー 
ルー ム は 、 東 京 ・ 目 黒 権 之 助 坂 「JR 目 黒 駅 」 下 車 す ぐ で す 。@ ド ルビ ー 及 び [は 
ドル ビー 研究 所 の 登録 商 酔 で す 。 僅 あ な た が 録音 し た も の は 個人 と し て 楽し む な ど の ほ 
か は 著作 権 法 上 権利 者 ーー- 音 と 光 の 未来 を ひら <ー 一 一 
に 無断 で 使用 で きま せん 。 ア 











ーー じゃ 、 生 年 月 日 と 本 名 な どか ら 。 ( 笑 ) 

山川 「 え 一 、1965 年 5 月 11 日 生ま れ の 牡 和牛 座 で す 。 

本 名 は 山川 浩正 。 芸名 も そう で すね 。 ( 笑 ) 洗 正 っ て 

いう の は 、 父 の お 兄さん が つけ た らし い 」 

ー 一 伯 人 鱗 さ ん が 名 づけ 親 な ん だ 。 

山川 「 そ うら し いで す 。 正 は 親和 鋼 が 正幸 っ て いう ん 

で 、 そ こ か ら と っ た ん だ ろう けど 、 湾 は どこ か ら で 

て きた の か よく わか ら な い 。 画数 の 問題 と か が あっ 

た らし く て 、 僕 の 名 前 の 字 は 浩 と いう 字 以 外 は 画数 

が 奇数 で し ょ 。 で 、 全 部 の 字 が 奇数 だ と よく な いら 

し いん で す よ 。 で 、 偶 数 の 画数 の 浩 と いう 字 を 持っ 

て きた こと し か 聞い て な いん で すけ ど 」 

ーー 生ま れ た の は どこ で すか ? 

山川 「 甲 府 の 高山 鍛 院 」 

ー 一 具体 的 で すね 。 ( 笑 ) 

山川 「 甲 府 で 生ま れる 人 っ て 高山 病院 が 多い ん で す 

よ 、 な ん だ か 知ら な いん だ けど 。 他 に も 疾 院 は ある 

ん だ けど 、 友 達 関 係 は みん な 高山 病院 で 生ま れ て る 」 

ーー 甲府 の 市 内 で 生ま れ て 育つ っ た ん だ 。 

山川 「 い や 、 小 学校 4 年 まで 甲府 に 住ん で て 、 隣 町 
竜王 町 と いう と ころ に 引っ 越し た ん で す 」,」 

番 古 い 記 境 っ て どん な も の で すか ? 

山川 「 家 は 山川 商店 と いっ て 、 お 菓子 屋 と クリ ー ニ 

ング 屋 を 兼業 で や っ て た ん で す 。 多角 経営 。( 笑 ) 

で 、 店 の 細 に 住む こと に な っ て 、 そ っ ち に 引っ 越し 

を する よっ て いう 話 を 母親 と し た の を 覚え て いま す 。 

それ は 、 幼 稚 園 に いく 前 ぐら い の 小 さい と き 」 

ー 一 普通 の 住宅 地 に あっ た の ? 

山川 「 う ん 、 貸 し 店 舗 み た いな の が 、6 軒 く らい 連 

な っ て いて 、 そ の 裏 は 砂利 道 で し た ね 。 竜王 に 引っ 

越す と 周り は 田んぼ ば っ か り だ っ た けど 」 

ー 一 効 稚 園 の ころ は どん な 生活 を し て た ? 





山川 「 ス クー ル ・ バ ス で 通っ て た ん で す よ 。 効 稚 園 … 


の 旭 側 に お 墓 が あっ て 、 そ こ に バス が 着く の で 、 よ 
く お 墓 を 散歩 し て まし た ね 。 ( 笑 ) そ れ と 、 幼稚 園 に 
行く と 、 毎朝 牛 乳 と パン を 出入 り し て いる 業者 の 人 
に 頼む や ん で す 。 で 、 そ の 牛乳 の 蓋 を 集め て 、 メ ンコ 








を や る っ て いう 日 々 が 続い て に まし た ね 。 た ま に ヨ ー 
グル ト を 頼ん で まし た けど 、 ヨ ー グ ルト の 闘 は 大 き 
いか ら メ ンコ に 有利 な ん で ( 笑 )」 

ー 一 外 で は あん まり 話 ば な か っ た ? 

山川 「 い や 、 遊 ん で まし た よ 」 

ーー わり と 印象 と し て 山川 君 は 無口 な 感じ か の する ん だ 
けど 、 小 さい と き は そう で も な か っ た ん だ 。 

山川 「 う ん 、 ど ちら か と いう と 活発 な ほう じゃ な か 
つた か な 。 ま あ 、 ご く 普 通 の 幼稚 園児 で し た ね 」 
ーー 小学 校 は 地元 の 学校 へ ? 

山川 「 歩 いて 5 分 くら い の す ぐ 近 く 。 意 れ 物 を し た 
と き は 便利 で し た ね ( 笑 )」 

ーー 小学 校 の ころ の 思い 出 は ? 

山川 「 甲 府 に た に いた ころ の 小学 校 は 厳し か っ た と いう 
印象 が あっ て 、 毎 日 、 山 の よう に 宿題 が で て 、 生 活 
態度 に 関し て ち も う る さく 先生 に 言わ あれ て た 。 あ と 、 
少年 野球 を や っ て た ん で す よ 、 4 年生 の と き に 引っ 
越し する まで 」 

ー 一 学校 の クラ ブ で ? 
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山川 「 そ う 。 野球 と サッ カー くら いし か 小学 校 の ク 
ラブ っ て な いか ら 」 

ーー プロ 野 陸 の 選手 に な り た か っ た ? 

山川 「 そ こま で は 考え な か っ た 。 高校 野球 は 好き で 、 
テレ ビ を 見 て 山梨 の 学校 を 応援 し て た けど 、 い つ 
1 回 戦 で 負け て た ( 笑 )」 

ー 一 音楽 へ の 興味 は ? 

山川 「 ま っ た く な し ( 笑 )」 

rr で の め 、 そう 。( 突 ) 

山川 " 歌 番 組 と か は 嫌い で 、 見 て な か っ た くら い 」 

ーー 甲府 の 小学 校 は 大 きか っ た の ? 

山川 「 い や 、1 学 年 3 クラ ス だ っ た か ら 、 普通 で す 
ね 。 今 は 増え た みた いで すけ ど 」 

ー 一 転校 し て 、 竜 王 町 の 小学 校 は ? 

山川 「 そ こも 同じ くら い の 大 き さ 」 

ーー 子供 の ころ の 転校 っ て ビッ グ ・ イ ベン ト み た いな 
感じ が ある じゃ な い 。 環境 も まっ た く 変 わる わけ だ 
し 、 同 級 生 も 知ら な いわ け だ し 。 

山川 「 ほ ん と 、 す ご いこ と で す 、 子供 に は 。 ( 笑 ) 雰 
囲 式 が まっ た く 違 いま し た ね 、 甲 府 の 小学 校 と は 。 
甲府 と 距離 は そん な に 離れ て いな いん だ けど 、 な ん 
か ノリ が 違う ん で す よ 」 

ーー 甲府 の ほう が 都会 っ ぽい ? 

山川 「 う ん 。 竜王 の ほう が 悪い ヤツ は すげ え 悪 いん 


だ けど 、 全 体 的 な 雰囲気 は 統一 感 が あっ て 、 な ん と 


な く の ん びり し て る ん で す よ 」 

ー 一 転校 し て 野球 ちや めちゃ っ て 、 何 か 代わ り に や っ 
だ oc お は 7 

山川 「 う ー ん 、 な ん に も し て な い 。 ( 笑 ) 記 培 喜 失 で 
すね ( 笑 )」 

ー 一 宮沢 君 は 田んぼ で 遊ん だ り 、 釣 り を し て た っ て 言 
まだ 

山川 「 あ っ 、 や っ ぱり 田舎 だ か ら 近 く の 川 、 は まな 
し 川 ど と いう ん だ けど 、 そ こ に よく 近所 の 人 と 行っ て 
まし た 。 同級生 じゃ な いん だ けど 、 近 所 付き 合い し 
て いる 子 た ちがい て 。 い や ー、 あ の ころ は いい 時 代 
で し た ね ー、 ど の 家庭 る ゆとり が 出 て きた ころ で 。 





⑱ バ パー ソナ ル ・ イ ンタ ビュ ー 第 2 回 目 は 山 ちゃ ん こと 山川 浩正 。 い っ けん 無口 な 彼 だ が 、 
子供 の ころ か ら の こと を た くさ ん し ゃ べ っ て くれ た 。 山 ちゃ ん の 秘密 の ベー ル を は いで み ま し ょ うか ……。 


| 山川 減 正 は いか に し て 山川 済 正 に な っ た か ? | 
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( 笑 ) 家 で バー ベ キ ュー 大 会 と か も や っ て まし た し ね 」 
ーー えっ 、 大 き な 家 な ん だ ? 

山川 「 い や 、 ち ょ っ と 寿 が ある 程度 の 。 周り に 家 も 
あま りな か っ た か ら 、 騒 いで も 大 丈夫 だ っ た ん で す 
ポコ 

ー 一 転校 し て いじ め ら れ た り は し な か っ た ? 

山川 「 な か っ た で すね 。 転校 先 に も 派閥 、 そん な お 
お げ さ な も ん じゃ な いけ ど 、 そ れ が あっ た ん で すけ 
ど 、 そ うい うこ と を 知ら な いか ら 、 ご く 普 通 に みん 
な と 接し て いた ん で 。 た ま に な ん か が 講 わ れ た り し た 
けど 、 ま っ た く 気 に な ら な か っ た 」 


ーー 山川 閣 は 外人 っ ぱい 顔 を し て る と 思う ん だ けど 、 


( 笑 ) そ れ を か ら か われ た り と か ? 

山川 「 を それ は 、 あ り ま し た 。 子供 の ころ っ て 、 い ま 
より それ っ ぽか っ た か ら 。 で も 、 コ ンプ レッ クス み 
た いな も の を 持っ て た わけ じゃ な いか ら 、 気 に な ら 
な か っ た な 。 1 、 2 年 の ころ は 太っ て た か ら 、 デブ 
と か 2 世 と か 言わ れ て た 。 で も 、 そ うい うか ら か う 
ヤツ っ て 、 み ん な 友達 だ っ た か ら 、 お 互い に 楽し み 
つつ や っ て た ん で す よ ね 。 だ か ら 、 極 悪 非道 の いじ 
め み た いな も の は な か っ た で すね 」 
お ちな い に 楽 し みつ つや っ て いた と いう 。 

山川 「 そ うそ う 。 い や ー、 ほ ん と に いい 時 代 で し た 
ね ( 笑 )」 

ーー 物事 を あん まり 気 に し な い ほ うな の か な ? 

山川 「 よ く 人 か ら そ う 言 われ る ん で す よ 。 そ うい う 
と ころ も ある ん だ ろう けど 、 ど う で も いい よう な こ 
と を 妙 に 気 に し た り も し ます 」 

Seaeg 中 学校 (に 進む 。 

山川 「 う ん 、 地 元 の 公立 の 学校 に 。 小 学校 の と き に 
野球 を や やめ て 、 ダラ ダラ す ご し て た で し ょ 。 ( 笑 ) だ 
か ら 、 何 か や ろう と 思っ て 、 最初 は バス ケッ ト に し 
よう か と 思っ た ん だ けど 、 そ の ころ 背 が 低く て 、 前 
か ら 3、4 番 目 で 、 不 利 だ か ら や め て 。 で 、 和 柔道 部 
に 入っ た ん で す 」 

ーー いき な り 硬 派 路線 。 ( 笑 ) 

山川 「 別 に 意味 も な く 、 や っ た こと が な いと いう 単 
純 な 理由 で 入っ た ( 笑 )」 

ーー 3 年間 ずっ と や っ て た の ? 

山川 「 い や 、 こ れ が 3 年 に な る と や めちゃ っ て 。 先 
募 が いな く な っ て お も し ろく な く な っ た と いう の も 
あっ た ん だ けど 、 中 学 3 年 に な る と 色気 づい て 、 柔 
道 ど ころ で は な いと ( 笑 )」 

ーー 中 学 の ころ で 、 印 象 に 残っ て いる 重大 な こと っ て 
ある ? 

山川 「 特 に な いん で すけ ど 、 う 一 ん 、 完 全 に 親 ば な 
れ す る 時 期 で し ょ 。 だ か ら 、 親 と よく 貴 嘩 し て た よ 
うな 気 が す る 」 
ー 一 勉強 し な さい と が か 言わ れ て ? 

山川 「 い や 、 そ うい うこ と は まっ た く な し 。 反抗 す 
る 理由 ちな いん だ けど 、 そ れ に また イラ イラ し た り 
し て 。 や り 場 の な い 気 持ち と いう ん で すか ( 笑 )」 

ー 一 音楽 の ほう は ? 

山川 「1、2 年 の ころ は あい か わら ず ま っ た く 人 興味 
が な く て 。( 笑 ) 3 年 に な る と 仲の よかっ た 友達 が ギ 
ター を 買っ た ん で す よ 、 そ れ が きっ か け と な っ て ギ 
ター を 弾き は じ め た くら いで すね 」 

ー 一 価 が 疑っ て た こと っ て な か っ た の ? 

山川 「 特 に な いで すね 。 あ っ 、 小 学校 の と き に 古銭 








を 集め て た ,」 

ー 一 渋い 。 ( 笑 ) 

山川 「 疾 っ て た と いう わけ じゃ な いけ ど 、 み ん な が 
切手 と か を 集め て て 、 僕 も な ん か や ら な きゃ いけ な 

いよ うな 気 に な っ て 。( 笑 ) ど う せ や る な ら 人 と 違う 

も の に し よう と 思っ て 」 

ー 一 反抗 期 を と お りな が ら 高 校 に 入学 。 

山川 「 高 校 で は ハン ド ボ ー ル 部 に 入っ た ん で す 。 柔 
道 部 の と き と 同 じ よ うに 、 こ れ も 今 まで に や っ た こ 

と が な いと いう 理由 か ら ( 笑 )」 

ーー た だ の 好奇 心 。 

山川 「 そ う 。 野球 と か に は 自信 が な か っ た し 、 ま し 

て 柔道 は 本 格 的 な 感じ が し た ん で 。 と ころ が 、 ハ ン 

ド ボ ー ル 部 は 予想 外 に 練習 が 上 厳し いん で す よ 。 け っ 

こう 強かっ た ん で 、 毎日 、 7 時 ご ろ ま で 練習 し て て 。 
家 に 帰る と 、 壮 れ て すぐ に 寝 て た 」 

ーー ずっ と や っ て た ん だ ? 


ド を や り は じ め て 、 バ イク の 免許 を と っ た と いう の 
も あっ て 」 

ーー また や め て し まっ た と 。 ( 笑 ) 

山川 「 そ を うな ん で す よ 。 2 年 の と き は バイ ク で ツー 
リン グ ば っ か り 行 っ て まし た ね 。 1 年 の 終わ り に 免 
許 を と っ て 、 そ の あと 近く の スー パー マー ケッ ト で 
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| 山川 落下 は いか に し て 
山川 浩正 に な っ た か ? 


アル バイ ト を する と いう 日 が 続い て まし た 」 

ーー バイ ク は 学校 で うる さく な か っ た ? 
山川 ' そ を こそ こ 。 わか ら な けれ ば 大 丈夫 と いう 。 ( 笑 ) 
他 の 学校 の 、 バ イク 乗っ て る ヤツ を 集め て 、 い ろ い 
ろ ツ ー リ ング し て まし た ね , 

ー 一 最 走 峰 み た いな こと は ? 

山川 「 な いで すね 、 な ろう と も 思わ な か っ た 。 友達 
に は いっ ぱい いた けど ( 笑 )」 

ー 一 音楽 の ほう に も や っ と めざめ る 。 ( 笑 ) 

山川 「 そ を う で すね 。 2 年 生か ら バ ンド を や っ て た け 
ど 、 本 格 的 に は 3 年 か ら で 。 3 年 に な る と 、 友達 が 
休み の 日 に 東京 に 遊び に 行っ て 、 お も し ろ い レコ ー 
ド を 買っ て くる ん で す よ 。 そ れ を 聞い た り 、 雑 誌 の 
諸 面 を 見 て 練習 し た り し て 。 あっ 、 そう いえ ば 『GB, 
っ て 、 当 時 は ギ キター 奏法 と か 楽譜 中 心 の 雑誌 だ っ た 
で し ょ 。 今 の 感じ こ な っ て る の を 知ら な か っ た か ら 、 
BOOM と し て 一 番 最初 に 『GB』 の 取材 する と き 、 バ べ 
ー ス の 俺 が 行っ て も し よう が な い の に な ” と か 思っ 
て て 。 ああ 、『GB』 っ て こん な に な っ ちゃ っ た ん だ 
と 思っ た ん で す よ 」 

こん な に な っ ちゃ っ た 。 ( 笑 ) 小 ・ 中 ・ 高 校 だ と 
高校 が いち ば ん 楽し か っ た ? 

山川 「 を そうですね 、 行っ て る と き は あん まり 感じ な 
か っ た けど 、 大 学 に いく こと は は な か ら 考 えて な か 








つっ たから 、 勉 強 も し な く て すん だ し ( 笑 )」 
ーー その 後 、 専 門 学校 に 入学 する た め に 東京 に や っ て 
きた と いう 。 
山川 「 地 元 と 違う と ころ で 一 人 で 暮らし て みた いと 
いう 気持 ちと 、 や っ ぱり 東京 と いう 街 に 一 度 は 住ん 
で みた いと 思っ た ん で す よ 。 最初 は 2 年 間 だ け と い 
う 約束 だ っ た ん で すけ ど ね 。 結局 、 東 京 で も 学校 と 
家 の 人 往復 だ け で 、 そ ん な に いろ ん な と ころ へ 遊び に 
も 行か な か っ た し 、 た いし て 刺激 的 な こと も な か っ 
た し 、 休 み に な る と 甲府 に 戻っ て 、 地 元 の 友達 と 遊 
ん で いた ん で すけ ど ね 」 
ー 一 東京 に 対し て 、 伺 か ある ん だ ろう と いう 期待 は あ 
っ た けど 、 暮 らし て みた ら 、 あ ん まり 頼 毅 的 な 街 じ 
ゃ な か っ た ん だ 。 ! 
軸 川 「 遊 びと いう こと に 関し て で すけ ど ね 。 で 、 2 
年 た っ て 、 別 に 何 か を 期待 し て た わけ じゃ な いけ ど 、 
まだ 何 か あ る だ ろう と 思っ て 、 親 に 、 大 学 に 行っ た 
思っ て も う 2 年 ぐら い は いい で し ょ と が 言っ て 、 
ズル ズル と ( 笑 )」 
ーー 性 格 と か は 子供 の ころ か ら 、 変 わっ て な い ? 何 
か の 出来 事 で 、 も の の 見 方 が 変わ っ た と か いう こ 
は あり まし た ? 
山川 「 あ ー、 特に な いで すね 」 
ーー そう いう 意味 じゃ 、 ほ ん と に 普通 に 育っ た ? 
山川 「 准 静 に 考え る と 、 ひ ね て 、 普 通じ ゃ な いと こ 
ろ も あり ます ね 。 ( 笑 ) 考 え 方 が 、 や っ ぱり 普通 じゃ 
な いよ うな 気 が し ます けど 」 
まあ 、 ミ ュー ジ シ ャ ン に な る 人 っ て 、 ど こ か そう 
いう と ころ が ある よね 。 将来 に 対し て の 不安 と か 普 
通 は ある じゃ な い 。 
山川 「 普 通 は ある ん で す よ ね 。 大 学 に 行く と き に も 
悩ん だ りす る で し ょ 、 そ うい う の が 僕 は な か っ た 。 
( 笑 ) た ぶん 、 そ れ な り に 考え て は いる ん だ けど 、 そ 
こま で 真剣 に 考え られ な いっ て いう か 、 ま あ 、 そ ん 
な に 難し く 考 えな く て いい か 、 み た いな 」 
ーー な る よう に な る さ ? っ て 感じ 。 
山川 「 決 し て 、 あ きら め と か じゃ な いん だ けど 」 
ーー そう いう 気持 ち は 、 自 分 の 才能 に 対し て の 自信 か 
ら で る ? 
山川 「 自 信 と いえ ば そう な ん だ けど 、 ま っ た く 裏 付 
け の な い 自 信 。( 笑 ) さ っ き の 普 通じ ゃ な いと ころ と 
いう と 、 子供 の ころ か ら 人 と 同じ こと を する の が い 
や で 、 ひ ね くれ て いた と いう の が あり ます ね 。 そ れ 
は 今 も 変わ ら な い 」 
ー 一 話 を 聞い て る と 、 わ り と 淡々 と し た 日 々 を すご 
て きた よう な 。 ( 笑 ) 
山川 話す と そう な っ ちゃ う 。( 笑 ) け っ こう 、 い ろ 
いろ あっ た ん じゃ な いか な ー。 で も 、 専門 学校 を 卒 
業 し た と き に 甲府 に 帰ら な か っ た と いう こと は 、 と 
て も 大 きなこ と で すね 。 あ そこ で 帰っ て た ら 、 今 の 
BOOM は な か っ た わけ だ し ( 笑 )」 
ー 一 帰っ て 、 山 川 商店 の お 兄さん に な っ て た か や し れ 
な い 。 ( 笑 ) 
山川 「 そ を う で すね 。 ( 笑 ) だ か ら 、 あ の と き 自 分 で ま 
だ 納得 し て な か っ た ん じゃ な いで すか ね 。 楽器 に 関 
し て も 、 単 純 に も っ と も っ と うま く な り た いと 思っ 
て た し 、 周 り に も うま い 人 が た くさ ん いた か ら 。 な 
ん か まだ 、 や め ら れ な いな と 思っ て た ん で す よ 、 き 
っ と 」 
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人 @ き 年 明け 、1 月 4 日 か ら "~ ホ ー ム ラン ツア ー" が 始ま る レビ ッシュ 。 


その 前 、1 月 1 日 に は 3 曲 入 り の シン グル が 発売 され る 。 
シン グル の 話 、 ツ アー の 話 、 そ し て クリ スマ ス の 話 な ど 、 あ れこ れ ら 人 に イン タビ ュー。 


狂 市 いわ く “GB だ け に 教え る 秘密 "の 話 も 聞け た . ノ 
撮 影 西田 信 文人 松本 さよ り スタ イリ スト 久原 久美 チ 
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年 明け 、 1 月 1 日 に ジャ イア ント ・ 
シン グル な る も の を 発表 し 、 4 日 の 中 
野 サ ンプ ラ ザ か ら ツ アー を スタ ー ト さ 
せる レビ ピッ シュ 。 彼ら か 今月 、“GB だ 
け に ” 教え て くれ た 極秘 キー ワー ド は 

秘密 警察 ?。 こ の 言葉 の ナゾ は いっ た 
いな ん な の だ ろう 1!? 


・ シ ング ル と いう の 
は 、 ど うい う も の な ん で し ょ うか ? 
MAGUMI「 俺 も わか ら な い ( 笑 )」 

現 「 俺 も わか ら な い ( 笑 )」 
MAGUMI「TCD シ ング ル な の に 、12 セ 
ンチ CD と 同じ 大 き さ な の 」 

狂 市 「 き れい に 型 を 折れ ば 、 普 通 の シ 
ング ル の 大 き さ に な る ん だ よ 」 

で た ら め 言 っ て 。 で も 、 最初 
は ドー ナツ 盤 か と 思い まし た よ 。( 笑 ) 
達 「 洋 盤 で いう と ころ の 12 イ ンチ と 同 
じ 形 態 だ よね 」 
MAGUMI「 ス ッ ゲ ー よ な 。 で も さ 、 そ 
う 考 える と 「RINJINIJ も ジャ イア ント ・ 
シン グル っ て こと だ よ な 」 




































狂 市 「 じ ゃ あ 『make」 は グレ イト ・ ジ 
ャ ン ボ ・ シ ング ル ( 笑 )」 


ー 一 新曲 と し て 入っ て いる 「GENERA- 


TION GAP」 に つい て 聞か せ て くだ さ 
も 

MAGUMI「 ひ そ か に 5 年 前 に 作っ て い 
て 、 ジ ャ イア ント ・ シ ング ル の た め に 
あたため て いた 曲 」 

達 「5 年 前 に ジャ イア ント ・ シ ング ル 
が 出る こと を 予言 し て た ん で す よ 」 
「GENERATION GAP」 と 


- いう の は 、 ど う いう 対象 に 向け て の GAP 


で すか ? 上 の 世代 に 向け て 歌っ て い 
る よ う で す が ……。 
MAGUMI「 う ん 。 あ の ころ は 若かっ た 
か ら 、 年 を と り た くね えな と 思っ た ん 
じゃ な いで すか ……」 
狂 市 「 あ れ !? 違う よ ./ 最初 は 「 耳 
クソ | っ て タイ トル だ っ た ん だ けど 、 
当時 の マネ ー ジ ャ ー が すげ ぇ り 出し 
て さ 。 そ れ で この タイ トル に な っ た ん 
だ よ 。 ( 笑 ) 3 番 が 最初 1 番 だ っ た ん だ 
けど イキ ナリ 提 才 の 」 
ーー な ん で マネ ー ジ ャ ー は 息 っ た の ? 
狂 市 「 わ か ら な い 。 ( 笑 ) 5 年 前 っ て ア 
マチ ュ ア の ペー ペー で さ 、 そ こま て 色 
られ て や る の も ね え 。 今 じ ゃ 考え られ 
な いく らい 素直 な 少年 だ っ た よ 。 今 だ 
っ た ら 、 も っ と すご い タ イト ル に し て 
* 臭 い 耳 クソ "くらい に し て や る の に 
( 笑 )」 
現 「 そ れ で ガガガ ガ っ て 言っ て た と 
ころ が ギャ ギャ ギャ GAP に な っ た ん 
1 


ー 一 作っ た 当時 と 今回 の レコ ー デ ィング 





































で て 、 変 わっ た 部 分 は ある ん で すか ? 
狂 市 「 逆 に 変え よう と は 思わ な く て 、 
ライ プ で や っ て る まま っ て 感じ 。 苦 、 
デモ テー プ を 録 っ た と き 、 ま っ た ぐう 
まく いか な く て ね 。 そ れ で レコ ー ド に 
も れ て きた 曲 な ん だ けど ね 。 で も 録 る 
ん な ら 、 そ の と き の ま まや ろう と 思っ 
で 

ジャ イア ント ・ シ ング ル の 告知 用 の 
撮影 は 、LINE-UP、MINKS な ど が 集 
まっ て パー ティ ー ふ ヽ う に 行なわ れ た が 、 
テー ブル の 上 に 並ん だ 料理 は すでに 座 
っ て いて 食べ られ な か っ た そう だ 。 と 、 
ここ て 同じ スタ ジオ て 撮影 を し て いた 
スカ バラ の 朝倉 君 登場 ./ 一 瞬 な ご ん 

こ か と 見せかけ て ……。 

狂 市 「 実 は 彼 は “少年 警察 " な ん で す 」 
達 「 少 年 警察 は こわ いん だ よ 。 少年 警 
察 っ て いう の は 音楽 界 の 裏 の ネッ トワ 
ー ク で 、 誰 が な っ て る か わか ら な い 」 
ー 一 誰が 作っ た の ? 
狂 市 「 た ぶん MAGUMI じ ゃ な いか ナ 。 
長崎 屋 の ゲー ムセン ター に 出入 り し て 
る ころ 。 異 常 な 性 を 調査 する ん で す よ 」 
MAGUMI「 こ まわ り 君 が 1 号 で 2 号 が 
























の ざら し ( 笑 )」 
達 「 誰 が な っ て る か 
わか ら な いん だ よね 。 
実は 友達 同士 が そう 
か も し れ な い 」 
ーー レビ ッシュ の み 
な さん は 少年 警察 ? 
全員 「 そ れ は 言え な 
い ( 笑 )」 
ジャ イア ント ・ シ 
グル を 聴く と 洗脳 
ト れ る な ん て こと は 
いで す よ ね 。 
「 洗 脳 さ れる ん だ 
。 フッ と 気づく と 
*' ラ レル ・ ワ ー ル トド 」 
狂 市 「 少 年 警察 は 
「GB」 だ け の 秘密 だ 
か ら わ ね 」 
ーー と ころ て 年 明け 
の ツア ー に つい て 、 
現時 点 で の 構想 は ? 
狂 市 '『GB」』」 だ け に 








言え る 秘密 は …… ポ イン 
ト は 少年 警察 だ よね 、 次 
の ツア デー」 
ee 織 の | Xmas が 
近づい て いま す が 、Xmas 
の 思い 出 と いえ ば ……。 
MAGUMT『 仕事 ば っ か り 
だ よね 」 
達 「 秋 田 に 飛行 機 で 向 か 
っ て る と き 、 全 員 に ポー 
ル ・ モ ー リ ア の Xmas 曲 の 
カセ ッ ト を 全日 空 が くれ 
た の が 思い 出 に 残っ て い 
ます ね 」 
全員 「 あ ー、 あ っ た あっ 
た ( 笑 )」 
雪 好 「 僕 も それ くら いし 
思い 出 に 残っ て ませ ん 
ね 」 
現 「 雪 好 は 、 Xmas に は ヒ 
ゲ を 白く し て 世界 中 を 回 


ら な くち ゃ な ら な いん だ 


よ な 、 子 供 た ちの た め に 








( 笑 )」 
雪 好 「 な か な か 大 変 な ん で す よ 」 
狂 市 「 そ を うい えば 達 は トナ カイ に 似 て 
いる な あ 」 (全員 爆笑 ./) 
達 「 ナ イシ ョ で す よ 。 子供 の 夢 を こわ 
すか ら 。 ト ナカ イ が レビ ピッ シュ の 人 間 
だ っ た ら シ ョ ッ ク で し ょ 。( 笑 ) こ っ ち 
も それ が バレ た ら 、 仕 事 が や り に くく 
な り ま すか ら ね 。“^ 達 で し ょ っ て 言わ 
れ て も “トナ カイ で す ” っ て 言い は ら 
な くち ゃ いけ な いで すか ら ね 」 
ーー 他 の メン バー は 何 や っ て る の ? 
MAGUMT 俺 と 現 ち ゃ ん は 並ん で ソリ 
に な っ て る 」 
狂 市 「 俺 は も っ と つら い 。 俺 、 エ ント 
ツ だ も ん 。 エ ント ツ の な い 家 の た め に 」 
ーー じゃ あ 、Xmas は 全員 一 緒 に 活動 す 
る ん じゃ な いで すか . ノ 
MAGUMI「 そ うだ ね 。 ず ーー っ と 一 緒 だ 
ね 。 も う 3000 年 くら い 一 緒 に いる ん じ 
や な いか な 」 
ーー サン タク ロー ス か ら 、 今 年 の プレ ゼ 
ント は どん な 物 を 用 意 し て る の ? 
狂 市 「 ジ ャ イア ント ・ シ ング ル //」 
(全員 爆笑 ./2) メリ ー・ ク リス マス / ノ 
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3/18(sun)> 種 属 県民 会 館 


Inforfmatio ロ ンー へ CT :O286-21 - ジ オオ 4 1 


3/19S(tue)> 宇都宮 文 イ 会館 


Inforrmatio ロ ー ム CT :O286- ろ 1 -2 ク ス 1 


3/2O(weqg)> 茨 武 県 立 県 民 文 イヒ ホー フレ 


IfOrrmatio ウ ロー ハ 選 T 1:O28 ら - ジ 1 - つ 4 1 


3/22(frD> 新 2 間 県 民 会 館 


HfOrrmaHiG ロ ュー デー ワー タイ ム 、 ニニ :O ろ 5-241 -1 ス 44 


3/ る 5(mon)> 問 山 市 民 文 イヒ ホー フレ 


Informato ロ ニニ オン 音楽 幸 移 天 :Q82-24Z-611 1 


3/26(tue)> 広 委 メ フ レ バリ レン ホー フレ 


Inforrmnatio ロ = ニニ オン 音楽 吉 移 天 :Q82-24 ア -6G111 


ES 





3/28(thu)> 福 TP 民 文 作 会 館 


InforrmnatiiG ら ロッ くす ミュ ユー ジッ ツ :OS2- ア 91-O9S9 


4/16G(tue)> 珍 末 市 文化 会 館 


Imnforrmat1O ロ ュー ご 1P :O ク ラジ - ジ ら 6 1 - 14981 


4/18(thu)> 胃 ETm 展会 館 


Informato ロ > コス モデ ロモ ーション ンー:O1G6- っ 25-4O46 


4/19(frD> 和 札幌 市 民 会 館 


1nfOrrmati ら ウロ ュ VS き : 〇 1 1- ら 1 つ -1 8+1 


4/29(mon)> 寺 5E 山 市 展 会館 


InforrmatiO つ ロー 1P : 〇 ラク - 選 クジ -2 〇 3 


4/3O(tu@) う > 仙台 市 民 会 館 


InforrmatiO つ ロー 1P -O 〇 る - つ クジ -2 〇 3 


「 ーー 王 感 。 
②A4 皮 変形 126 ペ ー ジ 


馬 唱 氏 / こ よる オー ル 撮 り 下 し 
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D・A・M・ ビ / 鳴 呼 人 生 ぶ る す /DO YOU WANNA 2?2/ 玉 ね ぎの 詩 / 天 使 に 噛み つけ //TRAP WORLD ほな 
CD:CSCL1622、CA:CSTL1622 税込 定価 \2.800( 税 抜 価格 \2.718) 

NEW SINGLE `D・A・M・E" Sometime LIGHT イメ ー ジ ソン グ C/W WE GOT MUSIC 

CD シン グル :CSDL3208 税込 定価 \800( 税 抜 価格 \777) NOW ON SALE 

Sometime Presents 前 田 理 輝 ソロ ライ プス ケ ジ ュ ー ル ぃ CHANGE OF PACE 

12/15(SAT) py 北海 道 厚生 年 金 会 館 12/18(TUE)w 大 阪 厚生 年 金 会 館 12/27(WED)w 渋谷 公会 
計 4DAWlsl0D】 大 を だ の 4 1 /22(TUE) ww メル バル ク ホ ー ル 福岡 1 /25(FRI) テ 名 古屋 市 公会 


半 ホワ イト ロー ド TUBE INFORMATION 容 03(746 )1220 
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90 年 8 月 19 日 、 千 葉 マ リン スタ ジア ム の LIVE 全曲 収録 140 分 壮 還 二 謗 間 上 
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<〈 ビ デオ カセ ッ ト VHS :CSVM235、Beta:CSUM3235、 く ビデ オデ ィ ス ク 〉LD:CSLM235 一 6 各 \5.900( 税 込 )<\5.728( 科 抜 ) っ > 病 還 時 | 





1 月 26 
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文 馬 流 辺 マコ ト 















Mnmori se 
バ パフォー マンス は ね 、 前 か ら や 0 た いと 思っ て た | 
が 伝わる と いと 思う ん で すけ ど …… 





K1 








の た 5 足元 
3 た ら 、( い いつ の ま に 
の こと さえ も 忘れ て し ま 
NE 0 らい の 本 当 は いつ も 頭 
の どこ が 高 いと ころ に あっ て 、 ながめ 
Be ま だ た だり きわ る て な た だ ただ わ も も て いた い 
それ は 光 。 そ れ は 空 。 そ し て それ は 、 
と て も 温か いも の で あっ て ほし い 。 
遊佐 未森 、 こ の 秋 の ツア ー"HOPE" 









わ 0 で あり 0、 光 だ っ た よう な 
を こ に いた 彼女 は 、 さ ルク 
みな が ら ホ ッ と B す る と 





IN の ) 4 SR の 肖 





いい へ と ダレット CNW7h< の 
- 9 002 6 











5、 0 つと いっ と 0 






er 。 





いる 。 豊 か な 気持 ち に させ て 
PWMWN 
も し まり よう か な 、 で ん な が 背 楽 そし て 
何 よ 6 も 遊佐 森林 から 発 せら れる も の 
、 観 客 を も う 席 に ジッ と 座ら せ て は 
、 、 20 we 
ンー トド 。、 な ん だ か 不思議 な 言葉 の 

_ 2 生 w プ PP の 
ョ シン ハシ ング の 定 ま れ 、- 育 っ て いる 









客 電 が 沙 ち て 、 和 白い どん 基 の むこ う 
_ に ポツン と 小さ な 明か り 。 け れ ど それ 
に 映し 出さ れ て いる 薄い 文字 を よく 見 

る 、 ツ チャ スタイ トド トル で CC HOPFP 
こと アル バム ・ ン シャ ケッ ト の 見 な れ た 
ロゴ が 大 きく 書か が れ て いる 。 小さな 朋 
が りか が や が て 少し ずつ 天 き く 明 る く な 
815 0 症 の "ゲル も て 
か に 鐘 び 込ん で きた / 1 曲目 'FOR- 
ES NOTES、 彰 ) 来 た よう な そ 
の 透明 感 が 会 場 全体 へ と - 気 に 広がる 。 
ステ ー ン 上 に 彼女 が 登場 する と あ ち こ 


て 急速 に 9 














ステ ー ジ の セッ ま y し ろ シ ンプ ル 。 
どう より (まあ 中 央 に ある 階段 と その 
[に ある 翼 の 生え た アー チ を 際 だ た せ 
て いる 直線 的 な セッ ト な の だ 。 ふ た つ 
で ひと つの 翼 。 ア ー チ の 向こう 側 の 世 
究 。 見 る 者 が あら ゆる イメ ー ジ を 膨 ら 
まぜ る こと が で き て 、 し か も 銀 微 的 な 
ある も の を 示唆 する よう な セッ ト 。 
続い て 「 当 深 け の 前 に 」「 午 前 10 時 午 
後 3 時 」。 登 場 し た 瞬間 の イン バハ クト を 
さら 0 と 流す よう に 、 む し ろ 淡 々 と 濱 
大 され て いく 感じ 。 し か し そこ に ある 
は 軽 き で は な い 。 む し ろ 了 手ごたえ の 
ある 大 き な 積 木 あ ひと つ ひ と つ 積 み 上 
げ て いく よう な 感じ 。 そ れ は その 先 に 
ある 何 か を 務 成 させ る ょ さ う 。 

と き お 0 遊佐 本 衝 は 、 大 に 向かっ て 


- 了 手 を ゲイ ッ と 伸ばす 。 そ れ は 何 か : を つ 


か む ょ うな 力 強 さ で 、 EIC3IL< 
その 下 の 先 に ある 容 を 見 つ 3 
4 欠 は 何 な も う ・ 
2 康 
そし て 続く (ee 
大 は 最近 球 了 に な っ 


















開 気 を お 持つ よう に な っ て きた 。* 心 る 








まだ まだ 私 の 任 ん で る この 街 も 拾 て た 
も ん じゃ な い ぞ と 思い まし た 」 

な ん だ か うれしく な る エピ ソー トド 
(その 様子 が 日 に 見 える ./) 
そし て _! 街 角 」 と 「 い つの 日 も 」 を 。 
この 2 曲 は 遊佐 森林 の コン サー ト に は 
な く て は な ら な い 、 
を 教え て くれ る 作品 た ち 。 ア コー ディ 
オン の ユー モラ ス な 音 に ギタ ー が 重 な 
つて 。 コー ブス は まる で 巻き 諾 の よう 
に くる くる と め ま ぐ る し し ……。 まる で 
楽し い 絵本 の 世界 を を の アイ デア いっ 
ば い の ア レン ジ で 見 せ て し まう よう な 
音 の イマ ジ ネ ーション ./ その 前 に 歌 
われ た 「 地 図 を あく だ さい 」 も 加え る と 、 
この フロ ッ ク は 、 少 し ずつ 是 が 差し て 
くる 人 窒 前 の 空気 を 感じ きせ る 。 明 る い 
光 を 感じ きせ て くれ る の だ 。 
WORD も こ 「 い つの 日 も 」 で 遊佐 
本 森 の 使っ た スプ ー ン の よう な 楽 器 ? 
「 あ れ は ふた つの ス フ ー ン を 背中 あわ 
ぜ に し て 、 柄 の と ころ を つけ ちゃ っ た 











音楽 の 持つ 楽し さき 


- 綱 で 、 


_ 。 も の な ん で す 。 オ ー ス トラ リア で レコ 


ー デ ィング の と き ノ エル ・ ク ロン ビー 
が 持っ て た も の で 。 そ の と き の は 本当 
に カレ ー・ 
た つ 指 に は さん で や っ て いて 、 教 えて 
も ら っ た ね 。 スタ ッ フ の 中 で は 私 が い 
ちば ん 勘 が よかっ た みた い 。( 笑 ) そ う 
し た ら 議 日 彼 が 、" も っ と 使い や すい よ 


っ て 柄 が くっ つい た も の を 買っ て き て _ 


くれ た ん で す よ 。 イギリス の ある 地方 

で は お 祭り の と き 使 う も の らし ん で す . 
うれ し く て 、 取 っ 手 の と ころ に 彼 に サ 
1 イン し て も ら っ て 。 ラ イブ で 使っ た の 
も 、 そ の と き の も の な ん で す 」 


背景 の 色 は 彰 緑 。 そ こ に 紫色 に 梨 ま 
そこ に 流れ 出 


っ た 連 が 遂 か び 上 が り 0、 
し た の は 、 あ の 人 不思議 な 組み 合わ せ の 
メロ ディ ー。「Echo of Hope」 は 、 
それ ら の すべ て ヵ 混 ざ 5 
湖上 代 を 作出 す 。 
ぼん や 0 と 澄 准 の よう な ノスタルジー。 
まる で ネバ ー・ エ ン デ ィング ・ ス トー 
リー。 ミ ステ リア ス な 童話 の 世界 と い 
えば 、 こ の 感じ 、 少 し は 伝わる だ ろう 


放さ 。 う っ と 0 させ る 。 
ここ で 約 8 分 ほど の アニ メー ショ ン 
ひと つの 窓 か ら 見 上 げ る よう に 上 顔 
を 出す ひと 6 の 男 は 、 空 に 憧れ 、 や が 
こ に は 環 が 生ま れる 。 た ぶん 、 そ 
ん な スト ー リ ー。 し か し 前 半 で 生ま れ 
ミ 空 人 は と ずれ る こと は な い 。 











心 の どこ EPS 


か や る せな い 切 な さ は 、 その まま 遊佐 

5 た ス へ と 受け 継が れ 
6 バレ エ の よ うに な め ら か * な 動 

: 神 ば し 小走り に 走る を 進 
め て は 大 を 見 上 げ ……。 そ れ は と て も 繊 
けれ ど 力 強い じい 。 そ し て そこ で 央 
現さ きれ る も の は 、 ま ぎれ も な く 希 望 だ 。 
カー ッ と 剛 ら し 出す 種類 の それ で は な 
く 、 も っ と も っ と じん わり 当 み て くる 
ょ うな 漏 か な 砺 
ORN の ーー) ステー ジ に の よう 
に な だ つ C く さも つか う \ フ ォ ー マ ンス を と 
ち 大 れ た いと 思っ で いた の だ けれ ど 、 
な か な か 思い きれ な く て 、 愉 か っ た し 
ec で も 。 オ ー ス トラ リア に 行っ で ふ 
っ きれ た 部 分 が あっ て 。 で きろ ん じゃ 





CE ま 肖 太 ま 】 
の 


スプ ー ン みた いな も の を ょ ふ 


だ は まう な 気 が し て 。 
に か ぐ や っ て みる こと で 何 か が 見 えて 


_ そ し て 次 の 曲 「 夢 の ひと 」 で 、 


さり 5 合っ て 独特 な 
ーー デ オー ク 、 で も 


な いか と 思っ た ん で す よ 。 


- を 始め て 、" 想 い "が 伝わっ て くれ た ら 
いい ん だ けど 、 気 どっ た 感じ ? アー 


よっ ぽく な っ た らち ょ っ と 人 四 う ん で 、 


ご うし よう つて 本 大 に な っ た り も た ん 
で す よ 。 で 、 と に か く や っ て みよ うっ 
て 、 文 章 を 紙 に 書い た り も し て 。 そ う 
いう こと を 心 に 浪 め て お か な いと いけ 
動き た いし 、 と 


$ る よう に た 門 え て いた か ら ね 」 

その 動き は フッ と 明か 0 を と も し た 
さら に 
星 の 光 の よう に 確か に 輝き 出し た 。 

その いよ いよ 最後 の ブロ ッ ク 、 最 新 
ン ン グル 「 夢 を 見 た 」 か ら 5 曲 、 シ ン 
クル 曲 や 歌い 、: 会 場 は 、 ひ と 0 また ひ 
と 6 と 立ち 上 が り 、 い つの ま に か た く 
さん の 人 が その 午 楽 に 、 遊 作 林 森 に 心 


「 を 動か され て いる 様 チ を 形 と し て 見 せ 
- 始め た 。 な か 


で も 「 腹 水 品 」 で 「 間 れ て 
ゆく 空 は 」 で の 何 か に 包ま れる よう な 
磁 り あ が 6 は 、 僕 自生 " 基 る い 種類 の 
憧れ " に 心 を つき 動か され る 感じ が し 
た 。 そ れ は 僕 ば か り で は な い だ ろ う 。 
2 着 ほ MOEIIBErP2 サ ペク 二 記 ゴク) を 


うな 表情 が 何より も その こと を 教え て 
いる 。 
そ し て 最後 は 、 が り 貞 PD j く 氏 | の 


の イン トロ ダク ショ ン 「 野 の 花 」。 
WORD3) 一 -「 歌 っ て いる と き に ビ 
デオ の 撮影 を し た と き の 北 海道 の 藤 色 


が 見 えて き て 、 い いろんな 人 の 上 顔 か * 淫 か 
ん だ の 。 日 は 開い て いる の に 日 の 前 に 


大 き な 上 顔 が ね 。( 笑 ) ステ ー ジ か ら 見 る 
と あん な に 広い 審 間 が 、 真 っ 貴 に な っ 
て お 客 さ ん が 見 えな く な る と 、 そ こ に 
絵 を 描く よう に 藤 色 が 見 えて くる の ね 
そし て 評 び ! 芝 る く な る と 、 そ こ に お 客 
さん が 還 な っ て くる . | 曲 の 間 に な ん 
だ か ヵ 旅 を し て いる みた いな ん で す よ ね 」 
- こ ん な に 強い 気持 ち に な れ た の は 久 
し ぶり で す ノ " 
手 捕 子 、 声 援 、" 森 森 ./” ゴー ゴー。 


で も 、 練 習 


で 】 


ほとん と 総 立 ちの 状態 に な っ た 会 場 は 、 


遊佐 森林 の “ 心 に や さき し い ロ ッ ク ” が 
伝え た 確か な 何 か を 受け と め て 、 い つ 
まで も 彼女 を 再び ステ ー ジ に 呼び 戻 そ 
2 ま の 

だ ん だ な な ぶ う に し て 歌わ れ た 、 デン コ 
ー ル いち ば ん 最後 の 曲 「 僕 の 森 」 に 上 思 
の だ 。 まし ぐ て や さも しく で あっ た か く 
で 。 こん な 気持 ち を ご さく ぐ ごく 帳 然 に わ 
き 起 こも で くれ る 力 は 本 に 普 い と 。 
少し オー バー な 胡 現 に 聞こ える か も し 
れ な い 。 け れ ど 、 こ の 日 この 会 場 で 確 
か に この “HOPE= テ 希望" を 受け 取っ 
た 人 に な ら わ か る 、 よ ね. 


7 








ズバ リ 、"91 年 の キー ワー ド は ニク 年 で す 








/sWM 2 と e ぐ ご 呈 


いつ 聞い て も 胸 の キュ ン と な る 傑作 アル バム 『 野 球 選手 が 夢 だ っ た 』 の リリ ー ス 、 そ し て 全国 の 片想い クン や 片想い サン を 勇気 つづ 





けた シン グル 「 愛 は 勝つ 」 の ヒッ トーー。KAN ク ン の "90 年 は か な り 充 実 し て 速い スピ ビー ド で 過ぎ て いっ た 。 そ し て 91 年 は ? 
文 @ 能 地 入 子 


KAN っ て いい よね ei 『 野 球 選 手 が 
夢 だ っ た 」 が リリ ー ス され た あたり か 
ら 、 そ ん な ふう に 言う 人 が 私 の 周り で 
増え 始め た 。 で 、 気 が つく と 日 本 全国 
で そう いう 現象 が 起き て いて 。 シ ング 
ル ・ カ ッ ト さ れ た 「 愛 は 勝つ 」 が 、 9 
月 か りら ヒ ッ ト ・ チ ャ ー ト の 真ん中 あ た 
り を 行っ た り 来 た り 。 ま る て 演歌 の よ 
うな ロン グ ・ セ ラー を 記録 し て いて 。 
で 、 暮 れ が 押し 迫る ころ か ら " 邦 ち ゃ 
ん の や まだ か つて な い テ レビ 」 の 挿入 
歌 に か っ た この 曲 が 大 プレ イク の 兆し 
を 見 せ て いる ……。 と まあ 、KAN く ん 
と 過ごし た この 1 年 を 振り 返っ て みる 
と こん な 感じ だ よね 。 ファ ン に と つて 
は 、"90 年 ほど 毎日 が 楽し か っ た こと は 
な いん じゃ な いか と 思う 。 そこ で KAN 
くん に も この 1 年 を 振り 返っ て も ら っ 

て 。 91 年 の 話 も 聞い た 。 


「'90 年 は 僕 、 い ろ ん な こと が あり すぎ 
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て 、 す ご い 年 だ っ た けど 。 仕事 的 に は 
すご くく よかっ た よね 」 
ーー めちゃ 忙し か っ た で すけ ど ね え 。 

「 そ れ で も 、 寝 る ヒマ は あっ た し ね 。 
本 当 に 忙し い 人 に 比べ た ら 、 ま だ まだ 
いい ほう じゃ な い の か な 。 で も それ に 
し て も 、 や っ ぱり 忙し い の は よく な い 
ね 。 だ め 。 い つも 目 の 前 に や る べき こと 
が ある っ て いう の は 、 幸せ な よう て で 幸 
せ じ ゃ な いよ 。 置か れ た 状況 の 中 で 最 
高 の 仕事 を する っ て いう の も 、 確 か に 
プロ と し て 正しい こと な ん だ ろう けど 。 
あま り に 遊び が な さす ぎる の は ダメ 」 
恋愛 する ひま も な い ? 

「 ま 、 そ れ は ね 。 や る 人 は や る も ん で 
す よ ( 笑 )」 
ーー と に か ぐ 90 年 は 、KAN く ん の 時 代 
の 到来 を 予感 させ る 年 だ っ た と 思う 。 

「 僕 は まだ 全然 、 実 感 は な いん だ けど 
ね 。 早く 武道 館 ま で 行き た いと 思っ て 





る 便 む も て 人 は 、 まだ まだ 、 デビ ュー も 
て か ら 3 年 和 半 か か っ て 、 や っ と 一 歩 進 
ん だ っ て 感じ だ よね 」 
ーー ずい ぶん お お また の 一 歩 。( 笑 )91 
年 は どう な る で し ょ う ね 。 

「 と に か くま ず コ ン サ ー ト の 本 数 を 増 
や し た いで すね 。 90 年 だ っ て 、 多 く な 
っ た と は いえ 7 か 所 だ か ら さ 。 も っ と 
も っ と や っ て いか な いと 。 他 の 人 た ち 
も そう だ と 思う けど 、CD 聞 いて コンサ 
ー ト 見 て 、 そ れ で 一個 "じゃ ん ? 聞 
〈 く ほう の 楽し み 方 と し て は CD だ けが 好 
きっ て 人 も いる だ ろう けど 」 
ーーKAN く ん の 場合 は 特に ……。 

「 ね 。 ふた つ で 一 個 で し ょ 。( 笑 ) だ か 
ら 、 と に か 〈 く コンサート を いっ ぱい や 
り た いな 。 あ と 、 次 の アル バム 作り が 
始ま っ た ん だ けど 、 そ れ も ね 。 オレ 、 
次 の アル バム で 真価 を 問わ れる よね 。 
確か に 、 わ り と 業界 で も “KANK ん 、 





じわじわ 来 て る ね ” と か 言わ れ 始め て 
て 。 だ か ら 、 本 当 に 次 は 大 変 だ よ 。 ま 、 
だ か ら と いっ て 作り を 変え る と か 、 そ 
うい う の は な いけ ど 」 
ー 一 個人 的 に は ? 
「 オ レ ね え 、'91 年 は ニク 年 な の 」 
「29 歳 だ か ら 、 ニ ク 年 。 こ れ 、 最 近 考 
えた の 。 ヤ ク 年 と か っ て ある けど 、 あ 
れ も 別 に 、 意 味 な ん て みん な わか っ て 
な いけ ど た だ 言っ て る だ け で し ょ 。 だ 
っ た ら 、 ニ ク 年 っ て ほう が な ん か 盛り 
上 が り そ う じゃ な い 。 ニク 年 。 "91 年 は 
これ を 無 意 味 に 押し た いね 」 
ー 一 意味 は な いん で すか ? 
「 意 味 は 今 か ら 考え る の 。( 笑 ) で さ 
* あ 、 僕 も ニク 年 な ん で す よ ” な ん て 、 
ひと り で も 言い 出し た ら 大 成功 。 う ん 、 
'91 年 の キー ワー ド は “ニク 年 " で すね 。 
みな さん 、 覚 えて お く よ う に 」 





気軽 に チャ レ * ンジ 7/ 人 


クイ ズ 感 上 沈 の テス ト で 絵 の 才能 か 発見 で きま る 


ネネ コ の 位置 


が 良い の は 、⑳ ご ちら の 絵 で し ょ う 。 





あな た 


アー ト ・ タ レン ト ・ テ スト 、,。 


どの 問題 も 、 楽 し みな が か ら テ スト で きま す 。 


アー ト ・ タ レン ト ・ テ スト は 、 あ な た の 中 に か く 
れ て いる 絵 の 才 能 を 見 つけ 出す テス ト 。 単 
に 絵 の ^ う まい 、 へ た "を テス ト す る も の で は 
あり ませ ん 。 あ な た の 絵 に 対す る 感性 や 素 
質 ・ 適 性 を あら ゆる 角度 か ら 確か め る も の 
で す 。 ど の テス ト も クイ ズ を 解く よう な 気持 ち 
で 気軽 に トラ イ で きる か ら こ そ 、 あ な た の 中 
に か くれ て いる 、 本 当 の 才能 が わか る の で 


す 。 審査 は 、 当 スク ー ル の プロ の アー チ ス ト 


が 、 一 枚 一 枚 キ メ 細 か く チ ェ ッ ク 。 そ の 採点 
・ 評 価 に 、 あ な た は “ハッ "と する か も 知れ ま 
せん 。 し か も テス ト は 無料 。 今 すぐ 左 の ハ ガ 
キ を ボス ト へ 投函 し て くだ さい 。 こ の ハガキ 
が 、 き っ と あな た の 絵 の 世 界 へ の 招待 状 に 





な り ま す よ 。( テ スト の 結果 、 コ ー ス を 受講 す 
る か どう か は あな た の 自由 で す ) 








2 た ④/= 


※ こ れ は 、 


| 絵 の 才 能 を 開発 する 画 期 的 な ホー 


議 談 社 


〒105 東京 都 港 区 虎ノ門 1 丁目 15-12( 日 本 ガス 協会 ビル 内 ) 電話 03(501) 7251 民 


さい 。 左 の ゴ 能 発見 八 ガ キ 





アー ト ・ タ レン ト ・ テ スト (構図 感覚 ) 
の 問題 の ひと つ で す 。 絵 の 空間 処理 や 人 物 の 
動き を 考え て 、 ど ちら が バラ ンス の と れ た 構図 
の 絵 か 、 よ く 観 察し て くだ さい 。 


の か くれ た 繧 の 才能 を 見 つけ 出 ま 


あな た の 総 の 才能 が 華 ひ らく 、 
4 つの コー ス 。 

講談 社 フェ ー マ ス スク ー ル ズ は 、 ア ー ト の 
通信 教育 機関 。 あ な た の 素晴らし い 才 能 
を 、4 つ の ホー ム ・ ス タデ ィ ・ コ ー ス が 豊か に 
開発 し ます 。 アメ リカ の トッ プ ・ ア ー チ スト が 
作成 し た テキ スト と 日 本 の プロ が キメ 細か く 
続け る 添削 指導 。 知 り た いす べ て を 学 、 
と が で きま す 。 こ れ ま で 多く の 卒業 生 が ア 
7 Nine 
が 実証 され て いま す 。 

軸 べ イン ティ イン グ ・ ユ コース 

記 イラ スト レー ショ ン ・ デ ザイ ン ・ ユ ー ス 

話 ヤ ング ・ デ ゲー チ ス ト ・ コ ユー ス 

放 新 ・ 美 術 入門 コー ス 


ここ スタ ダチ ィ ッ スプ ー ル 


フェ ー マ ズ ス スズ フー ルズ 











奏 ぶ り は 、 本 当 に 好感 が 持て る 。 観 客席 の 


エネ ルギー は 一 気 に ビ ピー ク に 達する 。 ヒ ロ 
ト ほ ど で は な い が 、 高 く 力強く ジャ ンプ す 
る ファ ン も 大 塾 い て 、NK ホ ー ル は ほとん ど 
クラ プチ ッ タ 川崎 と 化し た 。 

初期 の 曲 を 続け た あと は 、 新作 『 バ スト ・ 
ウェ スト ・ ヒ ッ プ 」 か ら の ナン バー。 衰 快 
に 笑い と ば す よ うな 「 ス ピー ド 」 に は じ ま 
る コン サー ト の 中 盤 は 、 い ま の プ ブルー ハー 
ツ が 向かっ て いる 方 向 性 を 考え る 上 で 、 と 
て も 示唆 的 だ 。 

16 小 節 の ブル ー ス 形式 に の っ と っ た 「 悲 
し いう わ さ 」 で の マー シー の 豊か な 情感 に 
満ち た ギタ ー を 聴い て いる と 、 オ マエ が も 
うす で に 死ん で る な ん て ウソン だ と 言っ て 
くれ ” と いう 一 節 の “オマエ” と は “ロッ 
クタ の こと で て は な いか だ 大 えて くぐる 。 モロ 
ト が プル ー ス ・ ハ ー プ を 吹く 「H の プ ブルー 
ス 」 も そう だ が 、 彼 ら は 自分 た ち に まつ わ 
りつ く パ 邊 製 ビ ー ト ・ パ ンク ・ バ ンド ” と 
いう 風評 に 、 こ うし た 古めかしい ブル ー ス 
を や る こと て 無言 の 拒否 を 示し て いる の か 
も し れ な い 。 あ ら た め て いう まで も な く 、 
いま の “日 本 の ロッ ク ・ シ ー ン ” に は 、 ど 
う 好 意 的 に 見 て も “ロック” と は 呼べ な い 
バン ド が 山積 みさ れ て いる 。 ロ ッ ク の ブー 
ム が “ 非 ロ ッ ク ・ バ ンド ” を 多く 登場 させ 
た な ん て 、 な ん と いう 皮肉 だ ろう 。 プ ルー 
ハー ツ は 、 パ ンク や ロッ クン ロー ル の 本 当 
の 意味 を 、 い ま 、 無 意識 の うち に 、 問 い 返 
そう と し て いる よう だ 。 

この 関連 で 考え る と 、 マ ー シ ー が が な る 
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11 月 20 日 、 東 京 ベ イ NK ホ ー ル 。 こ こ で 、 ブ ルー ハー ツ の "イー スト ・ ウ ェ ス ト ・ ツ ア 
ー” の 番目 の コン サー ト が 行なわ れ た 。 彼 ら の ステ ー ジ に は 、 よ けい な 飾り な と い 
ラル 民 す 不全 yey ny/ Nr あいこ ヨ ン 1 人 時 上 まつり mp リ /m ま に の 4 の だ くい 4 と 10 の 町 ちと ペー トク = ルン 


の か っ こよ さがみ な ぎっ て いる 。 


が 、 ま あ 、 い い 。 


プル ー ハ ー ツ は 自分 た ちの 今回 の ツア ー 
こ バ イー スト ・ ウ ェ ス ト ・ ツ アー” と いう 
タイ トル を つけ た 。 お そら く マ ー シ ー が 好 
き に 違い な い 古 い プ ブル ー ス の アル バム に 『「 イ 
ー ス ト ・ ウ ェ ス ト 』 と いう の が ある が 、 彼 
ら は これ の こと が 頭 に あっ た の か も し れ な 
い 。( も ちろ ん 、“WEST” は “WASTE" 
と モジ られ て いる ) “イー スト ・ ウ ェ ス ト ” 
と いう こと ば に は いい 響き が ある 。 と て も 
自覚 的 な “日 本 語 (東洋 ) の ロッ ク (西洋 )" 
を や る 彼ら が 、 東 西 四方 全国 を 回 る の だ と 
いう こと を 考え る と 、 も っ と よく 聞こ える 。 

11 月 20 日 。 そ の “イー スト ・ ウ ェ ス ト ・ 
ツア ー? の 8 番目 の コン サー ト を 見 た 。 場 
所 は 東京 ベイ NK ホ ー ル 。 ど う 考 えて も ブル 
ー ハ ー ツ に は 似合わ な い 気 ど っ た ホー ル だ 
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6 時 半 を 少し 回 っ た ころ 、 4 人 は ステ ー 
ジ に 姿 を 現 わ し 、 ぎ っ し り と 埋め だ くさ れ 
た 客席 を 一 覧 する と すぐ に 「 未 来 は 僕ら の 
手 の 中 」 を 演奏 し は じ め た 。 

『 僕 ら 何 か を 始め よう 』」 あ の すばらし い デ 
ビュ ー・ ア ル バ ム の 冒頭 を 飾っ た この 曲 は 、 
いま も コン サー ト の オー プ ニ ン グ ・ ナ ン バ 
ー に ふさ わし い 。 彼ら は 、 自 分 た ちの 出発 
点 を 決し て 忘れ な い 。 そ れ を 裏付け る か の 
よう に 、 ス テー ジ の 背景 に は ファ ー ス ト ・ 
アル バム の カバ ー・ デ ザイ ン と 同じ 、 グ ル 
ー プ の ロゴ マー ク の 大 き な 募 が 誇らしげ ば に 
か けら れ て いる 。 

4 人 は ほとん ど メ ドレ ー の よう に 次 々 と 
曲 を 続け て いく 。 い いわ け を し な いそ の 演 
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よう に “キー ス ・ リ チャ ー ド 的 な 捨て ゼ リ 
フ ” を 吐く て 「 プ ルー ス を け と ば せ 」 も 、 フ 
ッ と た め 息 を も ら す よう な フォ ー ク ・ ロ ッ 
ク 「 青 空 」 も 、 彼 ら の ロッ ク 観 の 表明 な の 
だ と いう こと が わか る 。 プ ルー ハー ツ は 決 
し て 論理 的 な グル ー プ で は な い が 、 非 常に 
鋭い 直感 力 を 持っ て いる 。 そ の 直感 が 導き 
出し た 象徴 的 な 詞 の 一 行 は 、 何 千 字 を 費 し 
た 文章 より も 雄弁 だ 。 
いま で は 当たり 前 に な か っ た コン サー ト の 

“バイ ベン ト 的 ” な 仕掛 け も 、 華 や か な 凌 飾 
も 彼ら の コンサート に は ほとん ど 見 られ な 
い 。 ま る で ライ ブ プ ハ ウス の よう な ステ ー ジ 
ご 。 彼ら は 、 た だ 歌い 、 演 奏する だ け の た 
め に 、 そ こ に 立っ て いた 。 そ し て 、 徹 底 し 
た 白色 だ け の 照明 が 、 そ ん な 彼ら の あり の 
まま の 姿 を 浮か び . 上 が ら せ る 。 ア ンコ ー ル 
の 3 曲 を 含め て も 90 分 。 し か し 、 食 い 足 り 
な いと いう 感じ は 少し も な か っ た 。「 情 熱 の 
薔薇 」 や 「 青 空 」 な ど で の 、 ス コア 上 の メ 
ロディ ー に 遅れ 気味 に 歌う ヒロ ト の ボー カ 
ル は 、 ひ と つの 音符 に ひと つの 音 が の せら 
れ た 唱歌 みた いな “バロック も どき ” と プル 
ー ハ ー ツ の 歌 と の 間 に 明 確 な 一 線 を 引き 、 
同時 に 、 せ つ な く な る ほ と 不 器用 に 人 生 を 
生き る 一 人 の 人 間 の 姿 を 描き 出す 。 ス テー 
ジ を 降り る 前 に ヒロ ト は 、 大 歓声 を あげ る 
観客 に 「 み な さん 、 ブ ルー ハー ツ を わか っ 
そ も いた だ だ け ま じ た で も よう か, と 示 プ ッ と 
語り か けた 。 ぼ くら は その 問い に 対す る は 
っ きり と し た 答え を 用 意 し な く て は な ら な 
い 。 そ ん な こと を 長い 帰り 道 で 思っ た 。 











ダー リン の セカ ンド ・ ア ル バ ム の レ 
コー ディ ング も 、 い よい よ 大 詰め を 迎 
えん そい る と いう 。 し か し 、 レ コー テ チャ 
ング が スタ ー ト し た と いう こと で スタ 
ジオ に お じゃ まし た の は 、 た し か 半年 
くら い 前 だ っ た は ず 。 

「 取 材 と か ライ プ と か 、 い ろ い ろ な こ 
と を や りな が ら の レコ ー デ ィング だ っ 
た か ら 、 頭 の 切り 替え が 大 変 で し た よ 」 
(石田 ) 


長期 戦 覚 格 と は いえ 、 ク リエ イタ ー、 


ミュ ー ジ シャ ン と いう ふた つの 顔 を も 
つ 自 分 自身 を 、 さ ら に プロ デュ ー ス し 
て いく 作業 と いう の は 、 な か な か 容易 
な こと で は な かい 。 けれど 、 ラ イブ と 並 
行 し な が ら の レコ ー デ ィング は 、 フ ァ 
ー ス ト ・ ア ル バ ム と は また 違っ た ダー 
リン の 音 を 生み 始め た よう だ 。 

この 12 月 19 日 に リリ ー ス され た シン 
グル 「 バ ラー ド を 聴か せ て 」 (先々 月 号 
で 11 月 7 日 発売 と お 知ら せ し て いた の 
で す が 、 な ん と ファ ー ス ト ・ シ ング ル 
の 「 ハ ー ト プレ イク の まま じゃ いら れ 
な い 」 が テレ ビ ド ラマ “赤川 次 郎 サ ス 
ペン ス ” の テー マ 曲 に な っ た 都合 で 12 
月 19 日 に な っ て し まっ た ) を 聴い て も 

ら う と わか る が 、 サ ウン ド に 立体 感 が 
感じ られ る 。 

「 ラ イブ っ て 好き な ん で す よ 。 レ コー 
ディ ング は 打ち 込み を 多用 し て る ん だ 
けど 、 僕 ら っ て 基本 的 に は ライ ブ ・ バ 
ンド だ と 思う ん で す 。 た だ 、 サ ウン ド ・ 
クオ リティ と いう か 、 自 分 が イメ ー ジ 
し た サウ ンド を 追求 し て いく た め に は 
機械 も 必要 な わけ で 、 打 ち 込み も 使っ 


て いる けど 、 血 は ライ ブ プ な ん で す よ ね 。 


今回 は まだ 少な いん だ けど 、 ラ イ 
プ を や っ た こと で 、 自 分 た ち が 描 いて 
いた ダー リン と 実像 の ダー リン と いう 
も の の 差 が 、 お 客 さ ん の リア クシ ョ ン 
や ステ ー ジ か ら は っ きり と 感じ る こと 
が で き て ……。 そ の へ ん が 立体 感 を 生ん 
だ と 」( 石 田 ) 

「 僕 の 場合 、 レ コー ディ ング で も ライ 
プ で も ギタ リス ト と いう こと で は 同じ 
な ん で すけ ど 、 実際 、 ダー リン と いう 
バン ド の ギタ リス ト と し て の 位置 、 ユ 
ニッ ト と し て の ボ ポジション みた いな も 
の を 、 理 届 で な 〈 く 感じ た と ころ は 大 き 
いで すね 」 (高田 ) 

ライ ブ か ら の そん な 体験 が 、 ダ ー リ 
ン と いう バン ド の 実体 を 確実 に 描き だ 
し た 。 そ し て 、 そ ん な 実体 を また 新た 
に 音 に し つつ 、 裏 切り も 隠し 味 に 加え 
て 制作 され て いる の が 、 今 回 の セカ ン 

ド ・ ア ル バ ム と いう わけ だ 。 

「 詞 は ね 、“ 永 遠 : と いう こと に こだわ 
っ て 書 こう か な と 思っ て いた ら 、 ユ ー 
ミン が や っ ちゃ いま し て ね 。( 笑 ) 考 え 
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な お さ な く ちゃ 。 前 作 は “別れ” を テ 
ー マ に し て 詞 を 書い た も の の 、 そ の 奥 
で は この “永遠” と いう こと を 示唆 し 
て いた ん で す よ ね 。 で 、 今 回 は それ を 
スト レー ト に や ろう と 思っ て いた の に 
の の 。 まあ 、 永 遠 と 似 て る ん で すけ ど 、 
普遍 性 っ て ある で し ょ 。 そ の へ ん を く 


・ す で ぐれ る よう な 内 容 を 描こ うと 思っ て 


いる ん で す よ 」 (石田 ) 

も ちろ ん ラプ ソン グ だ けれ ど 、 そ の 
言葉 、 ド ラマ の 奥 に は 、 自 分 自身 が 基 
本 的 に 持ち 続け て いる 普遍 的 な 部 分 を 
大 切 に し て 、 そ し て 素直 に な っ て みる 
こと が か が 必要 な の で は な いか 、 と いう こ 
と を 問い か け て いる と いう 。 

アル バム は 来春 に リリ ー ス され る 。 
そし て この 冬 は 、 な ん と 120 も の スキ ー 
場 と その 周辺 の ペン ショ ン の BGM と し 
て 、 ダ ー リ ン の 「 ハ ー ト プレ イク の ま 
まじ ゃ いら れ な い 」 と 「 バ ラー ド を 聴 
か せ て 」 が 流れ る と いう 。 
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ン フ ー ル ダグ ガ うみ た 7 77 の 
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6G 月 か ら ス ター ト し た ダー リン の セカ ンド ・ ア ル バ ム の レコ ー デ ィング 
は 、 い よい よ 大 詰め を 迎え て いる と いう 。 ス タ ジ オ に こも りつ きり で な い 
と は いえ 、6 か 月 は けっ し て 短い と は いえ な いい ヽ 。 作詞 、 作 曲 か ら 打ち 込 
み 、 ア レン ジ ま で すべ て を こなす 二 人 は 、 少 し の 妥協 も 許さ ず に 音楽 
と 正面 か ら 向 き 合っ て いる 。 そ うし て 生ま れ た 音楽 の 断片 は ……。 
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し | は 地 の 且 産 で 人 
SAVE 0UR 前 USIC シン グル 同時 発売 「 キ ッ チ ン で 泣い た 」 
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SUUKOMNU 時 91 CONCET 
バル ク ホ ー ル 


Pe IlB:HU STAHT 18:30 
問い 合せ 先 輝 司 り 馬 > 蘭 ウ 押 り イド 「el0D3-770-8899 


e 大 阪 久 厚 生年 金 会 館 中 ホー ル 
M ソ / 9PENMBE0OO STAHT 18:30 
問い 人 合せ 先 * の み @ シ Ks ー タ ー Tel 06-3B1-9900 


Ma み レ ックス ホー ル 
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1/11 ON SALE 4th ALBUM 
FC くつ BINC つ JE 三 


sjumss せ を Cpeman Tine つの の に 


腕 の 中 の NAVIGATION/ キ ッ チン で 泣い た / ヒ ミツ の 気持 ち / 
誹 を ひら いて / た っ た 一 行 の ノン フィ クシ ョ ン / 飼 が 終わ る まで 
カセ ッ ト の 最後 の ナン バー/Just Open The Door/ 
Lonely Night は 大 嫌い な と きも ある -/Don't fa11 im 球 / 
は じ め て の JealouS マ Y 


@CD : TACX-2338\3.000( 税 込 ) 借 CT : TATX-2338\2.620( 税 込 ) 


初回 予約 特典 : Be ボス ター 
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画 の 中 の 川村 か お り | 


KAWAIIURA 


@ 来 年 公開 予定 の 映画 "東京 の 休日 』 の 撮影 を 行なっ て きた 川村 か お り 。 
その 映画 の 話 を 中 心 に 、 か お り の 映画 観 な ど を 聞い て みた 。 


文 其 藤 沢 喘 子 





かおり 初 主演 の 映画 『 東 京 の 休日 」 
の 撮影 が 終わ っ た 。 撮影 中 は 毎日 2 一 
3 時 間 の 睡眠 と いう ハー ド ・ ス ケ ジ ュ 
ー ル 。 で も 、 細 胞 分 裂 ま っ た だ 中 の 彼 
女 は 「 ま た ひと つ 新 し い 川 村 か お り の 
ピー ス を 見 つけ た 」 と 嬉々 と し て いた 。 
眠る こと すら 惜しい と も いっ て いた 。 
そん な 撮影 終盤 の 日 に 、 映 画 に つい て 
話し て も ら っ た 。 ' 
か お りか ら 見 て 、 ど うい う 映 画 に な 
っ て いる と 思う ? 
か お り 「 フ ァ ン キー で ポッ プ で 、 パ バン 
キー て で サイケデリック で 、 冒 険 活劇 with 
ラブ な 映画 な ん だ と 思う 。 お金 の か か 
っ て いな い イ ン デ ィ ー・ ジ ョ ー ン ズ と 
も いえ る けど ( 笑 )」 
ーー ずい ぶん た くさ ん の 要素 が は いっ て 
いる ん だ ね 。 ア クシ ョ ン ・ シ ー ン も 多 
い の ? 
か お り 「 私 は 、 シ ル ベ ス タ ・ ス タロ ー 
ン は 、 な に が 楽し く て あん な に アク シ 
ョ ン 物 を や っ て いる ん だ ろう と 思っ て 
まし た が 、 そ の 大 変 さと 快感 が や っ と 
わか り ま し た よ 。 な ん て いう と 、 す ご 
い ア クシ ョ ン 物 の よう に 聞こ える けど 。 
( 笑 ) 経 費 節約 の た め 、 ほ と ん ど ス タン 





トマ ン な し で 、 す ご くく 高い と ころ か ら . 


シー ツ を 伝っ て 下り た り 、 自 転 車 で ぶ 
つけ られ て 転ん で 、 と っ つか まっ て 引 
きず られ た り 、 髪 の 毛 を 引っ 張ら れ た 
り 、 ア クシ ョ ン と いう より ケン カ の シ 
ー ン で けっ こう 大 変 で し た よ 」 

ーー じゃ 、 ア ザ だ ら け と か 。 

か お り 「 こ の トシ に な っ て ね 、 家 に 帰 
っ て か らき し ん だ 体 と 打ち 身 で トホホ 
ッ と な る な ん て 思い も か け ま せん で し 
た よ 。 ピ ッ プ ・ エ レキ バン に お 世話 に 
な っ て し まっ た も ん ( 笑 )」 

ーー な ん だ か 男の子 の 映画 みた い だ け 
ど 、 ラ ブ プ も ある っ て こと は 、 当 然 か お 
り の ? 「 [ 

か お り 「 ハ イ 。 (キッ パリ ) そ れ は 、 誰 
に 対し て の ラブ プ と は いい ませ ん が 、 あ 
り が ち で 、 あ り そ う で 、 あ る だ ろう な 
ぁ 、 と いう も の で す ( 笑 )」 

主人 公 は 、 ど ん な 女の子 な の ? 
か お り 「 パ ンク の ギタ リス ト で 、 ジミ ・ 
ヘン ドリ ックス が 大 好き で 、 ひ と り ぽ ぼ 
っ ち で 、 音 楽し か な い 人 間 な の 。 そ い 
つが 、 い き な り 冒頭 の シー ン で バン ド 





を クビ に な っ て 、 糸 の 切れ た タコ の よ 
うに な っ た と ころ か ら 冒 険 活 劇 が 始ま 
り 、 愛 を 見 つけ て いく と いう 。 大 泣き 
する シー ン も ある ん だ よ 。 へ へ ヘッ 」』 
ー 一 地 の ま まだ ね 。 

か お り 「 で も 、 や っ ぱり 主人 公 の 彼女 
は 私 と は 違う 。 顔 が 違う ん だ よね 」 
ーー と いう こと は 、 演 技 し て いる と 。 
か お り 「 演 技 っ て こと に 関し て 、 始 め 
る 前 に すご く プ レッ シャ ー が あっ た の 。 
と いう の も 、『 ジ ギー・ ス ター ダス ト 」 
の デビ ッ ド ・ ボ ウイ や 、 ボ プ ・ デ ィ ラ 
ン の 映画 と か を 見 て 、 ひ と つの シー ン 
に 何 カ ッ ト 撮 っ た か は わか ら な いけ れ 
ど 、 完璧 に 見 えた の 。 そ し て 、 つ く づ 


- 才能 に 恵まれ た 人 た ちっ て いる ん だ 


な っ て 思っ て た の 。 だ か ら 、 演 技 の エ 
の 字 も 知ら な い 自 分 が や る な ん て 、 ど 
うす っ ぺ か な ぁ ー と 思っ た ん だ 」 
ーー その プレ ッ シ ャ ー を どう 克服 し た 
の ? 「 

か お り 「 で き て る か どう か は わか ら な 
いけ ど 、 ま 、 私 は 小さ いこ ろ 、 人 を だ 
まし た こと や 、 ウ ソン を つい た こと も あ 
る し 、 ま し て や 、 自 分 の 気持 ち を 隠し 
て 生き て る こと な ん か 日 常 茶飯 事 だ か 
ら 、 そ うい う 普 段 の 演技 を うま く 出 せ 
れ ば いい か な ぁ と 。 そ うい う 当 た り 前 . 
の こと か ら や れ ば いい か な と 。 こ れ で 
も いち お う 、 自 分 の 中 の 演技 っ て も の 
を 『 ガ ラス の 仮面 」 ( 美 内 すず え の 、 ベ 


スト セラ ー に な っ て いる 演劇 を 題材 に 


し た マン ガ ) を 読み 返し て みた り し て 、 
そこ に で て くる 月 影 先生 の いっ て る こ 
と に 、 な る ほど と 思っ て みた り し た ん 
だ よ ( 笑 )」 

ーー 一 ( 笑 ) あ れ は 名 作 で す 。 と は いえ ね 
えー。 ( 笑 ) 

か お り 「 で も 、 基 本 的 に は 、 私 が ジミ 
ヘン を 知ら な か っ た ら 、 役 を つか み に 
く か っ た と ころ も ある 。 音楽 を や っ て 
て よかっ た な と 思う 。 で 、 人 に 裏切ら 
れ た こと の ある ヤツ で 、 私 も ある し 、 


… 笑 うこ と が で きる し 、 泣 く こ と が で き - 


る と いう 、 自 分 が 持っ て いる 感情 で 共 
通 性 を 見 つけ て いっ た ん で す 」 
ーー な る ほど 。 あ と 、 セ リフ の 半分 以上 


。 が 英語 と いう 難関 は 、 ど の よう に 克服 


し た の ? 
か お り 「 外 人 さん の 出演 者 た ちと 、 朝 


か ら 晩 ま て 会 っ て て 、 合 宿 生 活 に 近い 


も の が あっ た の 。 そ の 中 で 、 撮影 以外 
の 待ち 時 間 の と きも 、 彼 ら と 話さ ざる 
を 得 な い 状況 に な っ て 、 文 法 な ん か ぐ 
し ゃ ぐし ゃ だ けど 、 話 し て た ら 、 な ん 
か 話せ る よう に な っ て た ん だ よね 。 高 
校 時 代 に 2 年 間 ロ ンド ン に いて 、 ヒ ア 
リン グ だ け は バッ チリ だ っ た けど 、 ぜ 
ん ぜん 話せ な か っ た の に ね 。 き っ と あ 
の と き に 覚え た 何 か が 、 映 画 と いう キ 
ッ カ ケ で 出 て きた ん だ ね 」 
ーー 実体 験 に 勝る も の ナシ だ 。 
か お り 「 ま た 、 そ の 外人 さん た ち が す 
ご い 人 た ちば か りな ん だ 。 ジ ャ ン と い 
う 人 は 、 フ ラン ス の 映画 界 の 人 で 、 ア 
ラン ・ ド ロン と か ゴダール と いう 、 私 
が 架空 の 人 物 と すら 思っ て いる 人 の こ 
と を 知っ て て 話し て くれ る し 、 デ ィ ッ 
ク ・ ル ー ド と いう 人 は 、 シ ド & ナ ンジ シ 
ー の 脚本 と か 声 を や っ た 人 で 、 ス トラ 
マー と も 一 緒 に 映画 に 出 て た り し て 、 
自分 が 今 ま で イイ ナ と 思っ て いた 映画 
の 人 が 目 の 前 に いる っ て いう 感じ な の 。 
だ か ら そ れ だ け で 、 自 分 の 世界 が すご 
く 広 が っ ちゃ う の 。 逆 に 、 彼 ら が 国 に 
帰っ た と き に 、 映 画 や 音楽 仲間 の 間 で 
私 の 話題 が 出る か も し れ な い 、 な ん て 
思う と 、 私 は また 外国 に 行っ て も いい 
ん だ な ぁ っ て 思う ん だ 」 
ーー そい つ は スゴ イ 。 じ ゃ あ 、 か お り に 
と っ て も 得る も の が いっ ぱい の 映画 だ 
の ンー7 に ら 
か お り 「 う ん 。 映画 っ て 、 作 っ て る 最 
中 は みん な 自分 の 好き な こと を や っ て 
る か ら 、 ト シ な ん か 関係 な いん だ よね 。 
だ か ら 普 段 接 する こと の な い 、 う ん と 
年 上 の 、 私 と は 格 が ちがう スタ ッ フ や 
出演 者 の 人 た ちの 話 が 聞け た り し て 、 
ご くい ろ ん な こと を 吸収 し て いる と 
思う 。 一 日 一 日 、 自 分 が 変わ っ て き て 
いる と 思う 。 も うす ぐ ハ タチ に な る と 
いう 自分 に 対し て の プレ ッ シ ャ ー が 、- 
そう させ て いる の か も し れ な い 。 ハタ 


、 チ の 日 に は 、 も う ハ タチ の 気持 ち に な 


っ て いた いん だ 」 

で も 、 音 楽 と いう 共通 の キー ワー ド 
が あっ て よかっ た ね 。 

か お り 「 う ん 。 で も 、 正 直 い っ て ステ 
ー ジ が 恋し い 。 映画 を や っ て る か ら よ 
けい に 、 や っ ぱり 私 は 俳優 業 じ ゃ な い 








な っ て 思っ た 。 も う 1 月 の ツア ー が 待 
ち 遠 し いん で す 。 こ ん な に 自分 が 歌 が 
好き だ っ た な ん て 、 初 め て 気づい た こ 


と か も し れ な い 。 だ か ら と いっ て 、 映 
画 を ハン パ に や っ て る わけ じゃ な いよ 。 
この 映画 を や ろう と 思っ た の は 、 私 が 
歌 で 伝え た いこ と と 、 監 督 が 映画 で 伝 
えた いこ と と が 共通 し て た か ら 、 私 が 
手 を 貸さ ず に いら れ よ うか ( 笑 )、 と い 
う も の だ っ た の 。 だ か ら 、 こ の 映画 を 

ひと こと で いう と 、 教 科 書 の な い 人 た 

ち へ の メッ セー ジ な の 。 今 の 学校 で 教 
わる こと っ て いう の は 、 実 社会 の 中 で 、 
知識 を 別に する と ほとん ど 必 要 の な い 
こと ば か り で し ょ ? 全部 が そう だ と 

は いわ な いけ ど 、 先 生 や 親 の いう こと 

も 筋 が と お っ て な か っ た り 。 い ちば ん 
覚え を な きゃ いけ な い 、 人 間 の 関わ り と 

か 、 愛 と か 、 礼 儀 と か を 覚え て いな い 
で し ょ ? じゃ あ 、 私 た ち は ど こ て 知 
れ ば いい か と いう と 、 街 に 出る し か な 
い 。 そ こ で 、 実 際 に 体験 し て いっ た り 、 
本 や 映画 や マン ガ と か で 自分 の ノー ト 

に 書き 込ん で いか な きゃ な ら な いわ け 。 
だ か ら 、 こ の 映画 や 歌 が 、 そ う や っ て 

手探り で 歩い て いる 人 た ち へ の メッ セ 

ー ジ に な れ ば いい な っ て 思う 。 も ちろ 

ん 自分 も 、 歌 いな が ら 、 ま だ 見 つけ て 

いる 最 中 な ん だ けど ね 」 


KAO0RLL。gg。。 
KAWAMURA 














に 











9 


毎 自 こ 
と まる 2 
あと さじ け 
けた と 0 
し ルル や は 。 だ 
い ン リ 目 れ 
目 ジジ た 分 に 
分 いで も 
の こ つ 負 
す SA 


“ご 


O: ン 





@ 品 ロビ デザ イン @ 英 検 (C 級 3・4 級 ) @ 医 療 事 務 

売上 増 に 大 きく 貢献 する 手書き 際 化 時 代 に ジャ ンプ ・ ア ッ プ 。 医療 事務 の 基礎 知識 か ら わ か り 
POP が あな た に も や さ し く 書け る 。 就職 の 切 礼 に な る 実用 英語 検定 。 や すく 指導 。 5 ケ月 で 実務 能力 が 
@ 消 記 「 @ バ ソコ ン @ 英 雲 

経理 に 欠か せな い 大 切な 技能 。 基本 操作 か ら プ ログ ラミ ング ま 英語 が 話せ た ら 海外 旅行 も ずっ と 
身 に つけ て お け ば 就職 に も 有利 。 で 、 パ ソコ ン の すべ て が わか る 楽し く な る 。 早く 始め る の が 勝ち 。 
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アコ ー ス ティ ッ ク ( フ ォ ー ク ) ギ ター 
いま 、 ア コー ステ ィ ッ クギ ター に 再び 注目 。 ギ 
ター の 原点 に 触れ て みな いか 。 


エレ キ ギ ター 
ライ ブ の 主役 を めざす な ら こ れ っ き ゃ な い 。 
日 の デ ク ニ ッ ク を 身 に つけ よう 。 


エレ キ ベ ー ス 

バン ド の 音 を きっ ちり サポ ー ト 。 鳴瀬 喜 博 が 
伝授 する 決定 版 ベ ペー スレ ッ ス ン 。 

ドラ ム 

バン ド の ノリ は 、 ド ラム で きま る 。 だ か ら こ そ 基 
奉 か らし っ か り 練 習 し よう 。 


キー ボー ド 
ビ フ アノ が ひけ な く た っ て 大 丈夫 。 ま っ た く 新 し 
い レ ッ ス ン 法 で キー ボー ド を マス ター。 


ポピュラー ピアフ アノ 
も っ と 目 由 に ビ ピアノ を 楽し みた い 人 に 。 ポ ピュ 
ラー ナン バー を 弾き な が ら 気 軽 に 上 達 。 


作 曲 
音楽 や る な ら 、 や っ ぱり オリ ジ ナ ル 曲 を つく ら 
な くち ゃ 。 実践 的 な ノウ ハウ を 満載 。 


作 詞 
プロ デビ ュー の 道 だ っ て 用 意 さ れ て いる 。 メ 
ジャ ー 志 向 の 本 格 的 作詞 家 養成 塾 。 












@ ラ ブリ ー イ ラス ト @ 新 ・ 速 読法 @ ボ ポール ペ ベン 字 
身近 な も の を か わい い イ ラス ト に 。 3 一 10 倍 の スピ ー ド で 本 が 読め る 。 今や ワー プロ は 生活 の 必需 品 。 ブ 今 か ら だ っ て 、 遅く な い 。 字 が うま 
女の子 に 大 人 気 の 楽 し い 講座 。 受験 勉強 に も 威力 を 発揮 する ぞ 。 ライ ンド ・ タ ッ チ を 覚え まし ょ 。 いと 得する こと っ て 多い よね 。 


を の ハガキ を 日 、 す ぐ ぐ ポ スト へ / 人 日 木 通信 教育 連 明 1 詩 還 5 半 2008 
と @ で お 急ぎ ざ の 方 は お 電話 で /| 1 還 ] (p58 )BHBH F コ た だ た ビ 本 資格 技能 協会 @ 国際 外国 語 セ ンタ ー @ 日 本 カル チャ ー ス クー ル 


ーー に だ 3 @ 日 本 音楽 教育 セン ター 日 本 あみ も の 学院 @ ホー ムク ッ キ ング 
平成 3 年 | 月 | 日 より 電話 番号 が 03(3258)6060 に 変わ り ま す 。 〒!69 東京 都 新宿 区 高田 馬場 4 一 2 一 38 アカ デミ ー 日 本 広告 技能 アカ デミ ーe( 財 ) 電 子 技術 教育 協会 





相 則 C「 叫 や GW 人 人 い OH 普 け 6 和紀 計 "や HHG さ PNG 
HK 民話 晶 凌 、16NuO 喉 前 NG" 和朗 / 直 租 つべ: 人 9 くい,QHhRS む 玉 ト Un 
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森田 浩司 が 繰り 出す 、 シ ャ ー プ で し な や か な ビー ト 。 な 
ん て キマ っ て る ん だ ろう 、 と 思う 。 東 京 の 夜 を 彩る 、 き ら 
びやかな サウ ンド だ わぁ 。 で も 、 ひ と ころ 流行 っ た 近 未 来 
小説 に 由 て くる よう な 冷た さ は な く て 、 ど こ か 、 な ん だ か 
ホワ ー ン と する よう な あっ た か さ が あ る 。 

な ん で だ ろう 。 ち ょ っ と 不思議 な 感じ 。 

まず 、 彼 の メロ ディ ー が あっ た か いこ と 。 そ れ が 確か に 
原因 に な っ て いる だ ろう 。 ビ シビ シ の ビー ト の 中 か ら や さ 
し い フ レー ズ が ひょっと 出 て くる 。 そ ん な 感じ が 、 す ご く 
あっ た か く 感 じ る に 違い な い 。 

それ か ら 、 素 直 な 言葉 の 数 々 。 森 田 く ん の よう な 、 ス タ 
イリ ッシュ で お し ゃ れ な 男の子 。 き っ と カッ コ つ け ま くり 
男 な ん だ ろう な っ て 感じ も する けれ ど 、 実 は 全然 。 彼 の 書 
く 歌 詞 に 出 て くる の は 、 非 常に シャ イ で ひたむき か な 男の子 
た ち 。 好 き な 女 の 子 に 振り 向い て も らい た く て 一 生 懸 命 に 
が ん ば っ ちゃ うこ と 、 そ ん な 一 般 的 青少年 の 恥ず か し い 恋 
愛 心理 も スト レー ト に 書い て し まう 。 歌 の 中 に 出 て くる 人 
た ち は 、 ど れ で ぐら い 本 当 の 自分 に 近い の ? と 聞い た ら 、 
「 僕 は 自分 の こと し か 書け な いか ら ……」 

と 、 ち ょ っ と 照れ た 顔 で 答え た 。 ふ ふ 、 そ の 言葉 を 聞い 
て か ら 、 ア ル バ ム を 聞く た ぴ に よけい あっ た か い 気 持ち に 
な か つて も まう 。 






と し て の 活動 を 続け て いた 。 か の 宮山 の 置き 楽 ” の 配 
の 件 軸 を し て いた こと も あり 、 そ の と き に 非常 に 印象 深 
と いう 。 お 客 さ ん で ある 、 易 者 の お ば さん の 


「 あ の 、 こ れ 、 イ ンタ ビュ ー か ら ず れ ち ゃ うん で すけ ど 」 
と 言っ て 森田 くん が 話し 始め る 話 は お も し ろ い 。 確か に 、 ん 
- アル バム の 記事 な ん か に 載る よう な 話 で は な いん だ けど 、 
SS s き 、 お ば さん は 、 す っ か り 顔 な じみ に な 
こう と も 、 彼 の 音楽 は 氷 速 に や さ し い 温もり を 占っ て あげ る と 言っ た 。 

DNF ジ シ ャ ン に な れ ま すか ?」 

ば 取材 の 終わ り ご ろ に な っ て 、 彼 は な に げ な く こ う 言 っ た 。 . そ し て その あと すぐ に 、( こ れ が 
サラ リ と 、 自 分 の 家 の 間 取り を 言う よう な 調子 で 。 : 

「 僕 、 生 まれ た と きか ら ず ー っ と 、 悪 い 和 人 っ て いう の に 会 
っ た こと が な い 環 境 で 育っ て きた か ら 」 

彼 は 愛知 県 の 海 だ ぞい の 町 で 育っ た 。 本 当 に 穏やか な と こ 
ろ な ん で す 、 と 言う 。 で も 、 悪 い 人 に 会 っ た こと が な いな 
ん て 、 な か な か 言え る も ん じゃ な い 。 そ ん な ふう に 言え る 
人 っ て カッ コ い い 。 す で き だ と 思っ た 。 

こん な 話 を する と 、 ま る で 森田 浩司 が 恵まれ た 環境 で ス 
クス ク 育 っ て 、 若く し て デビ ピュ ー を 果たし た シン デレ ラ ・ 

ー イ みた い に 思 われ て し まう か も し れ な いけ れ ど 、 彼 は 




















どう 2 に も 
「 お ば さん 、 


分 の 進む 道 に つ し ア 中 を 4 
SONGUM 


若く し て ^ 人 生 山 あり 谷 あ り * を た っ ぷり と 細 験 し て いる  「 で も 僕 は プロ シキ) - 上 
みた い だ 。 み た い 、 と 書い た の は 、 森 田 く ん が あま り に も 悪い 人 に SGS 叶う に 


無邪気 に アマ チュ ア 時 代 の 話 を する か ら 。 
音楽 で 食っ て いき た く て 、 役 は 大 学 に も 進ま す 、 高 校 卒 
業 後 は いろ ん な 仕事 を し な が ら ア マチ ュ ア ・ ミ ュー ジ シ ャ 


6 Cc 





デビ ュー し て 、 ま だ 間 の な い 森 田 浩 司 。 
前 号 に 引き 続き 、 彼 の 魅力 に せま っ て みよ う 。 
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好評 の 井 ロ 一 産 の エッ セー、 第 2 回 を お 届け し よう 。 今 回 は 「 男 に つい て 」。 
彼 の 、 男 と は どう ある べき か に つい て の 、 員 太 な 考え か た が よく わか る 。 


| 馬 選 に つい て 人 
_ 長い ツア ー が や っ と 終わ り 、 僕 は い 
ま 、 数 か 月 ぶり の “東京” を 楽し ん で 
いる 。 

楽し ん で いる と いっ て も 遊ん で いる 
わけ で は な く 、 次 の アル バム に 向け て 
の 曲 づ くり に 励ん で いる と ころ だ 。 今 
まで 思い 浮か ん だ こと や 、 人 か ら 聞 い 
た 話 、 旅 先 で 見 て きた こと な ど を メモ 
し て お いた ノー ト を 広げ て 、 毎 日 に ら 
め っ こ し て いる 。 

そう や っ て 組み 立て 、 考 え 直 し て 作 
っ て いく 詞 も ある が 、 何 か 強烈 に 感じ 
た こと な ど を 言葉 に 直す と き は 、 本 当 
に あっ と いう 間 に 1 曲 ぶ ん の 詞 の よう 
な も の が で き て し まう 。 別に 僕 は 自分 
の 作品 を と お し て 、 何 か を 変え て や ろ 
うと 思っ た り は し な い の だ が 、 何 か を 
言わ ず に は いら れ な いと き な ど は 、 本 
当 に 「 吐 き 出す 」 と いっ た 表現 が ぴっ 
た りな ぐら い に ペ ン が 進む 。 次 回 の ア 


ル バ ム に も そん な 調 が 2 3 曲 は 入り 
そう な 気 が す る の だ けれ ど 、 そ ん な 中 
で も 「 男 」 と いう テー マ の 調 を 書き た 
いと 、 い ま 僕 は 思っ て いる 。 今回 は 、 
だ か ら 、「 男 」 に つい て 語っ て みよ うと 
思う 。 

僕 は 東京 の 練馬 と いう と ころ で 生ま 
れ て 、 育 っ た 。 親父 は 昔 気質 の 導 隊 、 
お 袋 は 近所 で 小料理 屋 を や っ て いた 。 
僕 は 一 人 っ 子 だ っ た せい か 、 お 袋 や 親 
威 な ど は 、 僕 を と て も か わい が っ て く 
れ た よう に 記憶 し て いる が 、 親 父 に 関 
し て は 、 や さ し い と か 、 怖 いと か いっ 
た 感じ より も 、 ま る で スー パー マン の 
よう だ っ た と いう イメ ー ジ が いま だ に 
強く 残っ て いる 。 

仕事 で 家 を 空け る こと が 多く 、 僕 と 
接する 時 間 は あま り 多 く は な か っ た が 、 
親父 は 、 こ と ある ご と に いろ いろ な 話 
を 僕 に 聞か せ て くれ た 。 職場 で の こと 、 
お 袋 と 結婚 する 前 の こと 、 そ ん な いろ 
いろ な 話 の 中 で 、 一 買 し て 、 男 と いう 


の は 強く な けれ ば いけ な い 、 と いっ た 
こと を 、 親 父 は 一 生 懸 命 話 し て いた 。 
……「 自 分 が や り た いと 思っ た こと な 
ら 、 最 後 ま で きっ ちり や り 人 遂げ な けれ 
ば な ら な い 。 そ し て 、 た と え そ れ が 失 


敗 だ っ た と し て も 、 自 分 の や っ た こと 


な ん だ か ら 、 自 分 自身 で 責任 を と りな 
さい 」。 

そん な 話 を 聞か され る うち に 、 僕 は 
だ ん だ ん と 親父 に 憧れ 、 男 と いう の は 
そん な も の な ん だ と 感じ る よう に な っ 
て いた 。 何 が あっ て も 動じ ず に 、 ど っ 
し り と し て いて 、 頼 り に な る 人 間 、 そ 
れ が 僕 の イメ ー ジ する 男 だ っ た 。 

そう いっ た 僕 の 考え が 古い の か どう 
だ か は わか ら な い が 、 最 近 見 か ける 男 
は どう も 、 和 柔らか く て 好き に な れ な い 
男 の ほ う が 多 いよ うな 気 が し て な ら な 
い 。 常に 逃げ 場 を 探し て いた り 、 妙 に 
計算 高かっ た り と 、 な ん と な く 騰 に 落 
ちな い 気 が する 。 別に それ は それ で い 
い の か も し れ な い が 、 そ ん な こと で て 特 


来 的 に 自分 の 子供 な ど に 何 か し て あげ 
られ る の だ ろう か 、 と いう 気 に な っ て 
し まう の は 僕 だ け だ ろう か 。 

な に も 男 全 員 が 僕 の イメ ー ジ する 「 ス 
ー バ パー マン 」 で ある 必要 は な い の だ が 、 
自分 と いう も の に 対し て 自信 の ある や 
つが 少な い の は 事実 だ と 思う 。 そ うい 
っ た 意味 で は 、 先 日 の プロ 野球 ドラ フ 
ト 会 議 で 巨人 に 1 位 指名 され た 元 木 大 
介 の 生き か た に は 共鳴 で きる 点 が ある 。 
も ちろ ん ドラ フト と いう ルー ル に 逆行 
し た と いう 点 で の 判断 に は 難し い 点 が 
いく つか ある が 、 彼 が 彼 な り の 答え を 
まっ と うし た と いう 点 で は 頭 が 下がる 。 

な ん で も 人 生 、 こ こ て 勝 負 と いう と 
き が や っ て くる だ ろう 。 そ の と き に 決 
断 で き な い よう で は 、 な ん と な く 家 し 
いと 僕 は 思う 。 . 

ちょ っ と 古い か も し れ な いけ ど 、 そ 
ん な 「 男 」 や 「 最 近 の 男 」 に つい て の 
曲 を 書い て みよ うか な と 、 僕 は 今 、 思 
っ て いる 。 「 人 
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欄外 表 訂 人 る べ 素 ぐ 臣下 つね の お "の 尽 
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る 4 ひ 入 負 本 で りつ S で "NG 拠り 家 
つり 棚 男 余 う つつ お ] くく 志 
究 公 名 拉 ロ 6 くみ 当 つ 箇 吸 お 社 
ASN た 
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間 展 いや " 
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こそ 0 マイ に YS だ すく odR ど 3 
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リリ (1 ゴ パ リコ た 合 り 、 ト 作 コ ココ と. パピ 


中 . 是 .2 呈 DINJ SS/ 琶 軒 . 還 
SS10 に ゴリ 9 ニニ 昌 人 で ニ ウル アア を リク 
日 本 武道 館 コ ン サ ー ト を 収録 。 


収録 時 間 約 75 分 未 放映 曲 ら 曲 追加 収録 全 13 曲 


VHS:TEVN-38015 LD:TELN-38015 各 \3.800( 税 込 ) 


NEW ALBUM NOW ON SALE「PRECIOUS?」CD:TECN-30068\3,000( 税 込 ) MT:TETN-28068\2.800( 税 込 ) 
PERSONZ 初 の VSD「 7 COLORS(Over The Rainbow)」 発 売 中 TEFN-1\1.200( 税 込 ) 
PERSONZ 初 の 単行 本 「DREAMERS 」 角 川 書店 より 好評 発売 中 ! 


PERSONZ CONCERT TOUR'91 [IPRECIOUS2] 


人 @ 90.12.26 相 27 林 東京 ベイ NK ホ ー ル A 葵 "91.1.18 金 相模 大 野 グ リー ン ホ ー ル A・23 水 山梨 県 民 文化 ホー ル A・28 月 宇都 宮 市 文化 会 館 ^・30 水 /31 木 名 古屋 市 民 会 館 B 供 2.2 神戸 国際 会 館 C・ 
作 朋 松山 市 民 会 館 (大 ) D・5 高 知 県 民 文化 ホー ル D・7 末 香川 県 民 ホ ー ル D・8 金 徳島 市 文化 セン ターE・13 水 /14 森 新潟 県 民 会 館 F・19 火 横須賀 市 文化 会 館 A・24 日 仙台 イズ ミ テ ィ ー21 









0 呈 | 2Z1 G・ 
25 月 喜多 方 ブラ ザ G・27 水 茨城 県 民 文化 セン ター A 鍛 3.5 鱗 八戸 市 公会 堂 G・6 水 秋田 県 民 会 館 G・8 金 鶴岡 市 文化 会 館 G・11( 朋 宮崎 市 民 会 館 H・12 火 鹿児島 市 民 文化 会 館 H・14 木 長崎 市 公会 堂 ロ 
15 金 福岡 サン パレ ス .H・18 月 /19 鱗 大 阪 厚生 年 金 会 館 C・26W 千 葉 県 文化 会 館 A・28 森 大宮 ソ ニッ クシ ティ A・30 中 福井 フェ ニッ クス プラ ザ 」 食 4.1 朋 石川 県 厚生 年 多 会 館 |・2 選 富 山 市 公会 党 


6 郡山 市 民 文 化 会 館 G・7 旧 ) 山 形 県 民 会 館 G・9 鱗 青森 市 文化 会 館 G・10 水 岩手 県 民 会 館 G・12 金 札幌 厚生 年 金 会 館 ふ ・14 日 帯広 市 民 文化 会 館 ゞ ・15 朋 北見 市 民 会 館 3・21 邊 徳山 市 文化 会 館 K・ 
22 月 岡山 市 民 会 館 K・24 水 メル パル ク ホ ー ル 広島 K・28 日 長野 県 民 文 化 会 館 F・30W 群 馬 県 民 会 館 A 倫 5.1 水 長岡 市 立 劇場 F・5 日 京都 会 館 第 一 ホール C・7 淡 静岡 市 民 文化 会 館 (大 ) 
(問い 合わ せ ) A ホ ッ ト ス タッ フ プ ロモ ーション 03-857-9999 B サン デー フォ ー ク プロ モー ショ ン 052-320-9100 で C サウ ンド クリ エー ター 06-361-9900 DCAT KIDS CLUB 0888-82-7867 ESOLD OUT MUSIC 0886-22-3488 : アッ プラ イト カン パニ ー 025-287-1358 
G M's コー ポレ ーション 022-222-4000 HBEA 092-712-4221 FOB 0762-32-2424 、 WESS 011-613-9000 K キャ ン デ ィ ー プ ロモ ーション 082-249-8334 に サン デー フォ ー ク プロ モー ショ ン 052-84-99 
還 。 画 
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た くさ ん の 不安 や 不可 能 に 抵抗 し て いる 人 の 姿 を 僕 は 美しい 
参 W ト アス と 思い ます 。 た と え そ の こと に 負け た と し て も 誇り が 持て る 〈《 ら い 
! パ 自分 自身 を 信じ 自分 自身 に 勝ち 続け て くだ きい 。 
| と ュー キ Vo./ 小 林 孝 至 





ヒコ ー キ ボー カル 小林 孝 至 レギ ュ ラ ー パ ー ソ ナリ ティ ] 
Kiss-FM( 兵 庫 ) 毎週 月 曜日 深夜 2:00~-3:00"POPLANE" ON AIR 中 。 
DEBUT SINGLE * 大 嫌い ^c/w 考 薄 帽子 飛ん だ 


CD: KTDR-2002 \937( 税 込 ) 
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HC サ クセ ショ ン 
"WINTER NIGHTS" 
12/25 日 人 W) 日 本 麗 首 著 介 -93 


UP-BEAT 


“WEED & FLOWERS TOUR" 
12/26 日 中 新潟 県 民 会 館 介 -77 


THE ALFEE 


“1990 LONGWAY TO FREEDOM 

REVOLUTION II" 

12/23 日 介 日 本 麗 痢 諸 人 -26、93 
24 日 (月 日 本 麗 道 共 人 ⑳-26、93 
27 日 中 大 阪 大 ホ ー ル -98 


安 生 地 吉 
12/25 日 W 静 岡市 民 文化 会 館 介 -6| 
26 日 引 磐 田 市 民 文化 会 館 -6l 
1 /13 日 昌 大 宮 ソ ニッ クシ ティ (大 ) 
介 ロ ッ ケ ン 人 容 048-648-169| 
| 5 日 W 新 潟 県 民 会 館 -l 
| 6 日 爪 新潟 県 民 会 館 O-」| 
9 日 仕 ) 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) 介 -61 
20 日 (日 ) 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) 人 -6| 
` 23 日 中 福岡 サン パレ ス 人 W-84 
2 日 相 福 岡 サ ン パ レス 人 W-84 
26 日 東京 ベイ NK ホ ー ル 人 -44 
27 日 介 東 京 ベ イ NK ホ ー ル 介 -44 
29 日 W) 機 兵 ア リー ナ W-I26 
31 日 中 大 衣 茂 ホー ル 介 -72 


伊豆 田 洋之 
2 / 3 日 昌 渋 谷 ク ラブ ・ ク アト ロ 介 -125 
8 日 銘 大 阪 am ホ ー ル 介 - 129 


稲垣 潤一 


“SOUND of Life in Naeba" 
3 / 5 日 W)6 日 引 7 日 中 8 日 仙 
苗場 ププ ンス ホテ ル ワ ー ル ドカ ッ プ ロッ ジレ スト ラン 


江口 洋介 
2 /25 日 月 渋谷 Egg-man 介 -175 
3 /25 日 月 渋谷 クロ コ ダ イ ル 
介 チ ッ プ ス 容 03-5232-3154 
LoL 
"SWEET LOVER て も っ と も っ と SUGAR NIGHT" 
12/23 日 昌広 島 WIZ ワ ンダ ー ラ ンド 介 -99 
24 日 (月 大 阪 am ホー ル 介 -」85 
27 日 楓 新宿 ス ペー ス ゼ ロ 介 -28 
28 日 命名 古屋 ボトム ライ ン 介 -66 
“SWEETLOVER- こ も っ と も っ と 君 の た め に へ " 
| /26 日 大阪 am ホー ル 介 -185 
27 日 ( 昌 名 古屋 ボトム ライ ン 介 -66 


大 江 千 里 


“APOLLO" 
12/24 日 月 横 兵 アリ ー ナ 介 -26 
27 日 朴 大阪 厚生 年 金 会 館 介 -I29 
28 日 合 大 阪 厚生 年 金 会 館 -I29 
| / 6 日 (郡山 市 民 文化 セン ター 介 -25 
9 日 NHK ホ ー ル 人 -26 
10 日 本 NHK ホ ー ル 介 -26 
12 日 仕 ) 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -|29 
13 日 (日 ) 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -I29 
22 日 WW 千葉 県 民 文化 会 館 ⑳-26 
24 日 中 新潟 県 民 会 館 人 W-」24 
25 日 谷 ) 新 潟 県 民 会 館 介 -I24 
28 日 (月 鹿児島 市 市 民 文化 ホー ル ( 第 |) 介 -88 
30 日 大 分 文化 会 館 介 -88 
31 日 相 熊 本 市 民 会 館 介 -88 
2 / 2 日 熊本 市 民 会 館 介 -88 
5 日 人 沖縄 市 民 会 館 -9| 
2 日 (W) 静 岡市 民 文化 会 館 介 -67 
14 日 中 青森 市 民 文 化 会 館 -2! 
15 日 谷 ) 岩 手 県 民 会 館 介 -21 
17 日 昌 ) 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 介 -26 
19 日 高知 県 民 文化 ホー ル 介 -8! 
20 日 引 徳 島 市 立 文化 ホー ル 介 -82 
22 日 徐 香川 県 民 ホ ー ル 旬 -82 
23 日 中 愛媛 県 民 文化 会 館 旬 -83 
25 日 月 宇都 宮 市 文化 会 館 介 -25 
26 日 W) 茨 城 県 民 文化 セン ター 介 -25 
28 日 本 下 関 市 民 会 館 -80 
3 / 1 日 仙 倉 敷 市 民 会 館 人 -80 
3 日 (日 ) 広 島 厚 生年 金 会 館 介 -80 
4 日 月 広島 早生 年 金 会 館 介 -80 
日 KNHK ホ ー ル -26 
7 日 杯 NHK ホ ー ル 人 -26 
中 日 朋 仙 台 イ ズミ ティ 2| 信 -23 
12 日 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 介 -23 








CONCERT 


SCHEDUiE 


14 日 楓 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 人 -23 

15 日 仙 仙 台 イ ズミ ティ 2| 介 -23 
大 沢 蒼 志 幸 
" 楽 "Serious Barbarian Tour 


12/26 日 引 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -73 


岡 科 孝 子 
“Christmas Picnic" 


12/23 日 介 ) 東 京 ベ イ NK ホ ー ル 人 W-27 
24 日 月 東 京 ベ イ NK ホ ー ル 人 -27 


岡村 靖幸 

"年末 年始 岡村 くん と 過ごそ う /" 
12/31 日 月 PARCO 貞 喝 旬 -26 
| / 2 日 PARCO 製 場 介 -26 
3 日 本 PARCO 劇 喝 旬 -26 
4 日 金 PARCO 製 坦 介 -26 
5 日 中 PARCO 劇 場 全 -26 
6 日 日 PARCO 劇 場 人 -26 


KaDach 


12/28 日 仙 大 阪 IMP ホ ー ル 人 W-70 
1 /14 日 月 渋谷 クラ ブ ・ ク アト ロ 介 -28 
25 日 谷 大 阪 バ ナナ ホー ル  -70 
29 日 W) 名 古屋 ハー トラ ンド 介 -6| 
カス テウ 
12/23 日 ( 昌 渋 谷 公会 堂 人 -59 


か まい た ち 


12/23 日 介 埼 玉 会 館 ( 大 ) 介 -59 


川村 か お り 


“CAMPFIRE" 

| /18 日 仙 名 古屋 クラ ブ ・ ク アト ロ 介 -66 
21 日 (月 大 阪 厚生 年 金 会 館 ( 中 ) 介 -98 
22 日 (W) 名 古屋 クラ ブ ・ ク ア Nn( 追 加 公演 ) 人 -66 
23 日 引 渋 谷 公会 堂 信 -26 


"年 末 ジ ャ ン ポ 宝 ぎ ぐ II" 
12/23 日 (日 大 阪 MID シ アタ ー 人 -73 
| /3| 日 ( 相 広 島 中 区 創造 文化 セン ター 介 -80 


筋 内 少女 帯 
“月 光田 TOUR'90^"90" 


12/23 日 ( 昌 藤 沢 市 民 会 館 介 -27、56 
25 日 人 W) 大 宮 市 民 会 館 -27 






「TANE To oO」 
うっ 「MAGo TA」ToR1 





| / 7 日 月 長野 県 民 文化 会 館 -」」 
8 日 山梨 県 民 文 ( じ ホー ル W-27 
10 日 相 金 沢 市 民 文化 ホー ル 人 -132 
3 日 (日 水 戸 市 民 会 館 介 -27 
17 日 中 郡 山 市 民 文化 セン ター 人 W-I6 
18 日 仙山 形 市 民 会 館 人 -ie 
20 日 日 青 森 市 民 文化 ホー ル 人 -I6 
23 日 引 名 古屋 市 民 会 館 介 -6| 
26 日 中 京都 会 館 ( 第 2 ) 人 -75 
28 日 月 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -98 
3 日 忠岡 山 市 民 文 化 ホ ー ル -I00 
2 / 1 日 人 広 島 県 民 文化 セン ター 介 -99 
3 日 (日) 福岡 都 久 志 会 館 -84 
6 日 引 札 幌 市 民 会 館 -|22 
8 日 命 新 潟 県 民 会 館 -」」 


2 日 W) 仙 台 市 民 会 館 旬 -ie 

13 日 中 秋田 県 児童 会 館 -I6 

15 日 栃 木 会 館 . 天 -27 

19 日 巡 ) 高 松 ウ イン グ ホ ー ル 介 -154 
2 日 忠徳 島 県 郷土 文化 会 館 介 -I53 
22 日 谷 高 知 県 民 文化 ホー ル 信 -154 


供 表 MOTHER EAHTH 


FUNKY LIVE PERFORMANCE V 
"日 本 一 の BONGA WANGA 男 'S TOUR" 
| / 7 日 月 倉敷 市 民 会 館 旬 -I00 
8 日 W) 倉 敷 市 民 会 館 -I00 
10 日 槍 メ ルル ツレ ク ホ ー ル 広島 作 -99 
12 日 寺 ) メ ルッ ツレ ク ホ ー ル 広島 介 -99 
13 日 昌 メ ル パ バル ク ホ ー ル 広島 介 -99 
16 日 爪 秋 田 県 民 会 館 -23 
7 日 中 青 森 市 文化 会 館 旬 -23 
19 日 仕 ) 岩 手 県 民 会 館 旬 -I23 
20 日 (日 岩手 県 民 会 館 介 -I23 
22 日 郡山 市 民 文化 会 館 介 -I23 
25 日 合 釧 路 市 民 会 館 
人 釧路 音楽 文化 協会 槍 0154-9|-5258 
26 日 中 帯広 市 民 文化 ホ ー ル 
介 ロ ッ キ ング カン パニ ー 倒 0155-2|-3512 
28 日 (月 室蘭 新日鉄 体育 館 -I0I 
29 日 函館 市 民 会 館 -6 
2 / 5 日 鱗 鹿 児島 市 民 文化 会 館 介 -I30 
- 6 日 朴 福 岡 サ ン パ レス 介 -85 
8 日 負 福 岡 サ ン パ レス 人 -85 
9 日 仕 ) 福 岡 サ ン パ レス 人 -85 
2 日 W) 熊 本 市 民 会 館 介 -85 
13 日 中 熊本 市 民 会 館 -85 
6 日 人 ) 沖 縄 市 民 会 館 -9| 
| 7 日 (日 沖縄 市 民 会 館 人 -9| 
3 / | 3 日 引 仙 台 市 体育 館 介 -123 
| 4 日 相 仙 台 市 体育 館 介 -I23 
18 日 ( 豚 大 明 茂 ホー ル 介 -|29 
19 日 WW) 大 明 城 ホー ル 人 W-I29 
21 日 大 匠 城 ホ ー ル 介 -I29 
22 日 谷 大 明 成 ホー ル 介 -I29 
26 日 0 機 兵 アリ ー ナ 介 -44 
27 日 沢 横 兵 アリ ー ナ -44 
28 日 中 横 兵 アリ ー ナ 旬 -44 
4 / 2 日 W) 名 古屋 市 総合 体育 館 (レイ ン ボ ー) W-6| 
3 日 小 名 古屋 市 総合 体育 館 (レイ ン ボ ー) W-6| 
7 日 ( 昌 代々木 競技 場 第 | 体育 館 介 -44 
8 日 月 代々 木 競 技 場 第 | 体育 館 介 -44 
0 日 引 代 々 木 競 技 場 第 | 体育 館 介 -44 
| | 日 本 代々 木 競 技 場 第 | 体育 館 人 W-44 
|3 日 詩 代 々 木 競 技 場 第 | 体育 館 介 -44 
| 4 日 (日 ) 代 々 木 競 技 場 第 | 体育 館 人 -44 
17 日 中 札幌 月 寒 グ リー ンド ー ム 人 W-!| 
18 日 呆 札 幌 月 寒 グ リー ンド ー ム 旬 -| 
21 日 (昌利 戸 ワ ー ル ド 記 念 ホ ー ル 介 -98 
22 日 (月 戸 ワー ルド 記念 ホー ル 旬 -98 


GHAIND SLAM 


“1991.KICK YOUR ASS HOLE" 
| / 8 日 人 札幌 メッ セ ホ ー ル 
但 エ ジ ソ ン 容 011-210-7251 

10 日 朴 仙台 CAD ホ ー ル 旬 -123 
4 日 月 広島 WOODY STREET 190 
15 日 人 博多 徒 楽 夢 Be-| -I93 
17 日 槍 大 阪 am ホー ル 介 -73 
18 日 仙 名 古屋 クラ ブ ・ ク アト ロ 介 -61 
20 日 (日 京都 BIG BANG 旬 -76 
21 日 (月 金沢 バン バン V4 人 -132 
23 日 引 新 潟 JUNK BOX 介 -13 
26 日 渋谷 公会 堂 介 -35 


クレ ヨン 社 

“いつ も 心 に 大 陽 を アン コー ル 公 病 " 
| /15 日 大阪 リサ イタ ル ホ ー ル 介 -70 

18 日 命 シ アタ ー コ クー ン 所 -43 

GU-BANG ら 


12/24 日 月 NISSIN POWER STATION 介 -32 


小 E 類 巻 か ほる 


“DISTANCE" 
12/25 日 (新潟 県 民 会 館 介 -95 
28 日 金 NHK ホ ー ル 介 -45 


CUBRHA 


“CAPTAIN NIPPON TOUR" 
| / 7 日 月 日 本 道 共 介 -28 
| 7 日 相 福 井 県 民 会 館 介 -77 
18 日 合金 沢 市 文化 ホー ル 介 -77 
20 日 (日 富山 県 教育 文化 会 館 -77 
22 日 人 大 阪 厚生 年 金 会 館 (大 ) 介 -70 
24 日 中 徳 島 県 郷土 文化 会 館 介 -82 
2 /| 2 日 山形 市 民 会 館 り 旬 -17 
14 日 中 秋田 児童 会 館 人 -22 
15 日 使 青森 市 民 文 ( じ ホー ル 介 -8 
20 日 中 岐 阜 市 文化 セン ター( 小 ) 旬 -62 
21 日 中 四日市 市 民 文 化 会 館 (第 2) 人 -62 
23 日 中 静岡 市 民 文化 会 館 (中 ) 人 -62 


小室 みつ 子 


2 / 2 日 大 阪 IMP ホ ー ル 介 -70 
3 日 ( 昌 名 古屋 FLEX 介 -66 
5 日 旭 メ ル パ ル ク ホ ー ル 東京 人 -27 


米 米 CLUB 


ANTI SHARISHARISM 
2 /27 日 引 浦 和 市 文化 セン ター 旬 -28(SANO) 
28 日 中 浦 和 市 文化 セン ター 角 -28(UNO) 
3 / 3 日 全市 川 市 文化 会 第 介 -28(SANO) 
4 日 (月 市 川 市 文化 会 館 介 -28(UNO) 
6 日 小 福 岡 サ ン パ レス 旬 -130(SANO) 
7 日 中 福岡 サン パレ ス 介 -130(UNO) 
9 日 中 長崎 市 公会 堂 介 -I30(SANO) 
10 日 (日 最 崎 市 公会 堂 介 -130(UNO) 
| 4 日 (本 メル パル ク ホ ー ル 広島 介 -80(SANO) 
5 日 傘 メ ル パ ル ク ホ ー ル 広島 偶 -80(UNO) 
| 7 日 例 ) 愛 媛 県 民 文 ( 会 館 -83(SANO) 
8 日 (月) 愛媛 県 民 文 ( 会 館 -83(UNO) 
20 日 水 香川 県 民 ホ ー レ 介 -82(SANO) 
21 日 中 香川 県 民 ホ ー レ 旬 -83(UNO) 
26 日 人 W 札 脚 厚 生年 金 会 館 人 -I(SANO) 
27 日 引 札 購 克 生 年 金 会 館 介 -1(UNO) 
29 日 命 札 賜 更 生年 金 会 館 介 -I(SANO) 
30 日 ) 札 賜 克 生年 金 会 館 -I(UNO) 
4 / | 日 月 岩 手 県 民 会 館 介 -|23(SANO) 
2 日 W) 岩 手 県 民 会 館 -!23(UNO) 
4 日 相 青 森 市 文化 会 館 介 -1I23(SANO) 
5 日 移 ) 青 森 市 文化 会 館 人 -|23(UNO) 
9 日 新潟 県 民 会 館 介 -124(SANO) 
10 日 引 新 潟 県 民 会 館 W-|24(UNO) 
2 日傘 長野 県 民 文化 会 館 旬 -I24(SANO) 
3 日 仕 長 野 県 民 文化 会 館 介 -|24(UNO) 
16 日 火 神 奈川 県 民 ホ ー ル 介 -126(SANO) 
17 日 路 入 奈川 県 民 ホ ー ル -126(UNO) 
22 日 (月 茨城 県 民 文化 セタ ー 往 -|23(SANO) 
23 日 W 欧 城 県 民 文 化 セタ ー 但 -|23(UNO) 
25 日 本 都 宮 市 文化 会 館 介 -|23(SANO) 
26 日 谷 坪 都 宮 市 文化 会 館 介 -I23(UNO) 
29 日 (月 大 阪 / エ ステ ィ イ バ ル ホー ル 信 -|29(SANO) 
30 日 人 火 ) 大 阪 フェ ステ ィ イ パ ル ホー ル 信 -|23(SANO) 
5 / 2 日 中 有明 コロ シア ム 介 -28 (SANO) 
3 日 令 有 明 コ ロシア ム 、 介 -28(UNO) 
5 日 (日 有明 コロ シア ム 人 -28 (SANO) 
6 日 月 有明 コロ シア ム 人 -28(UNO) 
9 日 ( 朴 名 古屋 セン チュ リー ホー ル 和仁 -66 (SANO) 
10 日 (人 名 古屋 セン チュ リー ホー ル 位 -65(UNO) 
| 2 日 (日 ) 名 古屋 セン チュ リー ホー ル 骨 -66(SANO) 
| 3 日 (月) 名 古屋 セン チュ リー ホー ル 骨 -66(UNO) 
15 日 中 郡山 市 民 文化 セタ ー 仁 -123(SANO) 
16 日 中 郡山 市 民 文化 セタ ー 位 -123(UNO) 
18 日 NHK ホ ー ル 介 -125(NANO) 
19 日 昌 NHK ホ ー ル 125(UNO) 
21 日 ( 火 ) 大 阪 フェ ステ ィ イ パ ル ホー ル 人徳 |29(SANO) 
22 日 水 ) 大 阪 エ ステ ィ バ パル ホー ル 和仁 -|29(SANO) 
25 日 人 京都 会館 (第 | ) 介 -」29(SANO) 
26 日 人 京都 会 館 (第 1 ) -I29(UNO) 
28 日 神戸 国際 会 館 人 W-|29(SANO) 
29 日 小 神 戸 国際 会 館 -|29(UNO) 





6 / 4 日 WO 島 要 市 民 文化 会 館 介 -I30(SANO) 

5 日 引 鳥 柄 市 民 文化 会 館 介 -I30(UNO) 

7 日 例 ) 九 州 厚生 年 金 会 館 介 -|30(SANO) 

8 日 九州 厚生 年 金 会 館 介 -I30(UNO) 
森林 成 一 郎 


2 / 7 日 槍 渋 谷 ク ラブ ・ ク アト ロ 介 -178 


GONTITI 


| /12 日 仕 中 野 サ ンプ ラ ザ ホ ー ル 
介 ル ・ ル ティ モ 傘 03-857-5000 


財津 和夫 


中 must be Crazy" 


12/24 日 月 札幌 市 民 会 館 -2 
26 日 引 仙 台 電 力 ホ ー ル -20 

| / 9 日 引 福 岡市 民 会 館 介 -88 
日 仙 鹿 児島 県 文化 セン ター  W-92 
2 日 中 熊本 市 民 会 館 -88 

2 / 8 日 仙 広 島 市 文化 分 告 セン ター 人 -80 
9 日 詩 ) 高 松 市 民 会 館 -82 


佐野 元春 


“TIME OUT./ TOUR" 


12/24 日 月 神戸 国際 会 館 介 -70 
25 日 神戸 国際 会 館 -70 
27 日 朴 大 阪 フェ ステ ィ バ ル ホ ー ル 人 - 129 
28 日 金 大 阪 フェ ステ ィ パ ル ホ ー ル 129 


1 /12 日 仕 大 阪 ア 休 ー ル レン イ 人 06-3465-5062 


ZIGGY 


“bO0" 


"ALL or NOTHING" 


12/23 日 (釧路 市 民 文化 会 館 介 -| 
25 日 札幌 市 民 会 館 -| 


ノロ に に 
12/28 日 念 CLUB CITTAII 崎 介 -26 
詩人 の 咽 
* 窒 夜 て KAYA" 
| / 1 日 ONISSIN POWER STATION 信 -28 


G.D.FLICKEHS 


12/30 日 分 新宿 ロフ ト 介 -I76 
| /26 日 渋谷 Egg-man 旬 -93 
31 日 相 京 都 BIG BANG -76 
2 / 1 日 仙 神 戸 チ キン ジョ ー ジ 介 -94 
じ - 日 A 
“JUNGLE TROUBLE MAKER" 
12/26 日 引 福 岡 Be-| -85 
29 日 中 大阪 ミュ ー ズ ホー ル 旬 -i29 
| /15 日 原宿 ルイ ー ド 介 -26 


JITTERHIN' JINN 
“スタ ー ラ イト スペ シャ ル " 

12/24 日 (月 宝 ケ 池 国 立 京都 国際 会 館 介 -76 
“CD200 万 枚 突 破 LIVE" 
12/26 日 中 横 兵 アリ ー ナ 介 -28 


上 ん 肛 風 


12/26 日 弥 シ アタ ー ア ブル 骨 ナ ル ル テ 人 人 03-857-5000 
27 日 槍 シ アタ ケー アプル 休 ル ル テ 任 03-857-5000 


the ShamrQack 


“sometimes it's Better than Sex" 


| /| 7 日 中 日 本 青年 館 介 -26 


JUN SKY WALKER[S] 


“LADIES AND GENTLEMAN" 
12/23 日 (日) 倉敷 市 民 会 館 介 -I00 
24 日 月 島根 県 民 会 館 人 -io0 
26 日 引 福 山 市 民 会 館 人 -99 
27 日 槍 メ ルル ツレ ク ホ ー ル 広島 介 -99 
| / 7 日 月 徳島 市 文化 セン ター 介 -1I00 
8 日 WW 香川 県 民 ホ ー ル 旬 -」00 
10 日 (高知 県 民 文化 ホー ル ( オ レン ジ ) 100 
1 日 谷 節 山 市 民 会 館 介 -99 
13 日 (日 山梨 県 民 文化 ホー ル 旬 -28 
5 日 千葉 県 文化 会 館 旬 -28 
I6 日 引 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 旬 -59 
19 日 中 浦和 市 文化 セン ター 介 -59 
21 日 月 市 川 市 文化 会 館 介 -28 
22 日 人 W) 宇 都 宮 市 文化 会 館 旬 -I0 
24 日 只 郡 山 市 民 文化 セン ター 介 -123 
25 日 例 ) 仙 台 市 民 会 館 -I2 
27 日 介 秋 田 県 民 会 館 -I23 
29 日 青 森 市 文化 会 館 -I23 
30 日 引 岩 手 県 民 会 館 -123 
2 / 1 日 仙石 巻 市 民 会 館 -I2 
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4 日 (月 茨城 県 民 文 化 セ ンタ ー W-10 
8 日 側 福 井 フ ェ ニ ックス プラ ザ -77 
日) 金沢 市 観光 会 館 -77 
| 1 日 月 富山 市 公会 堂 人 -77 
12 日 新潟 県 民 会 館 人 -77 
| 4 日 中 長野 県 民 文化 会 館 人 -77 
| 日) 四日市 市 文化 セン ター  ⑲-66 
8 日 (月 岐阜 市 民 会 館 -66 
20 日 引 守 山 市 民 会 館 人 -75 
23 日 圭 大 阪 茂 ホー ル W-1!29 
24 日 ( 晶 大 阪 城 ホー ル W-I29 
27 日 水 り 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル  W-66 
28 日 相 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル  W-66 
3 / 4 日 月 九州 厚生 年 金 会 館 人 ⑳-84 
5 日 WW) 福 岡市 民 会 館 -84 
7 日 相 大 分 文化 会 館 -84 
8 日 命 宮 崎 市 民 会 館 人 -84 
9 日 計 鹿 児島 市 民 文化 ホー ル ( 第 |) -84 
| 1 日 月 熊本 市 民 会 館 -84 
2 日 久留米 市 民 会 館 -84 
14 日 中佐 賀 市 文化 会 館 -138 
|5 日 命 長 崎 市 公会 堂 人 -84 
22 日 令 群 馬 音 楽 セ ンタ ー -10 
23 日 中) 八王子 市 民 会 館 -28 
4 / 1 日 月 福島 市 公会 堂 ⑳-!23 
日) 山形 県 民 会 館 -I23 
4 日 中 出雲 市 民 会 館 介 -I00 
5 日 僅 米 子 市 公会 堂 -I00 
7 日 (奈良 県 文化 会 館 人 -98 
9 日 沼津 市 民 文化 セン ター  -67 
| 1 日 相川 崎 市 立教 育 文化 会 館 -56 
23 日 沖縄 市 民 会 館 -9| 


SHADY DOLLS 


“SHADY DOLLS THE CONCERT" 

| /26 日 千葉 市 民 会 館 ( 大 ) 人 -93 

-_ 28 日 (月 茨城 県 民 文化 セン ター( 引 ) W-I0 
29 日 宇都 宮 市 文化 会 館 (りり 人 -10 
30 日 水 CLUB CITTAII 崎 -93 


障子 久美 


“MOTION & MOMENT" 
| /19 日 名 古屋 ボトム ライ ン 介 -6! 
20 日 介 大 阪 ギ ャ ラク シー ホー ル ⑲-129 
28 日 月 シア ター コク ー ン 介 -43 


すか ん ち 
“LADIES & GENTLEMEN" 
12/23 日 介 豊 橋 か ご や ホー ル  W-6! 
24 日 月 大 阪 ミ ュー ズ ホ ー ル 人 -70 
30 日 昌 NISSIN POWER STATION -27 


7 
純夏 牧 子 
12/23 日 (日 福岡 Be-| -85 
28 日 側 大 阪 ミ ュー ズ ホ ー ル  W- 129 
| /12 日 原宿 ルレ イー ド -26 
20 日 (日 名 古屋 クラ ブ ・ ク アト ロ 介 -66 


STAHDUST HEVUE 


東京 スカ パラ ダイ ス 


レビ ピッ シュ 
ザ ・ ブ ー ム 


156 


*ONE AND MILLONS" 
12/24 日 月 横 兵 文化 体育 館 人 ⑳-26 
| / 8 日 徳島 市 立 文 セ セ ン ター W-82 
9 日 小高 松 市 民 会 館 人 -82 
| 1 日 (全高 知 県 民 文 化 ホ ー ル (オル ンジ ) -81 
| 2 日) 松山 市 民 会 館 (大) -83 
14 日 朋 京 都会 館 (第 !) -76 
|5 日 京都 会 館 ( 第 !) -76 
19 日 寺 沖 縄 コン ベン ショ ン セ ンタ ー 人 -91 
20 日 (日 沖縄 コン ベン ショ ン セ ンタ ー ⑲-91 
23 日 渋 徳山 市 文化 会 館 -80 
24 日 忠広 島 更 生年 金 会 館 -80 
26 日 岡山 市 民 会 館 -80 
27 日 旨 ) 米 子 市 公会 堂 人 -80 
30 日 中 金沢 市 文化 ホー ル W-132 
31 日 朴 富山 県 民 会 館 -|24 
2 / 2 日 長野 市 民 会 館 -I24 
3 日 (日 群馬 音楽 セン ター -103 
5 日 新潟 県 民 会 館 (大) -!24 
14 日 静岡 市 民 文化 会 館 ( 大 ) -67 
20 日 中 宇都 宮 市 文化 会 館 ( 大 ) 人 -25 
21 日 路 茨 城 県 民 文人 セ セ ン ター  W-25 
23 日 ) 福 岡 サ ン パ レス 介 -84 
24 日 ( 日 福岡 サン パレ ス 介 -84 
26 日 鱗 大 阪 フェ ステ ィ パ ル ホ ー ル 介 - 129 
27 日 水 大 阪 フェ ステ ィ バ ル ホ ー ル  - 129 
3 / 1 日 大 阪 フェ ステ ィ バ ル ホ ー ル  W-129 
2 日 仕 ) 大 阪 フェ ステ ィ バ パル ホー ル  ⑲- 129 
4 日 (月 大 阪 フェ ステ ィ バ パル ホー ル  W-129 
5 日 (大阪 フ ェ ス ティ バル ホー ル 介 -129 
6 日 引 大 阪 フェ ステ ィ バ ル ホ ー ル -129 
| 1 日 月 旭川 市 民 文 化 会 館 ( 大 ) W-2 
2 日 札幌 厚生 年 金 会 館 人 -2 
22 日 例 東 京 ベ イ NK ホ ー ル  W-26 
23 日 東京 ベイ NK ホ ー ル 介 -26 


The Street SliderS 


"BIG BEAT DANCE'90-91" 
12/224 日 月 新潟 県 民 会 館 ( 大 ) 人 -95 
25 日 人 W) 長 野市 民 会 館 -96 
27 日 中 藤沢 市 民 会 館 -58 
| / 6 日 昌 日 本 道夫 -28 
9 日 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 人 W-23 
6 日 引 名 古屋 市 公会 堂 人 -66 
17 日 中 名 古屋 市 公会 堂 介 -66 
18 日 仙 名 古屋 市 公会 堂 -66 
20 日 (日 福岡 市 民 会 館 -84 
21 日 月 福岡 市 民 会 館 人 -84 
26 日 札幌 市 民 会 館 -| 
29 日 W) 大 阪 厚生 年 金 会 館 ( 大 ) 旬 -98 
30 日 引 ) 大 孤 厚 生年 金 会 館 ( 大 ) -98 


物流 転 1991" 
| /| 1 田 仙 青 森 ス ペー ス 》8 -12 
12 日 中 盛岡 AUN ホ ー ル 9-12 
14 日 月 仙台 市 青年 文化 セン ター -12 


CONCERT SCHEDUiE 


2 /|9 日 人) 博多 Be-| -193 
20 日 水 博 多 Be-| -I93 
22 日 信広 島 WOODY STREET W-I90 
23 日 大 阪 厚生 年 金 会 館 ( 中 ) 介 -73 
25 日 月 名 古屋 クラ ブ ・ ク アト ロ -6! 
27 日 引 渋 谷 公会 堂 介 -93 


SPARKS GO GO0 


| / 8 日 0 大阪 ミ ュー ズ ホ ー ル 人 W-70 
9 日 水 大 阪 ミ ュー ズ ホ ー ル 人 W-70 

1 日 人 名 古屋 E.L.L. -62 

| 2 日 中 ) 名 古屋 E.L.L. -62 

| 7 日 相 後 楽団 ホー ル -27 


隙 前 魔 TI_ 


* 宮 有害 大 黒 ミサ 行脚 ” 
12/24 日 月 大 阪 厚 生年 金 会 館 旬 -70 
25 日 W) 大 阪 厚生 年 金 会 館 -70 
| /1 2 日) 大 分 文化 会 館 人 -88 
1 4 日 月 福岡 市 民 会 館 人 -87 
15 日 メル パル ク ホ ー ル 広場 介 -99 
9 日 中 静岡 市 民 文化 会 館 -67 
2Z 日 W) 札 幌 厚 生年 金 会 館 -| 
25 日 鉛 仙 台 イ ズミ ティ 2| -I6 
26 日 中 新潟 県 民 会 館 -!24 


Typhoaon NATALI 


| /18 日 例 大 阪 am ホ ー ル W-52 
25 日 念 渋 谷 Egg-man -28 


0 
種 と も こ 

“0・S・0・S" 

| /22 日 W) 名 古屋 市 公会 堂 介 -66 
23 日 9 大 阪 厚生 年 金 会 館 ( 大 ) 旬 -70 

2 / | 日 仙 仙 台 市 青年 文化 セン ター -15 
4 日 月 福岡 都 久 志 会 館 介 -85 
5 日 旭 メ ル パ ル ク ホ ー ル 熊本 W-88 
6 日 引 広 島 県 民 文化 セン ター  W-80 
13 日 KNHK ホ ー ル 人 -125 


た ま 


- ま の お 歳暮 " 
12/26 日 水 / サ ソニ ッ ツ ツ ・ グ ロー プ 座 -46 


TMN 


“RHYTHM RED TMN TOUR" 

12/23 日 (日 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) -66 
25 日 WW 札幌 厚生 年 金 会 館 旬 -! 
26 日 水 札幌 厚生 年 金 会 館 -! 

| / 6 日 (日 鹿児島 市 民 文 化 ホ ー ル (第 |) -84 
7 日 (月 鹿児島 市 民 文化 ホー ル ( 第 |) -84 
9 日 引 福 岡 サ ン パ レス ホー ル  W-84 
10 日 中 福 岡 サ ン パ レス ホー ル -84 
| 2 日 寺 ) 福 岡 サ ン パ レス ホー ル  W-84 
13 日 福岡 サン パレ ス ホ ー ル W-84 
17 日 本 メ ル パ ル レク ホー ル 広 島 -99 
18 日 仙 メ ル パ ル レク ホー ル 広 島 -99 


MANDOM ROCK CONCERT 


24 日 本 メル パル レク ホー ル 広 島 -99 
26 日 愛媛 県 民 文化 会 館 (メイ ン ) -99 
28 日 月 倉敷 市 民 会 館 人 -I00 
29 日 倉敷 市 民 会 館 人 -I00 

2 / 2 日 中 郡山 市 民 文 化 セ ンタ ー -16 
3 日 (日 郡山 市 民 文化 セン ター  -16 
8 日 神戸 文化 大 ホー ル W-98 
9 日 神戸 文化 大 ホー ル W-98 
| 6 日 青森 市 文化 会 館 -I6 
17 日 ( 昌 青森 市 文化 会 館 -I6 
19 日 仙台 イズ ミ テ ィ 2| W-I6 
20 日 約 仙 台 イ ズミ ティ 2| W-I6 
22 日 仙人 仙 台 イ ズミ ティ 2!1 W-I6 
23 日 寺 ) 仙 台 イ ズミ ティ 2!| W-I6 
27 日 引 大 阪 大 ホ ー ル -98 
28 日 中 大 阪 大 ホ ー ル -98 

3 / 6 日 引 代 々 木 競技 場 第 | 体育館 -27 
7 日 (本 代々 木 競 技 場 第 | 体育 館 -27 
9 日 ) 代 々 木 競 技 場 第 | 体育 館 -27 
1 0 日 (日) 代々 木 競 技 場 第 | 体育 館 -27 
12 日 (0 名 古屋 市 総合 体育 館 ( レ イン ボー) -66 
1 3 日 (名 古屋 市 総合 体育 館 ( レ イン ボー) -66 


THE CHECKEHS 


THE CHECKERS 1990 WNTER TOUR "00PS/" 
12/23 日 ( 昌 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル -66 
24 日 月 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル -66 
26 日 渋 日 本 道生 -93 
27 日 本日 本 麗 道 廿 介 -93 
28 日 ⑱ 日 本 麗 道 共 -93 
29 日 日 本 葉 道 館 き -93 


CHAGE S ASKA 


“SEE YA/" 

12/25 日 0 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル 旬 -66 
26 日 引 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル -66 
28 日 鉛 横 兵 ア リー ナ 旬 -28 
29 日 中 機 兵 アリ ー ナ -28 

| / 5 日 中 京都 会 館 (第 !) -Iii6 
6 日 ( 昌 京都 会 館 (第 !) 旬 -Ii6 
1 日 鉛 浜 松 ア リー ナ W-67 
28 日 月 福岡 国際 セン ター  W-85 


すす ゴイ PO 


“FULL HOUSE" 
12/27 日 中 原宿 ルイ ー ド 谷 03-403-0123 


"JUSTICE 


| / 8 日 火 千 葉 県 文化 会 館 旬 -26 
9 日 引 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 坦 -26 
| 1 日 鉛 岐 阜 県 市 民 会 館 旬 -66 
|2 日 中 四日市 市 文化 会 館 . 旬 -66 
| 6 日 中 福井 市 文化 会 館 -77 
18 日 人 新潟 県 民 会 館 旬 -95 
24 日 中 釧路 市 民 文化 会 館 -5 
25 日 谷 問 広 市 民 会 館 旬 -5 





27 日 (日 札幌 厚生 年 金 会 館 -5 
28 日 月 豆 館 市 民 会 館 -5 
30 日 水 札幌 厚生 年 金 会 館 -5 
2 / 6 日 弥 NHK ホ ー ル ⑳-26 
7 日 林 NHK ホ ー ル 旬 -26 
日) 長野 県 県 民 文化 会 館 ( 大 ) -96 
| 1 日 月 徳山 市 文化 会 館 -99 
12 日 W 岡 山 市 民 会 館 -I!00 
14 日 中 高知 県 民 文 化 ホ ー ル -8| 
|5 日 人 松山 市 民 会 館 介 -83 
| 7 日 (豊橋 勤労 福祉 会 館 -66 
| 9 日 (W) 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) -66 
20 日 名 古屋 国際 会 議場 (センチュリー) -66 
23 日 仕 大 阪 フェ ステ ィ バ パル ホー ル  W-98 
24 日 (日 大 阪 フェ ステ ィ バ パル ホー ル  -98 
3 / 2 日 姫路 市 文化 セン ター  ⑲-98 
4 日 (月 徳島 文化 セン ター  -82 
5 日 香川 県 県 民 ホ ー ル -82 
8 日 僅 秋 田 市 文化 会 館 -21 
9 日 青森 市 文化 会 館 -8 
| 1 日 月 山形 県 民 会 館 -2! 
12 日 辺 岩 手 県 民 会 館 -2! 
| 6 日 中 ) 胡 田 市 民 文化 会 館 -67 
17 日 (日 静岡 市 文化 会 館 -67 


DreamSs COme TrUe 


“WONDER3" 
12/23 日 介 神 奈川 県 民 ホ ー ル W-27 
| / 7 日 月 大 宮 ソ ニッ クシ ティ  W-27 
9 日 想 名 古屋 市 民 会 館 -66 
10 日 喉 静 岡市 民 会 館 -67 
2 日 中 渋谷 公会 堂 介 -27 
14 日 月 岩 手 県 民 会 館 -17 
16 日 哨 仙 台 イ ズミ ティ ホー ル W-17 
17 日 虫 郡山 市 文化 セン ター -17 
9 日 侍 ) 名 古屋 市 民 会 館 -66 
21 日 朋 松 山 市 民 会 館 -83 
22 日 香川 県 民 ホ ー ル W-82 
25 日 使 雇 児島 市 民 文化 ホー ル (第 |) -131 
27 日 ( 晶 熊本 市 民 会 館 人 -!3! 
28 日 月 福岡 サン パレ ス  -130 
30 日 中高 知 県 民 文化 ホー ル 旬 -81 
2 /15 日 側 渋 谷 公会 堂 介 -27 


THACY 


| /19 日 NISSIN POWER STATION -28 
永井 真理 子 

HEART BEAT TOUR 1990- こ 1991 
“SPINNING THE WHEEL" 
12/23 日 ( 昌 大 阪 厚生 年 金 会 館 -70 

25 日 W) 写 都 宮 市 文化 会 館 -27 

26 日 水 グ リー ン ホ ー ル 相模 大 野 -27 
| / 7 日 月 大 分 文化 会 館 旬 -88 

9 日 引 長 崎 市 公会 堂 介 -87 

10 日 熊本 市 民 会 館 介 -88 

2 日 中 鹿児島 市 民 文 人 ( じ ホ ー ル 旬 -88 

19 日 仕 末 号 県 民 会 館 -I24 








20 日 人 日 長野 市民 会 館 介 -」24 
22 日 W) 富 山県 民 会 館 人 -」32 
24 日 中 金沢 市 文化 ホー ル 人 -132 
26 日 青森 市 文化 会 館 介 -8 
28 日 朋 仙 台 イ ズミ ティ 2| 但 -17 
30 日 人 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) 介 -66 
31 日 ( 相 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) 介 -66 
2 / 4 日 月 福岡 サン パレ ス ホ ー ル 介 -87 
6 日 引 松 岡市 民 会 館 介 -83 
8 日 信 高 松 市 民 会 館 人 -82 
9 日 中 徳島 市 文化 セン ター 介 -82 
13 日 引 表 田 市 民 文 化 会 館 介 -69 
4 日 相 渋 谷 公会 堂 介 -27 
| 7 日 介 京 都会 館 ( 第 |) 介 -II6 
18 日 月 神 戸 国際 会 館 人 -70 
20 日 紀 中 野 サ ンプ ラ ザ 信 -27 
21 日 中 中 野 サ ンプ ラ ザ 全 -27 
3 / 1 日 合 静 岡市 民 文化 会 館 介 -67 
2 日) 渋谷 公会 堂 介 -27 


長 洋間 
し 


12/25 日 人 W) 熊 本 市 民 会 館 -85 

| / 8 日 郡山 市 文化 セン ター 信 -22 
10 日 朴 青森 文化 セン ター 介 -22 
| 1 日 例 ) 語 山県 民 会 館 介 -22 
17 日 相 機 兵 ア リー ナ 介 -47 
18 日 信 午 兵 ア リー ナ 介 -47 


中 村 あ ゆみ 
“LIVE, LIVE, LIVE-COH./ BROTHER-ー" 
12/24 日 月 メル ルル ク ホ ー ル 広島 介 -99 
25 日 岡山 市 民 会 館 介 -io0 
27 日 朴 CLUB CITTAIHI 崎 介 -28 


NORMA JEAN 


“HELLO// EVERYBODY" 
12/30 日 人 大 阪 ミ ュー ズ ホ ー ル 129 
| /18 日 信 NISSIN POWER STATION 久 -26 


HAHRY JANE 
“ぬり つぶ せ " 
12/28 日 偽 大 阪 MID シ アタ ー 介 -72 


BY-SEXUAL 


“SEXUALITY TOUR" 
12/23 日 介 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 介 -28 
24 日 月 千葉 県 文化 会 館 : 但 -28 
25 日 大 阪 厚生 年 金 会 館 (中 ) -I29 
| / 8 日 人 愛媛 県 民 文 化 会 館 (サブ ) 久 -83 
10 日 内 高 松 オ リー プ ブ ホー ル 介 -82 
| 1 日 傘 六 知 県 民 文 介 ネ ホー ル ( グ リー ツン ) 人 -8| 
22 日 W) 金 沢 市 文化 ホー ル 介 -132 
24 日 中 長野 県 民 文化 会 館 (中 ) 介 -」24 
2 / 7 日 相 青 森 市 民 文化 ホー ル -I6 
9 日 山形 市 民 会 館 人 -I6 


HOUND DOG 


“BACK TO ROCK" 





7( 有 ) START 18:45 | 


日 本 武道 館 
全席 指定 \3,090 


娘 料 金 に は 消費 税 が 含ま れ て お り ま す 。 


12/223 日 旬 藤 井 寺 総 合 文化 会 館 介 -I29 
24 日 (月 朋 井 寺 総 合 文化 会 館 介 -」29 
26 日 路 天 市 民 会 館 人 W-」29 
27 日 相 堺 市 民 会 館 介 -」29 

| / 5 日 中 吹田 市 文化 会 館 介 -!29 
6 日 旨 吹田 市 文化 会 館 介 -」29 
8 日 人 八尾 市 文化 会 館 介 -」29 
9 日 中 八尾 市 文化 会 館 介 -」29 
1 日 僅 名 古屋 白島 セン チュ リー 介 -66 
12 日 人 ) 名 古屋 白島 セン チュ リー 旬 -66 
13 日 介 ) 名 古屋 白島 セン チュ リー 旬 -66 
17 日 内 名 古屋 白島 セン チュ リー 人 -66 
18 日 命名 古屋 白島 セン チュ リー 旬 -66 
23 日 引 機 兵 ア リー ナ 信 -28 
24 日 相 機 兵 ア リー ナ 旬 -28 
28 日 (月 市 川 市 文化 会 館 信 -28 
31 日 槍 山 梨 県 民 文化 ホー ル 介 -28 

2 / 1 日 多 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 介 -28 
2 日 中 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 介 -28 
7 日 中 八王子 市 民 会 館 介 -28 
8 日 命 八 王子 市 民 会 館 介 -28 
4 日 机 千葉 県 文化 会 館 介 -28 
15 日 谷 千 葉 県 文化 会 館 介 -28 
18 日 月 グリ ー ン ホー ル 相 模 大 野 信 -58 
20 日 引 浦 和 市 文化 セン ター 介 -28 
21 日 中 浦和 市 文化 セン ター 人 -28 


BAKUFU-SLUMP 


"ORAGAYO To The 7th Heaven TOUR 1990-|991" 


12/23 日 ( 日 千葉 県 文化 会 館 介 -26 
Z4 日 (月 秋田 県 民 会 館 介 -ie 
26 日 中 青森 市 文化 会 館 -i6 
27 日 只 岩 手 県 民 会 館 介 -」6 

| / 4 日 僅 山 形 県 県 民 会 館 介 -」7 
日 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 信 -17 
8 日 W 徳 山 市 文化 会 館 人 -80 
9 日 紀 メ ルル ツレ ク ホ ー ル 広島 介 -80 
1 日 僅 岡 山 市 民 会 館 介 -80 
14 日 月 松山 市 民 会 館 人 -83 
!6 日 紀香 川 県 民 文化 ホー ル 旬 -83 
7 日 中 高知 県 民 文化 ホー ル -83 
21 日 月 福岡 サン パレ ス ホ ー ル 介 -85 
23 日 引佐 世 保 市 民 会 館 介 -85 
24 日 槍 熊 本 市 民 会 館 介 -85 
26 日 仕 ) 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) 旬 -66 
27 日 (日 ) 名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) 人 -66 
29 日 火 静 岡市 民 文 化 会 館 -67 
30 日 中 静岡 市 民 文化 会 館 介 -67 

2 / 日 向 福井 フェ ニッ クス プラ ザ 信 -97 
日) 金沢 市 観光 会 館 信 -97' 
4 日 月 富山 市 公会 堂 介 -97 
6 日 引 長 野 県 民 文化 会 館 介 -96 
7 日 内 新潟 県 民 会 館 介 -95 
| 1 日 (月 延 賠 総 合 文 化 セ ンタ ー  -92 
13 日 中宮 崎 市 民 会 館 人 -92 
4 日 中 鹿児島 市 民 文化 ホー ル 人 -92 
6 日 計り 衣 田 市 民 文化 会 館 信 -67 
19 日 人 W 名 路 市 民 文化 会 館 介 -」 
20 日 引 帯 広 市 民 文 ( じ ホ ー ル 人 -」 














2/22 人 )ー 2 


ZZ 日 傘 川 市 民 文化 会 館 人 -| 
23 日 仕 札 幌 市 厚生 年 金 会 館 介 -」 


PERHSONZ 


“PRECIOUS ? " 


12/26 日 紀 東 京 ベ イ NK ホ ー ル 介 -27 
27 日 朴 東京 ベイ NK ホ ー ル 信 -27 
| /18 日 償 グ リー ン ホ ー ル 相模 大 野 介 -27 
23 日 躍 山梨 県 民 文化 ホー ル 介 -27 
28 日 月 生 都 宮 市 文化 会 館 介 -27 
30 日 名 古屋 市 民 会 館 介 -66 
31 日 丁 名 古屋 市 民 会 館 介 -66 
2 / 2 日 中 神戸 国際 会 館 介 -70 
4 日 月 松山 市 民 会 館 (大 ) 介 -」54 
MWh bb 介 -I54 
7 日 内 香川 県 民 ホ ー ル 介 -I54 
8 日 人 徳島 市 文化 セン ター 人 -153 
13 日 引 新 潟 県 民 会 館 人 -」3 
4 日 内 新潟 県 民 会 館 介 -」3 
19 日 火 ) 機 須賀 市 文化 会 館 介 -27 
24 日 ( 昌 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 介 -I6 
25 日 月 喜多 方 プラ ザ 信 -Ie 
27 日 紀 茨 城 県 民 文 介 セ ンタ ー 介 -27 
3 / 5 日 巡 ) 作 戸 市 公会 堂 人 O-l6 
6 日 中 秋田 県 民 会 館 旬 -ie 
8 日 鶴岡 市 文化 会 館 介 -Ie 
| 1 日 月 宮崎 市 民 会 館 介 -85 





ZZ た Ko に し Too 忌 
AASSArc け リウ NO 
HooMD PoG」 MI ん A 


12 日 鱗 鹿 児島 市 民 文化 会 館 介 -85 

14 日 中 長崎 市 公会 堂 介 -85 

5 日 合 福 岡 サ ン パ レス 信 -85 

18 日 (月 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -70 

19 日 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -70 

26 日 W) 千 葉 県 文化 会 館 介 -27 

28 日 内 大 宮 ソ ニッ クシ ティ (大 ) 信 -27 

30 日 福井 フェ ニッ クス プラ ザ 、 信 -97 
4 / 1 日 月 石川 県 厚生 年 金 会 館 介 -97 

2 日 人 W) 富 山 市 公会 堂 介 -97 

日 仕 ) 郡 山 市 民 文化 会 館 介 -」6 

7 日 (日 山形 県 民 会 館 旬 -Ie 

9 日 W) 青 森 市 文化 会 館 人 -I6 

10 日 紀 岩 手 県 民 会 館 介 -Ie 

2 日 命 札 肝 厚 生年 金 会 館 -」 

4 日 (日 章 広 市 民 文化 ホー ル 仙 -」 

15 日 (月 北見 市 民 会 館 -」 














PE 了 K の Z 














1/8 火 START 19: 00 


日 本 武道 館 
全席 指定 \4,120 


CN セン ター 営業 時 間 10:00 て 18:00 
ター ーー ト が お 買い 求め で きま す 。 お 気軽 に ご 利用 下さ い 。 


より (3>3257,9999 と な り ま す ) 


21 日 人 徳山 市 文化 会 館 介 -80 
22 日 月 岡山 市 民 会 館 介 -80 
24 日 尿 メ ル パ ル ク ホ ー ル 広島 介 -80 
28 日 介 ) 長 野 県 民 文化 会 館 介 -」3 
30 日 群馬 県 民 会 館 人 W-27 
5 / | 日 長岡 市 立 劇場 信 -」3 
日 人 京都 会 館 ( 第 | ) 介 -70 
7 日 静岡 市 民 文化 会 館 ( 大 ) 、 介 -66 


BAKU 


“BAKU TO THE FUTUERII" 


| /26 日 計 栃 木 会 館 人 -25 


BUCK- TICK 


"5 FOR JAPANESE BABIES" 


12/23 日 介 ) 札 幌 月 寒 グ リー ンド ー ム | 
29 日 中 新潟 産業 振興 セン ター 介 -95 


浜田 省吾 


"ON THE ROAD "90" 


12/23 日 介 過 市 文 ( じ ホー ル 介 -99 
25 日 メル ノ パ レク ホー ル 広 島 -99 
26 日 9 メル ッ パ ルク ホー ル 広 島 介 -99 
| /10 日 内 長崎 市 公会 堂 介 -84 
日 人 長 崎 市 公会 堂 介 -84 
3 日 (日 佐賀 市 文化 会 館 人 -84 
| 4 日 月 佐賀 市 文化 会 館 介 -84 
|6 日 熊本 市 民 会 館 -84 
| 7 日 内 熊 本 市 民 会 館 介 -84 
24 日 只 静 岡市 民 文 化 会 館 全 -67 
25 日 命 静岡 市 民 文 化 会 館 人 O-67 
31 日 呆 高 知 県 民 文化 ホー ル 介 -I00 
2 / 2 日 愛媛 県 民 文 化 会 館 介 -I00 - 
昌 愛 媛 県 民 文 化 会 館 介 -io0 
5 日 徳山 市 文化 会 館 介 -99 
6 日 引山 口 市 民 会 館 介 -99 
12 日 鱗 千 葉 県 文化 会 館 人 O-26 
13 日 中 千葉 県 文化 会 館 人 -26 
21 日 喉 鹿 児島 市 民 文化 ホー ル 久 -84 
22 日 例 鹿 児島 市 民 文化 ホー ル 介 -84 
24 日 (日 高崎 市 民 会 館 人 -84 
25 日 月) 高崎 市 民 会 館 人 -84 
27 日 中 大 分 文化 会 館 旬 -84 
28 日 只 大 分 文化 会 館 人 -84 
3 / 5 日 WW 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 信 -26 
日 紀 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 信 -26 
10 日 (日 札幌 厚生 年 金 会 館  -」 
| | 日 月 札 幌 厚生 年 金 会 館 介 -」 
14 日 中 岩 手 県 民 会 館 介 -21 
16 日 秋田 県 民 会 館 -2」 
| 7 日 (日 秋田 県 民 会 館 介 -2」 


浜田 麻里 


Mari Hamada "90-'91“COLORS" 


| /14 日 富山 県 民 会 館 人 -97 
| 6 日 引 金 沢 市 観光 会 館 介 -97 
| 7 日 相 福 井 市 文化 会 館 介 -97 
19 日 下関 市 民 会 館 介 -97 
20 日 (日 徳山 市 文化 会 館 信 -s0 


@ 年 会 旨 … 


文 資 料 請求 方 法文 
官製 は が き の 裏 に 










500 円 (指定 口座 より 自動 引落 し に な り ま す .) 
信 特 典 … チ ケッ ト 先 行 予 約 プ 情報 誌 の お 届け プ オ リ ジ 
ナル イベ ント ・ 映 画 へ の ご 招待 プ CN 取 扱 商品 
の クレ ジッ ト 販 売 プ 海外 で も 使え る イン ター ナ 
ショ ナル カー ドン 海外 旅行 傷 外 保険 ノ 優待 施 
設 割引 利用 その他 た くさ ん の 特典 を ご 用 意 
し て お り ま す 。 


① い GB② 氏 名 ③ 住 所 ④ 年 令 ⑤ 性 別 ⑥ 職 業 

を 記入 の 上 、 下 記 住 所 まで お 送り 下さ い 。 

!0| 東京 都 千代 田 区 神田 多 町 2-9-6 田中 ビル 4F 
CN カー ド セ ン ター 係 

(今回 の 募集 は 18 才 以上 の 方 に 限ら せ て いた だ きま す ) 


文 情 報 ス タッ フ 募 集 文 
CN で は 現在 、 情 報 ス タッ フ を 募集 し て いま す 。 
詳細 は 03-258-7000 (| 月 | 日 より 03-3258-7000) 遠 藤 まで 


5 凌 RRB 「 


22 日 福岡 サン パレ ス 介 -85 


Z4 日 中 大 阪 厚生 年 金 会 館 (大 ) 129 


25 日 例 ) 大 阪 厚生 年 金 会 館 (大 ) 129 


HAIN-NA 
| /10 日 本名 古屋 ハー トラ ンド 人 -6l 
| 1 日 命 大 阪 am ホー ル 介 -」29 
13 日 則 ) 京 都 ミ ュー ズ ホ ー ル 人 -76 
19 日 中 新潟 JUNK BOX 人 -」| 
23 日 NISSIN POWER STATION 信 -27 


ロン 
“Risky" 


12/23 日 (石川 厚生 年 金 会 館 0-97 
24 日 (月 福井 市 文化 会 館 介 -97 
26 日 引 富 山県 民 会 館 -97 
27 日 中 新潟 県 民 会 館 ( 大 ) 介 -95 
| /10 日 中 宇都 宮 市 文化 会 館 ( 大 ) 介 -105 
14 日 月 岡山 市 民 会 館 介 -80 
| 5 日 (名 古屋 国際 会 議場 (セン チュ リー) -66 
| 7 日 中 静岡 市 民 文化 会 館 介 -67 
2 日語 公 会 堂 介 -41 
22 日 渋谷 公会 堂 全 -4| 
30 日 引 中 野 サ ンプ ラ ザ ホ ー ル 人 -4| 
31 日 内 中 野 サ ンプ ラ ザ ホ ー ル 介 -4| 
2 / 9 日 渋谷 公会 堂 介 -4」 
0 日 (日 渋谷 公会 堂 介 -4| 


ギ 槍 愛理 


“MY DEAR コ ン サ ー ト 
| /28 日 介 ) 価 -125_ 
30 日 約 大 阪 ミ ュー ズ ホ ー ル 介 -」29 


PINK SAPPHIRE 


“Pink-White Xmas Special" 


12/26 日 9 渋谷 公会 堂 介 -26 


BaDy's Breath 


12/24 日 月 CLUB CITTAII 崎 介 -40 

26 日 9 大 阪 バ ナナ ホー ル 旬 -70 

27 日 本 名 古屋 クラ ブ ・ ク アト ロ 介 -66 
| /25 日 谷 )MSSIN POWERSTATION 価 03-205-5270 


FENCE UF DEFENSE 


*GIG ACT-3" 


12/26 日 9 仙台 CAD ホ ー ル 人 W-」6 
27 日 内 仙台 CAD ホ ー ル 人 W-i6 


FARHOCHILD 


" せ か い の う た ” 


| / 9 日 引 仙 台 CAD ホ ー ル 旬 -|7 
12 日 新宿 スペ ー ス ゼロ 人 -93 


FE ン 


“ひと 足早 い C hristmas Present" 


12/24 日 月 大 阪 MODA ホ ー ル 介 -70 
25 日 名 古屋 ハー トラ ンド 介 -」27 
27 日 只 仙 台 青 年 文化 セン ター 
放 プ ロ 全 022-268-0905 
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“Pli:Z 主 催 / "90 年 忘れ 大 感 庄 侍 " 


- 12/28 日 人 MZA 有 明 人 -28 


PRINCESS PFRINCESS 


^Only We Cgn Rock You" 
| / 2 日 引 日 本 葉 道 徐 人 -28 
3 日 相 日 本 道具 介 -28 
18 日 命 札 幌 月 寒 グ リー ンド ー ム W-| 
19 日 札幌 月 寒 グリ ー ン ドー ム 人 W-| 
25 日 剣 仙 台 ス ポー ツ セ ンタ ー 人 W-I6 
26 日 仙台 スポ ー ツ セン ター  W-16 
3 日 槍 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル 人 -66 
2 / | 日 仙 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル 人 W-66 
6 日 水 大 阪 茂 ホー ル W-70 
7 日 只 大 阪 茂 ホー ル -70 
16 日 中 愛媛 県 民 文 化 会 館 ⑳-83 
| 7 日 (愛媛 県 民 文 化 会 館 人 -83 
19 日 9 メルパルク ホー ル 広 島 人 O-80 
20 日 的 メル パル ク ホ ー ル 広島 人 -80 
25 日 月 福 岡 国際 セン ター  ⑲-85 
26 日 W) 福 岡 国際 セン ター 人 ⑲-85 
3 / 8 日 仙 横 兵 ア リー ナ 人 -28 
9 日 | 横 兵 アリ ー ナ -28 
12 日 日 本 武道 共 人 0-28 
3 日 日 本 麗 道 著 介 -28 


THE BLUE HEARHTS 


“EAST WASTE TOUR'90" 
12/24 日 (月 福岡 市 民 会 館 -84 
25 日 W) 福 岡市 民 会 館 人 -84 
26 日 中 福岡 市 民 会 館 -84 


THE BOOM 


“TOUR JAPANESKA" 
12/23 日 (日 群馬 音楽 セン ター W-10 
25 日 人 ) 富 山県 民 会 館 -97 
26 日 小 福 井 市 文化 会 館 -97 
27 日 金沢 市 文 尼 ホー ル -97 
29 日 大 阪 城 ホ ー ル -129 
| /1 6 日 札幌 教育 会 館 -| 
17 日 中 函 角 金 森 ホ ー ル W-| 
9 日 青森 市 文化 会 館 -!7 
21 日 朋 秋 田 市 文化 会 館 旬 -17 
22 日 W) 岩 手 教 育 会 館 -17 
24 日 中 仙台 市 民 会 館 -17 
25 日 仙 郡 山 市 民 文化 セン ター 0-17 
27 日 日 宇都 宮 文 化 会 館 人 -I0 
29 日 W) 松 山 市 民 会 館 -83 
30 日 高知 県 民 文化 ホー ル Q-83 
2 / | 日 信 福 山 市 民 会 館 -I00 
日) 鳥取 市 民 会 館 -I!00 
5 日 静岡 市 民 文化 会 館 ( 大 ) -67 
7 日 本 大 阪 厚生 年 金 会 館 (大 ) -I29 
8 日 金 大 阪 厚生 年 金 会 館 ( 大 ) -I29 
9 日 仕 大阪 厚生 年 金 会 館 (大 ) -I29 
1 日) 渋 谷 公会 堂 -28 
13 日 渋谷 公会 堂 旬 -28 
1 お 上 放 セ プ ュ たか 信 -60 
18 日 (月 渋谷 公会 堂 介 -28 


19 日 (渋谷 公会 堂 -28 
3 / | 日傘 NHK ホ ー ル 旬 -28 


BEGIN 


12/29 日 仕 ) 日 本 青年 館 -26 
| / 8 日 名 古屋 厚生 年 金 会 館 -66 
1 日 中 新 潟 音楽 文化 会 館 -95 


BO GUMBOS 


"MORE JUMGLE GUMBO" 


| / 9 日 中岡 山 市 民 会 館 -I00 
11 日 名 古屋 市 公会 堂 人 -66 
21 日 月 大 阪 厚生 年 金 会 館 -70 
26 日 NHK ホ ー ル 介 -93 


前 田 理 輝 [TUBEJ 


CHANGE OF PACE" 
12/27 日 中 渋谷 公会 堂 人 -26 
| /17 日 中 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 人 -17 
22 日 0 メルパルク ホー ル 福 岡 介 -85 
25 日 合名 古屋 市 公会 堂 介 -66 


THE 真 ふ ブラ ザー ズ 
* 和 控訴 " 


12/26 日 引 浅 草 常盤 -27 
| / 5 日 中 ) 名 古屋 クラ ブ ・ ク アト ロ -6I 


松 商 英明 
* 彩 " 


| / 5 日 鹿児島 市 民 文化 ホー ル ( 第 2) 人 W-139 
6 日 (日) 福岡 市 民 会 館 人 -87 
9 日 中) 仙台 市 民 会 館 -123 
|2 日 侍 ) 金 沢 市 文化 ホー ル -77 
| 4 日 月 新潟 県 民 会 館 -!24 
17 日 中 秋田 市 文化 会 館 人 -15 
22 日 名 古屋 市 民 会 館 -6! 
25 日 欠 メ ル パ ル ク ホ ー ル 広島 -80 
30 日 引 札 幌 市 民 会 館 -| 
2 / 1 日 欠 NHK ホ ー ル 介 -27 
6 日 引 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -73 


松任 谷 由実 


を ミタ J』E さ つ 


「DISTANCE」90 TOUR 


18/26NHK ホ ー ル 


7:00PM 全 指 \3.800 


びあ 、 セ ゾン 、 ニ ッ ボ ポン 放送 に て 


岡村 靖幸 


スペ シャ ルイ ベン ト 
「 年 末年 始 、 
岡村 くん と 過ごそ う . グ 」 


18731 朋 7:00PM 


1/e・3 政 ・4 個 5*6 旧 


チケ ッ ト び ぴあ ノ 03-5@3/-9393 
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POWER STATION 


6:00PM B,B。\2.884 SDS\3.914 


“天国 の ドア " 

12/23 日 介 ) 福 岡 国人 セン ター 介 -130 
27 日 (本 神戸 ボー ト ア イラ ント ホー ル 人 -70 
28 日 信和 戸 ボー ト アイ ラン ド ホー ル 介 -70 

| / 9 日 仙台 市 体育 館 -!23 
10 日 仙台 市 体育 館 ⑲-123 
| 7 日 ( 相 新 当 市 産業 振興 セン ター -124 
18 日 使 新 潟 市 産業 振興 セン ター -124 
30 日 引 幕 張 メ ッ セ 人 -27 
31 日 内 幕張 メッ セ -27 

2 / 1 日 仙 幕 張 メ ッ セ 人 -27 

“SURF & SNOW in Naeba vol.11" 

2 /i 8 日記 19 日 人 20 日 921 日 内 22 日 人 の 
25 日 月 26 日 027 日 9 
苗場 カン ス ホ テル リー ルド カッ プロ ッ ジレ スト ラン W-36 


THE MINKS 
* 東 名 阪 決戦 "30"91" 
| / 8 日 大 阪 厚生 年 金 会 館 -94 


THE MDDS 


“PROUD ONES TOUR" 
| / 9 日 中 日 本 下 道 館 -93 
条 高 千里 
"古今 東西 鬼 が 出る か 蛇 が 出る か ツア ー 
| /14 日 月 阪南 町 文化 セン ター 
介 関 芸 プロ モー ショ ン 傘 075-221-7095 
1 日 中 静 岡市 民 文化 会 館 ( 大 ) -67 
| 7 日 中 田 市 民 文化 会 館 -69 
|9 日 伊勢崎 市 文化 会 館 ( 大 ) -!04 
24 日 相 札 幌 厚 生年 金 会 館 -2 
28 日 月 高松 市 民 会 館 -82 
29 日 メル パル ク ホ ー ル 広島 -80 
31 日 本 メ ル パ ル ク ホ ー ル 福岡 
介 ビ ピッ グ ・ イ ヤー アン ツ 谷 0822-249-8334 
2 / 3 日 (日 鹿児島 文 ( し セン ター  -88 
6 日 水 郡 山 市 民 文化 セン ター( 大 ) 旬 -25 
13 日 引 大 匠 厚 生年 金 会 館 ( 大 ) -70 
15 日 仙 米 子 市 公会 堂 介 -80 
23 日 茨城 県 民 文化 セン ター  -25 
24 日 伸 新 潟 県 民 会 館 ( 大 ) 旬 -!24 
27 日 小中野 サン プラ ザ ホ ー ル  W-26 
28 日 朴 中 野 サ ンプ ラ ザ ホ ー ル  W-26 
3 / 2 日 中 野 サ ンプ ラ ザ ホ ー ル -26 


森田 浩司 
12/25 日 (W) 川 崎 産業 文化 会 館 
(w/ オ メガ 、TWIN FIZZ) 


山口 岩男 
“THE LOST PARADISE" 
2 /| 4 日 槍 大 阪 MID シ アタ ー  W-70 
16 日 中 ) 札 幌 ペ ニー レイ ン 24 提 -| 
18 日 月 名 古屋 FLEX ホ ー ル W-66 
19 日 (W) 日 本 青年 館 -26 


“Songs for 年 


| /14 日 月 広島 WIZ ワ ンダ ー ラ ンド 人 W-99 
16 日 引 福 岡 ビ プレ ホー ル  -87 
19 日 高松 オリ ー プ ブ ホー ル 人 -82 
21 日 月 大 阪 ミ ュー ズ ホ ー ル  -98 
22 日 京都 ミュ ー ズ ホー ル  -98 
24 日 中 名 古屋 ボトム ライ ン -66 


UNICORHN 


* 同 の ケダモノ "TOUR'90^…"91 


12/24 日 月 郡 山 文化 セン ター  -123 
25 日 仙台 イズ ミ テ ィ 2| W-123 
26 日 中 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 旬 -!23 
28 日 使 神戸 国際 会 館 人 -70 
29 日 八尾 市 文化 会 館 旬 -70 

| / 8 日 宇都 宮 市 文化 会 館 -I0 
9 日 渋 八王子 市 民 会 館 旬 -28 
| 1 日 信 札 幌 厚生 年 金 会 館 旬 -| 
| 日 仕 ) 札 幌 厚生 年 金 会 館 ⑲-| 
|5 日 (松山 市 民 会 館 -99 
16 日 哨 メ ル パ ル ク ホ ー ル 広島 -99 
18 日 山口 市 民 会 館 -99 
19 日 徳山 市 文化 会 館 -99 
21 日 (月 倉敷 市 民 会 館 角 -I00 
22 日 錠 福 山 市 民 会 館 ⑲-I00 
24 日 相 神 戸 国際 会 館 介 -70 
26 日 仕 鹿 児島 市 民 文化 ホー ル ( 第 |) -84 
28 日 月 福岡 市 民 会 館 旬 -84 
29 日 (福岡 市 民 会 館 旬 -84 

2 / 1 日 久徳 島 文化 セン ター 旬 -82 

2 日 高知 県 民 文化 ホー ル 電 -81 

3 日 (日 香 川 県 居 ホ ー ル 旬 -8!1 

13 日 中 大 阪 域 ホ ー ル W-70 

19 日 0 名 古屋 レイ ン ボ ー ホ ー ル j-66 
26 日 人 W 長 野 県 民 文化 会 館 -!24 
28 日 躍 山 形 県 民 会 館 -I23 


LINDBEHG 


“BOUND TO THE DREAM TOUR" 
12/26 日 中 調布 グリ ー ン ホー ル 埋 -26 


Heg-WinK 
| /11 日 仙 仙 台 CAD ホ ー ル 電 -123 
4 日 月 札幌 メッ セ ホ ー ル 震 -! 


LA-PPIS ビ H 
* ホ ー ム ラン ツア ー" 
| / 4 日 多 中 野 サ ンプ ラ ザ 旬 -93 
5 日 中 野 サ ンプ ラ ザ 電 -93 
6 日 日 中 野 サ ンプ ラ ザ 電 -93 
| 4 日 (月 戸 国際 会 館 旬 -94 
| 6 日 中 大 阪 厚生 年 金 会 錠 旬 -94 
21 日 月 京 都会 館 ( 第 ) 符 -76 
26 日 中 ) 殴 田 市 玉 文 化 会 館 旬 -6| 





27 日 ( 昌 静 岡市 民 文化 会 館 -6| 
2 / | 日 欠 名 古屋 市 民 会 館 人 -6| 
3 /13 日 引 千 葉 県 文化 会 館 人 -59 
| 4 日 中 清和 市 文化 会 館 -59 
5 日 欠 グ リー ン ホ ー ル 相模 大 野 人 W-40 
18 日 月 群馬 県 民 会 館 人 -I0 
19 日 宇都 宮 市 文化 会 館 -I0 
20 日 引 茨 茂 県 民 文化 セン ター 人 -10 
22 日 命 新潟 県 民 会 館 旬 -|i 
25 日 月 岡山 市 民 文化 ホー ル W-79 
26 日 メル ノ パ レク ホー ル 広 島 介 -79 
4 /1 6 日 錠 青森 市 文化 会 館 -8 
18 日 中 旭川 市 民 文化 会 館 -4 
19 日 命 札 幌 市 民 会 館 -! 
29 日 (月 郡山 市 民 文 化 セ ンタ ー 人 W-17 
30 日 人 仙台 市 民 会 館 -17 


HOSY ROXY ROLLER 


“BEGINNERS LUCK" 
12/26 日 引 渋 谷 Egg-man -I75 


渡辺 美里 


“misato Xmas tokyo" 
12/22 日 | 横 兵 アリ ー ナ W-26 
23 日 (日 横 兵 ア リー ナ 提 -26 


イベ ント 


サン タラ ンド ・ ツ リーin TAMA (仮称 ) る 
12/24 日 月 パレ テ ノ ン 多摩 
休 オ ー エ ンタ ー プ ライ ズ 友 の 会 
会 03-454-2428(16 時 て |8 時 ) 
TVK 二 パチ パチ トマ ト 
12/28 日 金 NNISSIN POWER STATION ⑲-28 
CRACK The MARIAN/De-LAX/TRACY/ 
ほ ゲ スト 
12/31 日 月 新宿 コマ 劇場 介 -28 
[ACT BBY -SEXUAL/SOFT BALLET/ 
LADIES ROOM [ 
[ACT21BKATZE/SHADY DOLLS/ZIGGY/ 
THE STREET SLIDERS 
[ACT3BTHE BOOM/GO-BANG'S/JUN 
SKY WALKER(S)/UNICORN 
ァ ROCKN ROLL BAND STAND 1990-199| 3 
I2/31 日 朋 て 1 / 日 旭 
僅 幕 張 メ ッ セ イベ ント ホー ル 人 -93 
ANGIE/ 筋 肉 少女 帯 /COBRA/THE JOINT 
/TENSAW/THE FUSE/THE BOOM/SHADY 
DOLLS/ZGGY/ 百 井 貴子 /TRACY/THEBELLS 
/BOGUMBOS/MOJOCLUB/RIO/LA-PPISCH 
CLUB CITTAII 崎 介 -40 
[ACTI 電 久 宝 留 理子 /G.D.FLICKERS/ 
STALIN/THE STREET BEATS/SOLID 
BOND/DER ZIBET/HEAT WAVE/The Vin- 
cents/THE POGO/ 有 有機 生命 体 /LINE-UP/ 
LAZY LOU'S Boogie 
[ACT21BYELLOW DUCK/COLOR/ 佐 久間 
学 /GENDAx BENDA/DEVILS/PAN PAN 
HOUSE/RABBIT/ROSY ROXY ROLLER/ 





お か げ け 様 ブラ ザー ズ 
さよ な ら パ ワー ステ ーション 
て 2 年 間 あ り が と う て 


チケ ッ ト セ ゾン ノ 03-5990-9999 CN プレ イガ イド ノ 


安 膝 秀 机 


青空 に 会 いた い 


/16 湊 nISSin 
POWER STATION 


7:00PM B,Bz\3,.090 SDS\4,120 
B。 当 日 \3.399 ぴあ に て 


川村 か お り 
(ml 県 


1/Z3( 小 渋谷 公会 堂 
3 : 6:30PM 全 指 \3.800 
大 江 千 時 
に 8 レス | | 
に 6 8) に 1 ンコ 67 パ 邊 
SENRI OE 
CONCERT TOUR "90-'"91 
「APOLLO, 


19/@4 月 横浜 アリ ー ナ 

1 /B 日 郡山 市 民 文化 セン ター 
1 788W 千 葉 県 文化 会 館 
に に さけ hp た 3 

ど /86 淡 茨城 県 民 文化 セン ター 


各 6:30PM(1/6 の み 6:00PM) 
全 指 \4.120 ぴあ 、 セ ゾン 、CN に て 


びあ 、 セ ゾン に て 


57-9999 INFORMATION FLIP SIDE 03-/70-6633 





福島 高 博 /KENZI/ 有 中 天 / シ ル エ ッ ト 

信 名 古屋 市 総合 体育 館 ( レ イン ボー) -66 
軸 INGRY'S/ 大 沢 誉 志 幸 /the Shamrock/ 
THE HEART/ 清 水 由貴 X<THE PULSAR/ 
Tyhoon NATALi/DIAMOND 交 YUKAI/HAN 
-NA/BARBEE BOYS/BICYCLE/ パ ピロ ン 大 
王 /Baby's Breath/LINDBERG/ 浜 田 条 里 / 
Han-na/BUBBLE GUM BROTHERS 

供 大 阪 駅 西 ロロ コン テ ナ ヤ ー ド 跡地 特設 会 場 介 -129 
[ACTI] 電 UP-BEAT/THE WELLS/AURA/ 
か まい た ち /THE KISDS/ 餃 子 大 王 /GIL- 
MESSIAH/JACO:NECO/Deep & Bites/BY 
-SEXUAL/ 他 

[ACT2【B KUSU KUSU/GRAND PRIX/ 
SHOW - YA/DOVE/DED CHAPLIN/De - 
LAX/TOY BOYS/THE B.B.B. MAD GANG/ 
THE MINKS/ 他 


人 @ 注 旨 邊 野 海 公園 (多目的 広場 特設 ステ ー ジ ) -9| 


HOUND DOG/ 永 井 真理 子 / 十 納 昌吉 & チ 
ャ ンプ ルー ズ 富屋 武 マリ ーWITH メ デ ッ ゥ ー 
サ / ジ ョ ー ジ 紫 プ ロジ ェクト / ワ ルツ / ス ター 
リー& ナ イト / カ プ ブ キ ロ ックス 
念 理 江 利 舞台 (リー・ シ アタ ー) 

問 事務 局 机 03-794-2719 
浅香 唯 / FENCE OF DEFENSE/ 香港 アー ティ スト 
> TOKYO MUSIC STORM 
Moon Light Rock'n Roll Show 
>Public Image の | 週 午 と 

- NISSIN POWER STATION 信 全 03-205-5270 
| / 8 日 火 NDBERG/LU-NA/GENDAxBENDA 
9 日 紀 JACO:NECO0/PASSENGERS 
| 0 日 (中 横 関 教 (佐藤 宣彦 の 閑 重樹 一 / 松 尾 守 人 
1 日傘 末 LESH/ESSEX/SOY SAUCE SONIX 
12 日 寺 )TENSAW 





13 日 (BCOBRA/DOOM 
14 日 月 SHADY DOLLS/THE JOINT 


FILM GIG ら 8 


『 も う 我 昌 で き な い 、 と りあ え ず フィ ルム コン 
サー ト だ /」 
* 血 と 薔薇 に まみ れ て ”" 
2 / 2 日 は 青森 市 民 文化 会 館 人 -I23 
3 日 (日 岩手 教育 会 館 -!23 
4 日 (月 秋田 産業 会 館 人 -!23 
7 日 相浦 和 市 文化 セン ター 介 -59 
10 日 (日 長野 市 民 会 館 -!24 
| 1 日 月 松 本 社会 文化 会 館 人 -124 
12 日 W) 山 梨 県 民 会 館 人 -124 
5 日 信 福 島 市 公会 堂 介 -!23 
16 日 中 仙台 イズ ミ テ ィ 2| 人 -I23 


17 看 介 惣 木 会 館 人 -10 

18 昌 (月 水 戸 市 民 会 館 人 -10 

20 日 小宮 崎 MRT ホ ー ル 介 -130 

21 日 中 鹿児島 市 民 文 化 会 館 -130 

22 日 長崎 市 民 会 館 人 -130 

2 日) 大 分 農業 会 館 人 -130 

25 日 月 メル パル ク ホ ー ル 熊本 介 -130 

26 日 メル パリ ルク ホー ル 福 岡 但 -130 
3 / | 人 潟 県 民 会 館 人 -124 

2 日 は ) 富 山県 民 会 館 ⑲-132 

5 日 0 福井 市 文化 会 館 ⑲-132 

7 日 中 高松 市 民 会 館 人 -82 

8 日 人 肖 媛 県 民 文化 会 館 (サブ 人 -83 

10 日 (高知 RKC ホ ー ル 人 -81 

1 日 (徳島 卿 文化 会 館 0-82 

13 日 択 京都 会 館 (第 2) -76 





| 4 日 ( 相 神 戸 国際 会 館 -I29 

|5 日 命 静 岡市 民 文化 会 館 旬 -67 

8 日 (月 札幌 市 民 会 館 介 -| 

19 日 巡 旭 川 市 公会 堂 -| 

20 日 中 北見 経 斉 セ ンタ ー 介 -| 

22 日 命 大 阪 厚生 年 金 会 館 介 -129 

23 日 中 名 古屋 市 公会 堂 -66 
y BEAT NOUVEAU 
| /27 日 (日 大 阪 MP ホー ル 科 M80ZR06-354-8023 
PCASSO / BL・Wal / KRYZLER&KOMPANY 
の - 遊 佐 未 森 /BEGIN 
食 東 京都 内 (市 外 局 番 03? の 局番 は 来年 
| 月 1 日 より 局番 が 4 ケタ に 。 今 まで の 
局番 の 頭 に 3 を つけ て ダイ アル を 。 












SW 


1 WES ら 容 有 ||-613-90OU 

p ユア ソン グ き | |-67]1-7301 

3 アワ ー ズ 容 0 有 ]1-581-6588 

4 コス モ プ ロモ ーション 傘 有 166-5-4046 
5 フェ ステ ィ バ ル 傘 |-85]-B87D 

B メロ ディ ー パ ー ク 容 0138-53-978/ 

7 HA 日 開発 谷 0177-39-166| 

B コル クボ ー ド 全 0l77-23-844 

d 青森 芸 協 傘 0177-35-3939 

10 アク ト 傘 0eB6- ど Il-Ce4| 

11 アー リー・ タ イム ス 容 085-g41-1444 

16 フラ イン グハウス 傘 0ee- ど 9d7-6304 

13 アッ プラ イト カン パニ ー 容 0Ue5-687-1358 
14 うた の や ど ご 会 0e58-66-3313 

15 MG コー ポレ ーション (秋田 ) 傘 0188-34-8558 
16 MG コー ポレ ーション 人 容 082-8e-400U 
17 GIP 佐 UP2- ど PE-U83 

18 フォ ル テ ( い わき ) 傘 0e46-26-BB00 

19 フォ ル テ ( 都 山谷 0649-38-4064 

0 ノー スロ ー ド MUSIC 傘 0e6-8-0700 
1 ノー スロ ー ド (秋田 ) 傘 0188-33-7100 
リバ ー シ テ ィ オ フィ ス 谷 0188-35-1805 
3 MUSIC ギル ド ( 仙 台 ) 谷 066-ge6-g033 
4 ワン ダー ラン ド 容 063-35-4850 

5 フリ ッ プ サイ ド ( 宇 都 宮 ) 傘 UP86-33-1009 
6 フリ ッ プ サイ ド (東京 ) 傘 03- 770-8889 
7 ホッ トス タッ フ 容 03-B57-9838 

8 ディ スク ガレ ー ジ 傘 03-5704-3800 

Pd アド ・ ス テー ジ 容 03-479-34Z6 

30 ミッ シュ マッ シュ 傘 03-488-5151 

31 MUSICAL ス テイ ショ ン 容 03-34|-31I1 
3P ハン ズ 容 03-470-360] 

33 ダス トコ ー ポ レー ショ ン 傘 03-780-0504 
34 スワ ッ ト 人 容 03-463-6100 

35 バッ クス テー ジ (東京 ) 谷 03-666-/577 


35 キャ ピタ ル ヴ ィ レッ ジ 傘 03-404-7500 
37 チケ ッ ト び ぴあ (東京 ) 傘 03-5637-9999 
38 チケ ッ ト び ぴあ ( 名 古屋 ) 谷 05P-380-9889 
39 チケ ッ ト び ぴあ (大 阪 ) 谷 06-363-9899 

40 CLUB CITTA 川 崎谷 044-g44-7888 
4| アー ク 容 03-3]-8B44 

46 アイ スリ ー プ ロモ ーション 容 03-547B-0453 
43 ステ ー ジ フラ イト 傘 03-498-0UU4 

44 スタ ッ フ ・ ギ ャ ング 谷 03-496-1199 

45 NHK サ ービス セン ター 傘 03-464-0I14 
46 PDM フ ァ ン クラ ブ 傘 03-5873-0173 

47 マー マレ ー ド 傘 03-496-/449 

48 チア リン グハウス 谷 03-5485-6854 

49 ユイ イン フォ メー ショ ン 傘 03-4e3-9893 
50 コッ キーF. 〇 傘 03-716-400O 

51 CS. アー ティ ス ツ 傘 03-5474-958e 

5 キテ ィ ・ ア ー テ ィ ス ト 傘 03-/-78II 

53 カレ イド スコ ー プ 容 03-490-4666 

54 シ ンコ ー ミ ュー ジッ ク 仙 3-E9e-/91 
55 HIP LAND・M (東京 ) 人 03-498-1845 
556 た むと む ス コー プ 谷 045-551-3491 

57 KM ミュ ー ジ ッ ク 容 045-6U1-9889 

5B8 シャ ム 獲 企画 谷 0465- ど 4-108 

59 バッ クス テー ジ 容 04BB-66-38B8 

6U オー バー レコ ー ド 容 0584-78-1671 

B1 ジェ イル ・ ハ ウス 容 0U52-936-604| 

5 ジェ ッ ト プ ラン ニン グ 傘 058-937-6651 
53 ブレ ー ン ・ ト ラス ト 傘 05e-263-9115 

54 ジョ イナ ス 傘 056-96-1807 

5 アス ター ミュ ー ジ ッ ク 容 05e-83]-36g] 
B6 サン デー フォ ー ク 容 058e-320-8100 

57 サン デー フォ ー ク 静岡 谷 054e-B4-9993 
58 ビー トク ラブ 傘 0548-73-4444 

69 遠 文 連 谷 0534-54-9989 

7D サウ ンド クリ エー ター 傘 05-351-9800 
7| サモ ン MUSIO 傘 06-C5 ど -5635 

7P スタ ー ラ イト 傘 06-533-6699 

73 GRHEENS( 大 阪 ) 谷 05-454-8834 

74 あん だ ん て 谷 07727-6-5590 

75 スタ ッ ク オ リエ ン テ ー シ ョ ン 容 075-/g|-440e 


The 
Shamrock 


Sometimes 
It's Better Than Sex 


1717 條 日 本 青年 館 


7:00PM 全 指 \3.090 
ぴあ 、 セ ゾン に て 


765 音楽 企画 傘 075-e31-7776 

77 サウ ンド アー チ ス ト 人 容 07Be-91-/80D 
78 ビッ グ ワ ンプ ロ 傘 0764-96-4400 

79 ユニ オン 音楽 事務 所 谷 08e-4/-BIll 
80 CANDY・ 傘 08e-g49-8334 

B] デュ ー ク 容 08B8-31-P0Z0 

Be デュ ー ク ・ 高 松谷 0B7B-ee-C50U 

B3 デュ ー ク ・ 松 山谷 0B99-47-3535 

4 くす MUSIO 傘 08e-791-0389 

85 フ ビビ A 傘 096-/16-4PI 

BB6 フラ ッ グ スタ ッ フ 傘 03e-/13-/68] 
87 ブレ イン ズ 容 096-771-B1g1 

BB8 ピッ ツバ ー グ ユニ オン 傘 096-356-1BDB8 
BB マッ プ 谷 0985-Z7-1888 

0 学 音 谷 0985-e9-@751 

1 PM エ ー ジ ェ ン シー 谷 09B8-64-1616 
9e K&M 会 099e-3-7710 

93 SDGO (東京 ) 谷 03-405-9989 

94 SDGO (人 基 阪 ) 傘 05-344-3386 

5 F0( 新 潟 ) 谷 025-9-50DD 

96 F0 日 (長野 ) 谷 UP6e-g/-5588 

97 F0 日 (金沢 ) 谷 07Be-3e-@4Z4 

98 夢 番地 (大 阪 ) 谷 06-341-3565 

99 夢 番地 (広島 ) 谷 086-648-3571 

男 夢 番地 (岡山 ) 谷 0B6e-31-3531 

史 音 協 ( 室 蘭 ) 谷 0143-44-99Ze 

目 音 協 ( 前 橋 ) 谷 0276-38-101e 

| 音 協 ( 高 崎 ) 谷 0P73-86-7145 

IM 音 協 ( 桐 生 ) 傘 077-53-3133 

価 音 協 (栃木 ) 谷 02BB-ge-41H] 

師 音 協 ( 茨 城 ) 谷 0694-e-5330 

上 音 協 ( 東 京 ) 谷 03-13-8591 

圏 音 協 0 吊 崎 ) 谷 044-ee6-3090 

陣 音 協 ( 神 奈川 ) 谷 045-641-1649 

上 音 協 ( 厚 木 ) 谷 0462-@3-64I 

上 | 文化 放送 谷 03-357-1111 

II 音 協 ( 埼 玉 ) 谷 0486-47-410D 

上 上 8 音 協 ( 甲 府 ) 谷 0552-35-3975 

ll4 音 協 ( 静 東 ) 谷 0559-31-7078 

中 音 協 ( 大 阪 ) 谷 06-341-B638 


ll 音 協 ( 京 都 ) 谷 075- ど 11-0e61 

7 音 協 (長崎 ) 信 0958-4-3111( 内 線 Z30) 
Il8 音 協 ( 鹿 児島 ) 信 0996-66-3465 

上 上 秋田 新 音 谷 0188-33-8314 

開 盛岡 新 音 谷 0196-51-4036 

回 大 阪 新 音 谷 06-341-054/ 

I 交 キョードー 札幌 容 有 |- 可 1- 有 144 

較 キョ ー ド ー 東 北谷 0Pe-Cd3- ど 1B8 

| キョ ー ド ー 北 陸 谷 0e5-g40-Z633 

| 全 キョ ー ド ー 東 京 傘 03-5637-900O 

| 全 キョ ー ド ー 横 浜谷 045-G5 ビ -9993 

| キョ ー ド ー 名 古屋 谷 056-96e-0511 

| 遇 キ ョ ー ド ー 静 岡谷 054-53-553g 

キョ ー ド ー 大 阪 傘 06-345-6500 
キョ ー ド ー 西 日 本 傘 09e-/14-0159 

| キョ ー ド ー 西 日 本 ( 本 ) 傘 086-354-677g 
I キョ ー ド ー 北 陸 金 沢谷 075e-60-0989 
| 労 音 ( 東 京 ) 谷 03-665-361 

| 労 音 (相模 原 ) 谷 0427-56-1943 

生 人 ハマ オン 傘 045-64E-1155 

貞 労 音 ( 名 古屋 ) 信 052-932-08ZB 

半 労 音 ( 姫 路 ) 谷 0796-88-6600 

開 労 音 ( 佐 賀 ) 谷 0952-6-6361 

敵 労 音 ( 州 ) 谷 0952-86-g351 

I4 労 音 ( 鹿 児島 ) 谷 0996-3-846 

l4| 民 音 (北海 道 ) 谷 有 | 1-648-5601 

I@ 民 音 (東北 ) 谷 0P69-96-1371 

I48 民 音 (東京 ) 谷 03-363-9151 

l4 民 音 (東海 道 ) 人 045-256-U50I 

| 操 民 音 ( 中 部 ) 谷 056-61-5381 

Il 仙 民 音 ( 関 西 ) 谷 05- 758-363g 

I47 民 音 (金沢 ) 傘 0762-66-0956 

員 民 音 ( 中 国 ) 谷 08e6-67-0085 

人 民 音 ( 四 国 ) 谷 0B98-46-0103 

圏 民 音 ( 九 州 ) 傘 096-71-1831 

回 東海 ラジ オ 傘 056-951-P55 

上 ラグ 傘 0839-e5-6B43 

岡 SOLD OUT MUSIC 人 08B86--3488 
MCAT KIDS CLUB 会 0888-BC-/86/ 
打上 FM サ ービス 容 0958-ZB-1333 


還 不 彩子 ]st TOUR 


GOLDEN AGE DREAM 
1/18 仕 


原宿 ルイ ー ド 6:00PM 


全 目 \2.575 ぴあ 、 ル イー ド に て 


ROCK HEAD 0UUARTER Vol.2 


THE BOOM 


也 札幌 ペニー レイ ン C4 谷 有 |1-644-1811 

思 青森 スペ ー ス 人 鶴 有 177-77-4770 

圏 秋田 フォ ー ラ スモ ー ニ ング ムー ン き 0188-35- ど BB4 
岡 仙台 AD ホー ル 佐 UPe- ど 61-BB38 

仙 仙台 フォ ー ラ スモ ー ニ ング ムー ン 人 き 0ZZ-6654-BI70 
新潟 ウッ デイ 会 UP5-6C4-4585 

也 新潟 CLUB JUNK BOX 佐 0P5-Z8-1494 
了 仙 長野 り 傘 UP6e-35-UUBD 

台 金沢 バン バン V 4 傘 07B8e-63- 7565 

和 人 前 橋 ラ タン 容 0P72-34-6365 

大 水戸 サン トピ ア 傘 029e-Z6-3131 

所 大 宮 フ リー クス 人 容 04B6-4e-3315 

聞 本 八幡 ルー ト 14 佐 0473-65-3086 

剛 横 浜 ビ ブレ ホー ル 傘 045-314-1003 

横 浜 /th ア ベニ ュー 傘 045-641-Z484 

上 横浜 CLUBZ4 全 045-5-g4Z4 

IP 藤沢 BUW 合 0466-7-556U 

上 交 渋谷 TAKE 0FF7/ 傘 03-47/-5876 

4 渋谷 ラ ・ マ マ 傘 03-646-UBUI 

怖 渋 谷 エ ッ グ マン 傘 03-496-156] 

I 放 新宿 ロフ ト 容 03-365-0B98 

7 サウ ンド ハウ ス 傘 03-358-3511 

I 胃 渋谷 クラ ブ ・ ク アト ロ 傘 03-477-B750 

I 胃 名 古屋 クラ ブ ・ ク アト ロ 容 056-664-8811 
回 名 古屋 ハー トラ ンド スタ ジオ 谷 058-606-1351 
旧名 古屋 E.L.L 傘 052-601-5004 

I 也 豊橋 か ご や ホー ル 佐 53-5-6B55 

交 大 阪 バ ナナ ホー ル 傘 06-36]1-688| 

隅 大 阪 ミ ュー ズ ホ ー ル 会 0B- ど 45-5388 

上 大 阪 adm ホ ー ル 傘 05-316-1777 

芳 大 阪 バ ー ボ ン ハ ウス 傘 0B-378-1018 

上 京都 人 秦 谷 075-351-1381 

剛 京都 BIG BANQO 谷 075-655-1596 

開 神戸 チキ ンジ ョ ー ジ 容 0/7B-39e-0146 

較 広 島 WOOUDY STHEET 人 08e-Z48-B187 
回 福岡 ビブ レ ホ ー ル 谷 096-714-@1g1 

上 福岡 徒 楽 夢 要 096- 711-UI5] 

韻 福岡 Be- | 傘 09e-481-/B8I 

了 晃 小倉 IN&ODUT 傘 093-531-5816 

隔 熊本 イエ ロー スタ ジオ 傘 096-358-5671 


出演 :AION、DED CHAPLINUHATTLE SNAKE、 


MOD TUNES(From Band BaCkers) 











TOUR THE LOST PARADISE 
_/19 日 本 青年 館 


6:30PM 全 指 \3.090 


「TOUR JAPANESKA 」 1/18 財 クラ ブチ ッ タ 川崎 5.oopM 全 目 yz sno び ぁ 、 セ ソン に て 


1/Z5 移 
郡山 市 民 文化 セン ター 


と ハー 
ぴあ 、 セ ゾン 、CN、 6:30PM 全 指 \3.090 


F・TIC 03-359-1110 に て 


1 月 1 日 より 電話 番号 が 変わ り ま す 。 03-3770-8899 


びあ 、 セ ゾン 、CN、 会 場 に て 


表示 価格 に は 消費 税 が 含ま れ て お り ま す 。 
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売り た し 





信楽 器 

還 マ ンド リン を 5 万 円 で 売り ます 。 チ ュー 
ナー、 ピ ッ ク 、 ケ ー ス 付き で す 。 ほ と ん ど 
使っ て ませ ん 。W ハ ガキ で 連絡 を 。 


〒379-23 群馬 県 新 田 郡 笠懸 町 久 宮 69- 


24 今泉 明美 

詳 カ シオ の キー ボー ド SK-| を 別売 アダ プ タ 
ー、 ソ フト ケー ス 付 き で 1 万 円 ベー ス ア 
ンプ トム ソン BX-Il (新品 ) を 8000 円 で 売 
り ま す 。 送料 は 負担 し ます 。W ハ ガキ で 連 


絡 を 。 

〒891I-92 鹿児島 県 大 島 郡 知名 町 田 皆 
352-9 PA 

較 ヤ マハ の キー ボー ド PSR-47 を スタ ンド 、 


説明 書付 き で 48MEuNMA くだ さ 
い 。 送料 負担 し て くれ る 方 、 連 絡 を くだ さ 

1 へ 

〒727 広島 県 庄 康 市 上 原町 1805-9 人 
下 上 恵子 

詳 ハ リー の ギタ ー ( 黒 ) を スト ラッ プ 、 ケ 
ー ス を つけ て 2 万 3000 円 で 。 送料 負担 し て 
くれ る 方 、 ま ず は W ハ ガキ で 連絡 を くだ さ 
い 。 


〒673 兵庫 県 明石 市 中 崎 !-1-1-I25 今 
地 暁子 

国 森 純 太 モ デル の ギタ ー を 売り ます 。 色 は 
白 。 そ の 他 に ケー ス ・ ア ンプ ・ シ ー ル ド ・ 


スト ラッ プ ・ ピ ッ ク ・ 教 本 を つけ ます 。 こ 
れ を 8 万 <6 万 ぐら いで 。 無 キズ で 、 そ ん 
な に 使っ て いま せん 。 送 料 負 担 し て くれ る 
方 、 待 っ て ます 。 W ハ ガキ で 、 ま ず は 連絡 を 。 
〒069 北海 借 エ 絢 市 野 購 松 並 町 1-7 吉 
田 実 苗 (| の 

較 ヤ マハ の ギタ ーMG-M、 青 で B'z の 松本 孝 
弘 さ ん モデ ル で す 。 65 万 5000 円 で 購入 の も 
の を 、 で きれ ば あな た の 希望 価格 で お 売り 
する つも り で す 。 ま だ 買っ て か ら 2 か 月 ほ 
ど で す 。 ほ ば ぼ 新 品 で す 。 ハ ガキ で 連絡 くだ 
さい 。 

〒343 埼玉 県 越谷 市 花田 1-10-6 武山 
美幸 

較 ド ラム セッ ト を 4 万 円 十 送 料 で 。 も し く 
は 、 2 万 円 キト トレ ー ニ ング ドラ ム と 交 換 し 
て くだ さい 。W ハ ガキ で 連絡 を 。 
〒779-47 徳島 県 三好 郡 三 加 茂 2806-2 
青山 めぐ み 


久 そ の 他 

計り UP-BEAT の デビ ュー 当時 か ら の ポス タ 
ー、 コ ン サ ー ト パン フ を 売り ます 。 リ スト 
を 送る の で W ハ ガキ で 連絡 を 。 

〒981-I2 宮城 県 名 取 市 植松 4-18-41! コ 
ー ポ や まめ ⑦⑳202 号 室 赤井 洋美 

較 BARBEE に 関す る 物 (本 、 ポ スタ ー な ど ) 
を 格安 で 売り ます 。 ま ず は W ハ ガキ で 連絡 

















過 加 公演 


@1713 日 | ON SALES 
びあ 、 セ ゾン 、CN に て 




















ぴあ 、 セ ゾン 、CN に て 
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cg 
条 高 千里 
森高 千里 コン サー ト ツ アー 
“古今 東西 、 哉 が 出る か 蛇 が 出る か ツア ー" 


93 日 ・4 朋 中 野 サ ン ブ ラ ザ 


06 小郡 山 市 民 文 化 
0 /p 信 茨城 県 民 文化 セン ター 


p/270・P8 朴 ・3/6 人 中 野 サ ンプ フ ザ 


各 B:30PM(3/3 の み 6:00UPM) 全 指 壮 3.5U5 





B 1CHIBA 


売り た し ・ 買 いた し ・BetC. 


を 。 
〒326 栃木 県 足利 市 今福 町 709-7 満 川 
昌美 
較 大 江 千 里 の ツア ー パ ン フ 、^AVECY 
*OLYMPIC ヾ 1234 の 3 冊 を まとめ て 売り 
ます 。 希望 価 格 を 書い て 、W ハ ガキ で 連絡 
を 。 
〒049-35 北海 道 山越 郡 長万部 町 中 の 沢 
浅野 三枝 子 
国 * 炎 ま を 処分 する の で 、 欲 し い ア ー テ ィ ス 
ト の 切り 抜き を 売り ます 。 希 望 の アー ティ 
スト 名 を 書い て 62 円 切手 同封 で お 願い し ま 
す 。 B'z に 関す る も の と 交換 な ら も っ と いい 
で す ヨ / 
〒27| 千葉 県 松戸 市 栄町 8-700-32 岩 
上 恵子 
還 B-T、 レ ビッ シュ 、 プ リプ リ 、B'z、 ザ * 
ブー ム 、 米 米 ク ラブ の 切り 抜き リス ト を 送 
る よん 。 ユ ニコ ー ン の も の と 交換 で も い 
いで す 。 (62 円 切手 同封 CrW ハ ガキ で ) 
〒289-24 千葉 県 西表 郡 野 栄 町 柏田 浜 
795| 江波 戸 み さ 子 
還 久 保田 利伸 さん に 関す る も の を 売り ます 。 
リス ト を 送る の で 連絡 くだ さい 。 送料 負担 
し て くだ さい ね 。 
〒|94 東京 都 町 田 市 成瀬 が 丘 2-34-13 
佐藤 有希 
一 (SW、B-T、 米 米 、 プ ブリ <^ 高野 、 
FUSE、AURA、 ブ ル ハ 、 レ ビ 、ZIGGY、 チ 
ェ 、X な どの 切り ぬき 、 ボス ター な ど 30 の 
アー ティ スト に 関す る も の を 売り ます 。 他 
に も いろ な アー ティ スト の も の が ある よ 。 
62 円 切手 同封 で ご 連絡 を 。 欲し い リ スト 名 
と 住所 と 名 前 も 忘れ ず に 。 
〒086-05 北海 道 野付 郡 別海 町 床 丹 5-55 
須藤 和美 
較 LA-PPISCH に 関す る も の を 売り ます 。 希 
望 の 方 は 62 円 切手 同封 で 連絡 くだ さい 。 
〒554 大 阪 府 大 阪 市 此花 区 高見 1-8-17 
山岡 里 栄子 
証 米 洲 CLUB に 関す る も の (切り 抜き ) を 売 
り ま す 。 欲し い 方 は W ハ ガキ で こ 連 絡 く だ 
さい 。( な る べく 安く 売り た いと 思っ て ます ) 
〒243-04 神奈 川 県 海老 名 市 国分 2022 
小野 沢 マ ンション II0 号 林田 由美 子 


買い た し 
@ 楽 器 


較 ヤ マハ B200 を 6 万 7 万 て 。 付属 品 、 キ 















1/8W 千 葉 県 文 1 に 人 
1/9K 大 宮 ソ ニッ クシ ティ 
p/BK・7 林 NHK ホ ー ル 


各 6:30PM 全 指 半 3.14 


ズ の 有無 な ど 希 望 価格 を 書い て W ハ ガキ で 
お 願い し ます 。 . あ な た の 代わ り に か わい が 
り ま す 。 

時 青森 県 むつ 市 栗山 町 9-46 相 内 幸 


UN 、 ックス を ケー ス 付 き で 2 


万 5000 円 くら いで 売っ て くだ さい 。 詳し い - 


こと は ハガキ か 封書 で 連絡 くだ さい 。 送料 
は こち ら で 人 負担 し ます 。 

〒682 鳥取 県 倉吉 市 宮 州 町 2-63 岡本 恭 
ーー 

較 ヤ マハ の EOS-B200 と スタ ンド 、 ボ イス 
カー ド な ど を セッ ト で 譲っ て くだ さい 。 ま 
ず は 希望 価格 な どの 詳細 を 書い て ハガキ で 
連絡 お 願い し ます 。 

〒950-33 新潟 県 豊栄 市 川西 3-5-37 宮 
川 弘 美 

詳 エ レキ ギタ ー (ソフ ト ケ ー ス 付き ) を ! 
万 5000 円 以内 で 売っ て くだ さい 多少 の キ 
ズ は 、 か まい ませ ん 。 教本 ・ ピ ッ ク etc…… 
付け て くれ た ら う れ し い で す 。 色 ・ メ ー カ 
ー・ 希 望 価格 な ど 詳し く ハ ガキ に 書い て 連 
絡 を くだ さい 。 

〒988 宮城 県 気仙 沼 市 本 浜町 2-6-12 
伊藤 竜介 

較 ト レー ニン グ ド ラ ム を | 万 円 前 後 で 。 も 
ちろ ん 送料 は ょ 負担 し ます 。 多 少 の キズ が あ 
っ て も バッ チリ 0K で す 。 W ハ ガキ に 詳し く 
書い て 、 な る べく 早く お 願い し ます 。 
〒284 千葉 県 四街道 市 大 日 60-7 谷合 瑞 
穂 

還 メ ー カ ー は 問い ませ ん が 、 で きる な ら フ 
ェ ル ナン デス TE-80BT が いい で す 。 な けれ 
ば 、 別 の メー カー で も いい で す 。 白 or 黒 の 
ギタ ー に アン プ を つけ て 、 1! 万 て 2 万 円 ぐ 
らい で 譲っ て くだ さい 。 送 よ 負担 し ます 。 
まず は W ハ ガキ か 62 円 切手 同封 で 。 
〒861-46 熊本 県 上 益城 郡 甲佐 町 中 横田 
564 本 田 志保 

較 ヤ マハ の EOS-B200 を 説明 書 、 ア ダ プ タ 
ー つ き で 、 5 万 円 で 売っ て くだ さい 。 ケー 
ス や スタ ンド つき だ と 、 そ れ な り に お 値段 
UP/ 送料 当方 負担 。 まず は W ハ ガキ で 連 
絡 を 。 

〒801 福岡 県 北九州 市 門司 区 大 久保 3-5- 
2-502 日 山 和 美 

較 ヤ マハ の ベー ス を 売っ て くだ さい 、。 錠 望 
は 白い PJ タイ プ の も の (ヤマ ハ RBS-MS200 
な ど ) で ソフ ト ケ ー ス 、 ア ンプ つき で お 顧 
いし ます 。 多少 の 傷 は 気 に し な いし 、 ア ン 
プ も 小さ いも の で いい ん で す 。 送料 は こち 


徳永 身 明 


CONCERT TOUR "90-91「JUSTICE」 


3/P5( 月 横浜 アリ ー ナ 


@1/20 月 ON SALE 
チケ ッ ト び ぴあ 03-5e37-9955 
チケ ッ ト セ ゾン 03-5980-381 











ら で 負 担 し ます の で 、 3 万 円 前 後 で の ご 連 
絡 を お 待ち し て いま す 。 

〒270-IF 千葉 県 我 丈 子 市 湖北 人 台 7-41- 
402 那須 野 淳 

還 エ レキ ギタ ーor エ レキ ベー ス を 売っ て く 
だ さい 。 で きれ ば 、 アン プ や 教本 etc… な 
ど を つけ て くれ れ ば うれ し いで す 。 な く て 
も いい で す 。 多少 の 傷 は OK で す 。 連絡 くだ 
さい 、 待 っ て ます 。 

〒34| 埼玉 県 三郷 市 戸 ヶ 崎 |-534-4 尾 
花 将 幸 

較 ヤ マハ の シン セ SY55 か V50、 ま た は ロー 
ラン ド の シン セ D50 を 付属 品 、 説 明 書付 き で 
6 万 円 前 後 で 。 多 少 の 傷も 0K。 

〒969-1I6 福島 県 伊達 郡 又 折 町 陣屋 40- 
| 須藤 佐智 子 

@ そ の 他 

麗 PERSONZ に 関す る グッ ズ 、 切 り 抜き な ど 
を ぜひ 譲っ て くだ さい 。 (特に 藤田 さん の ) 
で きれ ば リス ト を 送っ て くだ さい 、。 昔 の 物 
も 大 歓迎 で す 。 

〒8I6 福岡 県 春日 市 春日 公園 1-45 寺崎 
愛子 

一 大 江 千 里 さ ん に 関す る も の な ら (で きる 
だ け 昔 の も の ) な ん で も いい で す 。 議 っ て 
くだ さい / お ね が いし ます / リス ト を 
送っ て くだ さい 、。 送 料 負担 し ます 。 

〒558 大 阪 府 大 阪 市 住吉 区 北 明 山 西 2-2- 
22 泥 美 仁和 子 

主 徳 氷 英 明 さ ん の 切り ぬき で も ポス ター で 
も コン サー ト の パン フ で も な ん で も いい か 
ら 譲 っ て くだ さい 。 本 当 に 本 当 に お 願い し 
ます 。 

〒012 秋田 県 湯沢 市 佐竹 町 9-7 門脇 洋 


ー 

三川 桂 か お りさ ん に 関す る も の な ら 、 な ん 
で も 譲っ て くだ さい 。 ハ ガキ で も な ん で も 
いい で す 。 リ スト を 送っ て くだ さい 。 お 顧 
いし ます 。 

〒537 大 阪 府 大 阪 市 東成 区 深江 南 2-9- 
I6 松岡 泰子 

雇 永 井 真理 子 SAN に 関す る モノ を 譲っ て く 
だ さい / 小さ な 切り ぬき か ら ポ スタ ー、 
アー ティ スト Book etc…- な ん で も OK で 
す 。 リ スト を 書い て 送っ て くだ さい / 
〒340 埼玉 県 草加 市 遊馬 町 1038-2 小 
山 符 子 

較 B'z の も の を どう か どう か 議 っ て くだ さ 
い 。 ち ょ っ と し た 切れ は し で も 、 稲 葉 さ ん 
だ け と か で も OK で す 。 どう か よろ し く お 
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いい た し ます 。 

〒870 大 分 県 大 分 市 岩田 町 4-3 2A-4、 
21 泉 佐 和 

一 UNICORN に 関す る 物 、 譲 っ て くだ さい 。 
高い 物 で し た ら 売 っ て くだ さい 。 連絡 まっ 
て ます 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 
〒879-03 鹿児島 県 川 : カ 郡 知 荒町 17219- 
2 力 竹 貴子 

一 THE FLIPPER'S GUITAR に 関す る 物 だ っ 
た ら な ん で も いい で す 。 | cm の 切り ぬき か 
ら 、 ポ スタ ー な ど 、 本 当 に 本 当 に フリ ッ パ 
ー ズ の 物 な ら な ん で も いい で す 。 譲っ て く 
れる 方 、 ま た は 売っ て くれ る 方 、 連 絡 を W 
ハガキ で くだ さい 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 
〒603 京都 府 京都 市 北 区 紫竹 西北 町 45 
ハウ ス 45、3B 北川 明 葉 

琴 久 保田 利伸 さん に 関す る 物 な ら な ん で も 
いい で す 。 議 っ て くだ さい 。 ま ず は W ハ ガ 
キ か 62 円 切手 同封 で 連絡 を 。 

he 徳島 県 徳島 市 蔵本 元町 |-25 手 川 


メン バ 一 募集 


還 チ ェ ッ カー ズ の コピ ビ ピー バン ド を 作り ます 。 
東京 近郊 に 住む 18 歳 以上 の 方 。 自 分 の で き 
る 楽器 を 記入 の 上 、62 円 切手 と 写真 同封 
〒277 千葉 県 柏 市 柏 7-4-23 ホー ム ド リ 
アン 103 沼田 恵美 (19) 
還 ア ルフ ィ ー の 曲 を アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ 
ター で や っ て いら っ し ゃ る 方 。 超 初心 者 の 
私 で も 仲間 に 入れ て や る っ て いう グル ー ズ 、 
あり まし た ら 連 絡 く だ さい 。 
〒558 大 阪 府 大 阪 市 住吉 区 長居 東 3- 14- 
22-502 足立 勢 津 子 (22) 
較 TMN、B'z。 さらに オリ ジ ナ ル を や り ま 
す 。 現在 、 ギ ター と ドラ ム を 募集 し て いま 
す 。 や る 気 の あ る 方 、 目 標 は プロ と いう 方 、 
ご 連絡 を 。 
〒360 埼玉 県 熊谷 市 曜 町 3-I5 菊地 信二 
(I8) 
軸 ペ ベー ス 募 集 。 ず っ と 一 緒 に 音楽 を や っ て 
いけ る 人 。 性 別 は 問い ませ ん 。 ま ず は ハ が ガ 
キ で 連絡 くだ さい 。 
〒I2| 東京 都 足立 区 竹 の 明 6-25-7 相川 
眞理 子 (23) 
較 ド ラム (基礎 の で きる 方 )、 キ ー ボ ー ド 、 
ベー ス を 募集 し て ます 。 当 方 ボー カル と ギ 
ター の 二 人 で す 。 ま っ た く の 初 心 者 。 東京 
近郊 に 住ん で いる 、 パ ンク じゃ な い 看 / 男 
女 問 いま せん 。 パー ソン ズ 、 プ リ ^ ドリ カ 
ム の コピ ー を し た いと 思っ て いま す 。 楽 し 
く や っ て いき まし ょ う 。 
〒272 千葉 県 市 川 市 東大 和田 2-16-12 
棟 田 恭 代 (16) 
主 ボ ー カ ル 、 ド ラム 求 ム / ボー カル は 女 
の 子 が いい で す 。 初心 者 で も OK。 当方 | 大 
の 初心 者 で す 。62 円 切手 と 、 で きた ら 写 真 
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も ほし いで す 。 

〒51I4 三重 県 津 市 丸ノ内 28-I6 吉川 コ 
ー ジ (17 

還 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 募集 最初 は 、 レ ベ 
ッ カ ・ 美 里 ・TM な どの コピ ビー を や っ て 、 だ 
ん だ ん オリ ジ ナ ル も や っ て いき た いと 思い 
ます 。 で きれ ば 、 デ モテ ー プ を 送っ て くだ 
さい 。 マ ネー ジャ ー を や っ て くだ さる 方 も 
募集 し ます 。 

〒182 東京 都 調布 市 深大寺 元町 1-15-19 
膝 原 様 方 | 畑 時 紀 子 (I9⑨ 

田 ド ラム 、 キ ー ボ ー ド を 募集 し ます 。 年 齢 
性 別 は 問い ませ ん 。 当 方 、 ボ ー カ ル 、 ギタ 
ー、 ベ ー ス 、 と も に 女 ・18 歳 で す 。 初心者 
で すけ ど 、 プリ の コピ ー を 思い っ きり や り 
た いで す 。 立川 市 、 入 王子 市 に これ る 方 、 
私 た ちと 楽し く バ ンド を や り ま し ょ う 。 自 
PR を 書い て 連絡 くだ さい 。 

〒190-1I2 東京 都 西多摩 郡 瑞穂 町 長岡 下 
師岡 64 稲田 真理 (I8) 

一 キー ボー ド 、 ド ラム 募集 中 で す 。 当 方 、 
ベー ス 、 ギ ター、 ボ ポー カル ( 女 ) で 、 す べ 
て 18 歳 。 初心 者 で す 。 私 た ちと 一 緒 に プリ 2 
の コピ ー を 楽し も う 。 年 齢 、 性 別 は 問い ま 
せん 。 立川 あたり で 練習 & LIVE を や り た い 
の で 、 近 所 の 方 は ぜひ こ 連 絡 く だ さい 。 ま 
っ て ます 。 

〒409-0| 山梨 県 北都 留 郡上 野原 町 上 野 
原 1097 石塚 久美 子 (18) 

較べ ベー ス 、 ド ラム 、 キ ー ボ ー ド 急募 / 当 
方 ボー カル 、 ギ ター の 男 二 人 で す 。BOg の 
WY、 氷 室 、COMPLEX を 中 心 に コピ ー を や 
っ て か ら 、 自分 た ち で オリ ジ ナ ル を 作り た 
いと 思っ て いま す 。 (氷室 の ファ ー ス ト ・ ア 
ル バ ム の よう な 感じ の も の を 中 心 に ) 楽器 
を 持っ て か ら ま だ 半年 し か た ち ま せ ん が 、 
や る 気 は 十分 で す 。 こ れ で 一 生 や っ て いけ 
れ ば 本 望 だ と 思っ て いま す 。 と に か く 、 自 
己 主 張 と わが まま の 区 別 が つき 、 や る 気 十 
分 で し た ら 、 ど な た で も 大 歓迎 で す 。 


〒214 神奈 川 県 川崎 市 宮前 区 宮前 平 !-9- 


27-404 畠山 猛 

較 ド リカ ム の コピ ー を や り た いと 思っ て ま 
す 。 キ ー ボ ー ド と ボー カル 以外 、 全 パー ト 
募集 し ます 。15 歳 以上 の 音楽 や り た い 人 、 
男女 問わ ず 連 絡 く だ さい 。 写真 と 自己 PR 同 
封 で ね 。 

〒285 千葉 県 佐倉 市 王子 台 6-45-5 奥 
水 さ や か 

国 私 は 、|4 歳 の 女の子 で す 。 い ち お う 、 ピ 
アノ を 習っ て ます 。 ク スク ス の コピ ー バ ン 
ド を や っ て いる 、 そ この 方 / 私 を 拾っ て 
や っ て くだ さい 。 ギ ター を や っ て みた い の 
で 教え て くれ る 方 -… 初 心 者 な の で よろ し 
く お 願 いし ます 。 

〒359 埼玉 県 所 沢 市 美原 町 |-2924-28 
渡邊 安美 (13 

還 ボ ー カ ル と ギタ ー の 女の子 で す 。 初心 者 
な の で 、 ギ ター を 教え て くれ る 人 を 探し て 


いま す 。 そ の 他 、 現 在 バ ンド を 組ん で いる 
人 の 体験 談 な ども お 待ち し て いま す 。 
〒981-36 宮城 県 黒川 郡 大 和 町 吉岡 字 古 
館 5-2 鈴木 美保 (I4 

国 近 県 に 住む 14 て 16 歳 の 男子 で 、 キー ボー 
ドル パー ト 募 集 。 (初心 者 0K/) 当 方 
キー ボー ド X 2 ( 女 ) で バン ド 初 心 者 。 キ 
ー ボ ー ド を ツイ ン に し た B'zor オ リ ジ ナ ル を 
や り ま す 。 ま っ て る よ ぐ へ ん 。 

〒4II 静岡 県 三島 市 谷田 136-55 内 藤 
久美 子 (14 


- 置 私 た ち (一 人 ) と いっ し ょ に バン ド を や 


り ま せん か 初心 者 だ けど が ん ば る 。 TEL と 
自己 PR を 書い て 連絡 くだ さい 。 

〒330 埼玉 県 大 宮 市 東 新井 710-50 (21- 
102) 佐藤 祐子 (j5) 


Mr Ph 


較 ザ ・ ブ ー ム 、 筋 少 、 レ ビッ シュ 、 遊 佐 未 
森 さ ん な どの ファ ン の 人 / 末 長 く 私 と 文 
通し て ツ 

〒670 兵庫 県 姫路 市 東 辻井 2-!-35 溝 
内 案 保 子 (I4 

還 私 は 高野 定 さ ん が 大 好き で す 。 2 度 も コ 
ン サ ー ト に 行き まし た 。 こ ん な 私 と 誰か 文 
通し て くだ さ ー い // 返事 は 必ず 書き ます / 
〒559 大 阪 府 大 阪 市 住之江 区 南港 中 3-3- 
34-308 前 川 美里 (I4 

一 B'zan ツ パーソ ンズ の ファ ン の 方 、 文通 し 
まし ょ / 返事 確実 。 年 齢 、 男 女 は 問い ま 
せん 。 

〒034-03 青森 県 上 北郡 十和田 湖 町 奥瀬 
字 中 平 5!-2 小笠 原 幸子 (1④ 

時 永井 真理 子 ひ と すじ の 方 、 年 齢 、 性 別 、 
関係 な し 。 め ん どく さい だ ろう けど 最初 は 
62 円 切手 同封 で お 願い し ます 。 

〒226 神奈 川 県 横浜 市 緑 区 竹山 4312- 
I226 持田 千 卓 (5  . 

較 と に か く ユ ニコ ー ン ひと すじ の 方 、 お 手 
紙 く だ さい 。 最初 の お 手紙 だ け 62 円 切手 同 
封 で お ね が いし ます 。 お 返事 |0096 書 きま 
す 。 年 齢 、 性 別 か まい ませ ん 。 

〒226 神奈 川 県 横浜 市 緑 区 竹山 4307- 
7I2 伊藤 彦 由子 (15) 

国 全 国 の アル 中 の みな さん 、 友 達 に な ろう 
よ 。 年 齢 と か 問わ な いよ 。 あ と アル 中 じゃ 
な い 人 も A・ ギ ター と か に 興味 が あれ ば 大 
歓迎 , 初 回 only 急 手 同封 で あれ ば 返事 は 必ず 
出し ます 。 よ ろ し くぅ / 

〒565 大 阪 府 吹田 市 新 芦屋 上 17J-603 
衣 枝 奈 己 絵 (15) 

還 遊 佐 未 森 ぐ ん の 何 か ら 何 まで 好き で 分 - ま 
ら な い 方 、 こ の 際 、 男 も 女 も カン ケー な い 
だ わ よ ざ 私 に お 手紙 くだ さい ナノ 
〒321I 栃木 県 宇都 宮 市 海道 町 801-25 
植竹 由美 子 (16) 

較 B-T が と っ て も 好き な 人 、 私 と 文通 し ませ 
ん か ? BY-SEXUAL と レビ ッシュ の ファ ン 





も OK で す / 末 長 く 文 角 し て くれ る な ら 性 
別 、 年齢 問い ませ ん 。 

〒034-03 青森 県 上 北郡 十和田 湖 町 大 字 
沢田 字 長 市 39 高橋 真優 美 (I4 

本 徳永 英明 の ファ ン の 方 、 お 手紙 くだ さい 。 
近く の 人 は 一 緒 に コン サー ト 行 きま し ょ う 。 
返事 |1009% で す 。 

〒230 神奈 川 県 機 兵 市 鶴見 区 獅子 ヶ 谷町 
1177-7 月 田 結香 里 (22) 

一 渦 機 一 転 、TMN を 応援 する よー と いう 
人 和信 、 お 手紙 くだ さい 。 遠く の 人 、 大 歓迎 
最初 は 62 円 切手 同封 し て くだ さい ね 。 
〒I82 東京 都 調布 市 多摩 川 3-47-3| 花 
井 業 穂 子 (17 

国 ' 米 米 CLUB が 一 番 .//」 と いう あな た / 私 
と 文通 し て くだ さい 。 年 齢 な ん て 関係 な し 。 
特に て っ ぺい ちゃ ん 、 き ん ちゃ ん FAN の 人 、 
大 か ん げ 一 / 返事 確実 / 

〒84| 佐賀 県 鳥栖 市東 木町 」307 江 貴 半 
保 (|④ 

較 大 江 千 里 さ ん の こと で いろ いろ 話し まし 
ょ う 。 な る べく 同じ 年 が いい な っ / 他 に 
美里 さん も 好き で す 。 

〒3904-I2 沖縄 県 国頭 郡 金武 町 金武 198 
仲間 補 子 (15) 

恒松 剛 英 有明 ひと すじ だ っ て いう あな た 。 松 
BOW の こと 、 い ろ い ろ 話 し 合い まし ょ 。 and 
一 緒 に コン サー ト 行 きま し ょ う 。 で きる だ 
け 同 年 代 の 人 、 お 手紙 待っ て ます 。 
〒590-02 大 阪 府 和泉 市 青葉 台 65-」」 
角 町 絵美 (16) 

届 永 井 真理 子 、 東 京 少年 の FAN の あな た 、 
コン サー ト ・ 文 通 も 含め て フレ ンド に な り 
まし ょ う 。 男 女 問わ ず 。 

〒327-03 栃木 県 安 蘇 郡田 沼 町 梅園 60」 
岩上 幸子 (| の 

本 詩人 の 血 、 レ ベッ カ 、B'z、B-T の 好き な 
人 、 男 女 問 わ ず お 手紙 くだ さい 。 年 齢 は 16 
歳 以上 が い 一 な 。 で きれ ば 大 阪 府内 の 方 。 
〒577 大 阪 府 東大 阪 市 間 屋 東 119-5 山 
根 洋 子 (I6) 

還 だ れ で も いい か ら 文 通し まし ょ / 性 別 ・ 
年 齢 問い ませ ん 。 返事 」009%6 で す ヨ / 
〒034-03 青森 県 上 北郡 十和田 湖 町 大 字 
沢田 字 三 日 市 140 引 川 愛 久 美 (|2 
国 岡 村 孝 子 さ ん が 大 好き な 人 、 文 通し て く 
だ さい 。 返事 は 絶対 で す / 

〒560 大 阪 府 豊中 市 緑丘 5-2-3 高橋 洋 
子 (!④ 
詳 バ パー ビー ボー イズ が 昔 っ か ら 好 き な 人 、 
男女 年 齢 問い ませ ん 。 お 手紙 くだ さい 。 
〒463 愛知 県 名 古屋 市 守山 区 森 孝 」-I08 
香 流 六 2-206 芦沢 知子 (I4 
軒 水 宝 京 介 が 趣 ウ ルト ラ 大 好き と いう 方 、 
お 手紙 まっ て ます 。 
〒321-I2 栃木 県 今 市 市 吉沢 328-6 福 
田 和子 (16) 
主 千 里 さ ん が 一 番 か っ こよ く て 、 す て きだ 
と 思っ て いる 全国 の 千里 さん ファ ン の 皆 さ 


ん 。 お 手紙 まっ て ます / 年齢 性 別 間 いま 
せん 。 

〒710 岡山 県 倉敷 市 中 島 2199-」 板谷 
陽子 (| の 

圧 浜 田 省吾 や 渡辺 美里 の ファ ン の 方 、 一 緒 
に コン サー ト に 行っ て くれ る 方 、 お 手紙 お 
待ち し て いま す 。 年 齢 性 別 問 いま せん 。 気 
軽 に 情報 交換 し まし ょ う 。 

〒981 宮城 県 仙台 市 青葉 台原 |-17-32 
ロイ ヤル ヒル スズ 台原 2-10| 山口 輝子 (22) 
一 日 本 中 の ブル ー ハ ー ツ の ファ ン の みな さ 
ん 。 私 と 文通 し て ね 。 年 齢 任 別 問い ませ ん 。 
〒59|1 大 阪 府 堺 市 新金岡 町 5-9-5I5 伊 
藤 美 千代 (I3) 

一 ジュ ンス カ の 曲 が か か る と 、 街 の 真ん中 
で も 踊り 出す ほど の ファ ン の 人 、 文 通し ま 
し ょ ー。 最 初 だ け 切 手 同封 で お 願い ね 。 
〒703 剛 山 県 岡山 市 高島 新屋 敷 26-5 花 
田奈 美子 (4) 

還 全 国 の 皆様 、B'z・ ド リカ ム ・ リ ンド バー 
グ ・ ジ ッ タ リン ジン が 大 好き な この 私 と 一 
緒 に 文通 し まし ょ う 。 年 齢 性 別 問い ませ ん 。 
私 に お 手紙 くだ さい 。 待 っ て ます 。 
〒67!-22 兵庫 県 姫路 市 青山 14467-508 
江見 理子 (|6) 

軒 杏 里 ・ 米 米 ク ラブ ・ バ パ バー ビー ボー イズ の 
大 ファ ン の 人 、 お 手紙 ちょ うだ い 。 年 齢 性 
別 間 いま CV 

〒93| 富山 県 富山 市 粟島 町 |-4-4| 谷 
井 晶子 (!④ 

較 TMN の FANKS の 方 ./ 誰 で も いい か ら -ー 
緒 に TMN の こと で 盛り あがり まし ょ う 。 
〒635 奈良 県 北 葛 郡 広陵 町 南 245-3 小 
池 八 千代 (I5 

一 コ ユニ コー ン が 世界 一 好き な 人 、 年 齢 性 別 
問い ませ ん 。 手紙 ま の 5 で ま 計 

〒135 東京 都 江 東 区 森下 2-17-2 井上 
沙 由 梨 (3 

還 全 国 の アル 中 、FANKS、THE TOYS の フ 
ァ ン の 方 、 返 事 確実 / お 手紙 待っ て ます 。 
〒437-1I4 静岡 県 小笠 郡 大 東町 大 坂 」093 
名 倉 利 里子 (25) 

一 クス クス が 大 好き な 私 で す 。 フ ァ ン に な 
っ た ば か り で 何 も 知 ら な い 私 に 、 い ろ ん な 
情報 を 教え て くだ さい 。 そ し て 、 大 阪 に 住 
ん で いる クス クス ・ フ ァ ン の 人 、 私 を どう 
か コン サー ト に つれ て いっ て くだ さい 。 み 
な さん の お 手紙 まっ て る よっ 。 

〒544 大 阪 府 大 阪 市 生野 区 新 今 里 !-6-6 
塩崎 歩美 (15) 

還 BO の WY と TMN の ファ ン で す 。 音 楽 が 大 好 
き ./ と いう 方 、 お 手紙 くだ さい 。 

〒260 千葉 県 千葉 市 都賀 の 台 3-」-8 格 
田 朋 子 (22 

還 BAKUFU-SLUMP、 松岡 英明 が 大 好き で 
ヒマ な 人 、 私 に 手紙 くだ さい ね 。 

〒527-02 滋賀 県 神崎 郡 永源寺 町 山上 
2285 川戸 洋子 (15 

較 い ろ ん な の 聴い て る けど 、 や っ ぱり レビ 





ッシュ で し ょ う …… と 思っ て る 人 。 手 紙 待 っ 
て まず 。 

〒065 北海 道 札幌 市 東 区 北 20 条 東 3-365 
朝井 千津 (22 

較 広 島 の アマ バン ド 「 ト ロ ピ カー ナ 」 か 好 
き な 人 ./ まだ 初心 者 の 私 に 手紙 くだ さい 。 
そい ぢ ゃ 待っ て る ね 。 

〒733 広島 県 広島 市 西区 大 宮 1-2-20- 
I0| 大 前 恵 (13 

圏 UP-BEAT・X・ オ ー ラ ・ プ リ 2etc… の 
ファ ン の 方 、 文 通し た いで す 。 


_〒965 福島 県 会 津 若松 市 東山 町 太田 内 17 
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-9 上 野 坦 子 (1 の 

還 近 交 に お 住ま い の 、F.0.D. が 大 好き な 方 。 
ぜひ 一 緒 に ライ ブ と か 行っ て くだ さい 。 年 
齢 性 別 問い ませ ん 。 あ と 、 遠 方 の 人 で も お 
手紙 くだ さい 。 返 事 は 確実 で す 。 

〒630 奈良 県 奈良 市 東 九 条 52-」-40|1 

山本 美由 紀 

較 B-T の 教 司 様 and Himuro さ ん の Fun の そ 
この あん た っ .// まっ た く 情 報 の な い Den- 
mark に 愛 の 手 を / 

Tokai University Boarding School Evens み 
Lundevj5, 4720Preaeest ゐ Denmark 根 
津 綾子 (6) 

田 LINDBERG が 慈 大 好き で 、 で きれ ば コン 
サー ト な と に 行っ て くれ る 全国 の LINDBER- 
GER た ち // ぜひ 私 へ 山 の よ うな レタ ー を く 

だ さい ね っ 。 ドキ ドキ する こと し よう ぜ い ぃ 。 
待っ て る よっ 。 

〒982 宮城 県 仙台 市 太白 区 入 本 松 |-13- 
日 -314 佐々 木 恭 子 (20) 

THE BOOM の 曲 を 聞い て 、 心 が Dance し 

ちゃ う 御 方 / お 手紙 くだ さい / 若年 寄 
の 御方 、 お 待ち し て お り ま す -…。 

〒254 神奈 川 県 平塚 市 横内 3907 横 内 団地 
23-I06 谷津 由美 (16) 

一 UNICORN だ けし か 好き じゃ な いっ / と 

いう 人 。 私 と 一 緒 に 文通 し まし ょ う 。 返事 

は 100926 出 す よ ん 。 62 円 切手 同封 で ね 。( 初 

め だ け ) 

〒158 東京 都 世田谷 区 五 堤 |-9-24-107 

高橋 英美 (13③ 

還 B'z の 曲 を 聞い て る と 、 な ん だ か RISKY な 





161 















売り た し 
買い た し 
気分 に な っ ちゃ う 、 っ て いう 、 B' の 剖 大 好 BtC. 


~ き な 人 / 今 す ぐ そ こ に ある ペン を 取り 、 
熊本 B'z 妊 の 私 に 手紙 を 書 こう ./ 男女 、 年 
齢 関係 な し / 切手 を 同封 し て くれ た ら 返 
事 12096 気 合い を 入れ て 書き ます の で 、 ど う 
か こん な 私 で よけれ ば よろ し くね 。 も っ と 
も っ と B'z の こと 、 盛 り 上 げ よ う / 
〒861-73 熊本 県 天草 郡 有 明 町 大 島 子 
1413 沖 津 多恵 子 (6) 

較 THE ALFEE& BEAT BOYS の ファ ン の 方 。 
私 と 末永 く 文 通し て くだ さい 。 返事 は 120 
94。 は っ きり いっ て 私 は マメ で す 。 
〒099-14 北海 道 常 呂 郡 訓子 府 町 若 富 96 
長岡 美和 (22 

較 水 井 真理 子 ち ゃ ん を めちゃ くち ゃ “DAx* 
I・SU・K『 な 人 、 お 手紙 くだ さい 。 





〒7|| 岡山 県 倉敷 市 児島 田 の 口 3-10-25 
松本 和子 (20) 

主 た ま か 真心 プラ ザー ズ か フリ ッ パ ー ズ ギ 
ター が スキ な 人 、 お 手紙 くだ さい 。 

〒003 北海 人 門 札 幌 市 白石 区 本 卿 通 0 目 
南 3-2-409 七戸 リエ (I4 

較 TMN の 好き で 好き で し ょ ー の 償い 人 / 男 
女 問 いま せん 。 62 円 切手 同封 で 返事 確実 。 
と に か く TM が 好き な 人 、letter ま っ て ま 
す 。 
〒565 大 阪 府 豊 中 市 新 千里 西町 3-1 CI3 
-310 浅井 か ほる (16) 

詳 KUSUKUSU の FAN の 方 。 で きれ ば コン サ 
ー ト に 一 緒 に 行っ て くれ る 人 お 手紙 くだ さ 
い 。 

〒i70 東京 都 豊島 区 池袋 本 町 2-17-| 
大 畑 奈 美 (17 

詳 大 : 江 千里 さん の 昔 か ら フ ァ ン の 人 か ら 最 
近 フ ァ ン に な っ た 人 。 (で も 、 で きれ ば 同年 
代 の 人 ) どなた で も けっ こう で す 。 私 に letter 
を くだ さい 。 最初 だ け 62 円 切手 を 同封 し て 
く だ さ k MS 

〒950 新潟 県 新潟 市 本 馬越 1-6-30 山 
崎 千 恵子 (7 

主 渡 辺 美里 さん が 大 好き で 、 赤 毛 の アン に 
あこ が れ て いる 私 と 文通 し て くだ さい 。 年 
齢 、 性 別 は 問い ませ ん 。 返事 は 確実 で す 。 
〒989-61 宮城 県 古川 市 古川 字 上 十川 
II8-| 佐 朋 み どり (I4 

還 誰 の ファ ン で も か まい ませ ん 。 1 て 16 歳 
の 人 で ご く 普 通 の 人 。 い な か も の の 私 に お 
手紙 くだ さい 。 

〒329-29 栃木 県 那須 郡 塩原 町 塩原 568 
君島 由貴 子 (15) 

田 LA-PPISCH が 大 好き と いう 方 、 私 と 文通 
し ませ ん か ? 返事 は 必ず 書き ます 。 ま っ 


て る に 
〒090 北海 道北 見 市 二条 東 | 大 槻 直美 
(6) 


較 PRINCESS2 の 香 FAN の 方 。 男女 問い ませ 
ん の で 、 と に か くし Letter ま っ て ます 。 
〒399-85 長野 県 北安曇 郡 松 川村 5725- 
279 小島 五十鈴 (15) 

較 ポ ボップ ス 界 の 若き プリ ンス 高野 寛 " が 
大 好き な 方 、 お 手紙 くだ さい 。 初回 の み 60 
円 切手 同封 で お 願い し ます 。 

〒290-0I 千葉 県 市 原市 奈良 I25 横尾 
公子 (16) 

詳 米 米 CLUB が 大 好き な 人 。 男女 、 年 齢 は ま 
っ た く 気 に し ませ ん 。 米 米 を ほん っ と に 好 
き な 方 お 手紙 待っ て ます 。62 円 切手 同封 で 
ね 。 

〒842-0I 佐賀 県 神埼 郡 東 脊振 村 横 田 
2408 大 塚 美 森 (7 

麗 賠 村 孝 子 さ ん の 歌 で | 日 が 始ま り 、 1! 日 
が 終わ り ま す 。 考 子 さ ん の 大 ファ ン で 1 日 
| 回 は 歌 を きく 人 。 私 と 娘 通 し て くだ さい 。 
〒073 北海 道 滝川 市 朝日 町 西 4-8-14 
北條 有里子 (!8) 

較 GO-BANG'S や UN、 ドリ カム 、LA 
KUSUX カス テラ な ど ^・: 好 き な ア ー テ ィ ス 
ト が た くさ ん いる 人 と 文通 し た いで す 。 返 
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事 は 絶対 書き ます か ら 、 私 と 文通 し て くだ 


さい 。 
〒972 福島 県 いわ き 市 常磐 湯本 町 宝 海 40 
斉藤 静 (15) 


国 県 内 ・ 兵 庫 ・ 大 阪 の 徳永 英明 さん ファ ン 
の 皆さん 、 私 と お 友達 に な っ て くだ さい 。 
初回 の み 62 円 切手 同封 で 。 返事 確実 / 
〒719-I1 岡山 県 総社 市 禁 谷 501-| 平 
田 あ ゆみ (|⑨ 

較 UP-BEAT の こ と 、 い ろ い ろ 教 えて くれ る 
方 / 一 緒 に コン サー ト と か に いっ て くれ 
る 方 ノ と に か く 稚 に お 手紙 くだ さい 。 初 
回 の み 切 手 同 封 で お 願い し ます 。 

〒366 埼玉 県 深谷 市 上 野 台 507-98 池 
田 典子 (I6) 

較 BY-SEXUALor カス テラ を 愛し て る 人 や 
ライ ブ に 一 緒 に 行っ て くれ る 人 な ど 、 私 に 
Letter く だ さ ー い .// 中 3 の 受験 生 な の に 、 
全国 の みな さん と 楽し い 文 通 が し た い の で 
す 。 あ な た の 写真 & 最 初 だ け 切 手 同封 し て 
くれ た ら 、 返 事 は 絶対 に 書く よ 。 末 長く 文 
通し て いき まし ょ う / 性 別 ・ 年 齢 問い ま 
せん 。 

〒989-53 宮城 県 栗原 郡 栗 駒 町 岩 ヶ 崎 三 
島 63 矢野 沢 香 (4 

較 ド リカ ム の ファ ン の 人 、 文 通し よう / お 
手紙 待っ て ます 。 私 は 社会 人 で す 。 

〒916 福井 権 錆 江 市 平井 町 56-53 山越 
敏 江 (17 

還 久 保田 利伸 さん ONLY と いう 方 。 久 保田 さ 
ん が 載っ て る 本 を 、 ど 一 し て も 買っ て し ま 
うと いう か わい い お 方 。 ど ー ぞ この 私 に お 
手紙 を ./ お 返事 は 必ず し ます 。 男女 か ま 
わ ず OK だ す 。 よ ろ し くぅ 一 。 

〒273 千葉 県 船橋 市 海神 町 2-8-4-2-103 
宮田 綾 (I④ 

本 BUCK-TICK が いな きゃ 絶対 だ め て っ て 
人 、 年 上 で も 年 下 で も OK さ / も ち 男 の 子 
も Letter ち ょ うだ い / 切手 同封 だ と うれ し 
いけ ど 、 な く て も OK。 ま っ て る よ ぐ て ん 。 
〒242 神奈 川 県 大 和 市 林間 1-19-32 佐 
藤 ひ ろ み (16) 

雇 誰 の ファ ン で も か まい ませ ん 。 お 手紙 く 
だ さい 。 私 は M0J0-CLUB、RC サ クセ ショ 
ン 、 浜 田 麻里 の ファ ン で す 。 一 緒 に コン サ 


ー ト へ 行こ う 。 
〒593 大 阪 府 堺 市 平岡 町 183-| 吉田 由 
己 可 (20) 


雇 松 岡 英明 くん の ファ ン の 人 、 私 と 楽し く 
文通 し まし ょ う 。 性 別 は べつ に 関係 あり ま 
せん 。 返事 確 実 だ よ 。 

〒079-01I 北海 道 美唄 市 峰 延 町 東 三浦 
久美 子 (13) 

放 私 は |8 歳 の 岡村 靖幸 さん の 大 ファ ン の フ 
リー ター で す 。 周 り に 誰 一 人 岡村 Far の いい ま 


せん 。 ど うか こん な 私 と 一 緒 に イベ ント & 
コン サー ト に 行っ て くれ る 方 、 お 手紙 くだ 
さい 。 

〒58| 大 阪 府 八 尾 市 清水 町 2-2-18 山 
本 理恵 (18) 

還 BARBEE BOYS ひ と すじ ./ っ て いう 人 
は Letter く だ さい 最初 だ け 切 手 同封 し て く 


れる と うれ し いで す 。 
〒953 新潟 県 西蒲原 郡 巻 町 東 六 区 4612- 
5 難波 真由 美 (15) 


還 辛島 美 登 時 さん 、TMN、 渡辺 美里 さん が 
好き な 人 、 文 通し まし ょ う / 性 別 ・ 年 齢 
問い ませ ん 。 お 手紙 まっ て ます / 

〒932 富山 権 小矢部 市 西 中 328 片山 美 
鈴 (6) 5 

詳 KATSUMI の FAN の 方 、 私 と 一 緒 に コン サ 
ー ト な どい っ て くれ ませ ん か 。 男女 ・ 年 齢 
問い ませ ん 。 文通 で も いい で す 。 ま っ て ま 

す / 

〒244 神奈 川 県 横浜 市 戸塚 区 平戸 3-56- 
4 坂口 名 穂 (I4 

較 CHAGE& ASKA が じ の 底 か ら 大 好き な 人 、 
私 と 文通 し まし ょ う // 愛知 EK の 人 が い 
い の で す が 、 そ の 他 の 地域 の 人 も 大 大 大 稚 
迎 / どー ん と お 手紙 くだ さい ね 。 待っ て 


ます 。 
〒44| 愛知 県 豊橋 市 三 ッ 相 町 187 渡辺 
敦子 (16) 


軸 全 国 の ダイ ヤ モ ン ド ・ ユ カイ Fan の みな 様 
方 、 私 に letter く だ さい 。 返事 は 必ず 書き ま 

す 。 年 齢 、 性 別 間 いま せん 。 と に か く ユ カ 
イ く ん の こと な ら 「 ま か せな さい 」 っ て 人 。 
私 と お 友達 し まし ょ / 

〒745 山口 県 徳山 市 久米 999-3 旭ヶ丘 県 
住 C-15 松尾 美砂 (15) 

還 ア ー テ ィ ス ト に こだわ ら ず に 楽し く 文通 
し まし ょ う 。 男 女 、 年 齢 は 問い ませ ん 。 切 
手 同封 で お 願い し ます 。 

〒028-5| 岩手 県 二戸 郡 一 戸町 宇 別 字 本 
村 83-2 釜石 真理 (| の 

較 と に か く 、COME ON BABY, HEART, 
HOUNDDOG の 大 好き な 人 。 だ れ で も いい か 
ら 、 大 好き な 音楽 ec おしゃ べり し まし ょ 

う 。Letter ま っ て ます 。 

〒277 千葉 県 柏 市 逆井 I046-2 日 暮 久 
美子 

一 TMN が 大 好き と いう 人 。 私 と た の し い 文 
通し まし ょ う / 特に ウツ 病 の 人 な ら な お 
さら GOOD/ 手紙 まっ て ます 。 

〒474 愛知 県 大 府 市 共和 町 大 深田 53 山 
ロ 千 恵子 (17 

詳 DOVE, COME ON BABY。 こ の バン ド の 
中 で 、 フ ァ ン or キョ ー ミ の ある 方 お 手紙 く 

だ さい 。 年 齢 不問 。 ど こ で も いい けど 、 で 
きれ ば 北海 道 、 関 東 、 関 西 、 中 部 、 中 国 地 


方 の 方 よろ し くっ / 
〒039-5| 青森 県 むつ 市 大 平 町 30-32 坂 
本 一 美 (16) 
対 小 田 和 正 が と て も と て も 好き な 人 、 お 便 
りく だ さい / 小田 さん を 通じ て いろ ん な 
こと 語り 合い た い ナ 。 
〒916-0|I 福井 県 丹生 郡 朝日 町 宝泉寺 27 
-| 竹内 鈴 代 
較 WONDER 3 買っ た 人 この 指 止 まれ / 
POKET 買 っ た 人 この 指 止 まれ / 
〒170 東京 都 豊島 区 池袋 本 町 4-!|-3 
有賀 祥平 (7 
雇 水 戸 か 止 浦 の 人 で 2 !'s を 知っ て る 人 。 ア 
マチ ュ ア の LIVE を 見 る の が スキ な 人 。 フリ 
ッ パ ー ズ ギタ ー が スキ な 人 。 同質 の も の を 
感じ た 人 た ち 、 手 紙 書 いて くだ さい 。 
〒300-12 茨城 県 牛久 市 岡見 町 1554 宮 
本 キヨ ミ (18) 
還 急 いで いま す 。 と に か く 宮 尾 す すむ と 日 
本 の 社長 が 大 好き で 、 東 京都 在住 の 方 な ら 、 
男性 、 女 性 、 中 性 、 年 齢 問い ませ ん 。 地 方 
な の で 、 な に か と 情報 入手 困難 な 私 に 愛 の 
ー 通 を / 
〒889-3| 宮崎 県 日 南 市 大 字 下 方 2443 
井上 有 子 (中 3) 
還 デ パー ト で B'z の 曲 が か か っ た と た ん 思わ 
ず DANCE し そう に な っ ちゃ っ た / けっ こ 
う ミー ハー だ けど 、 今 一 番 好 き な の は B"z/ 
「 あ た し も そう だ よー 一 」 と いう 方 。 ぜひ 
ぜひ お 手紙 ちょ 一 だ いね っ 。 初回 に つき 切 
手 同封 し て も ら え る と と て も うれ し い 。 
〒098-22 北海 道中 川 郡 美深 町 西町 39 
沢田 亜希 (17 
琴 久 保田 に バブ ル 、 そ し て も ちろ ん BLACK 
大 好き と いう 東京 近郊 の 方 、 友 達 の 輪 を 広 
げ ま せん か ? と りあ え ず お 手紙 くだ さい 。 
〒|| 東京 都 台東 区 東 浅草 2-24-14 木 坦 
方 浅田 恭子 (!⑨ 
雇 都 道府県 に | 人 ずつ くら い の ア ル 友 さん 
が 欲し い 私 に どっ か ら で も お 手紙 くだ さい / 
5 人 だ っ た ら 誰 の ファ ン で も いい よ ざ 
〒802 福岡 県 北九州 市 小倉 北 区 下 富野 2- 
4-I8-20| 佐々 木 江美 
軸 UNICORN& スパ GO の ファ ン の きみ 。 と っ 
て 一 も 楽し い 文通 し よう よっ 。 い ろ ん な 情 
報 交換 し よう ね 。 返事 は 必ず だ し ます 。 よ 
ろ し く ⑦ ぐ 
〒200 東京 都 多摩 市 見 取 2-2-6-!03 菅 
野 祥子 (15) 
還 Dreams Come True が 大 好き っ / と い 
う 人 。 涙 が で る ほど ドリ カム 好き っ .// と 
いう 私 と 文通 し まし ょ う 。 長 く 文通 し て く 
れる 方 な ら う れ し い で す 。 
〒24| 神奈 川 県 横浜 市 旭 区 中 沢 町 13-2 
福本 菜穂 子 (16) 





一 全国 の Buck-Trick& BY-SEXUAL の ブフ ァ 


ン の 人 // 今 す ぐ 私 に 手紙 を 書 こ う 。 性別 、 


年 齢 は 関係 な し ./ B-T と BY-SEXUAL が 
好き な 人 な ら 誰 で も いい で す 。 返 事 は 999%6 
だ よ 

〒019-02 秋田 県 雄勝 町 十日町 80 染 瀬 
美幸 (15) 

記 音 楽 好 き な 人 、 私 と 文通 し よう よ / 返 
事 ぜ っ た い だ か ら 、 よ ろ し くね / 
〒306-06 茨城 県 岩井 市 岩井 2781-2 張 
替 愛子 (2 

記 徳 永 英明 さん が 大 好き っ ./ と いう 人 な 
ら 、 ど な た で も 。 一 緒 に 応援 し て いき まし 
ょ う ね / まお 手紙 待っ て ます 。 お 返事 は 必 
すず 書き ます 。 

〒370 群馬 県 高崎 市 中 尾 町 116-2 金井 
真美 (20) 

本 高野 くん の ファ ン で 、 ラ ジオ を 毎 周 開い 
て いる 人 、 お 手紙 くだ さい 。 

〒457 愛知 県 名 古屋 市 南 区 本 城 町 |-3| 
松本 恵子 (20) 

且 米 米 CLUB が 好き で 、 愛し て る ” と 言い 
切れ る 方 、 そ の 他 と に か く 「 米 」 と いう 字 
に ピン と き て し まう 方 、 私 と 文通 し て くだ 
さい 。 男女 年 齢 は 問い ませ ん 。 初回 は 62 円 
切手 同封 で 。 必 ず 返 事 は 出し ます 。 

〒338 埼玉 県 浦和 市 大 原 !-2-7 大 久保 
幸子 (15) 
肌 松 岡 英 明 が すん ご 一 く 好 き な 男 の 子 、 女 
の 子 、 お 手紙 くだ さい 、。 文通 し よー ね っ ./ 
〒018-1I6 秋田 県 南 秋田 郡 衝 郎 潟 町 川崎 
字 嘉 美 !-2 工藤 真 登 (|4 


応募 万 法 


@GB 市 場 に 掲載 希望 の か た は 官製 ハ ガ 
キ を 使っ て くだ さい 。 鍛 ハガキ の 表 に 
どの 項目 あて か を ハッ キリ と 書い て く 

だ さい ね 。 ハ ガキ 一 枚 に つき 一 項目 の 
み 応 募 で きま す 。 欠 た くさ ん 同一 内 容 
の ハガキ を 送っ て も 、 こ ちら で チェ ッ 
ク し て お り ま す の で 、 掲 載 の 確率 が 高 
く な る と いう こと は あり ませ ん 。 鍛 連 
絡 は 当事者 どう し で 良心 的 に お 願い し 
ます 。 欠 申し 込み の 取り 消し 、 問 い 合 
わせ な ど は 一 切 受 け 付け ませ ん 。 坦 売 
買 、 そ の 他 ト ラブ ル に 関し て は 、 編 集 
部 は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん 。 



















1 月 号 
読者 プレ ゼン ト 当選 


erwWc う = お EE ガキ ネン と Eee と Es よー 
(①DUNICORN・ ポ スタ ー/ 審 川 県 谷本 正剛 埼玉 県 


小柳 幸子 ノ 東 京都 原 知 佐 子 ノ 埼玉 県 木村 美 買 / 神 
奈川 県 郡 談 エ ② ポ テト チッ プス ・ ス テッ カー/ 宮 
城 県 大 友 由 香 プ 長崎 県 川村 哲郎 / 愛 知 県 平岩 ま 
ゆみ / 新 潟 県 笹岡 千賀 子 ③ ボ ・ ガ ン ボ ス ・ ポ スタ 
ー ン ノ 和 熊 本 県 本 山 幹 人 大 阪 府 山田 卓郎 / 岩 手 県 
島内 志津 子 ①RC サ クセ ショ ン ・ う ち れ 東京 都 米 
山 達哉 東京 都 山口 英明 ノン 青 森 県 浜田 恵美 ⑤ リ 
ンド バー グ ソ パン フン 大 阪 府 吉田 高志 ⑥THEBELL 
S・T シャ ツノ 神奈 川 県 原 時 f 軸 鈴 / 山 形 県 土田 祥子 
⑦ 加 角 魔 II・ ス テッ カー ノ 東 京都 江口 美香 群馬 県 
中 嶋 尚 代 ノ 大 阪 府 重田 由紀 東京 都 中 島 知美 / 北 
海道 山崎 和 代 ノ 愛 知 県 灘 部 神 巳 ン 群馬 県 斎藤 亜 
希 子 ⑧BAKUFU-SLUMP・ ポ スタ ー ン 千葉 県 山口 
大 樹 ノ 山形 県 鈴木 賢次 兵庫 県 立野 正晃 神奈 川 
県 桜井 良子 ン 岡 山県 内 田 昌 子 ⑨ 児 島 未 散 ・ プ レ 
スキ ッ ト / ノ 岡山 県 稲 松 株 子 ノ 静岡 県 三浦 費 炊 次 
城 県 佐藤 勝 / 滋 賀 県 木村 宏 / 富 山県 太田 一 也 
⑩Dreams Come True・ ポ スタ ー ノ 神奈 川 県 荻野 上 
美 新 潟 県 阿部 恵美 ⑪KAN・ カ ン オ ー プ ナー ン 兵 
庫 県 本 山 由紀 神奈 川 県 物 部 愛 ⑫ 遊 佐 未 森 ・ シ 
ング ル CD 付 き プ レス キッ トン ノ 愛 知 県 加藤 恵 / 徳 島 県 
松村 大 介 ノ 山口 県 藤川 智 賀子 / 埼 玉 県 大 久保 邊 
恵 プ 埼 玉 県 高橋 和子 ⑬ 遊 佐 未 森 ・ ポ スタ ー/ 大 阪 
府 遠 竹 麻紀 北海 道 伊藤 大 輔 大 分 県 松 小 順 子 
〈⑭COBRA・ ス テッ カー グ ノ 静 岡 県 伊 熊 一 哲 / 東 京都 


県 小沼 智子 ⑮THEBOOM・ ポ スタ ー ン レ 
本 美香 / 千 葉 県 丸山 久美 子 / 北 海道 仙 
愛知 県 大 石 友 紀 ノ 埼 玉 県 
ALFEE・ 豪 華 パ ン フ ノン 奈 良 県 伊 谷 昭 子 / 埼 


) 

す 山下 : 

大 岩 由佳 ノ 岐 時 く 

阪 府 土井 真 稚 子 ⑳UP-BEAT・ ス テッ カー セッ ト グ 
東京 都 鶴田 利 絵 プ 埼玉 県 吉田 美穂 / 兵 井 県 川越 
あお い ン 大 阪 府 藤尾 潤子 ン 神 奈川 県 丹後 まゆ み / 
福岡 県 田中 智代 ノ 秋 田 県 三浦 博之 ノ 茨 城 県 松崎 
和 佳 長野 県 吉越 正勝 愛知 県 村田 真知 子 
@⑳⑩PSY・S・T シャ ツノ 東京 都 星野 正彦 / 新 潟 県 星 
野 和美 大阪 府 阿部 裕司 / 栃 木 県 遠田 優子 ン 茨 城 
県 藤重 洋子 @DDARLIN'・ テ レ カ ン 滋賀 県 早田 知 
美 ノ 群 馬 県 清水 直子 北海道 黒沢 加奈 2@2PRIN- 
CESS PRINCESS・ ポ スタ ー ノ 長崎 県 内 ノ 蔵 愛子 大 
阪 府 角田 浩 ン 北海 道 候 田 賢一 埼玉 県 大 塚 卓 
馬 ノ 群馬 県 畑中 ゆか り @⑲9LesVIEW・ ボ ポス ターン ノ 愛 
知 県 浦 貴 代 美 ノ 岐 阜 県 殿 伊 一 史 / 広 島 県 水島 博 
子 ノ 三重 県 川島 喜代 子 / 大 阪 府 橋元 静雄 @ 
LesVIEW・T シ ャ ツン 愛知 県 菊地 香織 東京 都 伊 
沢 卓 セ プ 栃 木 県 鈴木 友美 

ロン ドン みや げ プ レ ゼ ント @ 文 具 セ ッ ト / 富 山県 平 
田 容子 ノ 和 静岡 県 山口 裕紀 子 大 分 県 上 村 貴 子 / 東 
京都 武藤 綾子 プ 埼 玉 県 小山 知 紀 @⑯ ビ ピク チャ ー カ 
ー ド ノンノ 愛知 県 南谷 敦子 ン 埼 玉 県 大 西 恵 理 岐 阜 県 


美 ⑦② ビ ニー ルコ ー テ ィング ・ バ ッ グ / 北 海道 
1 東京 都 上 原 弘 子 / 山 梨 県 柳原 汰 力 
hi 口 県 鎌倉 雅子 / 群 馬 県 坂 庭 淳 子 岩田 

シャ ツノ 滋賀 県 蒲生 晶子 / 山 形 県 速 朋 
尾 嶋 子 津 表 プ 熊本 県 渡辺 勝成 石川 


* 子 ン 北海 道 大 山 栄子 大 阪 府 大 中 恵 
東京 都 竹内 直美 / 富 山県 北村 真理 

3② ト レー ング 香川 県 十 河 部 代 ノ 東京 都 中 野 亜樹 / 大 
33 ボ ー ル ペン ング 宮崎 県 植木 雅子 / 


峰 尾 紀子 ノ 岡 山県 熊 瀬 高広 4 過 子 兵庫 県 田 
中 美香 子 井上 由美 子 / 大 阪 府 高階 大 作 ン 大 阪 府 
大 平 ひ と み ③ 遊 無地 ガイ ド / ノ 高知 県 柳 幸 栄 

日 本 ビク ター・CD ラ ジ カ セ モニ ター ン / 千 葉 県 鈴木 英 
| 

マク セル UD ネ ットワーク プレ スン 北海 道 藤井 知 織 / 
栃木 県 田口 晶子 ノ 静 岡 県 市 川 美香 福島 県 熊田 
千 香 黒須 容子 ン 東 京都 横山 麻実 神奈 川 県 大 橋 
真理 子 ノ 神 奈川 県 石田 喜代 美 / 千 葉 県 黒川 幸子 / 
千葉 県 勝部 真理 子 ン 埼 玉 県 志田 真由 プ 神 奈川 県 
津 高 万 里 ン 兵庫 県 中 浦 愛子 大 内 理恵 子 ン 石 川 県 
中 谷 ま ど 香 / 大 阪 府 江口 奈 代 大 阪 府 鈴木 万 友 
美山 口 県 井上 史子 ノ 大 阪 府 大 野 華奈 子 / 広 島 県 
ジジ 

ケン ウッ ドモ ニタ ー グ 大阪 府 山之内 由紀 長野 県 藤 
原 紀子 大阪 府 岩井 さや か 
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目前 に せま っ た クリ スマ ス 、 可 世紀 へ の 新しい カウ ント ・ ダ ウン と な る 1]991 年 
と 、 難 し いこ と は 抜き に し て いろ いろ る 遊ん で いき まし ょ ーー/ て な 感じ で す 。 
老若 男女 問わ むず も っ こと “参加 し た り 、 遊ん だ り 、 意見 を 述べ た り し て くだ さい ね / 


NITEINLD 


0 
・ OOlIOred WOrdS"・ 迷 える 子羊 
asar の かー つく る の る だ た だ 太 さじ 人 思 議 
ー ベ スト ソン グ ス を 探せ / 
nn ISI NIS TO G の 作 合用 実 





ノー ジ は な ん で も 知っ て いる 一 ーーー 当 が 
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Ke に ーー 


ム 受 知 県 ・ 不 破 真 愛さ ん 。 ま る で 音楽 や 話し 声 が 聞こ えて きそう 。 袋 か ら こ ぼれ 落ち る の が 
音楽 ( 論 符 ) と いう の が 、 さ す が ア ルフ ィ ー。 こ ん な カー ド もらっ て みた いな 。 大 関 6 枚 。 


田 今 月 の ギャ ラリ ー 大 満 DR 
< 東京 都 ・ 福 田 く みさ ん 。 今月 は 大 賞 を 決め る の に すご く 悩 み ま 心 7 

し た 。 鉛筆 や 薄い 色鉛筆 は 、 印 刷 の と き 、 原 画 を その まま に 出す の この コー ナー に 
が 難し いん で す 。 だ か ら こ れ も ち ょ っ と 心配 だ けど 。 え ー い / 松 投稿 を 希望 され る 
BOW の 強い 意志 を 秘め た 瞳 に 横綱 ピッ ク だ あ 。 それ に し て も ホン か た は 、 官 製 ハ ガ 
ト 、 リ アル で す 。 ずーっと 見 て る と 、 松 BOW と 見 つめ 合っ て る よ キ を 使用 し て くだ 
うな 気 が し て 、 ド キ ド キ し ちゃ う の は 私 だ け ? こん な に うま い さい 。 で 、 画 材 な 
ん だ か ら 、 文 字 も 凝っ て 描い て ほし か っ た な 。 残念 ん だ けど と 、 鉛筆 や 
色鉛筆 より も 、 ポ 
スタ ー カ ラー な ど 
の ほう が きれ い に 
印刷 で きる の で 、 
採用 の 確率 も 高い 
か も 。 あ な た の 住 
所 、 氏 名 、 年 齢 を 
明記 の うえ 、 次 の 
住所 まで お 送り く 
だ さい 。 
〒|56-9| 東京 


都 世 田谷 区 千歳 郵 
便 局 私 書 箱 15 号 
4 石川 県 -・ を りり ん 深津 さん 。 ハッ キリ 言っ て 、 恐い 。( 笑 ) CBS・ ソ ニー 出版 


な ん か 系 気迫 る も の が ある よね 。 小結 4 枚 。 GB 編 集 部 "GAL- 
LERY OF THE 


MONTH」 ま で 。 
凌 Ee C 
で お 詫び と 訂正 を 。 
12 月 号 、 右 上 に 載 
っ て いた 和田 千賀 
子 さん の 作品 、「 高 
見 沢 さ ん 」 と 書い 
て で ね あま つた 他 和 ど 
「 カ ー ル スモ ー キ 
ーー 石井 さん 」 で し 
た 。 和田 さん 、 フ 





ォ つ SN = 





4 鹿児島 県 ・ 吉田 絵 時 さん 。 あ まり 似 て いま せん が 、 と | 。 AN Pe い ーー 1 ァ ン の みな さん 、 
謙 泊 し て る けど 、 こ れ は 似 て る ./ 大 賞 候補 で し た 。 次 。 NN | 人 ^ 宮 城 県 ・ 城 太郎 さん 。 ク リス マス ・ ネ タ 第 3 弾 。 天 使 に ゴメ ン ナ サイ / 
は カラ ー で の 作品 を 期待 し て る か ら ね 。 大関 5 枚 。 日 ワン 人 ーー 隼 | な っ て し まっ た 木根 さん が 、 な ん と も カワ イイ 。 小結 3 枚 。 

164 [読者 ブレ ー ン 後記 ] フリ ッ パ ー ズ ・ ギ ター は カッ コ よ すぎ る 。 困 る わ 。 も う 、 大 変 。 こ の ま まで は みん な も 大 変 」。 き っ と GB も 大 変 だ わ 。 す ご く 気 に な っ て 。 お か し いく らい に うれ し く な っ て し まう わ 。 199| 年 


は 、 き っ と みん な フリ ッ パ ー ズ ・ ギ ター に 走る わ 。 そ し て 、 か わい い 声 て 歌っ て し まう ん だ わ 。 大 好き 、 フ リッ パー ズ ・ ギ ター。 明日 も 楽し い 一 日 で あり ます よう に 。( オ ノ ザ ワ ・ ノ リコ ) 








マ 浴 恒 星 ・ で 0 障 レ % も 。 ロ さ " っ CS 敵 引 で 
軍 載 0 し G 序 つ 門 GG ヽ . 回 じゃ 宰 二 "末路 o 六 " 





| 異人 呈 ・ レ CO を SG 人 で つ 0 ST で きむ の) 璧 く ル ユ 
| Sp ( 示 ) さ SN 人 KG 爺 け せ 由 ヘボ ーK 篤 そる 提 っ 誠 
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武道 人 コ ン サ ー ト 
(佐藤 留美 子 ) 


と 総 対 忘 れ な い 。 Alfee が ライ ブ 続 ける 限り 、 私 も 行き 続け る か ら 。 夢 よ 急 げ ノ 


4 昌 環 ・ 杉 容 油 M 札 YS" 4h や に KK ふ 下 で mRNA) 
ご Se つ で 7 表 っ 画 隔 っ 全く で 人 っ ? 一 揚 き 六 " 





| 応 羽 吐 ・ 醒 三 食卓” 医 記 ン で Gj)) で で 所 つ 下り せん で 
| 8 っ 隈 っ" 也 組 MMSGe pn セ シ と へ くう” そ 揚 o 朗 


な が ら 友 達 と 2 人 、 朝 書 け する 中 を 並ん だ っ け 。 あ れ か ら 6 年 、 今 年 も いっ し ょ ( 








人 人 択 思 嘱 ・ 量 田 諾 了 く "中 へ や ロロ 拭 居 束 wo ビ 6 屋 "所 間 


りゃ や そ 便 0 く SG 器 由 地 じ A0 の 全て 素 牙 o 記 





4A 明 写 忠 ・60 を 崩 磁 じ う っ 尼 つ じ es" 振 江 せく 
や も SMG や お ツ 6 ミ ーー リロ p き し きっ て 。 そる 提 所 
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ヤ 訳 容器 ・ 無 世 も 0” 祝 練 也 G 館 パン 良し SNe 由 








直上 上 ・ つ を こく) 中 日 の” 介 ペ 6 で さき レ さ うく も む SJ7 





NIJUHD 


を 1 デ Oo O G 
さ G 衝 K ペ ー。 s 季 友 取 っ 盾 つ し つっ We つつ" 臣 晴 の 環 是 G ふ ^ 中 ピリ ン 環 公 下 SNSeTIhK プ ボ 可 の 直義 S 
mm ご で 
区 の 
骨 く ) 
や 
じ 心 
2 
+、 
嘱 で 


UAIIE 





全 殆 昌 m・ 失 林 eOtef0 で” 悦 定 和 DS の ) む 5)) うう や 
へ っ ひし”) Rhー 症 呈 補 才 つ うさ" 牙 表 朗 " 


^ 団 環 ・ 中 昌吉 深 記 圏 も く " 玲 剛 必 を く G 男 つ 公 じ さっ 
む S7 Q を る 科 欄 を さく) で る Se ) 公 村 っ" 胡 認 記 * 









遇 則 器 ・ 瑞 世 提 YO” 軸 ト AN も 型 玉 中 や" 曰 写 
GADS 求 つ ぬ ンタ ン AGD” RI トー ロリ や 宮 洛 つじ " 牙 o 記 " 


| マ MW 弱 ・ 皿 ン Kto" 込 キー へ ” 選 レ ホ ふ くつ 
ふ ッ ドン <” 條 駅 GGX ヘ ミー+p 提 っ じ し 沖 ひし" 蘭 表 o 六 






り 7OXOA4A W/ AA77A 
74477O CAM / 


れ が 最後 か も し れ な いね 。 あ ん まり 会 えな く な 


ヽ ーー 


捉 1984 12・23・5 : 00amー 一 日 本 RY 道 通 どう し て も Alfee の ライ ブ カ 
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1 時 U' い 

すす 愉 う っ 

4 目 採 叶 ・ 三 三 典 田家 も で” 下 枢 っ 公 村 リン キュ さて し レネ A 押 栓 ・ 環 国 員 YS" SQ を SF を 7 拓 NNG 時 選民 NR 
ト R” JGTOSJ 和 U 全 つつ!)G 財 思 ン とべ e 宝 晴 p その WS を の 中 4 時 6 っ JUSTYT じ で 医 昌 所 と 











は 、TM NETWORK ( 現 TMN) が デビ 

ュー 直後 、 京 都 の 修学 旅行 先 で バッ 
タリ 会 い 、 て っ ちゃ ん を て っ きり 本 田 恭 章 

(当時 の アイ ドル 歌手 ? ) と 間違え て 、 友 

人 と 3 人 で 「 一 緒 に 写真 撮っ て くれ ませ ん 
か 」 と いっ た こと が ある / 後 で TM の ファ 
ン の 子 が 、 あ れ は 小室 哲哉 と いう 人 だ と 教 
えて くれ た けど 、 私 た ち が 話し か けた と き 、 
て っ ちゃ ん は ずっ と 本 田 恭 章 に な りす まし 
て いた 。 そ し て ウツ と 木根 さん は 、 マ ネー 
ジャ ー の ぶ ふり を し て いた の か 、 し っ か り 本 
田 恭 章 いや 、 小 室 折 哉 を ガー ド し て いた の 
を 今 で も ちゃ ん と 覚え て いる 。 あ の ころ か 
ら て っ ちゃ ん は 、 冗 談 と か お も し ろ い コト 
考え る の が 好き だ っ た ん で すね 。 
兵庫 県 ・ モ グ の 背中 (23) 
確か に 似 て いる と い を ば …… 似 て いる 
kh 。 本 田 恭 誰 さん は 今 The TOYS 
で 活躍 中 。 今月 は この 失礼 で 、 大 ボケ で 、 
ラッ キー な あな た だ に 横綱 ピッ ク だ / 

月 31 か ら 9 月 5 日 の 米 米 CLUB『 K 

2 C ハ ワイ ツア ー」 へ いっ て きま し 
た 。 ハ ワイ の マク ドナ ルド の アイ スク リー 
ム は と て も デリ シャ ス と 聞き 、 早 速 出掛け 
て いっ て 、「 ア イス クリ ー ム /」 と 頼ん だ の 
に co 相 ん だ ハン が で が 8 お 
im 。 店 員 の 女の子 は 、 ニ ッ コ リ と 「 ア リ 
ガト ー,」。 何 も 言 え ず に 、 受け 取っ て 店 を 出 
た の は 私 で す 。 
埼玉 県 ・ 田 中 あけ み (25) 
ハン バー ガー は デリ シャ ス だ っ だ? 
それ に し て も 、 ど う 発 音 し だ ら 5、 ア イス ズ スク 
リー ム が ハン バー ガー に な る ん だ ろう 2 う 。 小 
結 4 枚 。 

HE BOOM の チケ ッ ト 発 売 の 日 、 私 は 

次 の 日 の 合唱 祭 1 「 
の 練習 が あっ た の で 、 
父 に 買い に 行っ て も ら 
いま し た 。 父 が 開店 10 
分 後に 行っ て みる と 、 
すでに 50 人 ぐら いい た 
る 光 W ま 。 し か も 廊 
中 高生 ば か り と いう こ 
と で 、 一 張 に 革靴 の 
父 は 恥ず か し か っ た ら 
し で ! 令 度 は お まえ が 
行け よ 」 と 言わ れ ま し 
た 。 そ れ だ け で も ご 苦 
労 様 だ っ た の に 、20 人 
前 ぐら いで SOLD OUT 
に な っ た ん た だ そう で まぁ 
し か し 、 父 は 強かっ た 。 
今や 常連 (だ と 思う ) 
の 店 へ か け こ み ま し た 。 
そこ で は 取り 扱っ て な 
いけ ど 、 本 店 な ら 売 っ 
て いる と いう の で 問い 
合わ せ て も らい まじ た 。 
そし た ら 運 良く 、 ま だ 残っ て いる と いう ん 
で 、 私 と 妹 の 2 枚 を お さえ て も ら う こと が 
で きた ん だ そう で す 。 私 が の ん き に 「 親 知 
ら ず 子 知ら ず 」 を 歌っ て いる と き 、 父 は 私 
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歳 が 離れ て る と 





の た め に いろ いろ と 苦労 し て くれ て た な ん 





て ……。 お 父さん 、 あ り が と う / 
富山 県 ・ ス ー パ ー ナ ベ (15) 
まぁ 。 な ん て や きる し い お と うさ ん 。 な 
ん だ か ん だ 言っ て も や っ ぱり か わい い 娘 の 
た め 。 が ん ば っ ちゃ うわ け よ ね 。 微笑 まし 
い お と うさ ん に 関脇 4 枚 。 
は UNICORN の ファ ン だ けど 『 ケ ダ モ 
ノ の 嵐 」 を 予約 する と き に 、 恥 ず か 
し く な っ て し まっ た 。 赤 面 し た の は 私 だ け ? 
それ に も 増し て 恥ず か し か っ た の が 「 お ど 
る 亀 ヤ プシ 」 を 予約 し た と き 。 今 日 し て き 
な の) 直 ./ 
京都 府 ・ い っ た い 何 を 基準 に し て 「 お どる 
亀 ヤセ プシ 」? (|4) 
ーー 一 確か に ある 。: 日 に 出し て 言う と 、 妙 に 
変 で 恥ず か し い 言 葉 。( 笑 ) 『 ケ ダ モ ノ の 嵐 』 
は ゲテモノ の 上 嵐 ” だ と か ゲイ モノ の 嵐 " 
な ん て いう アブ ナイ 間違え も 多い か ら 、 日 
に する と き は 十分 気 を つけ る よ うに 。 ぐ で よさ 
けい な お 世話 。( 笑 ) 関脇 6 枚 。 
の 間 、 私 が 母 に 「UNICORN の コン サ 
=ー ト 、 今 度 友達 と 行く ん だ ぁ 」 と 言 
っ た 途 端 、 母 は 青 筋立て て 言い ま し た 。 「 ま 
っ た く こ の 子 は お 金 ば か り 使っ て 。 お 母 さ 
ん を 連れ て いけ ば 、 チ ケッ ト 代 お 母さん が 
払う の に 」 と 言っ た 母 は 、 私 と 同じ 民生 さ 
ん ファ ン で す 。 次 の 日 、 男 の 子 の 話 を 母 と 
2 人 で し て いる と き 、「 私 が も う 少 し 後に 生 
まれ て いれ ば 、 民 生 く ん と 結婚 で きた の に 
ィ 」 と いっ た 母 は 44 歳 で す 。 民 生 と いく つ 
思っ て いる ん だ 。 
埼玉 県 ・ う に ぽ ぼ ー 
(16) 
ーー て も 、 そ し だ ら 6 
あな だ は 民生 くん の 
子供 だ っ た か も 。 小 
結 3 枚 。 
うち で 下宿 し 
て いた 大 学生 
の 兄ちゃん に 、 小 6 
の と ろ リウ クレ レ 。 
を 教え て も ら っ た こ 
と が ある が 、 今 で は 
ちょ っ ち 自 慢 し て い 
た りす る 。 
三重 県 ・ 命 つき る ま 
で (20) 
ーー な ぜ か お か し い 。 
( 笑 ) この 「『 ウ クレ 
レ 」 っ て や つ は 。 ギ 
ター が 弾け た り 、 キ 
ー ボ ー ド が 弾け た り 
する と 、 か が かっこいい 
と 思う の に 、 で 2 し 
て ウクレレ だ と 、 そ れ だ け で お か し いん だ 
ろう 。 前頭 6 枚 。 
z の テー プ を 、 毎 晩 聴 き な が ら 眠 っ 
て いる 私 で す 。 そ の 夜 も 、 テ ー プ を 








聴き な が ら 、 ウ トウ ト と 夢 ご こち で いた と 
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「 ま 、 一 杯 どう ぞ 、 手 島 さん 」 日 本 西 を 勧め て いる の は 、 か まい た ち 代 表 カ エル くん 。 「 み ん な 
わし の 歌 を 聴い て お る か 」 ジ ェ ー ム ス 小 野田 さん 悦に入っ て ます 。BY-SEXUAL 代 表 NA0 と BUCK 
-TICK 代 表 ユ ー タ くん 「 し ゃ ー な い 、 手 拍子 で も する か 」 秋田 県 の 最上 沙 和子 さん 、 関脇 3 枚 。 


ころ 、 突 然 頭 の 上 に 「 ド ッ カ ン ン 」 と すっ 。 な さい ね 」 と 一 言 。 周 り の 人 は ア 然 と し て 
ご い 衝 撃 。 自 分 で も な に が あっ た の か よく いま し た 。 放課後 、 B 先生 に 「 今 日 は あま 
わか ら ず 、 耳 元 で ガン ガン 鳴っ て る ヘッ ド り 説教 し ませ ん で し た ね ぇ 」 と 言っ て み ま 






ホン を は ず し こ mm 。 し た 。 て その 次 
て みた 。 ベ ッ ーー | に 出 て きた B 

ド の 枕元 の 出 l 先生 の 言葉 は 
窓 に 置い て あ 「 先 生 FANKS 
っ た ラジ カセ 詩 な の 」 の 一 言 。 
が 、 頭 の 上 に 謀 | その あと 一 人 
落ち て きた 音 較 田 で 「 や っ ぱか 
だ っ た の で す 。 | | っ こい い ワ ァ 
あま り の 突然 | 一 」 と か な ん 
で 痛 さ も わか | E 間 の ゲイ 
ら な か っ た / Mo ほざい て まし 

(きつ あぷ ツ と | - 人 W 守 < だ よび か つた < 
ド ホ ン の コー アニ ー Bi 先生 が 
ド を 、B'z の ( 有 ゆ 還 国 2 ま 還 FANKS で 。 だ 
曲 に ノッ て 聴 2 EE | っ て あの 先生 
いて いた 私 の に と りあ げ ら 
腕 が ひっ か け れ た ら 2 て 3 
て しま っ た の か 月 以上 は 必 
2 2 eid ! 介 | すず 返 し て くれ 
れ で も 毎晩 こ な いん だ も ん 。 
り ず 條 に ベッ 山梨 県 ・ 私 は 
ド ホ ン の ボリ mad (14) 


ュー ム を アッ プ し て B'z を 聴い て いる 私 で 一 一 な か な か 返し て くれ な い の は 、 自 分 で 
し 聞い て る か ら 5 だ っ た り し て 。 ( 笑 ) を の 先生 
栃木 県 ・ さ や 怖 そ を うだ けど 、 実 は か わい い 先 生 な ん じゃ 
ーー ラジ カセ で す よ ょ 、 あ ー た 。 本 が 落ち て な い 。TMN の 威力 は すご い 。 関脇 5 枚 。 
きた と か 、 目 覚 し 時 計 が 落ち て きだ と か 、 月 29 日 、 修学 旅行 の 帰り の こと 。 東 
を ん な も ん じゃ な い の よ 。 な ん と も な が っ 京 駅 で 新幹線 か ら 下 り た 途 端 、 後 ろ 
た の 7? いく 56 ダンサブル な B'z の 曲 で も 、 か ら 男 性 が ぶつ か っ て き て 、 そ の ショ ッ ク 
寝る と きぐ らい 静か に 聞い て な る い 。 ホ ン で 割れ 物 が 入っ て いた バッ グ を 沙 と し て し 
ト に 。 石頭 に 大 関 3 枚 。 まっ た 。 男性 は 気付 か な か っ た の か 何 な の 
達 の A 子 ちゃ ん が 、 小 室 さ ん の CD か 、 そ の まま 通り 過ぎ て いっ た 。 っ の ヤ ロ 
Digitalian is eating breakfastu ー」 と その 男性 を 見 る と 、 黒 い 服装 の 集団 
を 筑 し て くれ と 言っ た の で 、 学 校 に 持っ て の 一 人 。「 何 だ ろ 、 こ の 人 た ち 」 彼 の 手元 を 
いっ た 。 授 業 が 終わ っ た 直後 、 先 生 は も う 何気なく 見 れ ば B'z の バッ ク 。「 お や ? 」 と よ 
教室 か ら 出 て いっ た だ ろう と 思い 、 カ バン く 見 て みれ ば RISKY の スタ ジャ ン 。 そ うい え 
か ら C D を 取り 出し 、 席 の 離れ て いた A 子 。 ば その 前 日 は 名 古屋 公演 。'「 ツ アー スタ ッ フ 
ちゃ ん に 「A 子 ちゃ ー ん 、C D 持 っ て きた だ っ 」 そ れ を 認め た 次 の 瞬間 、 私 は ボソ ッ 
ょ ー ん /」 と 元気 よく 叫び 、 手 を 上 げ て C と 史 い た 。「 い い 。 許す 」 
D を ヒラ ヒラ させ て みせ て いた 。 と 、 そ の 群馬 県 ・ 割 れ 物 は 無事 だ っ た (17) 
と き う る さく て 説教 を よく する 26 歳 の B 先 一 一 稲葉 さん で も 、 松本 きん で も な い の に 
生 が 「 学 校 に こう いう も の を 持っ て き て い この 心 の 広 き 。 を う で すか 。 な に は と も あ 
いと 思っ て る の ? 」 と 言い な が ら CD を 取 れ 、 割 れ 物 が 無事 で よかっ た ね 。 小 結 6 枚 。 
り 上 げ ま し た 。 私 は 「 す いま せ 一 ん 」 と 言 信販 売 で TM を 買っ た ら 、 送 っ て きた 
いま し た 。 で も B 先 生 は 「 今 度 か ら 注意 し の は B'z だ っ た 。 


ER 


- 読者 プレ ー ン 後記 早朝 、 自転 車 て 駅 まで 20 分 の 道 の り Pa rm 8 分 間 く erere PP く 人 の も NH pi MIN RNN il 
を 着 こ ん で の 生 の 登校 っ て な ん か いい て す よ ね 、 電車 の 窓 か ら 小さ く て か わい い 富士 山 が 見 えた り し て 、 や っ ぱ を の 朝 は 素 二 や な あ ./ (ゆず 湯 を こよ な く 愛 し 、 お て ん と うさ まで 幸せ に ひ た れ て し まう 布施) 











岐阜 県 ・ ブ ッシュ た きれ ん (|5) 
ホン ト ? そん な の あり 5 7? 
か り せ いよ っ / 大 関 2 枚 。 

付 自転 車 を 買っ て うれ し か っ た の で 、 

さっ そく 乗っ て 海 の ほ うに 行こ うと 、 
少し と ば し な が ら 、 交 差 点 を 渡 ろ うと し た 
と き 、“ キ ャ ー、 信号 が 赤 や ん と 気付 いた 
と き に は 遅かっ た 。 雨 が 降っ て 道路 が 濡れ 
て た の も ツイ て な い 。 急 ブ プレー キ し た けど 
止ま ら な いわ 。 原付 が ス べ っ て 転ん で ……。 
^ そ りゃ も う 大 変 だ わ よ ” っ て 感じ 。 後 ろ 
か ら 来 て た バス の 中 の お 客 の た くさ ん の 視 
線 を 感じ な が ら 、 青 に な る の を 待っ た 。 平 
静 を 装っ た けど 、 顔 は タコ だ っ た に 違い な 
い 。 
香川 県 ・ な お ちん だ べ (17) 
Trt2EgF ド な 7ICO の と の 22 を EL YU だ ただ 
ょ ね 。 で も 安全 運転 で 。 小 結 3 枚 。 


も うし っ 





丸い き な り や っ ちゃ う 、GB12 月 号 の アン 
ケー ト は が き 「 最 近 あ な た が 一 番 怒 っ だ の 
は どん な こと 」 特集 / 

信 バ イト で 、 こ わい 顔 し た 人 に 「 こ わい 顔 」 


と 言わ れ た こ 1 
岡山 県 ・ 田 辺 知美 (17) 


元気 で すか あ " り 


2 か 月 ぶり の この コー ナー。 
まっ た くみ ん な 詩人 な ん だ か 
ら 。( 甘 ) さて 、 今 月 も いっ て みよ う / 
較 CHAGE&ASKA「DO YA DO」 の 土 が 
花 を 抱え て いた ” っ て 、 総 対 に “ 君 が 腹 を 
換え て いた に 閉 こ える よ 、 
秋田 県 ・CAROL (|I3) 

還 Bz プ 「EASYCOME, EASY GO/」 の * 出 
逢い も 別れ も EASY COME, EASY GO/” を 
~ 出 逢い も 別れ も み じ か み じ か ー ( 短 ) /* 
と 歌っ て いて 、 い い 詩 だ 、 奥 が 深い 、 と ま 

で 思っ て いた の は 私 だ け ? 

愛媛 県 ・ ダ イヤ モン ド ヘ ッ ド (|8) 
ee 「EASY COME, EASY GO/」 を バニ 
/” と 聞き 間違え た 。 だ っ て 








ーー ーー 


会 に 行こ う 





場 の イベ ント で 過ごし て 早 3 年 。 私 た ち 


(系 ちゃ ん & か な ちゃ ん ) に と っ て の 一 年 の 計 は 、 正 に ` 





信 中 3 の と き 、 友 達 2 て 3 人 に ふざけ て い 
て 体 中 を くす ぐら れ て し まっ て 、 思 わ ず 倒 
れ 、 頭 を 床 に ぶつ けた うえ 、 机 に 歯 が あ た 
っ て し まい 、 歯 か ら 血 が 出 た 。 (りん ご を か 
じ っ た ん じゃ ある まい し /) その うえ 、 友 
達 は 先生 に お こら れず 、 わ た し が 机 を ずら 
し た と し て 、 お こら れ た 。 私 は 一 体 な ん だ 
っ た の ? 

福島 県 ・ 佐 藤 麻由 美 (16) 


応募 万 法 


井戸 端 会 議 に 参加 し た い 人 は 、 官製 ハ ガ 
キ 、G B に つい て いる アン ケー ト ・ ハ ガキ 
の どちら で も 参加 で きま す 。 G B 仲 間 の 写 
真 な ど は 必ず 封書 で お 送り くだ さい 。 ハ が ガ 
キ に は 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 (学年 )・ 電 
話 番号 を 記入 の うえ 、 下 記 の 宛先 へ 。 


〒156-9| 東 京都 世田谷 区 千歳 郵便 局 私 書 
箱 15 号 CBS・ ソ ニー 出版 GB 編 集 部 「 井 
戸 端 会 議 」「GB 仲 間 」「Colored Words」 

「FOR GB ADULTS READERS」「 耳 元気 で 


すか ぁ 」 の 各 コ ー ナ ー。 井戸 端 会 議 は ペン 
ネー ム OK だ けど 、 “Colored Words* は 不可 
で す 。 採 用 者 に は GB 特 製 オ リ ジ ナ ル ・ ピ ッ 
ク を 差し 上 げ ま す 。 ハ ガキ 、 待 っ て る よ / 





あの 曲 、 一 歩 間 違う と ナン パコ ー ル で す よ 、 


と いっ た 私 の 友人 。 

長野 県 ・ 川 手 美幸 (20) 

計り 室 哲 哉 プ 「GRAVITY OF LOVE」 で 当 
を 苦し め た こと " を 妹 は “ 君 の 首 し め た こ 
と と 状 っ て いた 。 
滋賀 県 ・ 徳 永 英子 (|3) 

還 TM NETWORK/「DON'T LET ME 
CRY、 の 用 し た い 、 受 し た い 、 
座 よ り も 誰 よ り も 君 を 愛し た い ” が アイ 
ン ン ニュ タイ ン 、 ア イン シュ タイ ン 、 ア イン 
シュ タイ ン 、 林 よ り も 誰 よ り も 者 を 愛し た 
い ” に 聞こ え 「DIVE INTO YOUR BODY」 
で は “You dont know how feel が “ドー 
ンー と 花火" に 関 こえ る 。 

長野 県 ・ あ き ぞ の て っ ちゃ ん S (|6) 
文 笑 っ て る あな た も 歌っ て り た し て 。 


愛し た い 、 


が 


ATTENIJOHO 


今 最 後 の 肉 を 食わ れ た こと 
東京 都 ・ ウ ニ (|4) 

但 み か ん が 食べ た く な っ た の で 、 姉 に 「 み 
か ん の 袋 と っ て 」 と 言っ た 。 す る と 姉 は 、 
袋 か ら み か ん を 全部 取り 出し 、 本 当 に みか 
ん の 袋 だ け を くれ た 。 
京都 府 ・ 西 野 永子 (I6) 

@ ドー ナン ツン 屋 で バイ ト し て た と き 、 お ば は 
を 「 油 使っ て な い ド 


〇 元 担当 編集 者 ハッ シー か ら の 、 バ ラー ド 
に 手拍子 を いれ る の は どう か 、 と いう 意見 
に 対し て 、 た くさ ん の 反響 が 寄せ られ まし 
た 。 先月 も 紹介 し まし た が 、 圧 倒 的 に ハッ 
シー に 牙 成 の 意見 。 2 通 ご 紹介 し ます 。 
圏 Colored Words の “手拍子 の こと に つい で" 
で す が 、 私 も そう 思い まし た 。 私 も 「 納 涼 
千里 天国 」 に 行っ た ん で す が ……。 本 当 絶 
対 や め て も らい た いと 思い ます 。 手拍子 は 
も ちろ ん 嫌 で す が 、 私 が も っ と 嫌 だ っ た の 
は 、 途 中 で や る 千里 さん の N.Y の MC の と き 
の こと で す 。 千 里 さ ん が せっ か く 楽 し い MC 
を 話し て いる の に 客席 か ら 「 千 里 さ 一 ん 」 
と か 「 千 ちゃ ー ん 」 と か 叫ぶ 声 。 あ れ は 、 
本 当 に 嫌 ./ 私 の 席 は うし ろ の ほう だ っ た 
の で 、 あ まり 千里 さん の MC が 聞こ えな か っ 
た の で す が 、 ま た よけい な 声 が 聞こ えて く 
る の で 、 も っ と 聞こ えま せん で し た 。 あ の 
と き は 本 当 “くやし い ー” と 思い まじ た ね 。 
自分 が 話し て いる と き に 、 そ ん な 声 が 聞こ 
えて くる と 、 千 里 さ ん だ っ て きっ と いい 気 
は し な いと 思う ん で す 。 一 生 懸 命 な と きぐ 
らい 静か に 聞い て ほし いと 思い まし た 。 こ 
うい うこ と を 他 の ファ ン の 人 に も わか っ て 
も らい た いと 思い ます 。 


東京 都 ・ 畠 野 麻 美 (14) 
〇 ライ ブ に 来 て る 誰 も が 、 そ の アー ティ ス 
ト に 対し て 、 ま た その 音楽 に 対し て 強い 思 


い 入 れ が ある よね 。 で 、 そ ん な 思い が 溢れ 
すぎ ちゃ う の か も し れ な い 。 人 それ ぞ れ ラ 
イブ の 楽し みか た は 違う か ら 、 こ うい う 聞 








ー ナ ツ な い の ? 」 と 





聞い て きた の で 、「 あ り ま せん 」 と 言う と 、 
「 種 類 が な い の ね 」 と か 「 た いし た 店 じゃ 
な い の ね 」 と 言わ れ た 。 な めん な よ / お 
ば は ん / 

静岡 県 ・ 深 沢 和彦 (20) 

ーー みん な 世の中 の 不条理 (を そん な だ いし 
だ モン じゃ な い 1?) に 怒っ て る の ね 。 い つ 
で も 笑顔 で いた いけ ど 、 人 間 、 怒 る と き は 
怒る こ 9 





C olored Words 


きか た が 正しい な ん て いう の は な いけ れ ど 、 
じっくり 聞き た いと 思っ た ら 、 自 然 に 区 度 
は 決ま っ て くる ん じゃ な い の か な 。 バ ラー 
ド も MC も 。 
置 今年 の 春 、 ドリ カム の コン サー ト に 行き 
まし た 。 最 初 か ら 、 あ の ドリ カム の ノリ で 
みん な 盛り 上 が っ て まし た 。 そ の ノリ の ま 
ま 突 入 し た 「 悲 し い kiss」、 私 は みん な が 静 
か に な る か と 心配 で 、 曲 の 初め で 声援 が 飛 
Ni この 曲 が 死 ん じゃ う /" 
て 思い まし た 。 だ けど 、 美 和 ち ゃ ん が 歌 
Me チ みん な 立っ た まま 、 じ っ と 美和 
ちゃ ん を 見 つめ 、 声 に 耳 を 寄せ 、 誰 も 、 対 
一 人 と し て 手拍子 する こと な く 過 ぎました 。 
その 光景 は 本 当 に 素敵 で し た 。 ア ンコ ー ル 
の 「 未 来 予 想 図 TI」 も 同様 で し た 。 や っ ぱ 
り 、 本 当 に 心から その アー ティ スト を 愛し 、 
歌 を 愛す る な ら 、 こ の ぐら い の 気 持ち は お 
互い 持て る も の で す 。- 一 人 で も その 気持 ち 
が 持て な い 人 が いた ら 、 そ の 大 は ファ ン で 
いる 必要 が な いと 思い ます 。 た ぶん 私 の 見 
た 光景 は 、 他 の ドリ カム の コン サー ト 会場 
で も 見 られ た と 思い ます 。 アーティ スト と 
を の に する こと の フアン に と うう ので 本 
も 必要 な こと な の で は な いで は な い の で し 


よ カカ 
青森 県 ・ 名 前 を 書い て / (5 蔵 ) 


〇 ほら 、 こ うい う ラ イブ も ある ん だ も の 。 
この こと に 関し て で も いい し 、 何 か 別 の こ 
と で も いい で す 。 み ん な で 考え て いき た い 
MPP た NR と 








< 読者 プレーン 後記 > 円 城 寺 さん ご めん な さい / HPAWNEHH が PSTNI0hyHAPPeR 本 当 に すい ませ ん で し た / と ころ で 、 も う 来 年 が 迫っ て き て いま すね 。 (一 あえ て クリ スマ ス は さけ る ) 年 越し は 新宿 コマ 劇 167 
ユニコーン” に ある よう で す 。 き っ と 来年 も いい 年 だ よね 。 (年 越し ソバ を 一 緒 に 食べ て くれ る 方 募集 中 の 松 吉 





























本 な ワケ な いで し ょ 。 前頭 5 枚 。 





00 細 チュ ー ン ナッ プ 少 年 団 
ラッ キ : 』 池田 


S0 9 プー ング 土居 杜 


2 で チャ テー デー 


0 SM MM 
ドク 900 ー 宗 川 県 ・ ネ タ が 古く て こめ ん さん 。 途 が ん = し で 
il ャ | ms 中 あま っ た だ あ S HIZKD お の 2 の 2 上 明 議 マ 1 
8 時 | か ら 女 に な っ ちゃ っ た の よ 。 い くら 紀 っ 要 1 / 明 は | み 1 
9 ル 「 | 手 き さん プー ム だ か ら っ て 。 で も 、 あ の る 志 * ち B に - 当 r 本 本 
再 V ーー 美しき は た だ も の じゃ な い 。 大 関 2 枚 。 人 と 1 0 生 
OO 「 EK 2 と KO 
9 は 会 
“ 見 ググれ す 体 り 上 の 
人 間 胃 明 間 症 間 の ハレ し だ 及 人 人 が 伝 の: 
集 了 隊 間 間 較 間 て ス 守 の 伝え オク 
りら 画 2 日 大 ご 儀 テ 四 ジ 山 る プラ 
た に | ンー は ] 重 ヤ 条 “S・ た 』 
d 間 昌 ンス トー ザ で 
ル う 上 昌和 ミ を 日 ・ 行 1 
な 間 間 の こと を ュ は 目 ナ わ 】 
ュー 半 に 4 - 二 2 8 、 5 そ ーー 大 て 介 ゲ 1 も ッ 護 っ F れ 
よ 。 た め の ギ に か IS RUG、 ミチ 開 さ 募 5 ス ジ め 天 ト だ 』 
昌 を 9 0 和 タ 大 ザ ^ 長 崎 県 ・ 渡 辺 佳奈 さん 。 え っ と お 、 う ん と お 、 E に 還 較 る は と て る て 年生 終 
が に ムコ 引田 | 胡 と 1 較 語 うー ん 、 困 っ た 。 な ん て 読ん だ らい い の 上 上 私 サ 笠 ココ 行 シン る 赤 欄 お 
クエ B 5 上 も 上 か わか ん な いじ ゃ な い 。。 写真 は ジュ ンス カ に 見 MR テレ ビ 間 は イニ ニニ ニン 
アエル ー ら 名 迎 ヒ や か 2 * に ム 元気 が 出る テレ ビ 』 で も お な じ 
4 2 時 紀 Ri と 款 隊 昌 RSE > の カラ フル ・ へ ヘビ メタ バン ド 。 さ で 根 い < 
ム こ ほり うい タチ | 7 パ ごい 人 だ か り / 写真 WM 
きき の の けつ た だ たべ ルル ご ま か す し か な い 。 え っ と お ……。 関脇 4 枚 。 入 気 Nu | の プリ ン セ スマ ー ブ ル ( 唱 。 IMW/| か の 
せ 切 ど ご が が セ も れ S い 
て な と 上 午 再 ププ て = に 数 9: 
ぐい と 有 実 確 ト い A の) 
れ 思 も 呈 認 に る 最 が ES ユ 
る い に ー で 治 が 8 会 が > 
礁 財 る て 映 に : カ 
0 の K た ナス 
は 4 ら ヽ へ な 異 さ ン 戸 ト 0 
隊 1 上 な 男 
A 群 馬 県 ・TMN の Mr .G こ と 長島 茂 誰 さん 。 な ん で 徐 KR 
すか い ? 真実 の 果実 と いえ ば 、 ア ダム と イプ が 妹 の Oc 
へ ヘビ に そそ の か され て 食べ ちゃ っ た と いう 、 ア レ ボ - 
7 還 
ん 
? 
木 


下さ 咽 陵 憶 3 


導 の 洒 革 


ム 東京 都 ・ 熊 沢 ど れ み さん 。 草 ヤブ プシ と いわ れ て も ね ぇ 、 浪花 プ 
シ じ ゃ な いん だ か ら ね ぇ 。 ヤ プシ と いう 便 の 名 前 な ん だ か ら 、 覚 
えて よね 。3 か 月 連続 で アル バム リリ ー ス し た ユニ コー ン 。 「 ケ ダ 
モノ の 嵐 」 に 続く ふく ろだ た きも 続々 7? 関脇 4 枚 。 


3 千葉 県 ・ ボ ク 元 気 ? 
さん 。 変 わっ た 振り 付 
け と 、 独 特 の 紛 囲 気 と 、 愛 婚 あ る モミ アゲ で 人 気 の ラ ッ キ ィ 池 田 さん 。 一 
文字 違っ た だ け で こん な に 笑え る と は 。 大 関 3 枚 。 


っ ーー 


静岡 県 ・ 神 野 恵 美 さ ん 。 高 野宮 く ん 、 3 連発 。 ベス テン ・ ダ ン 


1 は ーー は By So: っ & + ェ ーー ヽ ーー ヽ o ーー ヽ だ さ ゞ に - コ 
800 < の 款 の 7 の ま ttk 1 雪 季 T さ で ス 、 ベ ステ ン ・ ラ ンク 、 べ ステ ン ・ ダ ンク と きた も ん だ 。 え 一 い 、 


| ザ ・ ナ ター シャ ヤブ ン 供 あ の 楽 晴 し い 愛 を も う 一 度 坪 レ モン ・ ト ゥ 










PRE-oe か deeHIWCCRON 人 NN どい つも こい つも / トホホ 。 ど うし た ら こ れ だ け 間 違え られ る 
16 00 て ポッ プ ・ ナ ウン の 中 内 線 款 ブ ー ム @ べ ステ ンダ ンス 高野 | の ? ベス ト 
emo Pe 陣内 大 蔵 | に 4 オ / ボテ トチ ッ プス 2 
26:00 LFM ナ イト ・ iRRs oN 出演 : 2 0 
朝 好 奇 む 坪 較 内 大 蔵 答 キ ン シ ズ 表 ズ 「 症 面 TT。 LGS 色 1 
(タイ ゾー ズ ・ コ レク ショ ン 〕} 1 由 な 気分 の) 
27 : 00 〔 ザ ・ ボ ー カ リー ズ ) - ビ ー タ ー・ ハ ミル 特集 一 徐 ジ ャ スト ・ グ ント ・1 っ ぱい 来 て た 


フレ ンズ 多 マ イ ・ フ ェ イ バリ ント (FM と や ま を の ぞ く ) 1 


山 褒 】 高 野 更 。。 


ペ ス テ ン ダン ク 


科 も っ と ドイ ツ 語 の 勉強 


8 6 恵 ウ 
11 :00 に FM ホッ ト ・ スペシャル 出演 : 藤 中 治 、 楓 麻美 恵 じ て よ ね 。 で も 石 だ け 問 


愛知 県 ・ 魔 個 呂 さん 。 こ ん な ふう に 


・ ダ リン ・ カール ゾー 


{ 歌 寺 ヒ ッ ト フォ ー カ ス 】 ー 1i0 月 の 話題 の 新曲 - 答 フ ラン バー 表 
バイ ャ タン ャ ん oe は CTrPRH0 4< 清水 由 責 達 われ る と 、 ホ ント は 何だ いわ れ ち ゃ うと 、 か わい い ヤ プ ち ゃ ん 
ン パ バー ペ ベス テ ン ・ ラ ンク 

Ii CN 2 ト 20] 夫 私 に 0 苦 工 条 静香 博 十 選 森高 rd っ け ? ま 季 才 ま 名 もつ た %) 馬入 

| ひ @ バ ワーー 明 日 の 子供 表 渡 り し て 。 関脇 3 枚 。 た いな 。 小結 4 枚 。 


15 : 00 KBIG HIT RADIO_D 


還 う ちの 学校 マジ に こわ いん で す 。 昨年 の 


ビー 丘 二 


寸 不思議 ファ ン の みな さん 、 ご ぶさ た し 
て ます 。 先月 | 回 お 休み し た けど 、 七 不 思 
議 は 健在 で す 。 元 担当 者 の 思い 入れ が 強く 、 
この コー ナー は 継続 し た か っ た らし い の で 
す が 、 今 月 は 新 担当 が お 相手 し ます 。 
国 私 が |9 歳 の ころ の 話 で す 。 会 社 か ら 自 宅 
へ まっ すぐ 帰る と 、 こ ん な 人 人 敵 を し まし た 。 
早く 帰る と 早く 寝る こと が で きま す 。 が 、 
私 は 寝る こと が で きま せん で し た 。 夜 10 時 
ご ろ 和 寝る と 夢 を 見 ます 。 気 が 付く と 現実 と 
な っ て いる の で す 。 大きな 人 計 の よう な 
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物 を 振り まわ し な が ら 、 白 い 芽 物 を きた 白 
髪 だ ら け の お ば あさ ん が 、 私 の 背後 か ら 追 
いか け て くる の で す 。 私 が ころ ん で 、 上 を 
見 る と 、 お ば あさ ん の 持っ て いる 発 み 
た いな 物 は 、 首 の 真 上 に あり 、 恐 く な っ て 
目 が 覚め る と 、 急 に 息苦し く な り 、 金 縛り 
の 状態 に な り 、 足 が 重く 感じ られ 、 パ ッ と 
目 を や る と 、 夢 に 出 て きた お ば あさ ん が 足 
の 上 に また が っ て 、 私 の 首 を めがけ 、 ニ タ 
ーッ と 笑い な が ら 、 2 本 の 手 が 伸 び て く る 


の で す 。10cm ぐ らい 手前 まで くる と スー ッ 
と 消え て し まい ます 。 私 が 吉 体 験 を し た 中 
の ひと つ で す 。 

北海 道 ・ み さと 淳 さ ん 





ーー ヒー ッ / どう し よう 。 コ ワイ よー。 
だ っ て 、 こ れ を 書い て る 今 、 夜 中 な ん だ も 
の 。 会社 に は 人 も あん まり いな いん だ も の 。 

ー、 何 回 鳥肌 が 立っ た こと か 。 で も 読者 
様 が 喜ん で くれ る な ら 、 ガ ン バ ら ね ば な る 
まい 。 . う っ 。 ( 肖 ) 


応募 万 法 


ふく ろだ た き ・ み ーー っ け に 応募 され る か た 
は 官製 ハガキ を 使用 し て くだ さい 。 小 さい ネ 


タ は その まま は が き に 貼り つけ て ポス ト ヘ へ ポ 
ン 。 大 きく て ハガキ で は お さま ら な いも の や 、 
写真 は 封書 で お 願い し ます 。 宛先 に は ぶ ふく ろ 
だ た き 宛 か み ー っ け 宛 か を し っ か り ピ 明記 し て 


卒業 式 に 、 女 子 更衣 室 の 窓 か ら 真 っ 青 な 顔 
を し た 人 が 何 十 人 も 並ん で いた そう で す 。 
ー 一 学校 ネタ と いう の は 、 結 構 あ る ん だ よ 
ね 、 ど この 学校 に も 。 夜 の 学校 と か 、 そ れ 
だ け G で GE わい も ん ね 。 


くだ さい ね 。 そ れ か ら み な さん の コメ ント も 
大 事 な 要 素 。 楽 し い コ メン ト 付 き で 送っ て く 
だ さい 。 七 不思議 も 官製 ハガキ で OK で す 。 忘 
れ ち ゃ な ら な い 住 所 、 氏 名 、 年 齢 を 明記 の う 
え 下 記 の 宛先 まで 。 

〒I56 一 9| 東京 都 世田谷 区 千歳 郵便 局 私 書 
箱 15 号 CBS・ ソ ニー 出版 GB 編 集 部 「 ぶ ふく 
ろだ た き 」「 み ー っ け 」「 寸 不思議 」 係 。 
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前 頭 5 枚 。 


に 3 


フ 


は さん で な いで し ょ 


ーー 
ペー 


間 で いう 「 オ ヤジ ギャ ル 」 な ん で し ょ うか 。 競 馬場 行く と き に 、 赤 鉛筆 耳 








いや ー、 
が 、 読 者 の み が 
よっ m の カド 7 遇 は と て も 悲し い 
思い を し て いま す 。 月 の の コー 
ナー は と て も 楽 で し た 。 読 者 の みな さん に 
は な ん の こと や ら さ っ ぱり わか ら な いと 思 
うけ ど 。 つ まり 、 ハ ガキ が 少な い … 集 計 が 
楽 一 仕事 が 楽 、 と いう 図式 び が な り た っ て し 
まっ た の で す 。 や っ ぱり テー マ が 悪かっ た 
の だ ろう か 今月 の テー マ で は クリ スマ ス ・ 


* お 過ごし で し 


応募 廊 法 


官製 ハガキ を 使用 し て くだ さい 。 裏 面 に 、 
その 都度 出さ れる テー マ に し た が っ て 、 あ な 
た が ピッ タリ だ と 思う 曲名 と 演 っ て いる アー 


ティ スト 名 (シン グル の み の 発 売 の 場合 は 「 シ 
ング ル 」、 ベ スト ・ ア ル バ ム 収録 の 場合 は その 
旨 を 明記 し て くだ さい 。 ア ル バ ム 名 を 表示 す 
る の は オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム に か ぎっ て 行 な 
いま す ) を |0 曲 書い て くだ さい 。 注意 し て ほ 
し い の は 、 同 じ ア ー テ ィ ス ト か ら の 曲 は 3 曲 


170 








ソン グ も 入っ て いた の だ けど 、 あ えて すべ 
て は ず し まし た 。 (ハッキリ いっ て 暴挙 )『 今 
月 の セレ ンク ショ ン 」 に 一 つ だ け 入 っ て し ま 
いま し た が 、 こ れ は 採用 され た の で 、 と い 
う 理由 で 掲載 し ます 。 

当選 の 2 曲 は ブッ チ ぎ り で す 。 

当確 で は 、 真 心 ブ プラ ザー ズ と フラ イン グ 
キッ ズ が 初 当確 。 こ うし て 見 て みる と 、 な 
ん だ か バラ バラ 。 ( 笑 ) そ れ ぞ れ の 「 ゆ く 年 
4 認 導 を 皿 る ま 。 や は り フ ァ ン の ア ェ 所 
ィ ス ト に 偏っ て し まう みた いで 杜 が か な り 
割れ まし た 。 


に 
大 多数 の 支持 びあ っ た も の 
TIME TU COUNTDOWN 
/TMN'RHHYTHM HED」 
APDELT 
グ 大 淫 平 昌 *A 人 PE Ei 


人 

複数 の 支持 び が あっ た も の 
星 降 る 夜 に 騒ご う 

ン 日 (シン グル ) 

January 大江 千里 『 乳 房 
2 

〆 ら outhern AlII Star8 

] ( シ ツ ダグ ダル) 





まで と いう こと 。 10 曲 入っ て いな か っ た り 、 
イン スト ゥ ル メ ンタ ル ( 演 奏 の み の 曲 )、 洋 楽 
が 入っ て いて も ボツ で す 。 ま た 、 あ きら か に 
テー マ に そぐわ な い 曲 は 、 編 集 部 で 判断 し て 
発表 か ら は ず す 場合 が あり ます 。10 曲 の 曲 順 
も ちゃ ん と みて いる か ら ね 。 ピ ビシ ッ と 決め て 、 
コメ ント な ど を チラ ッ と だ け で も いい か ら 書 
CN な 才 た ら 人 びれ し ゆい そ す 。 

そし て 、 あ な た の 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 
(学年 ) を 明記 の うえ 、 次 の 住所 まで 送っ て 
ちょ うだ い 。 


Children of the New Century 
〆TM NETWORK 
『huTmanSySte』 
10YEAHS 
渡辺 美里 『rIDDOn』 
歩い て いこ う 
JUN SKY WALKER[GS〕 
『 歩 いて いこ つう 」』 
どか 一 ん ! 
グ THE 真心 ブラ ザー ス 
『 ね じ れ の 位置 
幸せ で ある よう に 
メラ イン グ キ ッ ズ 
『 続 いて いく の か な 」 
ESy COTe, ESy 紀 O/ 
BZ「HISKY』 
tokyO ン ノ 渡辺 美里 『tOKyO』 
これ か ら 
2 守 2 生 FE に も 1 


EE 


な る ほ ご と 思っ た も の 


護 賀 新年 / 種 と も ご 「 オ ・ 八 ・ ヨ 」 
Good time 避 Bad Tim@e 
グ 小 田 和 正 
「『FaT East Cafe』 
COunt DOwT 


〒156-91 東京 都 世田谷 区 千歳 郵便 局 私 書 箱 
15 号 CBS・ ソ ニー 出版 GB 編 集 部 「 ベ スト ソ 
ング ス を 探せ ./ 」 係 まで 。 

来 月 号 (3 月 号 ) 発表 の テー マ は 「 バ レン 
タイ ン デ ー に 暗 り た い 曲 II」( す で に し めき り 
まし た )、 再 来 月 号 (4 月 号 ) 発表 の テー マ 
が 、 今月 出題 し た 「 ゲ レン デ で 聞き た い 曲 」 
で す 。 締め 切り は | 月 16 日 必着 な の で 、 年 賀 
状 の あま り に で も 書い て くれ た まえ 。 ま た 、 
こん な テー マ で …… と いう 要望 も 募集 する よ 。 
ふる っ て ご こ 応 募 を / 












ゲ の 
聞き た い 曲 


CHAGE 避 ASKA 
(シン グル ) 

A HAPPY NEW YEAR 
ノ 松任 谷 由実 
『 昨 晩 お 会 いし まし よう 』 

NEW YEAH ぢ EVE 

ン 浜 田 省吾 
「FATHERHS SON』 


2 

推薦 の ライ ン ナ ッ プ で は 、 そ の 名 も ズバ 
リ の 「『「 護 賀 新年 」 が 出色 で す 。 ユ ー ミ ン の 
曲 は 映画 『「 わ た し を スキ ー に 連れ て っ て 」 
で 使わ れ て た 。 あの シー ン を 見 る た び 、 「 い 
いな ぁ 」 と 思う の は ボク だ け で は な い は ず 。 

えー、 個 人 的 意見 に 走っ て し まっ た の で 、 
ここ で 職務 に も どり ます 。 今月 の セレ クシ 
ョ ン は 埼玉 県 の 匿名 希望 さん (18 歳 、 女 
性 )。 ユー ミン と フリ ッ パ ー ズ が ナイ ス 。 


| リヒ - 日 








松任 谷 由実 


この 季節 に な る と や っ ぱり ユー ミン 。 
浮き 沈み の 激しい 音楽 シー ン の 中 で 常に 
トッ プ を 走る 彼女 の 歴史 を た どる 。 





ユー ミン が デビ ュー し た の は 1972 年 。 ま 
ぼろ し の シン グル と 言わ れる 「 返 事 は いら 
な い 」 で 、 ア ルフ ァ ・ レ コー ド か ら の リリ 
ー ス だ っ た 。 ち な み に ユ ー ミ ン が 今 の 東芝 
EMI に 移籍 する の は 1978 年 だ 。 彼 女 が |8 歳 の 
と き で 、 ま だ 多摩 美術 大 学 に 在学 中 の こと 


し か も アイ ドル で は な く アー ティ スト と し 
て の デビ ュー は 異色 だ っ た 。 こ の ころ の ユ 
ー ミ ン の 曲調 は 今 と は 若干 ちがい 、 そ の こ 


ろ 勉 強し て いた 絵 の 影 響 が か な りみ られ る 。 


歌詞 に 注目 が きた の は シン グル 「 ル ー ジ ュ 
の 伝言 」。1975 年 (昭和 50 年 ) リリ ー ス の こ 
の 曲 の 歌詞 は 朝帰り する 女の子 の 微妙 な 心 
理 を 描写 し た も の だ が 、 ま だ まだ 保守 的 だ 
っ た 社会 に この 歌詞 は ショッ ク を 与え た 。 
また 卒業 写真 」 は 現在 ナツ メロ の よう に 


な っ て いる が 、 こ の ころ に 発表 され た も の 。 


ユー ミン の 転機 は 1976 年 に 来る 。 アレ ン 
ジャ ー の 松任 合 正隆 氏 と の 結婚 だ 。 ユ ー ミ 
ン は 旧姓 と 現在 の 姓 と 両方 で 有名 と いう 珍 
し い ア ー テ ィ ス ト に も な る の で ある 。 

ユー ミ シ の 曲 ほ は 「 ど び 選 か で 聞い た に と 
が ある よう な メロ ディ ー だ な ぁ 」 と 思わ せ 
る ボ ゼ オウ が イイ りあ 、 そうい 信 語 あ 
ある ある 」 と 感じ させ る 鋭い 観察 眼 が か ね 
そ な わ っ て いる 。 た と えば 「 あ の 日 に か え 
り た い 」 最後 の 春休み 」「DESTINY」 「 恋 人 
が サン タク ロー ス 」「 サ ー フ 天国 スキ ー 天 国 」 
な ど 、 タ イト ル は 知ら な く て も 曲 を 聞く と 
「 あ 、 知 っ て る 」 と な る 曲 が た くさ ん ある 
と 思う 。 そ れ だ け 彼 女 の 曲 が 、 大 衆 に 訴え 
か ける 力 が 強い と いう こと だ , そし て 、 そ 





失恋 し た 人 な ら 誰 で も 絶対 思っ た で あろ う 
感情 を 過 不 足 な く 表 わし た この 歌詞 は 多く 
の 人 に 共感 を 与え た 。 今 まで この テー マ を 
取り 上 げ よ うと し た アー ティ スト も いた で 
あろ う が 、 彼 女 の 切 り 口 が 斬新 で あり 、 直 
接 的 で あっ た が た め の ヒ ッ ト な ん だ ろう 。 

^~ ト レン ディ な も の ” と いう レッ テル を 貼 
られ た 感 が ある が 、 そ う で は な い 。 ユ ー ミ 
ン は 常に 現在 の 若者 の 心 を 歌 に し て いる の 
だ 。 人 の 心 の 底 で 誰 も が 思っ て いる こと を 
最も ドラ ステ ィ ッ ク な 形 で 目 の 前 に 提示 し 
て みせ る 。 リ スナ ー は そこ で は じ め て 自分 
が 感じ て いた も どか し さ を 整 理 され た 言葉 
で 反 御 する の だ 。 そ し て 、 そ こま で 計 算 す 


応募 方 法 


この 欄 を 書く の が 苦痛 に な っ て き て し ま 
っ た 。 今月 の ユー ミン も ハガキ が ほとん ど 
き て いな い 。 来 月 の 「 浜 田 省吾 ・ シ ング ル 
以外 の 曲 ベ スト テン 」 に も 今 の と ころ ほ と 
ん ど 投 稿 が な い 。 


アル バム すべ て に わた っ 
て じっくり と 聞き 込む 人 は 、「 そ ん な 雑誌 に 
投稿 する な ん て ……」 と 恥じ 入る 奥 ゆ か し い 
人 な の だ ろう か 。 シ ング ル ・ カ ッ ト 以 外 の _ 
曲 の ベス ト テ ン で す 。 送 っ て ね 。 住所 } 
〒I56-9| 東京 都 世田谷 区 千歳 郵便 局 私 
書 箱 15 号 CBS・ ソ ニー 出版 GB 編 集 部 「 ア ー 
ティ スト ・ ヒ スト リー 〇 〇 係 」 へ 。 〇 の 中 
に アー ティ スト 名 を 入れ て ね 。 









任 由実 (旧姓 ・ 荒 井 ) 
1954 年 | 月 19 日 生ま れ 


だ っ た 。 い まで こそ ぞ |5- ン |I6 歳 の アイ ドル が デ 
ビュ ー す る の は あたり まえ だ カ 








が 、 こ の 時 期 、 


の 最 た 
得 し た 


OLIVE 


悲し いぼ ほど お 天気 


る 結末 が 、 一 昨年 に 爆発 的 人 気 を 獲 
「 リ フレ イン が 叫ん で る 」 で あっ た 。 


流 線 形 8H 時 の な い ホ テル 

9 月 に は 帰ら な い / ハ ロッヂ で 待つ クリ スマ 未来 は 肥 の 中 に 青い ジャ コピ ビニ 彗 星 の 日 セシル の 週末 / 時 の な 
ル ジ ョ オン ・ ヒ メジ ョ スン ノ 埋 頭 を 渡る 風 / 真 エア メイ ルプ ソ ツバメ の 影 に な っ て / 緑 の 町 に い ホ テル ン Miss Lone- 
オン 私 な し で も / 地 冬 の サー ファ ー ノ / 静 か よう に ノノ 最後 の 春 休 舞い 降り て DES- |y/ 雨 に 消え た ジョ が ガ 
中 海 の 感傷 / 紅 雀 / 罪 な まぼろし / 魔 法 の く み ノ 甘い 予感 / 帰 敬 / TINY/ 丘 の 上 の 光 / 圧 一 ためらい / よ そ ゆ 
と 罰 / 出 さ な い 手紙 / "すり / キ ャ サリ ン /Cor- 冷た い 雨 / 風 の 中 の 連 し い ほ ど お 天 気 / 気 ま き 顔 で /5 の 向こう 
白い 朝 ま で /LAUN- vett 1954/ 入 江 の 午 毛 / 稲 妻 の 少女 プリ ん まなか な 朝帰り ノン 水平 線 に 震 プ コン パー トメ ント 
DRY-GATE の 想い 出 ノ / 人 後 3 時 / か ん らん 車 / ご の に お いと 風 の 国 グレ ナディ ング "78/ き 水 の 影 

残さ れ た も の 1 プ 比 の こい びと ま よ い の 果 て 波 は 寄せ 

る 


FEINDARNATION 


DA・DDA 


VOYGER NT ILE ALAHM Ia mode 
REINCARNATION バ オ ガー ルフ レン ズ ノ 結婚 SALAAM MOUSSON も う 愛 は は じ ま ら な い / さよ な ら ハ リ ケ ー ン グ 
ー ル マイ ティ ン ノ NIGHT ルー レッ ト プ ダ ン デ ィ SALAAM AFRIOUE/ 2 人 の スト リー トン 土曜 日 は 大 キラ イン ジ 
WALKER/ 星 空 の 誘 ライ オン - っ 屋内 き の タ ノー サイ ド /DOWNTOWN BABYLON プ SUGAR ェ ラ シー と 云う 名 の 悪 
惑 ノ 川 景色 /ESPER ン ポ ポン / 青 い 船 で / 不 BOY/BLIZZARD/ 一 緒 TOWN は さよ な ら の 町 夢 /20 minutes/ 
ノ 心 の まま に / ず っ と 思 議 な 体験 ハー ト プ に 暮らそ う / 破 れ た 恋 の メト ロ ポ リス の 片隅 で ノ Autumn Park/Holi- 
で ば に ノ ハ ー ト は も う レイ クノ TYPHOON/ 繕 し 方 教え ます / 午 前 4 月夜 の ロケ ッ ト 花 火 / day in Acapulco プ 3-D 
つぶ や か な い / 経 る 時 TROPIC OF CA- 時 の 電話 / 木 枯らし の ダ シン デレ ラ ・ エ クス プ の クリ スマ スカ ー ド ング 
PRICORN プ 私 を 忘れ る イア リー/SHANGLILA レス / ン 青春 の リグ レッ ホラ イズ ン を 追い か け 
頃 / 時 を か ける 少女 を め さ せ /ー ノ ー サ イド ・ ト / た と え あ な た が 去 て / 白 い 服 、 白 い 靴 / パ 

夏 … 空 耳 の ホイ ッ ス ル っ て 行っ て も ジャ マ に レイ ンコ ー ト 


| シン グル] 29 枚 


る の が 彼女 の 真 に すご いと ころ な の だ 。 





ひこ うき ぎ 雲 

ひこ うき 雲 ノ 曇り 空 / 
恋 の スー パー・ パ ラン シン 
ュー ター/ 空 と 海 の 輝 
き に 向け て きっ と 言 
える プ ベ ル ベ ペッ ト ・ イ 
ー ス ター/ 紙 ヒコ ー キ ン 
雨 の 街 を 返事 は いら 
な いそ の まま ひこ 
うき 雲 


SURF S SNOW 
彼 か ら 手 を ひい て / 和 
けた アイ ドル 人 鍋 に 
な り た いま ぶし い草 
野 来 プ ワ ゴン に 乗っ て 
て で かけ よ う / 恋 人 が サ 
ンタ クロ ー ス シー ズ 
ン ・ オ フ の 心 に は / サ 
ー フ 天国 スキ ー 天 国 
恋人 と こない で て / 雪 だ 
より 


ダイ モン ド タ ダス ト が 者 に 
月 曜日 の ロボ ッ ト / タ イ 
アモ ンド ダス ト が 消え 
ぬ ま に / 思 い 出 に あい た 
く て /SWEET DREAMS 
/TUXEDO RAIN/SAT- 
URDAYNIGHTZOMBIES 
/ 続 ガー ルフ レン ズ / 
ダイ アモ ンド の 街角 / 
LATE SUMMER 
LAKE / 組 雨 で 見 えな い 


MISSLIM 

生ま れ た 街 で プ 瞳 を 閉 
じ て プ や さ し さ に 包ま 
れ た な ら プ 海 を 見 て い 
た 午後 12 月 の 雨 プ あ 
な た だ け の も の / 魔 法 
の 鏡 プ た ぶん あな た は 
むか え に こ な い プ 私 の 
フラ ン ソ ワー ズン ノ 旅 立 
つ 秋 


水 の 中 の AI|A へ 
スラ バ ヤ 通り の 妹 ヘ ン 
HONG KONG NIGHT 
SIGHT/ 大 連 慕 情 ブ わ 
き 役 で いい か ら 

(4 曲 入 り ) 


Beiikin nps 委 府 き 


Delight Slight Light KISS 
リフ レイ ン が 叫ん で 
る Nobody-else ぶ ふっ 
て あげ る 誕生 日 お め 
で と う ン Home Town へ 
よ ます こそ ま / も こし 4 に 
Good Night プ 恋 は No- 
Return プ 幸せ は あな た 
へ の 復讐 吹雪 の 中 
を September Blue 
Moon 


GB 初 登場 


81.11 月 号 


COBALT HOUR 

コノ ツレ アリ ワー/ 考 
業 写真 / イ 紀行 / 何 も 
聞か な いで ブルー ジュ 
の 伝言 航海 日 誌 プ チ 
ャ イニ ー ズ スプ フン 
少し だ け 片 思い / 雨 の 
ステ ーション ャ ノン アッ リ 
カ へ 行き た い 


昨 説 お 会 いし まし ょ う 
タワ ー・ サ イド ・ メ モ 
リー ノ 街 朋 の ペ シ ミ ス 
* メ ビ ピュッ フ ェ に て / 
タ 聞 を ひと り / 守 っ て 
あげ た い プ カン ナ 8 号 
線 / 手 の ひら の 東京 タ 
ワー グレ イス ・ ス リ 
ッ ク の 上 肖 像 / グ ルー 
プ グ A HAPPY NEW 
YEAR 





LOV@ Warg 


Valentine's RADIO 
WANDERERS/Love 
Wars/ 心 ほど いて 
Uptown は 灯 と も し 頃 / 
トラ ン キ ライ ザー ノン ホ 
ー ム ワー クン 届か な い 
セレ ナー デン Good - 
Bye Goes byANNI- 
VERSARY 


THE 14th MON 
ささ 波 14 番 目 の 月 
さみし さ の ゆく え / 朝 
陽 の 中 で 微笑 ん で て / 中 
央 フリ ー ウ ェ イ / 和 何 も 
な か っ た よう に ノ / 天 気 
雨 プ 避暑 地 の 出 来 事 / 
グッ ドラ ッ リ ・ ア ンド ト ・ 
グッ ドバイ ノ 暁 夏 ( ひ 
と り の 季節 ) 


PEAHL PIEHCE 


よう こそ 輝く 時 間 ヘ 
真珠 の ビア スプ ラン チ 
タイ ム が 終わ る 頃 プ フ 
ォ ー カ スタ 涼み ノ 私 
の ロン サム ・ タ ウン グ 
DANG DANG ン / 革 の 彼 
に 会 う の な ら プ 消息 
忘れ な いで て ね 


天国 の ドア 
Miss BROADCAST ビ 
時 は か げろ う A は ここ 
に ある 満月 の フォ ー 
チュ ング Glory Bird- 
land- ホ タル と 流れ 
星 プ Man In the 
Moon プ 残暑 天国 の 
ドア SAVE OUR SHIP 


[ライ ブ ・ ア ル バ ム ] YUMING VISUALIVE DA・DI・DA ('85.6.) [コラ ボレー ショ ン ] シン グル 「 今 だ か ら 」( 小 田 和 正 ・ 財 津 和 夫 ・ 坂 本 龍一 ・ 高 中 正義 ・ 高 橋 
幸宏 ・ 後 藤 次 利 と と も に 。 '85.6.) [ビデ オ ] コン パー トメ ント (TRAIN OF THOUGHT) ("84.) 
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⑱ ま ず は 、25 回 に 1 度 し か 当たら な い ジ ョ 
ー ク を 日 々 連発 し て いる と いう マネ ー ジ ャ ヤ 
ー を 持つ 夢 の アー ティ スト 、 松 岡 英明 さ 
ま か ら だ 。「 松 岡 英明 きん の ラジ オ や テレ ビ 
な どの 出演 予定 が あっ た 6 教え て くだ さい 」 
(神奈 川 県 ・ 畜 生 ./ 畑野 万 作 ) 年 末年 始 
の 松 BOW 登 場 番組 を 教え て あげ よう 。 テ レ 
ビ は 12 月 27 日 放映 の テレ ビ 朝 日 "TV ロッ 
ク ・ シ ョ ー"。 そ し て ラジ オ 。 ま ず は 12 月 29 
日 放送 の NHK-FM “FM リク エス ト ・ ア ワ 
ー・ ス ペ シ ャ ル "。 それ か ら 91 年 1 月 8 日 の 
JFN 系 “ボップ ナウ "。 
僅 続 いて 。 大 好評 の 裏方 さま シリ ー ズ だ 。 
「 私 、 恥 ず か し な が ら ス タイ リス ト に な る 
夢 を 持っ て いま す 。 で 、 め ちゃ めちゃ 専 区 
し て いる 人 が いる ん で す 。 い つも TMN の 
スタ イリ スト を し て る 岩瀬 条 実 きん 。 と どう 


教え て も ら え ませ ん か ? 」 (ご めん ね ッ 、 お 
名 前 を な くし て し まっ た //) さて 、 央 瀬 さ 
ん は 1959 年 11 月 1 日 生ま れ 。 さそ り 座 の O 
型 。 嫌 いな 色 : な い 。 好 き な 食 べ 物 : お で 
ん 。 と いう 方 で す …… ど ー い う 方 な ん だ ッ !? 
スタ イリ スト に な っ た きっ か け は 、「 あ る 
日 、 私 は スタ イリ スト に な ろう と 思い “ ス 
タイ リス ト ・ 岩 瀬 朱 実 " と いう 名 刺 を 作っ 
た 。 そ の 日 か ら 私 は スタ イリ スト に な り 、 

今日 に 至っ て いる と いう わけ で す 」 と いう 
こと 。 う 一 む 、 ス タイ リス ト は 行動 力も 大 
事 な 要素 みた いね 。 岩瀬 さん へ の ファ ン レ 
ター は 、CBS・ ソ ニー 出版 の GB 編 集 部 気付 


いう きっ か け で 今 の 仕事 を 始め た の か と か 、 


220(0) た 守 と 





て 送っ て くれ れ ば 、 担 当 者 が 責任 持っ て お 
渡し し ます 。 
人 @ 「 大 沢 准 志 幸 大 先生 の アル バム 『 LIFE』 
の 一 旧 の バッ ク ・ コ ユー ラス に 岡村” と ク 
レジ ッ ト が あり ます が 、 こ れ は も し や 靖幸 
殿下 な の で し ょ うか !?」( 東 京都 ・ 吉 川 の ア 
ル バ ム で も 発見 ) 違い ます 。 は い 、 炊 。 
W さ て さて 。 お 待た せ し ま し た 。B'z の お 二 
人 の 登場 で す 。 今月 は 原点 ・ オ プ ブ ・ 質 問 。 
不思議 に 思っ て も な か な か 聞け な いこ の 質 
問 か ら ス ター ト だ 。「B'z の 名 前 の 由来 っ て 
何 な ん で すか ? 私 と 友達 の 間 で は 、 ア ル 
ファ ベッ ト の 最初 と 最後 を と ろう と 思っ だ 
ら 5 バエ イズ ” に な っ ちゃ うん で B'z に し だ ん 
じゃ な いか っ て こと に な っ て る ん で すか が *……」 
(福岡 県 ・K.KOMURO) みな さま の アイ 
ドル 、BMG ビ クタ ー の 深瀬 さん が 答え て く 
だ さい ます 。 そう で す ./" と 言い た いと こ 
ろ で す が 。 ( 笑 ) 最近 は 企業 な ど で も 、 イ メ 
ー ジ 向上 の た め に アル ファ ベッ ト の ロゴ を 
意識 し た 名 前 を つけ た も の を よく 見 か け ま 
す よ ね 。 で 、 そ れ を 意識 し た わけ で も な い 
ん で す が 。 B'z も 、 簡素 化 さ れ て いて 、 ロゴ 
と し て も カッ コ い いも の が いい と いう こと 
が あり まし た 。 そ こ で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 
z を 使う の は まず 決ま っ て いて 。 そこ へ い 
ろ ん な 文字 を は め て いっ た 結果 、B'z に 決ま 
っ た ん で すね 」 お 友達 に も 教え て あげ よう 。 
同じ 人 か ら も う ひ と つつ 質問 。「[LOVING 
ALL NIGHT」 の 最初 の と ころ で 聞こ える 
の まこ っ ちか な あび 違う よ 、 こ っ ち だ よ “ 
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つい に 、 つ い に や っ て 来る 。 ニ ュー・ キ ッ ズ ・ オ ン ・ ザ ・ ブ ロッ ク の みな さん が や っ て 
来る の よ ッ . ノ FAB5 フ ァ ン の みな さん 、 東京 ドー ム で お 会 いし まし ょ う 。 


じゃ な い ヵ みな と 友達 と 話し て る ん で すか が *……」 
た ぶん その と お り だ 、 と いう こと で す 。 ま 

だ まだ 続く ぞ 。「B'z の 2 人 は 、 中 学 ・ 高 校 
の と き の 部 活 は 何 を や っ て まし た か ? 」( 愛 
媛 県 ・ 白 川 真美 ) 松本 さん は 中 学 時 代 に 野 
球 を や っ て た そう で す 。 で も 、 高 校 の と き 


了 M 


* IleG ン ・ Ke。 
の で すか ? ある な ら 教 えて くだ さい 」 
・YAMA) 

も ちろ ん の こと 、 あ り ま す よ 。 そ の 名 も 
~MOOBMENT CLUB "。 事 務 所 の 名 前 
と お ん な し や ん け 。 で 、〒150 渋谷 区 恵 比 
寿 3 一 26 一 6 MOOBMENT CLUB まで 、 
62 円 切手 を 同封 し て 入会 案内 書 を 請求 し 
て ちょ うだ いね 。 電話 は 、03-473-3739 
で す 。 ノ フー ジ さ 

ん は 、 BOOM 
さん に お 会 い 
する と 超 あ が 
っ ちゃ う の 。 
で も みん な す 
げ ー い い 人 。 











は すでに ギタ ー ひ と すじ だ っ た そう 。 一 方 、 
稲葉 さん は テニ ス を や っ て いた そう で す 。 
さ ー て 、 ま だ まだ 行っ ちゃ う よ ん 。「B'z の 
稲葉 さん は 、 い つも どう いう テレ ヒビ 番組 を 
見 て いる の で すか ? 」( 熊 本 県 ・ 甲 斐 正子 ) 
今 は ツア ー の 真っ 最 中 な の で 、 ほ と ん ど T 
V を 見 る 機会 が あり ませ ん 。 と きど き プ ロ 
モー ショ ン ・ ビ デオ が 流れ る 番組 は 見 て い 
る らし いで す 。 
@「KAN く ん の ライ ブ ・ ビ デオ は 出 て い 
る の で すか ? 」( 福 島 県 ・ 秋 山 一 枝 ) ビデ オ 
は 出 て いま せん が 、 91 年 に は 出す か も し れ 


な いと の こと 。 さ て 、 各 地 て 頑張 る KAN 
《 ん ファ ン 。 東 京都 の 黒星 恵美 子 さ ん は 、 
"時 所 李 が 夢 だ っ た ツア ー” の 、 各 地 フ 
ァ ン に よる レポ ー ト を まとめ た “KANS 
ペー バー” と いう の を 作っ た そう で す 。 と 
か 言っ て し ら じ ら し いん で すけ ど 。 ノ ー ジ 
も 思わ ずい ち フ ァ ン と し て 原稿 書い ちゃ っ 
た り し て て 。 読 みたい 人 は 、 175 円 切手 を 同 
封 し て 〒152 東京 都 目 黒 区 魔 番 3-18-14 
黒星 様 方 KANS ペ ー パ ー? ま て 出せ ば 、 
送っ て くれ る そう で す 。 
な 最後 は ユニ コー ン 様 。 は る ば る 広島 まで 





行っ て 聞い て きた ぞ 。「 ユ ニュ ー ン の 『 ケ ダ 
モノ の 嵐 」 を 聞い て て 思っ た ん で すけ ど 。 
「 フ ー ガ | と いう 曲 は 、 ペ ケ ペ ケ ・ シ リー 


ズ の 完結 編 じ ゃ な いん で すか ? 何 回 も 聞い 


て いる と 「 お か し な 2 人 | の 続き みた だい に 


感じ る ん で すけ ど ……」 (福岡 県 ・EBI く ん 
の 娘 ) 「 勝 手 に 推測 し て くだ さい 」 (EBI)、 


「 一 生 は 長い ん で すか ら 」 ( タ ミ オ )、「 ま 、 
人 生 、 山 あり 谷 あ り で す 」(TESSY) と 意 
味 深 な 発言 。 次 。「 突 然 で す が 、 ユ ニュ コー ン 
の みな る ん は お 料理 で きま すか ? 得意 な 
料理 が あっ た ら 教 えて 」( 千 葉 県 ・ 山 本 登 茂 
子 ) 一 同 、 う 一 ん と 喰っ て か ら 答 えて くれ 
まし た 。「 コ ン ビ ー フ ・ カ レー。 僕 、 カ レー 
に は ちょ っ と うる さい で す 」 (ABE-B)、 
「 得 意 で は な い の で す が 。 今度 、 か ぼ ち ゃ 
グラ タン に 挑戦 し て みよ うと 思っ て ます ,」 
(TESSY)、「 ワ タ シ は お 好み 焼き と カレ ー 
が 得意 で す 。 家 で 作る か っ て 2 も ちろ ん 
作り ます よ /」 (EBD)、 「 西 部 劇 に 出 て くる 
よう な 豆 の 料理 ある で し ょ 。 チ リ ビ ー ン ズ 
と か 。 あ あい う の 。 あ と 、 オ ニオ ング ラ タ 
ンス ー プ 」 (西川 )、「 焼 肉 」( タ ミオ )…… そ 
れ は 料理 と は 言わ な いや ん け 一 、 と 他 の メ 
ン バ ー た ちか ら 喜 倒さ れ な が ら 、「 そ れ で も 
焼肉 ノ 」 と あく まで も 言い 張る タ ミ オ が か 


圏 こない だ 、 と ある 音楽 誌 で ユニ コー ン や 岡村 
靖幸 様 の こと を わり と マジ メ に 書い た の 。 が 、 

知ら な い 人 に ユニ コー ン の 偉大 さ を 伝え る の っ 
て 難し いわ 。GB だ っ た ら ~ パ カバ カ 、ABE-B 
の バ パカッ” と 、 書 いた だ け で 、 読 者 の みな さん 
は 私 が どん な に 力いっぱい ABE-B を 讃え て いる 
の か 、 理 解 し て くれ る じゃ ん ? と ころ が 見 





だ と 思っ て し まう わけ だ な 。 西川 さん ショ ウノ / 
と か 言っ て も 。 ロ ッ ク ・ コ ン サ ー ト の な か に い 
ろ ん な ショ ウ が ある こと を 、 ど ー や っ て 説明 し 
た らい い の だ よ ッ !? そん な わけ で 、 読 者 の み 
な さん も 、 友 達 に 自分 の 好き な 音楽 を 広め る の 
に は 苦労 し て ん だ ろう な あと 思う 今日 この ご ろ 。 


だ C 了 っ て し まう わり た 厨 I き ん ショ ウン) 































詳 こ の 号 が で きる ころ に は 、 
ノー ジ は お フラ ンス に いる 
ざん す (」\ 山 田 圭 憎 C)。 マ 
ハリ ッ ク ・ ハ リー リ と いう 、 
変 で か わ え え バ ンド の ト テ 
ッ ク ・ ダ ウン の 取材 な ん だ 
よん 。 ほ ぼぼ ほほ ぼ ほぼ ほぼ ーッ 。 ぼ ぽん じゅ うっ 。 

較 '91 年 も お ハガキ よろ し くね 。① 質 問 ② 住 所 ③ 
名 前 ④ 視 齢 :…… を 書い て 。 〒156-91 東京 都 世 
田谷 区 千歳 郵便 局 私 書 箱 15 号 CBS・ ソ ニー 出 
版 GB ノー ジ は な ん で も 知っ て いる ” 係 ま で 送 
っ て ね 。 街中 を 歩い て る と 有線 で ガン ガン 「 愛 
は 勝つ 」 が 流れ て き て 。 う れ し い 年 の 瀬 だ わ 。 
それ で は みな さん 、 よ い お 年 を ね ッ ./ 
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CM で すっ か りお な じみ だ よね 。 日 清 カッ 
プ ヌ ー ド ル の 、 シ ュ ワ ルツ ェ ネ ッ ガ ー、 衰 快 
脆 打 ち パ フォ ー マ ン ス 。 あれ は な ん と 、 100 
人 分 の 疾 を 打っ て る ん だ っ て / 知っ て た ? 
さて 、 日 清 食 品 か ら 10 名 様 に シュ ワル ツェ 
ネッ ガー の テレ ホン カー ド を プレ ゼン ト 。 








あふ れる パワ ー と セン ス で 挑戦 / 
TV や ラジ オ で 君 の 曲 が 流れ る か も 


明る い ぐ う た ら 、 前 向き な わが まま 、 
健康 的 な 快楽 が コン セプト 
パジャマ に し 
て お くだ け じ ゃ 
も っ た いな い 。 
みん な に 見 せ び 
ら か し て 、 自慢 
し た く な っ ちゃ 
うき の が コ ゴ レ ノ / 
オー ラ の 子 れ っ 
ず が デザ イン し 池 
た パジャマ (| 万 L 5 
7800 円 ・ 税 別 ) 9 
が 、 伊 薩 忠 モー ド パ ル (株 ) パジャマ ニア 
か ら 新 作 発表 され た の だ / 今 ま で に も 高 
橋 幸 宏 、 細野 晴臣 、 遊 佐 未 森 、 穫 野 みち る 
(東京 少年 ) ら が 登場 。 子 れ っ ず の イメ ー ジ 
カラ ー、 紫 の 
( 他 に 黒 も あ 
り ) チャ イナ 
服 風 の デザ イ 
> を れ に オウ 
の マー ク の 刺繍 も 
つて ご オー ラ の 
ファ ン の 人 は も ち 
ろ ん 、 オ シャ レ な 
女の子 は 要 チ ェ ッ 
2 お 





〇 彼氏 、 彼 女 が か いな く て クリ スマ スプ レ ゼ ント が も ら え そう に な い 人 、 
人 生き っ と どこ か で イイ こと が ある / GB か ら の プレ ゼン ト は どう 


ZN 演 キ に 住 cr 

所 、 氏 名 、 年 幸 

齢 、 電話 番 

号 を 明記 し 、 

ap ka 

東京 都 千 歳 

郵便 局 私 書 箱 15 号 CBS・ ソ ニー 出版 GB 
編集 部 「 日 清 テ レ カ 」 係 まで 、 | 月 2 日 ま 
で に 送っ て ね 。 当選 者 の 発表 は 4 月 号 で 。 


〇 クリ スマ ス に 忘 


フロ ム ・ エ ー 関 西 版 で は CM ソン グ を 募集 
し ます 。 プ ロ 、 ア マ 問 わ ず 未 発表 の オリ ジ 
ナル 曲 な ら 0K。 カセ ッ ト テ ー プ に 録音 の う 
え 、 必 ず 歌 詞 を 添付 し て 、 演 奏 が 作曲 者 で 
な い 場 合 は その 旨 を 明記 。 (住所 ・ 郵 便 番 


U り ロ ネ ッ トワ ー ク は 史上 最強 / 
TMN ツ アー チケ ッ ト が 300U0U 名 に / 

リニュ ー ア ル し た TMN 待 望 の コン サー ト 
ツア ー、“RHYTHM RED"。 こ の ツア ー の チ 
ケッ ト を ペア で | 500 組 、 計 3000 名 の 方 に プ 
レ ゼ ント 。 マク セル 、 UD シ リー ズ の TMN の 


冬 の 厳し い 寒 さ に は 、 甘 さ ご おさえ め 
「 あ っ た まる こ ご 」 で ホッ カ ホ カ 

温か いく だ も の 飲料 っ て 、 今 まで あり そ 
う で な か っ た と 思わ な い ? サン トリ ー か 
ら 新 発売 の 「 あ っ た まる こ 」(|90g、97 円 ・ 
税別 ) は ホッ ト 飲 料 の 中 で も 人 気 を さら う 
こと 間違い な し 。 の EER の ど 
2 と 4 ィ リ 
ピン の レモ ン と いわ れ 
る カラ マン シー が ミッ 
クス され た 爽やか さ が 
魅力 。、 す っ きり と し た 

風味 と ちょ っ ぴり ビタ 
ー な 味わい を 一 度 お 試 
し あれ 。「 あ っ た まる こ 」 
が 一 本 あれ ば 、 身 も 心 
も ホカ ホカ だ よ 。 


SUNTORT 


山下 達郎 、 坂 本 龍一 、 氷 室 京介 と いう 日 
本 の 音楽 界 を 代表 する 3 人 に よる ラジ オ 番 
組 「TO0SHIBA PREMIER 3 」 み ん な 知っ て 
る か な ? 東京 FM 系 26 局 ネッ ト で 、 毎 週 日 
曜日 12 : 00 か ら 12 : 55 に 放送 中 。 番 組 を 提 
供し て いる 東芝 か ら オ リ ジ ナ ルポ ボス ター を 


年 閉 K4 職 業 ま た は 学校 名 ⑤ こ の 
オー ディ ショ ン を 何で 知っ た か 、 を 書い て 
午 し て くだ さい 。 グ ラン プリ 曲 は 、 近畿 
圏 の TV・ ラ ジオ で オン エア され ます 。 送 付 
及び 問い 合わ せ 先 は 、〒530 大 阪 市 北 区 梅田 


〇 りり も お ぉ い 一 くつ 寝る と お 、 ジ ヤ ャ 


10 名 様 に プレ 

ゼン ト 。 ハ ガ 

キ に 住所 、 氏 

名 、 年 齢 、 電 

話 番 号 を 明記 

し 、〒〒156-9| Seawesacassassax Ya 
PT le 0ー 
ー 出 版 GB 編 集 部 「 東 芝 ポ スタ ー」 係 ま 
で 。 | 月 21 日 必 基 。 発表 は 4 月 号 で 。 





会 、 そ し て も うす ぐ 新 年 会 と イベ ント 盛り だ くさ ん の この 季節 。 みん な は どん な ふう に 過 ご 
し て いる か な " で と N で オニ デン ジヨン は 自分 を 民 す いい チャ ンス 。 考 休 あの 各 園 に どん どん チャ レン ジ / 






|-11-4 大 阪 駅 前 第 4 ビル 19F (株 ) リク ルー 
ト フ ロム ・ エ ー 内 FROM A CM ソン ク グ 事務 局 
会 06-344-9652. 締 め 切 り は '9! 年 | 月 31 日 
消 Eh 有効 。 発表 は 3 月 中 旬 ご ろ に 、 郵 送 に 
て 連絡 し ます 。 


ー ン / みん な 待望 の お 年 玉 。 こ た つ 


で ヌ ク ヌ ク し な が ら 、 あ れ や これ や と 品定め し た ら 、 お 店 へ G り / 


写真 入り プロ モー ショ ン パ ッ ク に つい て い 
る 応募 券 を 2 枚 貼っ て 、 郵 便 番号 、 住 所 、 
氏名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 の うえ 、 
〒104 東 京都 中 央 区 京橋 郵便 局 私 書 箱 231 
号 マ クセ ル 「UD ネ ットワーク メン バー ズ プ 
レ ゼ ント 」 係 まで お 送り くだ さい 。 締 め 切 
り は "91 年 | 月 20 日 消印 有効 発表 は 商品 の 
発送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま す 。 詳 
し く は 店 頭 で 。 


た だ の 電話 じゃ つま ら な いし 。 便 利 さ 

と 楽し さ を 広 げ る 電話 アク セ サ リ ー 
私 た ちの 生活 の 中 で 電話 の 占め る 割合 っ 

て すご く 大 きい よね 。 だ か ら も っ と 楽し く 、 


上 手 に 活用 し た い 。 日 本 ビク ター か ら 新 発 
売 の テレ ホン アク セ サ リ ー「 パ ッ チ ・ ワ ー 
ク 」 を ちょ っ と ご 紹介 。 音 と 光 に よっ て 着 
信 を 確認 する こと が で きる 、 テ レ ホ ン ベ ル 
リン ガー。 通 話 内 容 を ラジ カセ 等 で 録音 で 
きる 、 テ デレ ホン ピッ クア ダ プ ター。 その 他 
に も 便利 で 楽し い 商品 が 揃っ て る よ 。 





イン ーー テ ュ ン ニン 


ミニ サイ ズ コ ン ポ と の シス テム アッ 
プ が 可能 に な っ た 、DAT デ ッ キ 
新しい オー ディ オ 製 品 が どん どん 出 て き 
て 、 ア レ も コレ も っ て 迷っ ちゃ う よ ね 。 今 
まで 特 っ て いた も の が 無駄 に な る どこ ろか 
I20%% に 生か せ ち ゃ う オ ー デ ィ オ 商品 が コ 
レ 。 ア イワ か ら 新 発売 の ミニ サイ ズ DAT デ ッ 
キ 、XD-S260( 9 万 8000 円 ・ 税 別 )。 横 防 26 
QNO お MX で だす ( プ の ミミ ニュ ン 
ポ NS-X9、NS-X7 と の シス テム アッ プ が 可 
能 。 最近 は や り の AI( 人 工 知能 ) コン ピュ ー 
タ も も ちろ ん つい て る 。 こ れ は 
お 得 。 
































自動 演奏 を 楽し みな . 
が ら 、 上 自分 の ペー ス 
で 気軽 に レッ スン 





頭 の テッ ペン か ら 指先 ま で 、 
男 の お し ゃ れ に 休暇 は な い 


男 の コ が 脱毛 し て る ぐら いて 驚い て ちゃ 


時 代 遅 れ だ ソー で す よ 。 な ん て っ た っ て 、 
素早 くき れい に 鼻毛 を 

カッ ト し ちゃ う 、 鼻 所 
専用 カッ ター 
や 、 爪 の 形 を 
整え て 、 キ レ 
イ に 磨く た め 





- ポッ プス 、 ロ ッ ク 、 フ ュー ジョ ン 、 
それ ぞ れ に 含む わせ た 人 迫力 ある 再生 で 
ミニ コン ポ な ど は 高音 質 が 当たり 前 に な 


っ て いる 今 だ か ら 、 や っ ぱり ヘッ ド ホ 4 


2 スレ オ だ つて 、' | ラル ク 世間 目 
指し た いよ ね 。 ケ ン ウ ッ ド か ら 新 
発売 の 、 高 音質 を 徹底 追求 し た へ 
ッ ド ホン ステ レオ 、CP-E7 (2 万 6000 円 ・ 
税別 )。 そ れ ぞ れ の 音楽 ジャ ン ル に 最適 な 、 
迫力 ある 再生 を 簡単 操作 で 楽し め る の が 特 





「 新 れん た ろう 」 は 色 ム ラ ・ ノ イズ を 
抑え て 大 画面 で も 満足 の 高 画質 

大 画面 テレ ビ が 増え て くる と 、 ビ デオ も 
高 画質 を 求め る の は トー ゼン だ よね 。 パ ナ 
ソニ ッ ク の VHS Hi-Fi ビ デオ 、NV-F600[ 新 
れん た ろう ] (8 万 
円 ・ 税 別 ) は 、VHS、 
Hi- MNT 
の 積層 型 プ ロ ・ ア モ 

ヘッ WM 簡単 


UAIIENIJUHU 








カシ オ か ら 新 発売 の デジ タル ビア ノ 、CPS 
-740 (76 鍵 、14 万 8000 円 税別) は レッ ス 
ン 機能 が 盛り だ くさ ん 。 た と えば 、 左 右 の パ 
ー ト を 別々 に 再生 する 右手 左手 別 練習 機 
能 。 片手 ずつ し っ か り 覚 えら れる っ て わけ 
だ 。 曲 の 再生 テン ポ も 自由 自在 に 調節 で き 

し 、 苦 手 な と ころ は リピ ー ト 機能 で 繰り 
返し 再生 で きる 。 あ な た の ウデ と ペー ス に 
合わ せ て 、 楽 し みな が ら レ ッ ス ン で きる よ 
ね 。 また 、 |70 曲 の ピア ノ 曲 を 内 蔵 し た ミュ 
ー ジ ッ ク ラ イプ ブ ラリー は 、 自動 演奏 を 楽し 
むだ け で も 0K。 





の 、 男 の 子 用 の ネイ ルケ ア 商 品 ま で 出 て る 
ん だ か ら 。 松下 電工 か ら 新 発売 の 「Da/Te 
(ダテ ) シ リー ズ 」 は 、 そ ん な 気合 い の 入 っ た 
AGE ミン グ 商 品 。 さ き ほ 
隊 どの ノー ズ ケ ア (3300 円 ・ 税 
別 )、 ネ イル ケア (3400 円 ・ 税 
別 )、 な で る だ け で 毛 先 を カッ 
MMPvtehee 
Pr (7700 円 ・ 税 
別 ) な ど 。 男 
の 子 も 身 だ し 
、 な み は 大 切 だ 
よね 。 









徴 。 メ タル テー ブ 対 応 だ か ら 、 カ セッ ト デ 
ッ キ 並み の 高音 質 も 夢 じ ゃ な い 。 で 、 や っ 
ぱり 重 要 な の が 、 電 車 の 中 で 聴く 機会 の 多 
い ヘ ッ ド ホン ステ レオ は 、 騒 音 に 強く な き 
ca や ゃ いけ な いこ と 。 中 低 域 を ズー 
ツメ が っ ト 衣 


















に 言え ば 、 色 ムラ ・ ノ イズ を 抑え 高 画質 で 
統 の る ビデ アオ に な か なつ だ つて を 5 な 
ら 大 画面 で の 再生 で も OK。 予約 録画 の 際 に 
も 、 テ ー プ の 残り が 足り な けれ ば 、 自 動 的 
に 3 倍 モ ー ド に 切り 
替え て 録画 し て くれ 
る の も 、 う れ し い ト 
コロ 。 





きる 、 薄 型 多 機 
能 ウ ォ オー クマ 
ン が 登場 











区 間 反 復 再生 が で 







光信 号 で 音 を 飛ば す 
か ら 、 ヘ へ ヘッド ホン は 
コー ドレ ス 

どこ で も 自由 自在 に レ 「 
イア ウト で きる の が 魅力 の ミニ ミニ コン ポ 。 ツ ッ ド ホン 付き 。 こ れ は オプ トト ラン スミ ッ 
その コン パク ト さ が ウケ て 、 人 気 も 急上昇 ター か ら 光 信号 で 音 を 飛ば す の で 、 電 波 雑 
だ 。 サ ン ヨ ー か ら 新 発売 の ミニ ミニ コン ポ 、 音 を うけ つけ な い ノ イズ の 少な い ヘ ッ ド ホ 
DC-T55 〔WINKY] (| 万 3000 円 ・ 税 列 ) ン と 言え る よね 。 リ モコ ン で レー ダー の 向 
は 、 遊 び ゴ コロ が いっ ぱい 。 好 き な 場 所 で き を 変え られ る の で 、 ど こ に いた っ て クリ 
音楽 が 楽し め る よう に 、 コ ー ド レス の 光 へ ア な 音 が 楽し めちゃ う の も ウレ シイ 。 































に 演 由 する 、 イ ン テ リ ア と し て 考え る 人 も 
これ な ら 合 衝 な の が 、 シャ ー プ の CD ステ レ 
オ 、CD-JX5 (7 万 8000 円 ・ 税 別 )。 だ けど 
コン パク ト な が ら 伸 びと キレ の ある 見 た 目 だ け じゃ な い 。 小型 スピ ー カ ー と は 
重 低 音 。 簡 単 操作 の ミニ ミニ コン ポ 思え な い ほ どの 豊か な 重 低音 を シッ カリ 再 

し アァ い 今や 時 代 は ミニ 生 。 好 み の 音質 
ミニ コン ポ 。 自分 や 音 場 を 組み 合 
の 部 屋 を オシ ャ レ わせ て 楽し むこ 
と も で きる 。 Al 
(人 工 知能 ) コン 
トロ ー ル で 、 操 
作 も 簡単 な ん だ 
か ら 。 


































新 発 売 の ミニ コン ボ 、ROXY J9LD(26 万 3000 
[ 円 ・ 税 別 ) は 高 画質 、 高 音質 を 徹底 的 に 追 
時 アル レル な サウ ンド 再生 が 楽し め る 。 ミ 
AV 時 代 を リー ド す る 、 フ ルコ ン パ ニ ミ ニ コン ポ の コン パク ト な 叔 力 も 捨て が 
PC た いけ ど 、 や っ ぱり 本 格 

的 な AV シス テム に は ひか 



























I2 cmCD、8 cmCD、CDV、 株: に ま 人 ラテ よ 
30cmLD、20cmLD の すべ 。 ね 。 音 に も 絵 
て の 再生 が で きる 、 フ る に も 、 こ だ わ 
ルコ ン パ チ プ ブル ・ プ レ に り を 持っ て い 


ー ヤ ー が 搭載 さ る キミ も これ 
れ て いる の タ 。 な ら 満 足 。 


0 6 cy 1 







低音 を 再生 する 。 そ し て 、 こ の デザ イン を 
見 て の と お り 、 ボ タン や スイ ッ チ は 前 面 に 
0 T 一 集中 。 操作 羽 見 は 中 央 の 液晶 ディ スプ レイ 
音質 重視 の 人 も 満足 。 ハ ギレ の よい に 表示 され る か ら 、 と て も 使い や すく な っ 
重 低音 再生 と いえ ば ドデカ ホー ン CD た わけ だ 。 多 機能 だ けど 、 操 作 は 簡単 、 音 
機能 、 音 質 、 操 作 価 、 ど れ も 重 要 。 そし 質 も バッ チリ と いえ ば 、 も う 言 うこ と な し 。 
て どれ も 充実 し た CD ラジ カセ 
が 登場 。 ソ ニー の “ドド デ 
カ ホ ー ン CDP CFD - 
500 (5 万 4800 円 ・ 税 
別 )。 低 音 を 前 面 の ダク 
ト か ら 効 果 的 に 出す こ 
と で 、 ハ ギレ の よい 重 



























区 間 リ ピー ト 機 能 は 、 あ る 区 間 を 自動 的 に 
ドド も き 戻し 、 再 生 で きる 。 だ か ら 、 自 
まず は この 薄 さ を 見 て ./ 厚 さ 16.7mm の 分 の 好き な 曲 だ け を 何 度 も 聴い た り 、 あ と 
薄型 サイ ス 。 そ れ で いて 、 多 機能 な ノ ソニー 英会話 の 繰り 返し 学習 に も 便利 だ よね 。 液 
の ウォ ー ク マン 「WM-EX90」( 3 万 2000 円 ・ 晶 デ ィ ス プレ イ が つい て る の で 、 テ ー プ の 
税別 ) が 新 発 売 。 ヘ ッ ド ホン ステ レオ 初 の 走行 状態 、 カ ウン ター も 一 目 で バッ チリ 。 
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9 六 呈 川 真 美 ・ ボ 
ル ペ ン (提供 ブ 
芝 EMI・ 4 名 ) 


ー ン が 曲 る * 嘆 と に 拉 で 訟 | 球 ーー 
プロ テ ュ ー ス の 京葉 な 給 本 に 、 1 を 
前 きま お ろ し 6 中 入 り オ 9 ジ ナル CD が つい た 話 癌 作 。 ロロ sr 日 
JCD と 殺 本 展 定 30 方 才 。1 月 衣 発 売 。。 。 1 ヨミ | 


の 7 な 志和 き 枯 CO は 中 ャ ブー が を に ち ま し メカ ー も プレ セー キー 


< で 衣 
9.:3 ミ 6 





きす 人 生 


て SFT BILL 


局 M 


So ポン ーー ローン CS 90 


Fa / 
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EKISOSRUNDPOGTNakD390GyO5H 


47 ルッ は ルポ の 1 基 ま し いき 子 





〇 GB YEAR BOOK、 も う 買 っ て くれ た か な ? 


5 


あれ を 見 れ ば 人 気 ア ー テ イスト 


の 、 こ の 1 年 の 動き は 大 体 わ か り ま す 。 ホ ント 、 保 存 版 な ん だ か ら 。 で も 、 も っ と 
詳し く 知 り だ た い 人 の だ た め に 、 の BACK NUMBER INFORMATION。 で は 購入 
方 法 で す 。 ① 父 し い 号 を ここ で チェ ッ ク し 、 書 店 カウ ンタ ー で 注文 し て くだ さい 。 

(「CBS・ ソ ニー 出版 か ら 出 て いる GBO 〇 月 号 を 取り 寄せ て くだ さい 」 と 出版 社名 と 


誌 名 を ハッ キリ と ) ② そ を の さい 、 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 を 聞か れる と 思い ます の で 、 


て OO だき AU を の ずる と: 
だ いだい 2 週間 ぐら いで お 店 に 
届く と 思い ます (地域 に よっ て 
異な り ま す ) か ら 、 電 話 て 確認 
し て 取り に 行っ て くだ さい 。 定 
価 は 消費 税込 み で 570 円 (GB 
DELUXE の み 1000 円 で す 。 
好き な アー ティ スト 、 見 逃し て 
な い !? 


も ここ や び 
に 条 に お が 
| 導 le 
re 


5 
049 
じ 才 で : 1 
ア eee ゃ < か 
人 うい 


90 年 GB DELUXE] 
TM NETWORK、 UNI- 


CORN PRINCESS PRIN- 


CESS、 米 米 CLUB、JUN 
SKY WALKER(S)、 大 エエ 千 
里 、Dreams Come True 
etc. 16 アーティ スト ・ ス 
ペ シ ャ ル ・ ビ ピン ナッ プ 別 
冊 付 録 SONG BOOK 


[90 年 GB 4 月 号 ) 

表紙 & 背 吾 特 集 ・ 大 江 
千里 MB・BAKUFU - 
SLUMP SB・ ニ ュー アル 
バム 全曲 集 B'z、UP- 
BEAT、 長 渕 剛 特集 ・ 
UNICORN、TM NET- 
WORK、 B'z etc. 


[90 年 GB5 月 号 ] 

表紙 & 巻 3 臭 持 集 ・BAR- 
BEEBOYS MB・TMNET- 
WORK SB・ ニ ュー アル 
バム 全曲 集 BARBEE 
BOYS、 岡 村 靖 幸 、GO - 
BANG'S、 THE PRIVATES 
特集 ・PRINCESS PRIN- 
CESS、 UNICORN etc. 


[90 年 GB6 月 号 ] 

表紙 & 巻 頭 特 集 ・ 小 室 
哲 需 MB: 大 TT 里 SB・ 
水井 真里 子 、 ZIGGY、 小 田 
和正 、 小 暮 伝 衛門 特 
集 ・JUN SKY WALKER 
($)、UNICORN、 B'z 米 
米 CLUB、PERSONZ、 
BARBEE BOYS etc. 


90 年 GB7 月 号 ] 

表紙 & 巻 頭 特 集 ・B'z 
MB・PRINCESS PRIN- 
CESS SB・ ス ペ シ ャ ル セレ 
クシ ョ ン ノ 高野 寛 、B'>、 
Dreams Come True 特 
集 ・TMNETWORK、 米 米 
CLUB、BUCK-TICK、 Dr- 
eams Come True etc. 


〔90 年 GB8 月 号 ] 

表紙 & 巻 中 持 集 ・ 渡 辺 
美里 MB・JUN SKY 
WALKER(S) SB: ニ ュー ア 
ル バ ム 全曲 集 渡辺 美里 、 
JUN SKY WALKER (S)、 
B'z、FENCE OF DEFEN- 
SE 特集 ・UNICORN、 TM 
NETWORK etc. 


表紙 & 巻 頭 特集 ・JUN 
SKY WALKER(S) ジャ 
ン ボ ポス ター・<・B'z PRIN- 
CESS PRINCESS SB・ 
ニュ ー ア ル バ ム 全曲 集 


久保 田 利伸 、UP-BEAT、~ 


た ま 特集 ・ 久 保田 利伸 、 
米 米 CLUB、 B'z etc. 


90 年 GBI0 月 号 ] 

表紙 巻頭 特集 ・ 大 江 
千里 MB* 高 野 克 SB ニニ 
ュー アル バム 全曲 集 サ 
ザン オー ルス ター ズ 、THE 
BLUE HEARTS、 長 沖 剛 | 
特集 ・ 米 米 CLUB& 久 保田 
利伸 、TMNETWORK、PRI- 
NCESS PRINCESS etc. 


お 申し 込み 方 法 


田 印 信 


009 つ らむ 期し 


図 瀬 記 只 沿 湯 


⑨④〒 住 所 (フリ ガ ナ ) 
@ 氏 名 (フリ ガ ナ ) 
③ 生 年 月 日 

⑳ 電 話 知 呈 (必ず ) 
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N ow NIS 


アー ティ スト ・ ブ ッ ク 


THE ALFEE BUOUKI 
A/ 変 型 
定価 P300 円 ( 税 抜 ) 
「 メ リー アン 」 ヒ ッ ト ま で 
の アル フィ ー 上 積み (下積み 
と も いう ) を 写真 と 文 に よっ 
て 繊 っ た ファ ン 必 読 の 一 冊 。 














4e チ ザ ス ト アウ ツク 
THE ALFEE BUUKg 
A4 変 型 
定価 P500 円 ( 税 抜 ) 
レコ ー ド ジャ ケッ ト 候 補 写 
真 な ど 、 他 で は 見 られ な い 写 
真 が いっ ぱい 。 メ リー アン 以 



















TM NE1 アー ティ スト ブッ ク 第 ? 弾 
- wmassen ゴ TMINETWORK 
humanSySstem 
A4 変 型 
定価 1300 円 ( 税 抜 ) 
アル バム 『humansystem」 

と 同時 発売 。 レ コー ディ ング 

レポ ー ト & 特 写 満載 / 


木根 尚登 ・ 書 き 下 ろ し 小説 
コン ガヤ スズ ス ・ 力 の ビア 
A5 判 

定価 1P40 円 (税込 ) 

*3 つの 奇跡 " を 持っ た 、 言 葉 
を し ゃ べ る 犬 ・ ユ ンカ ー ス が 大 
活躍 / ユー モア ・ コ メデ ィ ー 
第 | 弾 / 


徳永 英明 アー ティ スト ブッ ク 
MYGSELF 
A5 判 
定価 150U 円 (税込 ) 
徳永 英明 の 素顔 を 収め た 、 ビ 
ジュ アル 、 読 み 物 と も に 充実 し 

























公開 フォ ト も 満載 で す / 








@ お 知ら せ 


〇 ジャ ー ン 。 上 の 欄 が 増え まし た 。 最 近 出 た も の だ け 


じゃ な く 、 ち ょ っ と 昔 に 出 た も の も 紹介 し て いき ます 。 


えっ !? こん な 本 出し て た の ? - 早く 教え て よ 一 と 皿 
放し 72 TSC 
ed 5 


(9) に pe 年 末 恒 例 の GB YEAR BOOK、 も う 読 ん だ ? こ 
れ は も う 一 家 に 一 民 モ ノ な の よ 。 約 300 ア ー テ ィ ス ト の 
デー タ (レコ ー ド 会 社 か ら 事 務 所 、 も ちろ ん ファ ンク 
ラブ まで ) が 載っ て いる ん だ か ら 、 恐 い モ ン な し よ 。 
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@ 新 刊 ・ 既 刊 の ご 案内 








降 の ファ ン で も 楽し み 読め る 。 







































た 一 冊 。 撮 り 下 ろ し フォ ト や 未 


て 好評 発売 中 
短編 小説 集 
いた ずら 天使 
H 八 判 
定価 1400 円 (税込 ) 

日 向 敏文 の アル バム 『「 い た ず 
ら 天 使 」 を モチ ー フ に し た 、 5 
人 の 若手 ライ ター に よる 短編 小 


TMN 写 真 集 


RHYTHM HED 
4 判 ・ 豪 華 特 殊 仕様 
定価 3P0 円 (税込 ) 
新しい プロ ジェ クト に 合わ せ 
て 発売 され た TMN 写 真 集 。 最新 
撮り 下ろ し フォ ト の み で 構成 す 
る 、 豪 華 仕様 の 完全 限定 版 。 


須藤 晃 ・ 小 説 集 
地上 の 虹 
| 四 六 判 
定価 1P00 円 (税込) 
本 誌 で 連載 中 の 、 プ ロ デ ュ ー 
ー・ 須 藤 晃 氏 に よる 連載 小説 
_「ROCK'NROLL ROMANCE」 の 単 


選 








木根 尚登 ・ 書 き 下 ろ し 小説 
エン カエ スッ カム EE 了 は 
A5 判 
定価 1P40 円 (税込 ) 

木根 尚登 ・ 書 き 下 ろ し 小説 第 3 
弾 は 、 話題 を まい た 「 ユ ンカ ー ス ・ 
カム ・ ヒ ア 」 の 続編 。 3 つの 奇跡 
の 秘密 は 明らか に 7 


"| BB サイ ズ 
定価 100D0 円 (税込 ) 


年 は 、 こ れ 一 冊 で すべ て わか 
る 。 約 300 ア ー テ ィ ス ト の デー 
タ を 掲載 し た 、 超 保存 版 ./ 











で ART DIRECTION MASA-AKI ITOH 
BE. TO BEARS 
@ILLUSTRAITION MASA-AKI ITOH 
Ng JIMMY INAGAKI 
旧 間 ⑯EDITORIAL 一 ーーーーーー YUKO NOUJ| 
4 音 ⑱DESK 一 一 ーーーーーーー EIKO YAMAGUCHI 
ト ( KYOKO SUZUKI 
還 昌 人 @READERS BRAIN NORIKO ON0ZAWA 
RUMIKO SATOH 
IZUMI FUSE 
YUKIE MATSUYOSHI 


〇 読者 ブ プレーン の 応募 締切 迫る ./ 読者 プレ ー ン と し 
て 一 緒 に 「 情 報 CAN」 を 手伝っ て くれ る 人 人 、 締 切 は | 月 
5 日 / 














行 本 化 。 真 の ロッ ク 小 説 の 誕生 。 


人 気 ア ー テ ィ ス ト の この 一 


CAITENIJOUHO つ AN 


「GB YEAR BOOK 90- 引 」 お 詫び こと 
















12 月 4 日 発売 の GB 別 冊 「GB YEAR BOOK "90-'91」 の 中 で 、 
下記 の 間違い が ご ざい まし た 。 深く お 詫び 申し 上 げ る と と も に 、 
ここ に 訂正 させ で いた だ きま ず : 





@「JUN SKY WALKER(S)」 の ペー ジ に つい て 
P 14 の 最終 行か ら P 16 の 最初 の 行 の 間 に 下 記 の 文章 が 欠 沙 し 
で お り ま し だ た 。 

へ 武道 館 ラ イブ は 、 初 日 が 「 ヘ へ ビー ドリ ンカ ー・ ツ アー 総 集 
編 」、 2 日 目 が 「 炎 へ の ステ ッ プ 編 」、 最 終日 は 「 わ り と ノリ ノ 
リ 編 」 と 毎日 テー マ が 変わ り 、 メ ニュ ー も 違う と いう 意欲 的 な 
ライ ブ だ っ た 。 ツ アー の 成果 か 、 ず いぶ ん 力強い ステ ー ジ だ っ 
た 。 安定 感 も 増し 、 大 きく な っ た J(S)W が そこ に いた 。 デビ ュー 
以来 、 飛ぶ 鳥 を 落と す 勢 いで 急速 に 加速 し た J(S)W だ っ た が 、 彼 
ら が そん な 周り の スピ ー ド に と ま ど う 時 期 を 過ぎ 、 自 分 た ちの 
スピ ー ド 、 ス タン ス と いう も の を 身 に つけ た の が 、~HEAVY 
DRINKER ツアー だ っ た よう に 思う 。 そ し て 、 そ の ツア ー を 終 
えた 彼ら の さら な る スタ ー ト 地点 が 、 こ の 武道 館 公 演 だ っ た と 
思う 。 2 日 目 に は すでに 「 や だ な 」「 す べ て 」「Let's Go ヒバ リ 
ヒル ズ 」 を 演奏 し て いる 。 

HEAVY DRINKER' ツア ー と いう の は ある 種 、 次 の アル バム 
の 予告 編 か も し れ な い 」 と 、 年 末 に 和弥 は 言っ て いた 。 

レコ ー デ ィング を 終え て 、 恒 例 の ( 雨 ま で 恒例 だ ) 日 比 谷野 
外 音 楽堂 か ら ス ター ト し た \Let's Go 4 臣 '" ツ アー。「 全 部 この 

まま で 」 か ら 始 まる ステ ー ジ は 、 途 中 に 呼 人 の ピア ノ の 弾き 語 
りや 、 小 林 と 呼 人 が 歌う 「 み ん な の 願い は た だ ひと つ 」 の カバ 
ー な ど を は さ み 、 あ る 種 J(S)W の ヒッ ト ・ ナ ン バ ー が 詰まっ 
た コン サー ト だ っ た 。 し か し そこ に は 、 以 前 感じ た よう な “か 
細 さ ? は な か っ た 。「 前 の ツア ー だ と 避け な きゃ や いけない 選曲 か 
も し れ な い 。 だ けど 、 今 だ か ら こ そ 自 信 を 持っ て で きる ん で す 
よ 。 俺 ら の 作品 は 俺 らち に し か で き な い と いう 」( 純 太 )。 こ れ 
は 武道 館 で も 感じ た の だ けれ ど 、J(S)W に 対す る 観客 の さま ざ 
まな 思い を 受け 入れ て し まっ て も 、 そ れ に 押し つぶ され な い だ 
け の タフ さと 包容 力 を 感じ た 。 そ し て 当然 、 そ の 次 の 裏 に は 、 
ツア ー を 行なう こと で 身 に つけ た 自信 が ある 。「 今 回 の ツア ー で 
は 今 ま で や っ て きた こと を 壊し て いき た い 。 僕 ら は ツア ー を 回 
っ て いく な か で し か 、 ハ ー ド ル を 越え て いけ な い の か も し れ な 
い 」 ( 呼 人 )。「 ツ アー を や ら な い 人 も いる だ ろう けど 、 僕 は ツ 
アー を や っ て いき た い 。 成長 も まだ まだ する だ ろう し ね 」( 小 
林 )。 

6 月 に な っ て ミニ ・ ア ル バ ム 『Let's Go Hibari-hills」 が 発表 

に な る 。 “HEAVY DRINKER' ツア ー で は 多く の 新曲 を 披露 し て 
いた の で 、 こ の 、 ミ ニ ・ ア ル バ ム と いう スタ イル に は 驚い て し 
まっ た 。 百 否 両 論 あ っ た が 、 十 分 に テン ショ ン の 高い 作品 に な 
っ て いる と 、 私 は 思う 。 ア レン ジャ ー・ 松 任 谷 正隆 氏 と の 共同 
1 つ ー ひと つの チャ レン ジ と し て は 成功 し て いる 

と 思う 。 そ の 挑戦 が 彼ら に 何 を も た らし た の か は 、 炊 作 の 発表 
を 待た な けれ ば 何 も い えな ぐ へ)》 


















































































































久米 米 CLUB の ペー ジ に つい て 

下記 傍 線 部 の と お り 訂正 いた し ます 。 

(P 77) シン グル 「SHAKE HIP」 の 発売 は 12 月 12 日 。 プ ブロ モー 
ショ ン VTR 録 り が 行なわ れ た 「 ピ ー ピ ング ・ ト ム 」 の シン グル 発 
売 の 予定 は あり ませ ん 。 

(P 173) カー ルス モー キー 石井 の 血液 型 は 0 型 で す 。 

(P 174) フ ラッ シュ 金子 の 出身 地 は 千葉 県 佐倉 市 。 フ ァ ン クラ 

* ea ke の 入会 方 法 は 、62 円 切手 を 同封 の うえ 、 
0 東京 都 渋谷 区 恵比寿 西 2-14-5 WEST214 ~ カ ムカ ムク ラ 
ジン まで 天 送 し て 、 入 会 案内 書 を 請求 し て くだ さい 。 
詳細 は 容 03-780-1013 (入会 案内 イン フォ メー ショ ン ) まで 。 
また 、 デ ビュ ー 曲 「| CAN BE」、 シ ング ル 「PARADISE」、 ア ル 
バム 「『KOMEGUNY」 の 表記 も 訂正 いた し ます 。 
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@JILL PERSOINZ の 


が 数 多く 収め られ て いる 。 


意志 ある 歌 ” 
\ ム の 中 の 作品 を 通し て じっくり と 語っ て も 


そん な 彼女 の 


?」 も も 、 


1 の 【619 に) 
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デュ ユー・ ア ル バ 
JILL の 内 側 に 広 カ 


に 
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と の / 


る さま ざま な 想い を 、 ア ルン 
PHOTD@MAKOTO WATANABE COPY@MINEKO KASAI 
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~ー 突き 放す だ け の 
言葉 と か 、 
反対 に ヌ ク ヌ ク 

』 し て る だ け の 詞 は 、 
陣 衣 ]】 この バン ト に は 
ーー いら な い 。 








今月 は アル バム 『PRECIOUS ?』 を 
めぐ る JILL の 気持 ち を 聞い て みた 。 

先月 号 の イン タビ ュー に も あっ た だ よ 
うに 、『PRECIOUS ? 』 に 収め られ て 
いる 彼女 の 歌詞 に な いて は 、 あ る 俳優 
の 死 が と て も 大 き な 意 味 を 持っ て いる 
よう だ 。 そ の 影響 が 、 あ る 曲 で は 直接 
的 に 表面 に 現われ 、 ま た ある 曲 で は JILL 
自身 も 気づか な いう ち に 断片 と な っ て 
作 唱 に 忍び 込ん だ り し て 、 結果 的 に 13 
編 の 詞 が で き あ が っ た 。 

「 だ か ら 、『PRECIOUS ? 』 の 真ん中 
に は 愛 が ある ん で す よ 」 と JILL は 言 
う 。 何 に 対す る 愛 な の か 、 ど ん な 形 の 
愛 な の か 。 彼女 自身 の 言葉 か ら 、 そ の 
イメ ー ジ を より 鮮明 に 広げ て も ら え れ 
ば ぱ ば 、 と 思う 。 


@ ひ と つの 死 と 直面 し て 

「 優 作る ん の 死に 関し て は ね 、 た と え 
ば ウチ の 事務 所 で も (石橋 ) 遂 と か が す 
ご く シ ョ ッ ク を 受け て る の を 見 て だ し 、 
私 も また 違っ た 意味 で 、 こ れ は 糧 に し 
な けれ ば っ て すご く 思っ た だ の 。 て いう 
の は 、 お 葬式 っ て や っ ぱり 暗い イメ ー 
ジ が ある じゃ な い 。 だ けど 、 そ の 場 で 
は みん な すご くい い 話 を し て だ の ね 。 
ボ ポジティブ っ て いう か 、 自 分 た ち も 何 
か や ら な くち ゃ いけ な いっ て いう 人 だ 
ち が た くさ ん いて 。 そ れ で 、 あ あ 自 分 
も そう だ な っ て 思っ て ね 。 そ ん な こと 
か ら 大 切な も の 、 尊 いも の っ て な ん 
だ ろう ?? っ て 考え 始め た 。 か な り 長 
い 間 、 1 年 で らい そう いう こと を 考え 
て た ん だ よね 。 で 、 結 果 的 に 詞 を 書く 
段階 に な っ て 頭 の 中 に 浮か ん だ こと は 、 
や っ ぱり 、 当 た り 前 の こと だ けど 、 い 
ちば ん 大 切な も の は 人 間 の 命 、 生 き て 
る こと だ っ て こと 。 それから 、 本 当 に 
誰 で も 明日 の こと は わか ら な いん だ っ 
て こと 。 今日 が た て も いい 日 だ っ た と 
し て も 、 明 日 は どう な る が か 誰 に も わか 
ら な い 。 だ か ら 、 な ん で も 一 生 懸 命 に 
や っ て 、 や れる こと は な ん で も 早め に 
や ろう っ て 。 本 当 に 身 に し みて そう 思 
っ た 。 お か げ で 私 、 胃 潰瘍 に な っ ちゃ 
っ た ん だ けど ね 。 ( 笑 ) 今 まで は 全然 を 
うい う 体 質 じ ゃ や な か っ だ の に 、 レ コー 
ディ ング 中 、 ま っ た く 気 を 休め る 中 が 
な いく らい 根 つ めちゃ っ て 。 こ ん な に 
一 生 懸 命 や る な ん て 、 も し か し た ら 私 、 
死期 が 近い の か も 、 な ん て 思っ だ と き 
も あっ た で ぐらい 。 ( 笑 ) ま あ 、 お か げ で 
満足 の いく 作品 が で きた か ら よ か っ だ 
ん だ けど 。 

た だ 、 そ うい う あ る 停 大 な 人 の 死 を 








思う 気持 ちら や 、 そ こ か ら 生 まれ た 想い 
が 、 追 悼 の た め に 1 曲っ て いう 形 じゃ 
な く て 、 いろんな か けら に な っ て 13 個 
の 詞 の 中 に 出 て きた っ て いう 、 そ れ が 
結果 的 に は と て も よかっ た と 思う 。 だ 
か ら 、 ど の 曲 に も 訂 の ほう に は そう い 
う 気 持ち が 流れ て る ん だ けど 、 一 昌一 
曲 は 、 い ろ ん な テー マ で 自由 に 書く こ 
と が で きた し ね 」 


せつ な い 歌 

いせ つ な さ "っ て いう の は 、 や っ ぱり 
PERSONZ の 歌詞 に は 欠か せな いも の 
だ と 思う の ね 。 こ れ は 頁 に も 言わ れ た だ 
ん だ けど 、 突 き 放 す だ け の 言葉 と か 、 
反対 に ヌ ク ヌ ク し て る だ け の 詞 は 、 こ 
の バン ド に は いら な い 。 と きど き 、 も 
っ と 強く 言っ て し まい た だ い 和 動 に か ら 
れる こと も ある けど 、 で も 、 も し そう 
いう 作品 を 作っ た ら 後 悔 す る ん じゃ な 
いか な 。 や っ ぱり どこ か に 救い が な い 
と 、 っ て 私 は 思っ て る 。 

特に 頁 の 曲 に は 、 せ つない 歌詞 が の 
っ て し まう ん だ よね 。 本 当 に これ で も 
か っ て いう ぐ で ぐらい 、 せ つ な く する ほう 
が いい みた い 。 彼 の 書く メロ ディ ー 自 
体 に 、 な ん か そう いう 独特 の 湿っ た 感 
じ が ある で し ょ う 。 セ ビア 人 色 っ て いう 
言葉 も すご く 好 き 。 日 本 語 の “せつ な 
い ” っ て 言葉 に よく 合う ん だ よね 。 今 
回 は [MARQUEEMOON を 聞き な が 
ら 」 の 中 で ` セ ビア 色 ′ と “せつ な い " 
を 使っ て る 。 商店 街かど こ か で 、 ふ と 
思い が けず 自分 に と っ て 思い 出 深い 音 
楽 が 流れ て き て 、 一 上 退場 面 が 培い 音 に 
戻っ て し まう よう な 感覚 っ て ある で し 
ょ 。 そ れ を セピア 色 し た 街並み が せ 
つない っ て 言葉 で 表現 し て みた 。 だ 
か ら 、 曲 は べつ に 「 MARQUEE MOON 
ーー じ や なく て も な ん で も よかっ だ ん 
だ けど 、 語 感 自体 が いい し 、 そ れ に 、 
個人 的 に 私 に と っ て は ^ テ レビ ジョ ン “ 
の 「MARQUEE MOON」| っ て 、 実 際 
に 街 の 場面 を 変え た て し まう よう な 、 そ 
うい う 思 い 出 の ある 曲 な ん で す よ 」 


人 @ 世 代 間 の 出会い 

「 貢 の 曲 と は 反対 に 、 毅 が 作る ビー ト 
も の は ね 、 な る べく 語感 が カッ コイ イ 
言葉 を の せ た く な る 。 だ か ら 英 語 が 多 
く な っ ちゃ うん だ けど ね 。 今回 の 

「MATERIAL MONSTERS 
PANIC./」 な ん か 、 モ ロ に そう 2 う 。 怪獣 
っ て いう イメ ー ジ が ある と 病 も ギタ ー 
の 音 で 表現 し や すい だ ろう し 、 喜ぶ だ 
ろう と 思っ て 。 





明日 は どう な る か 
わか ら な いつ て 

忌 う と 、 本 当 に 

いろ ん な こと が 

大 切 に 思え て くる 。 








今回 の アル バム で は 、 ず っ と 使い た 
いと 思っ て 温め て た 言葉 が ほとん ど 全 
部 使え た の ね 。 MATERIAL も MON- 
STERS も PANIC も 別々 に 使い た いな 
あっ て 思っ て た ら 全 部 まとめ て 使え ち 
ゃ っ だ し 、 あ と NEO BARBAR- 
IANS、ENEANT TERRIBLE な ん か 
も そう 。 こ の ふた だ つの 言葉 は どっ ち も る 
現代 の 子供 た ち を 指し て る 言葉 で すね 。 

や っ ぱり 自分 た ちの 世代 と は 違う な 
あっ て 思う の ね 、 今 の 若い 人 だ た ち を 見 
て る と 。 だ か ら 6「NEO BARBARIANS」 
で 、 だ た と えば ホコ 天 の こ と を 指し て 、 
^ み ん な 髪 立て て な ん な じ 格 好 . ノ ” み た 
い に 言 えた の は けっ こう スッ キリ し た 。 
( 笑 ) だ けど 、^ 自 分 た ちと は 考え 方 が 違 
うか ら 知 ら な いよ ” っ て まる で 接点 を 
持た な いま まじ ゃ 、 何 も 進ま な い 。 今 
の 学校 は 、 先 生 と 生徒 が きっ と そう い 
う 関係 に な っ ちゃ っ て る と 思う ん だ け 
どき る 。 サビ の と ころ の “ 夢 の す きま か 
ら きっ と 出会え る ” っ て いう の は 、 
だ か ら そ うい う 意 味 で す 。 違う 世代 で 
も きっ と 出会え る 場所 は ある っ て いう 。 
私 た ち に と っ て は ライ ブ の 会 場 が まさ 
に そう だ よね 。 違う 世代 で も 出会っ て 
接し な けれ ば 、 お 互い に 理解 し あえ な 
いま まだ と 思う し 。 

理解 し あえ な いっ て いう の は 、 や っ 
ぱり どっ ち に も 悪い 部 分 が ある ん だ と 
思う 。 だ か ら 、 現 在 の 学校 問題 に し て 
も 、 先 生 の ほう に も 悪い と ころ は ある 
けど 、 生 徒 の ほう に も 悪い と ころ は あ 
る と 思う の ね 。 今 の 子供 た ちっ て 、 見 
て 見 ぬ ふ り を し ちゃ うし 、 心 の 中 で 何 
か 思っ て いて も 、 表 面 的 に は 何 も 行 動 
を 起こ きる な いよ うに 見 える 。 私 も 高校 
の と き 、 言 葉 の 藝 力 み た いな の を すご 
く 感じ て 、 登 校 拒 否 に な っ ちゃ っ て 、 
結局 高校 を や 中退 す る こと に し た か ら 、 
学校 で の そう いう 嫌 な こと と か 校則 に 
縛ら れる つら る っ て いう の は すご くわ 
か っ て る つも りな の ね 。 それ で 自分 か 
ら や め る こと に し だ た わけ だ けど 、 そ れ 


PERSONZ 


JI L 


で も 今 思 うと 、 ど うし て も っ と 自由 に 
行動 し な が っ だ た の か な っ て 思う の よ 。 
若い と きっ て ほん と に 何 や っ た だ っ て い 
いと 思う の ね 。 歌詞 の 中 に ある “自分 
だ け の シナ リオ いつ で も 書き 変え ら 
れる "っ て いう の は そう いう 意味 。 な 
ん で も で きる ん だ か らき さき 、 自 分 きえ 決 
心 す れ ば 。 そ うす る 勇気 を 持っ て いさ 
えす れ ば 。 た と えば 、^ ど ー せ 、 あと 3 
年 が まん すれ ば 卒業 し ちゃ うん だ か ら ?/ 
っ て 直っ て る と する で し ょ 。 で も 、 き る 
っ きも 言っ た よう に 、 明 日 何 が 起き る 
か わか ら な いん だ か ら 、 自 分 を 抑え つ 
ける より は 、 行 動 し た ほう が いい と 思 
う 。 若い と き は 特に 。 べつ に 学校 を や 
め る 、 や め な いじ ゃ な く て ね 。 自分 が 
思っ て る こと は 表現 し て ほし いと 思う 
の 。 PRIVATE REVOLUTION” を 
起こ し て ほし いと 思う ん で す よ ね 」 


信 大 切な も の 

「[PRECIOUS LOVE| の 中 で も び 誰 
も が 皆 目 に 見 えな い 明日 に 飛び 出 
す よ うに ” っ て 書い た ん だ けど 、 こ の 
一 行 が ね 、 と て も 気に入っ て る 。 何 度 も 
言っ て る けど 、 明 日 は どう な る か わか 
ら な いっ て 思う と 、 本 当 に いろ ん な こ 
と が 大 切 に 思え を て くる の ね 。 だ た と え 明 
日 死な な いま で も 、 ど こ か ケガ し て し 
まう こと だ っ て 考え られ る 。 私 も 前 に 
体 を 悪く し た と き 、 歩 ける っ て な ん て 
すばらし いこ と だ ろう っ て 実感 し た も 
ん ね 。 ベ ッ ド から 立ち 上 が っ て 、 少 し 
ずつ 歩い て 、 で 、 街 に 出 ら れる よう に 
な っ て 。 だ な ん か 人 間 の 進化 の 歴史 を 短 
期間 で た どっ て る みた だ いな 気 が し た 。 
そう いう こと っ て 、 ふ だ ん は 忘 れ て て 
も 、 と きど き は 意識 し て いた いと 思う 。 
当たり 前 だ と 思っ て る も の が いか に 大 
切 か 。 自 分 の 体 の こと か ら 、 他 人 と の 
触れ あい の こと まで 。 す る と いろ ん な 
形 の 愛 も 見 えて くる と 思う の ね 。 アル 
バム < ダイ トル の 『PRECIOUS ? 」 に 
は 、 そ うい う 想 い が 込 め ら れ て る ん だ 」 
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「 き の う 聞 か せ た 僕 の 歌 」 
THE BOONMI 初 の ビデ オク リッ プ 集 。 "91.1.1 0N SALE 


< 収録 曲 > 気 球 に 乗っ て / 僕 が きら いな 歌 / 君 は TV っ 子 / 
送 立ち すれ ば 答え が わか る 中 央 線 / 星 の ラブ レタ ー ( 全 6 曲 ) 
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@ 台 風 に 見 舞 わ れ た 9 月 の 日 比 谷 野 音 か ら 始 まっ た "Weeds & Flowers Tour" も 、 
この 号 が 出る ころ に は 新潟 で の 1 本 を 残す の み と な っ て いる 。 

ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 江 し さ 、 せ つ な さ 、 快 活 さ 、 強 さ ……'… さ まさ まな 

要素 を UP-BEAT 湾 の 表現 方 法 で 見 せ て きた 今回 の ツア ー の 中 か ら 、 

11 月 21 日 の 愛知 で の コン サー ト を 取材 すべ く 、 メ ン バ ー と と も に 東京 を 発っ た 。 


撮影 劉 植 田 信 文 食 編 集 部 
































UP-BEAT の “Weeds & Flowers Tou 
の 後半 戦 、11 月 21 日 の 愛知 勤労 会 館 で の コン サ 
ー ト を 取材 する こと に な り 、 取 材 班 は 当日 の 東 
京 か ら の 移動 を 含め て メン バー と 行動 を と も に 
還る に と ど だ も た だ 。 

予定 し て いた 新幹線 に 広石 が 乗り 遅れ た も の 
の 、 先 発 組 の 約 20 分 後に は 彼 も 無事 に 名 古屋 駅 
に 到着 。 サン グラ ス を か けた 彼 は 「 や あ 」 と 笑 
いな が ら も 、「 ち ょ っ と カゼ 気味 な ん だ 」 と 言葉 
少な め 。 そ の まま 用 意 さ れ て いた 車 に 乗り 込み 、 
会 館 へ 向かっ た 。 

楽屋 に 入る と 、 と りあ え ず 昼食 タイ ム 。 広石 
は カゼ 気味 の 体 を いた わっ て か 、 う どん を 食す 
る 。 リ ハー サル が 始ま る まで の 時 間 は 、 比 較 的 
な ご や か で ゆっ た り し た ムー ド で 流れ て いく 。 

3 時 半 を 回 っ て 、 リ ハー サル が スタ ー ト 。 突 
人 然 レ ッ ド ・ ツ ェ ッ ペリ ン の ナン バー が 始ま り 、 
思わ ず ニ ヤッ と し て し まっ た 。 彼ら は レコ ー デ 
ィング の と きも 、 始 め る 前 に まず ツェ ッ ペ リン 
の ナン バー を ガー ン と プチ か まし て 気分 を 盛り 
上 げ る らし い が 、 ど う や ら ラ イブ の リハ ー サ ル 
で も いっ し ょ の よう だ 。 ス タッ フ か ら 手 渡さ れ 
た 今日 の 曲目 リス ト に 目 を 通す と 、 新 曲 「Sister 
Tomorrow」 が 入っ て いる こと に 気づく 。 そ う 
いえ ば 今日 、 11 月 21 日 は この 曲 が リ リー ス さ れ 
た 日 だ と いう こと を 思い 出し た 。 し か も 、 ス タ 
ッ フ いわ く 「 ツ アー で この 曲 を や る の は 、 今 日 
が 初め て な ん で す よ 」。 こ れ は また ナイ ス な 日 に 
めぐ りあ わせ た 。 楽し み が ひ と つ 増 えて 、 ま た 
も や ニヤ ッ と し て し まっ た 次 第 。 

5 時 40 分 、 リ ハー サル 終了 。 バッ クス テー ジ 
は 少し ずつ 緊張 と あわ た だ し さ を 増 す 。 メ イク 
を きめ 、 ス テー ジ 衣 半 に 着替え る メン バー。 準 
備 万 端整 えて 本 番 の ステ ー ジ に 向かう 直前 の ミ 
ュー ジ シ ャ ン と は 、 こ う も 大 きく 見 える も の か 

思っ た 。「 そ れ じ ゃ 、 よ ろ し く 」 一 一 頼も し げ 
な 視線 を こち ら に 投げ か け て 、 メ ン バ ー は ステ 
ー ジ の ほう へ 歩い て いっ た 。 

6 時 40 分 、 客 席 の 明か り が スゥ ーッ と 落ち 、 
オル ゴー ル の 音色 と ミラ ー ボ ー ル の 光 が 場 内 に 
広がる 。 ステージ ・ フ ロン ト の 幕 に “Weeds & 
_ Flowers” の 文字 が 映し 出さ れ た 。 や が て その 
幕 は スル スル と 上 が っ て いき 、「Dear Venus」 
の イン トロ が 流れ て くる 。 ス テー ジ 上 の メン バ 
ー の 動き は 実に ダイ ナミ ッ ク 。「 Time Bomb」 
「No Side Action」 と 続け 、 広 石 が うれ し そう 
な 顔 で あいさつ を する 。 

「 夏 の イベ ント で ジャ プ を か まし て 、 そ し て こ 
の Weeds & Flowers Tour が 始ま り ま し 
=。 今日 は KO を ね ら っ て ます /,」 

さら に 2 曲 と ば し た あと 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ 
ギタ ー を 抱え た 広石 が ' Kiss in the moonlight」 
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を 歌う 。 ゆ る や か な 空気 が 流れ る 。 そ し て 、 そ 
の 空気 は 岩永 凡 の セン シテ ィ ブ な アル ベジ オ か 
ら 始 まる 「Sister Tomorrow」 へ 引き 継が れ 、 
いつ し か 壮大 な 空気 感 へ と 色 を 変え て いっ た 。 
この あたり の 表現 力 に は 、 最近 の UP-BEAT の 
懐 の 深 さ を 感じ る 。 

そし て 、 ア ル バ ム 『Weeds & Flowers」 か 
ら の 曲 を 続け る コー ナー で は 、 あ る 種 ド ラマ チ 
ッ ク で コン セ プ チ ュ ア ル な 演出 が な され 、 今 回 
の ステ ー ジ の 中 で ひと つの 核 と も いえ る 見 せ 場 
を 作り 上 げ て いる 。 

メン バー 紹介 を は さ み 、「 Blind Age」 が 歌わ 
れ た 。 極度 に 煮詰まっ て いた ころ に 生ま れ た こ 
の 歌 を 、 広石 は 今 と て も 明る い 表 情 で 油 う 。“ そ 
の 姿 は 誇れる は ず さ ? の 部 分 で マイ ク を 客席 に 
向け て 歌わ せ 、「 そ の と お り /」 と 笑顔 で 叫ぶ 
「 何 度 で も 起き 上 が る っ ちゅ う 歌 で す 」 と コメ ン 
ト し て 歌わ れ た 「Angel's Voice」、 そ し て 本 
編 の ラス ト を 飾っ た タイ トル 曲 「Weeds & 
Flowers」 に し て も 、 あ くま で 前 を 向い て いる 
歌 だ 。 し か も 、 一 歩 ま ち が え ば 挫折 し て し まい 
そう な 気持ち を 飲み 込ん だ うえ で の 前 向き な 歌 。 
だ か ら こ そ 、 強 い 。 

二 度 の アン コー ル で も 、 広 石 は と て も カゼ 気 
味 と は 思え な い 勢 いで ステ ー ジ を 動き まわ る 。 
岩永 も 嶋田 も 最後 まで 躍動 し て いた 。 すべて の 
演奏 を 終え て ステ ー ジ を 去る と き 、 メ ン バ ー が 
本 当 に 楽し そう な 表情 を し て いた の が 印象 的 だ 
っ た 。 特に 、 ス テー ジ の そ で に 見 えな く な る 最 
後 の 最後 まで 、 客 席 に お どけ て みせ て いた 広石 
の 姿 が 妙 に お か し か っ た 。 8 時 52 分 、 客 電 が つ 
き 、 終 演 を 告げ る アナ ウン ス が 流れ た 。 

会 館 を 出 た あと 、 広 石 は 大 事 を と っ て か 、 ホ 
テル の 部 屋 に 戻っ た けれ ど 、 他 の メン バー は 打 
ち 上 げ も 兼ね て 食事 に 出かけ た 。 そ こ で も 皆 、 
屈託 な くい ろ ん な 話 に 花 を 咲か せ て いた 。 バン 
ド が 今 と て も うま くい っ て いる 一 一 そん な 感触 
を 肌 で 感じ た 夜 だ っ た 。 

翌 22 日 は 、 福岡 で の コン サー ト に 向け て の 移 
動 日 で ある 。 コ ン サ ー ト 自体 は 24 日 な の だ が 、 
福岡 は 彼ら の 出身 地 で も あり 、 た ぶん 一 足早 く 
入っ て 実家 で くつ ろ ぐ で メン バー も いる の だ ろう 。 
博多 行き の 新幹線 に 乗り 込ん だ メン バー を ホー 
ム で 見 送っ て 、 わ れ わ れ は 東京 へ と 戻っ た 。 
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クコ = 罰 理 子 の ニ ュー . 和 あ ラ クル は 、 
「GOOD MISTAKE 」。 "9 年 、 さ ら に 大 き 

く ジ ャ ンプ ・ ア ッ フ する あめ ろう 久 主 
9 
で すず て さ な ナ シン 

ン ン グル を 意識 し て 。 と に か く 派手 
な ヤン ツ で す 。 ( 刀 ) と みか で C 飲 れ て て も 
オッ と 思う よう な 、 泊 手 で スケ ー リ ルレ 多 
の ある 曲 で し ょ 。 ス ケー ル 感 と いう 点 
で は た ぶん 、 と これ ま て 山 し た 2 の 
で いち ば ん 出 た 曲 だ と 思い ます ね 」 

スケ ー ル 感 。 こ れ は ほ は 。 | 月 に リリ ー 
ス さ れる 彼女 の セカ ンド ・ ア ル バ ム に 
お いて も 大 事 な キ ー ワ ー ド に な っ て い 
。 計 6 区 みて お く よう し 。 

炊 の アル バム の 印象 に 近い 感じ の あ 
る 曲 じ ゃ な いか な 。 そ の アル バム は ラ 

フ 感 も すご く 大 束 に 考え て 作っ た か 
ら 。 ラ イブ っ ぱ ぽい 究 囲 気 も ある 曲 だ し 。 
な ん か 、 私 が 飛び 出 て きそう な サウ ン 
ド で し ょ ( 笑 )」 

音 の 面 で も そう だ けど 、 こ の 曲 の 中 
に 描か れ て いる 、 と っ て も 前 向き な 女 
作 の それ も また 、 実 際 の 久 宝 さ 
位 タ プ ッ て くる よう な リク 1 

いわ ゆる 都会 と いわ れ て いる 街 を テ 
マ に 書い た も の な ん で すけ と ど 。 東京 
F す ね 、 私 の イメ ー ジ 6 還 て は 。 も 衝 
と 細か くい っ て し まう と 、 東 京 の 明け 
8 竹 耳 らい ホコ 天 や っ て る 場所 
が あり まず よね 、 あそこ の 歩道 橋 で の 





ずい ぶん 話し 含 っ て 。 5 回 くら い 詞 が 
変わ っ た か な 。 最 初 は 、 今 思う と 笑い 
ご ろ 選 衝 竹馬 うく らい に タケ ー ル の 大 
きい も の だ っ た の 。 ど うし て 原爆 を 沙 
と ず の 、 石 油 は どん どん 上 が っ て いく 
し …… み た いな と ころ まで いっ て 。 で 
も 、 そ こま @ 歌 う の は まだ 早い か な ど と 」 
そし て 、 最 終 的 に 久 室 さん が テー マ 
に し だ い だ 思 っ た の は な ぜ 7 な ぜ ゼタ * 





場面 そこ に 自分 が いた ら 、 ブフ う 感 し 提 
る だ ろう な と か 。 作 詞 の 尾上 文 さん と 


な 人 せ 7( の あら ゆる こと を な ぜ だ 
ろう と 思っ て みる こと の 大 事 さ 。 

「 な ぜ 、 朝 は 目 が 覚め る ん だ ろう 。 な 
ぜ 、 女 の コ は 朝 、 で か ける 前 に 髪 を と 
くん だ ろう 。 と か ね 当たり 前 だ と 婦 
っ て や っ て る こと を テー マ に し て いき 
た いな と 思う つて そう し うと を 朝方 、 
の マス 
て みて … バ :。 始 発 が 走 り 始め る と 、 家 に 
帰ら な くち S も 思う で て し よ 。 そ れ っ て 
な ん で な ん だ ら 6 う / 赤 に 帰る と 、 そ 
れ ま で 一 緒 に いた 友達 や 恋人 と 会 えな 
く な っ て 。 会 える まで の 時 を 数 え 始 め 
て ……。 で も 、 会 いた い の な ら ず っ と 一 
緒 に いれ ば いい の に と か 思っ た り 。 そ 
ん な 疑問 が 詞 に 結び つい て 」 

そん な 疑問 の 数 々 が 、 や が て *GOOD 
MISTAKE” と いう 、 す て き な が 言葉 に 結 
び つ いて いく 。 こ の 関係 は 、 実 際 に 曲 を 


聞い て 感じ と っ て ほし いな 。 毎日 を 過 = 


ご し て いて 、“ な ーー ん か 違う な "っ て も 
し で た さも て 』 と くき 2 


する よう な メッ セー ジ に な る 言葉 か も 。 
「 反 対 言葉 を 組み 合わ せる の が 好き で 。 
*GOOD MISTAKE” っ て 言葉 も 大 好き 。 


これ は 文 ち ゃ ん の ほう か ら 出 て きた 言 
葉 な ん で すけ ど ね 。 前 向き だ し 。 私 、 
常に 前 向き で いた いと 思う し 。 そ うい 
う 気 持ち を 感じ と っ て ほし い 」 

デビ ュー し て まだ 、 ま 年 絆 っ な 
いき ほれ と ど 。 め まぐ る し いけ 到 ま だ 
日 々 を 送り な が ら 、 久 室 さ ん は 未来 を 
じっくり 見 据え 始め た よう 。 91 年 の 彼 
女 の 活躍 が 本 当 に 楽し み だ 。 
今年 を ふり 返っ て 7 音楽 も 聞く 大 
か ら 作 る 人 に な っ て 、 立 場 が 180 度 変わ 
っ た わけ だ し 。 初め て や る こと 、 初 め 
会 う 人 、 初 め て 出会う も の …… が た く 
さん あっ て 、 楽 し か っ た 。 それ が 仕事 
全 結 ずつ く か どう か は 。 ま だ わか らち ら な 
いけ ど 。 | 年 で 5 年 ぶん の 出会い を し 
ちゃ っ た よう な 感じ が し て ます 」 


久 室 留 理子 の ニュ ー・ シ ング ル が 発売 され た 。 rGOOD 
STAKE」 と いう タイ トル の この 曲 は 、1 月 に 発売 され る 
ム の 先行 シン グル 。 ま ず は シン グル の 話 か ら 聞 いた 。 
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ハバ シン トド クリニ ン ソック @ パー トド 別 ク リ ニ ッ ク 夫 加 考 募 征 






12 月 26 日 ( 水 ) 13:00 一 19:0o0 デオ を 録 り な が ら の CLINIC を 行ない ます 。 
1 月 13 日 (日 ) 13:00 一 19:00 参加 希望 者 は 事前 に 電話 な ど で お 申し 込み くだ さい 。 










バン ド 5000 
馬 池 半 OSOo 込 順に スケ ジュ ー ル を 決定 し て 行き ます 。 


_ DAYTIME PROGRAM 9 年 度 4 月 生 昌 付 中 
courEeE iRANNG 和 吾 艇 。 し 引 03(3406)1399 


_。 8 COURSES SELECTION 上 


VOCAL( ボ ー カ ル 科 ) GUITAR(H.R&H.M 科 ) we 
(POPS&FUSION 科 ) ' 
BASS( ペ ー ス 科 ) 


DRUMS( ド ラム 科 ) 
SONG WRITING( 作 . 編 曲 科 ) ( 


MIXING( 音 響 芸術 科 ) 
COMPUTER&SYNTHESIZER 
(キー ボー ド 科 . マ ニュ ビレ ー ト 科 ) 





















きつ じ の ハイ g た / の ロワ の ァ /m 





の レ イガ \ ン こう つう で 


Aciive AAusic onad Vocolizaiion for Origingl EXpressi 
PRODUCE & MANAGEMENT (ミュ ー ジ ッ ク ビ ジネス 科 ) DAYTIME の み “ 9 Pression 





ー 


T150 渋谷 区 神宮 前 6-27-8 京 セラ 原宿 ビル 


_ 12 月 25 日 ( 火 ), 1 月 13 日 (日 ), 1 月 27 日 (日 )。 14:oo-- 「 “ 5 「 
| 受付 PM100-PM9:00 アム バッ クス PD セク ショ ン 


「 9 ※ 委 加 ご 希望 の 方 は 、 あ ら か じ め 電 話 で お 申し 込み 下さ い 。 















HD-28 


定価 \360.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 


定価 \365.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 












GF-6O 


定価 \306.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 


定価 \320.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 











000-28 定価 \200.000 
定価 \350.000 (専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 


H 


定価 \299.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 













定価 \680.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 





定価 \322.000 


(専用 ハー ド ケー ス 付 ) 定価 \365.000 


(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 







り J-200 


定価 \313.000 
(専用 ハー ド ケー ス 付 ) 






33H 


定価 \250.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 












定価 \258.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 






1719 | 一 F-10 (フラ ッ ト ・ マ ンド リン ) 
定価 \262.000 定価 \100.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 0 








1768-X 


定価 \330.000 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 











ADAMAS 定価 \400.000 
定価 \560.000 専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 
(専用 ハー ド ケ ー ス 付 ) 


1 し 4 に 1 あ ァ y/ 2A や の に と みそ ヨ ニ 1 
キー た えす WEi レ ちと シル ー ン ルリ ル と 3、 


ンジ が ル 3 うま -  。 1758( エ リーD………… ln 
YAMAHA 3 3 を 5 ンー ント hr ES ROCKER3 衝 4 D0D 
FG-4608-1 グ ーー 生ま に に ニー \ 50.000 5 多 マス 義 0 あま 02 の 4 444, 
MORRIS マー 
MB300-12 ーー 守 二 放 ティ ッ ク 
MB50-12ー…ーーーーー ド ーー 
GUILD (ハー ド ケ ー ス 付 ) 
D-25-12ーーー バ ーーー バー 
JF-30-12… ド ドー ドー 
JF-65-12・ 
人 @ エ レア コ 
YAMAHA 
APX-9-12・ 
MORRIS 
: 1 -12 ・* ペ < ュ ア ここ ャ て ャ マン < ニュ ここ 抽 
2 四 -12 …ーーー ド ーー ドー 生生 ニシ 
TAKAMINE SR 
TIOW( ド ケ 侍 ) 2 相 ) り - 5 ts 

TION ハー ド ケ ケース. 3 る 5 2 
CC65( セ レブ リティ )……… 柏 還 還 生還 88.000  『AKAMINE 
1515( ウ ルト ラ ) ……… 
1756( レ ジェ ンド )………… バ 
1866( レ ジェ ンド ・ ス ーッ パー シャ 旨 一 お 


で ゃ ャ ャ ャ さて そそ キャ 


RS 刀 史 あ 


定価 \60.000 


頭 価格 が 全国 どこ で も !] 





ョ g 
88 





拓 放 6 人 の - カ -0 モ カル 族 認 り 。 計 本 AU, 


sz22NEW ベ スト ・ ・ 上 エレ アコ ・ ビ ピッ 


=U ス PAE9K 店 Nb4 ネ CK 間 IP 。 皿 ド  - 上 し ol 
二 折 \58j00* = 軒 NeWZ- 昌 セッ ト 旨 1 ' 6 NeWZ- 虐 セット 
セッ ト 特 価 \43500 和 N 「 ' - 四 を gyos60g で 0 
に | 3 販 5y ト Wsm0 目 セ ッ ト 和 WWw7ig0 > ト 7lg0 0 
Or DOG @ エ レア コバ ッ ニ ie リグ -H (定価 \680。 000) 議 リス)Z- 呈 (定価 \60.000) 詳 ス )kZ 導 を eee 1 ほり 2) | 65 00D) 
8 3 記 め KO ED PO 1 32 


ギタ ー 役 セット 、 ピッ ク 1 上 : トド 欠 計 ET 
ー - 午 (8m jn" 


7 滞 ま 隔 ド ー 1 
(定価 \60. 60B!@ エ レア コバ 
ョ コタ クニ ソフ トド ト を に コ 













タカ ミネ PT-8 セ ッ ト 





ヤマ Y ハ APX-5G セ ッ ト 


ea \77.500 き 定価 \97.500" ゅ 
セッ ト 特 価 90. 000 セッ ト 特 価 \75.000 
@ ギ ター ビ X-B  @ ギ ター : タカ ミネ PT 日 
(定価 \60. 000) 9 エレ アコ バ (定価 \80.000) @$ エ レア コバ 
ソフ ト ケ ー ス 、 ギ ター ツク : ソフ ブ ト ケー ス 、 ギ ター 
た ギタ ー ス タン ド 、 チュ ー ナ ー、 ギ ター スタ ンド 、 
gi ] 1 議 スト ラッ プ 、 カ ポタ スト 、 シ スト ラッ プ 、- カ ポタ スト 、 シ 
0 ea 6 Ne 2 の リコ ンク ロス 、 ギ ター 弦 ] セ 
ベス タマ ニア ッ ク MEy ト 軒 アフ ロー ズ A セ ッ ト 目 アフ ロー スズ B セ ッ ト 胃 ント トピック 1 枚 、 シ ー ル ド 
9 し PM き 500 叶 。 定価 \74.500 き 。 だり 500 き EER コー ド (3m) 
に ト 特 人 \36 500 1 セッ ト 特 価 \39500 「 析 ツ ト 特価 \58.000 に 導 cbde 800. ヤマ APX-0G セ ッ ト ヤマ Y 八 APX-BG セ ッ ト タカ ミネ PT-]0 セ ッ ト 
@ ギ ター : ベス タマ | 還 と SW ペ シ も ッ @ ギ ター : アプ ロー ズム ヒビ 938 し ギタ ー 定価 \117.500me セッ ト 特 価 定価 \117.500"" 
SAE-30〈 ソ リッ ドラ ォ ー ク F-30M( ソ リッ ド | (アッ シュ ・ ト ッ プ ) (定価 \ 陸 時 ( セッ ト 特 価 \74.500 セッ ト 特 価 \93.000 
(定価 \35. nA 価 \48. 5H.006) エレ アコ パッ ク : 8 1 と コ ・ ヤ マ 八 へ ギタ ー: ヤ マハ APX-10 @ ギ ター : タカ ミネ P イ 一 10 
ッ ク : ソフ ト ケ ー ス 、 ギ ター REP 0 Pr の 2 アト タ テース キタ チ 1 .060) 全休 \100 000) @ エ レア コ (定価 \100 000) @ エ レア コ 
っ ギタ ー ス タン に | ラー 3 の 4 “ 2 ビ 人 ン 42e 電 計 組 バッ ク : ソ フト ケー ス 、 ギ タ 。 バック : ー ス 、 ギ タ 
、 ギタ ー 弦 ] セ 較 ト 、: 「 ッ ト 、 ま 較 に スト ラッ フカ ポ ボタ スト に る ッ カポ タス ト 
B に に 2 9 D ※ 内 内 3 b ン に と に ヽ プ れ ヽ 
、 シー ルド 軒 笠 ] セッ ト 、 ビ > 2 9 ジェ 「 ピック 1 校 、 MSN 0 、 ギ ター 弦 シリ コン クロ ス 、 ギ ター 六 1 
[ TE | 、 ョ ミット 、 ピ ッ ク ] 枚 、: セッ ト 、 ピ ッ ク 1 枚 、 シ ー ル 
ド ドコ ー ド (3m) 










オリ ジブ ル NEW ベ スレ アコ ー ス ティ ッ フ セット 





ヤマ 八 ヤマ ヤマ ハ FG-460 
FG-4 -430 セ 、 ツ ト い 中 を 90500 ト に 460 セ 、 ッ ト MW 弦 ) セッ ト 
セッ ト 特価 \35 700 臣 和 ト 特価 \35. 700 セッ ト 特価 45 800. セッ ト 特 価 \49.800 


@ ギ タ 司 e 癌 Ki 議 @ ギ ター : ヤマ ハビ G-435  @ ギ ター: ヤマ ハビ @ ギ ター : ヤマ ハビ FG-460 
(本 体 定価 \39. 000)@ ア コ (本 人 定価 \45. 000)@ ア コ .000) @ 
(EE 2 ア 上 2 識 一 ステ ィ ッ ク ・ バ ッ ク : ソ ーー ス ティック ・ バ パック: ソ 。 アコ ロニー スティック ン バッ ク : 





フト ケー ス 、 ギ ター チュ ー トゲ ケー ー ス 、 ギタ ー チ ュー ニース ギタ ー チ 
ー、 ギ ター スタ ンド 、 ス ギタ ー ス タン ド 、 ス 3 
トラ ッ プ 、 カ ポタ スト 、 シ トラ ッ プ カポ タス ト 、 スト ラッ プ 、 カ ポタ スト 、 
リヨン グロス 、 ギ ター 放つ リロ ヨシ ラク ロス 、 ギタ ー 六 1 シリ コン クロ ス 、 ギ ター 弦 
セッ ト 、 ピ ッ ク 1 枚 セッ ト 、 ピ ッ ク 1 枚 1 セッ ト 、 ピ ッ ク 1 枚 日 
ヒ ヤマ 八 VI 
FG-450 セ ッ ト は -470 セ ッ ト LD-10 セ ッ ト セッ ト 特 価 \7 則 山 
re を 条 Y67500 み 定価 \77.500" “ ー・ セレ ブリ ティ 
セッ トト 特 価 \38. BDD と ウ 特価 \48, ad00 セッ ト 特 価 \\58.000 97(E 価 \ 000)@ エ レア コ 
モー リス ヤマ 人 ハ 生生 FG-450  @ NE ッ ク : 専有 ハー ド ケ ー ス 、 
TF-50 セ ッ ト 460 セッ ト 。 人 000 9 アコ 人 30 0009 プロ 
定価 \67.500* 定価 \45.500* も: の チコ と ケス 。 ギ 
本 し コ リプ えー ペラ ジブ カシ スト ーー 
3 ー フウ ノン 、 ガ カ 小 こ で 
(本 体 定価 \50.000)@ ア コ (本 体 定価 \28 000)@ ア コ リコ ンク ロス 、 ギ ター 立 ャ コン クロ ス ギタ ー 弦 ] 
ー ス ティ ッ ク ・ パ ッ ク : ソ ー ス ティ ッ ク ・ パ ッ ク : ソ セッ ト 、 ピ ッ ク 1 枚 ウト 、 ピッ 
フト ケー ス 、 ギタ ー チ ュー フト ケー ス 、 ギ ター チュ ー 1 
トラ トラ 4 う シ トラ ッ プ 、 カ ポタ スト 、 シ 
ン に ジノ 
還 二 25 レ 6 条 之宣 較 | リコ ンク ロス ギタ ー 法 1 リコ ンク ロス 、 ギタ ー 二 1 


NT ピッ ク 1] 枚 セッ ト 、 ピ ッ ク ] 枚 セッ ト 、 ピッ 


NEW ベ スト ・ エ レア コ 。- セ ッ ト と NEW ベ スト ・ ア コー ステ ィ ッ ク ・ セ ッ ト は 全て 消費 税込 み の 価 格 で す ( 


全国 どこ で も 店 頭 価格 ID い 2 の や いい 
文 タ ニ グチ の 通信 販売 太 タ タニグチ ・ ミ ュー ジッ ク ・ ク レジ ッ ト 
ーー 一 | ジ  @ 店 頭 価格 を その まま クレ ジッ ト @ ハ ンコ ひこ と つて 欲し い 楽 器 が 手 に 入る 
@ 現 金 一 括 の 場合 @ お 支払 い は あな た の 都合 に 合せ ます 。 頭金 ナシ の 月 々 \2.00U か ら 、 最 高 6 回 まで の お 好き な 
モデ ル 名 (機種 品番 )・ 色 ・ 数 量 を 明記 の うえ 、 現 金 書留 で 回 数 (], 3, 5, 5, 10, 18, 15, 18, 80,4, 30, 36, 4P, 48, 54. 5j の いずれ か の 回 数 ) で お 支払 いく だ さい 。 
お 送り くだ さい 。 代金 当 着 後 、 すぐ に 商品 を 発送 し ます 。 合 ヶ 月 先 か ら の お 支払 い ス ター ト が で きる スキ ッ プ ・ ク レジ ッ ト も 便利 で す 。 
@ タ ニ グ チ ・ ミ ュー ジッ ク ・ ク レジ ッ ト の 場合 | 
図 の 要領 で 必要 事項 を 記入 の うえ ご ハガキ で お 申し 込み た さ | 
くだ さい 。 折り 返し 申請 書類 を お 送り し ます 。 ed 
〒101 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 1-8 
TEL. 03-291-2711--3 


の 義 売 売価 格 お よび 在庫 は 谷 で 
お 問い 合わ せく だ さい 
JH 中 央 線 ・ お 茶 の 水 駅 / 地 下 鉄 丸ノ内 線 ・ 8 
お 茶 の 水 駅 / 千 代田 線 ・ 新 お 茶 の 水 駅 徒歩 3 分 
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信販 寺 用 電話 3-291-2711-3 








※ 通 信販 売 お よび クレ ジッ ト の お 問い 合わ せ は 、 河 津 ・ 橋 本 まで どう ぞ 。 
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お し ゃ れ に 雑貨 に に . も ちろ ん 音楽 に ! 
女のコ の 気持 ち ガ 弾け そう な マン スリ リー: マガ ジン 


9 GIRLS BRAVO: が リア プン ピー ウィ ー 
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お 小遣い ノー ト 











1990 年 の 音楽 シー ン を 集 大 
衝 22 た 90-'91 年 版 
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米 米 クラ ブ 千里 / プ リン セス ・ プ リン セス / | Pee Wee ガ 選ぶ / 













米 米 CLUB/Dreams Come True/ 
松岡 英明 /THE BOOM/ 徳 永 英 明 / 
JUN SKY WALKER(S)/ 久 保田 利 
伸 /THE ALFEE/ 岡 村 靖 幸 / 高 野 芽 / 
永井 真理 子 / 遊 佐 未 森 /PERSONZ/ 
レビ ッシュ /BARBEE BOYS・:・ etc. 
人 気 ア ー テ ィ ス ト 勢 揃い / 

引 H 付 録 
①1 年 版 オ リ ジ ナ ル ・ ス ケ ジ ュ ー ル ・ ブ ッ ク 
⑧"9] 年 版 人 気 ア ー テ ィ ス ト ・ カ レン ダー 

e 人 気 ア ー テ ィ ス ト ・ と じ こ み ピ ン ナ ッ プ 付き 。 巻 末 ア ー 
ティ スト ・ デ ー タ ・ フ ァイル も ボリ ュー ム ・ ア ッ プ / 


91 年 、BOYS BRAVO./ 
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@ バレ ンマ イン 直前 集中 古い / 
@ 手 作り チヨ ョ レー ト & ツ キー 


[スペ シャ ル 対 談 ] 吉本 ば な な X さ ね よし いさ 
[と じ 込 み 保 存 版 
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THE BOOM/J(S)W/TMN/ 
BUCK-TICK/UNICORN/ MRREa ド aa 
BY-SE 入 UAL etC. 高野 寛 、 狂 市 (レビ ピッ シ ユ )、 久 保田 利伸 …… 


ロロ FUPDEAR 


PnDHNA 5507m 必 新 年 特大 号 
NEW KIDS 































































Ax へ ヘ 有 毎月 17 日 発売 
UNICORN Rs 
奥 田 民 夫 ( 3 業 新 ライ プル ボ 他 総力 特集 









村 越 引 朋 (THEsTREET slDERS) 
21 世 紀 型 ミュ ー ジ ッ ク 




















COBRA で 幕開け | 仁史 画 | お た く の す すめ 
Es ジー 1 2 UN THE BLUCK 


CHARLATANS 
SOUP DRAGOINS etc. 
CINDERELLA 
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特集 アー ティ スト 
X/BUCK-TICK/ 東 京 ス カ パ ラ タイ ス オ ー 
ケス トラ /J(S)W/UNICORN/ LA-PPIS 
CH/ プ ルー ハー ツ / フ ライ ング ・ キ ッ ズ / BA 
KU/D'ERLANGER/ すか ん ち /SPARK 
S GO GO/THE BOOM etc. 
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お 待ち か ね PSY・S [サイ ズ 〕 New ビ デオ クリ ッ プ 第 2 集 


ます すし EDT の 


収録 曲 :Kisses/ 遊 びに き て ね / フ ァ ジ ィ な 痛み Fuzzy Pain 
VHS:CSVM232 Beta:CSUM3232 LD:CSMM4232 各 \2600( 税 込 )[ 各 \2524( 税 抜 )) 
カラ ー / ス テレ オ /20 分 





科す の 生 BNE い 1 人 


nOW On Sale 


『 チ ャ カ の うた の 引力 実験 室 91」 


2/27 大 阪 バ ナナ ホー ル グ 2/28 名 古屋 クア トロ ン ' ライ ヴ ・ ビ デオ 
ツタ 未 京 間 用 lo 99. 朱 月 ホー ル 「LIVE PSY・S SIGNAL VICTORY TOUR」 


19:00 START 前 売 \3200 当日 \3500 CS アー ティ ス ツ 03-5474-9522 2.21 ON SALE 


rmohmrmrrearsPedeesedrrrrrrrvrreyeerstrerrTT サ キマ ーー つか ーー アド ーー アテ バー 
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お 5 CO 信 あ キー ネー .。 二 3 ニオ 3 ば ド ド い こ 


























729 か cz 4 グ /7z7 ら /7zgZr- の ココ / 
の の か spgZ< の 747 が 2rZ222972 の ー ゞ ヶ 77 が Zr// 
| fo/777 のみ ウッ レー まみ 
W プ の か cg7/7 ププ の ヶ 7 の -4 フ ケ z//22<> 


New Sg6 
NoW 0 54I6 


FUNK ON THE 0 We レビ 系 ドラ マ 北 弄 員 具 ォ オー プ ニ ン グ . テ ー マ 
RAILROAD TOUR MVF BACK IACK 





90 
12/2(snn) 横浜 ピア レ キョ ー ド - ロ ッ ケ ッ >048-648-1691 TODT-2594 \930(Including TaX) 
12/3(mon) 市 川 GIO ォ ョ ー ド - ロ ッ ケ ソン >048-648-1691 ( 


12/4(tne) 大 置 フ リー クス ォ ョ ー ド - ロ ッ ケ ソン >048-648-1691 
12/14( 仙 ) 剛 員 ペパー ラン ド ペパー ランド >0862.3.958 
12/16(sum) 広 肖 ウッ アイ スト リー ト 9? ア ィ イスト 9ー ト >082-242.8187 


12/18(tne) 大 分 TOPS TOPS>0975.33.0467 
12/19(wed) 熊本 イエ ロー スタ ツ オ 7rn- ス タツ ォ >006-324-7414 
12/21( 合 ) 福岡 Be-1 Be-1>092-481.7881 
12/23(sun) 神 月 チキ ン ツ ジョー ツジ 7 キッツ ョ ー ジ >078-392-0146 
91 


1/9(wed) 札幌 パッ シー ホー ル 7 ケッ ト ャ ルル あり 
1/13(snn) 仙人 邊 CAD ホ ー ル キョー ド 放 2 
1/20(sun) 新潟 ジャ ンク ポッ クス ta 二 計 邊 雪 ASNU) 
1723(wed) 大 阪 IMP ホ ー ル 生生 生 寺 4 め り UBAL) 
ン 174(thn) 名 量 ク リト g まま て サジ 057.062.1511 
1/30(wed) 波谷 公 多 有 E 和 ま 語 9 舟 県 >0.9237.0000 


問 : BU< 電 迷 4-9831 TOSHIBA EMI > 03-587-9033 


5 ファ ンク ラブ "Club Funk Love" に 入会 御 希 望 の 方 は 、 お 名 前 、 
を ご 記入 の 上 、 62 円 切手 を 同封 し て 次 の 宛先 まで お 送り くだ さい 。 : 
〒150 渋谷 区 広尾 5-24-3 ハイ シテ ィ 広 尾 4F BU.S 内 ライ ナ セ ロ ス FC 入 会 係 
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1990・11・17 野田 市 文化 会 館 








いよ いよ スタ ー ト し た "SPINNING THE WHEEL" ツ アー を と お し て 、 


永井 真理 子 の ライ ブ な ら で は の 将 力 を 確か め て みた く な っ た 。 そ れ は 、 今 回 の 
ステ ー ジ の 中 に いる 彼女 自身 の 存在 その も の が 詳 や か すぎ る か ら だ 一 。 
撮影 人 石 流 憲一 文久 浜田 次 郎 
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永井 真理 子 な ら で は の ライ ブ の 形 。 
11 月 17 日 、 野 田 市 文化 会 館 を 皮切り に 
スタ ー ト し た だ ヾ SPINNING THE 

WHEEL/ ツア デー は 、 あ ら だ た め て ハッ 
と させ られ る よう な 、「 あ あ 、 これ だ っ 


た ん だ / 」 と 確か めき させ られ る よう な 、 


な じん で きだ はず の 魅力 に あふ れ て い 
る 。 そ れ は ひと 言 で いっ て し まえ ぇ ば 、 集 
大 成 し ち いえ る か も し れ な い 。 


それ は 初期 の ころ に 感じ られ だ ある 種 
の ヾ 驚き ? に 似 て いる 。 その 驚き が 伝 
える も の 。 こ れ が 永井 真理 子 な 6 で は 
の 、 ラ イブ が 輝き わた る 秘密 だ と すれ 
ば 、 それ は 何 な の か 確か め て みた だ たく な 
っ た 。 確か な 言葉 を 持っ て 並べ て みた だ 
く な っ だ 。 い くつ か の シー ン を と りあ 
げ て (これ か ら 見 る 人 だ ちの だ め に 、 
暗示 的 な 、 わ か り に くい 書き 方 に な っ 
て し まう けれ ども = 見 た 人 に は よく わ 
か る ./ よう に ) 思い つく まま に 組 っ 
て みよ うと 思う 。 
① 

ー プ ニン グ 。 この 日 、 彼 女 が か な 
り 緊 張 し て いる の が 、 あ る 瞬間 に わか 
っ た 。 初日 どか が ら 、 も ちろ ん 。 と いえ 
ば 確か に を そう 。 し か し 、 も うこ れ 以 上 
は な いく らい 全身 に 力 を 込め た 象徴 的 
な ポー ズ と 、 笑 顔 で 登場 し た 彼女 は 、 
あい か わら ず の パワ フル な イメ ー ジ そ を 
の まま 。 け れ ど 1 曲目 、 2 曲目 と 歌い 
終わ っ て 3 曲目 に 入る あ だ り で 急 に 真 


顔 に な っ て 、 胸 を ポ ボーン と 1 回 叩く と 、 


大 きく 深呼吸 、 と いう より だめ 息 / 
を つい だ た 。 か な り 上 緊張 し て いる 。 その 
シー ン は 、 永 井 真理 子 が 何 か を や ろう 
と し て いる こと を 感じ きせ る 、 力 強い 
意欲 と プレッシャー を 伝え て い だ 。 を 
う 、 オ ー プ ニン グ か ら ず っ と 、 彼 女 は 
余力 を 感じ きせ な いで い だ の だ 。 

「 今 回 は 自分 の ペー ス で や る か ら 」 

と 、 何 度 $ く り 返 し て い だ は ず の 彼 
女 。 も し か し た ら 6、 永 井 真 理子 の “ ペ 
ー ス / は これ な の か も 、 と ハッ と な っ 
た 。「 自 分 」 を 探し 続け て いた 最近 の 彼 
女 。 で も 実は 、 永 井 真 理子 は ずっ と 役 
女 な ら で は の 絶 力 を 見 せ 続 け 、 そ の ま 
まで あり 続け て いた だ よう な 気 が す る 。 
少な く て と も 、 ス テー ジ の 上 で 見 つけ る 
彼女 の 最大 の 魅力 は 、 ず っ と 変わ っ て 
いな い 。 00 
の だ ろう か 。 それ と も を の こ ょ に 気 
NMR 


けれ ど 、 
永井 真理 子 自 身 か ら 発 せら れる も の は 、 
その 言葉 か ら は 大 きく は み 出 し て いて 、 








最初 か ら の 全力 疾走 ライ ブ を 始 
め よ 9 と し て いる の か 。 

永井 真理 子 が イ ンタ ビュー で 
語っ た 今回 が 、 ひ と つの 最後 ? 
と いう キー ワー ド が 思い 出る れ 
て きた だ た 。 ギリギリ の 緊張 感 か ら 


伝え られ る 誠意 "。 それ は 彼女 
の 全力 疾走 が スト レー ト に 届け 
て くれ る 贈り 物 だ 。 

② 
「 野 田 と いえ ば ショ ー ユ ( 笑 )」 
と か 。 
「1990 年 、 今年 あっ つ ゅ の ツア 
ー を や っ て ます が ……。 よ く 働 


いな の し ょ ( 美 )」 

7 あの 彼女 の MC で は な いけ 
れ ど 、「 同 じ 生 きる ん な ら 笑 っ て 
半 生ま は 9 の も 9 で 
と も 笑い 飛ば し ちゃ え 」 み だ い 
な 、 も う パ ワ フ ル を 超え た と こ 
ろ に ある 明る 8? パ 強 る ? を 伝 
えて くれ る 曲 (た と えば "Catch 
Ball に 収録 きれ て いる 、 あ の 曲 
で す ) を 、 そ の まま の 永井 真理 
子 が 歌っ て くれ れ ば 、 も う 怖 い 
も の な し 。 モ リモ リ 元 気 が 出 て 
(る よう な 、 そ ん な ダー ジン 。 合 
回 の ライ ブ で 最も 彼女 らし る を 
感じ ゃ せる ポッ プ な ブロ ッ ク が だ 。 

じ か し 、 思い きり 笑っ て 、 ぞ で 
も 見 終わ っ て な ん だ か ホロ リ と 
する 。 を そん な 映画 を 見 終わ っ だ 





あと の よう な 気持 ち に な る の も 確か 。 
こん な 近く に 永井 真理 子 は いた ん だ 、 
と 思わ ず や さる しい 気持 ち に な っ て し ま 
う 。 そ れ は 彼女 の 存在 自体 が 伝え る も 
の 党 

③ 
技 。 今回 は 、 ア レン ジ も 含め て 、 な 





SPINNTNG 
穫 貼 旨 w 円 純 純 し 
〒 の UK 


ら 〒ART! 


じん で きだ も の を 上 夫 と アイ オデ テ 
ア と 夫 力 (/ ) で 、 か な り 楽 し ま 
せ て くれ る 。 前 回 の ツア ー で も 
だ くさ ん の 新しい 試み が な され 
て い だ た けれ ども 、 示 完成 な 部 分 
が 月 7 っ てい だ よう に 思う し 
それ で よかっ だ の だ と も 思う 。 
思い つく か ぎり の と と を 、 そ の 
鮮度 で 形 に し て みる こと 自体 が 
重要 ど だ っ た だ た の だ か ら ……。 し か 
し 今回 は 違っ て いる 。 あ ら ゆ る 
アイ デア を 高い 位置 で 、 完 成 き 
れ た 形 で 見 せよ うと いう の が コ 


ガー ル 」。 そ の アレ ンジ の セン ス 
の よさ る 。「Mind Your Step」 の 
ロー ステ イッ グ な 
心地 よる と 、 ビ ー ト の イン フラ パク 
ト 。 そ の 対比 ,。 ロ ッ ク ン ロー ルー 
永井 真理 子 の 、 そ の 先 に 広がっ 
て いく も の を 予感 る せる クラ イ 
マッ クス が や っ て くる 。 
④ 
そっ と 寄り 添っ て くれ る よさ う 
な 、 ひ と り の 女性 と し て の 永井 
真理 子 を 思わ せる バラ ー ド 。 と 
いえ ば わか り ま す よ ね 。 じ っ く 
り 味わっ て くだ さい 。 
⑤ 
定番 、 ポ ボッ プ な 楽し き で お お 
い に 会 場 を 沸か せ た だ た と し て も 、 
ジン ワリ と その バラ ー ド で 胸 を 





熱く きせ て くれ た と し て も 、 こ の ノリ 
が な けれ ば 永井 真理 子 の ライ ブ に 終わ 
り は こない ぃ 。( 笑 ) 

今回 は 、 彼 女 が イン タビ ュー で 答え 
て いた と お り 、 そ の 曲目 も 集大成 的 な 
も の に な っ て いる 。 今 ま で に ライ ブ に 
足 を 運ん どこ と が ある 人 な ら ば 、 後 半 


ae た もえ ば よさ ラグ ルト 






の クラ イマ ックス に 、 あ る 種 の 懐か し 
さ み だ た いな も の を 感じ る か も し れ な い 。 
と こま で の すべ て の も の 。 そし て ここ 
か ら 始 まる 新しい も の 。 そ の ライ ン ギ 
リ ギ リ で 、 こ れ ま で の 最も な じん で き 
だ 曲 た ち を 、 こ れ 以 上 に な いく らい の 
激 し き で 歌っ て みせ る 。 こ こ で 気づい 
た 。 彼女 と ギタ ー の 相性 。 ド 下 派 手 な ロ 
ッ ク ン ロー ル で は 、 エ レク トリック ・ 
ギタ ー が 派手 な ほど 永 井 真 理子 の ボー 
カル も 、 彼 女 自身 ひ り ノ リ も 巡 ぇ わたる 
と いう こと 。 を そし て すでに 会 場 は 、 観 
客 の 激しい 想い と も て 余 し た 体力 で も 
の すご い 熱 気 。 ス テー ジ どの 上 の 彼女 は 、 
を その パワ ー の すべ て を 体 で 受け と め よ 
うと する よう な 姿勢 で 臨む 。 そ の 追っ 
て くる よう な 臨場 感 は 、 小 き な 永井 真 
理子 を 核 と し て 、 大 き な 渦 と な っ て 会 
場 全体 へ と 広がっ て いる 。 観客 の ひと 
り が その まだ ひと り へ と 伝え て いく よ 
う な 。 ス テー ジ の 上 と 客席 の 1 対 1 は 、 
客席 と 客席 の 1 対 1 対 1 対 1…… と つ 
な が っ て いく 。 不思議 な コミ ュ ニ ケー 
ショ ン 。 そこ に は 瞬間 的 に 強い 絆 が 生 
まれ て いる の だ 。 
⑥ 

か つて は 、 彼 女 の テ ー マ ン ング 。 し 
ば らく 歌わ れる こと の な か っ だ あの 曲 
を 、 今 回 彼女 は 歌っ て くれ る 。 以 前 の 
よう に 観客 が 彼女 へ と 歌う の で は な い 。 
永井 真理 子 が 観客 の た め に 、 そ し て 自 
分 の た め に 歌う 。 聴 き 慣 れ た は ず の あ 
の 曲 が 、 こ ん な に 新鮮 に 届け られ る な 
ん て / 永井 真理 子 が これ か ら と どこ へ 
べた も て で いる の か 。 そし て ど 邊 だ 
け の 成長 を 重ね て きだ た の か 。 そ の こと 
が 、 こ の 一 曲 に 集約 され る の だ 。 

没 

今回 の ステ ー ジ は 、 セ モッ ト に も か な 
り 凝 っ た 工夫 が な る れ て いて 、 大 きく 
動き ど し た り も する 。 を そし て 今回 の ラ 
イブ を 見 る 前 は 、 そ の 話 に 大 き な 期 待 
を 抱い て い だ こ と も 確か どっ だ 。 し か 
し 、 ヾ SPINNING THE WHEEL” ツ 
アー は を そん な 仕掛 け を 大 きく 超え て 彼 
女 自 身 ち と り ま き 、 ま た 永井 真理 子 の 
中 か ら 生 まれ て 〈 る 音楽 を の も の の 渦 
の 中 に 、 い くつ も の 魅力 が あふ れ 出 し 
て いた 。 永井 真理 子 の 、 今 の 場所 か ら 
始ま っ て いく も の が 確か に ある 。 隅 か 
ら 隅 まで 手応え の ある 確か な 形 と し て 
届け られ る ステ ー ジ は 、 現 在 の 彼女 自 
身 と その も の な の か も し れ な い の だ か ら 、 
ね 。 


浅く 氷 井 真理 子 誌上 "0&A^ 大 会 を 行ない ます 。「 ど ん な 質問 に も 答え る 覚 柄 は で き て いる 」 と は 本 人 の 弁 。 ハ ガキ に 、 あ な た が 尋ね て みた い 質問 を ひと つと 、 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 を 
明記 の 上 、〒156-91 東京 都 世田谷 区 千歳 郵便 局 私 書 箱 15 号 CBS・ ソ ニー 出版 GB 永井 真理 子 史上 最大 の Q & A 大 会 /” まで 。 た くさ ん の お ハガキ 待っ て ます / 
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NO 








@ 定 価 1DUOU 円 
@ 人 ム 号 判 (GB サ イズ ) 






上 .。 デ / BZz/TMN 

3 hh 人 UNICOHN/ 大 江 千 時 
7: プリ ン セ ス ・ プ リン セス 
| 。 米 米 DLUB/Dreams COme ITU6 


松岡 英明 /THE BUUM/ 徳 永 敵 明 

JUN SKY WALKER(S)/ THE ALFEE 
久保 田 利 伸 / 岡 村 和 幸 / 高 野見 / 永 井 具 理子 
遊佐 未森 /PEHSUNZ/ レ ビッ シュ 
ARBEE BUYS'…etC. 


人 気 ア ー テ イス ト 勢 揃い / 





①' 91 年版 オリ ジ ナ ル ・ ス ケ ジ ュ ー ル ・ ブ ッ ク 
@⑥'91 年 版 人 気 ア ー テ ィ ス ト ・ カ レン ダー 


@ 人 気 ア ー テ ィ ス ト ・ と じ こ み ピ ン ナ ッ プ 付き 。 巻 末 ア ー テ ィ スト ・ デ ー タ ・ フ ァイル も ボリ ュー ム ・ ア ッ プ / 
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ハー に W 揚 





量り ルー 人 

年 アダ "で … ゆ 

(0 ニ JAw 

朋 ル ん 

で の 

ド に 了 - 遇 

ま 全 テ 

じ 内 ン 

9 。 e まず は シン グル 曲 に 合わ せ て 、 カ ル ア ミ 
ょ デビ の / ルク に 挑戦 。 グ ラス に た っ ぷり クラ ッ シ 
ュ ・ ア イス を 入れ て 、 ジ ガー (メジ ャ ー 
徒 挑 カッ プ ) で 30ml の カル ア (コー ヒー・ リ 
” 戦 キュ ー ル ) を 注ぐ 。 左 手首 の プレ スレ ッ 
る ミ 7 め ) ト が バー テン っ 2 半 天 が も し 出し 
ぁ | ト か な か ダー リッ ノ 

と 2 リ ヒコ ょ か な か グー ッ . 

の 」. 

人 人 ス 

格 素 

同 

ES ま 

ん 

役 | 

呈 G 

we。 

か 

上 \ 

賠 ド 

題 ラ 

の 6 

新 ? 

= ノ 

リ 

+ RM 

7 だ の は ず だ っ た の だ が 、 こ の 神妙 な 顔つき 
と る に 山 お じ け づい た 手つき は な ん だ !2 本 


人 は いた っ て 真剣 な の に 、 周 囲 で は 「 理 
科 の 実験 みた い 」 と いう 声 が ささ や か れ 
る 。( 笑 ) 華 麗 な 手さばき 、 と は いか な い 
の が 初心 者 。 ミ ルク を そう っ と 静か に 入 












意外 に ( ? ) 上 手 に 作れ て 、 ゴ キ ゲ ン さ ん 
の 岡村 ちゃ ん 。 カ ル ア ミ ルク は いた っ て 
シン プ ブル な カク テル 。 ゆえ に その 人 道 は 奥 
深く 、 カ ル ア と ミル ク が まざる こと は 許 
され な い 。 ど うだ 、 こ の 見 事 な 分離 / ミ 
ルク の 白 さ と 、 カ ル ア の ブラ ウン と の 境 
界 線 を 見 よ / 
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今回 の 先生 で あら れる 相馬 さん と 。 こ うし て 本 物 と 並ぶ 
と 、 ち っ と も バー テン ダー に 見 えな い 岡 村 ち ゃ ん だ 。 相 
馬 さ ん は 、 い うま で も な く こ の 道 の プ ロ 。 よ っ て 、 作 る 


カク テル は 何 百 種類 と いう 幅広 さ 。 そ の 中 か ら 初 歩 的 な 、 
つま り イ ー ジ ー な も の を 選ん で 教え て くれ た ん で すね ぇ 。 


















女の子 が 長 び そう な 、「 か わい い ヤ ツ が 
いい な 」 と 、 欲 望 だ け は デカ い 。 名 づ 
け て バハ ニー・ ド リッ パー”。 ワ イル ド ・ 
ター キー の リキ ュー ル 30ml、 ワ イル ド ・ 
シェ ー カ ー に 入れ て 振る / な ぜ か こ 
紙 こ ぞ と ば か り に 元気 を 取り 戻し 、 シ ェ 
| 一 カー を 振り な が らら ダンシング し て 、 


"ヤツ 。( 笑 ) 


大 胆 に も オリ ジ ナ ル ・ カ ク テ ル に 挑戦 。 


ター キーI0ml、 レ モン ジュ ー ス |I0ml を 、 


| 日 本 の トム ・ ク ルー ズ に な っ て し まう 


岡村 クン が オー ダー する お 酒 は 
ウー ロ ツ 茶 が か が 状 、 や っ ぱり 「 


⑱ と いう わけ で 、 挑 戦 レ リー ズ の 第 1 
回 を 無事 に 終え た 感想 を お 聞か せく だ 
さい 。 

「 も う ア レ で し ょ う 。 非 常に 勉強 に な 
り ま し た 」 

@ 大 事 で す よ ね 、 人 に 教わる と いう 姿 
勢 は 。 

「 大 事 で す 。 僕 に こっ て は 」 

@ で す よ ね ぇ 。( 笑 ) で も 、 先 生 が ちょ 
っ と や さき さ し す ぎ た ん じゃ な いか が と 。 

「 や さき し か っ た で すね ぇ 。 あ と 、 ユ ニ 
ー ク な 方 で ( 笑 )」 

信教 D わ っ た な が で いち ば ん 印象 に 残っ 
だ ご と 杖 げ 

「 や っ ぱり いち ば ん “コレ だ な "て 思 
っ た の は 、 あ の 、 味 見 する 瞬間 。 テ ク 
ニッ ク と か も も ちろ A ん 大 事 な ん だ けど 、 
味見 し た と き に コレ だ な っ て 、 コ 
レ な ん だ な "っ て 思っ ちゃ いま し た ね 」 
@ や っ て る 最 中 、 何 度 も 「 難 (いい 」 っ 
て 言っ て た けど 、 実 際 難 し いん だ !? 
「 難 し い 。 す っ ご く 難 し い 。 だ か ら 今 
日 の 僕 は 完璧 と は らい を えな いん で すけ れ 
ども 、 まぁ 、 が ん ば っ た が か な 、 と いう 」 
@ 岡 村 ク ン て 、 自 分 自身 は お 酒 が 飲め 
な いん で し た っ け ? 

「 い や 、 飲 め る けど 飲ま な い の 」 

⑯ ど うし て ? 

「 体 を 鍛え て る か ら 」( エ バ る ) 
@⑱ あ 、 そ うい う 理 由 で 。 ( 笑 ) 

「 そ う 。 あ と 、 お いし いと 思わ な いか ら 」 
⑯ で も 、 な ん と な く 雰 囲 気 で 飲ん で し 
まう っ て こと は な いで すか ? 

「 そ れ は 弱い か ら じゃ な いか な 。 で も 
友達 と 一 緒 に いる と き に 、 そ の 盛 6 上 
が り を も っ と 盛り 上 げ る た め に 飲む っ 
て いう の は ある か も し れ な いけ ど 」 
@ ふ だ ん 、 お 酒 を 飲み に 行く 機会 は 多 
いん で すか ? 

「 飲 み に 行く っ て カタ チ じ ゃ な いけ ど 、 
友達 に 会 い に 行く っ て カタ チ で な ら あ 
り ます 。 ど うし て も 人 の 少な い 場 所 に 
な っ て し まう けど 、 あ ん まり 目立た な 
い 、 こ うい うお 店 に よく 行っ て る が な 」 
@ こ の お 店 の 雰囲気 は 好き ? 

「 好 き 」 

いつ か 一 人 で 来 て みた いと いう 気 に 
な り ま すか 。 

「 い や 、 一 人 で 来る な ん て こと は あり 
えな いか が ら 」 





⑱ あ りえ な いん で すか ? 

「 う ん 、 あ りえ な い 」( キ ッ パ バリ) 

@ で も お 洒 を 一 人 で 飲み に 行く っ て 、 
大 人 だ よね 。 

「 あ あ 、 そ うか も し れ な い 。 僕 の 友達 
に も 、 一 人 で 飲み に 行く っ て いう ヤツ 
が いろ る けど ね 」 

人 @ 酔 っ 払っ た こと っ て あり ます が ? 
「 あ ん まり な い 。 た ぶん 、 そ ん な に 圭 
く な いん じゃ な いか なぁ 」 

@ じ ゃ 、 お 酒 を 飲ん で も 変わ ら な い ? 
oe の 財 

@ 女 の 子 と お 酒 を 飲み に 行く っ て いう 
の は どう で すか が? 

「 あ りえ な いで すね ぇ 」 

それ も あり えま せん か 。 ( 笑 ) 

「 は い 」 

@ で も 、 行 っ た 場所 で 仲良 く な る と が か 。 
「 そ ん な 目的 で 出 歩 い て る わけ じゃ な 
いか ら 、 そ れ も な い 。 僕 は 友達 と 会 う 
た め に 出掛け て っ て る わけ だ か ら 」 
人 岡村 クン が そん な 目的 じゃ な く て も 、 
向こう か ら 声 を か が け て くる こと は な い ? 
「 た まにある けど 、 そ れ は 僕 の こと を 
知っ て る わけ だ か ら 」 
@NC な ん で すね 。 

二 Sr 4 夫 

@⑱ い つも 岡村 クン が オー ダー する 定番 
の お 酒 は ? 

「 ウ ー ロ ン 茶 か な 、 や っ ぱり 5」 

⑱ そ ん な の 頼ん で 、 お 店 の 人 に 嫌 な 顔 
され ませ ん か ? 

「 さ れ な い 。 芸能人 だ か が ら 」 

@ ( 笑 ) それ が 芸能 人 と いう こと で す 
か 。 

ek ego 貞 

⑱ と ころ で 、 今日 作っ た 岡村 クン の オ 
リ ジ ナ ル ・ カ ク テ ル は 女の子 に お 諾 め 
で きそう で すか が ? 

「 も ちろ ん 。 ぜ ひ 試 し て ほし いで す 」 
@ で も 岡村 クン の ファ ン て 、 ほ と ん ど 
10 代 だ か ら な あぁ ……*。 

「 え っ !? 19 歳 っ て 飲ん じゃ タメ ズ な ん 
だ っ け !? まぁ で も 、 大 丈夫 、 大 丈夫 。 
岡村 靖幸 が 許す っ て こと で 。 ( 笑 ) 特 に 
失恋 し た と き と か は 飲ん で も いい よ 、 





僕 が 許す か ら 」 

人 岡村 クン て お 酒 を 飲む 女の子 、 好 き 
だ っ け 17? 

「 あ ん まり 好き じゃ な ーー 一 い ( 笑 )」 


だ た 【 り En コ 





何 を 突然 思い つい た ん だ か 、 企 画 ・ 
岡村 靖幸 初 の 挑戦 レリーズ "。 栄 え あ 
る 第 1 弾 は 、 名 曲 「 カ ル ア ミ ルク 」 に 
ちな ん で の カク テル 作り 0。 バ ー テ ンダ 
ー と し て の 修業 を 積 も う と いう も くろ 
み だ 。 ワ タ シ は 、 日 ご ろ の 岡村 ちゃ ん 
の 態度 、 お よび 言動 か ら 、 ど う せ 途中 
で 捧 折 する だ ろう と タカ を くく っ て い 
た の だ が 、 西 麻布 は Dick's Bar に 着い 
た と き の 彼 の 上 機嫌 は どう だ 。 い つも 
な ら あ いさ つ す ら フ テ プ テ し いと いう 
の に 、「 よ ろ し く お 願 いし ま ー す 」 と 、 
今日 の 先生 、 相 司 さ ん に さわ や か ちな 笑 
顔 。 け っ こう 本 気 な の ね 、 と 納得 する と 
と も に 、 あ と 1 年 ぐ で らい は 見 られ な い 
で あろ う 、 そ の 笑顔 を 記憶 に と ど め た 。 

フリ フリ の 黒 の ブラ ウス が と っ て も 
お 似合い の 岡村 ちゃ ん 。 

(こん な が nw チレ (いい * 航 い よね 」 

本 人 が 口 に 出し て 言う まで も な く 、 
その 場 に いた 全員 が 胸 の 内 で 思っ て い 
た こと だ 。 シェー カー を 振り 0 ながら ダ 
ン シ ン グ ず すみ が だ に ゐる) 

「 今 日 は が ん ば る よ 。 挑戦 レリーズ の 
第 1 回 で し くじ っ ちゃ まず いも ん ね っ 」 

発言 は こと ご と く 前 向き だ が 、 グ ラ 
ス を 持つ 手 が 震 える と いう 、 こ の 矛盾 。 
いま いち うま くい か な いと ころ が 、 青 
春 と いう べき か 、 剛 村 ち ゃ ん と いう べ ベ 


















きか 
ジャ ジャ ー ン 。 と いう わけ で 、 こ れ が 岡村 ちゃ ん の 涙 と 汗 の 結晶 、 1 1 
オリ ジ ナ ル ・ カ ク テ ル バハ ニー・ ド リッ パー? で あり ます 。 そ の 名 し か し て 、 苦 労 の 果て に 計 ま れ た 岡 
の と お り 、 ハ チミ ツ の と ろり と し た 甘 さ が ロマ ンチ ッ ク な カク テル 。 の オリ ジ ナ ル ・ カ ク テ ル “ ハ 
で き 上 が っ て 味見 し た と た ん 「 コ レ だ ー っ /」 と 声 を あげ た 岡村 ち 村 ち ゃ ん の オリ ジ ナ ル ・ カ ク テ 
ゃ ん 。 苦労 ( ? ) が 報 わ れ た 瞬間 で す 。「 女 の 子 に は ピッ タリ だ よね 。 ニー・ ド リッ パー”。 甘 き の な か の ちょ 


そん な に 強く な いし 、 飲 みや すい し 」20 歳 以上 の アナ タ に お 基 め ノ 1 IN 8 
っ ぴの 酸っぱ さ が 、 岡 村 ち ゃ ん と タ 


プ っ て し よう が な い 。「 け な げ な 味 だ な 

あぁ あ 」 ーー ワタ シ は 本 当 に そう 選 の た 。 

COAIC 久 神 沢 礼 江 が 覗い た 今月 の オカ ムラ ヤス ユキ 
けり の /、 し 15 サ の ロカ ら : 国 還 較 





挑戦 シリ ー ズ の 発 喘 と も な っ た 先月 号 の パス ケ 誌 合 。 そ こ て 岡 村 ち ゃ ん が は いて いた パス ケシ ュー ズ (27cm) を プレ ゼン ト 。 詳細 は PI76 を 見 て ネ 。 ニ オイ は じ め な いう ち に 応募 し て よー ノ 201 
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LOSE TO YOU! 


@ LADIES AND GEINTLEMEN" ツ アー で 全国 各地 の ホー ル を 回 っ て いる J(S)W が 、11 月 23 日 、 突 如 ラ イブ ハウ ス 
の ステ ー ジ に 立つ た 。 神 戸 チ キン ジョ ー ジ の 10 周 年 イベ ント と し て ライ ブ を 行なっ た の で ある 。 手 を 伸ばせ ば 届き そう な 
壮 近 距離 で の J(S)WW の ライ ブ こく 限ら れ た 数 の 人 だ けが 体験 し た この 日 の 模様 を . み な さん に お 伝え し よう 。 
2 < まう 2: ち っ 
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坂道 の 途中 に ある その 小屋 は 、 木 の 
質感 を 活か し た 造り で 、 壁 や 天井 に い 
ろ ん な 音 が 染み つい て いる よう な 気 が 
し て な ん だ か ホッ と する 。10 年 間 さま 
に る / マ ムン は / 衝 テ ョ ン ル ンス モル 
く 、 リ スナ ー を 魅了 し て きた 。 楽 屋 の 壁 
の 落書 き の 中 に 、 多 く の 知っ た 名 前 を 
発見 で きる 。 現在 活躍 し て いる ミュ ー 
ジ シ ャ ン の ほとん ど が 、 こ の 神戸 チキ 
ンジ ョ ー ジ に 出演 し た 経験 を 持つ 。 

J(S)W も その ひと つて 、!88 年 以来 2 
0 に ここ で の ライ ラフ を 和合 な う 。 人 
組 し て くる ジラ ァ シン は “ウッ ソー、 ゆめ 作 
ゃ くち ゃ 近い で 一 ” と ロ 々 に 言い な が 











ら 、 ス テー ジ の 前 へ 走っ て いく 〈。 時計 
の 針 は ゆっ た り と 流れ て いる 。 

幸運 に も チケ ッ ト を 手 に 入れ る こと 
の KG3 う CK も 0【 ノ アル メン ノン 】 0) 
と 埋め た 客席 に 、 キ ター の 音 が ジャ ー 
ン と 鳴る 。 “キャ ー./" と いう 歓声 と と 
も に 観客 が 一 斉 に ステ ー ジ に 押し 寄せ 
だ し か が 上 、) ま の 客 才 は つい だ まき まだ 。 
続い て ベー ス の 音 。 ス タッ フ が 最終 チ 
ェ ッ ク を し て いる の た だ た 。 盛り 上 が る 観 
客 。 “まだ や 、 ま だ や 。 押す な ” と スタ 
ッ フ 。 客席 に 張ら れ た ロー プ が きつ く 
な る 。 ス テー ジ に スタ ッ フ が 上 が り 、 

注意 事項 を 説明 する 。 


* ヾ わか っ た で 一 ” そん な 声 と 温か い 拍 
手 が 場 内 に 紋 く 。 

客 電 が 落ち 、~ オ ー. ノ "と いう 第 一 声 
は 男 の 声 だ 。 ツ アー と 同じ ダニ ー・ レ 
イ の MC が 流れ 、 ス クリ ー ン は な い が 、 
盛り 上 が る 。 カ ント リー ふう の 会 場 、 
店 の 匂い 、 英 語 の MC。 な ん だ か アメ リ 
カ の パブ みた いな 感じ が する 。 

純 太 、 呼 人 、 小 林 が ステ ー ジ に ゆっ 
くり と 姿 を 見 せる 。 そ し て 和弥 が 登場 
じ ke つも ここ に いる よ 」 乾 胡 2。 薄 
テー ジ は よく 見 えな い 。 け れ ど 、 確 か 
に そこ に J(S)W が いる と いう こと は 実 
感 で きる 。 1 番 の サビ の 部 分 で 、 ス テ 





に 行く な り 、 ジ ャ ンプ する な り し ます 
か ら 、 そ の 場所 で 受け と め て くだ さい 
と 和弥 。 “絶対 そう する ./” と 声 が 飛 
ぶ 。 そ し て 純 太 の ギタ ー・ ソ ロ か ら 演 
奏 は 再開 。 今度 は 純 太 が 台 の 上 に 立ち 、 
後ろ の の ほう に いて も し っ か り と 彼 の キ 
ター や うれ し そう な 顔 が 見 える 。 

* で ぐら つい た チキ ンジ ョ ー ジ ” と 油 っ 
た 「 ひ と つ 抱 き し め て 」。 本 当 に 揺れ る 
と コン スン オー に ニン トッ ah7 ル と て すず ー 
気分 が 悪く な る くら い だ 。 天井 か ら 知 
る され た 布 も 揺れ て いる 。 そ し て “ ひ 
と つ 抱 き し め て ” と 歌う 部 分 で 、 い つ 
も な ら 和 弥 の 上 げた 手 が 見 える は ず な 



































し (4 コ に 人 衣 
CLOSE TO VOU! 
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ー ジ の 前 の 台 に 和弥 が 立つ 。 いきなり 
目 の 前 に 和弥 が 見 えて 、 正 直 び っ くり 
し た 。 そ れ は 私 ば か り で な く 、 観 客 が 
グン と 前 に 詰め 寄り 、 後 ろ が 一 気 に ガ 
ラテ ガラ に な る 。 ギ ター ュ メ 紀 枝 夫 伏 を 
ころ で 、 演 奏 が 中 断 。 

客 電 が つけ られ る 。 後ろ に 下がっ 
て / ノ ” と くり 返す スタ ッ フ の 顔 は 、 愉 
いく らい に 緊張 し て いる 。“~ こ ん な ん イ 
ヤ や "と 泣き 声 で 言う 女の子 。~ 下 が れ 
や /” と 叫ぶ 男の子 。 

再び メン バー が 姿 を 見 せ 、~ 2 年 ぶり 
の チキ ンジ ョ ー ジ で す 。 前 に 来 た い 気 
持ち は わか る けど 、 そ の ぶん 僕ら が 前 








の に 、 見 えた の は 高く 上 げ ら れ た 、 フ 
ァ ン の た くさ ん の 手 だ け だ っ た 。“Hey. ノ 
Ho./ Let's Go./” と くり 返し て スタ 
ー ト し た 「 カ ギ は 誰が 」。 フ ァ ン が 伸 ば 
し た 腕 の 間 に 、 和 弥 の 握っ た 挙 が 見 え 
る 。 

「 声 が な く な る まで 」 「 風 見 鶏 」 と バラ 
ー ド を 聞か せる 。 シ ー ン と し た 静けさ 
が 漂う 。 誰 も が 歌 に 酔う 。 

* 外 国 か ぶれ の 奴 に 純 太 が 歌い ます ” 
と 、 本 人 いわ く 〈 く “ライプ ブ ハ ウス っ ぱい 
MC” を する 和弥 。^ 待 っ と っ た ぞ ー" 
と いう 野 太い 声 の な か また ヒマ が あ 
れ ば チキ ンジ ョ ー ジ な ら 来 た い 。 だ け 


ど よ ー、 ロ ンド ン 行 っ て る 場合 じゃ ね 
ぇ ノ ? と 、 純 太 が 「 ロ ンド ン 行 っ て る 
場合 じ や ね ぇ 」 を 歌う 。 代 わっ て は 呼 
人 が “神戸 邊 みたい に ギュ ー ギ ュー 踊 
ろう ぜ ′ と 「Hello レッ テル 」 を 歌 
う 。 パ 神戸 邊 みた いな 森 純 大 ./” と いう 
呼 人 の 紹介 に 、 純 太 は 聴 れ て さそ うに 
チラ ッ と 呼 人 を 見 て 、 ギ ター・ ソ ロ を 
弾く 。 し か し 、 そ の 間 に 髪 を な で つけ 
る 仕 種 を し て “いく ぜ 、 神 戸 牛 . ノ ” と 
ん た だ 導 、 と て もう れ し そ うだ 。 

な ん だ か ドア を 開け る みた い に 聞 こ 
えた キ ギター の 音 か ら 「 ア パー ト 」 が 始 
まる 。 こ の と き 外 へ 出る と 、 人 人 れ な か 


に 播 れ て リク ag に 3 あ 、 俺 た ち も 歳 と の 
た ら 、 キ ャ バレ ー で ハコ バン で も し た 


いて すね 。 そ の と き は 遊び に き て くだ 


さい 。 そし て チチ 揉ま せ て くだ さい 」 
と 、 和 弥 の MC も まさ し く ラ イブ ハウ ス 
な ら で は と いっ た 感じ だ 。 
あと て 会 つっ た と き 和 和弥 が 言っ て いた 
が 、 や は り 始 まっ た 直後 と いう の は 、 
あま り に 客席 が 近く て 、 面 食らっ た ら 


し い 。 限 共 《 さ か っ た 上 し 、 伊 え 方 な ど 


が ホー ル と は また 違う か ら 、 な か な か 
lO の の か っ た らち じい 。 に か し 、 そ ん 
な 堅 さ も 10 曲 目 で らい か ら な く な り 、 
観客 の ほう も ライ ブ プ ハ ウス て の 楽し み 


を くり 返す 。 な ん だ か 男の子 の 姿 や 声 
し TA 

『 大 阪 で 生ま れ た 女 」 み た いな ロン グ ・ 
だ ッ ト 計 し た いと 牙 っ て 、 新 坦 
「START」 が 歌わ れる 。 さっ きま で ピ 
ョ ン ピ ョ ン 跳 ね て いた 女の子 が 、 手 を 
組み 、 目 を 閉じ て 、 庫 を 噛み し め る よ 
(ii に ジ 枯 

販 の が の ピッ ハァ レア 2 ア 4 et た る / 必 / 
えら れ て 救出 され て いる が 、 大 事 に は 
いた ら ず 、「MY GGENERATION」 が 
演奏 され る 。 私 が 珍し く メ モ を と りな 
が ら ラ イブ を 見 た の は 、 絶 対 に ジッ と 
し て いら れ な く な る の が わか っ て いた 


いう ギタ ー て 応え る 。 飛び 入り し た 
1S(@⑥19」Nlp』NI9 有 ES の) レル ジス / 太 7 の ) 
物真似 で “全部 この まま で と 叫び 、 
演奏 され た 「 全 部 この まま で 」。 純 太 が 
ター ご と 才 遍 に 引き ず ボ 上 こま れる と 
いう アク - 乙 計 ン ト も あっ た が 、 
(C1S4@19」 い lp 思い 19 有 に Y ノ クル. 人 8 ジイ ムシャ で 
て 、 フ ノボ ヤメ ザキ ャ に 近い 

2 度目 の アン コー ル に “これ で て 最後 
だ か ら ね 。 も っ と 見 た いな と いう と こ 
ろ で 終わ れ ば 、 ま た 次 に 来 た く な る で 
し ょ ?” と 和弥 。 そ し て 哲 ビ ー ル を 片 
手 に 「HEAVY DRINKER」 を 歌い 、 
ME5【 の を ニュ ント 條 時 





| 














っ た ファ ン が 固まっ て 、 漏 れ て 〈 る 音 
こ 合 わせ て 歌っ た り 、 体 を 揺らし て い 
=。 が な ん で も この 目 は 、 チ キン ジョ ー 
ジ 10 年 間 の 歴史 の 中 で 、 初め て ダフ 屋 
が 出 た そう で 、 6 万 円 と いう 値段 が つ 
by 大 も いい 

「 も っ と みん な ライ ブ ハ ウ ス 慣 れ し て 、 
つぶ し ちゃ え // 本 当 に つぶ れ た ら 困 
る 7 だ 。 さき さっき ソ ツ デ に ひっ こん だ ら 、 

下 の キ ャ バレ ー (な ん と この 店 の 下 は 
キャ バレ ー で 、 楽 屋 か ら ス テー ジ に 行 
く と き 、 キ ャ バレ ー の 店 内 が 見 える ら 
県 59 ノ ルム ンコ メ ノ ヒ ゴー に ノレ は ツル 
ャ ン が 、 鍵盤 に 指 が 当 た ん な いく らい 








方 を 答 に つけ た よう で 、 ノ ビ ピノ ビ と し 
た 空気 が 会 場 を 包み 込ん だ 。 

「 悲 し すぎ る 夜 」 の 中 で “ 君 が そ こ に 
いる ” と 指 を 差し 出す 和弥 は 、 一 番 後 
ろ ま て 飛び 込ん で いっ て し まい そう な 
感じ だ 。 椅子 の 上 に 立っ た 後ろ の 女 の 
子 は 、 顔 が 真っ 赤 に な っ て いく 〈 く 。 そ し 
て 愛し そう な その 上 障 は ステ ー ジ に 釘 づ 
け だ 。 名 ッ グ ・ へ アー に ボディ ・ コ ン 
シャ ス の ワン ピー ス の 女性 も 、 体 を 揺 
らし な が ら 、 歌 を 口ずさむ 。 

モッ ズ ・ コ ー ト に タオ ル で は ちまき 
を し た 体格 の いい 男の子 が 、「 す て き な 
空 」 で 急 に 上 へ 前 へ と ジャ ン ピ ン グ 














か ら 。 し か し この 曲 の と き 、 何 度 も 手 
を 上 げ そ うに な っ て 、( 本 当 は 少し 上 げ 
て し まっ た が ) それ を 抑え る の に 苦労 
し た 。 け れ ど 声 を 張り あげ て 歌っ て し 
まっ た の が 、 ラ スト の 曲 「Let's Go ヒ 


バリ ヒル ズ 」( 他 の 曲 も 歌っ て た けど )。 


アン コー ル に 応え て 登場 し た メン バ 
ー。 男の子 の 執 拓 . な マサ ユキ ・ コ ー ル 
に 小林 が 手 を 振る 。 “少し 早い けど "と 
に と 生生 レ ルル レーク を シメ アン ンコ きる 
て 歌わ れ た 「 白 い ク リス マス 」。 歌い 終 
わる と “ありがとう” と 客席 か ら 声 が 
飛ぶ 。 和弥 の MC に 、 純 太 が あの 懐か し 
いこ タラ リラ ン リ ラン チャ ン / と 





凍 織 











フリ ブー レル アメ ヘッ アル, 21 と けが 
《 て どちら が 悪い と いう 簡単 な 図式 は 
当て は ま ら な い が 、 や は り ラ イブ ハウ 
ス が 生み 出す 一 体感 は 、 な に も の に も 
変え が た い 。 ス テー ジ が 近い と いう だ 
け で な く 、 客 席 の 声 や 、 そ こ に いる 人 々 
の 表情 が 手 に と れる と いう の は 、 な ん 
だ か それ だ け で 熱 〈 な る 。 正直 いっ て 
ステ ー ジ な ん て 見 えな い に 等 し いと い 
う の に 、 歌 や 音 が と て も リア ル に 伝 わ 
る 。 ゆ っ た り と 歌 に 浸る 余裕 な ど 、 ま 
っ た く て と いっ で いよ ほど か 9 に 、 ザ 
ラ っ と し た 熱い 感触 が 、 い つま で も 体 
に 貼り つく よう に 残っ て いる 。 


廊 12 月 4 日 発売 の 「GB YEAR BOOK "90-'91」 の J(S)W の ペー ジ に お きま し て 、 文 章 の 一 部 欠落 が ご ざい まし た 。 深く お 詫び いた し ます 。 な お 、 和 欠落 部 分 に つき まし て は P178 を ご らん くだ さい 。 205 
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0U 年 あの "カレ ンダ ー, 制 作 ス タッ フ が 、90 年 夏 、 写真 集 制作 の た め ニ ュー ヨー ク へ 飛ん だ 。 | 
な ん だ か ん だ と 無 意 味 な 言葉 を 並べ る 前 に “RIE MIYAZAWA。 「 
タイ トル 通り の CUTE S& SEXY な 写真 集 で あ 考え すぎ は 良く あり ませ ん 。 
その まま 感激 し て 下さ い 。 そ の まま 興奮 し て 下さ い 。 
9U 年 最後 の 話題 は 、 こ の ] 冊 で いた だ き な わ け で す ( 笑 ) 


定価 2.500 円 (税込 ) A4 ワ イド 判 


NOVV ON SALE. ダ 


大 増刷 出来 . ゲ [ 4 藤 5 
TMN・ 木 根 尚 登 の 書き 下ろ し 小説 第 3 弾 !! 


エン イー ズ - 和 4-E7II 。 


E・ 朋 ERE 
全国 の 書店 で 役人 吉 WE 
" ゞ ス 障 コン テス ト " の 横 6 


ゞ は 本 誌 次 号 で こ 報告 し ます // 


TMIN “RHYTHMI RED" TOUR DOCUMIENT 用 放 hh、 人, 作者 ユ ンカ ー ズ 
1991 年 4 月 中 旬 発 売 予定 // TMN ツ アー・ ド キュ メン ト ( 仮 題 )? 予 価 2,000 円 に オリ ジ ナ ル ・ 


ツア ー ド キュ メン ト ・ フ ッ ク の 発売 が 決定 し まし た 詳細 は 追っ て お 知ら せい た し ます の で 、 お 抹 し み に ポス トカ ー ド つき 
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デル バム ・ レ コー ディ ング も いよ い 
よ 最 終 段 階 に 入っ た 11 月 半ば 、 先 行 シ 
ング ル 「SPEED」 の 音 が 手元 に 届い 
た 。 と て も 凝っ た アレ ンジ ど 、 ア シッ ド 
感 油 巻く 16 ビ ー ト は 間違い な く BUCK 
-TICK の 新 境地 を 示す も の だ 。 これ を 
聴く と 、 あ の 「『 完 の 華 』 が 遠い 過去 に 
思え て くる と いっ た だ ら 言 いす ぎ か 。 彼 
ら の 、 加 速 す る 音楽 的 成長 ぶり を 物語 
る シン グル は 1 月 21 日 リリ ー ス だ 。 


トー ル 「 今 回 エン ジニ ア が 蜂 問 る ん っ 
て 人 な ん で すけ ど 、 け っ こう ライ ブ な 
音 作 り を する 人 で 、 メ ン バ ー も ライ ブ 
な 音 に し た いと 思っ て い だ た から 、 そ の 
へ ん で ハマ っ だ と いう 感じ で し た ね 。 
今 ま で の アル バム で いち ば ん ライ ブ な 
音 作 り に な っ だ ん じゃ な いか な 。 だ か 
ら と りあ え ず 最初 に 思っ て だ こと は 達 
成 で きた な と 。 

シン グル の 「SPEED」 は 王道 じゃ な 
いけ ど R 錠 R 調 と いう か 、 自 分 も を そう 
いう の が 好き だ か ら け っ こう 入り 込ん 
で 叩い た と いう 。 い つも けっ こう へ ん 
だ か ら ( 笑 ) 叩 きむ な がら どう し よう か な 
と か 思う ん だ けど 、 そ うい う の は あま 
りな か っ だ た だ 。 ド ラム に 関し て は 、 今回 
チュ ー ニ ング も ミュ ー ト を 全然 し て な 
いん で す よ 、 俗 に いう ノー・ ミ ュー ト 
と いう の を 初め て や っ て 。 ラ イブ な 感 
じ と いう か 、 ほ と ん ど 何 も 張ら な いで 、 
バス ドラ の 中 に も 何 も 入 れ な い 、 そ う 
いう 感じ で 。 だ か ら 叩 いて て も 生音 が 
すご いん で す よ 。 レ コー ディ ング で も 、 
めい っ ぱい モニ ター を 上 げ て 鬼 の よう 
に や っ て だ た ん で すけ ど 。 ド ラム の 音質 
は よく 録 れ て る と いう か 、 う まく な っ 
だ た よう に 聴こえ ます よ 。( 笑 ) 

今回 、 今 井 が すご く 時 揚 を かけ て レ 
コー ディ ング し て ます 。 ギ ター だ け で 
25 日 間 。 今 ま で の 中 で いち ば ん 長い で 
すね 。 こ の まま いく と 800 時 湯 で らい に 
な る ん じゃ な いか な 。 ち な み に 『Hurry 
Up Mode』 は 100 時 間 で し た か ら ( 笑 )、 
8 枚 作 れる くら い の カ が 入っ て ます ね 」 


ユー タ 「 今 度 の アル バム は いろ ん な パ 
ター ン の 曲 が あ っ て お も し ろ い ん じゃ 
な いか な あ 。 も の すご い ド マイ ナー な 
の も あれ ば 明る い の も あっ て 、 前 の ア 
ルス バム に 比べ る と 聴き や すい と 思い ま 
す ょ よ 。 シン グル の 「SPEED」 は リズ ム 
隊 の パタ ー ン が すご くく 淡々 と し て る よ 
うな 、 論 わり 目 が な い 感 じ で し ょ 。 ベ 
ー ス と か まる っ きり 同じ フレ ー ズ を ず 
っ と や っ て る か ら 。 これ 、 仮 ダイ トル 
は 「ACID]」 だ っ だ たん だ けど 、 今井 きん 
の デモ テー ブ プ の 自 階 で は 打ち 込み だ か 
ら 、 本 当 に アシ ッ ド ・ ハ ウス み だ た いな 
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感じ で で き 上 が っ て だ ん で す よ 。 自分 
ら が や っ て みだら アメ リカ ン ぼ ぽく だ な っ 
ちゃ っ て 。 ( 笑 ) 

アル バム 全体 に つい て は 、 今回 ベー 
ス で フレ ッ ト レ ス を 使っ た 曲 が あ っ て 。 
メイ ン で 使っ た の は 初め て で すね 。 

その うえ 、 フ レッ トレ ス ・ ギ ター や 
エレ クト リッ ク ・ チ ェ ロ も 入っ て る っ 
て いう 。 今回 、 レ ュー ディ ング に 入っ 
て か ら 今 井 き さん が 作っ て きた 曲 も 4 曲 


で らい あっ た ん で す よ 。 だ か ら リ ズム 


を 録 り 終わ っ た ぞ っ て いう と き に 、 ま 
た その 中 か ら 厳 選 し て 録 っ て 。 

[SPEED」 は その 中 の 一 曲 な ん で すけ 
ど ね 。 詞 に 英語 が な いん で す よ 。 極端 
な まで に 日 本 語 に し て る か ら 、 す ご く 
イン パク ト が 強い ん で す 。 最初 は ン ? 
と 思う か も し れ な いけ ど 、 何 度 も 聴い 
て いる うち に 、 や っ ぱり 日 本 人 だ か ら 
すご く 耳 に 入っ て くる 。 そ れ が 今回 の 
いち ば ん 大 き な 変 化 じ や ゃ な いで すか ね 」 


ヒデ 「 ま だ アル バム に どれ だ け 入 る か 
わか ら な いけ ど 、 今回 書い た 4 曲 も 、 

すご く 攻 撃 的 な も の か ら ア コー ステ ィ 
ッ ク な も の まで 、 い ろ い ろ や っ て ます 。 
ギタ ー に 関し て は 、 今回 が いち ば ん 音 
色 的 に いろ ん な も の が 入り 混じっ て る 。 
12 弦 と か 、 エ レキ も レス ポー ル 、 ス ト 
ラ ト 、 テ レキ ャ スタ ー と か を 使っ て 一 
曲 一 曲 違う 音色 に な っ て る ん で 、 音 自 


体 も バラエティ に 富ん で ます 。 今井 君 


は 今 ま で 以上 に 違う 音 っ て いう か 、 エ 
レク トリ ッ ク な 感じ を 追求 し て て 、 オ 
レ は 曲 に よっ て は そう いう 部 分 を 出し 
て みた だ たり 、 あ と 今 ま で みた いな ノー マ 
ル な ギタ ー も や っ だ り し て 、 け っ こう 
音 に 違い が 出 て き て る か な と 思い ます 。 
シン グル は ボッ プ で すね 。 アルバ ム 
に 関し て も いえ る けど 、 メ ロディ ー を 
重視 し て 作っ て きた から 、 す ご く 聴 き 
や すい と いえ ば 聴き や すい で すね 。 こ 
れ は 今井 君 の 曲 だ か ら 、 オ レ は わり と 
バッ キン グ に 徹し て る ん だ けど 、 ダ ン 
ス っ ぽい 曲 だ か ら 普 通 の ギタ ー と は 違 
っ て 、 ず っ と 鳴り っ ぱな し の ギタ ー な 
ん で す よ ょ よ 。 アルバ バム 全体 に 関し て は 、 
や っ ぱり 一 曲 一 曲 の イメ ー ジ され た 音 
に 重点 を 置い て 作っ た と いう こと で し 
ょ う ね 。 ア コー ステ ィ ッ ク な も の は オ 
レ し か 弾い て な いか ら 、 ト ー タ ル で 聴 
く と 浮い て る か も し れ な いけ ど 、( 笑 ) 
バラ エ テ ィ に 富ん で る し 、 思 っ だ た より 
ポッ プ な 仕上 が り に な っ た 気 が し ます 」 


桜井 「 今 回 は 本 当 に 日 本 語 甘 語 に な っ 
て る よう な ヤツ と か 、 誰 で も 知っ て る 
よう な が 言葉 だ け で 、 難 し い の は な いで 
すね 。 


分 か りや すい 日 本 語 で 、 聴 いて る 人 
に 直接 伝わる 詞 に し た か っ だ ん で す 。 
辞書 を 引き な が ら 書 いた よう な も の だ 
と 、 あ と あと に な っ て 自分 で 聴い て も 
ピン と こない し 、 考 える の が めん どう 
っ て いう の も あっ て 。 今回 は 、 特 に ア 
ル メ バム の トー タル な テー マ は 考え な か 
っ だ ん で す 。 を それ を 決め る と 、 ど うし 
て も あと で そこ に 近づけ る た め に 制約 
が 出 て くる し 、 自 分 の 首 を 締め る よう 
な こと に な る か ら 。 前 の 『 悪 の 華 』 は 、 
印象 に 残っ た の は すご く よ か っ た ん で 
すけ ど 、 な に か それ だ け で 終わ っ ちゃ 
っ た 点 も あっ だ ん で 、 も う 何 も 決め な 
いで 、 言 いた いこ と を 書い て いっ た と 
いう 。 あん まり 知識 も な いか ら 、 そ ん 





な に いろ いろ 書け な いん で すけ ど ね 。 
曲 の イメ ー ジ を 、 も うち ょ っ と は っ き 
り 言 葉 で 表わす みた いな 、 そ うい うつ 
も り で や っ て いっ だ た ん で す 。 

「SPEED」 は 、 今 ま で に な か っ だ よう 
な 連続 的 な り リズ ム ・ パ タダ ターン で 、 異 様 
な スピ ビー ド 感 を 感じ て 、 氷 遠 的 な 連続 
性 みた いな 。 歌詞 に も スピード” っ 
て 出 て くる けど 、 車 で 高速 道路 を 夜中 
に 飛ば し て る よう な イメ ー ジ で 。 で 、 
自由 に な ろう と か 、 珍 し く 前 向き な 感 
じ で 書い た ん で すけ ど 。 リ ハー サル と 
か の あと 、 車 で 首都 高速 を や 走っ て 、 こ 
の まま ずっ と 菩 ば し た ら …… な ん て 考 
えて 書い た 詞 で す 」 


今井 「 今 回 、 ギ ター の ダビ ング に 時 韻 


が か か りす ぎ ち ゃ っ て 、 ギ ター だ け で 
25 日 で らい 。 で も 1 日 に 8 小 餅 と か 16 
小節 し か 弾 か な か っ た こと も あっ た し 。 
特に 時 間 が か か っ だ の が フレ ッ ト レ ス 
の ギタ ー を 今回 使っ て 、 そ れ が 4 5 
日 か か っ だ の か な 。 あ れ は 難し すぎ ま 
す 。 ( 笑 ) を れ は エス ニッ ク と いう か 、 
ちょ っ と 気持 ち 悪 い 曲 な ん で すけ ど 。 
曲 作 り で は 、A メ ロ 、B メ ロ 、 サ ビ っ 
て いう ふう に 、 そ の と き そ を その と き で 情 
景 が 変わ る よう な も の じゃ な く て 、 も 
っ と 単調 な も の で いい も の が で きれ ば 
な 、 と 。 だ か ら そ こ で 、 ア ルス バム の 中 
で 似 た よう な 曲 に な ら な いよ うに し よ 
うと し て 、 い ろ ん な タダ イプ の 曲 が 出 て 
きち ゃ っ だ た ん で す 。「SPEED] は 、 ア 


シッ ド ・ ハ ウス の ファ ン キ ー な ビー ト 

を 取り 入れ よう と 思っ て 。 だ か ら あ の 

曲 が 今回 の アル バム の 元 に な っ て る と 

いう か 、 あ の イメ ー ジ な ん で す 。 あと 

電気 モノ と いう か 、 エ レク トリ ッ ク な 

感じ も すご く 意 識 し て 、 キーボー ト も 

で きる だ け 入 れ だ か っ た し 。 今回 は も 

う 、 ギ ター・ バ ンド らし さる と か を 意識 
し な いで 、 エ フェ クト を いっ ぱい 使っ 

て シン セ っ ぽく 聴こえ る よう に し た り 、 
で きる だ け グ チャ グチ ャ に 。 最初 シコ 

ー デ ィング に 入っ た と き に 、 ま だ あま 

り 気 持ち が つい て いっ て な いと いう か 、 
ちょ っ と 焦っ て る よう な と ころ が あっ 

だ た か ら 、 そ こ で 逆 に が ん ば ら な くち ゃ 

な っ て 、 後 半 か ら パ ワー が 出 て きだ っ 

て 感じ で し た ね 」 





人 
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CHAGE&ASKA の コン サー ト ・ ツ アー ^SEE YA/“ 
が 、 今 、 全 国 で 続い て いる 。 活動 休 止 状態 の あと の 、 そ れ 
こる 約 1 年 ぶり の ツア ー に も か か わら ず 、 全 国 各地 の 会 場 
は 、 ど こも 超 満 パ 1 だ と 聞く 。 

増殖 し 続け る ファ ン の 人 だ た ち 、 そ し て ブラ ンク の 期間 を 
プラ ス の 方 向 に 導い て 、 自 ら も 大 きく な り 続 け て いる 
CHAGE&ASKA の 二 人 。 12 月 号 で は 、9 月 15 日 の 横浜 ア 
リー ナ で の ステ ー ジ の 模様 を お 届け し た が 、 今 月 は ツア ー 
途中 の 彼ら に 、 現 在 の 心境 に つい て 話し て も ら っ だ 。 

来 

ーー 1 年 ぶり の ツア ー の 感触 は どう で すか ? 

ASKA いろ ん な 迷い ご と と か 、 自 分 た ちの 予想 が 、 思 い 
っ きり くつ が えさ る れ て いる よう な 立ち 上 が り だ っ だ で すね 。 
覚 本 は し て いた だ たん で す よ 。 ど ん な に 盛り 上 が っ だ 人 で も 、 

プラ ンク の あと の 立ち 上がり の と き に は 、 や っ ぱり パワ ー・ 
ダウ ン し て いる と いう こと を ね 。 今 ま で で 違っ て い だ の は 
サザ ン ぐ らい な も ん で し ょ 。 だ か ら 、 ぼ くら も ある 程度 覚 
悟 し て いた ん で す 。 パ ワー・ ダ ウン は し て いな い だ ろ うけ 

ど 、 平 行 維 大 の まま か な っ て ね 。 で 、 い ざ フ タ を 開け て み 
た ら 、 自 分 た もち が 思っ て いた より も 、 も の すご い 盛 り 上 が 
り 方 で 。 フ ァ ン も 膨れ 上 が っ て いて 、 今 まで も チケ ッ ト は 


完売 し て いた だ ん で すけ ど 、 今 回 は その スピ ー ド が っ て だ 
ん で す よ ね 。 

ーー- 9 月 15 日 の 横浜 アリ ー ナ は 、10 数 分 で ソー ルド ・ ア ツウ 
ト だ っ た と 聞き ます も の ね 。 

ASKA この 状況 が 、 全 国 で も を うな ん で す よ 。 これ は 東 
京 だ け の 現象 じゃ や な か っ だ な と いう 感じ で 。 

CHAGE も う 、 ツ アー に 入る 前 の リハ ー サ ル を や っ て る と 
き に チケ ッ ト の 状況 が わか っ だ か ら ね 。 す ぐに 完売 し て る 
と いう こと も 聞い て た し 。 み ん な も 盛り 上 が っ て る ん だ な 
っ て 。 コ ユン サー ト の 幕 が 上 が っ て 感じ だ こ が は だ いと に が 
くす っ ご く 新 し い フ ァ ン が 増え を た よね 。 そ れ は も う 、 す ぐに 
わか る の 。 よこ れ は 、 い っ だ い ど うし て な ん だ ろう 7?“ と 思 
っ て ね 。“ 今 まで 何 し て だ た ん だ ろう 、 こ いつ ら ” っ て 。( 笑 ) 
ASKA な ん な ん だ ろう な 、 こ の ノリ は ? っ て いう の が 
如 実 に 表 わ れ て いた の が 大 阪 。 幕 が 開い て も 、 ど うし だ ら 
いい の か わか ら な い 人 だ ちば っ か り な の ね 。 い つも な ら 、 
大 阪 っ て 幕 が 開い た と た ん 、 大 播 れ な ん だ けど と 、 ワ ーッ と 
拍手 だ が き て 、 す ぐ シ ー ン と し ちゃ っ て 。 ぼ くら は ガン ガン 
歌っ て る ん だ けど 、 身 体 を 挿す っ て る で らい で ね 。 と うし 
だ た ん だ ろう な っ て 。 別に 、 こ うい う ノ リ が いけ な いと いう 
の で は な いけ ど 、 と に が か く 今 まで が も の すご か っ だ か ら 、 








いっ だ いこ れ は どう し だ こと な ん だ ろう っ て 、 最 初 は 思っ 
た 0 ル が っ 

CHAGE きち っ と ネクタイ を し め だ 人 と か 、 い い 感 じ の OL 
と か が いっ ぱい いる ん だ よね 。 OL に 引っ 張ら れ て 、 し よう 
が な いか らき た だ 男 も いる だ ろう し る 。 そ うい う 中 に は ヾ こ 


うい う の も る 、 だ ま に は いい な ? と 思っ て る 人 も いる だ ろう 
し ね 。 い ろ ん な 反応 が ある ん だ よ 。 


ASKA な ん か うな 、 と 思い な が ら 歌 っ て いて 、 で る も 彼 . 


ら が 、 ぼ くら に 食い つい て 〈 る 有 瞬間 が ある の ね 。 ぼ くら も 
長い に こと や っ て る か ら 、 ヾ あっ 、 く る な ? っ て いう 明 間 が わ 
か る わけ 。 1 回 くっ つい て きだ も の は 、 も う 離 さ な い 。 ( 笑 ) 
それ か ら の 盛り 上 が り は 、 と に か くす ご いで す よ 。 
ー 一 確実 に ファ ン の 層 が 広がっ た と いう こと も いえ る よわ ね 。 
CHAGE ネクタイ の 人 が 多い 。 あと カッ プル ね 。 今度 、 ラ 
ブシ ー ト の ボッ クス を 作ろ うか と 思っ て 。 ( 笑 ) 

わずか あれ だ け 休 ん だ 間 に 、 い ろ ん な こと が ぼく ら の ま 
わり に 起こ っ だ で し ょ 。 バン ドブ ー ム と か 、 テ レビ の 歌 番 
組 が な く な っ だ り と か 。 を そう いう 状況 で 、 コ ユン サー ト と い 
う 2 も の を 非常 に みん な ヵ 注 目 す る よう に な っ た と いう の が 、 
だ ぶん 真実 どろ う ね 。 来 て も ら え ば 、 こ っ ちの 勝ち だ か ら 
さ 。( 笑 ) 幕 が 上 が っ た 肢 間 に わか る の ね 。 前 か ら 来 て る 人 


り DFUJITA COPY 欠 HIRONOBU ITOH 


は 、 今 まで どなり の ノリ を し て くれ る ん だ けど 、 初 め て 来 
だ お 客 き ん と いう の は いい ホン モノ だ 。 ホ ン モ ノ ヵ 歌っ て る? 
み だ た い に 、 か だ た ず を の ん で 見 て る っ て カン ジ で 。 瞳 了 が 
みん な 開い ちゃ っ て る の 。 ( 笑 ) 

ーー むか し 、 今 ほど 来 日 コン サー ト が 多く な いこ ろ に 見 た 外 
タレ の ステ ー ジ ど み だ た いな? 

CHAGE そう そう 、 あ の カン ジ 。 あー いう 人 た だ たち は 、 次 の 
コン サー ト は も っ と 楽し ん で くれ る で し ょ う ね 、 き っ と 。 
だ か ら 、 次 の コン サー ト が …… コ ワイ 。 ( 笑 ) 

ー 一 横浜 アリ ー ナ で や っ だ の は 、 初 め て で し だ よね 。 実 際 に 
ステ ー ジ に が っ て みて どう で た ? り 

ASKA あの と き は 、 ほ ん と に 満員 で し ょ 。 客席 に ライ ト 
が あ だ た っ だ と き は 、 と に かく 斗 観 で し た よね 。 

CHAGE や っ て る ほう は 気持 ち エ エ で 、 っ て カン ジ で 。 一 
人 人 ずつ お ぉ お 客 き さん を ステ ー ジ に 上 げ て 、 客 席 を 見 せ て あげ た 
か っ だ も ん ね 。 ( 笑 ) 

ーー これ ほど と の 盛り 上 が り を 、 自 分 た ち で は どう し て だ と 思 
いま すか ? 

ASKA 今 ま で は 、 ぼ くら の こと を 点 で し か 見 て いな い 人 
だ ち が 、 す ご く 多 か っ だ た と 思う ん で す 。 あ る 固定 し た イメ 
ー ジ で 見 て いる と いう か ね 。 チ ャ ゲ あ す は 、 こ うい う 曲 を 
歌っ て いる 人 だ た ちな ん だ ろう 、 こ うい う ス テー ジ を や る 人 
だ ちな ん だ ろう 、 み だ いな 。 こ の びな ん だ ろう ? の 部 分 が 
すご 〈( 多 く て き 。 だ か ら 、 爆 発 的 な 盛り 9 上がり が な か っ た だ 
ん だ と 思う の ね 。 それ が 、 ぼ くら に と っ て は よかっ た の か 
も し れ な いで すけ ど 。 こ こ に き て 、 お お 客 き ん の ほう が 、 る そ 
うい う も の を 見 せ て くれ る よう に な っ だ ん で す よ 。 ば ぼく ら 
ヵ % 間 発し た ん じゃ な く て 、 お 客 き さん と いう か 、 世 間 一 般 の 
人 人 だ ち が 、 本 当 の ぼく ら を よう や く 見 つけ て くれ だ た な 、 み ム 
だ い に す ご く 感 じ て い る ん で す よ ね 。 

ー 一 今 ま で 着実 に や っ て き て 、 薔 積 し て きた も の が 、 時 が き 
て 、 よ う や くみ ん な に 認知 きれ だ と いう こと ? 

ASKA そう で すね 。 そ ん な 気 が 、 今 すご くし て いま す 。 
ーー ここ に き て 横浜 アリ ー ナ 2 日 間 の 追加 公演 も 決ま り ま し 
だま. 

CHAGE 全国 の イベ ンタ ー が びっ くり し て いる 状態 。 イ ベ 
ンタ ー の 人 た ち は 、'90 年 の アタ マ に 、 チ ャ ゲ あ す は "90 年 何 本 
の コン サー ト を や ろう っ て 決め る わけ で し ょ 。 それ が フ 
タ を 開け た ら こ う で し ょ 。 で 、 ど こ で も みん な あわ て て る と 
いう 状況 で す よ ね 。 だ か ら 、 ど ん どん 追加 が 決ま っ て る 。 























ASKA それ も 、 追 加 の ほう が デカ い 会 場 に な っ て る 。 
CHAGE その 驚き た る や 、 イ ベン ター さん が いち ば ん な ん 
じゃ な いか な 。 い ちば ん 、 お 客 き ん と の つなが りか 適 だ し 
ね 。 前 年 と 同じ サナ サイズ で や っ て だ も の が 、 倍 以上 に な っ ち 
や ゃ や っ て る ん だ か ら 。 

ーー ツアー も 残り 少な く な っ て きま し た が . 最 後に 、 現 在 の 
心境 を 話し て も ら え ます か ? 

CHAGE 今 は 、 と に か く ス テー ジ を や っ て て 、 楽 し く て し 
ょ う が な いん だ よね 。 こ の 勢い で 、 も う 791 年 の 京都 ( 1 月 
5、6 日 京都 会 館 第 1 ホー ル ) ま で 、 一 気 に 行 っ ちゃ おう / 
っ て カン ジ 。 これが 『、 今 の 心境 か な 。 

ASKA ぼく ら 5 も デビ ュー し て か ら ず いぶ ん と 時 間 ヵ っ 
ちゃ っ だ か ら 、 今 きら スタ ー ト ライ ン な ん て 言え な い だ ろ 
2 と いう の が あっ だ の ね 。 で も 、 今回 ツア ー を や り だ し て 、 
こう いう すご く 盛 り 上 が っ て いる 状況 を 迎え て みて 、 な ん 
みか 今 、 も う 一 度 ス ター トラ イン に 立っ て いる よう な 気 が し 
て いる ん で す よ 。 本当に 、 心 の 底 か ら 、 今 、 も う 一 回 スタ 
ー ト の と き が き て る な っ て 。 それ が 、 今 の ぼく の 正直 な 気 














ーー 今日 っ て レコ ー デ ィング 、 3 時 か ら じ ゃ な い の !? 
森若 「 大 丈夫 、 た ぶん 早く て も 3 時 30 分 で らい か ら だ か ら 」 
光子 「 今 日 は キー ボー ド ・ ダ ビン グ だ か ら 、 3 時 30 分 ご ろ 
か ら 始 め ら れれ ば 、 優 秀 /」 

美砂 「 キ ー ボ ー ド の 人 、 3 時 30 分 に 起き る の /」 

森若 「 そ うか 。 そ れ で 、 来 て か ら 、 ゴ ハン ね っ ( 笑 )」 
ーー-GO-BANG'S の レコ ー デ ィング っ て 、 い つも そん な 感 
じ な の !? 

美砂 「 リ ズム 録 り の と き は 、 そ ん な こと な いよ っ /」 

光子 「 そ う 、 1 時間 が けっ こう 大 事 だ か ら ね 」 

美砂 「 ベ ー ス は アン プ に 差し 込む だ け だ か ら ま だ いい けど 、 
光子 は 大 変 ど も ん ね 」 

光子 「 始 ま ら な く な っ ちゃ う 、 遅 れ た ら 」 

ーー 今回 の レコ ー デ ィング っ て 、 す ご く 大 変 だ っ た ん だ よ 
ね 。 ラ イブ と リハ ー サ ル と 並行 | 人 
し て や っ て いた と いう 。 
森若 「 を そう 、 前 半 と 後半 に 分 け 


美砂 「 前 の ツア ー が 終わ っ た か 
な 、 と 思い き や 、 す ぐに 次 の 新 
し い "グレイ テス トド ・ ヴ ィ ー ナ 
ス ・ レ ヴュー” が 始ま っ て 、 そ 
れ で ちょ っ と し て か ら レ コー デ 
ィング も 始ま っ て 、 夏 の イベ ン 
ト に 出 て 、 そ れ で また 後半 の ツ 
アー の 続き を や っ て 、 今 、 再 び 
レコ ー デ ィング と いう ね 」 

森若 「 な ん か 人 気 者 / と いう 
より は 、 要領 が 悪い ( 笑 )」 
光子 「 学 祭 も あっ た か ら 、 今 年 は ずっ と ライ ブ を や っ て る 
し ね 」 

森若 「 今 年 は 多かっ た よね 、 ラ イブ // 多かっ た と いう よ 
り も 、 多 すき た 」 

美砂 「 や っ と ライ ブ が 終わ っ た か な っ て 、 今 、 思 っ た ん だ 
けど ……。 そし た ら 来週 と か 、 テ レビ が ある ん だ よね 」 
森若 「 う ん 、 で も それ は “テレビ に 出 た い パ ” っ て さわ い 
だ か ら さ あ ( 笑 )」 
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う 、 体 力 的 に も 精神 的 に も ……。 

美砂 「 頭 の 切り 替え が ね 、 や っ ぱり …… コ 

森若 「 体 力 的 に は 大 丈夫 な ん だ けど 、 頭 、 使 うじ ゃ ん 。 1 
か ら も う 、 い っ ぱい いろ ん な こと を 考え な くち ゃ いけ な か 
っ た か られ 。 基本 的 に ライ ブ プ も レコ ー デ ィング も 好き な ん 
だ けど 、 あ れ も や ら な くち ゃ 、 こ れ も や ら な くち ゃ 状態 に 
な っ ちゃ っ て た よね 」 

前 日 は (と いっ て も 今朝 の 4 時 ご ろ ま で ) ニュ ー・ シ ン 
グル の 「 ロ ッ ク ン ロー ル ・ サ ンタ クロ ー ス 」 の プロ モー シ 
ョ ン ・ ビ デオ の 撮影 の た め 、 大 船 に ある 撮影 所 に いた と い 
う 3 人 。 睡眠 時 間 も そ こそ こ だ ろ うに 元気 、 元 気 // 差し 
入れ の アイ スク リー ム ・ ト リュ フ と ジン ジャ ー マ ン ・ ク ッ 
キー を ほお ば りな が ら 、 レ コー ディ ング 大 詰め の 現状 を 話 
し て 6 槍 た 。 「 

それ に し て も 「 あ い に き て Ineed You」 が ヒッ ト し て 、 
アル バム 「 グ レイ テス ト ・ ヴ ィ ー ナ ス 」 も 好評 。 念 顎 の 起 
道 館 で ライ ブ を や っ て 、 今度 の アル バム は いろ いろ な 意味 
で プレ ッ シ ャ ー が か か っ て 、 け っ こう 考え ちゃ っ た り し た 
の で は な いか 、 な ど と 勝手 に よけい な 心配 を し て し まっ た 


森若 「 よ り い っ そう 好き 勝手 に や っ て る // 昔 か ら 好 き 勝 
手 だ っ た けど ね 。 前 の アル バム が 好評 で よかっ た 、 と 安心 
し て 、 ま た 同じ こと を や ろう と は 思わ な い の ね 。 これ や っ 
た か ら 、 今度 は 何 を や ろう か ? っ て ……。 基本 的 に 、 ど 
ん どん 、 ど ん どん 壊し て いく ほう が 好き だ か ら 、 そ うい う 
意味 で 、 今回 は また 違っ た アプ ロー チ と か 、 た くさ ん ある 
よ 」 

ーー えっ 、 た と えば どん な の ? 

森若 「 た と えば ……、 打 ち 込 み バ リバ リ と か ね 」 

ーー えー、 そ うな の !? 
森若 「 前 の アル バム を 作っ 
で いき どき は 、 ワール ドド ・ 
ミュ ー ジ ッ ク と か 、 生 の 楽 
回 を 使っ て いる も の が 好き 
だ っ た の ね 。 そ れ で 、 打 ち 
込み を いっ さい 使わ な いで 、 
生 で 、 い ろ ん な 楽器 を 使っ 
て や っ た ん だ けど ……> 今 は 
ね 、 最 近 の ハウ ス も の と か 
が 好き だ か ら 、 つ い 打 ち 込 
み を 使っ ちゃ う の :……。 ダ メ 
な の よ 、 へ へ へ 」 

美砂 「 打 ち 込 み と い っ て も 
ドラ ム は 全部 生 だ か ら ね 。 
た だ 、 リ ズム の 上 に の っ か っ て る の を 全部 打ち 込み に し た 
り し て る だ け な の 」 

そう いう ニュ アン ス を 出す っ て いう ほう が 好き だ か ら …… コ 
美砂 「 ベ ー ス は ね 、 今回 、 シ ン セ ・ ベ ー ス も 使っ て る の 。 
私 、 今 回 は シン セ ・ ベ ー ス を 鍵盤 で 入れ た か ら 、 手 で 弾い 
て いる わけ で 、 こ うい う の は いい な 、 と 思っ た の ね 。 普通 
の ベー ス と 鍵盤 と を うま く 使 い 分 けら れ た らい いな っ て 軸 


ーー 
ーー 
ーー 
le 


森若 「 基 本 的 に は ドラ ム と ベー ス は 生 だ か ら 、 ど ん な こと 
を や っ て も ロッ ク に な っ ちゃ うん だ よね ( 笑 )」 
光子 「 ア ツク な っ て し まう が 」 
森若 「 う っ か り ア ツイ 演奏 に な っ て も 、 そ れ は 好き だ か ら 
さあ 。 け っ こう フィ ッシュ ボー ン と か っ て 、 下 世話 に いろ 
ん な 要素 を 全部 混ぜ て や っ て る じゃ な い 。 だ けど 全部 混ぜ 
る っ て こと は 、 す べ て わか っ て いる か 、 も し く は まっ た く 
わか っ て いな いか 、 ど ちら か で な いと で き な い こと 。 で 、 
パロ ディ ー に し ちゃ っ て る か 、 そ う で な いか は 、 聞 け ば わ 
か っ ちゃ うじ ゃ ん 。 だ か ら 、 ハ ウス や っ て る っ て いっ て も 
ゞ よし 、 次 は これ が は や っ て る か ら “っ て いう ん じゃ な く て 、 
ハウ ス も の が 気に入っ て る し 、 こ れ を パロ ッ て と いう か 楽 
し ん で 取り 入れ ちゃ っ て る わけ 。 そ うい う 意 味 で は マジ メ 
じゃ な い の か も し れ な いけ ど ね 。 で も 、 こ う で な けれ ば いけ 
な いと か っ て いう の を 、 そ の と お り に や る と いう 考え 方 っ 
て 、 あ ん まり 好き じゃ な いん だ よね 。 む し ろ 遊 ん じゃ っ て 





る よね 。 全然 マジ メ じ ゃ な い 」 

な ど と いっ て る けど 、 こ の 感覚 、 ス タン ス が 、GO-BAING' 
S な ら で は の オリ ジ ナ リティ を 生む 要因 な ん だ よね 。 ハ ウス 
も の を GO-BANG'S な り に 取り 込ん だ と いう 今度 の アル バ 
ム は 、 い っ た い ど ん な も の に 仕上 が っ て いる の か 、 今 か ら 
リリ ー ス が 待ち 遠 し い 。 

仕上 が ずり と いえ ば 、 な ん と 今回 は トラ ッ ク ・ ダ ウン を マ 
ンチ ェ ス ター で や っ て くる と いう 。11 月 末 よ り イ ギリ ス へ 
出かけ る そう だ 。 出発 まで に ダビ ング の ほう は 無事 に 終了 
する の か な あ ? よく 、 出 発 ギ リ ギ リ ま で ダビ ング し て 、 
スタ ジオ か ら 空 港 へ 直行 と いう アー ティ スト も 多い 中 ……。 











森若 「 も う 全 然 余 裕 。 予定 より も 早い ぐら い だ か ら 。 本 当 
は 、 日 -52's の アル バム が 好き だ か ら 、 そ れ を 手がけ た エン 
ジニ ア の 人 に TD を し て も らい た いっ て 思っ た の ね 。 そ れ な 
ら ニ ュー ヨー ク だ っ て こと に な っ て 、 い ろ い ろ と コン タク 
ト を と っ て た ん だ けど 、 ス ケ ジ ュ ー ル 的 に 合わ な いと か い 
ろ い ろ あ っ て 、 こ れ は 神様 が “ニュー ヨー ク へ 行く な /// 
っ て こと な ん じゃ な い 、 と 話 を し て いる ころ に 、 ス タッ フ 
が ロン ドン へ 行っ て 、 ベ ティ ー・ ブ プー の スタ ッ フ と 会 っ た 
らし く て ね 。 ベ ティ ー・ プ ブー も 好き だ し 、 そ っ ち へ 行こ う 
と いう こと に な っ た わけ 。 で 、 ス タ ジ オ が マン チェ スタ ー 
に ある ん で ね 、 ロ ンド ン じ ゃ な く 、 マ ンチ ェ ス ター と いう 
わけ 」 


そう いえ ば 以前 か ら 、 海 外 へ 行っ て 、 と いう 発言 は よく 


あっ た 。 今回 、 そ の 思い が か な っ た と いう わけ だ が 、 単 純 
に 外国 へ 行き た いと いう 思い だ け で は な く 、 行 くべ き 目 的 
意識 が ハッ キリ し て いる こと を 力説 する メン バー。 
森若 「 も う 海 外 で レコ ー デ ィング する っ て こと 自体 、 全 然 
珍し いこ と で も な ん で も な いじ ゃ な い 。 どう せ 行 〈 く な ら 、 
行く てこ と で は な く 、 誰 と や る か // た と えば TD を する な 
ら 、 や っ ぱり 自分 が 好き な ミュ ー ジ シャ ン の レコ ー ド を 作 
っ た 人 と や り た いじ ゃ ん 」 

マン チェ スタ ー て 甘 語 バー ジョ ン の ボー カル ・ ダ ビン グ 
も 行なっ て くる と いう GO-BANG'S。 お みや げ 話 も 楽し み 
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だ ね 。 

それ に し て も 、 GO-BANG'S の みな さん の パワ ー は 、 す 
ご い 。 最初 は さす が に 疲れ て グッ タリ し て いた けれ ど 、 音 
楽 の 話 に な る と た ち ま ち 目 が 輝き 出し 、 あ ー で も な い 、 こ 
う で も な いと 、 に ぎ や か に し ゃ べり 出し た 。 こ の 調子 だ と 、 
マン チェ スタ ー で も 楽し く て 、 か つ シ ビア に トラ ッ ク ・ ダ ウ 
ン を や っ て くる だ ろう な 。 ニ ュー・ ア ル バ ム 、 本 当 に 楽し 
み // 


真ん中 に いる の は ディ レク ター さん で す 


レコ ー デ ィング 中 、 お じゃ まし まし た 一 ん 





WM 


TIMIIN 


「T IMIIN」 
12.21 RELEASE 


ハー ド な リニュ ー ア ル を 遂げ た TMN。 ニ ュー アル バム 「 RHYTHM RED」 


匂い まで お 伝え で き な い の が 残念 で す " な ど と 泣き 言 は いわ な い 。 の コン セプト を ビジ ュ ア ライ ズ し た コン セ プ チ ュ ア ルビ デオ 。 
2 E Ne 収録 曲目 :SECRET RHYTHM/RHYTHM RED, BEAT BLACK/TIME 
ー た め に 、 エ ピッ ク ・ ソ ニー \ だ 。 
アー ティ スト の 魅力 を 伝え る た め ( ビ ピック ・ ソ は 日 夜 研究 を 重ね て いる の た TO COUNT DOWN/ 人 3 曲 収録 [2 人 な STEREO 


努力 の 結果 、 最 新 ビ デオ は スト ロ ベ リ ー・ ケ ー キ 124 個 分 に 相当 する バ パワー を 実現 し た 。 wiESVU-308 由 ESUU-3308 EBIESMU-4308 
この 高 カ ロリ ー に 、 匂 いま で 感じ て し まう ファ ン が 続出 する こと を 期待 し て や まな い 。 各 \2.600 税込 ( 各 \2,524 税 抜 ) 











/ (9 川上 上 






奴 岡 身 明 


SHAKE YOUR FIST」 
12・21 RELEASE 


ニュ ー ア ル バ ム 「LIGHT AND COLOURj」 か ら の アー ティ ステ ィ ッ ク で 


きれ いな コン セブ プチ ュ ア ルビ デオ 


収録 曲目 :SHAKE YOUR FIST/VISUAL STRIKES BACK 一 逆襲 編 一 / 他 


12 分 | COLOR | STEREO 


MHSIESVU-310 則 ESUU-3310 ILDIESMU-4310 


※LD の み '91.1.21 発 売 各 \2,600 税込 


( 各 \2,524 税 抜 ) 


中 の )8 旧 呈 の 


1『 
ん 計時 昌 


月 旧 目 6 施 ) 





12・21 RELEASE 


デビ ュー アル バム か ら の ナン バー に 加え 、 ツ アー 中 の メン バー や 
街角 で の スナ ッ プ を 収め た ファ ー ス トピ ビ デオ. 

収録 曲目 : ダ イヤ モン ドリ ル /Walking Talking/ 極 楽天 国 / 全 3 曲 収録 
| 17 分 | COLOR | STEREO 

IMHSIESVU-309 『 還 ESUU-3309 ILDIESMU-4309 

※LD の み "91.1.2I 発 売 各 \2.600 税込 ( 各 \2.524 税 抜 ) 
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21 と と ちっ 


4 ppe 
(2GtYAG、 


SO 


ク 2 / 
本 か 人 る 


学 
W ink を 刻 じ る 場所 
やす も 2 
琴 が 私 え で くれ な. あの 
琉大 の アン ーー な ん に も) みさ 
区 か きん まあ 計 りな 04 








2 年 ほ と 前 まで は 80 あ 回 まし た が し 
- 友達 に 配っ た り し て 今 は 55 本 に 減り 2 2 


PR 


( プ ォ は は RY ン か So ト 
ーー _ 2 レク ター の = ルン 7 こ 
「 、 六 放鳥: な まい な が キ : えん が っ 


。 LIPPER'S CONF IDENCE 


みな きん の 周り の プリ ッ パ キズ ル 人気 を 報告 す | 位 に 煙い た の で す 」 2 

る フリ ・ に 2 あら ら 6 今月 の ペー ラリ ちゃ ON BOO さ まあ みわ も 
ん は ご 機 。 + 枚 の 方 キ を 手 に 淫 か れ て まま 小山 田 「 オ リュ ンジ 6 位 を 超え た と 2 

と …… サ ど と. ユ サ ナッ アク ・ ダ ンス で 表 び を 表現 する の | 小沢 "学級 新聞 に ば 強い ん だ よ 、 汗 ら 2 

はやめ な さい ね 。 イ メー ジ 填 れる か 6。 さて 、 | な ん だ か な ー。 ご ん な に 箇 単 な 人 た ち だ と は 











Se 


・ そ の ハガキ 静岡 県 杉山 真 竹 き ん 。 - | 、 思 ゎ も な か っ た わ 、 昔 は 。 - 

9828 - 私 の 周り で は フリ ッ パ ー ズ は 人 気 あり ます 。 | 2 軸 還 t= れ か ら は 六 弧 新 聞 の 時 人 だ な 」 〔 
2 の 前. 学級 新聞 に の うぅ て し まっ た ノ 。'※※- | つう 羽 は し これ か ら は 学級 新 聞 で プロ モー シ [ 
< と マシ ンダ ン 」 が 好き な 歌 BEST< の 第 9 [ 


AR の いこ 








> 時 っ の 街 の | 知 負 トレ 
「 っ ー シ の 1 


パー ブリ ちゃ ん 
| 新聞 広 告 大 作 提 


「 AN た つ 。 和 上 寺 本 典 代 きん 敵 
。 語 の 教科 書 に 由 て くる ケッ ツ 4 ん が 」 沢 くん に 似 
~ て る と 。 小 沢 で そう か な あ 」 山田 「 名 前 も ケン ジ ? | て な わけ で 。. 了 枚 の ハム キ を も 7 と と か 
- 。 これ は いい セン いっ て る よ 」…-: 続 いて は 天 阪 府 * 杉 山 | フミ っ 
CoMWWczS 0 | の まし て も フツ 5 4 は クー トー ア 
 。 吉 - が パー シリ ちゃ ん だ 、- と 。 小沢 「 ふ む 、 16 持 紀 。。 し 。 に 
東方 錦 易 で すか ね 」 2 か HH 田 「 似 で な く 尋 な いけ ど 」 9 いま NN 学級 新聞 に 広告 を 打ち ま に ぅ 」 
- @ 千 葉 県 ・ 八 本 下 理 子 さん 。 味覚 本 辿 の 包装 紙 に 、 峠 * | 『 な ー ん と 。- あ な だ の クラ ス の 学級 新聞 に ラリ 
ーッ パー ズ ・ ギ ター 広告 を 出 も て し まう 2。 
-| 。 小 出 田 ! 灰 千 5 1 こい 


。  、 子 の 写真 を 貼っ て ヾ 小山 田 さん ^。 小沢 「 こ れ 、 す ご く = 
~。 似 て る な 」。 小 山田 『 こ の 帽子 、 た ぶん 位 の だ よ ま 
”  -IR 「 ま 、 き わ め つ け は 東京 都 * 安田 赤 備 由 さん か | SSSO 
。 。 ら 」 人 小山 田 「 あ ー す サル まん 』/」 表紙 の 絵 、。 笑 える 。 | 二 | 
ーー ご て いね い に ベ レー まで か ぶっ て て 沢 「 こ の 本 は 山田 る ー ゅ こも ん な の 1。 
二 オ ピ ら の 基本 , 小山 田 -「 中 身 も な ん か フリ ッ パ ー ズ っ も ちろ ん フツ ウ の 公告 な な 金 払っ で 埋 せ て も SM 
ら う も ん だ けど 。 我々 は ファ ン の みな さん の 部 








ぽい の 」 2 所 パー フリ ・ スグ 992629:6 す 3 6 
-| 。 意 に つけ こん で s た だ で の っ け で て もらう の 。 
、 し 4 人 NR 「 で いね ぇ 。 よ し / み ん な が 見 る よ うに 、 。 
- パ シッ と カッ コ い ゆい 広告 を 作り まし ょ う 」 
ド Cl は - 応 募 要 額 を 願い 3 
| 小山 田 「 自 分 の と この 学級 新聞 に ラリ ッ パ ー ズ 
の 広告 を 載せ た いっ て 人 は 。 まず 見 本 の 学級 新 
| 関 を 学級 新聞 広告 大 作戦 。. 係 まで 送っ て くだ 
さい 。 ど この スペ ー ス に と どれくらい の 大 きき で 
広告 を 入れ られ る の か も 、: で きれ ぜ ば 書い で ね 」 
| - そし ま ら 、. こ ちら か ら お 返事 を 送り ます 。 
』 小沢 「 広 告 が 載っ た 新聞 は 、 絶 対 に 僕ら に 送っ 
て くだ さい ね 。. 僕ら 、 そ れ だ け ヵ 楽し み 」 
-| 。 そう そう 。 ま 、 ノ リー 発 の 企画 で は ある ん だ 
けど 。 や っ ぱし 、 広 告 を 送る の は 絶対 に 載せ て 
- もら える 新聞 に 限り ます 。 で も 、 学級 新聞 な ら 
| と ん な 小 規模 な もの で も @K よ 。 ク ラス や 先生 の 
| 了 凶 が 必要 な と き は 、 ち ゃ ん と お 願い し て ね 。 











レ まし まじ だ: 遇 は 2 た ル あ の ミミ ン に 

二 - む だ け 集 め は じ め た ん で す が 。 いろ ん な 人 が 協 こ 
- カ し て 、 軸 っ て き て くれ だ り 。 で 、 500 個 を 超え 
還 )。 だ 6 こ 1 和 生還 ヘン 2 
.、、 宮 史郎 の で D ュ ンク ショ ン 香 慢 と いう 、 フ リッ 。 | さら 

( - 小山 田 はげ ー 和 な ま 

小沢 な まい き な ガ キッ さん は 紛 に 人 委 を 
削っ た も の も 送っ で くれ まし た が 」 









ー| NR [集め て た 5 の を あげ ちゃ っ た っ つ ー の が 
_ 惜しい ょ な 」 


_ 小沢 「 藤 木 さ ん は ね ぇ 。 すご い お 


PRESENT の 


| 毎月 、 た くさ ん の 投稿 あり が と う 。 の 山 を 前 に し た フリ ッ パ ー 


= | - か 手紙 ば っ か 読ん で て 、 イシ タビ ュー も で き や し ませ ん 。 そ こ で 、' 感 
1 va め て 、 今月 む 5 も の すご い プ レ ゼ ン ト だ 。 "91 年 の スケ ジュ デル 帳 


馬 2 BC 1 月 20 四 まで に 投稿 し て くれ た みな さん の 中 か : 


_ | 今度 月刊 ・ 小 沢 と 小山 田 。 簡 製 ビッ ク を 作ろ うか と 思っ て いま 

-| す 。 も ちろ ん みな さん へ の デレ ゼン ト の た め さ 。 ロゴ マー ク は 、 現 
_ 在 パー フリ ちゃ ん が 銘 意 制作 中 。 の は ず 。「 え 、 僕 だ ちせ ビ ピック も ら え 
る ん ず すか? と 、jMI 田 くん が 謙虚 に 質問 。 も ちろ ん で ま 。「 や っ た ー ン 」 
レコ 大 歌手 が ピッ ク く らい て 軽 ぐ ん じゃ な い の : お 楽し み に 。 


| ギタ ー。 じ 本 当 に 、 凝 っ た イラ スト あり 、 お か し な プレ ゼン トド ト あ り 。 文章 で 笑 か す 手 紙 あ り 。 お し ゃ 
-| - れ な の か ら 、 へ ん な の まで 。 さ す が フ リッ パー ズ ・ フ ァ ン は ユニ ー ク で す 。 セ ンス いい ね 


- の 街 の パー フリ ちゃ ん 」、 お 友達 や 家族 の フリ パ 膨 識 度 を 報告 する 「 フ リ ・ コ ン 」、 単 な る 自慢 「 勝 ち 


刊 語 沢 と 山田 」 各 係 まで 。。 区 レコード 大 賞 で 、 坂東 英二 が ~ フ リッ パー ズ の ギタ ー" と 間違え た 
の に は 笑っ た 。 よし て と ッ コ と 山田 の ツー ショ ッ ト O 砂 し た 。 じ 安田 赤 箇 中 沢 く ん …… - か 2 





ドコ 


小山 田 「 束 京 の *FLIPPERS 々 っ て いう ダイ バー 


















| いさ で の みち 
使い みち が トー ニス ャ シン ョ ッ プ の 封筒 な の 」 
- な いこ あっ | 小沢 「 た まげ た な 
て も し か だ | 小山 田 「 を そこ の タン クト ッ プ と か 、 - ス テ ポー 
だ し いとい の も か も 時 っ て 。 その 写真 も 送っ て きた だ 」 
3 つっ に 代表 | 小沢 ラリ ッ ノ パパ ー ズ : と 名 の つく も の を 集め ちゃ _ 
NE う 。- こ れ は コレ クタ ー の 魂 、 あ る な 」 
ツ を 集め "| 小 由 田 軸 ま め て い ーッ 2 2 






と 。 殊 。 あ る よ 」 

まっ だ て 。 像 い の か 偉く な い の か 。 ま も す ご 
大福 岡 県 ・ 藤 木下 紀子 きん : 消し ご い 。 今月 は 藤木 さん の 勝ち 。 玉 月 の 挑 戦 者 は 17. 
wi シト EL ュー1zt の で 7 な し い の で - ーー 2 。 「 
す が - それ で も 私 は 集め て よかっ た と 思っ て し 































小山 田 1 消し ご む の イン パク ト に は 負け る 」 







小山 田 「 コ レク ター は 、 集め た も の だ むやみ に 
あげ た り し ちゃ い け な い ッ た 」 







- 小山 田 「 な あぁ 」 と 
2 手前 まで ME し る 。 と 

























ズ ・ ギ ター の 二 人 は 本当に 幸せ そう 。- さす が 宙 刊 取材 の と き な ん 。 ~ 










、 ま た も や 彼ら が 絵 と 字 を 書い て くれ た 。 豪華 すぎ て サキ ン な ん て 
















ら 抽 居 で 3 名 に さ し あげ ます 。 












レ じ 手紙 っ て 、 その 人 な り の 個 條 が 則 て て お も し ろ い ね 」 と 、 折る こ と し きり の フリ ・ 0 








じ 彼 ら を 
さら に 喰 ら せる 投稿 を お 待ち し て お り ま す 。 じ 身 の 周り の ~ フ リッ パー ズ し て る も の を 探す 「 あ な た 








抜き コレ クタ ー 合 戦 」、 業界 の みな さん に ご 利用 いた だ きた い 今月 の 盾 害 属 。…- な ど な ど 。 な お 、 
まだ まだ 新 企画 も 募集 中 。〒156-91 東京 都 世 田谷 区 千歳 郵便 局 私 書 箱 15 号 CBS* ソ ニー 出版 GB「 月 
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音 遊 ア クティ ブ コ ン ポ 


(audio-technica LIUEHODSE 








SDERS 


MASIY 
し HILUREI 


と 佑 ト リー ト ・ ス ライ ター ズ の ニュ ー, ア ル バ ム 発売 。 
間 丸 と ハリー に イン タビ ュー を し て みた 。 


撮影 代 植 田 敦 文 劉 関 陽子 へ アメ イク 鍛 エ ル マー ゴ 吉 川 清美 撮影 協力 ( 骨 ) 氏 ギ 0 1 ・ コ ア 谷 03-5485-0707 
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SLIUERS 


MASIY 
CHILDREN 





THE STREET SLIDERS の 新作 

『NASTY CHILDREN」 が 完成 し た 。 
蘭 九 「 で きま し た 」 
ハリ ー「 長 か っ た ね 、 す ご く 〈。 2 回 に 
分 け て 録 っ た り し た か ら ね 。 最初 に 10 
曲 で らい 作っ て 、 ロ ンド ン に 行く 時 点 
で 6 曲 を 選ん だ ん で す よ ね 」 
蘭丸 「 東 京 で 4 曲 録 っ て 、 そ れ を 落と 
すっ て いう こと も 考え て 、 エ ンジ ニア 
に ステ ィ ー プ を 選ん だ っ て いう と ころ 
は ある よね 。 ど うし て も バラ つき っ て 
出 て きち ゃ うか ら さ 」 
ーー ロン ドン と いう 街 と 音 と の 関係 は ? 
蘭 九 「 ロ ンド ン に か ぎら ず 、 他 の 土地 
に 行っ て や る っ て いう の は 何 か あ る ん 
じゃ な いか 、 っ て いう 気持 ち は 少 な か 
ら ず ある わけ で 。 エン ジニ ア に し て も 、 
ミュ ー ジ シャ ン に し て も さ 」 
ーー 今回 、 歌 詞 は どっ ち で 書い た の ? 
ハリ ー「 こ っ ち で 作っ た ん だ よ な 、 ほ 
と ん ど 」 
ー 一 場所 が 変わ る と 、 同 じ こ と に 対す る 
イメ ー ジ が 変わ っ て 、 言 葉 も 変え た く 
な る こと は あり ませ ん か 。 
ハリ ー「 ま あ ……、 そ うい う の も ある だ 
ろう ね 」 
ーー 私 の Eh 象 と し て は 、 今 まで は 何 も な 
いと ころ か ら 「 こ ん な 感じ で や っ て み 
よう か 」 と 、 粘 土 を こね た り 積 み 木 を 
積み 上 げ る よう に し て 作っ て いた スラ 
イダ ー ズ の 音楽 が 、 そ うい う 作 業 と 同 
じ か そ れ 以 上 に 、 最 初 に こう いう も の 
を 作り た いと いう イメ ー ジ が あっ て 、 
その イメ ー ジ に 近づけ て いく っ て いう 
や りか た に な っ て きた の か な あっ て い 
う の が あっ た ん で すけ ど 。 
ハリ ー「 ま あ 、 そ うじ ゃ な いか な 。 ひ 
と つの 形 に まとめ た いっ て こと じゃ な 
いか な 」 
ーー 1 曲 ず つ に つい て 話 を 聞か せ て くだ 
さい 。「COME OUT ON THE RUN」。 
ハリ ー「 こ れ は 詞 が あっ た ん だ よね 、 
昔 か ら 。 で 、 こ れ は 今回 あっ て る ん じ 
ゃ な いか っ て こと で 、 じ ゃ あ 作 っ て し 
まお うっ て だ に 
ー 一 王 の 内 容 と し て は 「BOYS JUMP 
THE MIDNIGHT」 に 近い 。 
ハリ ー ええ 、 そ う で すね 」 
ー 一 音 の ほう は 。 
蘭 九 「 ノ リ の いい R &R ナンバー に 仕 
上 げ て 、 早 く ラ イブ で や り た いっ て い 
う 曲 だ っ た な 。 ス テー ジ に 持ち 込み た 
いっ て いう 」 
ーー 2 曲目 「CANCEL」。 こ うい う 気 
持ち は よく わか る 。 
ハリ ー 「 こ れ は も う 、 詞 の 内 容 ど お り 
な ん だ けど ね 」 
ーーJOY POPS と し て の 曲 の 作り 方 
は ? 


蘭丸 「 い ろ ん な や り 方 が ある ん だ けど 
ね 。 今回 は わり と 、 ハ リー が た め て た 
詞 に 俺 が リフ を つけ た っ て いう 感じ か 
な 。 そ れ を バ パンド ・ セ ッ シ ョ ン に 持ち 


_ 込ん を だ っ て いう の が 多い か も しれ な い , 


ーー 「IT7S ALRIGHT BABY 」。 こ れ 
も 、 早 く ラ イブ で や り た か っ た で し ょ 。 
蘭 刀 「 こ れ は ジェ フ っ て いう 、 お も し 
ろ い パー カッ ショ ニス ト が いて ね 、 5 
人 で 録 っ た ん だ よね 。 メ ン バ ー 以 外 の 
ミュ ー ジ シャ ン と ベー シッ ク を 一 緒 に 


- 録 る っ て いう こと は 、 今 まで ほとん ど 


や っ た こと が な いん だ けど 」 
ーー そう いう の っ て 、 緊 張 感 の 流れ みた 
いな の が 変わ る で し ょ う ね 。 
蘭丸 「 ズ ズ と か ジェ ー ム ス は 、 や っ ぱ 
り ビ ピン ビン 変わ っ て た 。 や っ ぱり すご 
くい い 経 験 を し た っ て 言っ て た よ 」 
ハリ ー は どう で し た か 、 一 緒 に セッ 
ショ ン を や る っ て いう の は 。 
ハリ ー「 俺 は お と な し くし て まし た よ 」 
ー 一 資料 に よる と 、^ 溶 け て し まい そう 
で し た ” と あり ます が 。 
ハリ ー「 あ あ 、 そ っ ちの ほう が いい 表 
こ な あ ( 笑 )」 
ーー「FRIENDS 」。 こ れ は 、 と て も い 
い 曲 で すね 。 
ハリ ー「 気 に いっ て る ん で す よ 。 個人 
的 に は 」 
ー 一 今回 は 言葉 に 気 に な か る も の が 多く 
て 。 た と えば FRIENDS っ て いう の も い 
っ て みれ ば あり きた りな 言葉 で 、 今 ま 
で いろ ん な 歌 に 使わ れ て いる 。 で も そ 
の 同じ 言葉 を スラ イダ ー ズ が 使う と 新 
鮮 に 聞こ える 、 と いう の が あっ た 。 
ハリ ー「 え え 、 ス ライ ダー ズ の 味 が 出 
て て 、 そ れ を まあ 、 噛 ん で も ら っ て 」 
「LOVE YOU DARLIN'」 も 
*Darlin? が 新鮮 で す 。 
ハリ ー 「 ち ょ っ と 前 か ら あ っ た 曲 で 、 
れ を 今回 ちゃ ん と や っ て みた ,」 
前 か ら あ っ た 曲 を 今回 や ろう と いう 
と き に 、 曲 を 選ぶ 基準 みた いな も の は 、 
どこ に ある ん で し ょ うか 。 
蘭丸 「 ア ル バ ム に ひと つ コ ン セ プ ト を 











つけ て さ 、 そ れ に 向かっ て 曲 を 作っ て 


いく っ て いう の と は 、 ち ょ っ と 違う も 
ん ね 。 そ ろ そ ろ 録 斉 す る ぞ っ て いう こ 
と に な っ て 、 い ろ ん な 曲 を 見 渡し て み 
て さ 、 今 回 は どの あたり を や り た い の 
か っ て いう の を 絞っ て いく の か な 」 
ーー で は 「THE LONGEST NIGHT」。 
蘭丸 「 こ れ も 、 ジ ェ フ と 一 緒 に 録 っ た 
ん だ よね 」 

「ROCK"N ROLL SISTER」 は 、 
目立つ よね 。 気分 が 変わ る 。 

蘭丸 「 こ の 曲 の 原形 が ね 、 僚 は すご く 
気にいっ て て 、 こ れ を ぜひ 歌い た いっ 
Aa eg 





ーー「 安 物 ワ イン 」。 他 の タイ トル が 全 
部 英語 で 、 こ れ だ けが バー ン と 日 本 語 
で 、 か えっ て カッ コ い いな あと 思っ た 
ん で すけ ど 。 

ハリ ー「 あ 、 そ う で し た か 」 
ーー お か し い ? 

ハリ ー「 い や 、 そ う で す よ ね 。 そ うい 
うと ら え か た も ある よね 。 逆 の こと 言 
っ た ヤツ も いた けど 。 ダ ッ セ ー と か 言 
いや が っ て 。 人 に 、 面 と 向かっ て ( 笑 )」 
ーー 「PANORAMA」 は 、 私 の いち ば 
ん 好き な 曲 で す 。 

蘭丸 「 こ れ を ハリ ー が 持っ て きた と き 
は 、 や っ た と 思い まし た けど ね 」 

ハリ ー 自 身 は どう で すか 。 

ハリ ー「 た だ の 歌 だ と 思う ん だ よね 」 
ー 一 街 と いう 言葉 や 、 そ れ に まつ わる モ 
チー ブフ が 今回 は た くさ ん 出 て くる 。 自 
分 の まわ り の 環境 に 改め て 目 を 向け た 
と いう こと は ある ん で すか 。 

ハリ ー「 え え 、 ま あ , 

た ど 玩 ば 

ハリ ー「 長 か っ た か ら ね え 、 で きる ま 
で が 。 だ か ら 、 調 子 い いこ と ば っ か り 
じゃ な いし ね え 。 そ ん な に 沈ん で ば か 
り も いら れ な いし 、 み た いな 感じ で 。 
それ で 、 ま わり を 見 た ん で す よ 」 
ーー「DON'T WAIT TOO LONG」。 
蘭丸 「 プ ブルース な 歌 を ちょ っ と 粋 に き 
め た いな 、 っ て いう の が あっ て ,」 

ハリ ー「 こ うい う 内 容 の 詞 も スラ イダ 
ー ズ で や り た か っ た こと の ひと つ だ か 
ら 、 今 回 や れ て よかっ た な あと 思っ て ,」 
それ で は 、 タ イト ル の 「NASTY 
CHILDREN」 に つい て 。 

ハリ ー「 ま あ 、 漢 然 と し て る ん で す よ 
ね 。 と りあ え ず 他 に も いく つか 考え た 
ん だ けど 、 や っ ぱり これ し か 残ら な く 
て 。 だ か ら 、 こ れ だ っ て いう 意味 と か 理 
由 と か 聞か れ て も 困っ ちゃ うん だ よ な , 
蘭丸 「10 人 いれ ば 、10 人 の 違う と ころ 
に 触れ る っ て いう か さ 、 そ ん な 言葉 だ 
よね 」 

ー 一 蘭 刀 に と っ て は 。 

蘭丸 「 く そ ガ キ の 愛し さ 、 と か ね ( 笑 )、 
みん な 違う ん じゃ な いか な 」 

ジャ ケッ ト 写 真 は ハリ ー の 手 で す 。 
ハリ ー 「 顔 の アッ プ ば っ か り で すか ら 
ね え 。 ま あ 、 な に も 手 に いく こと は な 
か っ た ん じゃ な いか っ て いう 気 も し ま 
すけ ど ね 、( 笑 ) か いい ん じゃ な いで すか 」 
ー 一 聞い て くれ る 人 た ち に 何 か 。 

ハリ ー 「 ま あ 、 気 持ち 半分 で 聞い て も 
ら う っ て 感じ が いい で すね 。 そ うい う 
ノリ が 。 ラ ク に 聞き 流し て も ら っ て 、 
ヒマ に な っ た ら 手 で も 見 て も ら っ て ,」 
蘭丸 「 ラ イブ で ずい ぶん や っ て る か ら 
ね 。 ま た 違っ た 聞き か た が で き て いい 
ん じゃ な いか な 」 
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A. 91 カ レン ダー \p.50U 
日 過去 の 全 ス ケ ジ ュ ー ル 入り 
. MG-M バ ッ ヂ & ピ ッ ク Gt \1.500 
松本 モデ ル ギ タ ー バ ッ ヂ S&New ピ ッ ク 
. ナイ ロン バッ グ \] .00D 
、 中 着 タイ プ 
Cye の ソ m D. KEY ホル ダー \] .gHH 
(その の の (や の ( 両面 に B'z、HISKY の 刻印 入り 
前 E. パン フレ ッ ト \p.500 
日 4、40HU 選 ハー ド ケ ー ス 入り 
F. ネッ クレ ス \1,500U 
稲葉 モデ ル ステ ー ジ に て 使用 
rr . 日 |IG タ オル \4.00O0 
B7 139emX73pm 
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RUNUHHUUITTTT 特製 ケー ス 入 り 
| らら TAFF ジ ャ ン パ ー ぎ \15,00OD 
J. 長袖 和 † シ ャ ツ \39.800 
A. 91 カ KM K. ポー チ \3.00 
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ボク に と っ て *GIG ACT-3? の プロ グラ ム は 、( 笑 ) 
で 始ま っ た 。 今 回 の ツア ー の オー プ ニ ン グ BGM は そ 
の 名 も 「 到 頭 の 落 の も と に 。。 体育 会 系 の イベ ント で 
よく 耳 に する マー チ だ 。 そ れ が 当 夜 は 国立 競技 場 で 
鳴り 響く カン ジ と いう より 、 学 校 の 運動 会 の ノリ で 
聞こ えた 。 "シバ エン バカ バー ン マン ンカ ンー ンーーー 
あの メロ ディ ー っ て こう や っ て 文字 に する と ひど く 
ヒ ョ ー キ ン だ けど 、 当 夜 も まず そう いう 雰囲気 て 届 
いて きた 。 ひ ょ っ と し て その と き 、 開 演 前 の 楽屋 で 
目撃 し た 健 ち ゃ ん と マッ トシ の 頭 一 - カ ー ラ ー を た 
くさ ん 巻き つけ た モー ツァ ルト 状 の 机 形 一 一 の こと 
が 有 鐘 裏 を よぎっ て いた の か も し れ な い 。 

と に か く 、 い つも と は 方 向 性 の 違う 楽し さき 、 お か 


始め る 。 そ う や っ て BGM の 1 コー ラス ぶん が 過ぎ 、 
「 ア レ ? 」 っ と 思っ た 。 そ の 2 コー ラス 目 は 今 ま て 号 
に し た こと の な い 展 開 。 アナ ロク 毅 が 針 飛 び し て る 
みた いな 感じ 。 同 じ と ころ を 何 度 も くり 返し て は 先 
に 進み 、 最 後 は いろ ん な バー ト が 重なっ て 出 て きた 
り 。 思わ ず 「 し て や っ た けり 』」 っ つっ て 表情 を し て る マッ 
トシ の 顔 が 浮か ん だ 。 誰 も が 知っ て る 、 で も 予想 外 
の 選曲 を ぶつ け て 、 実 は その 実態 は リミックス ・ バ 
ー ジ ョ ン だ っ た と いう 。『 ハ ウス ・ ミ ュー ジッ ク の 手 
ロ 。 や られ た /」 と 思っ て いる と 、 今度 は 本 当 に ハ 
ウス の ドラ ム ・ サ ウン ド が 流れ て き て 、 3 人 の プレ 
イ が 始ま っ た 。「? 」。。 いき な り 鞭 いた こと の な い ナ 
ン バ ー が だ 。 手 渡さ れ て いた 融 目 表 を 見 て も 「Openning 
Inst.」 と し か 書か れ て いな い 。 ハ イ ・ ス ピー トド ト の ハ 
ー ド ロッ ク 。 ハウ ス か ら HR へ 。 て の ひら を 返し た よ 
うな 展開 を 平気 な 顔 し て や っ て 、 早 くも ハイ ・ ボ ル 
テー ジ の サウ ンド を 叩き つけ て くる 。 あ と て 聞い た 
と ころ に よる と 、 コ レ は マッ トシ の 曲 だ と か 。 フ ー 
ン 、 こ うい う ナ ン バ ー も 作る ん だ …… ゝ 

「Welcome to our treasure land// 」。1 曲目 が 終 
わっ て 彼 が m ぶ 。「 ジ ャ ー ン ュー 一 間髪 を 入れ ず 次 の 
曲 が 始 まる 。「 ジ ャ ー ン 」。 ギ ター を 鳴ら し な が ら 健 
ちゃ ん が 客席 に 向かっ て 指 を さす 。 再び 「 ジ ャ ン j。 
こん な 曲 あ っ た っ け ? バシ バシ の キメ て で て 始ま る ナ 
ン バ ー。 歌 が 始ま る と や っ ぱり 「Welcome……」 だ 
っ た 。 そ の ニュ ー・ バ ー ジ ョ ン と いう わけ か 。 再び 
曲目 表 を 見 る と 「WELCOME "90」 と 記さ れ て い 
た 。 まっ た く 最 近 の FOD っ て 、 ちょ っ と 目 を 離し て 
る と この 調子 な ん だ か ら ッ 。 





で も 、 演 奏 の テン ショ ン は 異常 に 高い 。 曲 調 の せ 
いも ある に せよ 、 ワ タル は 近ごろ お な じみ の 体 を 左 
右 に ゆら し な が ら の 後 笑 ドラ ミン グ 、 じ ゃ な い 。 顔 
を キュ ッ と ひき し め て 一 打 入 魂 の 叫 き か た を し て る 。 
健 ち ゃ ん は と いえ ば 完 べ ペ キ に プレ イ の 中 に ハマ っ て 
る 。 ギ タリ スト が どれ くら いそ の 状態 に な っ て いる 
か は ソロ ・ パ バー ト を 聴く と よく わか る も の だ けど 、 
ここ で 彼 は みごと な くら い に リ ズミ カル な リー ド を 
弾き まく っ て いた 。 コー ド を 刻む 3 倍 ぐ らい の 速 さ 
で 、 で も コー ド を 刻む ぐら い の 正 確 さ て 。 そ う や っ 
て 「HONEY MONEY」「FREAKS」 と 進ん で い 
く 。「 い や ー、 今 回 は ど 頭 か ら こ うい う 曲 順 だ か ら ……」 
と 終演 後に 言っ て た 健 ち ゃ ん 。 だ けど 、 そ の と 頭 か 
ら こ こま て 盛り 上 が れる っ て すご いこ と だ と 思う よ 。 

5 曲目 。「PLASTIC AGE」。 例 の 曲目 表 に よれ ば 
「PLASTIC AGE "90」 な の だ そう だ 。 こ の 「『'"90」 
バー ジョ ン は 、 す で に これ まで の ライ ブ ハ ウ ス ・ ツ 
アー で も 披露 され て きた も の 。 で も 、 今 回 は さら に 
いろ いろ と 手 が 加 えら れ て いた 。 マ ッ ト シ が 紹介 し 
た 曲名 を 引き つぐ よう に 「PLASTIC、PLASTIC 
…』 と サン プリ ング され た 声 が 左右 に 飛び 交 い 、 ジ 
ェ ー ム ズ ・ ブ プラ ウン で すか ? っ て 感じ の 曲 が 始 ま 
る 。 そ れ か ら 唯 一 原 曲 に 近い サビ が あっ て 、 ソ ロ が 
あっ て 、 新 た に サイ ケ っ ぽい メロ ディ ー が 登場 。 そ 
の 後 、 曲 も 終わ っ て な いと いう の に ワタ ル が スタ ス 
タ と 前 に 出 て き て 、 他 の 二 人 と と も に 客席 に 向け て 
ハン ド ・ ク ラッ プ ./ そう いう コー ナー の の ち 、 歓 
声 を 残し て 再び 3 人 の 演奏 に 戻っ て いく 〈。 開演 前 、 
「 今 日 は 1 曲 10 分 で らい の 曲 が 2 曲 で らい ある か ら 曲 
数 が 少な いん だ 」 と 言っ て いた 彼ら 。 だ けど 、 そ れ 
が こん な 内 容 だ と は 知ら な か っ た 。 

な ん か 余裕 の 「PLASTIC AGE」。 そ し て も う 1 
曲 、 そ の 「1 曲 10 分 で ぐらい の 」 っ て いう 曲 が 披 露 さ 
れ た 。 曲名 は そっ け な く も 「Minor Blues」。 こ れ は 
健 ち ゃ ん 作 の イン スト 物 だ っ た 。 こ こ で マッ トシ は 
キー ボー ド を 担当 。 す ご く キ レイ な ギタ ー・ サ ウン 
ド で 始ま っ て 、 だ ん だ ん ハー ド に な っ て 、 再 び ク リ 
ー ン に 、 静 か に 終わ っ て いく と いう 構成 。 有 照明 も ス 
トー ン と 落と され て いて 、 ふ つう の ライ ブ で いう と 
ころ の バラ ー ド ・ コ ー ナ ー の よう な 場面 で し た 。 曲 
が 終わ っ て 、 扱 声 と いう より ジワ ジワ ッ と 拍手 が 広 
が っ た と ころ て 照明 全開 。 い わ ゆ る 後半 の 盛り 上 が 
り 、 っ て いう の が 始ま っ た 。 





FENCEOF_ 
DEFENSE 


7 曲目 「 い つ だ っ て 君 の し て る 事 は …」、 8 曲目 
「MIDNIGHT FLOWER」、9 曲目 「EMOTIONAL 
WAY "90」、10 曲 目 「DAMN CITY」、 本 編 ラ スト に 
「COME ON 」。 7 曲目 は ワタ ル の 曲 、 9 ・10 曲 
目 は ヘッ ド ホ ン な し の 曲 と いう こと も あっ て か 、 ワ 
タル は すご く 楽 し そう 、 楽 そ を うに 叩い て た 。 健 ちゃ 
ん は 右 に 走っ て いっ て は 弾き 、 左 で あお っ て は 弾き 
…… と に か く 弾 きま くり 。 そ し て マッ トシ は 得意 の 曲 
線 的 な アク ショ ン て 容 化 を つけ て いく 。 途 中 、 お 互 
い が 終 わり の 合図 を ゆず り 合 っ て ( ? ) な か な か エン 
ディ ング に 和 到 吉 で き な い ナン バー、 と か も 織り まぜ 
つつ 、 で も 、 キ メ る と ころ は キメ て 全 11 曲 が 終了 し 
7 

アン コー ル 。 ワ タル は スタ スタ と 、 健 ちゃ ん は コ 
プシ を ふり 上 げ て 、 マ ッ ト シ は 両手 を 飛行 機 の よう 
に 広げ な が ら ト ・ ト ・ ト ッ と 出 て き て 、 ま ず 

「FAITHIA」。 そ し て 健 ち ゃ ん の MC。 

「 ひ さ し ぶ り に ココ で で きま し た 。 ボ ク ら と し て は 
ここ は 初め て ("エー ッ !?? と 他 の 二 人 ) イベ ント 関 
係 を 除い て ./ バン ド 内 て 不 和 を お こさ な いよ うに 。 
( 笑 ) エ ー ト 、 と っ て も で す ネ ー…… (* 暑 い ゾ ” と 客 
席 ) 暑い で す ネ 。 (気持ち いい ” と 客席 ) 気持 ちい 
い 。 だ まっ て る と 勝手 に MC 考え て くれ る 。 ( 笑 ) エ 


GIGACT- う 


ー、 川崎 に 来 て 、 や っ て 、 終わ っ て …… 何 を し ゃ べ っ 
て る の か ( 笑 )…… け っ こう 本 人 た ち は 感 動 し て る も 
ん て で て 。 (拍手 ) ん ? (うし ろ の ほう で マッ トシ が いろ 
いろ と ポー ズ し て 客席 は 大 盛り 上 が り ) そこ 、 態 度 
悪い よ ./ (言わ れ て マッ トシ 胃 場 ) だ ん だ ん ステ ー 
ジ 上 で お ちゃ め に な っ て き て ます けど 、 本 能 と いう 
か 性 っ て いう か 、 佐賀 県 出身 。( 笑 ) 今 日 は 他 で は 見 
られ な い 緊 張 感 あ る ステ ー ジ で 、 や っ て る ボク ら も 

* 一 体 こ の あと どう な る の か ? ? っ て 場面 も あり ま 

し た が …… み ん な は ボク ら み た い に 気 持ち よかっ た ? 
ちゃ ん と ポス ター 買っ た ? ( 笑 ) エー、 で は 最後 に 、 
心 あ た た まる 一 曲 で お 別れ の あい さ つ に 代え させ て ・。 
た だ ら う が な / 

心 あ た た まる 曲 。「PARALLEL」。 た くさ ん の 
“90 年 バー ジョ ン ” や 新曲 が 披露 され た 中 、 こ れ ば か 
り は いつ も の 、 変 わら な い 「PARALLEL」。 そ れ が 
逆 に 、 ス テー ジ の 一 番 最後 を グッ と まとめ 上 げ て い 
た よう な 気 が し た 。 ハ ー ド ロッ ク で 、 ダ ンス ピー ト 
で ーーFOD の そう いう 部 分 は この 曲 の 存在 みた い に 
変わ ら な い 。 そ こ を キー プ し な が ら 、 モ ア ・ ハ ー ド 
で モア ・ ダ ン サ プ ブル な 方 向 へ 展開 し て いこ うと し て 
いる 3 人 。 次 の アル バム は すご くく おもしろい も の に 
な る に 違い な い 。 今回 の ステ ー ジ を 見 て そう 思っ た 。 
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FT BALL 


条 な 機器 を 遊び 道具 の よう うに 使い こなし な が ら 、 打 ち 込み の 音楽 に あり が ちな 無機 質 さ が な い 。 逆 に 汗 が 見 えて きそう な 音楽 。 
それ が SOFT BALLET の 音楽 だ 。 そ し て 、 彼 ら の 世界 を 体現 し て きた ツア ー、“ALL OVER "が つい に ファ イナ ル 。 今 月 は その 
模様 を お 届け する 。 


ALIL OVER 


撮影 氏 藤 田 正 弘 文久 三 清 雅 地 











〈(《 レ う 


3 日 後に ミニ ・ ア ル バ ム 「『3 [drai]』」 の 発表 を 控え た 11 
月 25 日 、SOFT BALLET は 10 月 か ら の 全国 ツア ー ALL 
OVER" の ファ イナ ル を 渋谷 公会 堂 で 迎え て いた 。 

純白 の 3 本 の 柱 が EFH 象 的 な ステー ジ ・ セ ッ ト に 浮か ぴ び 上 
が る 3 人 の シル エッ ト は 、 前 回 と 同じ 。 遠藤 締 一 は 柔らか 
な 淡い 色 の ジャ ケッ ト に 裸 の 胸 を は だ け 、 森 岡 賢 は ミニ ス 
カー ト も 悩ま し い ゴ ー ル ド の 衣装 、 藤 井 麻 逝 は 精 埋 で スポ 
ー テ ィ ー な 黒 に 身 を 包み 、 三 者 三 様 の 給 囲 気 を か も し だ す 。 
そし て 遠藤 は いつ も の よう に 、 い や 、 い つも 以上 に シャ ー 
プ で し な や か な 、 ま る で 糸 に で も 操 ら れ た マリ オ ネ ッ ト の 
よう な 動き を 見 せ 、 森 岡 も また 、 い つも の よう に し な し な 
クネクネ 楽し そう に 飛び 跳ね 、 藤 井 は 一 人 だ け 大 地 に 踏ん 
張る か の よう に キー ボー ド の 要 寒 の 中 で 黙々 と 機械 と の 格 
闘 を 続け て いた 。 3 人 は 限り な く 個 入 の 違う 生き 物 の よう 
で いて 、 ひ と つの 複合 体 を 作り 上 げ る の も また 715 み な の だ 
ろう 。 彼 ら の つむ ぎ だ す サ ウン ド は 一 上 朋 た り と も 乱れ の な 
い ビ ー ト を 刻み 続け 、 そ れ で いて デジ タル の 無機 質 に 終わ 
ら な い 。 と き に 攻撃 的 で と き に 包容 力 の ある 、 人 間 の 息 づ 
か い の よ うな も の を 感じ させ る 。 

ステ ー ジ は 「BLACK ICE」「BODY TO BODY」 に 始 
まり 「EGO DANCE」 か ら 、 も ちろ ん 今 ま で の 2 枚 の アル 
バム を 網 維 し た 選曲 で 進ん で いた 。 前 回 と は 多少 内 容 が 異 
な る 点 も ある の だ が 、 た た みか ける よう な 勢い と ドラ マチ 
ッ ク な 展開 は 変わ っ て いな い 。『3』」 か ら の 2 曲 「BACK 
LASH」 「 EXIST」 も 、 そ の 静か な 曲 の ムー ド を 活か せる よ 
うな 好 配 置 が 考え られ 、 特 に ラス ト を 和 飾っ た 「EXIST」 で 
は 、 雲 海 の よ うに た れこ め る スモ ー ク が 荘厳 で 美しかっ た 。 
そし て 曲 の 最後 に 全開 し た 客 電 の まばゆい 光 は 、 ど こ か 嵐 
の あと の 平和 を 象徴 し て いる よう で 、 感 動 的 。、 ア ンコ ー ル 
が な いこ と を 逆 に 効果 的 に 使っ た この 演 由 は 、 本 当 に ニク 
イ ば か り 。 

一 声 、「 か か っ て き な さ い 」 で 始ま っ た 「PRIVATE PRIDE」 
で は 、 会 場 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る た め の 掛 け 合 い 
が あっ て 、 珍 し いな 、 と 驚い た の が 、 そ の 他 に も MC で 「 ま だ 
体 に 水分 の 残っ て る 方 は 汗 を ドロ ドロ に 出し て 、 ビ シャ ビ 
シャ に な っ て 風邪 を ひい て 帰っ て くだ さい 」 な ん て 言っ て 
た くら い 、 こ の 日 の ノリ は 本 人 た ち も 客 席 も 絶好 調 。 続く 

「WITH YOU」「MAN PLUS US」「NEEDLE」 の ラス 
ト ・ ス パー ト に いた っ て は 、 森 岡 が キー ボー ド の 上 に 立つ 
わ 、 藤 井 が キー ボー ド を 倒し て し まう わ 、 遠 藤 ま で が フッ 
トラ イト を ガ シ ッ と 持ち 上 げ る わ 。 完全 に プ ツ ン と 切れ て 
し まっ た ん じゃ な い の ? と 思う くら い 、 嵐 の よう な すさ 
まじ さだ っ た 。 

「 も っ と 気持 ちよ く な っ て ね 。 跳 ね て 、 跳 ね て ノ それ っ /」 
と 客席 に コッ プ の 水 を まい て し まう 賢 ち ゃ ん 。 

ほん と うに 気持 ちい い 。 熱 い 。 う れ し い 。 

で も 、 そ ん な 中 で 私 は ひと つ 冷 静 に 、 彼 ら の カラ クリ と 
いう か 、 癖 が 少し 気 に な り だ し て し まっ た 。 と いう の は ア 
レン ジ の こと な の だ が 、 少々 凝 り 過 ぎ で は 、 と いう くら い 
に ライ ブ に し て は 難し いこ と を や っ て いる の だ 。 転調 や プ 
レイ ク は も ちろ ん 、 ま る で 考え ぬい た リミックス ・ バ パ バージ 
ョ ン の よう な 遊び を 平気 で や っ て し まう 。 そ れ だ か ら SOFT 
BALLET 独 自 の 深み が 出る の だ ろう が 、 単純 に 踊ら せ て く 
れ な い の も 確か 。 ま あ 、 デ ィ ス コ じ ゃ な いん だ か ら 、 そ の 
ほう が テン ショ ン も 上 が っ て いい の か も し れ な い 。 し か し 、 
な か な か 一 筋 縄 で は いか な い 人 た ちの こと 、 そ の 点 を 今後 
どん な ふう に 武器 に し て いく の か 、 楽 し み ーー そ し て 気 の 
早い 私 は 、 も う 次 の ツア ー を 心待ち に し て いる 。 
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、 そ の 最終 日 の 模様 を 速報 ,/ 


撮影 氏 大 西 基 文 二 森 田 恭子 


ニュ ー・ ア ル バ ム 『「LOVE IS HERE」 
の 発売 を 誰 よ り も 待っ て いた の は 、 メ 
ン バ ー 自 身 だ っ た 。 そ し て 新作 を 引っ 
さげ て 臨む ライ ブ を 待ち こ が れ て いた 
の も 、 メ ン バ ー 自 身 だ っ た の で は な い 
か と 思う 。 本格 的 な ツア ー・ ス ター ト 
を 前 に し て 、 堀 を 切っ た よう な テン シ 
ョ ン て 行なわ れ た バ パワー ステ ーション 
て の 3 days ラ イブ 。 1 日 目 は メン バー 
それ ぞ れ が 自分 の バン ド を 新た に 結成 
する と いう 試み で 、J(S)W 、De- 
LAX、 ソ フト バレ エ な どの メン バー が 
参加 。 ふだん と 違う 顔 を 見 せ た 。 2 日 
目 は オー ルディ ー ズ の カバ ー て 構成 さ 
れ た メニ ュー。 選曲 の 段階 か ら 盛 り 上 
が る 彼ら の 顔 が 目 に 浮か ぶ 。 

3days だ か ら こ その 自由 な 発想 が 生 
か され た 内 容 で 続け られ た パワ ステ ・ 
ライ ブ プ の 、 い よい よ 3 日 目 。 この 日 は 
入口 の “本 日 は 一 般 の お 客 様 は 入場 で 
きま せん "の 貼り 紙 が まぶし い “FAN- 
CLUB ONLY" の 月 。 だ か ら と いっ 
(C、" アァ ンク ラッ の 集い り 的 な ノ 小 ボ 
ン と し た ステ ー と で は が いこ と は 
KATZE の この ツラ 構え な ど 見 て いた だ 
けれ ば 一 目 瞭 然 に わか る こと だ た 。 最近 
の ライ ブ ・ メ ニュ ー で は 落と され が ち 
な 初期 の ナン バー を 思い っ きり や る 、 
と いう コン セプト て 用 意 さ れ た 日 で あ 
る 。 デ ビュ エー 当 時 か ら の ファン に と っ 
て も 、 最 近 の ファ ン に と っ て も 、 大 き 
な 意味 の ある ライ ブ と いえ る 。 

基 テ ー ジ に 現われ た 4 人 な これ か が 
ら 始 まる 替 沢 な 時 間 を 予想 し て か 、 う 
れ し そ うな 自 を し て いる 。 オ ー フ ニン 
ン 4 と 電卓 四 6/ コ KC1 コ | に た IN 販 柄 : ヨ 人 a 
KATZE ら し い R&R だ が 、 ア レン ジ は オ 
リ ジ ナ ル よ り 重 い 感 じ 。 け れ ど スピ ー 
ド 感 は いっ そう 増し て いる 。 中 村 敦 は 
早く も スパ ンコ ー ル で きれ い に 刺 繍 さ 
れ た 上 着 を 脱ぎ 、 一 気 に 自 分 流 の スタ 
イル に な っ た 。 2 曲目 の 「HOLD ME」 
を ~ こ ん な 夜 に 素直 に な れ た ら …… き っ 
と 言え る ぜ 、 お まえ に だ け ′ と 険 っ た 
あと 、 客 席 の 誰か 一 人 に 向かっ て | 
四 @4 コ 生 4619 0 計 二 に 4 メタ ルッ まっ に レコ E ッ 内 
が 、 今 日 の 相手 は KATZE を 熱 知 し た フ 
ァ ン クラ ブフ 会 員 で ある 。 そ う や す や す 
と は 作戦 に ひっ か か ら な い の だ 。 こ の 
日 いち ば ん の 見 モノ は 、 実 は ファ ン と 
KATZE と の ガッ プリ 四 つ に 組ん だ バト 
リン の た すき 5 うだ と ルレ シタ ン ピュ ン ン ル 
フロ ア は キュ ウキ ギュ ウ 詰 めで 、 も の す 
ご い エ ネル キー が 放出 され て いる 。 

曲 は 「BLIND EMOTION」 
「HEART VISION」 と 、 懐 か し い ナ ン 
バー が 続く が 、 懐 か し が っ て る 人 は い 
な い 。 イ ント 日 ・ ク イズ の よう に 、 最 
初 の フレ ー ズ て 早く 〈 も 歓声 が 飛び 、 声 


と 体 で 観客 も し っ か り ラ イブ に 参加 し 
て いる 。 し か し 、 演 奏する 側 は “な ん 
か 、 ほ か の バン ドド の 曲 を や っ て る みた 
い ” と 告白 。 デ ビュ ー 当 時 か ら 様 変わ 
り し た 中 村 教 の 風貌 が 、 時 間 の 流れ の 
速 さ を 象徴 し て いる か の よう だ 。 は けれ 
ど 、 確 実に レベ ル を 上 げ て きた 彼ら の 
演奏 力 が 、 み ご と に 名 曲 を 蘇ら せ て い 
る 。~ ヒ ゲ グ 面 で 歌う の イヤ だ っ た ん だ け 
ど ……" と 言い な が ら も 、「SHOCKING 
PARTII」 を や る KATZE は 楽し そう 。 

ライ ブ 中 盤 で は 、 高山 兄弟 が 「DON' 
TCRY ANYMORE」 を 、 中 村 教 と 尾 
AI の 51 コ 還 回 コ 北 : 補 = に に と と 
ッ ク ・ キ ター て 歌う 場面 が 展開 され た 。 
3:::『PoR ン = に MG で ) 
さ し い 世界 を 持っ た 曲 と の 二 面 性 は 、 
常に KATZE の 表裏 に ある 。 客 席 も 静 ま 
り 返 っ て 、 敦 が 椅子 を 引き ずる 音 や 空 
調 の 音 ま で が 、 そ の 心 和らぐ シー ン の 
効果 と な っ て いた 。 

また 4 人 に も どり 、 レ コー ド に 入っ 
て な いや つ " と 紹介 され た 曲 「SO 
(C{@16jp 肥 E6 ま こ 1 コ コ い 4619 有 交野 / み の 
いい R&R だ 。 そ し て 、 中 村 教 の ^ 高 校 中 
退 記 辻 ソ ラク と いう 「ELOST BOY」 
は 、 穏 や か な イン トロ ダク ショ ン も つ 
か の 間 、 や は り ハ ー ド な 展開 に 突入 し 、 
ライ フ 本 編 後半 の 盛り 上 が り に 一 役 買 
う 。 “いつ か いつ か …… と いつ も 思っ 
て 、 そ の いつ か を 全部 手 に 入れ よう ? 
と 言っ て 演奏 され た 「SOMEDAY」。 
9 コノ ル し 2 ルル だ し で 9:):k 放 <*/ ょ の と) 
な その 曲 に は 、 ち ゃ ん と 観客 が 歌う パ 
ー ト が あっ て 、 そ こ に 中 村 敦 も 肉声 の 


コー ラス て 参加 する 。 彼 は 最後 に 言う 。。 


^R&R IS HERE./ LOVE IS 
HERE. ノ ? 

観客 は KATZE が 投げ か けた も の を し 
っ か り と 受け 取り な が ら 、 そ れ 以 上 の 
も の を 返し な が ら 、 そ し て ある と き は 
と ま ど い な が ら 、 正 直 に バン ド に 反応 
し て いた 。 ア ンコ ー ル て 高山 克 杉 が 大 
量 に 投げ た ピッ ク に 客席 が 混乱 、 や り 
か けた 曲 を 中 断 す る 一 幕 も あっ た 。 暴 
奮 を し ず め る た め に 即興 で や っ た 「 神 
田川 」 で 再び 盛り 上 が り 、 も と の 曲 に 
戻 ろ うう と する が バン ド は うま く か み 合 
わな い 。 そ こ で ファ ン が コー ラス て 音 
を メン バー に つか ませ る と いう 場面 は 、 
感動 的 だ っ た 。『LOVE IS HERE」 と 
いう アル バム は 、 ツ アー 中 に 出会っ た 
ファ ン か ら イ ンス パイ ア さ れ た 部 分 が 
大 きい 、 と 中 村 敦 が 言っ て いた の を 思 
い 出 し た 。 そ し て KATZE の 長い 夜 は 、 


「 こ の 雨 の 向こう に 」 で 幕 を 閉じ る ゞ LO 


VE IS HERE…… と 歌わ な く て も 、 
大 事 な も の が ここ に ある こと を 、 バ ン 
ド と 観客 と て 確認 で きた ライ ブ だ っ た 。 











CLUB EI 
44.13 of POW 


11 月 13 日 、 新 宿 の 日 清 パ ワー ステ ーション で 行 
ント に は 、 と て も イキ の いい 、 3 組 の アー ティ 
COKES。 紅 一 点 、 五 島 良 子 。 そ し て 、 宮 原 学士 


CLUB FITZBEAT "90 一 その 夜 
の ライ プ は 、 も うめ ちゃ くち ゃ ゴキ ゲ 
ン な Party だ っ た 。 

*FITZBEAT" は 、CBS・ ソ ニー の レ 
ー ベ ル の ひと つ 。REBECCA を は じ め 


と し て 、 聖 餅 魔 TI、GRASS VALLEY、 


D-PROJECT な ど が 在籍 する 、 そ の 名 
も 知れ た (./) 強 力 な レー ベル だ 。 今夜 
は 、 そ の FITZBEAT の ニュ ー・ フ ェ イ 
ス た ち を 集め て の に ぎ や か な ライ ブ と 
いう こと で 、THE COKES、 五 島 良 
子 、 そ し て か ね て か ら 噂 の バン ド 、 宮 
原 学 + キ REBECCA UNIT が 登場 。 その 
噂 の 彼ら は も ちろ ん の こ 


いい 


が 偶然 展開 され て 、 ま すま す 期 待 は 高 
まる ば か り 。 

する と 、 そ れ ま で の な ご や か な ムー 
ド を ぶち 壊す よう な 不 敵 な 笑い 声 が 響 
く 。 デ ー モ ン 小 暮 の 声 じ や な いか ./ し 
か し 、 声 は すれ ど 姿 は 見 え ず 。 聖 餅 魔 
II の 宣伝 も し っ か り と 、 デ ー モ ン の MC 
で オー プ ニ ン グ と な っ た 。 


撮影 劉 南 部 康男 


そし て 、 レ スポ ー ル の 厚み の ある ギ 
ター の 斉 と と も に 、THE COKES が ス 
テー ジ に 姿 を 現 わ し た 。 

「 う っ 、 や られ た ぁ 」。 な ん て 気持 ちい 
い サ ウン ド な ん だ ろう 。 適度 に 重み の 
ある 音 。 ロックン ロー ル が 持つ べき 独 
特 の うねり が ビン ビン に 感じ られ る 。 
弱い ん だ よね 、 こ ん な 音 に は ……。 荒 削 
り だ けど 、 そ こ に は 確か に R&B の テイ 
スト が 生き て いる 。 

1 曲目 、 2 曲目 と 進む うち に 、 気 持 
ち が ど ん どん 前 の め り に な っ て いく 。 
さす が 、 ス トリ ー ト GIG で も 噂 の バン 

"主意 を し に 来 た Police man も ノ セ 


レ に は 、 ジ ー バ ン も オシ ャ 
- レ に 映え る 。 そ の うえ 、 へ ヘプバーン を 
思わ せる 顔立ち 。 そ ん な 外見 に 圧倒 さ 
れ た の も 、 つ か の 間 。 奏で られ た アコ 
ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 音 に すっ と 引 
き 込 まれ 、 彼 女 の 透 明 で 伸び や か な 声 


が 広がる 。 そ の と た ん 、 人 で に ぎわ っ た 

パワ ー ス テー ショ ン 内 が 、 静 けさ を も 

っ た 限り な く 広 が る 空間 へ と 変化 し た 。 
まだ 幼 さ が 残る ボー カル 、 し っ と り 





TBE AT 


IIR ST 


TION 


な われ た "CLUB FITZBEAT "90"。 こ の イベ 


スト か 出演 し た 。'91 年 春 
REBECCA UNIT だ 。 


文 食 伊 藤 し け 子 


と な じ む 美しい メロ ディ ー・ ラ イン 、 
純粋 な 細 き を 放つ 詞 の 世界 は 、 と て も 
懐か し く て 温か い 。 

アル バム に も 参加 し た セン チ メ ン タ 
ル ・ シ ティ ・ ロ マン ス の 中 島 督 夫 や 塩 
谷 了 輸 を バッ ク に 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ で か 
わい らし い 曲 「 パ パ は ワン ダー マン 」 
や 東 し すぎ る 風景 が 浮か ぶ 「Out of 
Harmony」 な ど 、 デ ビュ ー・ ア ル バ ム 

NM の Law』」 か ら 数 曲 を 披露 。 


で 、 ち ょ っ と 早め の 
雰 囲 その 場 を 品 上 げた 。 
か 2 示 頭 を 残し て 五島 良子 の 
co あー、 次 だ 。 い 


@ れ 博 。 を し て 、 こ れ か ら 現われ る 彼 
ら に 「 が ん ば っ て ね 」 の メッ セー ジ 。 
そう 、 待 っ て まし た // 長い 充電 期 
間 を 終え た 宮原 学 を 中 心 に 、 柴 田 俊文 
(Key)、 REBECCA の 小田 原 豊 (Dr)、 
高橋 教 之 (B)、 是 永 巧 一 (G) と いう 5 人 
の 強 カ メン バー が 勢揃い し た 。 会 場 に 
集まっ た ファ ン も 、 異 常 な まで の 歓迎 
ぶり だ 。 
「 一 体 ど ん な 斉 が ……」 と 予想 する 間 も 
な く 、 も うし ょ っ ぱな か ら 大 音量 の 嵐 
で 、 容 赦 な く た た みか け て くる 。 か き 


1 1 に 2 


5 が 分 


し す . Wel ノリ さん と 


デビ ュー 予定 の THE 


鳴ら す 是 永 の ソリ ッ ド な ギタ ー、 有 厚み 
の ある オル ガン の 音 、 小 田原 くん と ノ 
リ さ ん の 息 の 合 っ た リズ ム 隊 。 そ の 一 
分 の スキ も な い 一 丸 と な っ た 音 の 塊 に 
思わ ず 圧 倒さ れ て し まっ た 。 
その サウ ンド に か らむ 学 の ボー カル 、 
長い プラ ンク を 感じ させ な い ヤ ツ の パ 
ワー は さす が と し か いい よう が な い 。 
ヤツ ら の 作り 出す 音 は 、 ま ぎれ も な い 
男 くき さい ル 。 
ス オ 3 路 リ ジ ナ ル に 新曲 
4 TWALKIN' IN 
て 汗 ま きみ れ に 
ツ を 脱ぐ 。 
ジ て 暴れ る 5 
て いる 。 衣 
K ミ ん 。 ひ た む 
ん 。 余裕 の 
か う 柴 田 氏 。 
学 。 
が 見 える 。 
は 楽し い 
選 て る と 、 
PA PT ド へ の 熱 


の 0 
Ao 
DI が っ て い 


まう 五 人 


RAf 3 
ー 3) Ns 日語 は 4 


人 は 実に 軸 い 愚 

半 も 動き も 超 折 

き に へ を MMK/ ト 還 
ノリ きん ーー M 


き 料 の 
ンド 
ly 


\ の ツイ ン ・ ボ ー カ ル で 「TOUGH 
ROAD」 を 演奏 。 そ し て スペ シャ ル ・ 
ゲス ト の 登場 と な か っ た 。 ざ わ つ く 会場 
は 期待 で いっ ぱい だ 。 

そこ に 現われ た の は 、 や は り ./ デ 
ー モ ン 半 下 と ルー ク 箇 四 世 の お 二 人 。 
毒々 し くも 華やか に 、 ラ スト を 大 い に 
盛り 上 げ て くれ た の は いう まで も な い 。 

今後 は 、 宮 原 学年 REBECCA UNIT 
改め 、“Baby's Breath” と し て 活動 
する 彼ら 。 そ の た だ な ら ぬ 息 込み を 感 
じ ら れ た の は 、 大 き な 収 穫 だ っ た 。 





(gy 内 ー 又 は ベー ス @ ギ ター ア の の 0 0DG の ノ 


ンプ 
の ④ コ ー ド 6⑤ 入 門 ビ デオ ⑧ チ ュー ニン グ メ ー タ ー⑦ ス ト 


ッ フ ピッ ク X8 


"特価 485DO 円 0 
NTP 


大 大 特価 で 通販 / 


マ バ ー ス EG-40 の 特価 5 Op 
_ ュ シン グル ピ リク ッ プ の レス ポー ル 


eEG-GA-V セ 0 


特価 37.50O 円 
分 割 申込 金 8. 170 


ャ ブロ 2 BS-PPKG 


ダブル ハン バッ キン グ BG モ デル 


特価 EB DOO 円 


LePPK-FK-V セ ッ ト 
特価 48.500 円 


、 黒 チ ェ リー 割 込 金 8.820 円 


還 吉 く の 方 は 電話 か 書 国 で 注文 し て 下さ い 。 
計 )x3 で 計算 





通販 の 消費 税 は (特価 十 送料 合 
し で 下さ し 。 


@ 電話 注文 は 代金 引換 で す 。( 一 括 払 の み )。 
合計 上 消費 科 
+ 代 引手 数 料 1 .000 円 を お 支払 い 下さ い 。 


商品 お 届け の 時 に 特価 合計 十 送 


島しょ は 代 引 出 来 ませ ん 。 
@ 一 括 払 は 、 特 価 合計 十 送 


数 量 、 氏 名 (フリ ガ ナ )、 
の ビバ へ お 送り 下さ い 。 


※ 沖 縄 ・ 島 し ょ の 方 は 送料 .000 円 を 加算 し て 下さ 


し 1。 


合計 十 消費 税 。 分 割 
払 は 、 分 割 申込 金 。 ど ちら も 商品 名 、 カ ラー、 
電話 番号 を 書い て 近く 


特価 5 
分 割 申込 金 3.545 円 


、 ャ バー ス P 日 -35(《) 特価 ら 3. QO0O 円 
IT 50 千 19C3 OS 
4 っ 、 


PEX セッ ッ ト 
特価 37.5H ロ 円 
分 割 申込 金 3. 7 円 


上 * ギ ター の 枯 料 000 円 、 セ ッ ト は 1. 500 円 で す 。 
HDUS 8Q で KM ます o 


FENDER JAPAN 
AD ーー 
セレ クシ ョ ン 
ビデ オ 付 午 ダ ー セ ッ ド 
@ ヤ マハ ビ -] 十 V 


特価 49.00 ロ 円 
(単品 合計 51 .500 円 ) 
分 割 申込 金 3.530 円 


45K-15RX 
\?1 .500 円 
つっ V 特 価 


IT <BL-15DX 

、 3.BHH 円 

。 メ イド イン JAPAIN Ne 
の 音 を 聞け 、TECNA ら S 


由 押 パ マー ビア 


は コー ここ さこ ごい 
ーー ボー 自販 , 昨 半 項 


ス フ リ ング リバ ー ブ 、 セ ンド ・ リ ター ン 
_ 42- 8 
e-P5X 昌 特価 1 ヨ .BH ロ 円 。/_En0XPL 段 


_ コン プレ ッ サ ー、 ラ ウド ネス の ベース ア ンプ 特価 3.5H ロ 円 送料 1.500 円 
42-15SP 特価 13. ロ ロ 円 分 割 申込 金 3.830 円 


太い ちば ん 近い 店 に お 送り 下さ い 。 

〒060 札 由 市 中 央 区 小路 7 丁目 ……… ビ /W 幌 店 ・ 如 作 
〒980 仙人 市 青葉 区 中 央 4-9-19……… ビ 7 台 店 ・ 宮 作 
TO| 東和 RE 習 上 1 1 
〒ZPl 横 泊 市 本 区 枯 町 8… - ビ / 蛋 浜 店 87 係 
〒4 重則 市 間 町 7ーB… ビバ 環 岡 店 
〒 (il 名 和え 南 ] - 9-15 … ビ / 名 上 98 泊 
〒543 大 阪 市 天王 寺 区 寺田 町 6- ] -93… ビ 人大 阪 店 
〒650 神戸 市 中 央 区 栄 困 通 3ー3-5.…… ビ 人 神戸 店 
〒732 広島 市 南 区 的 場 ] -B-17………… ビ /\ 広 島 店 
〒60I6 福岡 市 博 多 区 住吉 16- ] ……・ ビ ル 柱 岡 店 





沖縄 、 


た レジ 


ゥ ト も DK だ / 


Y フ ロー ズリ SG-906 く 特価 ら B.D ロ O 円 


カラ ー 黒 ・ 日 


アー な ズ メタ イリ ッ タ 2 


イー な サウ ンド を リ 
寺 リー ス 。 オー ルプ ブラ 8 
ッ ク バ パー ソ ツ の ラ ェ イ 


(ベー ス J'g 日 -90 は 89.00O 円 ) 
@ る SG-MK- ビ セッ ト 
特価 33.5H ロ 円 。 
分 割 申込 金 3.30 円 


p 選 巳 -5HPP ビ 
イス ・ ス ティ ッ ク 付 の 
う ラッ ワシ ィ ー ト | | 


\2 


ソフ ド ラム 


特価 30.B0H 円 
分 割 申込 金 3.869 円 


付 送料 各々 1 .500 円 


\ 


ん 
け 
し 


う 
ム 
カ 


田 各 種 カ ー ド 
も 使え ます 。 
ら AISON 
VISA 
U 
JCB 
日 本 信販 
ライ フ 
その 他 


。 ペロ 381-SS じ 
PP イン チバ ス ド ラ ム 
迫力 の ツイ ンタ ム 
イス 、 ス ティ ッ ク 付 の 


| 特価 50.DDO 円 
分 割 申込 金 3.045 円 





@ ビ バル 仙 台 店 
合 0P2(P68)0065 


@ ビ 八 札幌 店 
谷 有 ]1(831)3710 





至 小樽 





ーー 


0 


Li ラッ ッ フサ ー ビ ス だ 「 “ 「 人 1 q _ ie 


名 前 (フリ ガ ナ ) 周 
La TL 番号 | 
1 」 0 Ns 画 還 生年 月 日 

_ マ アリ ア JX-550⑯ ーー 5 0667 99987 
_ \ き 55.000 円 っ V 特価 ーー 














で て 
@ グ レコ EG- 70《⑯ _ 人 還 5 、 ュ ン 
O 0 っ V 特 価 人 馬 坦 攻 ン 黙 - ー フ て レ ゃ ー ペ Sa "P 


ャ マン シャ ー ベ ル 
DK55-SSH ぐ 
\55.00I 幅 の 








ク い 
セッ ト が 得 だ ネ / 
チュ ー ニ ング の や り 方 、 エ フェ クタ ー の サ 
ウン ド や アド リブ も 収録 、 テ キス ト 付 の カ 

| 咽 セッ ト で や る ん だ ぞ 。 
ーー 上 詳 四 FR ー 馬 (セッ ト 内 容 ) 
























CNEAIIRNS ドン マブ ロー ズ EGO- EK) ボル ト オ ン の 
ー 又 は ペー ス ア ン ン ノノ こ レス ポー ル 
ト ケ ー ス ④ コ ー ド @⑤ カ セッ ⑨ 特価 30.000 円 

ト 教則 人 オン サ ⑦② ス トラ ッ 「 上 

フ 旨 ピック x ら 6 ーー 「 園 







本 叶 宮 還 | サス ティ ー ン が と ま ら な い 


ーー ヘス F H 選 -B5 To 
東 永遠 に サス ティ ー 
\85.000 円 っ V 特 価 ン が 止ま ら な い 。 
最 先端 テク ノロ 
ンー マイ シン 










特価 B5.DH ロ 円 
分 割 申込 金 4.085 円 


マフ ェ エル ナン デス 88H-41 


\40.000 円 っ V 特 価 
安い フェ ル な ん で す 







シャ ー ベ ル M-1B⑯ 
\65.000 円 っ 特価 30.00 ロ 円 ss YAMAHA が イイ ネ / 





マヤ マハ HGZ- 下 
\53, 000 円 っ V 特 価 
ジェ ネ レ ーション ギア 








_ 特価 54.000 円 
分 割 申込 金 3.165 円 NUM 


@ ビ バ 秋 葉 原 店 _@ ピ バ 横 浜 店 @ ビ 人 静 岡 店 _@ ビ バ 名 古屋 店  @ ビ バ 大 阪 店 @ ピ ビバ 神戸 店 @ ビ バハ 広島 店 @ ビ バ 福 岡 店 
合 03(653)0675 会 045(311)8830 谷 054(853)3849 058(563)ee0e 会 06(779)8809 谷 078(3g1)8507 谷 08P(663)8997 谷 092(C91)5508 
AO 






ミー ナツ セブ ン セ ンタ ー 





えら 溢 9 朋 


格安 レン タル 


@ 梁 冊 山 





※ 年 末年 始 の 営業 日 は 、 お 近く の 店 に ご 人 確 認 く だ さい 


と きめ き テ ィ ー ン の 変身 マニ ユア ル 


定価 1P8U 円 ( 込 ) 


の うに 
Ms 誠 . 


2311E 


〇 ス 


ー 画 こ れ が ! 最 新 流行 」 の 情報 
左 へ ア と メイ ク の 基礎 か ら 応用 まで 完全 紹介 。 
田丸 顔 、 面 長 、 顔 型 で 

似合い の ヘア : ス タイ ル を 選び た い 。 
田橋 と お 肌 の 実用 情報 満載 。 
_ この 一 國 で ライ バル に 差 を つけ よう / 


< 実用 ワイ ド 特集 ) 
人 将軍 に 負け な い 髪 と 肌 の 大 百科 
ウキ ウキ 冬休み の お し や ゃ れ 大 特集 


肌 と 医 、 し っ と り / 保湿 自慢 の へ アス キン ケア 商品 


「 1 ラク ラグ 、 ス タイ リツ プ る 人 
プロ の コツ を マス ター し ます 7 ドラ イヤ ー・ ブ ラ シ ・ カ ー ラ ー の 使い こなし 


ペ シ ャ ル 在 画 

@ ふた り で うた お う / 

デュ オ の うた ょ * デ ュ エ ッ ト 曲 
e 全曲 楽 軒 つき 最新 ヒッ ト 曲 集 。 
ニュ ー ヒ ビット ・ ソ ング ス 
結婚 拓 露 バー ティ ー で うた う 歌 。 
ウェ ディ ング : ソ ング ス 
@$「 あ の うた この うた 」10 周 年 / 


ペー ピー フイ BU 年 代 ヒ ッ ト 曲 集 








お な じみ の 表紙 で 、 今 年 も 「 あ の この 91 年版 」 登 場 。 ヒ ッ ト 曲 を ll 
曲 つ め 込 ん で 、 こ の 1 國 で あな た の レバ ー ト リー は 完璧 で す 。 90 年 
の ベス ト ヒ ッ ト 100 曲 は 楽譜 つき 。 収録 ?311 曲 の 全曲 に イン トロ ー 


顔 型 に 似合う ヘア スタ イル オー ダー カー ド 
@ プ ロ ガ が あな だ を シン デレ ラ に / @〈 ボ ディ - フ リ ニ ッ ク 〉 太 い 脚 、 短 い 
脚 の 悩 お ポイ ント レッ スン @ く スキ ン ケ アフ リ ニ ッ ク 〉 ニ キビ の 徹底 


エン ディ ング まで コー ド 付 き で 、 弾 き 語 り 用 と し て も カン ペ キ グ ク  』 リア で ツル ツル 肌 に / @ 有 名 サロ ン に 聞く '90 一 91 冬 の トレ ンド ヘア 


ソ ・ ニ ・ ッ ・ ク ・ ビ ピーーー ト ・ 感 ・ 染 ・ ン 




















SSPIKE LEE vs DDIE VIURPHY 


SEDUCTIONcPRINCESPEBBLES 
M.C.HAMMERoDEE-LITESELECTRIBE 101 
2 LIVE CREWoBOBBY BROWNcSWEET SENSATION 


HOUSE・RAP・FUNI ベ 
CLUB・DISCO・IND 区 
FASHION 
GLOBAL STREEE ビ ET SCENE 


東京 発 。 紀 軸 発売 中 


BOOUYEN( 税 込 











<% に 
ー ュ ー* ビ ナ オ | 『 プ グッ プイ ン 特別 編集 
89YEN( 科 7 154 テ 
= ワッ ツイ ィ イン か ら 

ニー ピー クン = 二 12L こ LD プ レー ヤー か 、 それと も BS チュ ー 
ナー か ? 21 世 紀 目 前 、 映 像 の 世界 は ます ます 面白 く な ろう と し て いる 。 それ を みす みす 見 
NVP (ニュ ー・ ビ デオ ・ パ ラダ イス )。 映画 ・ ビ デオ ・LD・TV・ 衛 星 放送 - etc. 見 た い 情 報 が 
て ん こも り だ ./ 

[この 冬 、 キ ミ は 何 を 観る か ? | 
視 紹 の 区 ジコ た 全 本 人 正月 新春 公開 の 劇場 映画 大 特集 ゴッド ・ フ ァ ー ザ ー 還 / 

ワイ ルド - ア ッ ト - ハ バー ト / ミ ュー タン ト - タート ルズ / モ '・ ベ ター・ 
村上 龍 / 坂 本 龍一 / 大 林 宣 彦 / 加 勢 大 周 / 

その 2 名 作 映 画 は 安く 観る ./ 

\5.000 以 下 て 買え る 名 作 ビ デオ &LD を 徹底 研究 
スペ シャ ル 対 談 y 泉谷 し げ る VS 田所 豊 
「 ネ イ ビ ー・ ロ ッ ク ・ ウ ォ ー 撃 破 せ よ /」 を 語る 待ち に 待っ た あの 作品 が 続々 と ビデ オ &LD で 登場 

バッ ク ・ ト ゥ ・ ザ ・ フ ュー チャ ー3/ ロ ボコ ッ プ 2 / レ ッ ド ・ オ クト ー バ 
健一 / 中 山 忍 / 杉 本 彩 / ラ ッ キ ィ 池 田 その 4 TV と BS (衛星 放送 ) が 面白 い ノ 

年 末年 始 特番 を は じ め 、 JSB (日 本 衛星 放送 ) の オン エア 予 
※ 内 容 は 変更 に な る こと が あり ます 。 


ん 」 月 号 増刊 
映像 の 情報 誌 、 出 ます 
逃す 手 は な い 。 人気 の 音 楽 情報 誌 ワ ッ ツ イン か ら * 観 た い 所 に 手 が 届く ( ? )” 映像 情報 誌 
ー 巻 yy 「 
特 別 企 映像 新 時 代 」 その 1 ロー ド シ ョ ー は コレ を 観る ./ 
プル ー ス 運命 の 逆転 etc. 
中 島 悟 etc. 
その 3 ビデオ &LD の 新作 は ココ が 目玉 . ノ 
新作 ビデ オイ ンタ ビュ ーb 小室 哲哉 / 萩 原 一 を 追え // 恋 の ゆく ぇ etc. 
定 を 詳細 掲載 
し っ ソノ ーー 4 〒|02 東京 都 千代 田 区 五 番 町 6-2 TEL03(234)5801 





。 ee ーー 


た ま 待 望 の セカ ンド アル バム 、 い よい いよ 発 売 『 


この 半年 で 閉 し ゝ ゝ 成長 を みせ 、 よ り 力 強く な っ た ^ た ま / が 
$ う 一 度 原始 に 戻っ て 肌 て きた 「 ひ る ね 」 は 、 
音楽 が 本 来 持 つ 楽 し ょ 、 う れ し さ 、 し な や か さ に あ ょ ふれ て いま す 。 


、 New AlIbun RI UNI 
0 馬 うけ 1 Kel 
(まま ClIeaSe 
1. 牛 小屋 /2. 夕 暮れ 時 の さび し さ に /3. 海 に うつ る 月 /4. 家 族 /5. お 経 /6. 金 魚 鉢 /7 オ リオ ン ビ ピー ル の 唄 / 
8. か な し い ず ぼ ん /9. 月 夜 の 病院 /10. ウ ララ /11. む し /12. マ リン バ /13. 鐘 の 歌 / 全 13 曲 収録 
CD:AXCR-2 税込 定価 \3.000( 税 抜 価格 \2.913) IMT:AXTR-2 税込 定価 \2.500( 税 抜 価格 \\2.427) 


SINGLE NOW ON SATE 夕暮 れ 時 の きび し さき に 5 


S-CD:AXDR-3 税込 定価 \800( 税 抜 価格 \777) S-MT:AXSR-3( カ ラオ ケ 付 ) 税 込 定価 \900( 税 抜 価格 平 874) 発売 元 : 株 式 会 社 ア クシ ッ ク 販売 元 : 日 本 タラ ウン 株 式 会 社 
還 1/21 た ま 感 謝 セ ー ル "全国 レコ ー ド 店 に て 開催 ! 詳し く は 、 全 国 レコ ー ド 店 まで 


一席 言 倶楽部 た ま FC' 庶 言 倶楽部 "入会 受付 中 ! 入会 希望 の 方 は 62 円 切手 2 枚 同封 の 上 、 下 記 ま で , 
169 東京 都 新宿 区 大 久保 1-2-17 新宿 サン エー ビル 2F PCM COMPLETE 内 "虚言 倶楽部 "TEL.03-5273-0173(12:00 て 18:00) 


ロー ンー 
1991 全 国 ツ アー だ た あの (CC ゅ 5 ぬ で で る 
1/29 クリ ー ン ホー ル 相 模 大 野 1/31 八王子 市 民 会 館 2/4 山梨 県 立 県 民 文化 ホー ル 276 千葉 県 文化 会 館 2/8 関内 ホー ル 27/11 郡山 市 民 文化 セン ター 2/12 山形 県 県 民 会 館 2/14・15 仙台 1 ズ ミ テ ィ 21 2/16 大 宮 ソ ニッ クシ ティ ー 2/18 メル バル タク ホー ル 広 島 
2/19 岡山 市 民 会 館 2/21 松山 市 民 会 館 2/23 名 古屋 市 民 会 館 2/25 新潟 県 民 会 館 2/27 長野 県 民 文化 会 館 2/28 金沢 市 文化 ホー ル 3/2 茨城 県 民 会 館 3/4 群馬 音楽 セン ター 3/7 旭川 市 民 文化 会 館 3/8 札幌 厚生 年 金 会 館 3/10 室蘭 市 文化 セン ター 
3/11 函館 市 民 会 館 3/12 青森 市 文化 会 館 3/14 秋田 市 文化 会 館 3/15 岩手 県 民 会 館 3/20 大 阪 厚生 年 金 会 館 3/22 鹿児島 市 民 第 ホー ル 3/94 長崎 市 公会 堂 3/95 福岡 市 民 会 館 3/27 香川 県 県 民 ホ ー ル 3/28 徳島 市 民 文化 セン ター 
圏 コン サー ト 総 合 お 問い 合せ :HOT STUEF TEL.03-857-9999 画 全 席 指定 \3.605( 税 込 ) 平日 :OPENp18:00 START テ 18:30 土日 祝日 :OPENp17:30 STARTp18:00 





NEW PRICE & LINE-UP 
\150.0UD 


ZIILTD 
ZI11 じ US 
ZI1DLX 
41 
ZI1LH 
KKZL 


\dU.0UD 
半 /5.0UDU 
\5DU.DOU 
\65.00DU 
\BD.DO0 


ZLTD 六 150.0OD 
中 DLX 75.0UU 
4 _ 学 5D,OOU 
!- 1 \B0.000 
Z 四 -16 \B0.000 





株 式 会 社 モ リ ダ イ ラ 楽器 / 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 / 本 社 : 〒101 東京 都 千代 田 区 岩本 町 G- /-4 谷 03(3866)5041 


@1990 CBS/SONY Publishing Inc. 印刷 : 大 日 本 Eh 刷 株 式 会 社 PrintedinJapan. 


走り 続け る だ け で は 、 見 えな いも の が ある 。 

へ ヴィ ー な だ け で は 、 語 りき れ な いこ と も ある 。 
心から 、 あ ふれ る まま を 爪 弾く と き ーーー。 
深く 豊か な サウ ンド が 、 ゆ っ くり 景色 に と こけ て いく 。 


カタ ログ の お 申し 込み は 〒 切 手 \30U 同 封 の 上 、 邊 モリ ダイ ラ 業 器 本 社 M-G 日 係 まで 。 


雑誌 02935-2 





apr 結 喋 形 


避 器 きき 汐 典 商 ら 眉 回 避 ( の 販 型 ) 革 一 poー 
( 単 漠 回 一 加 穫 ) 晶 滞 ロ NRmG 革 ら o ゃ oー ( ゴ 


ロー 回 一 虹 ) ボ 培 ロ ー mm 一 Poー 


い 闘 貴 の 財 虹 田 図 田村 二 器 河 湯 や oー- ゴ 


尊 圧 一 | に ・ の OO 菩 聞 湊 難 き さ w 


( 浅 壮 )-ー つ の ( ょ 6GN) の o・( 員 級 )ー ら ーg( ょ oc) の の ・( 肖 加 )ーーem( ょ 6) らら 誤 画 


(om 供 半 ) OO 凍 沖 


(で 十 い 弟 革 十 選 ) 





